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『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
中
川
博
夫
例
　
言
一
、
鎌
倉
幕
府
第
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
の
家
集
の
一
つ
『
柳
葉
和
歌
集
』（
八
五
三
首
）
の
注
解
を
試
み
る
。
一
、
１
番
歌
か
ら
始
め
て
順
番
ど
お
り
に
注
釈
を
付
す
。
こ
の
（
一
）
は
、
巻
一
～
四
（
１
～
626
）
を
取
り
上
げ
る
。
巻
五
（
627
～
853
）
は
、『
鶴
見
日
本
文
学
』
24
（
令
二
・
三
）
に
掲
載
す
る
。
一
、
次
の
各
項
か
ら
な
る
。
①
整
定
本
文
。
②
本
文
を
改
め
た
り
注
記
が
必
要
な
場
合
は
、
別
に
本
文
の
項
目
を
立
て
る
。
③
通
釈
。
④
本
歌
・
本
説
・
本
文
（
前
項
の
「
本
文
」
と
は
別
、
基
に
し
た
漢
詩
文
の
意
）、
参
考
（
宗
尊
が
踏
ま
え
た
歌
な
ら
び
に
解
釈
上
に
必
要
な
歌
）、
類
歌
（
表
現
・
趣
向
が
類
似
し
た
歌
）、
享
受
（
宗
尊
歌
を
本
歌
取
り
し
た
歌
）、
影
響
（
宗
尊
歌
を
踏
ま
え
た
歌
）。
⑤
出
典
。
⑥
他
出
。
⑦
語
釈
。
⑧
補
説
。
②
と
④
～
⑧
は
、
無
い
場
合
に
は
省
略
。
一
、
底
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
影
印
版
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　
第
三
十
一
巻　
中
世
私
家
集
七
』（
二
〇
〇
三
・
八
、
朝
日
新
聞
社
）
に
拠
る
。
そ
の
転
写
本
の
書
陵
部
本
（
一
五
一
・
四
一
四
。
た
だ
し
五
冊
中
五
冊
目
は
忠
実
な
転
写
で
は
な
い
）
を
参
照
す
る
こ
と
が
あ
る
。
一
、
本
文
は
、
次
の
方
針
に
従
う
一
二
１
．
底
本
の
翻
印
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
意
味
や
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
ひ
ら
仮
名
を
漢
字
に
、
漢
字
を
ひ
ら
仮
名
や
別
の
漢
字
に
改
め
る
。
送
り
仮
名
を
付
す
。
清
濁
・
読
点
を
施
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
ひ
ら
仮
名
の
反
復
記
号
は
用
い
な
い
。「
謌
」「
哥
」
は
「
歌
」
に
統
一
す
る
。
２
．
本
文
を
改
め
た
場
合
、
底
本
の
原
状
は
右
傍
に
記
す
（
送
り
仮
名
を
付
し
た
場
合
は
圏
点
）。
私
に
ふ
り
仮
名
を
付
す
場
合
は
（　
）
に
入
れ
て
区
別
す
る
。
そ
の
他
、
問
題
点
や
注
意
点
は
、
適
宜
特
記
す
る
。
３
．
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
は
、
漢
字
・
仮
名
の
別
や
仮
名
遣
い
の
違
い
や
送
り
仮
名
の
有
無
な
ど
、
表
記
上
の
違
い
は
原
則
と
し
て
取
ら
な
い
（
解
釈
の
分
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
表
記
上
の
違
い
で
あ
る
場
合
は
参
考
ま
で
に
注
記
す
る
）。
４
．
底
本
の
本
行
の
原
状
（
見
消
ち
等
の
補
訂
は
本
行
に
復
元
）
に
対
し
て
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
を
示
す
。
５
．
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
と
同
じ
）。
一
、
引
用
の
和
歌
は
、
特
記
し
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
本
に
拠
る
。
万
葉
集
は
、
原
則
と
し
て
西
本
願
寺
本
の
訓
と
旧
番
号
に
従
う
。
な
お
、
表
記
は
私
に
改
め
る
。
歌
集
名
は
、
原
則
と
し
て
「
和
歌
」
を
省
く
。
そ
の
他
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
大
系
本
他
の
流
布
刊
本
に
拠
る
他
、
特
殊
な
本
文
の
場
合
に
は
特
記
す
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
注 
　
釈
柳
葉
和
歌
集
巻
第
一
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
春
１　
天あま
つ
空そら
の
ど
か
に
霞かす
む
山やま
の
端は
の
朝
日
の
郷さと
に
春
は
来き
に
け
り
〔
通
釈
〕　
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
　
　
　
春
天
空
が
の
ど
か
に
霞
む
山
の
端
に
昇
る
朝
日
、
そ
れ
な
ら
ぬ
朝
日
の
郷
に
春
は
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
天
つ
空
け
し
き
も
し
る
し
秋
の
月
の
ど
か
な
る
べ
き
雲
の
上
と
は
（
正
治
初
度
百
首
・
祝
・
一
四
〇
〇
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
九
九
七
）
照
ら
す
ら
ん
神
路
の
山
の
朝
日
影
天
つ
雲
井
を
の
ど
か
な
れ
と
は
（
拾
遺
愚
草
・
十
題
百
首
建
久
二
年
冬
、
左
大
将
家
・
神
祇
・
七
八
一
）
万
代
を
光
に
こ
め
て
朝
日
山
の
ど
か
に
霞
む
初
春
の
空
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
八
・
越
前
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
春
・
八
）
一
四
茜
差
朝
日
能
里
爾
家
居
志
天
春
乃
光
乎
能
登
計
久
所
見
留
（
あ
か
ね
さ
す
朝
日
の
里
に
家
居
し
て
春
の
光
を
の
ど
け
く
ぞ
見
る
）（
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
・
三
条
院
長
和
元
年
・
御
屏
風
歌
・
甲
帖
三
首
・
初
春
・
朝
日
里
に
家
ゐ
あ
る
所
・
二
二
五
）
い
つ
し
か
と
霞
み
も
あ
へ
ぬ
山
の
端
の
朝
日
よ
り
こ
そ
春
は
見
え
け
れ
（
新
和
歌
集
・
春
・
立
春
の
心
を
・
一
・
蓮
生
。
東
撰
六
帖
・
春
・
立
春
・
五
、
初
句
「
い
つ
し
か
も
」。
同
抜
粋
本
・
春
・
立
春
・
五
）
み
吉
野
は
山
も
霞
み
て
白
雪
の
ふ
り
に
し
里
に
春
は
来
に
け
り
（
新
古
今
集
・
春
上
・
一
・
良
経
）
〔
影
響
〕　
春
の
来
る
空
は
そ
な
た
と
見
え
そ
め
て
朝
日
の
ど
か
に
霞
む
山
の
端
（
嘉
言
百
首
・
春
・
立
春
・
五
九
七
・
内
実
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
―
亀
山
天
皇
代
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
は
、
宗
尊
は
二
十
歳
で
、
旺
盛
な
和
歌
活
動
が
知
ら
れ
る
。
本
集
に
は
、
春
一
五
（
首
）・
夏
七
・
秋
一
五
首
・
冬
八
・
恋
一
三
・
雑
一
〇
の
、
計
六
八
首
を
収
め
る
。
本
来
は
、
春
・
秋
・
恋
・
雑
各
二
〇
首
、
夏
・
冬
各
一
〇
首
か
。
○
朝
日
の
郷
―
近
江
国
の
所
名
。
近
江
国
東
浅
井
郡
小
谷
村
郡
上
（
現
滋
賀
県
東
浅
井
郡
湖
北
町
）
の
あ
た
り
を
い
う
か
。
大
嘗
会
悠
紀
方
に
当
て
ら
れ
た
近
江
諸
郡
の
所
名
で
あ
り
、
か
つ
「
朝
日
」
の
祝
意
性
か
ら
大
嘗
会
和
歌
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
曇
り
な
き
豊
の
明
か
り
に
あ
ふ
み
な
る
朝
日
の
郷
は
光
差
し
添
ふ
」（
金
葉
集
・
賀
・
悠
紀
方
朝
日
郷
を
よ
め
る
・
三
一
六
・
藤
原
敦
光
）
が
勅
撰
集
の
初
例
。
こ
こ
は
、「
山
の
端
の
朝
日
」
か
ら
「
朝
日
」
を
重
ね
て
「
朝
日
の
郷
」
へ
鎖
る
。
〔
補
説
〕　
よ
り
直
接
に
は
参
考
に
挙
げ
た
大
嘗
会
の
「
朝
日
の
郷
」
を
詠
じ
た
歌
や
『
新
和
歌
集
』
の
宇
都
宮
頼
綱
（
蓮
生
）
の
巻
頭
歌
な
ど
に
倣
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
古
今
時
代
の
諸
詠
の
影
響
も
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
２　
春
も
な
ほを
古ふる
さ
と里
寒さむ
み
吉
野
山
花
待ま
ち
ど
ほを
に
雪
は
降ふ
り
つ
つゝ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
〔
通
釈
〕　春も
ま
だ
や
は
り
、（
離
宮
が
あ
っ
た
）
古
里
は
寒
く
て
、
吉
野
山
は
花
が
待
ち
遠
し
い
中
で
雪
は
降
り
続
い
て
い
て
。
〔
参
考
〕　
植
ゑ
し
時
花
待
ち
ど
ほ
に
あ
り
し
菊
う
つ
ろ
ふ
秋
に
あ
は
む
と
や
見
し
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
七
一
・
千
里
）
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
古
里
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
古
今
集
・
冬
・
三
二
五
・
是
則
）
春
霞
立
て
る
や
い
づ
こ
み
吉
野
の
吉
野
の
山
に
雪
は
降
り
つ
つ
（
古
今
集
・
春
上
・
三
・
読
人
不
知
）
春
も
な
ほ
雪
ふ
る
里
は
若
菜
つ
む
今
朝
よ
り
こ
そ
は
野
辺
の
通
ひ
路
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
六
〇
八
・
寂
蓮
）
〔
影
響
〕　
雪
げ
こ
そ
な
ほ
残
る
ら
め
吉
野
山
花
待
ち
ど
ほ
に
か
か
る
白
雲
（
新
葉
集
・
春
上
・
六
五
・
光
任
）
〔
語
釈
〕　
○
古
里
―
古
代
斉
明
朝
か
ら
聖
武
朝
ま
で
吉
野
に
行
幸
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
宮
滝
付
近
に
離
宮
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
言
う
。
○
吉
野
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
中
央
部
の
吉
野
町
辺
り
の
山
。
現
在
言
う
吉
野
山
だ
け
で
な
く
大
峰
山
地
の
北
端
か
ら
吉
野
川
左
岸
に
か
け
て
の
山
地
一
帯
の
総
称
。
○
待
ち
ど
ほ
―
待
ち
遠
し
い
さ
ま
。
３　
い
ざ
や
子こ
ら
若わか
菜な
摘つ
み
て
む
近あふ
み江
な
る
岡をか
田た
の
原はら
は
雪
も
消け
け
ぬ
ら
し
〔
通
釈
〕　さあ
み
ん
な
、
若
菜
を
摘
ん
で
し
ま
お
う
。
近
江
に
あ
る
岡
田
の
原
は
、
雪
も
消
え
た
ら
し
い
。
〔
参
考
〕　
い
ざ
や
子
ら
香
椎
の
潟
に
白
妙
の
袖
さ
へ
濡
れ
て
朝
菜
摘
み
て
む
（
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
九
五
七
・
旅
人
。
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
四
九
四
。
五
代
集
歌
枕
・
か
す
ひ
が
た
筑
前
・
一
五
九
四
、
二
句
「
か
す
ひ
の
か
た
に
」。
新
時
代
不
同
歌
合
・
三
）
い
ざ
や
子
ら
若
菜
摘
み
て
ん
根
芹
生
ふ
る
浅
沢
小
野
は
里
遠
く
と
も
（
俊
成
五
社
百
首
・
住
吉
・
春
・
若
菜
・
三
〇
五
。
風
雅
一
六
集
・
春
上
・
一
六
・
俊
成
）
東
路
に
春
や
来
ぬ
ら
む
近
江
な
る
岡
田
の
原
に
若
菜
む
れ
摘
む
（
恵
恵
法
師
集
時
雨
亭
文
庫
本
・〔
和
好
忠
百
首
〕・
春
・
一
九
九
。
万
代
集
・
春
上
・
好
忠
百
首
歌
を
和
し
け
る
中
に
・
六
三
・
恵
慶
。
続
後
拾
遺
集
・
春
上
・
二
二
、
結
句
「
若
菜
摘
む
な
り
」）。
〔
語
釈
〕　
○
子
ら
―
「
子
」
は
、
子
供
・
目
下
の
者
・
若
々
し
い
者
・
親
し
い
女
性
に
対
し
て
言
う
。「
ら
」
は
、
親
愛
の
情
を
込
め
て
言
う
接
尾
語
。
○
岡
田
の
原
―
近
江
国
の
歌
枕
。
現
滋
賀
県
東
近
江
市
岡
田
町
辺
り
の
原
か
。
歌
枕
と
言
う
程
の
歌
の
集
積
は
な
い
が
、『
歌
枕
名
寄
』（
東
山
・
近
江
下
・
岡
田
原
）
は
、
参
考
の
恵
慶
歌
と
「
見
渡
せ
ば
尾
花
片
寄
り
さ
ざ
波
や
岡
田
の
原
に
秋
風
ぞ
吹
く
」（
尾
花
・
六
三
六
五
・
行
家
）
を
載
せ
る
。
宗
尊
に
直
近
の
例
に
「
今
日
も
な
ほ
行
き
て
ま
た
見
む
雲
雀
た
つ
岡
田
の
原
の
春
の
気
色
を
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
二
五
一
・
具
氏
）
が
あ
る
。
○
雪
も
消
ぬ
ら
し
―
意
外
に
作
例
が
希
な
句
。
先
行
例
は
『
為
家
千
首
』
の
「
限
り
あ
れ
ば
雪
も
消
ぬ
ら
し
富
士
の
山
晴
れ
せ
ぬ
雲
の
五
月
雨
の
空
」（
夏
・
二
四
一
）。
４　
鶯
う
く
ひ
すの
宿やと
荒あ
れ
ぬ
ら
し
百くた
ら済
野の
のゝ
萩はき
の
古ふる
枝え
は
今いま
ぞ
焼や
く
な
る
〔
通
釈
〕　あの
春
を
ま
っ
て
い
た
と
い
う
鶯
の
宿
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
鶯
が
住
ん
で
い
た
百
済
野
の
萩
の
古
枝
は
、
今
ま
さ
に
焼
く
よ
う
で
あ
る
か
ら
。
〔
本
歌
〕　
百
済
野
の
萩
の
古
枝
に
春
待
つ
と
す
み
し
鶯
鳴
き
に
け
む
か
も
（
万
葉
集
・
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
三
一
・
赤
人
）
〔
参
考
〕　
秋
ま
で
の
命
も
知
ら
ず
春
の
野
に
萩
の
古
枝
を
焼
く
と
焼
く
か
な
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
四
八
・
和
泉
式
部
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
野
外
霞
・
一
四
。
〔
語
釈
〕　
○
百
済
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
大
和
盆
地
の
西
方
、
曽
我
川
・
葛
城
川
流
域
、
現
奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
百
済
に
名
を
残
す
土
地
一
帯
の
野
を
言
う
か
。
現
橿
原
市
高
殿
の
藤
原
宮
朝
堂
院
跡
辺
り
の
「
東
百
済
・
西
百
済
」
と
い
う
小
字
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。
ま
た
、
現
大
阪
市
天
王
寺
区
と
生
野
区
に
ま
た
が
る
上
町
台
地
東
側
斜
面
一
帯
の
汎
称
地
名
の
「
百
済
」
辺
り
の
野
と
も
言
う
。
と
す
れ
ば
摂
津
国
。
五
代
集
歌
枕
や
八
雲
御
抄
は
摂
津
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
百
済
か
ら
の
渡
来
人
の
居
住
地
が
地
名
の
起
源
で
あ
ろ
う
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
第
四
句
の
「
古
枝
を
」
は
「
古
根
を
」
の
異
同
が
あ
る
。
後
者
は
、
新
編
国
歌
大
観
本
や
和
泉
古
典
叢
書
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
本
（
四
〇
五
―
八
七
）
を
初
め
と
し
て
数
多
い
。
前
者
は
、『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
本
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
三
十
九
冊
本
（
四
〇
三
―
一
二
）
や
正
保
刊
二
十
一
代
集
本
等
で
あ
る
。
こ
の
和
泉
式
部
詠
は
、
本
歌
の
赤
人
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。
川
村
晃
生
は
「
第
四
句
を
「
萩
の
古
枝
を
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
和
泉
古
典
叢
書
補
注
）
と
言
う
。
後
代
の
例
に
な
る
が
、『
河
海
抄
』
は
、
二
カ
所
（
須
磨
、
槿
）
に
こ
の
歌
を
「
萩
の
古
枝
を
」
の
形
で
引
い
て
い
る
。
宗
尊
は
、「
萩
の
古
枝
を
」
の
本
文
で
該
歌
を
受
容
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
夫
木
抄
』（
春
二
・
鶯
・
四
三
三
）
に
、
詞
書
「
六
帖
題
御
歌
、
春
の
野
」、
作
者
「
中
務
卿
の
み
こ
」（
宗
尊
）
と
し
て
、「
百
済
野
の
萩
の
古
枝
の
鶯
も
今
ぞ
鳴
く
ら
し
春
の
来
ぬ
れ
ば
」
と
い
う
類
詠
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
５　
い
つ
の
春はる
訪と
は
れ
な
ら
ひ
て
梅むめ
の
花はな
咲さ
く
よ
り
人
の
か
く
待ま
た
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
一
八
何
時
の
春
に
訪
わ
れ
る
こ
と
が
慣
ら
い
と
な
っ
て
、
梅
の
花
は
咲
く
そ
ば
か
ら
、
訪
れ
る
人
が
こ
の
よ
う
に
待
た
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
か
く
ば
か
り
身
に
し
む
物
と
梅
が
香
を
い
つ
の
春
よ
り
思
ひ
そ
め
け
ん
（
東
撰
六
帖
・
梅
・
八
二
・
権
律
師
尊
季
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
二
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
い
つ
の
春
―
こ
の
類
型
で
過
去
の
季
節
を
言
う
先
行
例
は
、「
い
つ
の
秋
頼
め
お
き
け
ん
さ
を
鹿
の
妻
待
つ
山
の
夕
暮
の
空
」
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
・
暮
山
鹿
・
一
六
二
・
鷹
司
院
帥
）
や
「
い
つ
の
冬
散
ら
ば
と
も
に
と
契
り
け
ん
枝
さ
し
か
は
す
木
木
の
紅
葉
ば
」（
現
存
六
帖
・
も
み
ぢ
・
四
七
九
・
尚
侍
家
中
納
言
）
が
目
に
つ
く
程
度
。
○
咲
く
よ
り
―
俊
成
の
「
山
桜
咲
く
よ
り
空
に
あ
く
が
る
る
人
の
心
や
み
ね
の
白
雲
」（
久
安
百
首
・
春
・
八
〇
九
）
や
定
家
の
「
嵐
や
は
咲
く
よ
り
散
ら
す
桜
花
す
ぐ
る
つ
ら
さ
は
日
か
ず
な
り
け
り
」（
拾
遺
愚
草
・
二
見
浦
百
首
・
春
・
一
一
三
）
等
が
数
少
な
い
先
行
例
に
な
る
。
〔
補
説
〕　
「
梅
」
に
寄
せ
て
訪
れ
る
「
人
」
が
待
た
れ
る
こ
と
を
言
う
歌
の
近
い
時
代
の
例
と
し
て
は
、「
我
が
宿
の
梅
の
立
ち
枝
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君
が
来
ま
せ
る
」（
拾
遺
集
・
春
・
一
五
・
兼
盛
）
を
本
歌
に
し
た
慈
円
の
「
山
里
は
春
こ
そ
人
も
待
た
れ
け
れ
梅
の
立
ち
枝
に
宿
を
ま
か
せ
て
」（
拾
玉
集
・
日
吉
百
首
和
歌
・
春
・
四
〇
八
）
や
、
同
じ
歌
を
本
歌
取
り
し
た
良
経
の
「
さ
れ
ば
こ
そ
宿
の
梅
が
枝
春
た
ち
て
思
ひ
し
こ
と
ぞ
人
の
待
た
る
る
」（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・
梅
・
一
〇
六
）、
あ
る
い
は
藤
原
行
家
の
「
梅
の
花
匂
ふ
や
か
ご
と
我
が
宿
に
さ
ら
で
は
い
つ
か
人
の
待
た
る
る
」（
秋
風
抄
・
春
・
依
梅
待
友
・
一
一
。
現
存
六
帖
・
む
め
・
五
五
一
）
等
が
あ
る
。
６　
め
ぐ
り
遇あ
ふ
春
も
昔むかし
の
夜よ
は半
の
月つき
変か
は
ら
ぬ
袖
の
涙
に
ぞ
見
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
〔
通
釈
〕　また
め
ぐ
り
来
て
遇
う
春
も
（
春
の
ま
ま
で
）、
昔
ど
お
り
の
夜
中
の
月
よ
。（
そ
の
昔
と
）
変
わ
る
こ
と
の
な
い
袖
の
涙
に
、
そ
の
月
を
映
し
て
見
る
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
（
伊
勢
物
語
・
四
段
・
五
・
男
。
古
今
集
・
恋
五
・
七
四
七
・
業
平
）
〔
参
考
〕　
月
影
も
春
も
昔
の
春
な
が
ら
も
と
の
身
な
ら
で
濡
る
る
袖
か
な
（
信
生
法
師
集
・
二
〇
）
〔
類
歌
〕　
何
か
あ
ら
ぬ
春
も
昔
の
袖
の
上
に
梅
が
香
に
ほ
ふ
古
里
の
月
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
二
三
）
〔
影
響
〕　
恋
ひ
偲
ぶ
昔
の
秋
の
月
影
を
苔
の
袂
の
涙
に
ぞ
見
る
（
新
後
撰
集
・
雑
下
・
一
五
四
一
・
行
済
）
我
が
身
か
ら
涙
に
ぞ
見
る
夜
半
の
月
人
の
た
め
ま
で
曇
り
や
は
す
る
（
延
文
百
首
・
秋
・
月
・
一
五
四
八
・
藤
原
公
清
）
〔
他
出
〕　
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
春
歌
の
中
に
・
五
二
二
。
〔
語
釈
〕　
○
か
は
ら
ぬ
袖
の
涙
―
「
変
は
ら
ぬ
」
は
「
袖
」
と
「
涙
」
の
両
方
に
か
か
る
か
。「
変
は
ら
ぬ
袖
」
は
、「
さ
ら
で
だ
に
変
は
ら
ぬ
袖
を
い
と
ど
し
く
人
知
れ
ぬ
さ
へ
濡
ら
す
頃
か
な
」（
為
仲
集
・
忍
び
て
物
い
ひ
た
る
女
の
も
と
よ
り
・
九
二
）
や
「
夜
も
す
が
ら
変
は
ら
ぬ
袖
を
と
も
に
し
て
身
の
う
き
こ
と
を
う
れ
へ
つ
る
か
な
」（
散
木
奇
歌
集
・
雑
上
・
思
ふ
事
あ
り
け
る
頃
よ
め
る
・
一
二
四
五
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
作
例
は
少
な
い
。
７　
今いま
さ
ら
に
何なに
か
恨うら
み
む
憂う
き
時とき
と
言い
ひ
頻し
き
に
け
る
春
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　
二
〇
今
更
に
ど
う
し
て
恨
み
に
思
う
か
。
憂
く
辛
い
時
分
だ
と
、
頻
り
に
言
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
春
の
曙
な
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
昔
よ
り
言
ひ
頻
き
に
け
る
こ
と
な
れ
ば
我
ら
は
い
か
が
今
は
定
め
ん
（
拾
遺
集
・
雑
下
・
五
一
九
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
つ
ら
く
と
も
何
か
恨
み
む
今
さ
ら
に
う
れ
し
き
誰
か
君
に
ま
さ
ら
ん
（
西
宮
左
大
臣
集
・
五
八
）
〔
類
歌
〕　
今
さ
ら
に
何
か
恨
み
む
忘
れ
ね
と
言
ひ
し
に
か
な
ふ
人
の
心
を
（
続
拾
遺
集
・
恋
五
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
の
歌
合
に
・
一
〇
八
四
・
真
観
）
〔
語
釈
〕　
○
言
ひ
頻
き
に
け
る
―
「
頻
く
」
は
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
頻
繁
に
…
す
る
、
繰
り
返
し
何
度
も
…
す
る
の
意
を
表
す
。
〔
補
説
〕　
春
歌
で
憂
鬱
・
寂
寥
を
表
出
す
る
こ
と
は
、
中
世
に
な
っ
て
顕
現
す
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
宗
尊
は
こ
の
歌
で
は
、「
み
吉
野
の
岩
の
か
け
ぢ
を
な
ら
し
て
も
な
ほ
憂
き
時
か
秋
の
夕
暮
」（
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
一
・
後
鳥
羽
院
）
や
「
思
ひ
入
る
山
に
て
も
ま
た
鳴
く
鹿
の
な
ほ
憂
き
時
か
秋
の
夕
暮
」（
内
裏
歌
合
建
保
二
年
・
秋
鹿
・
六
四
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
一
二
一
五
、
四
句
「
な
ほ
憂
き
時
や
」。
万
代
集
・
雑
一
・
二
八
八
一
、
四
句
「
な
ほ
憂
き
時
は
」）
な
ど
を
念
頭
に
置
き
、
一
般
的
に
「
憂
き
時
」
で
あ
る
「
秋
の
夕
暮
」
に
対
照
さ
せ
て
、
敢
え
て
「
憂
き
時
と
言
ひ
し
き
に
け
る
春
の
曙
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、「
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
五
六
）
を
本
歌
に
し
た
「
こ
き
ま
ず
る
柳
桜
も
な
か
り
け
り
錦
の
浦
の
春
の
曙
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
二
八
）
が
、
一
方
で
定
家
の
「
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
三
）
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
感
情
を
宗
尊
に
生
じ
さ
せ
た
の
に
は
、
宗
尊
十
一
歳
の
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
春
三
月
十
九
日
に
鎌
倉
幕
府
将
軍
に
な
る
べ
く
京
都
を
出
発
し
、
恐
ら
く
は
曙
時
に
逢
坂
の
関
を
越
え
て
東
路
に
足
を
踏
み
入
れ
た
折
の
心
細
い
記
憶
が
与
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
宗
尊
は
、「
忘
れ
ず
よ
鳥
〔
の
〕
音
つ
ら
く
お
と
づ
れ
て
逢
坂
越
え
し
春
の
曙
」（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
・
旅
・
二
八
三
）
と
詠
み
、「
馴
れ
な
ば
と
何
思
ひ
け
ん
年
経
て
も
同
じ
辛
さ
の
春
の
曙
」（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
十
二
月
百
首
歌
・
春
曙
・
三
〇
六
）
と
も
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
宗
尊
が
「
春
の
曙
」
を
め
ぐ
っ
て
、
辛
い
・
悲
し
い
・
寂
し
い
の
類
の
情
感
を
表
し
た
歌
を
少
し
例
示
し
て
お
く
。
言
ひ
知
ら
ぬ
つ
ら
さ
添
ふ
ら
し
雁
が
ね
の
今
は
と
帰
る
春
の
曙
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
二
九
。
瓊
玉
集
・
春
上
・
三
五
）
い
さ
人
の
心
は
知
ら
ず
我
の
み
ぞ
悲
し
か
り
け
る
春
の
曙
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
曙
・
三
二
）
た
え
だ
え
に
里
見
え
そ
む
る
山
本
の
鳥
の
音
寂
し
春
の
曙
（
同
・
同
・
同
・
三
三
）
立
ち
上
る
煙
も
寂
し
難
波
人
葦
火
焚
く
や
の
春
の
曙
（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
春
・
六
四
七
）
は
か
な
く
も
な
ほ
身
に
し
め
て
思
ふ
か
な
あ
は
れ
憂
き
世
の
春
の
曙
（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
春
曙
・
三
一
二
）
８　
身
に
染し
む
る
香
に
も
匂にほ
は
ぬ
柳
陰かけ
立た
ち
寄よ
る
と
て
も
人
は
咎とか
め
じ
〔
通
釈
〕　身に
染
み
込
ま
せ
る
香
り
に
匂
わ
な
い
柳
の
樹
陰
よ
、
こ
こ
に
立
ち
寄
る
と
し
て
も
（
梅
の
よ
う
に
）
人
は
咎
め
る
ま
い
。
〔
本
歌
〕　
梅
の
花
立
ち
寄
る
ば
か
り
あ
り
し
よ
り
人
の
咎
む
る
香
に
ぞ
染
み
ぬ
る
（
古
今
集
・
春
上
・
三
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
道
の
辺
に
清
水
流
る
る
柳
陰
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
と
ま
り
つ
れ
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
六
二
・
西
行
）
立
ち
寄
れ
ば
夏
の
よ
そ
な
る
柳
陰
こ
れ
よ
り
西
や
秋
の
通
ひ
路
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
夏
・
七
三
・
八
条
院
高
倉
）
〔
語
釈
〕　
○
身
に
染
む
る
―
「
君
も
さ
は
あ
は
れ
を
か
は
せ
人
知
れ
ず
我
が
身
に
し
む
る
秋
の
夕
風
」（
源
氏
物
語
・
薄
雲
・
三
〇
六
）
が
早
い
が
、
こ
れ
は
身
に
浸
み
て
感
じ
さ
せ
る
意
。
香
り
に
つ
い
て
言
う
例
に
は
、
家
隆
の
「
身
に
染
む
る
人
よ
り
も
な
ほ
梅
が
枝
の
二
二
折
知
る
も
の
は
鶯
の
声
」（
壬
二
集
・
春
歌
と
て
・
二
〇
六
二
）
が
あ
る
。
９　
留とゝ
ま
ら
ぬ
別わか
れ
を
か
ね
て
嘆なけ
けゝ
と
や
花
よ
り
さ
き
に
雁
の
鳴な
く
ら
む
〔
通
釈
〕　留ま
ら
な
い
別
れ
を
あ
ら
か
じ
め
泣
い
て
嘆
け
と
い
っ
て
、
花
が
咲
く
よ
り
も
前
に
雁
が
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
帰
る
べ
き
別
れ
を
か
ね
て
慕
へ
と
や
ま
だ
深
き
夜
に
鳥
の
鳴
く
ら
ん
（
秋
風
集
・
恋
中
・
前
摂
政
家
百
首
に
・
八
〇
四
・
行
家
）
雁
が
ね
は
花
を
ぞ
待
た
ぬ
し
か
す
が
に
な
き
て
別
れ
ぬ
春
は
な
け
れ
ど
（
現
存
六
帖
・
か
り
・
七
六
九
・
北
条
重
時
）
〔
類
歌
〕　
留
ま
ら
ぬ
こ
と
を
あ
ま
た
に
慕
へ
と
や
春
の
別
れ
に
帰
る
雁
が
ね
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
六
九
）
馴
れ
て
憂
き
後
の
別
れ
を
思
へ
ば
や
花
よ
り
さ
き
に
雁
の
行
く
ら
ん
（
新
拾
遺
集
・
秋
上
・
一
五
三
八
・
成
国
）
〔
語
釈
〕　
○
嘆
け
と
や
―
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
は
「
嘆
く
と
や
」
と
す
る
が
、
時
雨
亭
文
庫
本
も
そ
の
転
写
本
の
書
陵
部
本
も
「
な
け
ゝ
と
や
」
と
読
み
得
る
。「
ゝ
」
は
「
く
」
に
紛
れ
る
が
、
前
後
の
「
く
」
と
比
較
す
れ
ば
「
ゝ
」
と
判
断
さ
れ
る
。
○
鳴
く
―
「
別
れ
」「
嘆
け
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
行
く
雁
は
花
な
き
里
に
住
み
や
な
ら
へ
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
一
・
伊
勢
）
の
類
型
と
通
念
の
中
に
あ
る
一
首
と
言
え
る
。
10　
葦あし
穂ほ
山
花
咲さ
き
ぬ
ら
し
筑つく
波は
嶺ね
の
そ
が
ひ
に
見み
れ
は
か
かゝ
る
白しら
雲
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
〔
通
釈
〕　葦穂
山
は
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
筑
波
嶺
の
背
後
に
見
る
と
、
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
〔
本
歌
〕　
筑
波
嶺
に
そ
が
ひ
に
見
ゆ
る
葦
穂
山
悪
し
か
る
と
が
も
さ
ね
見
え
な
く
に
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
相
聞
・
三
三
九
一
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
葦
穂
山
花
咲
き
ぬ
れ
や
筑
波
嶺
の
そ
が
ひ
に
見
れ
ば
雲
ぞ
た
な
び
く
（
夫
木
抄
・
春
四
・
花
・
山
、
現
存
六
・
一
二
七
五
・
行
家
。
歌
枕
名
寄
・
東
海
五
・
常
陸
・
蘆
穂
山
・
蘆
穂
山
、
二
句
「
花
咲
き
ぬ
ら
ん
」）
葦
穂
山
花
や
咲
く
ら
ん
筑
波
嶺
の
そ
が
ひ
に
見
え
て
か
か
る
白
雲
（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
六
九
一
・
幹
時
）
桜
花
吹
く
や
嵐
の
葦
穂
山
そ
が
ひ
に
な
び
く
峰
の
白
雲
（
壬
二
集
・
建
保
二
年
内
裏
歌
合
に
、
山
落
花
・
二
一
八
二
）
明
け
渡
る
外
山
の
桜
夜
の
程
に
花
咲
き
ぬ
ら
し
か
か
る
白
雲
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
六
八
・
為
家
。
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
花
・
一
三
一
）
〔
類
歌
〕　
生
駒
山
花
咲
き
ぬ
ら
し
難
波
門
を
漕
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
か
か
る
白
雲
（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
九
月
、
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
し
百
首
歌
・
春
・
七
九
。
瓊
玉
集
・
春
上
・
五
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
葦
穂
山
―
常
陸
国
の
歌
枕
。
筑
波
山
の
北
方
に
位
置
す
る
。
○
筑
波
嶺
―
常
陸
国
の
歌
枕
。
筑
波
山
の
こ
と
。
○
そ
が
ひ
―
「
背
向
に
」。
背
後
に
、
後
方
に
。
〔
補
説
〕　
同
じ
『
万
葉
』
歌
を
本
歌
に
し
て
い
る
た
め
か
、
藤
原
行
家
の
歌
や
平
（
北
条
か
）
幹
時
の
歌
に
酷
似
す
る
。
作
者
名
・
集
付
等
に
錯
誤
が
な
け
れ
ば
、「
現
存
六
帖
」
の
行
家
詠
や
『
新
和
歌
集
』
の
幹
時
詠
の
模
倣
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で
は
為
家
の
「
明
け
渡
る
」
歌
に
は
学
ん
で
い
る
と
見
て
よ
い
か
。
二
四
11　
植う
ゑへ
て
見
る
我われ
を
や
花
の
恨うら
む
ら
ん
憂う
き
宿やと
か
ら
に
人
の
訪と
は
ね
ば
〔
本
文
〕　
○
人
の
―
底
本
は
「
人
は
」
の
「
は
」
に
「
の
」
を
上
書
。
〔
通
釈
〕　植え
て
見
て
い
る
私
を
、
花
が
恨
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
憂
く
辛
い
こ
の
家
で
あ
る
せ
い
で
、
花
を
眺
め
る
人
が
訪
れ
な
い
の
で
。
〔
本
歌
〕　
植
ゑ
て
見
る
我
は
忘
れ
で
あ
だ
人
に
ま
づ
忘
ら
る
る
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
五
二
・
大
輔
御
）
〔
参
考
〕　
花
に
さ
へ
物
思
は
す
る
名
や
立
た
ん
憂
き
宿
か
ら
に
人
し
訪
は
ね
ば
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
四
九
五
・
伊
長
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
花
御
歌
と
て
・
五
八
。
〔
補
説
〕　
『
後
撰
集
』
の
大
輔
御
歌
を
本
歌
に
取
り
な
が
ら
、
着
想
と
措
辞
を
『
百
首
歌
合
』
の
伊
長
詠
に
倣
っ
た
作
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
該
歌
が
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
五
月
か
そ
れ
を
さ
ほ
ど
溯
ら
な
い
作
で
あ
る
と
し
て
、
宗
尊
が
数
年
前
の
京
都
の
歌
合
を
披
見
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
同
歌
合
で
は
、
左
の
伊
長
詠
に
対
し
て
、
右
は
忠
定
の
「
い
つ
ま
で
か
憂
き
が
袂
に
宿
る
べ
き
涙
や
す
め
よ
秋
の
夜
の
月
」
で
、
知
家
の
判
詞
は
「
両
方
述
懐
の
心
に
て
ぞ
侍
る
め
る
。
歌
合
に
は
古
く
も
難
じ
て
侍
る
め
る
に
、
此
の
心
あ
ま
た
見
え
侍
り
。
い
づ
れ
を
い
か
に
と
申
し
難
く
侍
れ
ば
、
た
だ
姿
き
ら
ら
か
に
侍
り
、
涙
や
す
め
よ
、
す
す
み
て
ぞ
思
ひ
た
ま
ふ
る
」
で
、
右
が
勝
っ
て
い
る
。
歌
合
の
春
の
歌
に
述
懐
を
こ
め
て
負
け
た
伊
長
詠
を
、
宗
尊
は
「
花
」
あ
る
い
は
「
春
」
の
題
の
歌
と
し
て
敢
え
て
同
調
し
て
詠
み
直
し
た
感
が
あ
る
。
宗
尊
の
四
季
歌
に
於
け
る
述
懐
性
は
、
自
覚
的
な
志
向
で
あ
っ
た
か
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
に
詠
ま
し
め
る
程
の
心
の
傾
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
12　
あ
だ
人
の
心こゝろ
や
種たね
と
な
り
に
け
む
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
山
桜さくら
か
な
〔
通
釈
〕　
（
人
は
人
で
も
）
移
り
気
な
人
の
心
が
種
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ん
と
も
移
ろ
い
や
す
い
山
桜
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
説
〕　
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
（
古
今
集
・
仮
名
序
）
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
人
の
心
は
花
染
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
あ
だ
人
の
心
の
秋
の
露
よ
り
ぞ
見
し
こ
と
の
葉
も
色
か
は
り
ゆ
く
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
九
二
三
・
知
家
。
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
恋
・
寄
露
恋
・
八
六
七
）
程
も
な
く
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
あ
だ
人
の
心
に
似
た
る
花
桜
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
は
な
ざ
く
ら
・
二
三
六
三
・
知
家
）
桜
花
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
世
の
中
の
人
の
心
に
い
つ
な
ら
ひ
け
ん
（
現
存
六
帖
・
さ
く
ら
・
五
九
五
・
為
経
）
春
べ
さ
く
多
く
の
花
の
中
に
な
ど
あ
だ
な
る
種
の
桜
な
る
ら
ん
（
寂
身
集
・
詠
百
首
和
歌
宝
治
二
年
九
月
於
滝
山
詠
之
・
春
・
四
七
〇
）
〔
類
歌
〕　
物
思
ふ
涙
や
種
と
な
り
に
け
ん
さ
も
袖
濡
ら
す
荻
の
音
か
な
（
閑
放
集
・
秋
・
荻
を
・
二
一
）
し
た
に
こ
そ
人
の
心
も
う
つ
ろ
ふ
を
色
に
見
せ
た
る
山
桜
か
な
（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
院
よ
り
人
人
に
め
さ
れ
し
百
首
歌
の
題
に
て
、
読
み
て
た
て
ま
つ
り
し
・
花
・
一
五
七
。
瓊
玉
集
・
春
下
・
六
七
。
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
〇
七
・
宗
尊
）
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
仮
名
序
の
一
節
と
読
人
不
知
歌
を
取
り
併
せ
た
と
見
る
。
類
歌
に
挙
げ
た
真
観
の
『
閑
放
集
』
歌
と
の
先
後
は
不
明
。「
…
や
種
と
な
り
に
け
む
」
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
く
、
相
互
の
影
響
二
六
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
13　
あ
り
果は
て
ぬ
春
の
日
数かす
の
程
に
だ
に
憂う
き
こ
と
繁しけ
く
花
の
散ち
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　最後
ま
で
長
く
続
く
こ
と
の
な
い
春
の
（
短
い
）
日
数
の
間
で
さ
え
、
憂
く
辛
い
こ
と
が
頻
り
に
多
く
花
が
散
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
あ
り
果
て
ぬ
命
待
つ
間
の
程
ば
か
り
憂
き
こ
と
繁
く
思
は
ず
も
が
な
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
五
・
貞
文
）
〔
参
考
〕　
あ
り
て
な
き
心
地
こ
そ
す
れ
桜
花
散
り
に
し
後
の
春
の
日
数
は
（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
暮
春
・
三
〇
四
・
真
昭
）
野
辺
は
み
な
ま
だ
浅
茅
生
の
下
萌
え
に
春
の
日
数
の
程
も
見
え
け
り
（
宝
治
百
首
・
春
・
若
草
・
三
九
七
・
少
将
内
侍
）
〔
語
釈
〕　
○
あ
り
果
て
ぬ
―
本
歌
の
詞
を
取
る
。
本
歌
は
命
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
生
き
な
が
ら
え
き
れ
な
い
、
天
寿
を
全
う
で
き
な
い
の
意
だ
が
、
こ
こ
は
春
の
季
節
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
持
続
し
き
れ
な
い
の
意
。
○
憂
き
こ
と
繁
く
花
の
散
る
ら
ん
―
「
憂
き
こ
と
繁
く
」
か
ら
「
繁
く
」
を
重
ね
て
「（
花
の
）
散
る
ら
ん
」
へ
鎖
る
。
14　
ま
た
の
春はる
あ
ひ
見み
ん
事
は
命いのち
に
て
今こ
年とし
も
花
に
別わか
れ
ぬ
る
か
な
〔
通
釈
〕　また
の
年
の
春
に
逢
い
見
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
命
し
だ
い
で
あ
っ
て
、
今
年
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
桜
の
花
に
別
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
な
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
〔
本
歌
〕　
春
ご
と
に
花
の
盛
り
は
あ
り
な
め
ど
逢
ひ
見
む
こ
と
は
命
な
り
け
り
（
古
今
集
・
春
下
・
九
七
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
春
の
御
歌
と
て
・
八
一
。
〔
語
釈
〕　
○
あ
ひ
見
む
―
対
面
・
再
会
す
る
意
。「
あ
ひ
」
は
「
逢
ひ
」
に
も
「
相
」
に
も
解
さ
れ
る
。
○
命
に
て
―
書
陵
部
本
は
「
命
と
て
」。『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
は
、
こ
れ
を
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
本
文
と
し
て
異
同
を
掲
出
し
た
が
、
時
雨
亭
文
庫
本
は
「
命
に
て
」
で
、
書
陵
部
本
の
誤
写
。
○
別
れ
ぬ
る
か
な
「
結
ぶ
手
の
雫
に
濁
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」（
古
今
集
・
離
別
・
四
〇
四
・
貫
之
）
が
原
拠
で
、「
思
ひ
出
づ
る
こ
と
の
み
し
げ
き
野
辺
に
来
て
ま
た
春
に
さ
へ
別
れ
ぬ
る
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
春
下
・
三
月
尽
日
親
の
墓
に
罷
り
て
よ
め
る
・
一
六
四
・
永
胤
）
を
初
め
と
し
て
「
春
」
に
「
別
れ
ぬ
る
か
な
」
と
す
る
例
は
、
宗
尊
以
前
に
も
散
見
す
る
。「
花
」
に
つ
い
て
言
う
の
は
、
後
鳥
羽
院
皇
子
雅
成
親
王
の
「
桜
色
の
形
見
の
衣
脱
ぎ
替
へ
て
二
た
び
花
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」（
雅
成
親
王
集
・
更
衣
・
九
）
が
目
に
付
く
程
度
。
こ
の
句
形
を
離
れ
れ
ば
、
否
定
表
現
で
は
あ
る
が
、「
人
知
れ
ず
物
思
ふ
こ
と
は
な
ら
ひ
に
き
花
に
別
れ
ぬ
春
し
な
け
れ
ば
」（
詞
花
集
・
雑
上
・
三
一
二
・
和
泉
式
部
）
が
先
行
す
る
類
例
と
し
て
目
に
付
く
。
15　
慕した
ふ
べ
き
頼たよ
り
だ
に
な
し
い
づ
方かた
へ
行ゆ
く
と
も
見み
え
ぬ
春はる
の
別わか
れ
は
〔
通
釈
〕　去り
ゆ
く
行
く
春
の
後
を
追
い
慕
う
こ
と
の
で
き
る
よ
す
が
さ
え
無
い
よ
。
ど
こ
へ
行
く
と
も
分
か
ら
な
い
春
と
の
別
れ
は
。
〔
参
考
〕　
身
に
か
へ
て
思
へ
ば
な
に
か
慕
ふ
べ
き
花
を
と
め
て
も
同
じ
別
れ
を
（
秋
風
集
・
春
下
・
百
首
歌
奉
り
け
る
時
、
惜
花
と
い
ふ
こ
と
を
・
九
九
・
基
家
。
現
存
六
帖
・
は
な
・
四
三
〇
。
続
古
今
集
・
春
下
・
一
五
五
）
二
八
今
日
の
み
と
わ
き
て
や
身
に
は
慕
ふ
べ
き
今
更
な
ら
ぬ
春
の
別
れ
を
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
七
三
一
・
伊
長
）
〔
影
響
〕　
い
づ
か
た
を
い
か
に
慕
ひ
と
ど
め
ま
し
人
に
知
ら
れ
ぬ
春
の
別
れ
路
（
雅
顕
集
・
春
・
暮
春
・
一
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
三
月
尽
を
・
九
四
。
〔
語
釈
〕　
○
春
の
別
れ
―
行
く
季
節
で
あ
る
春
を
擬
人
化
し
て
言
う
。
行
く
春
と
の
離
別
の
意
。「
年
毎
に
春
の
別
れ
を
あ
は
れ
と
も
人
に
お
く
る
る
人
ぞ
知
り
け
る
」（
和
漢
朗
詠
集
・
餞
別
・
六
三
九
・
元
真
）
等
多
く
の
例
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
基
家
歌
は
、「
我
が
身
に
替
え
て
思
う
と
し
て
一
体
何
を
恋
い
慕
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
花
の
跡
を
追
っ
て
探
し
求
め
て
も
、
結
局
は
同
じ
く
散
っ
て
し
ま
う
桜
の
花
と
の
別
れ
を
。」
と
い
っ
た
意
か
。
こ
れ
は
、『
宝
治
百
首
』（
春
・
惜
花
・
六
〇
四
）
の
作
で
、
そ
こ
で
は
二
三
句
は
「
思
へ
ば
な
に
か
惜
し
む
べ
き
」
で
あ
る
が
、『
続
古
今
集
』（
春
下
・
一
五
五
）
で
は
、「
宝
治
二
年
百
首
歌
に
」
の
詞
書
で
、
二
三
句
は
「
思
へ
ば
な
に
か
慕
ふ
べ
き
」
で
あ
る
。
該
歌
は
こ
れ
に
学
ん
だ
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
く
参
考
に
挙
げ
た
伊
長
詠
と
も
同
工
異
曲
で
あ
り
、
こ
れ
に
倣
っ
た
可
能
性
も
見
て
お
き
た
い
。
影
響
に
挙
げ
た
一
首
は
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
藤
原
教
定
の
孫
で
飛
鳥
井
雅
有
の
子
で
あ
る
雅
顕
の
歌
で
あ
る
。
宗
尊
は
、
教
定
の
歌
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
が
、
反
対
に
雅
有
や
雅
顕
ら
が
宗
尊
の
歌
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
は
見
て
お
き
た
い
。
夏
16　
神
祭まつ
る
卯う
月
に
時とき
や
な
り
ぬ
ら
む
ゆ
ふ
し
で
な
び
く
杜もり
の
下した
か
け陰
〔
本
文
〕　
○
下
陰
―
底
本
は
「
し
た
か
け
」（「
せ
」
を
墨
消
ち
し
て
右
傍
に
「
せ
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
神
を
祭
る
卯
月
に
時
は
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
綿
幣
が
靡
く
杜
の
下
陰
よ
。
〔
参
考
〕　
神
祭
る
卯
月
に
咲
け
る
卯
の
花
は
白
く
も
き
ね
が
し
ら
げ
た
る
か
な
（
拾
遺
集
・
夏
・
九
一
・
躬
恒
）
神
祭
る
卯
月
の
花
や
咲
き
ぬ
ら
ん
下
草
か
く
る
杜
の
ゆ
ふ
し
で
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
夏
・
社
卯
花
・
二
六
九
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
九
三
一
）
神
祭
る
榊
に
な
び
く
ゆ
ふ
し
で
の
音
も
涼
し
き
杜
の
下
風
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
神
ま
つ
り
・
七
六
・
家
良
）
榊
さ
す
卯
月
来
ぬ
れ
ば
は
ふ
り
子
も
柏
手
祭
る
杜
の
下
陰
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
神
祭
・
八
一
・
顕
氏
）
〔
類
歌
〕　
神
祭
る
卯
月
に
な
れ
や
今
日
し
は
や
し
め
さ
し
渡
す
杜
の
下
陰
（
師
兼
千
首
・
夏
・
杜
首
夏
・
二
〇
二
）
〔
語
釈
〕　
○
神
祭
る
卯
月
―
四
月
は
十
一
月
と
な
ら
び
神
事
が
多
い
月
。
特
に
四
月
中
酉
の
日
を
中
心
に
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
が
想
起
さ
れ
る
。「
ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
卯
月
に
な
り
に
け
り
い
ざ
う
ち
む
れ
て
葵
か
ざ
さ
む
」（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
四
一
・
読
人
不
知
）。
○
ゆ
ふ
し
で
―
「
木
綿
幣
」「
木
綿
垂
」「
木
綿
四
手
」
等
と
書
く
。
楮
を
蒸
し
て
さ
ら
し
て
糸
状
に
裂
い
た
木
綿
を
榊
の
枝
等
に
付
け
て
垂
ら
し
た
も
の
。
神
事
に
用
い
る
。
○
杜
―
上
下
賀
茂
社
の
杜
を
念
頭
に
置
く
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
神
社
の
境
内
や
神
域
の
杜
。
〔
補
説
〕　
必
ず
し
も
参
考
歌
に
拠
ら
な
け
れ
ば
詠
め
な
い
歌
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
二
首
目
以
降
は
い
ず
れ
も
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
て
も
不
思
議
が
な
い
歌
集
や
歌
人
の
歌
で
あ
る
。
17　
年とし
ご
と
に
か
く
待ま
た
む
と
や
時ほと
ゝ
き
す鳥
声こゑ
を
あ
は
れ
と
思おも
ひ
初そ
め
け
む
三
〇
〔
通
釈
〕　毎年
ご
と
に
こ
の
よ
う
に
時
鳥
を
待
と
う
と
い
う
の
で
、（
先
人
は
）
そ
の
声
を
し
み
じ
み
と
興
趣
が
あ
る
と
思
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
年
ご
と
に
聞
く
と
は
す
れ
ど
時
鳥
声
は
ふ
り
せ
ぬ
物
に
ぞ
あ
り
け
る
（
金
葉
集
・
夏
・
一
〇
九
・
経
忠
）
知
ら
ね
ど
も
答
へ
や
は
す
る
時
鳥
も
と
つ
ひ
と
問
ふ
声
を
あ
は
れ
と
（
民
部
卿
家
歌
合
・
郭
公
・
六
・
作
者
不
記
）
時
鳥
鳴
く
な
る
声
を
早
苗
と
る
て
ま
う
ち
や
め
て
あ
は
れ
と
ぞ
聞
く
（
金
葉
集
初
度
本
・
夏
・
一
八
三
・
貫
之
）
梅
の
花
色
を
残
し
て
吹
く
風
は
香
こ
そ
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
め
（
万
代
集
・
春
上
・
一
二
五
・
承
明
門
院
小
宰
相
）
朝
ご
と
に
誰
が
形
見
と
て
秋
萩
の
花
を
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
ん
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
・
朝
草
花
・
一
一
一
・
鷹
司
院
按
察
）
な
ぞ
も
か
く
千
千
に
愁
へ
の
余
る
ま
で
月
を
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
〇
九
・
寂
蓮
）
い
か
に
し
て
色
を
も
香
を
も
知
ら
ぬ
身
の
花
を
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
ん
（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
六
九
〇
・
西
円
）
〔
語
釈
〕　
○
年
ご
と
に
―
「
時
鳥
」
に
つ
い
て
言
う
の
は
、『
万
葉
集
』
の
「
年
ご
と
に
来
鳴
く
も
の
ゆ
ゑ
時
鳥
聞
け
ば
し
の
は
く
逢
は
ぬ
日
を
多
み
」（
万
葉
集
・
巻
十
九
・
四
一
六
八
・
家
持
）
が
早
い
が
、
こ
れ
は
西
本
願
寺
本
の
異
訓
（
他
に
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
細
井
本
・
広
瀬
本
等
も
）
で
、
同
傍
訓
や
通
行
訓
は
「
と
し
の
は
に
」
で
あ
る
。
勅
撰
集
で
は
参
考
の
『
金
葉
集
』
歌
が
初
出
。
〔
補
説
〕　
「
…
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
む
」（「
初
め
」
に
「
染
め
」
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
）
の
形
は
、
参
考
歌
に
記
し
た
よ
う
に
、
寂
蓮
あ
た
り
が
早
く
、
鎌
倉
時
代
前
中
期
に
散
見
す
る
。
四
首
は
い
ず
れ
も
、
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
歌
集
・
歌
人
の
歌
で
あ
る
。
和
歌
の
事
象
・
事
物
の
本
意
の
起
源
を
問
う
の
は
、
宗
尊
独
自
で
は
な
い
が
宗
尊
の
歌
に
は
よ
く
見
ら
れ
て
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
言
え
る
。
18　
待ま
ち
わ
び
し
時
こ
そ
あ
ら
め
時ほと
ゝ
き
す鳥
聞き
く
に
も
物
の
悲かな
し
か
る
ら
む
〔
通
釈
〕　鳴く
の
を
あ
ん
な
に
も
待
ち
わ
び
た
時
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。
そ
れ
な
の
に
、
時
鳥
は
聞
く
に
つ
け
て
も
、（
私
が
悲
し
い
の
で
）
も
の
悲
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
は
い
か
に
や
い
か
に
風
の
音
を
聞
く
に
も
今
は
物
や
悲
し
き
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
九
二
・
読
人
不
知
）
わ
が
ご
と
く
物
や
悲
し
き
郭
公
時
ぞ
と
も
な
く
夜
た
だ
な
く
ら
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
七
八
・
敏
行
）
〔
参
考
〕　
鳴
き
初
め
ぬ
時
こ
そ
あ
ら
め
郭
公
初
音
の
後
は
待
た
れ
ず
も
が
な
（
寂
身
法
師
集
・
詠
百
首
和
歌
・
夏
・
三
七
八
）
〔
類
歌
〕　
辛
か
り
し
時
こ
そ
あ
ら
め
逢
ひ
み
て
の
後
さ
へ
物
は
な
ぞ
や
悲
し
き
（
三
十
六
人
大
歌
合
・
七
六
・
三
品
〔
宗
尊
〕
親
王
家
小
督
。
新
後
撰
集
・
恋
三
・
一
〇
〇
八
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
小
督
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
夏
御
歌
の
中
に
・
一
一
五
。
〔
補
説
〕　
時
鳥
が
鳴
く
こ
と
に
つ
い
て
「
悲
し
」
と
す
る
の
は
、
本
歌
の
敏
行
詠
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
宗
尊
の
季
節
歌
に
述
懐
性
を
詠
じ
る
傾
き
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
の
寂
身
歌
は
、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
の
関
東
に
於
け
る
詠
作
。「
時
鳥
は
、
ま
だ
鳴
き
始
め
な
い
時
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
待
つ
の
は
あ
ま
り
に
も
辛
い
。
だ
か
ら
時
鳥
は
、
せ
め
て
初
音
の
後
に
は
も
う
待
つ
こ
と
が
な
い
と
い
い
の
に
な
。」
と
い
っ
た
趣
旨
か
。
あ
る
い
は
宗
尊
は
こ
れ
に
も
触
発
さ
れ
た
か
。
三
二
ま
た
、
類
歌
と
し
て
挙
げ
た
宗
尊
家
の
女
房
小
督
の
歌
は
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
九
月
成
立
の
歌
合
所
収
歌
だ
が
、
藤
原
基
家
と
推
定
さ
れ
て
い
る
撰
者
に
よ
る
秀
歌
撰
的
歌
合
で
あ
る
の
で
、
こ
の
折
の
詠
作
と
は
限
ら
な
い
。
な
お
ま
た
、
該
歌
の
直
後
、
弘
長
元
年
七
月
七
日
に
成
っ
た
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
』
の
「
郭
公
悲
し
き
物
ぞ
今
よ
り
は
夕
べ
は
我
に
声
な
聞
か
せ
そ
」（
夏
・
八
三
・
藤
原
時
盛
）
は
、「
夏
山
に
鳴
く
郭
公
心
あ
ら
ば
物
思
ふ
我
に
声
な
聞
か
せ
そ
」
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
五
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
す
る
が
、
初
二
句
に
は
、
宗
尊
詠
を
意
識
し
て
追
従
し
た
か
の
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。
19　
嘆なけ
き
わ
び
も
の
思おも
ふ
頃ころ
は
時ほと
ゝ
き
す鳥
我わ
が
た
め
に
の
み
鳴な
く
か
と
ぞ
聞き
く
〔
通
釈
〕　嘆き
悩
み
も
の
思
い
を
す
る
頃
は
、
時
鳥
は
自
分
一
人
の
為
に
だ
け
鳴
く
の
か
と
聞
く
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
心
な
き
鳥
に
そ
あ
り
け
る
時
鳥
物
思も
ふ
と
き
に
鳴
く
べ
き
も
の
か
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
七
八
四
・
宅
守
。
四
句
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
「
も
の
お
も
ふ
と
き
に
」）
夏
山
に
鳴
く
郭
公
心
あ
ら
ば
物
思
ふ
我
に
声
な
聞
か
せ
そ
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
五
・
読
人
不
知
）
独
り
ゐ
て
物
思
ふ
我
を
郭
公
こ
こ
に
し
も
鳴
く
心
あ
る
ら
し
（
後
撰
集
・
夏
・
一
七
七
・
読
人
不
知
。
異
伝
万
葉
集
・
巻
八
・
雑
歌
・
一
四
七
六
・
小
治
田
広
耳
、
二
句
「
物
思
ふ
宵
に
」
下
句
「
こ
よ
鳴
き
渡
る
心
し
あ
る
ら
し
」）
時
鳥
も
の
思
ふ
比
は
お
の
づ
か
ら
待
た
ね
ど
聞
き
つ
夜
半
の
一
声
（
和
泉
式
部
続
集
・
四
月
ば
か
り
、
人
の
も
と
よ
り
、
郭
公
待
つ
と
て
山
里
に
な
ん
あ
る
と
い
ひ
た
る
に
、
物
お
も
ふ
比
・
三
四
三
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
万
葉
集
』
歌
な
ら
び
に
『
古
今
集
』
歌
と
『
後
撰
集
』
歌
は
、「
物
思
ふ
時
」
あ
る
い
は
「
物
思
ふ
我
」
に
「
鳴
く
」
「
時
鳥
」
が
「
心
」
な
い
の
か
「
心
」
あ
る
の
か
、
正
反
対
の
主
旨
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
時
鳥
」
の
声
を
物
思
い
や
悲
し
さ
苦
し
さ
を
募
ら
せ
る
も
の
と
取
る
の
か
、
愛
し
く
心
慰
め
る
も
の
と
取
る
の
か
の
違
い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
の
こ
の
歌
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、「
心
」
あ
る
な
し
い
ず
れ
に
せ
よ
「
時
鳥
」
は
自
分
に
向
け
て
だ
け
鳴
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
趣
旨
か
。
20　
さ
な
ら
で
も
人
や
は
見
え
し
八や
重へ
葎むくら
茂しけ
れ
る
宿やと
の
五
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕　
そ
う
で
な
く
て
も
、
人
の
姿
は
見
え
る
か
、
い
や
見
え
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
八
重
葎
が
茂
っ
て
い
る
家
な
の
で
、
そ
の
五
月
雨
が
降
る
頃
は
な
お
さ
ら
で
は
あ
る
け
れ
ど
。
〔
本
歌
〕　
八
重
葎
茂
れ
る
宿
の
寂
し
き
に
人
こ
そ
見
え
ね
秋
は
来
に
け
り
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
四
〇
・
恵
慶
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
な
ら
で
も
―
「
さ
」
は
「
五
月
雨
の
頃
」
を
指
す
。
五
月
雨
の
頃
で
な
く
て
も
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
の
「
さ
ら
で
だ
に
人
や
は
見
え
し
夏
草
の
茂
れ
る
宿
の
五
月
雨
の
比
」（
夏
・
閑
中
五
月
雨
を
・
一
二
九
）
と
の
関
係
は
い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
の
改
作
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
後
は
不
明
。
該
歌
の
方
が
、
本
歌
の
恵
慶
歌
に
即
い
て
い
る
。
21　
短みしか
夜
の
更ふ
く
る
に
易やす
き
空
に
て
も
な猶ほ
待ま
た
れ
け
る
有あり
あ
け明
の
月
三
四
〔
通
釈
〕　夏の
短
夜
の
更
け
る
の
に
容
易
な
空
で
も
、
や
は
り
自
然
と
待
た
れ
た
有
明
の
月
よ
。
〔
参
考
〕　
今
来
ん
の
契
り
絶
え
に
し
旅
の
空
な
ほ
待
た
れ
ぬ
る
有
明
の
月
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
一
二
八
七
・
隆
信
）
真
木
の
戸
の
明
く
る
も
易
き
短
夜
に
待
た
れ
ず
出
で
よ
い
ざ
よ
ひ
の
月
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夏
月
・
一
〇
六
一
・
顕
氏
）
清
見
潟
短
き
夜
半
の
浪
の
間
に
程
な
く
更
く
る
有
明
の
月
（
最
勝
四
天
王
院
和
歌
・
清
見
関
駿
河
・
三
八
〇
・
秀
能
）
〔
補
説
〕　
夏
の
夜
の
短
い
夜
な
の
で
す
ぐ
に
夜
更
け
と
な
り
「
有
明
の
月
」
が
出
る
は
ず
な
の
に
、
や
は
り
出
の
遅
い
「
有
明
の
月
」
な
の
で
自
然
と
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
か
。
大
き
な
枠
組
み
で
は
、
参
考
歌
の
一
首
目
の
本
歌
「
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
歌
と
言
え
る
。
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思おも
ひ
あ
り
と
燃も
ゆ
る
蛍ほたる
の
音ね
に
立た
て
てゝ
鳴な
か
ぬ
は
何なに
を
忍しの
ぶ
な
る
ら
む
〔
通
釈
〕　
思
い
の
火
が
あ
り
と
ば
か
り
に
燃
え
る
蛍
が
、
声
を
立
て
て
泣
く
よ
う
に
鳴
か
な
い
の
は
、
い
っ
た
い
何
を
忍
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
夏
虫
を
何
か
い
ひ
け
む
心
か
ら
我
も
思
ひ
に
燃
え
ぬ
べ
ら
な
り
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
〇
〇
・
躬
恒
）
音
も
せ
で
思
ひ
に
燃
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
く
虫
よ
り
も
あ
は
れ
な
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
六
・
重
之
）
飛
ぶ
蛍
思
ひ
あ
り
と
や
露
分
け
の
葎
の
宿
に
燃
え
明
か
す
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
題
六
・
ほ
た
る
・
二
二
五
九
・
信
実
）
あ
や
し
く
も
音
を
の
み
忍
ぶ
蛍
か
な
燃
ゆ
と
は
人
に
見
ゆ
る
思
ひ
を
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
恋
・
一
二
四
一
・
顕
朝
）
〔
類
歌
〕　
思
ひ
あ
れ
ど
煙
も
声
も
立
て
ず
し
て
燃
ゆ
る
蛍
や
我
が
た
ぐ
ひ
な
る
（
時
朝
集
・
恋
ｓ
寄
蛍
忍
恋
・
二
二
七
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
心
に
は
音
に
立
て
ず
と
や
忍
ぶ
ら
ん
燃
ゆ
る
蛍
の
し
る
き
思
ひ
を
（
弘
長
百
首
・
夏
・
蛍
・
一
九
二
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
―
「
ひ
」
に
「
燃
ゆ
る
」「
蛍
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
○
鳴
か
ぬ
―
「
思
ひ
」「
忍
ぶ
」
の
縁
で
「
泣
か
（
く
）」
が
掛
か
る
。
秋
23　
湊みなと
こ
そ
夕ゆふ
波
涼すゝ
し
伊い
せ勢
の
海
の
小を
の野
のゝ
古ふる
江え
の
秋
の
初はつ
か
せ風
〔
通
釈
〕　
秋
湊
こ
そ
が
、
夕
波
が
涼
し
い
。
伊
勢
の
海
の
小
野
の
古
江
に
吹
く
秋
の
初
風
よ
。
〔
参
考
〕　
伊
勢
の
海
の
小
野
の
古
枝
に
朽
ち
果
て
で
都
の
か
た
へ
帰
れ
と
ぞ
思
ふ
（
金
葉
集
・
離
別
・
三
四
二
・
師
頼
）
伊
勢
の
海
の
小
野
の
湊
の
流
れ
江
の
な
が
れ
て
も
見
む
人
の
心
を
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
三
九
・
読
人
不
知
。
古
今
六
帖
・
第
三
・
江
・
一
六
六
一
・
作
者
不
記
。
万
代
集
・
恋
一
・
一
八
五
五
・
読
人
不
知
）
〔
語
釈
〕　
○
湊
こ
そ
―
書
陵
部
本
が
「
こ
そ如本
」
と
す
る
よ
う
に
、
不
審
。『
続
古
今
集
』
の
本
文
の
と
お
り
、「
湊
こ
す
（
越
す
）」
が
本
来
で
、
そ
れ
を
誤
写
か
。「
湊
越
す
」
で
あ
れ
ば
、「
湊
」
は
原
義
の
「
水
門
」（
海
の
出
入
り
口
）
が
生
き
て
、「
入
江
の
出
入
り
口
を
越
え
て
来
る
」
と
い
っ
た
意
味
か
。
→
補
説
。
○
伊
勢
の
海
―
伊
勢
国
の
歌
枕
。
今
の
伊
勢
湾
。
○
小
野
の
古
江
―
伊
勢
国
の
歌
枕
。
現
三
重
県
伊
勢
市
東
大
淀
、
大
堀
川
河
口
の
海
岸
一
帯
と
い
う
。「
大
淀
の
浦
」
に
重
な
る
。
〔
他
出
〕　
続
古
今
集
・
秋
上
・
江
早
秋
と
い
ふ
こ
と
を
・
二
九
三
、
初
句
「
湊
越
す
」。
歌
枕
名
寄
・
伊
勢
上
・
伊
勢
海
・
小
野
古
江
湊
・
続
古
四
四
七
〇
二
、
初
句
同
上
。
題
林
愚
抄
・
秋
一
・
江
早
秋
・
続
古
・
二
九
七
七
、
初
句
同
上
。
邦
高
親
王
御
集
・
江
早
秋
・
三
六
一
四
七
、
初
句
同
上
。
〔
補
説
〕　
「
湊
越
す
」
の
早
い
例
は
、
宇
都
宮
泰
綱
の
「
湊
越
す
入
江
の
波
の
引
く
潮
に
行
く
方
遠
き
月
の
影
か
な
」（
新
和
歌
集
・
同
会
に
、
海
辺
月
・
二
〇
六
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
同
会
」
は
「
二
条
右
兵
衛
督
中
将
と
聞
こ
え
し
時
、
鶴
岳
社
に
て
五
十
首
歌
講
じ
侍
り
け
る
に
」
を
承
け
、
即
ち
二
条
右
兵
衛
督
藤
原
教
定
が
中
将
在
任
時
の
会
で
あ
る
。
教
定
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
六
月
二
十
三
日
～
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
九
月
五
日
の
間
に
中
将
に
昇
任
し
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
二
月
二
十
四
日
～
同
四
年
五
月
十
九
日
の
間
に
右
兵
衛
督
に
転
じ
て
い
る
（
葉
黄
記
、
吾
妻
鏡
）。
宗
尊
は
こ
の
歌
を
目
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
宗
尊
幕
下
の
歌
壇
の
主
要
歌
人
公
朝
に
は
、「
湊
越
す
潮
風
寒
し
紀
の
国
や
浦
の
初
島
雪
は
降
り
つ
つ
」（
夫
木
抄
・
雑
五
・
島
・
浦
の
は
つ
し
ま
、
摂
津
又
紀
伊
・
家
集
、
海
辺
雪
一
〇
五
〇
二
）
の
作
が
あ
る
。
ま
た
、
公
朝
の
属
し
た
園
城
寺
の
関
係
者
の
撰
集
で
あ
る
『
新
三
井
集
』
に
は
「
湊
越
す
浦
風
寒
み
松
か
げ
の
入
海
遠
く
千
鳥
鳴
く
な
り
」（
冬
・
湊
千
鳥
・
三
四
一
・
法
印
基
継
）
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、「
湊
越
す
」
は
、
関
東
と
三
井
寺
と
に
共
有
さ
れ
て
い
る
歌
句
で
、
公
朝
は
ま
さ
に
そ
の
交
点
に
位
置
す
る
歌
人
で
あ
る
。
宗
尊
が
こ
の
歌
句
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
な
お
、
南
朝
の
『
新
葉
集
』
に
「
湊
越
す
潮
風
寒
し
か
る
も
か
く
ゐ
な
の
端
山
の
雪
の
曙
」
（
新
葉
集
・
冬
・
四
九
三
・
家
賢
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
尊
や
公
朝
の
歌
か
ら
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。
伏
見
宮
五
代
邦
高
親
王
の
家
集
と
い
う
『
邦
高
親
王
御
集
』
に
、
こ
の
歌
が
初
句
「
湊
越
す
」
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
今
の
所
不
明
で
あ
る
。
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聞き
く
た
び
に
物
ぞ
悲かな
し
き
来く
る
秋
は
我わ
が
た
め
な
れ
や
荻おき
の
上うは
風
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
〔
通
釈
〕　聞く
た
び
毎
に
、
物
悲
し
い
。
来
る
秋
は
私
ひ
と
り
の
た
め
な
の
か
、
荻
の
上
風
の
音
よ
。
〔
本
歌
〕　
我
が
た
め
に
来
る
秋
に
し
も
あ
ら
な
く
に
虫
の
音
聞
け
ば
ま
づ
ぞ
悲
し
き
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
秋
山
の
嵐
の
声
を
聞
く
時
は
木
の
葉
は
な
ら
ね
ど
物
ぞ
悲
し
き
（
拾
遺
集
・
秋
・
二
〇
七
・
遍
昭
）
物
ご
と
に
秋
の
け
し
き
は
し
る
け
れ
ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
三
・
行
宗
）
大
方
の
夕
べ
は
さ
ぞ
と
思
へ
ど
も
我
が
た
め
に
吹
く
荻
の
上
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・
一
〇
八
二
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
八
三
六
）
袖
に
ま
た
露
を
さ
そ
ひ
て
来
る
秋
も
我
が
た
め
に
や
は
荻
の
上
風
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
秋
・
七
六
三
。
忠
信
百
首
・
秋
・
三
六
）
〔
類
歌
〕　
聞
く
た
び
に
涙
こ
ぼ
れ
て
悲
し
き
は
人
待
つ
暮
の
荻
の
上
風
（
長
景
集
・
藤
大
納
言
家
、
題
を
さ
ぐ
り
侍
り
し
に
・
待
恋
・
九
七
）
〔
語
釈
〕　
○
荻
の
上
風
―
荻
の
葉
の
上
を
吹
き
過
ぎ
る
風
。「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
が
原
拠
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
、
参
考
の
諸
詠
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
通
念
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
が
、
特
に
雅
経
の
一
首
に
刺
激
さ
れ
た
か
。
類
歌
の
城
長
景
の
一
首
と
の
先
後
は
確
定
で
き
な
い
が
、
相
互
に
影
響
関
係
は
想
定
さ
れ
る
。
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行ゆ
か
む
人
来こ
む
人ひと
か
ざ
せ
高たか
ま
と円
の
野の
のゝ
上うへ
の
小こ
萩はき
花
咲さ
き
に
け
り
三
八
〔
通
釈
〕　行こ
う
と
す
る
人
も
、
来
よ
う
と
す
る
人
も
挿
頭
し
て
く
れ
。
高
円
の
野
の
上
の
小
萩
は
、
花
が
咲
い
た
の
の
だ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
行
か
む
人
来
む
人
偲
べ
春
霞
立
田
の
山
の
初
桜
花
（
新
古
今
集
・
春
上
・
八
五
・
家
持
）
高
円
の
野
の
上
の
宮
は
荒
れ
に
け
り
立
た
し
し
君
の
御
代
遠
そ
け
ば
（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
依
レ
興
各
思
二
高
円
離
宮
処
一
作
歌
五
首
・
四
五
〇
六
・
家
持
）
〔
参
考
〕　
立
ち
返
り
昔
を
か
け
て
朝
露
の
古
枝
の
小
萩
か
ざ
し
に
ぞ
さ
す
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
朝
草
花
・
一
二
二
・
成
茂
）
萩
が
花
真
袖
に
か
け
て
高
円
の
尾
上
の
宮
に
ひ
れ
ふ
る
や
誰
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
三
一
・
顕
昭
）
高
円
の
尾
上
の
小
萩
う
つ
し
も
て
ま
だ
見
ぬ
人
に
袖
や
か
さ
ま
し
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
あ
き
は
ぎ
・
一
九
六
五
・
真
観
）
宮
城
野
に
朝
立
つ
鹿
も
心
せ
よ
本
荒
の
小
萩
花
咲
き
に
け
り
（
久
安
百
首
・
秋
・
一
〇
三
六
・
待
賢
門
院
堀
川
）
〔
語
釈
〕　
○
高
円
の
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
大
和
国
添
上
郡
、
奈
良
の
春
日
山
の
東
南
に
あ
る
山
が
「
高
円
山
」
で
、
そ
の
西
麓
の
野
を
言
う
。
聖
武
天
皇
の
離
宮
「
高
円
の
宮
」
が
あ
っ
た
。
○
小
萩
―
萩
。「
小
」
は
美
称
・
愛
称
の
接
頭
語
。
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は
か
な
し
と
何なに
か
は
言い
は
む
世よ
の
中なか
は
か
く
こ
そ
あ
り
け
れ
朝あさ
か
ほ顔
の
花
〔
通
釈
〕　朝顔
の
花
を
、
は
か
な
い
、
と
ど
う
し
て
言
お
う
か
。
こ
の
世
の
中
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
だ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
朝
顔
を
何
は
か
な
し
と
思
ひ
け
ん
人
を
も
花
は
さ
こ
そ
見
る
ら
め
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
八
三
・
道
信
）
世
の
中
は
か
く
こ
そ
あ
り
け
れ
吹
く
風
の
目
に
見
ぬ
人
も
恋
し
か
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
七
五
・
貫
之
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
〔
参
考
〕　
世
の
中
の
は
か
な
き
中
に
は
か
な
き
は
暮
を
も
待
た
ぬ
槿
の
花
（
堀
河
百
首
・
秋
・
槿
・
七
六
四
・
永
縁
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
一
。
〔
語
釈
〕　
○
何
か
は
言
は
む
―
反
語
。
ど
う
し
て
言
お
う
か
、
言
う
は
ず
も
な
い
。
○
朝
顔
の
花
―
朝
咲
く
花
の
称
。
古
く
上
代
に
は
現
在
の
桔
梗
を
言
い
、
平
安
初
期
に
渡
来
し
た
木
槿
が
取
っ
て
代
わ
り
、
後
に
ま
た
現
在
の
朝
顔
（
牽
牛
子
）
に
代
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
も
そ
の
朝
顔
か
。
早
朝
に
開
き
日
た
け
る
と
萎
む
の
で
、
は
か
な
い
も
の
の
象
徴
の
一
つ
。
〔
補
説
〕　
「
朝
顔
」
は
、
そ
の
性
質
上
、
参
考
に
挙
げ
た
『
堀
河
百
首
』
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
詠
み
方
に
傾
き
、
そ
れ
が
本
意
に
な
っ
て
い
る
。
該
歌
も
そ
の
範
疇
に
入
る
が
、
そ
れ
で
も
述
懐
の
趣
が
強
い
。
季
節
歌
に
述
懐
を
詠
む
宗
尊
の
性
向
を
示
す
一
首
で
あ
ろ
う
。
そ
の
傾
き
は
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
、
以
後
の
諸
詠
に
も
窺
わ
れ
る
。
27　
長なか
き
夜よ
の
寝ね
さ覚
め
の
涙
い
か
がゝ
せ
む
露
だ
に
干ほ
さ
ぬ
秋
の
袂たもと
に
〔
通
釈
〕　秋の
長
い
夜
に
眠
り
か
ら
目
覚
め
て
袂
に
落
ち
る
涙
を
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
た
だ
で
さ
え
露
を
乾
か
す
こ
と
の
な
い
、
こ
の
秋
の
袂
で
。
〔
参
考
〕　
物
思
は
で
た
だ
大
か
た
の
露
に
だ
に
濡
れ
れ
ば
濡
る
る
秋
の
袂
を
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
一
四
・
有
家
）
長
き
夜
の
寝
覚
め
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
ま
だ
こ
そ
袖
は
絞
ら
ざ
り
し
か
（
続
詞
花
集
・
恋
下
・
六
二
六
・
宗
子
）
身
を
思
ふ
寝
覚
め
の
涙
干
さ
ぬ
間
に
な
き
つ
づ
け
た
る
鳥
の
声
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
あ
か
つ
き
・
二
一
七
・
為
家
）
〔
類
歌
〕　
長
き
夜
の
寝
覚
め
の
涙
う
ち
添
へ
て
砧
の
音
に
袖
も
乾
か
ず
（
続
現
葉
集
・
秋
下
・
三
七
七
・
禅
助
）
四
〇
長
き
夜
の
寝
覚
め
の
涙
干
し
や
ら
で
袖
よ
り
氷
る
有
明
の
月
（
新
拾
遺
集
・
雑
上
・
一
六
八
九
・
為
藤
）
〔
影
響
〕　
深
き
夜
の
寝
覚
め
の
涙
露
落
ち
て
枕
よ
り
知
る
秋
の
初
風
（
雅
有
集
・
仙
洞
御
百
首
・
秋
・
三
一
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
（
露
の
）
心
を
・
一
八
九
。
〔
語
釈
〕　
○
寝
覚
め
の
涙
―
一
条
摂
政
伊
尹
の
「
人
知
れ
ぬ
寝
覚
め
の
涙
降
り
満
ち
て
さ
も
時
雨
れ
つ
る
夜
半
の
空
か
な
」（
一
条
摂
政
御
集
・
一
六
九
、
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
五
五
）
が
早
い
例
と
な
る
。「
寝
覚
め
」
は
118
参
照
。
○
秋
の
袂
―
「
か
り
の
み
と
う
は
の
空
な
る
涙
こ
そ
秋
の
袂
の
露
と
置
く
ら
め
」（
是
貞
親
王
家
歌
合
・
四
九
）
が
早
い
例
。
新
古
今
時
代
で
は
、「
名
残
に
は
春
の
袂
も
さ
え
に
け
り
霞
よ
り
散
る
ゆ
き
の
気
色
に
」（
六
百
番
歌
合
・
春
・
余
寒
・
二
二
・
慈
円
）
の
「
春
の
袂
」
が
先
行
す
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
あ
る
い
は
語
釈
に
挙
げ
た
歌
な
ど
か
ら
学
び
得
た
で
あ
ろ
う
措
辞
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
作
。
宗
尊
か
ら
雅
有
に
は
、
他
に
も
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
右
の
「
深
き
夜
の
」
を
宗
尊
か
ら
の
影
響
歌
と
見
て
お
く
。
類
歌
の
両
首
は
、
必
ず
し
も
宗
尊
の
歌
に
拠
ら
な
け
れ
ば
詠
出
不
能
と
い
う
訳
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
28　
浅あさ
茅ぢ
原はら
う
つ
ろ
ひ
ぬ
と
や
誰た
が
秋
に
あ
ら
ぬ
も物の
ゆ
ゑへ
虫むし
の
鳴な
く
ら
む
〔
通
釈
〕　浅茅
原
が
う
つ
ろ
っ
た
と
い
う
の
で
、
特
定
の
誰
か
の
秋
で
は
な
い
も
の
の
、
虫
が
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
誰
が
秋
に
あ
ら
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
女
郎
花
な
ぞ
色
に
出
で
て
ま
だ
き
う
つ
ろ
ふ
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
三
二
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
色
に
出
で
て
う
つ
ろ
ひ
ぬ
と
や
小
萩
原
朝
置
く
露
に
鹿
の
鳴
く
ら
ん
（
為
家
集
・
秋
・
鹿
康
元
元
年
熊
野
山
二
十
首
・
五
三
三
）
露
結
ぶ
秋
に
は
早
く
な
り
に
け
り
浅
茅
が
原
の
う
つ
ろ
ふ
見
れ
ば
（
続
詞
花
集
・
秋
上
・
一
五
四
・
顕
季
。
六
条
修
理
大
夫
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
集
・
草
花
告
秋
題
、
院
人
人
・
三
三
三
）
虫
の
音
は
浅
茅
が
も
と
に
う
づ
も
れ
て
秋
は
末
葉
の
色
に
ぞ
あ
り
け
る
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
八
・
寂
蓮
）
〔
影
響
〕　
大
方
の
野
風
を
寒
み
誰
が
秋
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
鹿
や
鳴
く
ら
ん
（
亀
山
殿
五
首
歌
合
文
永
二
年
九
月
・
野
鹿
・
一
八
・
通
成
）
色
か
は
る
野
原
の
小
萩
誰
が
秋
に
あ
ら
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
鹿
の
鳴
く
ら
ん
（
亀
山
殿
五
首
歌
合
文
永
二
年
九
月
・
野
鹿
・
一
九
・
為
氏
。
続
古
今
集
・
秋
下
・
四
三
九
）
〔
語
釈
〕　
○
浅
茅
原
―
浅
茅
（
丈
の
低
い
茅
萱
の
類
）
が
生
い
茂
り
荒
れ
果
て
て
い
る
野
原
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
貫
之
詠
を
本
歌
に
し
、
参
考
の
顕
季
詠
と
寂
蓮
詠
か
ら
導
か
れ
る
秋
に
な
る
と
「
浅
茅
（
が
）
原
」
が
「
う
つ
ろ
」
い
「
虫
」
が
鳴
く
と
い
っ
た
通
念
を
（
無
意
識
に
も
）
踏
ま
え
つ
つ
、
為
家
詠
に
も
倣
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
康
元
元
年
熊
野
山
二
十
首
」
と
い
う
、
こ
の
「
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
」
よ
り
五
年
程
先
行
す
る
京
都
の
師
の
詠
作
を
、
宗
尊
は
我
が
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
影
響
の
両
首
は
、
そ
の
為
家
詠
と
宗
尊
詠
の
両
者
を
取
り
併
せ
た
よ
う
な
感
が
あ
る
。
29　
草
も
木
も
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
世
の・
中
の
理
こ
と
は
り
見み
せ
て
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　草も
木
も
、
う
つ
ろ
い
変
わ
る
世
の
中
の
道
理
を
見
せ
て
、
秋
風
が
吹
く
（
そ
れ
と
共
に
草
も
木
も
う
つ
ろ
い
変
わ
る
）
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
草
も
木
も
色
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ
う
み
の
浪
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
〇
・
康
秀
）
〔
参
考
〕　
草
も
木
も
う
つ
ろ
ひ
果
つ
る
秋
風
に
ひ
と
り
し
を
れ
ぬ
庭
の
白
菊
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
残
菊
匂
・
六
七
一
・
範
宗
。
範
宗
集
・
四
一
二
）
四
二
世
の
中
の
常
と
は
見
れ
ど
秋
の
野
の
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
時
ぞ
侘
び
ぬ
る
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
秋
〔
の
の
〕・
一
一
五
三
・
素
性
。
新
拾
遺
集
・
釈
教
・
世
間
相
常
住
の
心
を
・
一
四
九
〇
、
結
句
「
時
ぞ
侘
び
し
き
」）
〔
影
響
〕　
む
べ
ぞ
げ
に
咲
き
て
か
な
ら
ず
あ
り
果
て
ぬ
理
見
せ
て
花
は
散
り
け
り
（
為
家
集
・
春
・
落
下
・
文
永
元
年
粉
河
寺
三
十
三
首
・
二
一
五
）
〔
補
説
〕　
前
歌
の
場
合
と
反
対
に
、
宗
尊
の
こ
の
歌
が
為
家
詠
に
影
響
し
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
師
弟
両
者
の
間
で
は
双
方
の
詠
草
が
相
応
の
頻
度
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
30　
思おも
ひ
知し
る
時
に
ぞ
あ
る
ら
し
世よ
の
中
の
憂う
き
も
辛つら
き
も
秋
の
夕
暮
〔
通
釈
〕　思い
知
る
時
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
世
の
中
の
憂
き
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
、（
そ
れ
を
思
い
知
る
の
は
）
す
べ
て
秋
の
夕
暮
時
な
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
憂
き
も
辛
き
も
忍
ぶ
れ
ば
思
ひ
知
ら
ず
と
人
や
見
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
三
三
・
読
人
不
知
）
思
ひ
知
る
人
も
あ
り
け
る
世
の
中
を
い
つ
を
い
つ
と
て
過
ぐ
す
な
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
三
五
・
公
任
。
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
三
一
）
〔
参
考
〕　
あ
は
れ
世
の
憂
き
も
辛
き
も
知
る
こ
と
は
秋
の
夕
べ
ぞ
た
よ
り
な
り
け
る
（
時
朝
集
・
拾
葉
集
に
入
る
歌
五
首
清
定
撰
・
三
八
。
新
和
歌
集
・
秋
・
一
八
九
・
時
朝
、
結
句
「
た
よ
り
な
り
け
り
」）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
の
御
歌
中
に
・
二
〇
五
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
知
る
―
理
解
す
る
、
悟
る
意
。
こ
こ
は
、
こ
の
世
の
憂
苦
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
十
分
に
分
か
る
、
と
い
う
こ
と
。
○
憂
き
も
辛
き
も
―
『
古
今
集
』
に
「
世
の
中
の
憂
き
も
辛
き
も
告
げ
な
く
に
ま
づ
知
る
物
は
涙
な
り
け
り
」（
雑
下
・
九
四
一
・
読
人
不
知
）
の
例
は
あ
る
が
、
該
歌
は
拾
遺
歌
を
取
っ
た
と
見
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
作
者
藤
原
時
朝
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
五
月
五
日
生
で
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
二
月
九
日
に
、
六
十
二
歳
で
没
し
た
。
常
陸
笠
間
の
領
主
と
な
り
、
笠
間
氏
の
祖
、
従
五
位
上
（
一
説
下
）
左
衛
門
尉
・
長
門
守
。
い
わ
ゆ
る
宇
都
宮
歌
壇
の
中
心
人
物
。
家
集
は
、
晩
年
の
自
撰
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
は
、『
新
和
歌
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
同
集
は
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
八
月
十
五
日
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
同
年
十
一
月
十
二
日
以
前
と
す
る
最
新
の
考
証
が
あ
り
、
時
朝
歌
は
該
歌
に
先
行
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
参
考
佐
藤
恒
雄
「
新
和
歌
集
の
成
立
」（『
藤
原
為
家
研
究
』
平
二
〇
・
九
、
笠
間
書
院
）。
31　
海あ
ま人
を
舟
入い
り
潮しほ
高たか
く
照て
る
月
の
か
け
の
湊みなとに
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　漁師
の
小
舟
が
入
り
、
入
り
潮
が
高
く
満
ち
て
高
く
月
が
照
ら
す
か
け
の
湊
に
、
秋
風
が
吹
く
よ
。
〔
本
歌
〕　
あ
ぢ
か
ま
の
可
家
の
水
門
に
入
る
潮
の
こ
て
た
ず
く
も
か
入
り
て
寝
ま
く
も
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
相
聞
・
三
五
五
三
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
秋
風
に
西
の
浦
漕
ぐ
舟
人
の
入
り
潮
寒
き
有
明
の
月
（
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
一
六
・
通
光
。
雲
葉
集
・
秋
中
・
六
二
三
）
難
波
潟
夕
潮
高
く
満
ち
ぬ
ら
し
入
江
の
た
づ
の
浦
づ
た
ひ
す
る
（
万
代
集
・
雑
三
・
三
二
五
五
・
素
覚
）
四
四
潮
む
か
ふ
か
け
の
湊
の
入
り
波
に
あ
は
れ
我
が
身
の
出
で
が
た
の
世
や
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
み
な
と
・
一
二
一
二
・
為
家
）
〔
類
歌
〕　
与
謝
の
海
や
入
り
潮
高
く
寄
る
浪
に
松
原
越
え
て
月
ぞ
か
た
ぶ
く
（
藤
葉
集
・
秋
・
二
五
五
・
静
伊
）
海
人
を
舟
湊
差
し
越
す
夕
潮
の
満
ち
来
る
末
に
千
鳥
鳴
く
な
り
（
題
林
愚
抄
・
冬
・
夕
千
鳥
・
現
存
・
五
四
九
三
・
源
舜
）
〔
語
釈
〕　
○
海
人
を
舟
入
り
潮
高
く
照
る
月
―
「
海
人
を
舟
」
は
、
漁
師
の
舟
。「
入
り
潮
」
は
、
こ
こ
は
満
ち
潮
。「
差
し
潮
」
と
も
。
「
海
人
を
舟
入
り
」
か
ら
「
入
り
」
を
重
ね
て
「
入
り
潮
高
く
」
へ
鎖
り
、
さ
ら
に
「
高
く
」
を
重
ね
て
「
高
く
照
る
月
」
へ
鎖
る
。
○
か
け
の
湊
―
未
詳
。
一
説
に
、
か
つ
て
湾
入
し
て
い
愛
知
県
東
海
市
荒
尾
町
（
加
家
）
か
ら
横
須
賀
町
に
か
け
て
の
低
地
（
名
鉄
常
滑
線
と
河
和
線
が
分
岐
す
る
太
田
川
駅
の
辺
り
の
低
地
）
か
と
い
う
。
本
歌
は
東
歌
で
あ
る
の
で
、
宗
尊
も
東
国
圏
内
の
所
名
と
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
32　
寂さひ
し
さ
は
な
が
め
馴な
れ
ぬ
る
影かけ
と
だ
に
思おも
ひ
な
さ
れ
ぬ
秋
の
夜
の
月
〔
通
釈
〕　その
寂
し
さ
は
、
す
っ
か
り
眺
め
馴
れ
て
し
ま
っ
た
光
だ
と
さ
え
も
、
あ
え
て
思
い
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
（
ほ
ど
寂
し
さ
が
つ
の
る
）
秋
の
夜
の
月
よ
。
〔
参
考
〕　
寂
し
さ
も
思
ひ
馴
れ
て
や
な
が
む
ら
ん
田
中
の
庵
の
秋
の
夕
暮
（
紫
禁
集
・
同
〔
承
久
二
八
月
十
五
夜
〕
比
、
詠
百
首
題
朗
詠
・
田
家
・
一
二
六
九
）
暮
れ
行
け
ば
ま
づ
待
た
れ
け
る
慣
ら
ひ
か
な
な
が
め
馴
れ
来
し
秋
の
夜
の
月
（
露
色
随
詠
集
・
三
二
〇
）
月
は
秋
と
な
が
め
馴
れ
ぬ
る
夜
な
夜
な
の
名
残
ば
か
り
ぞ
有
明
の
末
（
明
日
香
井
集
・
詠
五
十
首
和
歌
正
治
元
年
九
月
四
日
・
秋
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
八
四
一
）
〔
類
歌
〕　
寂
し
さ
は
い
づ
く
も
お
な
じ
理
に
思
ひ
な
さ
れ
ぬ
秋
の
夕
暮
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
題
し
ら
ず
・
三
七
四
・
長
時
）
〔
影
響
〕　
寂
し
さ
は
秋
だ
に
堪
へ
し
し
宿
ぞ
と
も
思
ひ
な
さ
れ
ぬ
春
の
曙
（
師
兼
千
首
・
春
・
幽
棲
春
曙
・
八
九
）
〔
語
釈
〕　
○
な
が
め
馴
れ
ぬ
る
―
「
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
」（
五
月
雨
・
315
）
で
も
用
い
る
。『
弘
長
百
首
』
の
家
良
詠
「
あ
ら
ま
し
に
思
ひ
し
よ
り
も
長
ら
へ
て
花
と
月
と
に
な
が
め
馴
れ
ぬ
る
」（
雑
・
述
懐
・
六
五
七
）
と
の
先
後
は
、
正
確
に
は
不
明
。
〔
補
説
〕　
類
歌
と
し
た
北
条
長
時
詠
と
該
歌
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。
長
時
は
、
宗
尊
よ
り
十
三
歳
年
長
で
、
宗
尊
の
将
軍
迎
立
を
周
旋
し
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
宗
尊
の
関
東
下
向
に
帯
同
し
た
。
そ
し
て
、
宗
尊
の
将
軍
在
位
期
の
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
十
一
月
二
十
二
日
～
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
七
月
三
日
の
間
執
権
を
務
め
た
が
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
の
七
月
二
日
に
病
で
出
家
し
て
翌
日
に
執
権
を
辞
し
、
秋
八
月
二
十
一
日
に
浄
光
明
寺
に
於
て
三
十
六
歳
で
没
す
る
。
宗
尊
は
、「
去
年
冬
、
時
頼
入
道
身
罷
り
て
、
今
年
の
秋
、
長
時
同
じ
さ
ま
に
な
り
に
し
こ
と
を
思
し
め
し
て
／
冬
の
霜
秋
の
露
と
て
見
し
人
の
は
か
な
く
消
ゆ
る
跡
ぞ
悲
し
き
」（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
四
九
九
）
と
い
う
、
追
悼
の
哀
傷
歌
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
三
年
ほ
ど
前
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
五
月
の
詠
で
あ
る
該
歌
と
、
右
の
長
時
詠
と
の
間
に
、
相
互
の
影
響
関
係
の
可
能
性
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
影
響
に
挙
げ
た
師
兼
の
一
首
は
、
宗
尊
詠
の
換
骨
奪
胎
の
趣
で
あ
る
。
南
朝
歌
人
の
宗
尊
受
容
の
一
例
か
。
33　
山
の・
端は
に
誘さそ
ひ
も
果は
て
ぬ
月つき
を
見
て
何なに
と
心こゝろ
の
浮う
か
れ
初そ
め
け
む
〔
通
釈
〕　山の
端
に
（
入
る
の
を
）
す
っ
か
り
誘
い
き
ら
な
い
で
い
る
月
を
見
て
、
何
故
心
が
そ
ぞ
ろ
に
落
ち
着
か
な
く
な
り
始
め
た
の
だ
ろ
四
六
う
か
。
〔
参
考
〕　
入
ら
ば
ば
ま
づ
つ
ら
く
お
ぼ
え
ん
月
故
に
何
と
心
の
浮
か
れ
立
つ
ら
ん
（
風
情
集
・
大
夫
君
俊
恵
之
許
遣
歌
十
首
・
月
・
一
五
二
）
闇
晴
れ
ぬ
人
の
心
を
誘
ふ
と
て
憂
き
世
を
め
ぐ
る
山
の
端
の
月
（
明
日
香
井
集
・
雜
・
法
師
品
・
一
六
四
九
）
な
が
む
れ
ば
果
て
は
心
ぞ
誘
ひ
け
る
明
け
方
近
き
山
の
端
の
月
（
露
色
随
詠
集
・
月
百
首
・
観
仏
智
光
終
得
引
導
・
八
一
）
吹
く
風
の
誘
ひ
も
果
て
ぬ
青
柳
の
枝
に
ぞ
春
の
色
は
残
せ
る
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
三
三
・
寂
蓮
）
月
を
身
て
心
浮
か
れ
し
い
に
し
へ
の
秋
に
も
さ
ら
に
め
ぐ
り
あ
ひ
ぬ
る
（
新
古
今
集
・
雜
上
・
一
五
三
二
・
西
行
。
山
家
集
・
秋
・
月
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
・
三
四
九
。
西
行
法
師
家
集
・
秋
・
二
二
四
。
御
裳
濯
集
・
秋
中
・
三
九
六
）
お
ぼ
つ
か
な
花
は
心
の
春
に
の
み
い
づ
れ
の
年
か
憂
か
れ
初
め
け
ん
（
山
家
集
・
春
・
花
歌
十
五
首
よ
み
け
る
に
・
一
四
九
。
万
代
集
・
春
下
・
二
八
〇
・
西
行
。
新
続
古
今
集
・
春
下
・
一
四
一
）
何
と
憂
き
身
を
ば
知
ら
ず
て
白
雲
の
か
か
る
思
ひ
に
憂
か
れ
初
め
け
ん
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
二
四
四
二
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
浮
か
れ
―
気
も
そ
ぞ
ろ
に
落
ち
着
か
な
く
な
る
意
、
あ
る
い
は
、
心
が
ぼ
う
っ
と
な
る
ほ
ど
に
興
に
入
る
意
。
〔
補
説
〕　
用
詞
や
趣
旨
で
類
似
す
る
先
行
歌
を
参
考
に
挙
げ
た
。
中
で
は
特
に
、
一
首
目
の
公
重
詠
や
五
首
目
・
六
首
目
の
西
行
詠
を
宗
尊
が
見
習
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
。
34　
袖
濡ぬ
ら
す
月
と
も
何なに
か
分わ
き
て
言い
は
む
思おも
ひ
の
み
こ
そ
涙
な
り
け
れ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
〔
通
釈
〕　袖を
涙
で
濡
ら
す
月
だ
と
も
、
ど
う
し
て
取
り
立
て
て
言
う
の
か
。
た
だ
心
の
中
の
思
い
こ
そ
が
、
涙
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
知
る
知
ら
ぬ
何
か
あ
や
な
く
分
き
て
言
は
む
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
七
七
・
読
人
不
知
。
伊
勢
物
語
・
九
十
九
段
・
一
七
五
・
女
）
〔
参
考
〕　
月
見
ば
と
契
り
置
き
て
し
故
郷
の
人
も
や
今
宵
袖
濡
ら
す
ら
ん
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
三
八
・
西
行
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
七
。
〔
補
説
〕　
「
月
」
の
せ
い
で
は
な
く
自
分
の
心
ゆ
え
に
「
涙
」
が
流
れ
る
の
だ
と
い
う
主
旨
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
西
行
の
「
嘆
け
と
て
月
や
は
物
を
思
は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
我
が
涙
か
な
」（
千
載
集
・
恋
五
・
九
二
九
）
と
同
工
異
曲
と
言
え
る
。
35　
秋
の
夜
は
も
の
思
ふ
こ
と
の
限かき
り
と
て
月
に
涙なみた
を
ま
か
せ
つ
る
か
な
〔
通
釈
〕　秋の
夜
は
も
の
思
う
こ
と
の
極
み
だ
と
い
う
こ
と
で
、
月
に
向
か
っ
て
涙
が
流
れ
落
ち
る
に
ま
か
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
よ
。
〔
本
歌
〕　
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
こ
と
の
限
り
な
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
宿
る
と
て
月
に
涙
を
ま
か
せ
て
も
朽
ち
な
ば
い
か
に
袖
の
し
が
ら
み
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
二
・
二
四
九
九
・
雅
経
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
六
。
36　
里さと
人
は
衣ころも
打う
つ
な
り
あ
し
引
の
山やま
お
ろ
し
吹
き・
て
寒さむ
き
月
夜よ
に
四
八
〔
通
釈
〕　里人
が
衣
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
る
。
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
が
吹
い
て
寒
い
月
夜
に
。
〔
本
歌
〕　
衣
手
に
山
お
ろ
し
吹
き
て
寒
き
夜
を
君
来
ま
さ
ず
は
ひ
と
り
か
も
寝
ん
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
八
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
三
・
相
聞
・
三
二
八
二
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
更
け
て
古
里
寒
く
衣
打
つ
な
り
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
擣
衣
の
心
を
・
四
八
三
・
雅
経
）
み
吉
野
の
山
下
風
の
寒
き
夜
を
誰
古
里
に
衣
打
つ
ら
む
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
擣
衣
を
よ
め
る
・
二
四
九
）
月
の
色
も
山
の
端
寒
し
み
吉
野
の
古
里
人
や
衣
打
つ
ら
ん
（
内
裏
歌
合
建
保
元
年
閏
九
月
・
深
山
月
・
一
・
順
徳
院
。
紫
禁
集
・
二
八
三
）
閨
寒
き
有
明
の
月
に
お
ど
ろ
き
て
衣
打
つ
な
り
遠
の
里
人
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
〕
比
、
二
百
首
和
歌
・
二
四
九
）
〔
語
釈
〕　
○
里
人
―
参
考
歌
か
ら
、「
吉
野
」
の
「
古
里
」
の
「
里
人
」
が
想
起
さ
れ
る
。
37　
己こ
高たかみ
の
山
の
木こ
の
葉
も
色いろ
づ
き
ぬ
余よ
こ呉
の
浦うら
風
寒さむ
く
吹ふ
く
ら
し
〔
通
釈
〕　己高
の
山
の
木
の
葉
も
色
づ
い
た
。
余
呉
の
浦
風
が
、
寒
く
吹
く
ら
し
い
。
〔
本
歌
〕　
衣
手
に
余
呉
の
浦
風
さ
え
さ
え
て
己
高
山
に
雪
降
り
に
け
り
（
金
葉
集
・
冬
・
二
七
八
・
源
頼
綱
）
〔
参
考
〕　
秋
風
し
日
ご
と
に
吹
け
ば
我
が
宿
の
岡
の
木
の
葉
は
色
づ
き
に
け
り
（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
一
一
四
・
人
麿
。
異
伝
万
葉
集
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
巻
十
・
秋
雜
歌
・
二
一
九
三
・
作
者
未
詳
、
一
～
四
句
「
秋
風
の
日
に
け
に
吹
け
ば
水
茎
の
岡
の
木
の
葉
も
」）
秋
霧
の
立
つ
を
け
ぶ
り
と
見
し
ほ
ど
に
山
の
木
の
葉
も
色
づ
き
に
け
り
（
古
今
六
帖
・
第
一
・
き
り
・
六
三
五
・
作
者
不
記
）
見
る
ま
ま
に
紅
葉
色
づ
く
あ
し
び
き
の
山
の
秋
風
寒
く
吹
く
ら
し
（
風
雅
集
・
秋
下
・
六
七
七
・
具
定
）
〔
影
響
〕　
時
雨
の
雨
寒
く
し
降
れ
ば
今
朝
の
朝
け
山
の
木
の
葉
は
色
づ
き
ぬ
ら
し
（
伏
見
院
御
集
・
秋
歌
中
に
・
九
二
七
）
〔
語
釈
〕　
○
己
高
の
山
―
近
江
国
の
歌
枕
。
現
滋
賀
県
長
浜
市
木
之
本
町
と
浅
井
町
と
の
境
に
あ
る
山
。
標
高
九
二
三
・
一
㍍
。
○
余
呉
の
浦
風
寒
く
吹
く
ら
し
―
「
余
呉
の
浦
」
は
、
近
江
国
の
歌
枕
。
現
滋
賀
県
長
浜
市
余
呉
町
の
西
南
端
に
あ
る
、
琵
琶
湖
の
北
に
位
置
す
る
余
呉
湖
の
浦
。「
浦
風
寒
く
吹
く
ら
し
」
は
、
宗
尊
好
み
か
。
類
辞
が
、
本
集
に
は
別
に
一
首
（
42
「（
真
間
の
）
浦
風
寒
く
吹
く
ら
し
」）、『
竹
風
抄
』
に
も
一
首
（
四
〇
五
「
浦
風
は
寒
く
吹
く
ら
し
」）
見
え
る
。
冬
38　
玉たま
藻も
刈か
る
衣
手
寒さむ
し
あ
ご
の
海
の
朝あさ
明け
の
潮しほ
に
冬
や
来き
ぬ
ら
む
〔
通
釈
〕　
冬
玉
藻
を
刈
る
袖
が
寒
い
。
あ
ご
の
海
の
朝
明
の
潮
に
、
冬
は
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
時
つ
風
吹
か
ま
く
知
ら
ず
吾
児
の
海
の
朝
明
の
潮
に
玉
藻
刈
り
て
な
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雜
歌
・
一
一
五
七
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
伊
勢
島
や
玉
藻
刈
る
て
ふ
乙
女
子
が
衣
手
寒
し
秋
の
潮
風
（
為
家
集
・
秋
・
海
辺
秋
風
貞
永
元
年
内
裏
当
座
・
五
五
二
）
夕
づ
く
よ
影
見
し
水
も
し
ろ
た
へ
の
衣
手
寒
し
冬
や
来
ぬ
ら
ん
（
範
宗
集
・
仙
洞
百
首
内 
建
保
四
年
・
冬
十
五
首
・
四
六
六
）
〔
語
釈
〕　
○
玉
藻
―
「
藻
」（
水
生
植
物
の
総
称
）
の
美
称
。
○
あ
ご
の
海
―
未
詳
。
本
歌
に
つ
い
て
、『
五
代
集
歌
枕
』
は
「
あ
ご
の
う
五
〇
み　
長
門
」、『
歌
枕
名
寄
』（
摂
津
三
・
陬
磨
・
阿
胡
海
）
は
「
阿
胡
海　
浦　
或
云
、
奈
古
海
同
事
也
云
云
」
と
す
る
。「
吾
児
」
は
「
地
名
「
粉
浜
」（
児
浜
）
の
「
児
」
の
愛
称
か
」、「
い
ず
れ
に
せ
よ
「
名
児
」
と
同
地
」（
渡
瀬
昌
忠
『
万
葉
集
全
注
巻
第
七
』
昭
六
〇
・
八
、
有
斐
閣
）
と
も
言
う
。「
粉
浜
」
は
、
現
大
坂
市
住
吉
区
粉
浜
、
上
町
台
地
崖
下
の
旧
海
岸
線
。
39　
秋
を
こ
そ
悲かな
し
き
時
と
思おも
ひ
し
に
時し
く雨
れ
て
つ
ら
き
神
無
月
か
な
〔
本
文
〕　
○
思
ひ
し
に
―
底
本
は
「
お
も
ひ
し
ヒかに
」（「
か
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
「
に
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
（
季
節
の
中
で
は
）
秋
を
こ
そ
悲
し
い
時
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
時
雨
が
降
っ
て
辛
い
の
は
、
冬
の
神
無
月
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
大
底
四
時
心
惣
苦
（
お
ほ
む
ね
し
い
し
こ
こ
ろ
す
べ
て
ね
ん
ご
ろ
な
り
）
就
中
腸
断
是
秋
天
（
こ
の
な
か
に
は
ら
わ
た
の
た
ゆ
る
こ
と
は
こ
れ
あ
き
の
て
ん
）（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
興
・
秋
・
二
二
三
・
白
居
易
）
秋
来
る
を
悲
し
き
時
と
言
ひ
お
き
て
思
ひ
な
し
に
や
袖
の
濡
る
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
三
一
六
・
良
教
）
〔
影
響
〕　
袖
濡
ら
す
今
日
を
い
つ
か
と
思
ふ
に
も
時
雨
れ
て
つ
ら
き
神
無
月
か
な
（
増
鏡
・
あ
す
か
川
・
八
六
・
実
冬
）
〔
語
釈
〕　
○
悲
し
き
時
―
参
考
の
良
教
詠
に
学
ぶ
か
。
82
に
も
用
い
る
。
〔
補
説
〕　
影
響
に
挙
げ
た
一
首
は
、
後
嵯
峨
院
が
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
十
月
五
日
に
亀
山
殿
で
出
家
す
る
こ
と
に
つ
き
、「
中
務
の
御
子
」
即
ち
宗
尊
が
「
今
日
の
袂
は
さ
ぞ
時
雨
る
ら
ん
」（
一
首
の
全
容
は
不
明
）
と
詠
じ
た
の
に
対
し
て
、
後
嵯
峨
院
の
近
臣
「
中
将
」
藤
原
（
滋
野
井
）
実
冬
が
返
し
た
歌
で
あ
る
。
実
冬
は
、
宗
尊
が
七
年
程
前
に
詠
ん
だ
こ
の
歌
を
知
り
覚
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
か
。
40　
空そら
も
憂う
き
時
や
知し
る
ら
む
神かみ
無な
月
涙なみた
の
ほ
か
の
ま
た
時し
く雨
れ
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　
（
私
だ
け
で
な
く
）
空
も
、
憂
く
辛
い
時
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
神
無
月
は
、（
時
雨
の
よ
う
に
降
る
）
私
の
涙
以
外
も
が
、
別
に
ま
た
時
雨
れ
続
け
て
い
て
。
〔
参
考
〕　
五
月
雨
に
あ
ら
ぬ
今
日
さ
へ
晴
れ
せ
ぬ
は
空
も
悲
し
き
こ
と
や
知
る
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・
五
六
二
・
周
防
内
侍
）
な
が
め
わ
び
我
が
身
世
に
ふ
る
夕
時
雨
曇
り
な
果
て
そ
空
も
憂
き
頃
（
北
野
宮
歌
合
元
久
元
年
十
一
月
・
時
雨
・
四
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
北
野
歌
合
建
久
元
年
十
月
・
時
雨
一
〇
一
五
、
三
句
「
夕
暮
に
」）
柴
の
戸
に
雨
と
時
雨
る
る
木
の
葉
か
な
涙
の
ほ
か
に
袖
は
濡
れ
ね
ど
（
続
古
今
集
・
冬
・
建
長
五
年
十
月
三
首
歌
に
、
山
家
落
葉
・
五
五
六
・
為
教
）
侘
び
人
や
神
無
月
と
は
な
り
に
け
む
涙
の
ご
と
く
降
る
時
雨
か
な
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
六
四
・
元
方
）
〔
類
歌
〕　
身
に
知
れ
ば
時
雨
る
る
雲
ぞ
あ
は
れ
な
る
空
も
憂
き
世
や
悲
し
か
る
ら
ん
（
瓊
玉
集
・
冬
・
二
八
三
）
冬
来
ぬ
と
涙
の
外
も
時
雨
る
な
り
い
か
が
は
す
べ
き
墨
染
の
袖
（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
九
年
十
一
月
頃
百
番
自
歌
合
〕・
初
冬
・
九
五
八
）
〔
補
説
〕　
「
神
無
月
」
に
降
る
「
時
雨
」
と
「
涙
」
を
相
互
に
比
喩
と
す
る
詠
み
方
は
、
参
考
の
元
方
の
歌
な
ど
を
初
め
と
し
て
伝
統
的
で
類
型
化
し
て
い
る
。
宗
尊
の
同
時
代
に
も
、「
時
雨
さ
へ
涙
に
た
ぐ
ふ
神
無
月
か
た
が
た
袖
を
干
す
ひ
ま
ぞ
な
き
」（
百
首
歌
合
建
長
五
二
八
年
・
冬
・
一
〇
三
六
・
鷹
司
院
帥
）、「
つ
ら
か
り
し
秋
さ
へ
い
ま
は
昔
に
て
涙
時
雨
る
る
神
無
月
か
な
」（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
一
四
四
五
・
良
実
）、「
い
た
づ
ら
に
涙
時
雨
れ
て
神
無
月
我
が
身
ふ
り
ぬ
る
杜
の
柏
木
」（
同
・
雜
上
・
中
務
卿
親
王
家
百
首
歌
に
、
冬
・
一
六
一
九
）
等
々
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
類
型
の
範
疇
に
あ
る
一
首
で
あ
る
。
41　
恋こひ
し
く
は
見み
て
も
偲しの
べ
と
山
風
の
誘さそ
ひ
残のこ
せ
る
庭
の
紅もみ
ち葉
葉
〔
通
釈
〕　
（
紅
葉
が
）
恋
し
い
の
な
ら
こ
れ
を
見
て
偲
べ
と
ば
か
り
、
山
風
が
誘
い
残
し
て
い
る
庭
の
紅
葉
の
落
ち
葉
よ
。
〔
本
歌
〕　
恋
し
く
は
見
て
も
偲
ば
む
紅
葉
葉
を
吹
き
な
散
ら
し
そ
山
お
ろ
し
の
風
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
深
山
よ
り
落
ち
来
る
水
の
遠
け
れ
ば
誘
ひ
残
さ
ぬ
四
方
の
紅
葉
葉
（
宝
治
百
首
・
冬
・
落
葉
・
二
〇
四
三
・
基
家
。
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
（
家
良
）
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
秋
・
一
三
二
）
憂
し
や
げ
に
四
方
の
嵐
も
心
し
て
誘
ひ
な
果
て
そ
庭
の
紅
葉
葉
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
冬
・
落
葉
・
三
七
七
・［　
　
］
右
衛
門
督
〔
三
品
親
王
家
祐
〕）
〔
語
釈
〕　
○
見
て
も
偲
べ
と
―
作
例
は
稀
少
。
454
に
も
。
○
誘
ひ
残
せ
る
―
参
考
の
「
深
山
よ
り
」
歌
に
倣
っ
た
か
。
こ
の
一
首
の
作
者
は
基
家
か
家
良
か
判
然
と
し
な
い
が
、
該
歌
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
『
弘
長
百
首
』
に
、
家
良
の
「
短
夜
の
空
行
く
月
の
や
す
ら
ひ
を
さ
そ
ひ
残
し
て
明
く
る
し
の
の
め
」（
夏
・
夏
月
・
一
七
一
）
が
見
え
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
二
首
目
の
作
者
位
署
は
、
判
読
困
難
箇
所
（［　
］）
が
あ
る
が
、
あ
る
い
は
同
じ
『
東
撰
六
帖
抜
粋
本
』
に
見
え
る
「
三
品
親
王
家
祐
右
衛
門
督
」
と
同
一
人
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
そ
の
閲
歴
な
ど
は
不
明
だ
が
、「
三
品
親
王
」
即
ち
宗
尊
親
王
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
家
の
女
房
歌
人
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
尊
自
身
が
後
藤
基
政
に
撰
ば
せ
た
『
東
撰
六
帖
』
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
を
宗
尊
が
見
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
42　
入
江
に
は
鴨かも
ぞ
鳴な
く
な
る
葛かつ
し
か飾
の
真ま
間ゝ
の
浦うら
風
寒さむ
く
吹ふ
く
ら
し
〔
通
釈
〕　入江
に
は
鴨
が
鳴
く
声
が
す
る
。
葛
飾
の
真
間
の
浦
を
渡
る
風
が
寒
く
吹
く
ら
し
い
。
〔
参
考
〕　
葛
飾
の
真
間
の
入
江
に
う
ち
な
び
く
玉
藻
刈
り
け
む
手
児
名
し
思
ふ
（
万
葉
集
・
巻
三
・
挽
歌
・
四
三
三
・
赤
人
。
五
代
集
歌
枕
・
ま
ま
の
入
江　
下
総
・
九
九
八
）
葛
飾
の
真
間
の
浦
ま
を
漕
ぐ
舟
の
舟
人
騒
ぐ
波
立
つ
ら
し
も
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
東
歌
・
三
三
四
九
・
下
総
国
の
歌
。
五
代
集
歌
枕
・
ま
ま
の
浦
・
一
一
一
〇
・
作
者
不
記
。
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
三
〇
一
・
読
人
不
知
）
葦
鴨
の
う
き
寝
よ
い
か
に
波
枕
頼
む
入
江
の
真
野
の
浦
風
（
仙
洞
十
人
歌
合
・
水
鳥
・
八
九
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
仙
洞
十
人
歌
合
・
水
鳥
・
一
〇
三
七
）
見
る
ま
ま
に
紅
葉
色
づ
く
あ
し
び
き
の
山
の
秋
風
寒
く
吹
く
ら
し
（
風
雅
集
・
秋
下
・
六
七
七
・
具
定
）
〔
類
歌
〕　
葛
飾
の
真
間
の
浦
風
吹
き
に
け
り
夕
波
越
ゆ
る
淀
の
継
ぎ
橋
（
風
雅
集
・
雑
中
・
一
七
〇
九
・
朝
村
）
〔
語
釈
〕　
○
葛
飾
―
下
総
国
の
歌
枕
（
郡
名
）。
郡
域
は
広
く
、
現
東
京
都
東
北
部
（
江
戸
川
・
葛
飾
・
江
東
・
隅
田
区
）
か
ら
千
葉
県
の
西
部
及
び
埼
玉
・
茨
城
県
境
の
一
部
ま
で
を
含
む
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
。
○
真
間
―
下
総
国
の
歌
枕
。
葛
飾
郡
（
現
地
千
葉
県
市
川
市
）
の
真
間
川
上
流
域
に
位
置
す
る
。
○
浦
風
寒
く
吹
く
ら
し
―
→
37
。
五
四
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
、
こ
の
歌
の
五
ヶ
月
後
の
「
弘
長
元
年
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
」
で
、「
霜
氷
る
夜
風
を
寒
み
埼
玉
の
尾
崎
の
沼
に
鴨
ぞ
鳴
く
な
る
」（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
〇
二
）
と
い
う
類
詠
を
も
の
し
て
い
る
。
43　
幾いく
た
ひ度
か
寝ね
さ覚
め
し
つ
ら
む
霜
氷こほ
り
霰あられ
降ふ
る
夜よ
の
床とこ
の
寒さむ
さ
に
〔
本
文
〕　
○
寒
さ
に
―
底
本
「
さ
む
ヒしさ
ヒろに
」（「
し
」「
ろ
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
「
さ
」「
に
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
幾
度
寝
て
は
夜
に
目
覚
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
霜
が
氷
り
、
霰
が
降
る
夜
の
床
の
寒
さ
で
。
〔
参
考
〕　
冬
の
夜
に
幾
度
ば
か
り
寝
覚
め
し
て
も
の
思
ふ
宿
の
隙
白
む
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
三
九
二
・
増
基
）
ち
は
や
ぶ
る　
神
な
月
と
や　
今
朝
よ
り
は　
曇
り
も
あ
へ
ず　
初
時
雨　
紅
葉
と
と
も
に　
古
里
の　
吉
野
の
山
の　
山
嵐
も　
寒
く
日
ご
と
に　
な
り
ゆ
け
ば　
玉
の
緒
と
け
て　
こ
き
ち
ら
し　
霰
乱
れ
て　
霜
氷
り　
い
や
か
た
ま
れ
る　
庭
の
面
に　
む
ら
む
ら
見
ゆ
る　
冬
草
の　
上
に
降
り
敷
く　
白
雪
の　
積
も
り
積
も
り
て　
あ
ら
た
ま
の　
年
を
あ
ま
た
も　
過
ぐ
し
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
五
・
躬
恒
）
限
り
な
く
さ
ゆ
る
夜
半
か
な
霜
氷
る
浅
茅
が
上
に
霰
降
る
な
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
一
六
八
・
伊
長
）
〔
影
響
〕　
臥
し
侘
び
ぬ
霰
乱
れ
て
霜
氷
る
篠
（
さ
さ
）の
ま
ろ
や
の
夜
半
の
さ
筵
（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
冬
・
寒
夜
・
一
三
〇
八
）
〔
語
釈
〕　
○
床
の
寒
さ
に
―
作
例
希
少
。
先
行
例
に
は
「
霜
枯
れ
に
起
き
て
来
し
よ
り
ひ
と
り
寝
の
床
の
寒
さ
の
ま
さ
り
ゆ
く
か
な
」
（
林
家
旧
蔵
小
大
君
集
・
く
に
よ
り
、
お
と
こ
・
九
七
）
が
見
え
る
が
、
底
本
は
「
床
の
」
が
「
とソ
デこ
の
」
で
あ
る
。
宗
尊
歌
の
見
消
ち
前
の
形
「
床
の
さ
筵
」
は
、
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
末
頃
と
い
う
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
の
「
い
た
も
よ
り
霰
洩
る
夜
は
今
さ
ら
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
に
床
の
さ
筵
敷
き
ぞ
わ
づ
ら
ふ
」（
冬
・
閨
上
霰
・
四
七
二
・
寂
超
）
が
早
い
。
そ
の
後
俊
成
が
、
保
延
六
、
七
年
（
一
一
四
〇
、
一
）
頃
の
堀
河
百
首
題
の
述
懐
百
首
で
「
閨
の
中
も
蛍
飛
び
交
ふ
物
思
へ
ば
床
の
さ
莚
朽
ち
や
し
ぬ
ら
ん
」（
長
秋
詠
藻
・
夏
・
蛍
・
一
三
一
）
と
詠
む
。
中
世
に
か
け
て
、
俊
成
女
の
「
あ
く
が
れ
て
寝
ぬ
夜
の
散
り
の
積
も
る
ま
で
月
に
払
は
ぬ
床
の
さ
筵
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
二
九
）
等
を
初
め
と
し
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
。「
さ
筵
」
に
は
「
寒
」
が
掛
か
る
場
合
が
多
い
か
。
〔
補
説
〕　
「
霜
氷
り
霰
降
る
（
夜
）」
の
措
辞
は
、
直
接
に
は
参
考
の
伊
長
詠
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
宗
尊
の
歌
も
併
せ
て
判
断
す
れ
ば
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
の
『
百
首
歌
合
』
は
、
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
淵
源
を
、
参
考
に
挙
げ
た
躬
恒
の
長
歌
の
「
霰
乱
れ
て
霜
氷
り
」
に
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
措
辞
を
取
り
込
ん
で
、
家
隆
が
「
山
里
を
問
へ
か
し
人
の
草
の
葉
に
霰
乱
れ
て
霜
氷
る
夜
を
」（
壬
二
集
・
冬
・
古
今
一
句
を
こ
め
て
、
冬
の
歌
み
侍
り
し
に
・
二
六
四
八
）
と
詠
み
、
後
鳥
羽
院
は
「
霜
氷
り
霰
乱
る
る
冬
の
夜
を
君
来
ま
さ
ね
ば
恋
ひ
つ
つ
ぞ
寝
る
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
恋
・
九
六
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
自
身
も
、
該
歌
の
三
年
ほ
ど
後
に
「
霜
氷
り
霰
乱
れ
て
堀
江
に
は
玉
敷
き
た
り
と
見
ゆ
る
冬
か
な
」
（
柳
葉
集
・
巻
四
・
文
永
元
年
十
月
百
首
歌
・
冬
・
五
九
七
）
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
影
響
歌
と
見
た
雅
有
の
一
首
や
、
京
極
為
兼
の
「
霜
氷
る
萩
の
枯
葉
に
降
る
霰
秋
風
よ
り
も
音
ぞ
身
に
し
む
」（
三
百
六
十
首
和
歌
・
十
一
月
上
旬
・
三
二
三
）
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
勅
撰
集
で
は
、『
風
雅
集
』
に
「
霜
氷
る
野
辺
の
さ
さ
原
風
さ
え
て
た
ま
り
も
あ
へ
ず
降
る
霰
か
な
」（
冬
・
八
〇
二
・
通
顕
）
が
見
え
る
。
新
古
今
歌
人
か
ら
関
東
縁
故
歌
人
を
経
て
京
極
派
歌
人
へ
と
繋
が
る
一
例
で
あ
る
。
44　
都宮こ
人
待ま
た
で
も
い
か
がゝ
山やま
さ
と里
に
ひ
と
り
見み
る
べ
き
庭
の
雪ゆき
か
は
五
六
〔
通
釈
〕　都人
を
待
た
な
い
で
い
っ
た
い
ど
う
し
よ
う
か
。
こ
の
山
里
で
、
た
だ
独
り
で
見
る
べ
き
庭
の
雪
な
の
か
（
そ
う
で
は
な
い
ほ
ど
の
趣
な
の
だ
）。
〔
参
考
〕　
都
人
ま
づ
こ
は
見
せ
ん
山
里
の
庭
の
苔
ぢ
に
降
れ
る
初
雪
（
永
久
百
首
・
冬
・
初
雪
・
三
四
五
・
仲
実
）
都
人
待
つ
は
待
た
ぬ
に
な
り
ぬ
べ
し
こ
は
い
か
に
せ
ん
雪
の
夕
暮
（
拾
玉
集
・
百
首
句
題
・
冬
・
雪
中
待
人
・
三
三
三
〇
）
待
つ
人
の
跡
を
ば
つ
け
よ
庭
の
雪
ひ
と
り
は
い
か
が
み
山
べ
の
里
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
二
・
一
八
三
五
・
兼
宗
）
思
へ
た
だ
身
の
常
な
ら
ば
我
が
宿
に
ひ
と
り
見
る
べ
き
今
朝
の
雪
か
は
（
隆
信
集
・
雑
一
・
後
徳
大
寺
左
大
臣
、
雪
降
り
し
朝
、
立
ち
寄
る
べ
き
よ
し
有
り
し
に
、
そ
の
頃
重
く
煩
ひ
て
、
え
ま
か
ら
ぬ
由
聞
こ
え
し
返
事
の
奥
に
書
き
添
へ
侍
り
し
・
八
一
八
）
〔
語
釈
〕　
○
ひ
と
り
見
る
べ
き
―
参
考
の
隆
信
詠
の
他
に
、「
誘
は
れ
ぬ
心
の
ほ
ど
は
つ
ら
け
れ
ど
ひ
と
り
見
る
べ
き
花
の
色
か
は
」（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
七
〇
・
小
侍
従
。
風
雅
集
・
春
中
・
一
八
二
）
や
「
入
る
を
恨
み
出
づ
る
を
待
つ
と
嘆
き
て
も
独
り
見
る
べ
き
月
の
影
か
は
」（
正
治
後
度
百
首
・
秋
・
月
・
一
三
二
・
範
光
）
等
、
院
政
期
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
「
か
は
」
で
結
ん
で
い
る
。
〔
補
説
〕　
か
す
か
に
『
蒙
求
』「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
を
想
起
さ
せ
る
か
。
45　
如
何
に
せ
む
ま
た
今こ
年とし
さ
へ
い
た
づ
ら
に
惜お
し
め
ど
し
る
し
な
く
て
暮く
れ
ぬ
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
七
〔
通
釈
〕　どう
し
よ
う
か
。
ま
た
今
年
ま
で
も
が
、
た
だ
い
た
づ
ら
に
、
行
く
の
を
惜
し
ん
で
も
そ
の
か
い
は
な
く
て
、
暮
れ
て
し
ま
う
よ
。
〔
本
歌
〕　
し
る
し
な
き
音
を
も
鳴
く
か
な
鶯
の
今
年
の
み
散
る
花
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
〇
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
い
か
に
せ
ん
暮
れ
ゆ
く
年
を
し
る
べ
に
て
身
を
尋
ね
つ
つ
老
い
は
来
に
け
り
（
金
葉
集
・
冬
・
三
〇
二
・
輔
仁
）
惜
し
め
ど
も
は
か
な
く
暮
れ
て
行
く
年
の
偲
ぶ
昔
に
返
ら
ま
し
か
ば
（
千
載
集
・
冬
・
四
七
三
・
光
行
）
今
日
ご
と
に
今
日
や
限
り
と
惜
し
め
ど
も
ま
た
も
今
年
に
あ
ひ
に
け
る
か
な
（
新
古
今
集
・
冬
・
七
〇
六
・
俊
成
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
歳
暮
・
三
一
八
。
〔
語
釈
〕　
○
い
た
づ
ら
に
―
無
益
に
・
無
駄
に
の
意
で
「
惜
し
め
ど
」
に
か
か
り
、
虚
し
く
・
は
か
な
く
の
意
で
「
暮
れ
ぬ
る
」
に
か
か
る
。
○
し
る
し
―
効
い
。
効
果
。
恋
46　
知し
ら
す
べ
き
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
難
波
な
る
こ
や
の
忍しの
び
に
思おも
ふ
心こゝろ
を
〔
通
釈
〕　
恋
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
な
い
の
だ
。
難
波
に
あ
る
昆
陽
の
小
屋
の
篠
火
な
ら
ぬ
、
忍
び
に
忍
ん
で
、
来
て
く
れ
と
恋
し
く
思
う
心
を
。
〔
本
歌
〕　
津
の
国
の
こ
や
と
も
人
を
い
ふ
べ
き
に
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
蘆
の
八
重
葺
き
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
九
一
・
和
泉
式
部
）
〔
参
考
〕　
い
か
で
か
は
思
ひ
あ
り
と
も
知
ら
す
べ
き
室
の
八
島
の
煙
な
ら
で
は
（
詞
花
集
・
別
・
一
八
八
・
実
方
）
五
八
難
波
江
の
こ
や
に
夜
ふ
け
て
海
人
の
た
く
し
の
び
に
だ
に
も
逢
ふ
よ
し
も
が
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
三
三
・
読
人
不
知
。
古
今
六
帖
・
第
一
・
火
、
一
句
「
難
波
女
の
」）
〔
影
響
〕　
知
ら
す
べ
き
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
蘆
垣
の
間
近
き
中
の
茂
き
人
目
に
（
続
千
載
集
・
恋
一
・
一
〇
四
三
・
藤
原
宗
緒
母
）
〔
享
受
〕　
知
ら
す
べ
き
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
玉
簾
隔
て
な
が
ら
も
か
か
る
思
ひ
を
（
為
村
集
・
恋
・
近
恋
・
一
七
一
四
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
を
・
三
二
七
。
続
古
今
集
・
恋
一
・
忍
恋
の
心
を
・
九
六
五
。
歌
枕
名
寄
・
畿
内
十
三
・
摂
津
国
一
・
難
波
篇
・
児
屋
・
三
七
八
七
。
〔
語
釈
〕　
○
ひ
ま
―
物
事
を
行
う
の
に
適
当
な
時
機
。
○
難
波
な
る
こ
や
の
忍
び
に
―
摂
津
国
の
歌
枕
「
昆
陽
」
は
、
現
在
の
兵
庫
県
伊
丹
市
南
西
部
か
ら
尼
崎
市
北
部
一
帯
の
地
域
を
い
う
。
そ
の
「
難
波
な
る
昆
陽
」
に
「
小
屋
」
を
掛
け
、
海
人
小
屋
で
焚
く
「
篠
火
」
か
ら
掛
詞
で
「
忍
び
に
」
を
起
こ
す
。
ま
た
、
本
歌
を
承
け
「
こ
や
」
に
「
来
や
」
が
掛
か
る
か
。『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
で
は
、「
来
や
」
が
掛
か
ら
な
い
と
見
た
。
47　
塞せ
き
か
ぬ
る
涙なみた
に
恋こひ
の
あ
ら
は
れ
ば
い
か
に
せ
む
と
か
袖
の
濡ぬ
る
ら
む
〔
通
釈
〕　塞き
止
め
か
ね
る
涙
に
、
恋
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
る
な
ら
ば
ど
う
し
よ
う
か
。
い
っ
た
い
ど
う
し
よ
う
と
い
っ
て
、
涙
で
袖
が
濡
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
名
取
河
瀬
瀬
の
埋
も
れ
木
あ
ら
は
れ
ば
い
か
に
せ
む
と
か
逢
ひ
見
初
め
け
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
五
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
包
め
ど
も
涙
に
袖
の
あ
ら
は
れ
て
恋
す
と
人
に
知
ら
れ
ぬ
る
か
な
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
四
八
・
雅
定
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
九
大
方
は
し
ひ
て
忘
れ
ぬ
と
思
へ
ど
も
い
か
に
せ
よ
と
て
袖
の
濡
る
ら
む
（
万
代
集
・
恋
五
・
二
六
四
六
・
重
之
女
。
重
之
女
集
・
八
二
）
48　
あ
ら
ば
ま
た
逢あ
ふ
夜
あ
り
や
と
長なか
ら
へ
て
物
思おも
は
す
る
我
が・
命
か哉な
〔
通
釈
〕　生き
て
い
る
な
ら
ば
ま
た
、
恋
し
い
人
と
逢
う
時
の
夜
が
あ
る
か
と
、
命
長
ら
え
て
き
て
、
し
か
し
た
だ
苦
し
い
物
思
い
を
さ
せ
る
私
の
命
で
あ
る
こ
と
よ
。
〔
参
考
〕　
逢
ふ
ま
で
と
思
ひ
思
ひ
て
果
て
は
ま
た
生
け
る
を
厭
ふ
我
が
命
か
な
（
公
衡
百
首
・
恋
・
逢
不
遇
恋
・
六
七
）
〔
類
歌
〕　
あ
ら
ば
ま
た
逢
は
ん
頼
み
も
今
は
は
や
絶
え
果
て
ぬ
べ
き
我
が
命
か
な
（
霞
関
集
・
恋
・
逢
不
会
恋
・
八
二
〇
・
幸
隆
）
〔
影
響
〕　
長
ら
へ
て
あ
ら
ば
あ
ふ
夜
は
さ
も
あ
ら
で
憂
き
き
は
見
つ
る
我
が
命
か
な
（
文
保
百
首
・
恋
・
五
七
八
・
実
兼
。
藤
葉
集
・
恋
上
・
四
三
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
逢
不
会
恋
・
三
九
〇
、
初
句
「
あ
は
れ
ま
た
」。
〔
語
釈
〕　
○
あ
ら
ば
ま
た
―
『
瓊
玉
集
』
の
書
陵
部
本
（
五
〇
一
七
三
六
）
他
の
伝
本
は
「
あ
は
れ
ま
た
」
で
、
内
閣
文
庫
本
・
高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
は
「
あ
は
ば
ま
た
」、
書
陵
部
本
（
五
五
三
―
一
八
）
は
本
集
（
書
陵
部
本
共
）
と
同
じ
「
あ
ら
ば
ま
た
」。「
あ
ら
ば
ま
た
」
は
「
長
ら
へ
て
」
や
「
命
」
と
よ
り
整
合
す
る
が
、「
あ
は
れ
ま
た
」
は
、「
あ
は
れ
ま
た
い
か
に
忍
ば
む
袖
の
露
野
原
の
風
に
秋
は
来
に
け
り
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
九
四
・
通
具
）
を
初
め
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
た
句
で
は
あ
る
の
で
、
一
概
に
「
あ
ら
ば
ま
た
」
が
あ
る
べ
き
本
文
だ
と
は
断
定
し
難
い
。
○
夜
―
「
世
」
で
も
通
意
で
あ
る
。
掛
詞
に
解
し
て
お
く
。
六
〇
〔
補
説
〕　
西
行
の
「
嘆
け
と
て
月
や
は
物
を
思
は
す
る
か
こ
ち
顔
な
る
我
が
涙
か
な
」（
千
載
集
・
恋
五
・
九
二
九
）
の
面
影
が
、
微
か
に
感
じ
ら
れ
る
か
。
49　
人
知し
れ
ず
た
が
ひ
に
忍しの
ぶ
逢あ
ふ
事
の
誰た
が
け
し
き
よ
り
色
に
出い
で
け
む
〔
通
釈
〕　人知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
互
い
に
堪
え
忍
ぶ
二
人
の
逢
瀬
が
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
の
様
子
か
ら
、
表
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
か
ひ
な
き
は
な
ほ
人
知
れ
ず
逢
ふ
こ
と
の
は
る
か
な
る
み
の
う
ら
み
な
り
け
り
（
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
三
〇
・
増
基
）
か
く
ば
か
り
色
に
出
で
じ
と
忍
べ
ど
も
見
ゆ
ら
む
も
の
を
堪
へ
ぬ
け
し
き
は
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
八
三
・
賢
智
法
師
）
色
に
出
づ
る
つ
ら
き
け
し
き
を
見
て
も
な
ほ
思
ひ
返
ら
ぬ
心
な
り
け
り
（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
見
恋
・
六
四
〇
・
家
房
）
い
か
に
せ
ん
色
に
出
で
じ
と
忍
ぶ
れ
ど
嘆
く
け
し
き
の
ま
が
ふ
方
な
き
（
鳥
羽
殿
影
供
歌
合
建
仁
元
年
四
月
・
忍
恋
・
五
六
・
越
前
）
〔
語
釈
〕　
○
た
が
ひ
に
忍
ぶ
―
先
行
例
は
「
か
へ
り
て
は
情
け
な
き
名
ぞ
立
ち
ぬ
べ
き
た
が
ひ
に
忍
ぶ
心
づ
よ
さ
に
」（
如
願
法
師
集
・
恋
・
或
所
に
て
当
座
歌
よ
み
侍
り
し
時
、
恋
歌
・
五
八
七
）
が
目
に
入
る
程
度
。
50　
心
こ
そ
我われ
に
も
添そ
は
ね
今いま
や
ま
た
誰たれ
と
も
な
く
て
夢ゆめ
に
見み
ゆ
ら
む
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
六
一
〔
通
釈
〕　私の
心
が
私
自
身
に
寄
り
添
っ
て
い
な
い
。
今
は
も
う
、
特
に
誰
だ
と
い
う
こ
と
も
な
く
て
、（
私
が
誰
か
の
）
夢
に
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
心
さ
へ
我
に
も
あ
ら
ず
な
り
に
け
り
恋
は
姿
の
か
は
る
の
み
か
は
（
千
載
集
・
恋
四
・
八
七
八
・
源
仲
綱
）
お
ぼ
め
く
な
誰
と
も
な
く
て
宵
宵
に
夢
に
見
え
け
ん
我
ぞ
そ
の
人
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
男
の
は
じ
め
て
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
に
、
か
は
り
て
よ
め
る
・
六
一
一
・
和
泉
式
部
）
あ
く
が
る
る
心
の
誰
が
床
に
行
き
て
あ
や
む
ば
か
り
の
夢
に
見
ゆ
ら
ん
（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
忍
恋
・
六
二
四
・
隆
信
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
三
首
目
の
隆
信
詠
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
宗
尊
は
、
こ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
51　
山
の
端葉
に
月
さ
へ
出い
で
ぬ
忍しの
ぶ
れ
と
恋
し
き
時
か
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　山の
端
に
月
ま
で
が
出
て
し
ま
っ
た
。
堪
え
忍
ぶ
け
れ
ど
も
や
は
り
特
に
恋
し
い
時
な
の
か
、
秋
の
夕
暮
は
。
〔
本
歌
〕　
忍
ぶ
れ
ど
恋
し
き
時
は
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
月
の
出
で
て
こ
そ
来
れ
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
三
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
い
つ
と
て
も
恋
し
か
ら
ず
は
あ
ら
ね
ど
も
あ
や
し
か
り
け
る
秋
の
夕
暮
（
小
町
集
・
他
本
歌
、
十
一
首
・
一
〇
一
）
52　
待ま
ち
侘わ
び
て
独ひと
り
な
が
む
る
夕ゆふ
く
れ暮
は
い
か
に
露つゆ
け
き
袖
と
か
は
知し
る
六
二
〔
通
釈
〕　恋し
い
人
を
待
ち
侘
び
て
、
た
だ
独
り
眺
め
る
夕
暮
と
い
う
の
は
、
ど
れ
ほ
ど
悲
し
み
の
涙
で
露
っ
ぽ
く
な
る
袖
か
、
あ
の
人
は
知
っ
て
い
る
の
か
。
〔
本
歌
〕　
嘆
き
つ
つ
独
り
寝
る
夜
の
明
く
る
間
は
い
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
知
る
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
一
二
・
道
綱
母
）
〔
参
考
〕　
秋
の
田
の
庵
守
る
夜
半
の
明
く
る
間
は
い
か
に
露
け
き
月
と
か
は
知
る
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
田
家
月
・
二
六
〇
・
弁
内
侍
）
逢
ふ
こ
と
を
今
日
ま
つ
が
枝
の
手
向
草
幾
夜
し
ほ
る
る
袖
と
か
は
知
る
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
五
三
・
式
子
。
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
二
八
二
、
初
句
「
逢
ふ
こ
と
は
」。
式
子
内
親
王
集
・
二
八
〇
、
初
句
同
上
。
新
三
十
六
人
撰
・
七
八
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
待
恋
の
こ
こ
ろ
を
・
三
五
六
。
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
待
恋
と
い
へ
る
心
を
・
八
九
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
待
恋
・
六
六
三
八
。
〔
補
説
〕　
「
い
か
に
露
け
き
」
を
用
い
る
先
行
例
で
あ
る
参
考
の
弁
内
侍
詠
は
も
ち
ろ
ん
、
該
歌
と
同
じ
く
道
綱
母
詠
の
本
歌
取
で
あ
ろ
う
。
53　
偽いつは
り
は
憂う
き
に
の
み
や
は
あ
り
も
せ
む
頼たの
め
ぬ
夜
半
も
人
の
問と
へ
か
し
〔
通
釈
〕　嘘偽
り
と
い
う
の
は
、
憂
く
辛
い
こ
と
に
だ
け
あ
り
は
し
よ
う
か
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
私
に
訪
れ
を
期
待
さ
せ
な
い
夜
も
、（
そ
れ
が
嘘
偽
り
だ
と
い
っ
て
）
あ
な
た
は
私
に
訪
れ
て
く
れ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
六
三
〔
参
考
〕　
消
え
も
あ
へ
ず
儚
き
頃
の
つ
ゆ
ば
か
り
あ
り
や
な
し
や
と
人
の
問
へ
か
し
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
一
二
・
赤
染
衛
門
）
〔
補
説
〕　
少
し
屈
折
し
た
内
容
の
一
首
で
あ
る
。「
頼
め
」
し
「
夜
半
」
に
「
人
」
が
訪
れ
て
来
な
い
と
い
う
「
偽
り
」
は
「
憂
」
く
辛
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
「
偽
り
」
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
逆
に
、「
頼
め
ぬ
夜
半
」
に
人
が
訪
れ
て
来
る
と
い
う
「
偽
り
」
も
あ
り
得
よ
う
か
ら
、
訪
れ
て
来
れ
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
54　
あ
は
れ
げ
に
か
かゝ
ら
ぬ
中なか
も
あ
る
も
の
を
い
か
な
る
月
日
逢あ
ひ
見
初そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕　ああ
本
当
に
、
こ
の
よ
う
で
は
な
い
男
女
の
仲
も
あ
る
の
に
、（
今
は
逢
う
こ
と
の
な
い
あ
な
た
と
私
は
）
い
っ
た
い
い
つ
の
月
日
に
逢
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
物
思
へ
ど
も
か
か
ら
ぬ
人
も
あ
る
も
の
を
あ
は
れ
な
り
け
る
身
の
契
り
か
な
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
二
八
・
西
行
）
よ
し
な
し
な
い
か
な
る
月
日
馴
れ
初
め
て
明
け
暮
れ
袖
の
色
し
の
ぶ
ら
ん
（
露
色
随
詠
集
・
恋
百
首
和
歌
・
三
八
一
）
〔
語
釈
〕　
○
げ
に
―
い
か
に
も
、
な
る
ほ
ど
の
意
。
○
い
か
な
る
月
日
―
参
考
に
は
空
体
坊
鑁
也
の
歌
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
鑁
也
と
も
交
流
し
た
定
家
に
は
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
正
月
に
後
鳥
羽
院
に
詠
進
し
た
「
今
ぞ
思
ふ
い
か
な
る
月
日
富
士
の
嶺
の
峰
に
煙
の
立
ち
始
め
け
ん
」（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
恋
十
五
首
・
一
三
七
一
。
万
代
集
・
恋
二
・
一
九
五
一
）
が
あ
る
。
55　
前さき
の
世よ
に
い
か
に
契ちき
り
て
あ
ぢ
き
な
く
我
が・
た
め
つ
ら
き
人
を
恋こ
ふ
ら
む
六
四
〔
通
釈
〕　前世
に
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
契
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
ど
う
し
よ
う
も
な
く
自
分
に
対
し
て
冷
淡
な
人
を
恋
い
慕
う
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
前
の
世
に
妹
に
契
り
し
契
り
に
て
か
く
し
も
深
く
悲
し
か
る
ら
ん
（
長
秋
草
・
一
七
三
）
前
の
世
に
い
か
に
契
り
を
結
び
お
き
て
か
く
と
げ
難
き
人
を
恋
ふ
ら
ん
（
言
葉
集
・
恋
上
・
四
二
・
源
季
貞
）
い
か
ば
か
り
我
を
思
は
ぬ
我
が
心
我
が
た
め
辛
き
人
を
恋
ふ
ら
し
（
久
安
百
首
・
恋
・
八
七
八
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
七
五
）
〔
類
歌
〕　
さ
き
の
よ
に
い
か
に
結
び
て
人
つ
ら
く
身
も
う
ら
め
し
き
契
な
る
ら
ん
（
前
関
白
左
大
臣
家
の
百
首
に
・
四
六
六
・〔
典
侍
親
子
〕）
前
の
世
に
い
か
に
契
り
て
あ
ぢ
き
な
く
辛
き
人
し
も
し
ひ
て
恋
し
き
（
沙
玉
集
Ⅱ
・
京
に
す
み
侍
り
し
こ
ろ
、
百
首
を
詠
じ
て
伏
見
殿
の
御
点
を
申
し
侍
り
し
・
恋
・
片
思
・
五
一
三
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
季
貞
詠
と
酷
似
す
る
が
、
こ
の
『
言
葉
集
』
歌
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
類
歌
の
後
崇
光
院
詠
が
宗
尊
の
歌
に
倣
い
得
た
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
276
と
同
工
異
曲
。
56　
身
の
程
を
思おも
ひ
知し
り
つ
つゝ
恨うら
み
ず
は
頼たの
ま
ぬ
中
と
な
り
ぬ
べ
き
か
な
〔
通
釈
〕　あの
人
に
忘
れ
ら
れ
た
我
が
身
の
程
を
思
ひ
知
り
な
が
ら
も
恨
ま
な
い
な
ら
ば
、（
恨
ま
な
け
れ
ば
忘
れ
な
い
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
）
も
は
や
私
も
期
待
し
な
い
二
人
の
仲
と
な
っ
て
し
ま
う
の
に
違
い
な
い
な
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
六
五
〔
参
考
〕　
身
の
程
を
思
ひ
知
り
ぬ
る
こ
と
の
み
や
つ
れ
な
き
人
の
情
け
な
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
〇
九
・
隆
縁
。
金
葉
集
八
代
集
抄
巻
末
付
載
異
本
歌
・
恋
上
・
七
一
五
）
恨
み
ず
は
忘
れ
ぬ
人
も
あ
り
な
ま
し
思
ひ
知
ら
で
ぞ
あ
る
べ
か
り
け
る
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
一
六
・
隆
源
。
堀
河
百
首
・
恋
・
恨
・
一
二
七
七
）
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
む
あ
ま
り
人
目
を
忍
ぶ
間
に
希
な
る
中
と
な
り
ぬ
べ
き
か
な
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
五
六
・
藤
原
顕
盛
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
恋
の
心
を
・
四
〇
一
。
〔
補
説
〕　
理
屈
の
勝
っ
た
歌
で
あ
る
。
参
考
の
隆
源
歌
を
強
く
意
識
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
57　
今いま
は
た
だゝ
死し
な
ば
や
と
思
ふ・
命
だ
に
心
に
な
ど
か
か
な
は
ざ
る
ら
む
〔
通
釈
〕　今は
た
だ
も
う
死
に
た
い
と
思
う
命
だ
け
で
も
、
ど
う
し
て
自
分
の
心
の
望
み
ど
お
り
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
か
。
〔
本
歌
〕　
命
だ
に
心
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
ば
何
か
別
れ
の
悲
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
離
別
・
源
実
が
、
筑
紫
へ
湯
浴
み
む
と
て
ま
か
り
け
る
時
に
、
山
崎
に
て
別
れ
惜
し
み
け
る
所
に
て
、
よ
め
る
・
三
八
七
・
白
女
）
〔
参
考
〕　
恋
ひ
侘
び
て
な
ど
死
な
ば
や
と
嘆
く
ら
ん
人
の
た
め
な
る
命
な
ら
ぬ
に
（
万
代
集
・
恋
二
・
一
九
六
四
・
為
氏
。
続
古
今
集
・
恋
二
・
一
〇
九
三
）
〔
類
歌
〕　
死
な
ば
や
と
思
ふ
心
に
か
な
は
ぬ
や
憂
き
を
も
知
ら
ぬ
命
な
る
ら
ん
（
人
家
集
・
述
懐
歌
に
・
一
九
六
・
権
律
師
兼
済
。
続
門
六
六
葉
集
・
雑
下
・
八
二
四
、
三
句
「
ま
か
せ
ぬ
や
」）
58　
忘わす
れ
草くさ
種たね
あ
れ
ば
こ
そ
茂しけ
る
ら
め
の
き
端は
や
人
の
心こゝろ
な
る
ら
む
〔
通
釈
〕　忘れ
草
は
、
種
が
あ
る
の
で
軒
端
に
茂
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
、
原
因
が
あ
る
か
ら
あ
の
人
は
私
を
す
っ
か
り
忘
れ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
。
私
か
ら
離
れ
退
い
て
い
く
の
が
、
あ
の
人
の
真
の
心
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
忘
れ
草
な
に
を
か
種
と
思
ひ
し
は
つ
れ
な
き
人
の
心
な
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
〇
二
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
忘
れ
草
茂
れ
る
宿
を
来
て
み
れ
ば
思
ひ
の
き
よ
り
生
ふ
る
な
り
け
り
（
金
葉
集
・
恋
下
・
四
三
九
・
俊
頼
）
見
る
ま
ま
に
人
の
心
は
の
き
ば
に
て
我
の
み
茂
る
忘
れ
草
か
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
九
〇
〇
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
十
首
歌
合
に
、
恋
を
。
四
〇
四
。
続
古
今
集
・
恋
五
・
寄
草
恋
・
一
三
五
七
。
〔
語
釈
〕　
○
忘
れ
草
―
萱
草
、
あ
る
い
は
忍
ぶ
草
の
異
名
と
も
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
を
忘
れ
る
こ
と
を
比
喩
。
○
種
―
草
の
種
子
の
意
に
、
物
事
の
根
拠
の
意
が
掛
か
る
。
○
茂
る
ら
め
―
「
忘
れ
草
」
が
「
茂
る
」
こ
と
は
、
す
っ
か
り
人
を
忘
れ
る
こ
と
の
比
喩
。
○
軒
―
「
軒
」
と
「
退
き
」
の
掛
詞
で
「
忘
れ
草
」
と
縁
語
。
雑
59　
象きさ
か
た潟
の
海あ
ま人
の
苫とま
屋や
に
宿やと
問ゝ
へ
ば
夕ゆふ
な
み波
荒あ
れ
て
浦うら
風
ぞ
吹ふ
く
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
六
七
〔
通
釈
〕　
雑
象
潟
の
海
人
の
苫
屋
に
、（
そ
れ
を
我
が
家
に
す
る
の
で
は
な
く
て
）
一
晩
の
宿
を
問
い
尋
ね
る
と
、
た
だ
夕
方
の
波
が
荒
れ
て
浦
の
風
が
吹
く
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
は
か
く
て
も
経
け
り
象
潟
の
海
人
の
苫
屋
を
我
が
宿
に
し
て
（
後
拾
遺
集
・
羈
旅
・
五
一
九
・
能
因
）
〔
参
考
〕　
さ
す
ら
ふ
る
我
が
身
に
し
あ
れ
ば
象
潟
や
海
人
の
苫
屋
に
あ
ま
た
た
び
寝
ぬ
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
七
二
・
藤
原
顕
仲
。
堀
河
百
首
・
雑
・
旅
・
一
四
六
六
）
初
瀬
山
夕
越
え
暮
れ
て
宿
問
へ
ば
三
輪
の
檜
原
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
六
・
禅
性
）
象
潟
や
海
人
の
苫
屋
に
さ
寝
る
夜
は
浦
風
寒
み
雁
鳴
き
渡
る
（
万
代
集
・
雑
四
・
海
路
雁
と
い
ふ
こ
と
を
・
三
〇
四
二
・
源
季
広
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雜
上
・
羈
中
晩
嵐
を
・
四
二
九
。
〔
語
釈
〕　
○
象
潟
―
出
羽
国
の
歌
枕
。
現
在
の
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
旧
由
利
郡
）
象
潟
町
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
地
震
で
海
底
が
隆
起
し
て
陸
地
化
す
る
ま
で
は
、
島
々
が
点
在
す
る
海
の
景
勝
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
60　
遙はる
か
な
る
唐
も
ろ
こ
し
舟
の
波
路ち
に
も
同おな
じ
国
と
や
月
を
見
る
ら
む
〔
通
釈
〕　遠く
遙
か
な
唐
船
が
行
く
波
路
で
も
、（
照
ら
す
月
は
）
同
じ
日
本
の
国
だ
と
月
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
遙
か
な
る
唐
ま
で
も
行
く
も
の
は
秋
の
寝
覚
め
の
心
な
り
け
り
（
千
載
集
・
秋
上
・
三
〇
二
・
大
弐
三
位
）
六
八
松
浦
潟
遙
か
に
見
れ
ば
唐
の
空
も
一
つ
に
澄
め
る
月
か
な
（
正
治
後
度
百
首
・
月
・
四
三
四
・
信
実
）
雲
の
浪
遙
か
に
消
え
て
唐
の
空
へ
だ
て
な
く
澄
め
る
月
か
な
（
正
治
後
度
百
首
・
月
・
七
三
〇
・
季
保
）
唐
や
波
路
遙
か
の
契
り
か
な
我
が
敷
島
の
月
の
下
臥
し
（
露
色
随
詠
集
・
月
百
首
・
九
二
）
月
見
れ
ば
同
じ
国
な
り
山
こ
そ
ば
君
が
あ
た
り
を
隔
て
た
り
け
れ
（
万
葉
集
・
巻
十
八
・
四
〇
七
三
・
大
伴
池
主
）
〔
語
釈
〕　
○
唐
舟
―
唐
土
（
中
国
）
と
の
間
を
往
来
す
る
船
。
61　
山やま
深ふか
く
住す
ま
ば
と
こ
そ
は
思おも
ひ
し
に
な
ほを
身
を
去さ
ら
ぬ
憂う
き
世よ
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　山深
く
住
む
な
ら
ば
（
憂
き
世
を
離
れ
ら
れ
る
）
と
思
っ
た
の
に
、
や
は
り
そ
れ
で
も
こ
の
身
を
去
ら
な
い
憂
く
辛
い
世
の
中
で
あ
っ
た
の
だ
。
〔
参
考
〕　
山
深
く
住
ま
ば
と
も
に
と
い
ふ
人
も
ま
こ
と
に
な
ら
ば
か
は
り
も
や
せ
ん
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
二
八
一
四
・
保
季
。
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
四
六
六
）
住
み
か
ふ
る
深
山
の
奥
に
知
ら
れ
け
り
我
が
身
を
去
ら
ぬ
憂
き
世
な
り
と
は
（
遠
島
御
歌
合
・
山
家
・
一
四
八
・
小
宰
相
）
移
り
行
く
月
日
ば
か
り
は
か
は
れ
ど
も
我
が
身
を
去
ら
ぬ
憂
き
世
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
述
懐
心
を
・
一
一
八
一
・
家
良
）
身
を
去
ら
ぬ
同
じ
憂
き
世
と
思
は
ず
は
巌
の
中
も
尋
ね
見
て
ま
し
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
述
懐
心
を
・
一
一
八
七
・
式
乾
門
院
御
匣
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
六
九
〔
語
釈
〕　
○
山
深
く
住
ま
ば
と
こ
そ
は
思
ひ
し
に
―
京
都
か
ら
将
軍
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
鎌
倉
を
念
頭
に
置
い
て
言
う
か
。
〔
補
説
〕　
大
づ
か
み
に
は
、「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
家
に
せ
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
・
読
人
不
知
）
を
初
め
と
す
る
、
憂
き
世
を
厭
い
深
山
や
奥
山
に
隠
棲
す
る
こ
と
を
希
求
す
る
と
い
う
通
念
を
踏
ま
え
た
歌
の
範
疇
に
入
る
。
西
行
の
「
い
づ
く
に
か
身
を
隠
さ
ま
し
い
と
ひ
出
で
て
憂
き
世
に
深
き
山
な
か
り
せ
ば
」（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
五
〇
）
や
、
詞
書
を
「
前
大
僧
正
慈
鎮
遁
世
の
い
と
ま
申
し
け
る
に
、
仰
せ
遣
は
し
け
る
」
と
す
る
後
鳥
羽
院
の
「
君
か
く
て
山
の
端
深
く
住
ま
ひ
せ
ば
ひ
と
り
憂
き
世
に
も
の
や
思
は
ん
」（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
二
〇
〇
）
も
、
そ
の
通
念
を
前
提
と
す
る
。
該
歌
は
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
も
踏
ま
え
て
、「
山
深
く
住
」
ん
で
も
「
憂
き
世
」
で
あ
る
「
身
」
を
述
懐
す
る
趣
で
あ
る
。
下
句
は
、
参
考
の
『
続
後
撰
集
』
歌
両
首
に
負
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
首
全
体
に
は
『
遠
島
御
歌
合
』
の
小
宰
相
の
歌
に
倣
っ
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
宗
尊
の
手
許
に
あ
っ
た
歌
書
と
そ
の
学
習
の
幅
広
さ
を
窺
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
62　
憂う
く
て
の
み
過す
ぎ
来こ
し
方かた
に
こ
り
も
せ
で
儚はかな
く
何なに
と
末すゑ
を
待ま
つ
ら
む
〔
通
釈
〕　いつ
も
憂
く
辛
く
て
ば
か
り
過
ご
し
来
た
っ
た
頃
に
懲
り
も
し
な
い
で
、
あ
て
も
な
く
ど
う
し
て
行
く
末
を
期
待
す
る
の
だ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
憂
く
て
の
み
世
に
ふ
る
川
の
し
が
ら
み
も
堰
く
方
も
な
し
越
ゆ
る
白
波
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
八
六
三
・
真
観
）
宿
ゐ
し
て
過
ぎ
に
し
方
を
た
め
し
に
て
を
さ
ま
れ
る
世
の
末
を
待
つ
か
な
（
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
・
祝
・
二
九
二
・
隆
定
〔
隆
寛
〕）
七
〇
〔
類
歌
〕　
憂
く
て
の
み
過
ぎ
に
し
方
を
思
ふ
に
は
こ
れ
よ
り
後
の
あ
ら
ま
し
も
な
し
（
朗
詠
題
詩
歌
・
懐
旧
・
四
五
二
・
藤
原
公
敏
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
二
首
目
と
は
詞
の
組
み
立
て
は
同
じ
だ
が
、
内
容
は
対
照
的
で
あ
る
。
63　
今いま
も
世よ
は
や
す
く
捨す
て
てゝ
む
年とし
経ふ
と
も
身
の
思おも
ひ
出
の
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
〔
通
釈
〕　今に
も
こ
の
世
は
た
や
す
く
捨
て
て
し
ま
う
つ
も
り
は
あ
る
の
だ
。
た
と
え
長
い
年
月
を
過
ご
す
に
し
て
も
、
こ
の
身
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
は
あ
る
ま
い
と
思
う
の
で
。
〔
本
歌
〕　
三
輪
の
山
い
か
に
待
ち
見
む
年
経
と
も
尋
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）
〔
参
考
〕　
語
る
べ
き
身
の
思
ひ
出
で
は
な
け
れ
ど
も
昔
は
な
ど
て
恋
し
か
る
ら
む
（
万
代
集
・
雑
六
・
三
七
四
九
・
伊
成
）
〔
参
考
〕　
○
身
の
思
ひ
出
で
―
底
本
の
表
記
は
「
身
の
思
ひ
出
」
で
、「
身
の
思
ひ
出
」
と
も
見
ら
れ
な
く
は
な
い
。
〔
補
説
〕　
伊
勢
の
歌
の
三
句
と
五
句
を
そ
の
ま
ま
取
っ
た
本
歌
取
だ
が
、
趣
意
は
大
き
く
異
な
る
。
定
家
の
本
歌
取
説
に
沿
っ
た
よ
う
な
詠
作
と
言
え
る
。
64　
憂う
き
世よ
ぞ
と
思おも
ふ
物
か
ら
厭いと
は
ぬ
は
い
づ
く
に
と
ま
る
心
な
る
ら
む
〔
通
釈
〕　憂く
辛
い
世
の
中
だ
と
思
う
も
の
な
の
に
世
を
厭
い
出
な
い
の
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
ひ
っ
か
か
る
こ
の
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
七
一
〔
参
考
〕　
鴫
の
立
つ
野
沢
の
秋
の
夕
ま
ぐ
れ
い
づ
く
に
と
ま
る
心
な
る
ら
ん
（
内
裏
歌
合
建
保
二
年
・
秋
雑
・
一
四
二
・
範
宗
。
範
宗
集
・
雑
・
六
六
〇
）
〔
類
歌
〕　
捨
て
か
ね
ぬ
何
ゆ
ゑ
惜
し
き
憂
き
世
ぞ
と
心
に
千
た
び
思
ふ
も
の
か
ら
（
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
五
八
八
・
永
福
門
院
内
侍
）
〔
補
説
〕　
下
句
が
一
致
す
る
参
考
の
範
宗
詠
に
宗
尊
が
倣
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
そ
の
範
宗
詠
は
、「
郭
公
い
づ
く
に
と
ま
る
心
も
て
宿
の
梢
を
鳴
き
て
過
ぐ
ら
ん
」（
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
・
郭
公
・
九
一
・
基
範
）
に
負
う
か
。
65　
見
ず
知し
ら
ぬ
前さき
の
世
ま
で
も
つ
ら
き
か
な
な
ど
物
思
ふ
身
と
生む
ま
れ
け
む
〔
通
釈
〕　見ず
知
ら
ず
の
己
の
前
世
ま
で
も
が
辛
く
思
い
や
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
な
。（
現
世
で
）
ど
う
し
て
物
思
い
を
す
る
こ
の
身
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
見
ず
知
ら
ぬ
埋
も
れ
ぬ
名
の
跡
や
こ
れ
た
な
び
き
渡
る
夕
暮
の
雲
（
拾
遺
愚
草
・
十
題
百
首
建
久
二
年
冬
、
左
大
将
家
・
天
部
・
七
〇
七
）
唐
の
見
ず
知
ら
ぬ
世
の
人
ば
か
り
名
に
の
み
聞
き
て
や
み
ね
と
や
思
ふ
（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
聞
恋
・
六
三
五
・
定
家
）
前
の
世
に
い
か
な
る
罪
を
つ
く
り
て
か
か
か
る
恋
す
る
身
と
生
ま
れ
け
ん
（
重
家
集
・
小
輔
歌
合
す
と
て
請
ひ
し
か
ば
・
恋
・
四
〇
五
）
世
の
常
の
人
よ
り
君
を
頼
め
と
や
契
り
悲
し
き
身
と
生
ま
れ
け
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
九
八
・
道
家
。
道
家
百
首
・
雑
・
九
〇
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
五
八
五
）
七
二
こ
れ
も
み
な
昔
の
こ
と
と
い
ひ
な
が
ら
な
ど
物
お
も
ふ
契
り
な
り
け
ん
（
山
家
集
・
雑
・
恋
百
十
首
・
一
三
〇
八
）
〔
語
釈
〕　
○
物
思
ふ
身
―
後
鳥
羽
院
の
「
人
も
を
し
人
も
う
ら
め
し
あ
ぢ
き
な
く
世
を
思
ふ
ゆ
ゑ
に
も
の
思
ふ
身
は
」（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
二
〇
二
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
五
八
三
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
四
七
二
。
百
人
一
首
・
九
九
）
を
意
識
し
た
か
。
〔
補
説
〕　
「
見
ず
知
ら
ぬ
」
は
、
参
考
の
定
家
詠
以
後
、
新
古
今
歌
人
達
に
少
し
く
流
行
す
る
。
例
示
し
て
お
く
。
見
ず
し
ら
ぬ
唐
船
の
行
方
ま
で
世
を
経
る
道
は
八
重
の
潮
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
二
九
八
一
・
寂
蓮
）
見
ず
知
ら
ぬ
そ
の
神
山
の
神
代
ま
で
通
ふ
夢
路
を
問
ふ
嵐
か
な
（
賀
茂
別
雷
社
歌
合
・
社
頭
夜
風
・
三
一
・
有
家
）
見
ず
知
ら
ぬ
昔
の
人
の
心
ま
で
嵐
に
こ
も
る
夕
暮
の
空
（
秋
篠
月
清
集
・
秋
・
秋
の
夕
暮
に
・
一
一
六
〇
）
見
ず
知
ら
ぬ
昔
の
人
の
恋
し
き
は
こ
の
世
を
嘆
く
あ
ま
り
な
り
け
り
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
〔
元
久
〕
二
年
三
月
日
吉
卅
首
御
会
・
雑
・
一
三
四
八
）
66　
夢ゆめ
は
な
ほを
昔むかし
に
ま
た
も
帰かへ
り
な
む
ふ
た
たゝ
び
見
ぬ
は
現うつゝ
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　夢で
は
、
そ
れ
で
も
ま
た
昔
に
き
っ
と
帰
る
（
昔
の
こ
と
を
見
る
）
に
違
い
な
い
。
二
度
と
見
る
こ
と
の
な
い
の
は
、
こ
の
現
実
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
花
の
ご
と
世
の
常
な
ら
ば
過
ぐ
し
て
し
昔
は
ま
た
も
帰
り
来
な
ま
し
（
古
今
集
・
春
下
・
九
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
厭
ひ
て
も
な
ほ
惜
し
ま
る
る
我
が
身
か
な
二
た
び
来
べ
き
こ
の
世
な
ら
ね
ば
（
詞
花
集
・
雑
上
・
三
四
六
・
季
通
）
知
ら
ざ
り
し
昔
に
今
や
帰
り
な
ん
か
し
こ
き
代
代
の
跡
習
ひ
な
ば
（
続
後
撰
集
・
賀
・
一
三
三
一
・
後
嵯
峨
院
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
七
三
〔
享
受
〕　
現
に
は
ま
た
も
帰
ら
ぬ
い
に
し
へ
を
二
度
見
る
は
夢
路
な
り
け
り
（
新
拾
遺
集
・
雑
中
・
一
八
七
一
・
源
彦
良
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
の
中
に
・
四
九
三
。
続
古
今
集
・
雑
下
・
題
不
知
・
一
八
〇
四
。
〔
語
釈
〕　
○
見
ぬ
―
「
見
」
は
「
夢
」
の
縁
語
。
夢
を
見
る
意
味
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
夢
は
儚
い
が
、
そ
れ
で
も
昔
に
戻
る
夢
も
見
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
現
実
は
二
度
と
昔
に
戻
っ
て
経
験
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
67　
憂う
し
と
言い
ひ
て
誰たれ
か
と
ま
ら
む
賤いや
し
き
も
良よ
き
も
逃のか
れ
ぬ
つ
ひゐ
の
別わか
れ
は
〔
通
釈
〕　嫌だ
と
言
っ
て
も
、
い
っ
た
い
誰
が
（
こ
の
憂
き
世
に
）
留
ま
ろ
う
か
（
い
や
誰
も
留
ま
ら
な
い
の
だ
）。
身
分
卑
し
い
も
の
も
良
い
も
の
も
、
逃
れ
る
こ
と
は
な
い
最
期
の
別
れ
は
。
〔
本
歌
〕　
憂
し
言
ひ
て
世
を
ひ
た
ぶ
る
に
背
か
ね
ば
物
思
ひ
知
ら
ぬ
身
と
や
な
り
な
む
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
四
三
・
元
輔
）
い
に
し
へ
の
し
づ
の
を
だ
ま
き
賤
し
き
も
良
き
も
盛
り
は
あ
り
し
も
の
な
り
（
古
今
集
・
雜
上
・
八
八
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
舟
呼
ば
ふ
声
に
む
か
ふ
る
渡
し
守
憂
き
世
の
岸
に
誰
か
と
ま
ら
ん
（
為
家
集
・
雑
・
観
経
釈
文
同
〔
建
長
〕
四
年
・
一
五
七
四
）
誰
故
か
つ
ひ
の
別
れ
も
惜
し
か
ら
ん
親
に
も
子
に
も
そ
は
ぬ
身
な
れ
ば
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
わ
か
れ
・
一
三
〇
五
・
真
観
）
〔
影
響
〕　
我
の
み
と
野
辺
の
雉
子
の
音
を
や
な
く
誰
も
逃
れ
ぬ
か
り
の
こ
の
世
を
（
伏
見
院
御
集
・
き
ぎ
す
・
一
一
五
六
）
〔
補
説
〕　
古
歌
両
首
の
本
歌
取
と
見
た
。「
誰
か
と
ま
ら
む
」
と
「
つ
ひ
の
別
れ
」
の
詞
は
、
為
家
と
真
観
と
い
う
宗
尊
の
師
匠
の
歌
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
四
宗
尊
の
歌
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
思
し
い
伏
見
院
の
歌
は
、「
誰
も
逃
れ
ぬ
」
を
該
歌
か
ら
摂
取
し
た
と
見
て
お
く
。
68　
治おさ
ま
れ
る
君
が
御
代
に
や
葦あし
は
ら原
の
瑞みつ
穂ほ
の
国
も
い
や
栄さか
ゆ
ら
し
〔
通
釈
〕治ま
っ
て
い
る
我
が
君
の
御
代
に
あ
っ
て
か
、
こ
の
葦
原
の
瑞
穂
の
国
日
本
も
い
よ
い
よ
栄
え
る
ら
し
い
よ
。
〔
語
釈
〕　
○
君
が
御
代
―
こ
の
歌
を
含
む
百
首
歌
が
詠
ま
れ
た
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
五
月
時
点
の
治
世
は
、
宗
尊
の
弟
亀
山
天
皇
代
だ
が
、
父
帝
後
嵯
峨
院
を
も
念
頭
に
置
い
た
か
。
○
葦
原
の
瑞
穂
の
国
―
日
本
の
国
の
異
称
。
和
歌
で
は
『
万
葉
集
』
の
諸
歌
が
原
拠
。
　
　
　
弘
長
元
年
九
月
、
人
々
に
よ
ま
せ
侍
り・
し
百
首
歌
春
69　
逢あふ
さ
か坂
や
関
の
戸
あ
け
て
鳥とり
の
鳴な
く
東あつま
よ
り
こ
そ
春
は
来き
に
け
れ
〔
通
釈
〕弘
長
元
年
九
月
、
人
々
に
詠
ま
せ
ま
し
た
百
首
歌
　
　
　
　
春
逢
坂
よ
、
関
の
戸
が
開
け
て
、（
立
春
の
日
の
）
夜
が
明
け
て
鶏
が
鳴
く
、
東
方
か
ら
春
は
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
な
。
〔
参
考
〕　
春
来
ぬ
と
人
し
も
告
げ
ず
逢
坂
の
木
綿
付
け
鳥
の
声
に
こ
そ
知
れ
（
人
丸
集
・
し
も
つ
け
・
二
六
一
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
七
五
関
の
戸
も
明
け
行
く
年
に
逢
坂
の
木
綿
付
け
鳥
の
春
の
初
声
（
御
室
五
十
首
・
春
・
四
五
〇
・
有
家
）
春
や
今
逢
坂
越
え
て
帰
る
ら
む
木
綿
付
け
鳥
の
一
声
ぞ
す
る
（
秋
篠
月
清
集
・
南
海
漁
父
百
首
・
春
・
五
一
四
）
〔
類
歌
〕　
逢
坂
の
木
綿
付
け
鳥
の
声
す
な
り
関
の
戸
あ
け
て
春
や
越
ゆ
ら
ん
（
雅
有
集
・
百
首
和
歌
・
春
・
立
春
・
一
二
四
）
逢
坂
や
木
綿
付
け
鳥
の
声
の
う
ち
に
関
の
戸
あ
け
て
春
は
来
に
け
り
（
文
保
百
首
・
春
・
一
七
九
八
・
実
任
）
逢
坂
の
木
綿
付
け
鳥
の
声
の
う
ち
に
関
の
戸
あ
け
て
春
や
立
つ
ら
ん
（
文
保
百
首
・
春
・
一
八
九
八
・
有
忠
）
〔
出
典
〕　
「
弘
長
元
年
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
」（
散
佚
）
の
「
春
」（
巻
頭
か
）。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
。
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
元
年
九
月
、
人
々
に
よ
ま
せ
侍
り・
し
百
首
歌
―
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
九
月
に
宗
尊
が
主
催
し
た
百
首
歌
。
全
体
と
し
て
は
散
佚
。
本
集
（
69
～
143
）
所
収
の
75
首
か
ら
、
題
（
部
立
）
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
で
、
夏
・
冬
一
〇
首
と
そ
れ
以
外
各
部
二
〇
首
の
計
一
〇
〇
首
と
推
測
さ
れ
る
。
安
井
久
善
「
中
世
散
佚
百
首
和
歌
」
二
種
に
つ
い
て
─
─
光
俊
勧
進
結
縁
経
裏
百
首
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
─
─
」（
日
本
大
学
『
商
学
集
誌
』
四
―
一
、
昭
四
七
・
九
）
に
、
現
存
歌
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
○
逢
坂
―
近
江
国
の
歌
枕
。
奈
良
期
か
ら
見
え
る
地
名
で
「
合
坂
」「
相
坂
」
等
と
も
書
く
。
近
江
国
滋
賀
郡
。
京
都
と
近
江
を
結
ぶ
坂
路
一
帯
を
指
し
、
北
は
比
叡
の
山
並
み
に
南
は
音
羽
山
に
連
な
る
鞍
部
を
な
す
地
域
。
地
名
の
起
源
は
、
神
功
皇
后
の
命
に
よ
り
忍
熊
王
の
討
伐
に
向
か
っ
た
武
内
宿
禰
が
こ
の
地
で
王
に
出
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
（
日
本
書
紀
）。
畿
内
と
畿
外
（
東
国
）
と
の
境
界
に
あ
た
り
、
こ
の
逢
坂
山
に
大
化
二
（
六
四
六
）
年
頃
に
置
か
れ
た
と
い
う
関
所
は
、
不
破
・
鈴
鹿
と
共
に
平
安
朝
の
三
関
の
一
つ
。
関
神
が
山
の
南
北
に
両
祀
さ
れ
、
平
安
・
鎌
倉
期
に
は
関
寺
が
こ
の
関
付
近
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
関
址
は
現
大
津
市
逢
坂
一
丁
目
付
近
と
い
う
。
ま
た
、「
関
の
清
水
」
も
あ
っ
た
。
そ
の
名
か
ら
「
逢
ふ
」
の
掛
け
詞
で
詠
ま
れ
、「
関
迎
へ
」「
駒
迎
へ
」
の
場
と
し
て
も
詠
ま
れ
る
。
○
関
の
戸
―
逢
坂
の
関
の
門
戸
。
○
あ
け
て
―
（
戸
が
）「
開
け
て
」
に
（
夜
が
）「
明
け
て
」
が
掛
か
る
。
○
鳥
―
鶏
の
こ
七
六
と
。
異
名
の
「
木
綿
付
け
鳥
」
が
「
逢
坂
」
と
強
く
結
び
付
い
て
い
る
。
○
東
よ
り
こ
そ
―
五
行
説
に
従
っ
て
春
は
東
方
よ
り
訪
れ
る
と
の
通
念
に
よ
る
。
古
く
「
春
は
ま
づ
東
路
よ
り
ぞ
若
草
の
こ
と
の
は
つ
て
よ
武
蔵
野
の
風
」（
古
今
六
帖
・
第
一
・
は
る
の
か
ぜ
・
三
八
四
、
同
・
二
八
六
四
に
も
）
な
ど
と
詠
ま
れ
た
。「
東
よ
り
こ
そ
」
の
句
形
で
は
「
春
霞
東
よ
り
こ
そ
立
ち
に
け
れ
浅
間
の
嶽
は
雪
げ
な
が
ら
に
」（
三
体
和
歌
・
春
・
七
・
良
経
）
と
も
詠
ま
れ
、
宗
尊
自
身
は
「
東
よ
り
関
越
え
て
く
る
春
と
て
や
逢
坂
山
の
ま
づ
霞
む
ら
ん
」（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
春
・
早
春
・
六
）
と
い
う
類
想
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
〔
補
説
〕　
「
孟
春
之
月
…
東
風
解
凍
」（
礼
記
・
月
令
）
に
象
徴
さ
れ
る
、
春
が
東
に
配
さ
れ
る
五
行
説
の
影
響
下
に
、
春
は
東
方
か
ら
来
訪
す
る
と
の
通
念
で
古
く
か
ら
各
種
の
和
歌
が
詠
ま
れ
て
き
て
い
る
。
該
歌
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
歌
で
は
あ
る
。
同
時
に
、
は
か
ら
ず
も
鎌
倉
の
主
と
な
っ
た
宗
尊
が
、
現
住
す
る
関
東
か
ら
逢
坂
の
関
を
越
え
て
西
方
の
故
郷
京
都
へ
と
向
か
い
行
く
は
ず
の
春
を
、
京
都
で
待
ち
迎
え
る
か
の
如
く
詠
み
な
し
て
い
る
所
に
、
単
な
る
類
型
を
越
え
た
一
種
の
郷
愁
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
70　
春はる
来き
て
は
霞かすみ
に
薄うす
き
松
の
色いろ
を
い
ま
一ひと
し
ほ入
と
誰たれ
か
言い
ひ
け
む
〔
通
釈
〕　春が
や
っ
て
き
て
立
つ
霞
に
薄
く
見
え
る
（
せ
っ
か
く
趣
あ
る
）
松
の
色
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
も
う
一
段
（
の
緑
色
で
）
染
め
て
色
が
増
さ
る
（
そ
れ
が
い
い
）
と
、
い
っ
た
い
誰
が
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
常
磐
な
る
松
の
緑
も
春
来
れ
ば
今
一
入
の
色
ま
さ
り
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
二
四
・
宗
于
）
紫
に
や
し
ほ
染
め
た
る
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
色
と
誰
か
い
ひ
け
ん
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
五
〇
・
義
忠
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
七
七
〔
参
考
〕　
春
来
て
は
花
と
も
見
よ
と
片
岡
の
松
の
う
は
葉
に
淡
雪
ぞ
降
る
（
新
古
今
集
・
春
上
・
一
九
・
仲
実
。
堀
河
百
首
・
春
・
残
雪
・
八
七
、
四
句
「
松
が
う
れ
葉
に
」）
今
朝
は
ま
た
そ
れ
か
と
ば
か
り
残
る
か
な
霞
に
薄
き
淡
路
島
山
（
為
家
千
首
・
春
・
二
六
）
物
ご
と
に
時
雨
の
分
き
し
松
の
色
を
一
つ
に
染
む
る
夏
の
雨
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
夏
・
一
三
二
三
）
〔
語
釈
〕　
○
松
の
色
を
―
「
を
」
を
逆
接
の
接
続
助
詞
と
格
助
詞
の
両
方
に
掛
け
て
解
し
た
。
〔
補
説
〕　
本
歌
両
首
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
古
今
集
』
歌
に
異
を
唱
え
る
趣
向
と
見
た
。「
春
来
て
は
」「
霞
に
薄
き
」
の
用
詞
は
参
考
歌
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
の
歌
の
仕
立
て
方
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
義
忠
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
71　
今け
ふ日
し
こ
そ
若わか
菜な
摘つ
む
な
れ
片
岡
の
朝あした
の
原はら
は
い
つ
か
焼や
き
け
ん
〔
通
釈
〕　今日
の
今
日
こ
そ
若
菜
を
摘
む
よ
う
で
あ
る
。
焼
い
た
日
の
明
日
か
ら
は
若
菜
を
摘
も
う
と
い
う
、
片
岡
の
朝
の
原
は
い
っ
た
い
何
時
焼
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
明
日
か
ら
は
若
菜
摘
ま
む
と
片
岡
の
朝
の
原
は
今
日
ぞ
焼
く
め
る
（
拾
遺
集
・
春
・
一
八
・
人
麿
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
・
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
七
。
七
八
〔
語
釈
〕　
○
今
日
―
「
若
菜
」
は
、
正
月
初
子
の
日
や
七
日
の
白
馬
の
節
会
等
に
食
す
る
た
め
に
摘
む
。
そ
の
「
今
日
」
は
、
立
春
や
子
の
日
に
特
定
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
は
、
本
歌
が
言
う
「
朝
の
原
」
を
焼
く
「
今
日
」
の
「
明
日
」
以
降
の
あ
る
日
を
漠
然
と
言
う
。
○
片
岡
の
朝
の
原
―
大
和
国
の
歌
枕
。
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
か
ら
香
芝
市
に
か
け
て
の
丘
陵
。「
朝
」
は
、
翌
朝
の
意
が
響
き
「
今
日
」
と
縁
語
。
72　
伊い
か
ほ
香
保
風
如
何
に
吹ふ
け
ば
か
沼ぬま
み
つ水
の
春はる
を
ば
よ
そ
に
な猶ほ
氷こほ
る
ら
む
〔
通
釈
〕　伊香
保
の
風
が
い
か
に
ど
の
よ
う
に
吹
く
と
い
う
の
で
、
伊
香
保
沼
の
水
が
、
春
を
無
縁
に
し
て
ま
だ
氷
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
い
へ
ど
吾
が
恋
の
み
し
時
な
か
り
け
り
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
相
聞
・
三
四
二
二
・
上
野
国
歌
）
〔
参
考
〕　
伊
香
保
の
や
伊
香
保
の
沼
の
い
か
に
し
て
恋
し
き
人
を
今
一
目
見
む
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
五
九
・
読
人
不
知
。
五
代
集
歌
枕
・
い
か
ほ
の
沼
・
一
四
六
一
）
来
ぬ
人
を
待
つ
夕
暮
の
秋
風
は
い
か
に
吹
け
ば
か
わ
び
し
か
る
ら
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
七
・
読
人
不
知
）
春
立
た
ば
氷
解
け
な
ん
沼
水
の
し
た
恋
し
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
（
好
忠
集
・
冬
・
五
二
二
・
源
順
）
春
の
日
に
な
ほ
さ
え
残
る
沼
水
や
袖
の
氷
の
た
め
し
な
る
ら
む
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
春
・
六
一
一
）
〔
語
釈
〕　
○
伊
香
保
風
―
上
野
国
群
馬
郡
（
現
群
馬
県
北
群
馬
郡
伊
香
保
町
）
の
所
名
「
伊
香
保
」
の
地
を
吹
く
風
。
こ
こ
は
有
意
の
序
詞
の
よ
う
に
働
き
、
次
句
の
「
如
何
に
」
を
起
こ
す
。
○
沼
水
―
伊
香
保
に
あ
る
伊
香
保
沼
の
水
。
○
春
を
ば
よ
そ
に
―
先
行
の
類
例
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
七
九
に
は
、
西
行
の
「
霞
め
ど
も
春
を
ば
よ
そ
の
空
に
見
て
と
け
ん
と
も
な
き
雪
の
下
水
」（
西
行
法
師
家
集
・
春
・
初
春
・
一
〇
）
や
重
家
の
「
今
年
さ
へ
な
に
と
て
花
の
匂
ふ
ら
ん
春
は
よ
そ
な
る
宿
と
な
り
に
き
」（
重
家
集
・
家
の
花
を
折
り
て
刑
部
卿
の
も
と
へ
・
二
五
九
）
が
あ
る
。
慈
円
は
、
文
治
四
年
（
一
一
八
九
）
十
二
月
の
「
早
卒
露
膽
百
首
」
で
、
あ
る
い
は
西
行
詠
の
影
響
下
に
「
八
重
霞
春
を
ば
よ
そ
に
見
す
れ
ど
も
あ
は
れ
を
こ
む
る
み
吉
野
の
山
」（
拾
玉
集
・
楚
忽
第
一
百
首
・
春
・
霞
・
七
〇
四
）
と
詠
ん
で
い
る
。
慈
円
の
甥
良
経
は
、
建
久
末
か
ら
正
治
頃
（
一
一
九
六
～
一
一
九
九
）
と
い
う
「
西
洞
隠
士
百
首
」
で
「
花
に
に
ぬ
身
の
う
き
く
も
の
い
か
な
れ
や
春
を
ば
よ
そ
に
み
吉
野
の
山
」（
秋
篠
月
清
集
・
春
・
六
〇
九
）
と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
定
家
（「
春
を
ば
よ
そ
に
」、
正
治
初
度
百
首
・
一
三
七
三
）
や
宮
内
卿
（「
春
は
よ
そ
な
る
」、
同
後
度
百
首
・
八
一
〇
）
が
用
い
て
い
る
し
、
師
光
の
「
か
く
ば
か
り
春
は
よ
そ
な
る
身
の
ほ
ど
に
い
か
で
桜
の
花
の
見
ゆ
ら
む
」
は
、
宗
尊
も
披
見
し
た
と
思
し
い
『
秋
風
集
』（
雑
上
・
一
〇
七
三
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
宗
尊
に
近
い
時
代
で
は
、『
宝
治
百
首
』
の
「
ふ
り
は
て
て
春
は
よ
そ
な
る
身
の
憂
さ
に
暮
れ
行
く
年
の
い
と
な
み
も
な
し
」（
冬
・
歳
暮
・
二
三
九
六
・
但
馬
）
や
『
現
存
六
帖
』
の
「
我
な
ら
ぬ
雲
ゐ
の
雁
も
音
に
な
き
て
春
を
ば
よ
そ
に
遠
ざ
か
る
な
り
」（
か
り
・
七
八
八
・
忠
兼
）
が
あ
る
。
73　
花
と
見
て
折お
れ
ば
か
つ
散ち
る
淡あは
ゆ
き雪
の
か
かゝ
れ
る
枝
に
袖
や
濡ぬ
れ
な
む
〔
通
釈
〕　花だ
と
見
て
折
る
と
、
そ
の
そ
ば
か
ら
散
る
淡
雪
が
降
り
か
か
っ
て
い
る
枝
で
、
袖
が
濡
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
春
ご
と
に
流
る
る
河
を
花
と
見
て
折
ら
れ
ぬ
水
に
袖
や
濡
れ
な
む
（
古
今
集
・
春
上
・
水
の
ほ
と
り
に
梅
花
咲
け
り
け
る
を
よ
め
る
・
四
三
・
伊
勢
）
八
〇
春
立
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
鶯
ぞ
鳴
く
（
古
今
集
・
春
上
・
雪
の
木
に
降
り
か
か
れ
る
を
よ
め
る
・
六
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
春
来
て
は
花
と
も
見
よ
と
片
岡
の
松
の
う
は
葉
に
淡
雪
ぞ
降
る
（
新
古
今
集
・
春
上
・
一
九
・
仲
実
。
堀
河
百
首
・
春
・
残
雪
・
八
七
、
四
句
「
松
が
う
れ
葉
に
」）
風
を
だ
に
待
つ
程
も
な
き
あ
だ
花
は
枝
に
か
か
れ
る
春
の
淡
雪
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
五
五
・
行
家
）
〔
語
釈
〕　
○
花
―
本
歌
に
つ
け
ば
白
梅
で
、
本
集
の
配
列
上
も
そ
れ
に
矛
盾
し
な
い
。
○
折
れ
ば
か
つ
散
る
―
先
行
例
は
、『
建
保
名
所
百
首
』
の
「
吹
く
風
を
神
や
諫
め
む
手
向
山
折
れ
ば
か
つ
散
る
花
の
錦
を
」（
建
保
名
所
百
首
・
春
・
手
向
山
同
国
〔
大
和
国
〕・
八
二
・
範
宗
。
範
宗
集
・
一
〇
〇
）
や
「
露
霜
の
小
倉
の
錦
誰
が
た
め
に
折
れ
ば
か
つ
散
る
山
の
秋
風
」（
秋
・
小
倉
山
山
城
国
・
四
三
一
・
行
能
）
が
早
い
。『
長
綱
集
』
に
も
「
春
風
に
折
れ
ば
か
つ
散
る
山
桜
雪
と
降
り
て
も
手
に
は
た
ま
ら
ず
」（
春
・
四
〇
一
）
と
い
う
該
歌
と
同
工
異
曲
が
あ
る
が
、
先
後
は
不
明
。
雅
有
の
「
山
桜
折
れ
ば
か
つ
散
る
袖
の
上
を
そ
へ
て
乱
る
る
花
の
朝
露
」（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
春
・
一
〇
一
一
）
は
、
あ
る
い
は
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
か
。
〔
補
説
〕　
「
淡
雪
」
を
「
枝
」
の
「
花
」
に
見
立
て
た
り
対
照
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
雅
経
の
「
花
は
な
ほ
風
待
つ
程
も
あ
る
も
の
を
枝
に
た
ま
ら
ぬ
春
の
淡
雪
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
三
四
）
や
後
鳥
羽
院
の
「
桜
花
枝
に
は
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
乱
れ
て
淡
雪
ぞ
降
る
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
四
年
二
月
御
百
首
・
春
・
五
〇
六
）
が
比
較
的
早
い
例
で
あ
り
、
参
考
の
行
家
詠
が
そ
れ
に
続
く
。
該
歌
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
74　
風
寒さむ
み
ま
だ
花はな
咲さ
か
ぬ
梅むめ
が
枝え
に
こ
れ
な
む
そ
れ
と
雪ゆき
ぞ
積つ
も
れ
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
八
一
〔
通
釈
〕　風が
寒
く
て
、
ま
だ
花
が
咲
か
な
い
梅
の
枝
に
、
こ
れ
こ
そ
が
そ
の
花
だ
と
ば
か
り
に
、
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
わ
が
せ
こ
に
見
せ
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
雪
の
降
れ
れ
ば
（
後
撰
集
・
春
上
・
二
二
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
二
。
〔
語
釈
〕　
○
こ
れ
な
ん
そ
れ
と
―
「
袂
よ
り
は
な
れ
て
玉
を
包
ま
め
や
こ
れ
な
む
そ
れ
と
移
せ
見
む
か
し
」（
古
今
集
・
物
名
・
空
蟬
・
四
二
五
・
忠
岑
）
に
拠
る
。
○
雪
ぞ
積
も
れ
る
―
「
盛
り
な
る
ま
が
き
の
菊
を
け
さ
見
れ
ば
ま
だ
空
さ
え
ぬ
雪
ぞ
積
も
れ
る
」（
金
葉
集
・
秋
・
二
四
一
・
通
俊
）
が
勅
撰
集
の
初
見
。
こ
れ
は
白
菊
を
積
雪
と
見
る
趣
向
だ
が
、
該
歌
は
逆
に
積
雪
を
白
梅
と
見
る
。
75　
今け
さ朝
は
ま
づ
人
ぞ
待ま
た
る
るゝ
宿やと
の
梅むめ
契ちき
り
や
花はな
の
種たね
と
な
り
け
む
〔
本
文
〕　
○
契
り
や
―
底
本
は
「
ち
◦き
り
や
」（「
ち
」
の
下
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
き
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　今朝
は
ま
ず
と
も
か
く
も
人
が
自
然
と
待
た
れ
る
こ
と
だ
、
こ
の
家
の
梅
は
。
そ
の
宿
縁
が
咲
く
梅
の
花
の
種
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く
宿
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ
や
今
日
を
暮
ら
さ
む
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
三
三
・
憶
良
）
春
の
月
霞
め
る
空
の
梅
が
香
に
契
り
も
置
か
ぬ
人
ぞ
待
た
る
る
（
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
三
七
・
具
定
）
あ
は
れ
な
る
樒
の
花
の
契
り
か
な
仏
の
た
め
と
種
や
蒔
き
け
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
し
き
み
・
二
五
一
七
・
為
家
。
現
存
六
帖
・
し
き
み
・
七
二
九
）
八
二
〔
語
釈
〕　
○
契
り
―
単
に
人
が
訪
れ
る
約
束
で
は
な
く
、「
宿
の
梅
」
は
人
が
訪
れ
る
も
の
で
そ
の
人
は
待
た
れ
る
も
の
だ
と
い
う
根
源
的
な
宿
縁
の
意
味
か
。
→
補
説
。
○
種
―
「
契
り
」
か
ら
「
仏
種
」
の
意
味
合
い
が
響
く
か
。
〔
補
説
〕　
分
か
り
に
く
い
歌
で
あ
る
。「
わ
が
宿
の
梅
の
立
枝
や
見
え
つ
ら
む
思
ひ
の
ほ
か
に
君
が
来
ま
せ
る
」（
拾
遺
集
・
春
・
一
五
・
兼
盛
）
と
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
今
よ
り
は
梅
咲
く
宿
は
心
せ
よ
待
た
ぬ
に
来
ま
す
人
も
あ
り
け
り
」（
千
載
集
・
春
上
・
一
九
・
師
頼
）
等
の
歌
が
詠
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、「
宿
の
梅
」
は
待
た
な
い
で
も
人
が
訪
れ
る
と
い
う
通
念
を
踏
ま
え
て
、
あ
え
て
「
人
ぞ
待
た
る
る
」
と
言
っ
た
か
。
と
す
る
と
こ
こ
で
言
う
「
契
り
」
は
、「
宿
の
梅
」
を
人
は
訪
問
す
る
こ
と
は
当
然
で
、
か
つ
そ
の
人
を
待
望
す
る
と
い
う
因
縁
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
あ
た
か
も
「
仏
種
」
と
な
っ
て
「
花
」
が
咲
く
の
か
、
と
い
う
趣
旨
を
表
そ
う
と
し
た
か
。
参
考
の
為
家
詠
の
先
蹤
に
、「
こ
の
世
に
て
花
に
契
り
を
結
び
置
け
ば
と
も
に
仏
の
種
と
な
る
ら
ん
」（
肥
後
集
・
一
三
八
）
が
あ
る
。
76　
霞かす
め
る
を
春はる
の
慣な
ら
ひ
と
思おも
は
ず
は
い
か
に
恨うら
み
む
夜
半
の
月
影かけ
〔
通
釈
〕　霞ん
で
い
る
の
を
春
の
慣
ら
い
だ
と
思
わ
な
い
な
ら
、
ど
ん
な
に
恨
む
だ
ろ
う
か
、
こ
の
（
霞
む
）
夜
の
月
を
。
〔
参
考
〕　
大
方
に
か
は
ら
ぬ
月
の
影
も
な
ほ
春
の
慣
ら
ひ
と
霞
む
空
か
な
（
宝
治
百
首
・
春
・
春
月
・
四
一
二
・
為
経
）
霞
め
る
は
春
の
慣
ら
ひ
と
思
へ
ど
も
月
待
ち
出
で
て
つ
ら
き
空
か
な
（
秋
風
抄
・
雑
・
二
六
八
・
伊
忠
）
憂
き
も
な
ほ
昔
の
ゆ
ゑ
と
思
は
ず
は
い
か
に
こ
の
世
を
恨
み
は
て
ま
し
（
新
古
今
集
・
釈
教
・
一
九
六
五
・
讃
岐
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
八
三
〔
類
歌
〕　
大
方
の
慣
ら
ひ
と
知
り
て
見
る
時
に
霞
め
る
月
の
影
も
恨
み
ぬ
（
柳
風
抄
・
春
・
一
九
・
北
条
朝
直
）
〔
補
説
〕　
644
と
類
想
。
類
歌
と
の
先
後
は
不
明
。
77　
身
に
染し
み
て
深ふか
き
あ
は
れ
の
色
な
ら
ば
う
つ
る
ば
か
り
や
春
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　身に
染
み
て
深
い
趣
の
あ
る
色
で
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
身
に
移
り
染
み
る
程
な
の
か
、
春
の
曙
は
。
〔
本
歌
〕　
色
な
ら
ば
う
つ
る
ば
か
り
も
染
め
て
ま
し
思
ふ
心
を
え
や
は
見
せ
け
る
（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
三
一
・
貫
之
。
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
二
三
、
結
句
「
知
る
人
の
な
き
」）
〔
参
考
〕　
秋
来
れ
ば
常
磐
の
山
の
松
風
も
う
つ
る
ば
か
り
に
身
に
ぞ
染
み
け
る
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
七
〇
・
和
泉
式
部
）
難
波
潟
あ
は
れ
も
深
き
霞
か
な
葦
火
焚
く
屋
の
春
の
曙
（
正
治
後
度
百
首
・
暁
・
一
〇
六
〇
・
慈
円
）
〔
補
説
〕　
主
旨
が
分
か
り
に
く
い
。「
春
の
曙
」
は
秋
に
比
し
て
「
色
」
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
あ
は
れ
」
の
度
合
い
は
、
も
し
「
色
」
が
あ
る
の
な
ら
ば
身
に
染
み
て
移
る
程
深
い
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
宗
尊
は
帰
洛
後
に
「
は
か
な
く
も
な
ほ
身
に
し
め
て
思
ふ
か
な
あ
は
れ
憂
き
世
の
春
の
曙
」（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
春
曙
・
三
一
二
）
と
も
詠
む
。
78　
一ひと
か
た方
に
靡なひ
き
に
け
り
な
谷
風
の
吹ふ
き
上あ
げ
に
立た
て
る
青あを
や
き柳
の
糸いと
八
四
〔
本
文
〕　
○
一
方
に
―
底
本
は
「
ひ
とかた
に
」（「
と
」
と
「
た
」
の
字
間
の
右
傍
に
「
か
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　片一
方
に
靡
い
た
の
で
あ
っ
た
な
。
谷
風
が
吹
き
上
げ
る
所
に
立
っ
て
い
る
青
柳
の
糸
は
。
〔
参
考
〕　
谷
風
の
吹
き
あ
げ
に
立
て
る
玉
柳
枝
の
い
と
ま
も
見
え
ぬ
春
か
な
（
金
葉
集
公
夏
本
・
春
・
読
人
不
知
。
後
葉
集
・
春
上
・
二
七
・
兼
盛
）
一
方
に
靡
く
藻
塩
の
煙
か
な
つ
れ
な
き
人
の
か
か
ら
ま
し
か
ば
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
三
二
・
平
忠
盛
）
〔
影
響
〕　
一
方
に
靡
き
や
す
ら
ん
春
風
の
吹
け
ど
乱
れ
ぬ
青
柳
の
糸
（
権
僧
正
道
我
集
・
春
・
一
四
）
一
方
に
吹
き
つ
る
風
や
弱
る
ら
ん
靡
き
も
は
て
ぬ
青
柳
の
糸
（
文
保
有
首
・
春
・
一
〇
〇
七
・
為
世
。
風
雅
集
・
春
中
・
九
四
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
五
。
続
古
今
集
・
春
上
・
百
首
歌
中
に
・
七
三
。
〔
語
釈
〕　
○
吹
き
上
げ
―
風
が
下
か
ら
上
に
吹
き
つ
け
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
場
所
。
原
拠
た
る
「
秋
風
の
吹
き
あ
げ
に
立
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
浪
の
よ
す
る
か
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
七
二
・
道
真
）
で
は
紀
伊
国
の
歌
枕
「
吹
上
（
の
浜
）」
が
掛
か
る
が
、「
谷
風
の
吹
き
上
げ
」
の
場
合
、
歌
枕
な
ど
特
定
の
地
名
の
意
味
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
立
て
る
―
「
糸
」
の
縁
で
「
縦
」
が
響
く
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
谷
風
の
」
歌
を
宗
尊
が
、『
金
葉
集
』
の
一
本
か
『
後
葉
集
』
の
何
れ
に
拠
っ
て
知
り
得
た
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
79　
生い
駒こま
山やま
花
咲さ
き
ぬ
ら
し
難なに
は波
門と
を
漕こ
ぎ
出い
で
てゝ
見み
れ
ば
か
かゝ
る
白しら
雲
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
八
五
〔
通
釈
〕　生駒
山
は
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
難
波
の
門
を
漕
ぎ
出
し
て
見
れ
ば
、
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
難
波
津
を
漕
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
神
さ
ぶ
る
生
駒
高
嶺
に
雲
ぞ
た
な
び
く
（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
八
〇
・
大
田
部
三
成
。
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
二
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
明
け
渡
る
外
山
の
桜
夜
の
ほ
ど
に
花
咲
き
ぬ
ら
し
か
か
る
白
雲
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
六
八
・
為
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
〇
。
夫
木
抄
・
春
四
・
花
・
遥
見
山
花
と
い
ふ
心
を
・
一 
二
五
九
。
歌
枕
名
寄
・
巻
十
二
・
射
駒
篇
・
難
波
門
・
三
三
六
一
、
同
・
巻
十
三
・
難
波
篇
・
伊
駒
高
根
・
三
六
五
四
、
二
句
「
花
や
咲
く
ら
ん
」。
〔
語
釈
〕　
○
生
駒
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
河
内
国
と
の
境
に
あ
る
要
衝
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
市
に
あ
り
大
阪
府
と
の
境
の
山
。
○
難
波
門
―
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
の
大
阪
市
の
淀
川
河
口
付
近
の
湊
。
本
歌
の
『
万
葉
』
歌
初
句
の
原
文
は
「
奈
尓
波
刀
乎
」（
ナ
ニ
ハ
ト
ノ
）
で
、「
難
波
門
」
に
も
解
さ
れ
る
が
、「
ナ
ニ
ハ
ツ
の
訛
り
と
見
る
方
が
合
理
的
」
で
あ
る
と
い
う
。
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
二
十
』（
昭
六
三
・
一
、
有
斐
閣
）
参
照
。
80　
吉よし
野の
山やま
雲くも
と
雪ゆき
と
の
偽いつは
り
を
誰た
が
ま
こ
と
とゝ
か
花
の
咲さ
く
ら
む
〔
通
釈
〕　吉野
山
は
、（
本
当
は
花
で
あ
る
）
偽
り
の
雲
と
雪
で
あ
る
の
を
、
一
体
誰
に
と
っ
て
の
真
実
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
花
が
咲
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
八
六
〔
参
考
〕　
人
知
れ
ぬ
心
の
う
ち
の
偽
り
を
誰
が
ま
こ
と
と
か
思
ひ
は
つ
べ
き
（
秋
風
集
・
恋
中
・
八
四
〇
・
読
人
不
知
。
寛
平
御
集
・
一
四
。
新
千
載
集
・
恋
一
・
一
〇
八
九
・
読
人
不
知
）
咲
き
ぬ
れ
ば
雲
と
雪
と
に
う
づ
も
れ
て
花
に
は
う
と
き
み
吉
野
の
山
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
四
九
・
寂
蓮
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
一
。
〔
語
釈
〕　
○
吉
野
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
２
。
○
雲
と
雪
と
―
参
考
の
寂
蓮
歌
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
り
早
く
は
、「
桜
ぞ
と
見
ゆ
る
か
な
に
の
悪
し
け
れ
ば
雲
と
雪
と
に
ま
が
ふ
な
る
ら
ん
」（
重
家
集
・
桜
・
四
〇
一
）
の
例
も
あ
る
。
○
誰
が
ま
こ
と
と
か
―
ど
な
た
の
真
実
と
い
う
こ
と
か
。
参
考
の
読
人
不
知
歌
に
拠
っ
た
と
思
し
い
が
、『
古
今
集
』
の
「
偽
り
と
思
ふ
も
の
か
ら
今
さ
ら
に
誰
が
ま
こ
と
を
か
我
は
頼
ま
む
」（
恋
四
・
七
一
三
・
読
人
不
知
）
も
無
視
し
え
な
い
か
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
の
歌
に
し
て
は
晦
渋
で
あ
る
。「
白
雲
と
峰
に
は
見
え
て
桜
花
散
れ
ば
麓
の
雪
と
こ
そ
見
れ
」（
金
葉
集
正
保
版
二
十
一
代
集
本
・
春
・
六
六
九
・
伊
通
）
や
「
雲
と
な
り
雪
と
ふ
り
し
く
山
桜
い
づ
れ
を
花
の
色
と
か
も
み
ん
」（
宝
治
百
首
・
春
・
落
花
・
六
四
三
・
実
氏
）
と
似
た
よ
う
な
景
趣
を
詠
も
う
と
し
た
も
の
で
、
か
つ
は
参
考
の
寂
蓮
歌
と
同
工
異
曲
か
。
と
す
れ
ば
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
吉
野
の
全
山
が
花
と
も
雲
と
も
雪
と
も
見
分
け
が
つ
か
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
見
事
な
ま
で
の
花
盛
り
な
の
だ
か
ら
、
ま
た
見
分
け
る
必
要
も
な
い
で
な
い
か
、
本
当
の
花
は
一
体
誰
に
と
っ
て
の
真
実
だ
と
い
っ
て
咲
い
て
い
る
と
い
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
か
。
行
家
撰
の
『
人
家
集
』
に
、
孟
嘗
君
の
函
谷
関
の
故
事
を
踏
ま
え
た
「
偽
り
の
鳥
の
空
音
は
夜
深
き
に
誰
が
ま
こ
と
と
か
起
き
別
る
ら
ん
」（
巻
八
・
恋
歌
に
・
一
一
八
）
と
い
う
一
首
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
参
考
の
「
人
知
れ
ぬ
」
の
歌
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
歌
が
、
鎌
倉
中
期
に
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
八
七
81　
散ち
り
果は
て
てゝ
後のち
こ
そ
花はな
は
悲かな
し
け
れ
待ま
ち
来こ
し
程
を
な
に
恨うら
み
け
む
〔
通
釈
〕　すっ
か
り
散
り
き
っ
た
後
こ
そ
、
桜
の
花
は
悲
し
い
の
で
あ
っ
た
。
咲
く
の
を
待
ち
来
た
っ
た
間
を
、
何
故
恨
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
散
り
は
て
て
の
ち
や
帰
ら
ん
故
郷
も
忘
ら
れ
ぬ
べ
き
山
桜
か
な
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
一
二
五
・
道
済
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
八
三
。
〔
語
釈
〕　
○
待
ち
こ
し
程
―
珍
し
い
措
辞
。
慈
円
の
「
七
夕
の
待
ち
こ
し
程
の
あ
は
れ
を
ば
今
宵
一
夜
に
つ
く
し
は
つ
ら
む
」（
拾
玉
集
・
楚
忽
第
一
百
首
・
秋
・
七
夕
・
七
三
八
）
や
定
家
の
「
さ
り
と
も
と
待
ち
こ
し
程
は
す
ぎ
の
戸
に
つ
も
れ
ば
人
の
月
ぞ
ふ
り
ゆ
く
」
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
文
集
百
首
・
述
懐
・
欲
留
年
少
待
富
貴
、
富
貴
不
来
年
少
去
・
四
八
三
）
が
先
行
す
る
例
。
82　
た
ぐ
ひ
な
く
悲かな
し
き
時とき
か
春はる
の
行ゆ
く
弥やよ
ひ生
の
月
の
二は
つ
か
十
日
余あま
り
は
〔
通
釈
〕　比類
な
く
悲
し
い
時
な
の
か
。
春
が
去
り
行
く
弥
生
三
月
の
二
十
日
過
ぎ
の
月
を
見
る
頃
と
い
う
の
は
。
〔
参
考
〕　
た
ぐ
ひ
な
く
悲
し
き
も
の
は
今
は
と
て
待
た
ぬ
夕
べ
の
な
が
め
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
二
・
和
泉
式
部
）
野
辺
見
れ
ば
弥
生
の
月
の
は
つ
か
ま
で
ま
だ
う
ら
若
き
さ
い
た
づ
ま
か
な
（
後
拾
遺
集
・
春
下
・
一
四
九
・
義
孝
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
九
二
。
〔
語
釈
〕　
○
か
な
し
き
時
―
先
行
例
に
「
秋
来
る
を
悲
し
き
時
と
言
ひ
置
き
て
思
ひ
な
し
に
や
袖
の
濡
る
ら
ん
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
八
八
秋
・
三
一
六
・
良
教
）
が
あ
り
、
宗
尊
は
こ
れ
に
学
ん
で
か
、
該
歌
に
先
行
し
て
「
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
」
で
「
秋
を
こ
そ
か
な
し
き
時
と
思
ひ
し
に
時
雨
て
つ
ら
き
神
無
月
か
な
」（
本
集
・
39
）
と
詠
じ
て
い
る
。
○
弥
生
の
月
―
三
月
の
意
に
、
三
月
の
空
に
あ
る
月
の
意
を
重
ね
る
。
夏
83　
裁た
ち
替か
ふ
る
蟬せみ
の
羽は
衣
返かへ
し
て
も
夢ゆめ
に
や
見
ま
し
春
の
名なこ
り残
を
〔
通
釈
〕　
夏
夏
に
な
り
裁
ち
替
え
る
蟬
の
羽
の
よ
う
な
薄
衣
、
そ
れ
を
（
寝
る
時
に
）
返
し
て
着
て
で
も
夢
に
見
よ
う
か
し
ら
、
春
の
名
残
を
。
〔
参
考
〕　
い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む
ば
た
ま
の
夜
の
衣
を
返
し
て
ぞ
着
る
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
四
・
小
町
）
脱
ぎ
替
ふ
る
蟬
の
羽
衣
袖
濡
れ
て
春
の
名
残
を
忍
び
音
ぞ
鳴
く
（
拾
遺
愚
草
・
重
奉
和
早
率
百
首
文
治
五
年
三
月
・
夏
・
五
二
一
）
脱
ぎ
替
ふ
る
蟬
の
羽
衣
薄
け
れ
ど
深
く
も
春
を
偲
ぶ
頃
か
な
（
為
家
千
首
・
夏
・
二
〇
一
）
〔
影
響
〕　
裁
ち
替
ふ
る
名
残
や
な
ほ
も
残
る
ら
む
花
の
香
薄
き
蟬
の
羽
衣
（
新
後
撰
集
・
夏
・
更
衣
の
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
・
一
五
七
・
伏
見
院
）
〔
語
釈
〕　
○
蟬
の
羽
衣
―
薄
く
軽
い
夏
服
を
蟬
の
翅
に
喩
え
て
言
う
。
○
裁
ち
替
ふ
る
蟬
の
羽
衣
―
藤
原
公
重
の
「
裁
ち
替
ふ
る
蟬
の
羽
衣
風
吹
け
ば
裳
引
き
の
裾
も
か
る
き
な
り
け
り
」（
風
情
集
・
百
首
・
夏
・
女
房
更
衣
・
四
五
八
）
が
早
く
、
為
家
の
「
裁
ち
替
ふ
る
蟬
の
羽
衣
お
り
は
へ
て
誰
か
ま
さ
る
と
鳴
く
時
鳥
」（
為
家
千
首
・
夏
・
二
一
八
）
が
続
く
。
宗
尊
が
こ
れ
ら
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
八
九
ろ
う
。「
裁
ち
」
に
、
夏
歌
と
し
て
言
う
「
春
の
名
残
」
の
縁
で
夏
が
「
立
ち
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
小
町
歌
に
代
表
さ
れ
る
、
夜
着
を
返
し
て
着
て
寝
る
と
恋
し
い
人
が
夢
に
見
え
る
と
い
う
古
代
以
来
の
俗
信
を
踏
ま
え
、「
春
（
の
名
残
）」
を
擬
人
化
し
て
言
う
。
参
考
の
後
ろ
二
首
に
つ
い
て
は
、
定
家
詠
の
影
響
下
に
為
家
詠
が
あ
ろ
う
か
。
宗
尊
詠
は
こ
の
両
首
に
触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。影
響
に
挙
げ
た
一
首
は
、
作
者
が
宗
尊
の
歌
に
目
を
向
け
た
い
た
と
思
し
い
伏
見
院
な
の
で
、
こ
れ
も
影
響
さ
れ
た
一
首
と
見
た
。
84　
明あ
け
ぬ
れ
ど
光ひかり
を
残のこ
す
月
の
う
ち
の
桂かつら
の
里さと
に
咲さ
け
る
卯
の・
花
〔
通
釈
〕　夜が
明
け
た
け
れ
ど
、
ま
だ
光
を
残
し
て
い
る
月
の
中
の
桂
、
そ
れ
な
ら
ず
月
の
残
光
に
照
ら
さ
れ
て
桂
の
里
に
咲
い
て
い
る
卯
の
花
よ
。
〔
参
考
〕　
あ
は
れ
ま
た
い
か
に
な
が
め
ん
月
の
う
ち
の
桂
の
里
に
秋
は
来
に
け
り
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
秋
・
初
秋
・
二
〇
七
・
実
朝
）
ひ
さ
か
た
の
月
の
影
と
も
見
つ
る
か
な
桂
の
里
に
咲
け
る
卯
の
花
（
続
詞
花
集
・
夏
・
一
〇
四
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
九
九
。
〔
語
釈
〕　
○
光
を
残
す
―
先
行
例
は
、
家
隆
の
「
天
の
原
光
を
残
す
雲
も
な
し
秋
の
な
が
め
の
有
明
の
月
」（
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
・
月
・
一
七
五
）
が
目
に
つ
く
程
度
。
○
月
の
う
ち
の
桂
の
里
―
月
の
中
に
桂
の
巨
木
が
生
え
て
い
る
と
い
う
中
国
由
来
の
俗
信
に
基
づ
き
「
月
の
う
ち
の
桂
」
と
言
い
、
山
城
国
の
歌
枕
「
桂
の
里
」
を
起
こ
す
。「
桂
」
は
、
桂
川
中
流
域
右
岸
、
現
在
の
京
都
市
西
九
〇
京
区
桂
の
辺
り
。
〔
補
説
〕　
月
中
の
桂
の
俗
信
で
「
月
」
と
は
縁
が
あ
る
「
桂
の
里
」
と
、
例
え
ば
「
月
影
を
色
に
て
咲
け
る
卯
の
花
は
明
け
ば
有
明
の
心
地
こ
そ
せ
め
」（
後
拾
遺
集
・
夏
・
一
七
三
・
読
人
不
知
）
の
よ
う
に
「
月
」
の
色
と
同
じ
色
に
咲
く
と
い
う
「
卯
の
花
」
と
は
、「
月
」
を
媒
介
に
し
て
結
び
付
く
。
宗
尊
歌
も
、
こ
の
「
月
影
を
」
歌
と
同
様
の
情
景
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
85　
茂しけ
り
あ
ふ
草くさ
香か
の
山やま
の
郭
公
暮くれ
に
越こ
え
て
や
初はつ
音ね
鳴な
く
ら
ん
〔
通
釈
〕　草が
い
っ
せ
い
に
茂
る
草
香
の
山
の
郭
公
は
、
夕
暮
に
そ
の
山
を
越
え
て
、
初
音
を
も
ら
し
て
鳴
く
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
お
し
て
る　
難
波
を
過
ぎ
て　
う
ち
靡
く　
草
香
の
山
を　
夕
暮
に　
我
が
越
え
来
れ
ば　
山
も
狭
に　
咲
け
る
つ
つ
じ
の　
に
く
か
ら
ぬ　
君
を
い
つ
し
か　
行
き
て
は
や
見
む
（
万
葉
集
・
巻
八
・
春
雑
歌
・
草
香
山
歌
・
一
四
二
八
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
お
し
て
ら
す
難
波
を
過
ぎ
て
う
ち
靡
く
草
香
の
山
を
暮
に
わ
れ
越
ゆ
（
五
代
集
歌
枕
・
く
さ
か
山
・
三
〇
三
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
〇
七
。
〔
語
釈
〕　
○
茂
り
あ
ふ
―
「
あ
ふ
」
は
、
物
事
が
同
時
同
様
に
進
行
す
る
意
を
表
す
。
こ
こ
は
、
夏
草
が
急
激
に
繁
茂
す
る
様
を
言
う
。
『
古
今
集
』
の
「
採
物
の
歌
」
に
「
神
垣
の
三
室
の
山
の
榊
葉
は
神
の
み
前
に
茂
り
あ
ひ
に
け
り
」（
神
遊
び
の
歌
・
一
〇
七
四
）
の
例
が
あ
る
。「
茂
り
あ
ひ
」
の
形
は
平
安
時
代
に
も
例
が
少
な
く
な
い
が
、「
茂
り
あ
ふ
」
の
形
で
は
、『
古
今
六
帖
』
の
「
人
知
れ
ぬ
わ
れ
よ
り
ほ
か
に
夏
草
の
茂
り
あ
ふ
こ
そ
見
れ
ば
ね
た
け
れ
」（
第
六
・
夏
・
三
五
五
六
）
が
早
い
例
で
、
以
降
は
、『
為
忠
家
両
度
百
首
』
に
三
例
（
初
度
・
二
二
八
、
二
七
二
、
後
度
・
四
七
二
）
見
え
、
鎌
倉
初
期
の
二
例
（
六
百
番
歌
合
・
二
九
〇
・
慈
円
、
秋
篠
月
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
九
一
清
集
・
一
四
六
五
）
を
経
て
、
鎌
倉
前
中
期
に
な
る
と
作
例
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
宗
尊
が
該
歌
を
詠
ん
だ
九
月
百
首
の
直
前
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
七
月
七
日
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
』
で
も
「
茂
り
あ
ふ
か
げ
さ
へ
暗
き
山
の
井
の
浅
く
は
見
え
ぬ
五
月
雨
の
比
」（
夏
・
八
七
・
権
律
師
厳
雅
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
○
草
香
の
山
―
摂
津
国
難
波
の
所
名
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
市
と
東
大
阪
市
の
境
界
に
あ
る
生
駒
山
の
西
麓
に
広
が
る
扇
状
地
が
「
日
下
」
の
地
で
、
現
在
の
東
大
阪
市
日
下
町
付
近
の
山
地
を
言
う
か
。「
草
香
」
は
、
お
の
ず
か
ら
草
の
香
り
の
意
味
が
掛
か
り
、「
茂
り
あ
ふ
」
と
縁
語
。
〔
補
説
〕　
685
と
同
工
異
曲
。
86　
一
声
を
飽あ
か
ず
も
月
に
鳴な
き
捨す
て
てゝ
天あま
の
門と
渡わた
る
時ほと
ゝ
き
す鳥
か
な
〔
通
釈
〕　飽き
た
ら
ず
に
も
、
月
の
も
と
で
た
だ
一
声
を
鳴
き
残
し
て
去
り
、
天
空
を
渡
っ
て
ゆ
く
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
さ
夜
ふ
け
て
天
の
戸
渡
る
月
影
に
飽
か
ず
も
君
を
あ
ひ
見
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
時
鳥
た
だ
一
声
を
鳴
き
捨
て
て
月
に
つ
れ
な
き
有
明
の
空
（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
暁
郭
公
・
六
七
・
伊
平
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
一
三
。
続
古
今
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
百
首
に
、
郭
公
・
二
一
〇
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
郭
公
・
一
七
九
二
。
〔
語
釈
〕　
○
鳴
き
捨
て
て
―
「
鳴
き
捨
つ
」
は
、
鳴
い
て
そ
の
声
を
捨
て
る
よ
う
に
後
を
顧
み
な
い
で
そ
の
場
か
ら
去
る
こ
と
を
言
う
。
新
古
今
歌
人
達
が
詠
出
し
た
語
か
。
二
条
院
讃
岐
の
「
鳴
き
捨
て
て
雲
路
過
ぎ
行
く
時
鳥
い
ま
一
声
は
遠
ざ
か
る
な
り
」（
二
条
院
讃
岐
集
・
ほ
と
と
ぎ
す
・
二
二
）
や
守
覚
法
親
王
の
「
鳴
き
捨
て
て
外
山
が
す
そ
を
過
ぎ
ぬ
れ
ば
声
も
奥
あ
る
郭
公
か
な
」（
御
室
五
十
九
二
首
・
夏
・
一
五
）、
あ
る
い
は
定
家
の
「
な
ほ
ざ
り
に
山
郭
公
鳴
き
捨
て
て
わ
れ
し
も
と
ま
る
杜
の
下
陰
」（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
・
七
二
一
）
や
慈
円
の
「
時
鳥
鳴
き
捨
て
て
行
く
声
の
跡
に
心
を
さ
そ
ふ
松
の
風
か
な
」（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
・
夏
・
二
九
八
三
）
な
ど
の
作
例
が
あ
る
。
○
天
の
門
―
「
天
の
戸
」
と
も
書
く
。
空
の
こ
と
。
87　
木き
そ
ち
曽
路
川
君
に
思おも
ひ
は
知し
ら
ね
ど
も
深ふか
く
な
り
ゆ
く
五さ
み
た
れ
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕　木曽
路
川
は
、
あ
な
た
に
対
す
る
思
い
が
深
く
な
っ
て
い
く
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
水
が
深
く
な
っ
て
ゆ
く
五
月
雨
の
頃
よ
。
〔
参
考
〕　
見
せ
ば
や
な
い
か
が
信
濃
の
木
曽
路
川
君
に
思
ひ
の
深
き
渡
り
を
（
夫
木
抄
・
雑
六
・
き
そ
ぢ
川
、
し
な
の
・
建
長
八
年
百
首
歌
合
・
一
一
二
三
五
・
行
家
）
五
月
雨
は
浅
沢
小
野
の
名
の
み
し
て
深
く
な
り
ゆ
く
忘
れ
水
か
な
（
続
後
撰
集
・
夏
・
二
〇
四
・
隆
房
）
降
り
初
め
て
幾
日
に
な
り
ぬ
鈴
鹿
川
八
十
瀬
も
知
ら
ぬ
五
月
雨
の
頃
（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
六
四
・
俊
成
）
〔
類
歌
〕　
信
濃
に
あ
ん
な
る　
木
曽
路
川　
君
に
思
ひ
の　
深
か
り
し
（
延
慶
本
平
家
物
語
・
巻
七
・
按
察
大
納
言
資
賢
被
追
洛
中
事
・
二
八
〇
）
分
け
ゆ
か
ん
波
間
や
い
づ
こ
木
曾
路
川
深
さ
ま
さ
れ
る
五
月
雨
の
頃
（
文
保
百
首
・
夏
・
三
二
七
・
内
経
）
〔
語
釈
〕　
○
木
曽
路
川
―
信
濃
国
の
所
名
で
あ
ろ
う
が
、
用
例
は
多
く
な
い
。
信
濃
国
の
木
曽
路
に
あ
る
川
を
言
っ
た
か
。『
夫
木
抄
』
に
よ
れ
ば
、
鴨
長
明
作
と
伝
え
る
「
風
越
の
峰
越
え
来
れ
ば
木
曽
路
川
波
も
一
つ
に
空
蟬
の
声
」（
雑
六
・
き
そ
ぢ
川
、
し
な
の
・
家
集
・
一
一
二
三
六
）
が
早
い
例
。「
風
越
の
峰
」
は
信
濃
国
の
歌
枕
で
あ
り
、
現
長
野
県
飯
田
市
と
下
伊
那
郡
上
郷
町
と
の
境
に
あ
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
九
三
標
高
一
五
三
五
㍍
の
風
越
山
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
付
近
を
流
れ
る
川
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
○
深
く
な
り
ゆ
く
―
「
川
」
の
水
の
深
さ
に
つ
い
て
言
い
、「
君
に
思
ひ
」
か
ら
恋
し
い
気
持
ち
の
深
さ
に
つ
い
て
言
う
こ
と
を
重
ね
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
行
家
の
歌
は
、『
夫
木
抄
』
の
集
付
で
は
宗
尊
が
見
習
っ
た
と
思
し
い
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
一
首
だ
が
、
九
百
五
十
番
の
現
存
本
に
は
見
え
な
い
。
行
家
が
同
歌
合
の
為
に
詠
進
し
た
百
首
歌
の
一
首
だ
っ
た
か
。
88　
更ふ
け
ぬ
と
も
い
か
に
待ま
ち
見み
む
夜
半
の
月
は
つ
か
の
山やま
の
五
月
雨
の
空そら
〔
本
文
〕　
○
空
―
底
本
は
「
そころ
イら
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　たと
え
月
が
出
る
時
分
ま
で
夜
が
更
け
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
待
っ
て
見
た
ら
よ
い
の
か
、
二
十
日
の
夜
半
の
月
を
。
羽
束
の
山
の
五
月
雨
が
降
る
空
で
は
。
〔
本
歌
〕　
三
輪
の
山
い
か
に
待
ち
見
む
年
経
と
も
尋
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）
秋
果
つ
る
は
つ
か
の
山
の
さ
び
し
き
に
有
明
の
月
を
誰
と
見
る
ら
む
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
七
一
・
匡
房
）
〔
類
歌
〕　
我
が
宿
は
杉
の
葉
し
げ
し
三
輪
の
山
い
か
に
待
ち
み
む
夜
半
の
月
影
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
雑
・
二
条
前
相
公
雅
有
卿
夢
想
の
事
あ
り
て
、
四
方
月
よ
り
は
じ
め
て
月
の
百
首
を
勧
め
ら
れ
侍
り
し
時
よ
め
る
・
六
三
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
二
八
。
〔
語
釈
〕　
○
は
つ
か
の
山
―
摂
津
国
有
馬
郡
羽
束
郷
の
歌
枕
「
羽
束
の
山
」
に
、
上
句
の
「
更
け
ぬ
」「
待
ち
見
ん
」「
夜
半
の
月
」
の
縁
か
ら
「
二
十
日
」
を
掛
け
る
。「
羽
束
」
は
、
現
在
の
兵
庫
県
三
田
と
宝
塚
両
市
境
付
近
を
流
れ
る
羽
束
川
の
一
帯
を
言
う
か
。
九
四
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
大
江
匡
房
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
な
お
、
類
歌
に
挙
げ
た
歌
は
、
御
家
人
宇
都
宮
景
綱
の
作
で
あ
る
。
該
歌
の
本
歌
の
伊
勢
詠
と
「
我
が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
ひ
し
く
は
と
ぶ
ら
ひ
来
ま
せ
杉
立
て
る
門
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
八
二
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
取
っ
て
い
る
。
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
『
古
今
集
校
本
』（
昭
五
二
・
九
、
笠
間
書
院
）
に
よ
る
と
、
後
者
の
初
句
は
、
基
俊
本
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
本
の
校
異
）
や
寂
恵
使
用
俊
成
本
（
寂
恵
本
の
校
異
）
で
は
「
わ
が
や
ど
は
」
の
異
同
が
あ
り
、『
新
撰
和
歌
』（
三
一
六
）
や
『
古
今
六
帖
』
（
一
三
六
四
）
も
こ
れ
に
同
じ
で
、『
袋
草
紙
』
や
『
古
来
風
体
抄
』
は
そ
の
形
で
引
い
て
い
る
。
景
綱
詠
は
該
歌
よ
り
後
出
で
、
該
歌
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
89　
今いま
も
か
も
夕ゆふ
た
ち立
す
ら
し
舟ふな
木き
山
野
さ
か
の
西にし
に
雲
の
か
かゝ
れ
る
〔
通
釈
〕　今も
ま
た
、
夕
立
が
し
て
い
る
ら
し
い
、
舟
木
山
は
。
の
さ
か
の
西
に
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
と
を
ち
に
は
夕
立
す
ら
し
ひ
さ
か
た
の
天
の
香
具
山
雲
隠
れ
行
く
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
六
六
・
俊
頼
）
淡
路
島
夕
立
す
ら
し
住
吉
の
岸
の
む
か
ひ
に
か
か
る
む
ら
雲
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
一
二
四
・
基
家
、
秋
風
集
・
夏
下
・
二
一
四
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
三
九
。
夫
木
抄
・
雑
二
・
ふ
な
き
の
山
、
美
乃
・
八
六
二
九
、
詞
書
（
集
付
）「
御
集
」。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
九
五
〔
語
釈
〕　
○
今
も
か
も
―
「
今
も
か
も
大
城
の
山
に
時
鳥
鳴
き
と
よ
む
ら
む
我
な
け
れ
ど
も
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
夏
雑
歌
・
一
四
七
四 
・
大
伴
坂
上
郎
女
）
等
、『
万
葉
』
に
溯
る
句
。
○
舟
木
山
―
「
い
か
な
れ
ば
舟
木
の
山
の
も
み
ぢ
葉
の
秋
は
す
ぐ
れ
ど
こ
が
れ
ざ
る
ら
ん
」（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
四
六
・
通
俊
）
を
初
め
と
し
て
、
多
く
舟
を
作
る
用
材
の
「
舟
木
」
を
掛
け
た
詠
ま
れ
方
で
、
一
応
「
紅
葉
」
や
「
時
鳥
」
と
の
詠
み
併
せ
が
目
立
つ
が
、
本
意
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
右
の
通
俊
詠
を
収
め
る
『
五
代
集
歌
枕
』
は
美
濃
と
し
、
後
代
の
『
歌
枕
名
寄
』
も
同
歌
を
美
濃
に
配
す
る
が
、「
先
達
歌
枕
当
国
也
、
或
云
在
二
丹
波
国
一
云
云
」
と
注
し
て
も
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
の
『
内
大
臣
家
歌
合
』
に
「
東
路
の
舟
木
の
山
の
木
の
間
よ
り
ほ
の
か
に
み
ゆ
る
夕
月
夜
か
な
」（
暮
月
・
三
〇
・
忠
季
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
美
濃
と
の
認
識
は
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
現
在
の
岐
阜
県
の
「
船
来
山
」（
船
木
山
・
桑
山
と
も
い
う
）
に
比
定
さ
れ
る
。
南
側
は
現
在
本
巣
市
の
旧
本
巣
郡
糸
貫
町
、
北
側
は
旧
同
郡
本
巣
町
、
東
側
は
岐
阜
市
に
属
す
る
。
標
高
一
一
六
㍍
余
り
の
細
長
い
山
。
○
野
さ
か
―
不
明
。
歌
意
か
ら
、「
舟
木
山
」
の
東
側
に
位
置
す
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
特
定
の
所
名
で
は
な
く
、
一
般
的
な
野
の
坂
道
を
言
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
〔
補
説
〕　
頻
用
さ
れ
な
い
東
路
の
歌
枕
を
叙
景
し
て
い
る
の
で
、
宗
尊
東
下
の
折
の
実
見
が
反
映
す
る
か
。
90　
我
が・
心
静しつ
か
な
る
夜
の
柴しは
の
戸
に
身
さ
へ
涼すゝ
し
き
山
風
そ
吹
く・
〔
通
釈
〕　私の
心
が
静
穏
な
静
寂
な
夜
の
柴
の
戸
の
庵
居
に
は
自
然
と
、
こ
の
身
ま
で
が
涼
し
い
山
風
が
吹
く
こ
と
だ
。
〔
本
文
〕　
不
是
禅
房
無
熱
到
（
こ
れ
ぜ
ん
ば
う
に
ぜ
つ
の
い
た
る
こ
と
な
き
に
は
あ
ら
ず
）　
但
能
心
静
即
身
涼
（
た
だ
よ
く
こ
こ
ろ
し
づ
か
な
れ
ば
す
な
は
ち
み
も
す
ず
し
）（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
納
涼
・
一
六
一
・
白
居
易
）
九
六
〔
参
考
〕　
我
が
心
静
け
き
と
き
は
吹
く
風
の
身
に
は
あ
ら
ね
ど
涼
し
か
り
け
り
（
千
里
集
・
夏
・
但
能
心
静
即
身
涼
・
三
四
）
〔
類
歌
〕　
お
の
づ
か
ら
心
静
け
き
室
の
中
は
身
さ
へ
涼
し
き
夏
衣
か
な
（
為
家
集
・
夏
・
心
静
即
身
涼
文
永
八
年
四
月
十
八
日
続
百
首
題
自
和
漢
朗
詠
注
出
之
・
四
三
四
）
静
か
な
る
心
は
今
や
結
ぶ
手
の
岩
間
の
水
ぞ
身
さ
へ
涼
し
き
（
新
後
拾
遺
集
・
雑
春
・
七
〇
六
・
源
詮
政
）
〔
語
釈
〕　
○
我
が
心
静
か
な
る
夜
の
―
「
我
が
心
静
か
な
る
」
か
ら
「
静
か
な
る
」
を
重
ね
て
「
静
か
な
る
夜
の
」
へ
鎖
る
。
○
柴
の
戸
―
柴
を
編
ん
で
作
っ
た
粗
末
な
門
戸
。
転
じ
て
粗
末
で
質
素
な
庵
を
言
う
。
○
身
さ
へ
涼
し
き
―
先
行
例
が
見
え
な
い
句
形
。「
下
く
ぐ
る
水
に
秋
こ
そ
通
ふ
な
れ
結
ぶ
泉
の
手
さ
へ
涼
し
き
」（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
納
涼
・
一
六
六
・
中
務
。
中
務
集
・
い
づ
み
・
四
〇
、
三
句
「
通
ふ
ら
し
」。
三
十
人
撰
・
一
二
八
、
三
句
同
上
。
麗
花
集
・
四
三
、
三
句
同
上
。
三
十
六
人
撰
・
一
四
八
、
三
句
同
上
）
の
「
手
さ
へ
涼
し
き
」
か
ら
の
変
化
か
。
宗
尊
は
帰
洛
後
の
「
文
永
九
年
十
一
月
頃
百
番
自
歌
合
」（
仮
称
）
で
、
こ
の
歌
を
本
歌
に
「
世
を
厭
ふ
心
に
秋
や
通
ふ
ん
今
年
の
夏
は
身
さ
へ
涼
し
き
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
納
涼
・
九
七
一
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
〔
補
説
〕　
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
の
慈
円
勧
進
の
「
文
集
百
首
」
に
、
同
じ
本
文
が
設
題
さ
れ
て
い
る
（
拾
玉
集
、
拾
遺
愚
草
員
外
、
寂
身
法
師
集
等
）。
定
家
は
「
嵐
山
杉
の
葉
陰
の
庵
と
て
夏
や
は
知
ら
ぬ
心
こ
そ
澄
め
」（
拾
遺
愚
草
員
外
・
四
二
八
）、
慈
円
は
「
心
を
や
御
法
の
水
も
洗
ふ
ら
む
ひ
と
り
涼
し
き
松
の
と
ざ
し
に
」（
拾
玉
集
・
一
九
二
八
）、
寂
身
は
「
静
か
な
る
心
ぞ
夏
を
隔
て
け
る
照
る
日
に
も
る
る
宿
な
ら
ね
ど
も
」（
寂
身
法
師
集
・
九
）
と
詠
む
。
こ
れ
ら
に
比
し
て
宗
尊
の
歌
は
、
本
文
に
即
い
て
単
純
で
あ
る
。
類
歌
の
両
首
は
、
同
じ
本
文
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
91　
夜よる
は
燃も
え
昼ひる
は
消き
え
行ゆ
く
蛍
か
な
衛え
し士
の
焚た
く
火ひ
に
い
つ
習なら
ひ
け
む
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
九
七
〔
通
釈
〕　夜は
明
る
く
燃
え
て
、
昼
は
消
え
て
ゆ
く
蛍
よ
。
あ
の
、
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
と
い
う
衛
士
の
焚
く
火
と
同
じ
だ
が
、
一
体
何
時
そ
れ
に
習
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
御
垣
守
衛
士
の
焚
く
火
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
も
の
を
こ
そ
思
へ
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
二
五
・
能
宣
）
〔
参
考
〕　
思
ひ
や
れ
沢
の
蛍
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
年
経
ぬ
る
身
を
（
現
存
六
帖
・
ほ
た
る
・
三
六
八
・
鷹
司
院
按
察
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
三
五
。
続
拾
遺
集
・
夏
・
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
・
一
九 
九
。
六
華
集
・
夏
・
五
一
六
、
四
句
「
衛
士
が
焚
く
火
に
」。
〔
語
釈
〕　
○
い
つ
習
ひ
け
む
―
該
歌
の
前
年
に
宗
尊
は
、「
常
磐
木
に
交
り
て
咲
け
る
山
桜
う
つ
ろ
ふ
色
を
い
つ
習
ひ
け
ん
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
四
四
）
と
も
詠
む
。
こ
の
句
は
早
く
西
行
の
作
例
が
あ
る
が
（
西
行
法
師
家
集
・
五
〇
〇
）、
宗
尊
に
比
較
的
身
近
か
と
思
わ
れ
る
先
行
例
に
は
、
為
家
の
「
我
な
が
ら
思
ひ
も
知
ら
ぬ
夕
べ
か
な
待
つ
べ
き
も
の
と
い
つ
習
ひ
け
ん
」（
為
家
千
首
・
恋
・
七
二
四
）
や
『
現
存
六
帖
』
所
収
の
「
桜
花
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
世
の
中
の
人
の
心
に
い
つ
習
ひ
け
ん
」（
さ
く
ら
・
五
九
五
・
為
経
）
な
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
作
者
鷹
司
院
按
察
は
、
藤
原
光
親
の
女
で
、
宗
尊
の
和
歌
の
師
で
あ
る
光
俊
（
真
観
）
の
妹
。
92　
風
通かよ
ふ
片かた
枝え
に
露つゆ
や
こ
ぼ
る
ら
む
夏なつ
と
秋
と
の
行ゆ
き
合あ
ひ
の
杜もり
〔
通
釈
〕　風が
吹
き
通
う
杜
の
片
方
に
あ
る
木
の
片
枝
に
は
（
秋
の
）
露
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
夏
と
秋
と
が
行
き
合
う
頃
の
杜
九
八
は
。
〔
本
歌
〕　
夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
空
の
通
ひ
路
は
片
方へ
涼
し
き
風
や
吹
く
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
み
な
月
の
つ
ご
も
り
の
日
よ
め
る
・
一
六
八
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
あ
は
れ
い
か
に
草
葉
の
露
の
こ
ぼ
る
ら
む
秋
風
立
ち
ぬ
宮
城
野
の
原
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
〇
〇
・
西
行
）
夏
と
秋
と
行
き
交
ふ
空
や
明
け
ぬ
ら
む
片
方
も
知
ら
ぬ
道
芝
の
露
（
和
歌
所
影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
・
初
秋
暁
露
・
二
・
定
家
）
〔
類
歌
〕　
秋
を
待
た
ぬ
落
ち
葉
は
風
に
し
た
が
ひ
て
残
る
片
枝
に
も
ろ
き
露
か
な
（
続
門
葉
集
・
雑
下
・
五
月
七
日
静
運
法
印
身
ま
か
り
て
後
、
お
と
と
の
経
覚
僧
都
暇
に
て
こ
も
り
け
る
に
、
四
十
八
首
の
歌
を
よ
み
て
送
り
け
る
中
に
・
八
六
六
・
憲
淳
）
〔
他
出
〕　
歌
枕
名
寄
・
未
勘
国
上
・
往
合
杜
・
九
四
九
四
。
古
今
秘
注
抄
・
夏
・
五
一
三
。
〔
語
釈
〕　
○
片
枝
―
本
歌
の
「
片
方
」
を
「
杜
」
の
縁
か
ら
詠
み
替
え
た
か
。
あ
る
い
は
「
片
方
」
が
掛
か
る
か
。
宗
尊
は
帰
洛
後
の
「
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
」（
仮
称
）
で
「
浦
梨
の
片
枝
涼
し
く
吹
く
風
に
お
ふ
の
浦
人
御
祓
す
ら
し
も
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
夏
・
八
六
四
）
と
、「
片
枝
」
に
吹
く
「
風
」
を
詠
ん
で
い
る
。
○
行
き
合
ひ
の
杜
―
特
定
の
地
名
で
は
な
く
、
夏
と
秋
が
交
替
す
る
時
期
の
杜
と
い
う
こ
と
か
。
秋
93　
白しろ
た
へ
の
衣ころも
手て
涼すゝ
し
か
ご
山
の
古ふ
り
に
し
里さと
の
秋
の
初はつ
か
せ風
〔
通
釈
〕　
秋
（
白
た
へ
の
）
袖
が
涼
し
い
。
香
具
山
の
古
く
な
っ
た
都
に
吹
く
秋
の
初
風
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
九
九
〔
本
歌
〕　
過
ぎ
て
春
来
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
か
ご
山
（
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
歌
・
二
八
・
持
統
天
皇
）
忘
れ
草
我
が
紐
に
付
く
か
ご
山
の
古
り
に
し
里
を
忘
れ
じ
が
た
め
（
五
代
集
歌
枕
・
か
ご
山
・
二
二
四
・
旅
人
。
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
三
三
四
、
三
句
「
香
具
山
の
」
結
句
「
忘
れ
ぬ
が
た
め
」）
〔
参
考
〕　
白
た
へ
の
衣
手
涼
し
宇
治
間
山
朝
風
吹
き
て
秋
は
来
に
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
は
つ
あ
き
・
一
一
六
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
白
た
へ
の
―
「
衣
（
手
）」
の
枕
詞
。
○
か
ご
山
―
大
和
国
の
歌
枕
「
香
具
山
（
か
ぐ
や
ま
）」
の
異
称
。
本
歌
の
持
統
天
皇
の
歌
の
結
句
「
天
の
か
ご
や
ま
」
の
原
文
は
「
天
之
香
来
山
」
で
通
行
訓
は
「
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
」
だ
が
、
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
・
広
瀬
本
（
本
行
）
等
の
訓
が
「
あ
ま
の
か
ご
や
ま
」
で
あ
る
。
○
古
り
に
し
里
―
本
歌
の
旅
人
の
歌
で
は
、
香
具
山
南
麓
の
飛
鳥
京
に
あ
っ
た
大
伴
氏
の
宅
地
を
言
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
飛
鳥
古
京
を
念
頭
に
置
い
て
言
っ
た
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
家
良
の
歌
は
、「
宇
治
間
山
朝
風
寒
し
旅
に
し
て
衣
貸
す
べ
き
妹
も
あ
ら
な
く
に
」（
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
歌
・
七
五
・
長
屋
王
）
を
本
歌
に
す
る
。
宗
尊
は
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
94　
あ
は
れ
ま
た
秋
ぞ
来き
に
け
る
何
事
の
憂う
し
と
は
な
し
に
物
思
へ
と
て
〔
通
釈
〕　ああ
ま
た
も
秋
が
や
っ
て
来
た
の
だ
。
取
り
立
て
て
何
事
が
憂
く
辛
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
物
思
い
を
せ
よ
と
い
っ
て
。
〔
参
考
〕　
何
事
を
待
つ
と
は
な
し
に
明
け
暮
れ
て
今
年
も
今
日
に
な
り
に
け
る
か
な
（
金
葉
集
・
冬
・
三
〇
四
・
国
信
。
堀
河
百
首
・
冬
・
除
夜
・
一
一
〇
七
）
一
〇
〇
あ
は
れ
ま
た
い
か
に
し
の
ば
む
袖
の
露
野
原
の
風
に
秋
は
来
に
け
り
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
九
四
・
通
具
。
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・
一
〇
八
九
）
〔
影
響
〕　
秋
風
の
寒
き
夕
べ
は
何
事
を
思
ふ
と
な
し
に
涙
落
ち
け
り
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
秋
・
秋
風
・
四
四
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
五
一
。
〔
語
釈
〕　
○
物
思
へ
と
て
―
「
逢
ふ
ま
で
の
恋
ぞ
い
の
り
に
な
り
に
け
る
年
月
長
き
物
思
へ
と
て
」（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
八
五
・
為
家
）
が
宗
尊
に
身
近
な
先
例
。
ち
な
み
に
、
こ
の
歌
の
第
二
句
は
、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』（
恋
・
不
遇
恋
・
一
一
二
三
）
は
「
恋
ぞ
い
の
り
に
」
で
同
じ
だ
が
（
井
蛙
抄
・
八
三
も
）、『
大
納
言
為
家
集
』（
九
六
五
）
と
『
中
院
集
』（
二
六
〇
）
は
「
恋
ぞ
命
に
」。
〔
補
説
〕　
「
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
事
の
限
り
な
り
け
る
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
の
同
工
異
曲
で
、
宗
尊
も
こ
の
歌
を
意
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
何
事
…
」「
…
と
は
な
し
に
」
の
措
辞
は
参
考
の
国
信
歌
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
に
拠
っ
た
『
続
後
撰
集
』
の
「
何
事
を
待
つ
と
は
な
し
に
長
ら
へ
て
惜
し
か
ら
ぬ
身
の
年
を
ふ
る
か
な
」（
雑
中
・
一
一
九
〇
・
守
覚
）
も
、
宗
尊
の
視
野
に
は
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
初
句
に
「
あ
は
れ
ま
た
」
を
置
い
て
「
秋
」
の
到
来
を
言
う
歌
は
、
参
考
の
通
具
詠
以
前
に
、
定
家
の
「
あ
は
れ
ま
た
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
な
が
め
す
る
雲
の
は
た
て
に
秋
風
ぞ
吹
く
」（
御
室
五
十
首
・
秋
・
五
二
〇
）
が
あ
り
、
通
具
詠
も
こ
の
影
響
下
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
宗
尊
の
該
歌
の
初
二
句
に
よ
り
近
似
し
た
形
で
は
、『
為
家
千
首
』
中
の
「
あ
は
れ
ま
た
秋
は
来
に
け
り
今
よ
り
や
寝
覚
め
な
ら
は
す
荻
の
上
風
」（
秋
・
三
六
七
）
と
「
あ
は
れ
ま
た
秋
来
る
か
ら
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
露
ぞ
こ
ぼ
る
る
」（
雑
・
八
七
三
）
が
目
に
付
く
。
あ
る
い
は
、
宗
尊
は
こ
れ
ら
に
も
学
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
為
家
詠
の
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
倣
っ
て
か
該
歌
の
翌
年
の
「
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
」
で
「
秋
も
来
ぬ
物
思
へ
と
て
今
よ
り
の
辛
さ
な
ら
は
す
荻
の
上
風
」（
柳
葉
集
・
初
秋
・
二
五
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
〇
一
影
響
を
受
け
た
と
見
て
挙
げ
た
関
東
祗
候
の
廷
臣
飛
鳥
井
雅
有
の
一
首
は
、
雅
有
の
宗
尊
歌
受
容
の
全
体
像
の
中
で
改
め
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
95　
天
の・
川
浮うき
津つ
の
波なみ
の
秋あき
風
に
八や
そ
せ
十
瀬
寄よ
り
合あ
ひ
御み
舟
出い
づ
ら
し
〔
本
文
〕　
○
御
舟
出
づ
ら
し
―
底
本
は
「
み
ふ
ね
◦い
つ
ら
し
」（「
つ
」
の
上
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
つ
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　天の
川
の
浮
津
に
波
を
立
た
せ
る
秋
風
に
、（
あ
ち
ら
こ
ち
ら
）
沢
山
の
浅
瀬
の
波
が
寄
り
集
ま
っ
て
、
彦
星
の
舟
が
（
織
女
の
許
へ
と
）
出
る
ら
し
い
よ
。
〔
参
考
〕　
天
の
川
浮
津
の
波
に
彦
星
の
妻
迎
へ
舟
今
や
漕
ぐ
ら
し
（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
一
二
・
敦
仲
）
天
の
川
八
十
瀬
寄
り
合
ふ
彦
星
の
時
に
行
く
舟
今
や
漕
ぐ
ら
ん
（
赤
人
集
・
三
一
五
。
和
歌
童
蒙
抄
・
時
節
・
七
夕
・
一
四
二
・
作
者
不
記
、
二
句
「
八
十
瀬
寄
り
合
へ
り
」
下
句
「
時
待
つ
舟
は
今
漕
ぎ
来
ら
し
」）
七
夕
の
天
つ
ひ
れ
吹
く
秋
風
に
八
十
の
舟
津
を
御
舟
出
づ
ら
し
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
六
・
隆
季
。
久
安
百
首
・
秋
・
五
三
三
）
〔
語
釈
〕　
○
浮
津
の
波
―
「
天
の
川
」
に
あ
る
と
さ
れ
た
舟
着
き
場
。
参
考
の
敦
仲
詠
は
、「
天
の
川
浮
津
の
波
と
騒
ぐ
な
り
我
が
待
つ
君
し
舟
出
す
ら
し
も
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
二
九
・
憶
良
、
二
句
原
文
「
浮
津
之
浪
音
」、
通
行
訓
「
浮
津
の
波
音
」）
に
基
づ
く
。
宗
尊
も
そ
れ
は
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
○
八
十
瀬
寄
り
合
ひ
―
類
例
は
参
考
の
『
赤
人
集
』
歌
が
目
に
付
く
程
度
だ
が
、
宗
尊
が
『
赤
人
集
』
に
学
ん
だ
か
は
疑
わ
し
く
、
仮
に
こ
の
歌
を
目
に
し
た
と
す
れ
ば
む
し
ろ
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
よ
っ
て
で
一
〇
二
あ
っ
た
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
歌
の
原
歌
は
、「
天
の
川
八
十
瀬
霧
合
ふ
彦
星
の
時
待
つ
舟
は
今
か
漕
ぐ
ら
し
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
〇
五
三
・
作
者
未
詳
）。
96　
秋
の
夜
は
現うつゝ
の
憂う
さ
の
数かす
添そ
へ
て
寝ぬ
る
夢ゆめ
も
な
き
荻おき
の
上うは
風
〔
通
釈
〕　秋の
夜
は
現
実
の
辛
い
憂
さ
が
数
を
加
え
て
、
少
し
の
間
は
気
持
ち
を
慰
め
る
は
ず
の
寝
る
夢
さ
え
も
結
ぶ
こ
と
が
な
い
、
眠
り
を
覚
ま
す
荻
の
上
風
が
吹
い
て
い
る
。
〔
本
歌
〕　
寝
る
夢
に
う
つ
つ
の
憂
さ
も
忘
ら
れ
て
思
ひ
慰
む
ほ
ど
ぞ
は
か
な
き
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
四
・
徽
子
女
王
）
〔
参
考
〕　
秋
の
夜
は
宿
か
る
月
も
露
な
が
ら
袖
に
吹
き
こ
す
荻
の
上
風
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
二
四
・
通
具
）
う
た
た
寝
は
荻
吹
く
風
に
お
ど
ろ
け
ど
長
き
夢
路
ぞ
覚
む
る
時
な
き
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
〇
四
・
崇
徳
院
）
〔
類
歌
〕　
秋
の
夜
は
ひ
と
り
寝
覚
め
の
と
こ
と
は
に
音
す
る
も
の
は
荻
の
上
風
（
六
条
院
宣
旨
集
・
秋
・
を
ぎ
・
四
二
）
秋
の
夜
は
寝
覚
め
の
も
の
と
音
た
て
て
吹
き
も
し
の
ば
ぬ
荻
の
上
風
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
秋
・
題
を
さ
ぐ
り
侍
り
し
に
、
庚
申
七
夕
を
・
二
三
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
六
一
。
〔
語
釈
〕　
○
荻
の
上
風
―
荻
の
葉
の
上
を
吹
き
過
ぎ
る
風
。「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
が
原
拠
で
、「
物
ご
と
に
秋
の
け
し
き
は
し
る
け
れ
ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
」（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
三
・
行
宗
）
な
ど
と
詠
ま
れ
た
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
〇
三
〔
補
説
〕　
類
歌
の
両
首
は
、
該
歌
と
同
工
異
曲
。
前
者
の
作
者
六
条
院
宣
旨
は
、
民
部
少
輔
顕
良
の
女
、
俊
成
の
妻
、
八
条
院
坊
門
局
の
母
。
後
者
の
作
者
、
藤
原
景
綱
は
、
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
生
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
五
月
一
日
没
、
七
十
四
歳
。
宇
都
宮
泰
綱
男
、
頼
綱
の
孫
。
宇
都
宮
家
の
当
主
で
、
鎌
倉
幕
府
引
付
衆
、
下
野
守
・
尾
張
守
、
従
五
位
下
に
至
る
。
関
東
の
有
力
歌
人
。
該
歌
と
の
詠
作
時
期
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
家
集
の
成
立
と
し
て
は
景
綱
の
『
沙
弥
蓮
愉
集
』
が
後
。
97　
高たか
ま
と円
の
野
辺
の
朝
露
か
つ
散ち
り
て
紐ひも
解と
く
花はな
に
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　高円
の
野
辺
の
朝
露
が
一
方
で
は
散
っ
て
、
女
が
紐
を
解
く
よ
う
に
綻
ぶ
花
に
、
秋
風
が
吹
い
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
高
円
の
野
辺
の
秋
萩
こ
の
こ
ろ
の
暁
露
に
咲
き
に
け
む
か
も
（
万
葉
集
・
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
六
〇
五
・
家
持
。
五
代
集
歌
枕
・
た
か
ま
ど
の
・
六
九
三
、
三
句
「
こ
の
ご
ろ
も
」）
百
草
の
花
の
紐
解
く
秋
の
野
に
思
ひ
た
は
れ
む
人
な
と
が
め
そ
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
こ
の
暮
の
秋
風
涼
し
唐
衣
紐
解
く
花
に
露
こ
ぼ
れ
つ
つ
（
拾
遺
愚
草
・
仁
和
寺
宮
よ
り
忍
び
て
め
さ
れ
し
秋
題
十
首
、
承
久
二
年
八
月
・
秋
花
・
二
三
五
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
七
六
。
〔
語
釈
〕　
○
高
円
の
野
辺
―
「
高
円
の
野
」
と
同
じ
。
大
和
国
の
歌
枕
。
春
日
山
の
東
南
、
現
在
の
奈
良
市
白
毫
寺
町
東
方
の
山
が
「
高
円
山
」
で
、
そ
の
西
麓
の
野
一
帯
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
106
と
同
工
異
曲
。
一
〇
四
98　
並な
み
立た
て
る
夫つま
待ゝ
つ
風
や
寒さむ
か
ら
し
今いま
木き
の
嶺みね
に
鹿しか
の
鳴な
く
な
る
〔
通
釈
〕　松に
並
ん
で
立
っ
て
い
る
鹿
が
夫
を
待
つ
風
が
寒
く
吹
い
て
い
る
ら
し
い
。
す
ぐ
行
く
「
今
来
」
な
ら
ぬ
、
今
木
の
峰
に
雄
鹿
の
妻
を
呼
ん
で
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
妹
ら
が
り
今
木
の
嶺
に
並
み
立
て
る
つ
ま
ま
つ
の
木
は
古
人
見
け
む
（
万
葉
集
・
巻
九
・
挽
歌
・
一
七
九
五
・
宇
治
若
郎
子
）
〔
参
考
〕　
夕
暮
は
小
野
の
萩
原
吹
く
風
に
さ
び
し
く
も
あ
る
か
鹿
の
鳴
く
な
る
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
〇
六
・
藤
原
正
家
）
誰
し
か
も
今
き
の
峰
と
言
ひ
そ
め
て
妻
ま
つ
の
木
の
年
を
経
ぬ
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
雑
・
嶺
松
・
二
三
一
〇
・
鷹
司
院
按
察
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
時
の
百
首
に
・
一
八
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
夫
待
つ
―
「
待
つ
」
に
「
並
み
立
て
る
」「（
今
）
木
」
の
縁
で
「
松
」
が
掛
か
る
。
本
歌
を
承
け
、
ま
た
、「
待
つ
」
の
は
女
性
で
あ
る
か
ら
「
夫
待
つ
」
に
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
雄
「
鹿
」
が
鳴
く
声
が
「
風
」
に
乗
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、「
待
つ
」
の
主
語
も
雄
「
鹿
」
と
見
て
、「
妻
待
つ
」
に
解
す
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
妻
に
逢
え
る
こ
と
を
待
つ
、
と
い
っ
た
意
味
か
。
○
鹿
の
鳴
く
な
る
―
連
体
形
で
止
め
た
強
調
。
参
考
の
正
家
歌
に
倣
う
か
。
○
今
木
―
所
在
不
明
の
所
名
。「
妻
」「
待
つ
」
の
縁
で
「
今
来
」
が
掛
か
る
と
見
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
三
句
「
並
み
立
て
る
」
の
原
文
は
「
茂
立
」
で
、
現
行
訓
は
「
し
げ
り
た
つ
」。
主
な
伝
本
の
訓
は
、
西
本
願
寺
本
「
ナ
ミ
タ
テ
ル
」、
広
瀬
本
「
ナ
ミ
タ
テ
ル
」、
類
聚
古
集
左
傍
「
シ
ケ
リ
タ
ル
」
右
傍
「
一
云
な
み
た
て
る
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
左
傍
「
シ
ケ
リ
タ
ル
」、
神
田
本
左
傍
「
シ
ケ
リ
タ
ツ
」。
四
句
の
「
つ
ま
ま
つ
の
木
は
」
は
、「
ま
つ
」
を
掛
詞
に
「
つ
ま
待
つ
」
か
ら
「
松
の
木
は
」
に
鎖
る
が
、
原
文
を
「
嬬
」
と
す
る
「
つ
ま
」
は
、「
妻
」
と
も
（
万
葉
集
注
釈
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
等
）、「
夫
」（
日
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
〇
五
本
古
典
文
学
全
集
、
万
葉
集
全
注
等
）
と
も
解
さ
れ
て
い
る
。
99　
置を
く
露つゆ
に
濡ぬ
る
るゝ
袂たもと
ぞ
い
で
我われ
を
人
な
と
が
め
そ
秋
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　置く
露
で
濡
れ
る
袂
な
の
だ
。
さ
あ
ど
う
か
私
を
（
涙
に
濡
れ
て
と
）
と
が
め
な
い
で
く
れ
、
こ
の
秋
の
夕
暮
に
。
〔
本
歌
〕　
い
で
我
を
人
な
と
が
め
そ
大
舟
の
ゆ
た
の
た
ゆ
た
に
物
思
ふ
頃
ぞ
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
〇
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
我
が
袖
の
濡
る
る
を
人
の
と
が
め
ず
は
音
を
だ
に
や
す
く
泣
く
べ
き
も
の
を
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
一
七
・
読
人
不
知
）
う
ち
か
づ
く
笠
取
山
の
時
雨
に
は
袂
ぞ
濡
る
る
人
な
と
が
め
そ
（
堀
河
百
首
・
冬
・
時
雨
・
八
九
八
・
匡
房
）
〔
語
釈
〕　
○
い
で
―
感
動
詞
。
呼
び
か
け
。
○
と
が
め
―
不
審
に
思
っ
て
た
だ
す
意
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
九
四
。
100　
下した
の
帯をひ
の
ゆ
ふ
べ
の
山
の
高たか
嶺ぬ
よ
り
め
ぐ
り
あ
ひ
て
や
月
の
出い
づ
ら
む
〔
通
釈
〕　下帯
の
結
う
な
ら
ぬ
夕
方
の
山
の
高
嶺
か
ら
、
空
を
廻
り
来
て
ま
た
山
の
高
嶺
に
出
逢
っ
て
、
再
び
月
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
分
か
ぬ
間
に
雲
隠
れ
に
し
夜
半
の
月
影
（
新
古
今
・
雑
上
・
一
四
九
九
・
紫
式
部
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
山
月
と
い
ふ
事
を
よ
ま
せ
給
ひ
し
・
二
一
〇
、
初
句
「
下
帯
の
」。
宗
良
親
王
千
首
・
秋
・
夕
月
・
一
〇
六
四
〇
二
、
初
句
「
下
紐
の
」
四
句
「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
も
」。
〔
語
釈
〕　
○
下
の
帯
の
―
「
結
ふ
」
と
の
掛
詞
で
「
夕
べ
」
を
起
こ
す
序
。
○
夕
べ
の
山
―
さ
ほ
ど
伝
統
的
と
は
言
え
な
い
語
。
勅
撰
集
も
、『
玉
葉
集
』（
九
〇
・
六
三
八
・
二
一
五
四
）
に
初
出
。
父
後
嵯
峨
院
に
「
玉
梓
は
よ
み
も
と
か
れ
じ
墨
染
め
の
夕
べ
の
山
を
越
ゆ
る
雁
が
ね
」（
雲
葉
集
・
秋
上
・
四
四
七
）
の
先
行
例
が
あ
り
、
こ
れ
に
学
ぶ
か
。
○
め
ぐ
り
あ
ひ
て
や
月
の
出
づ
ら
む
―
月
が
山
か
ら
出
て
山
に
沈
ん
で
、
再
び
同
じ
山
か
ら
出
る
こ
と
の
不
思
議
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
。「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
」
は
、「
下
の
帯
」
の
縁
で
男
女
が
再
び
出
会
う
意
が
響
く
。
〔
補
説
〕　
小
異
の
あ
る
『
宗
良
親
王
千
首
』
の
歌
を
他
出
と
し
た
。
こ
れ
は
、
同
千
首
の
欠
脱
の
「
補
充
」
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
の
18
補
説
参
照
。
101　
我わ
が
袖
よ
い
か
に
か
せ
ま
し
思おも
ふ
事
な
き
に
も
濡ぬ
る
るゝ
秋
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕　私の
袖
よ
、
こ
れ
を
一
体
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
物
思
う
こ
と
が
無
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
袖
が
涙
で
濡
れ
る
秋
の
夜
の
月
だ
。
〔
本
歌
〕　
思
ふ
こ
と
な
け
れ
ど
濡
れ
ぬ
我
が
袖
は
う
た
た
あ
る
野
辺
の
萩
の
露
か
な
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
九
六
・
能
因
）
〔
参
考
〕　
秋
の
夜
は
物
思
ふ
こ
と
の
ま
さ
り
つ
つ
い
と
ど
露
け
き
片
敷
き
の
袖
（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
二
九
五
・
八
条
院
六
条
）
い
と
か
く
や
思
は
ざ
ら
ま
し
思
ふ
事
な
き
身
な
り
せ
ば
秋
の
夜
の
月
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
四
三
八
・
前
摂
政
家
民
部
卿
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
〇
七
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
巻
一
・
二
二
一
、
初
句
「
我
が
袖
に
」。
〔
補
説
〕　
後
拾
遺
の
能
因
詠
を
本
歌
に
取
り
つ
つ
、
参
考
の
両
首
の
言
う
よ
う
な
趣
旨
に
異
を
立
て
た
感
も
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
能
因
の
歌
を
本
歌
に
し
た
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
102　
絶た
え
ず
置を
く
涙
の
露
を
契
り・
に
て
袖
に
夜よ
か離
れ
ぬ
秋
の
月
影かけ
〔
通
釈
〕　絶え
る
こ
と
な
く
袖
に
置
く
涙
の
露
を
縁
と
し
て
、
そ
の
袖
に
途
絶
え
る
こ
と
な
く
夜
ご
と
に
通
う
秋
の
月
の
光
だ
。
〔
参
考
〕　
絶
え
ず
置
く
涙
の
露
の
玉
か
づ
ら
辛
き
心
は
か
け
離
れ
に
き
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
た
ま
か
づ
ら
・
一
六
五
六
・
家
良
）
深
草
の
露
の
よ
す
が
を
契
り
に
て
里
を
ば
離
れ
ず
秋
は
来
に
け
り
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
九
三
・
良
経
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
二
二
二
、
結
句
「
秋
の
夜
の
月
」。
〔
語
釈
〕　
○
袖
に
夜
離
れ
ぬ
―
新
鮮
な
句
。
良
経
の
「
影
と
め
ぬ
床
の
さ
筵
露
置
き
て
契
ら
ぬ
月
は
今
も
夜
離
れ
ず
」（
秋
篠
月
清
集
・
治
承
題
百
首
・
遇
不
遇
恋
・
四
七
一
）
や
嘉
陽
門
院
越
前
の
「
分
く
る
だ
に
寒
け
き
野
辺
の
白
露
に
夜
離
れ
ず
宿
る
秋
の
夜
の
月
」
（
撰
歌
合
建
仁
元
年
八
月
十
五
日
・
野
月
露
涼
・
七
七
）
と
い
っ
た
「
露
」
に
宿
っ
て
「
夜
離
れ
」
し
な
い
月
を
詠
む
歌
が
先
行
す
る
。
該
歌
も
こ
の
類
型
の
延
長
上
に
あ
る
が
、「
袖
に
夜
離
れ
ぬ
」
の
句
は
前
例
を
見
出
せ
な
い
。「
頼
め
て
も
人
の
契
り
は
む
な
し
き
に
言
問
ふ
月
ぞ
袖
に
夜
離
れ
ぬ
」（
玉
葉
集
・
恋
二
・
一
四
七
七
・
朔
平
門
院
）
は
、
あ
る
い
は
該
歌
に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
。
一
〇
八
103　
恨うら
み
ず
よ
到いた
ら
ぬ
里さと
も
あ
ら
じ
と
は
思
ふ
も物の
か
ら
秋
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕　恨む
ま
い
よ
。
月
の
光
が
到
り
届
か
な
い
里
も
あ
る
ま
い
と
思
う
の
で
、
秋
の
夜
の
月
は
。
〔
本
歌
〕　
か
つ
見
れ
ど
疎
く
も
あ
る
か
な
月
影
の
到
ら
ぬ
里
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
八
〇
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
恨
み
ず
よ
さ
ぞ
こ
と
わ
り
に
忘
ら
る
る
草
は
み
な
が
ら
思
ひ
知
ら
れ
て
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
草
恋
・
二
八
四
〇
・
実
氏
）
来
め
や
と
は
思
ふ
も
の
か
ら
蜩
の
鳴
く
夕
暮
は
立
ち
待
た
れ
つ
つ
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
二
・
読
人
不
知
）
わ
れ
か
ら
と
思
ふ
も
の
か
ら
み
熊
野
の
う
ら
み
て
の
み
も
過
ぐ
し
つ
る
か
な
（
堀
河
百
首
・
恋
・
恨
・
一
二
八
〇
・
河
内
）
〔
語
釈
〕　
○
も
の
か
ら
―
接
続
助
詞
。
参
考
の
『
古
今
集
』
歌
は
逆
接
だ
が
、
こ
こ
は
順
接
か
。
104　
高たか
ま
と円
の
野
風
を
寒さむ
み
宮みや
人
の
袖そて
付つ
き
衣ころも
今いま
や
打う
つ
ら
む
〔
通
釈
〕　高円
の
野
を
吹
く
風
が
寒
い
の
で
、
宮
人
達
の
袖
付
き
衣
を
今
頃
は
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
宮
人
の
袖
付
き
衣
秋
萩
に
に
ほ
ひ
よ
ろ
し
き
高
円
の
宮
（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
一
五
・
家
持
。
五
代
集
歌
枕
・
た
か
ま
ど
の
み
や
大
和
国
・
一
八
〇
三
）
吹
き
ま
よ
ふ
野
風
を
寒
み
秋
萩
の
う
つ
り
も
行
く
か
人
の
心
の
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
一
・
常
康
親
王
）
〔
参
考
〕　
秋
風
は
身
に
し
む
ば
か
り
吹
き
に
け
り
今
や
打
つ
ら
む
妹
が
狭
衣
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
五
・
藤
原
輔
尹
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
〇
九
〔
語
釈
〕　
○
高
円
の
野
風
―
「
高
円
の
野
」
を
吹
く
「
野
風
」。「
高
円
の
野
」
は
、
大
和
国
の
歌
枕
。
大
和
国
添
上
郡
（
現
奈
良
市
）
の
春
日
山
の
東
南
に
位
置
す
る
高
円
山
の
、
西
麓
一
帯
の
野
を
言
い
、
萩
が
景
物
。
○
宮
人
―
宮
廷
に
仕
え
る
官
人
。
○
袖
付
き
衣
―
「
袖
付
け
衣
」
と
も
。
袖
の
な
い
肩
衣
に
対
し
て
袖
の
あ
る
衣
服
を
言
う
。
ま
た
、
鰭
袖
が
付
い
て
い
る
衣
服
を
言
う
と
も
さ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
「
秋
萩
」
を
繋
ぎ
目
と
し
て
本
歌
両
首
を
併
せ
取
る
。
105　
長なか
月
の
菊きく
の
垣かき
根ね
に
霜しも
さ
え
て
移うつ
ろ
ひ
行ゆ
く
か
秋
の
日
数かす
の
〔
通
釈
〕　長月
九
月
の
移
ろ
い
変
わ
っ
た
紫
の
菊
の
垣
根
に
白
い
霜
が
冴
え
冴
え
と
し
て
、
秋
の
残
り
の
日
数
が
移
ろ
い
過
ぎ
て
行
く
の
か
。
〔
参
考
〕　
我
が
宿
の
菊
の
垣
根
に
置
く
霜
の
消
え
か
へ
り
て
ぞ
恋
し
か
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
六
四
・
友
則
）
よ
そ
に
行
く
秋
の
日
数
は
移
ろ
へ
ど
ま
だ
霜
疎
き
庭
の
白
菊
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
承
久
三
年
・
秋
・
菊
・
六
三
）
〔
類
歌
〕　
我
が
宿
の
本
荒
の
小
萩
花
咲
き
て
移
り
も
ゆ
く
か
秋
の
日
数
は
（
中
院
集
・
七
日
続
七
十
首
・〔
文
永
四
年
七
月
〕
萩
・
一
二
八
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
四
七
、
二
句
「
菊
の
重
ね
に
」。
〔
語
釈
〕　
○
移
ろ
ひ
行
く
か
―
次
句
と
倒
置
。「
日
数
」
が
過
ぎ
て
行
く
意
に
、「
菊
」
の
縁
で
、
色
が
変
化
す
る
意
が
掛
か
る
。
○
秋
の
日
数
―
『
永
久
百
首
』
で
「
春
の
日
数
」（
一
一
八
・
常
陸
）
と
「
秋
の
日
数
」（
二
四
二
・
忠
房
）
が
詠
ま
れ
た
の
が
早
い
。
そ
の
後
多
数
詠
ま
れ
る
が
、「
移
ろ
ふ
」「
菊
」
と
詠
ま
れ
る
例
は
、
参
考
の
土
御
門
院
詠
以
前
に
、
公
衡
の
「
過
ぎ
て
行
く
秋
の
日
数
は
朝
ご
と
に
移
ろ
ふ
菊
の
色
に
見
え
け
り
」（
公
衡
集
・
秋
・
三
九
）
が
あ
る
。
一
一
〇
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
の
第
二
句
「
菊
の
重
ね
に
」
は
、「
長
月
の
菊
」
の
上
に
重
ね
て
「
霜
」
が
置
い
た
状
態
を
言
い
、
変
色
し
た
菊
の
紫
色
と
霜
の
白
と
を
、
衣
装
の
「
菊
襲
」
に
見
立
て
た
趣
向
で
あ
ろ
う
か
。『
柳
葉
集
』
本
文
と
『
瓊
玉
集
』
異
文
の
「
菊
の
垣
根
に
」
は
、
参
考
の
友
則
の
歌
に
遡
源
す
る
句
で
、
こ
れ
を
本
歌
に
し
た
作
例
が
新
古
今
時
代
に
散
見
す
る
。
従
っ
て
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』
（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
は
、「
か
さ
ね
」
か
ら
「
か
き
ね
」
へ
意
改
・
誤
解
あ
る
い
は
誤
写
さ
れ
た
可
能
性
を
そ
の
逆
よ
り
も
高
く
見
て
、『
瓊
玉
集
』
底
本
（
書
陵
部
本
）
の
本
文
を
原
態
と
考
え
て
注
釈
を
加
え
、
参
考
歌
に
「
紫
の
色
に
重
ね
て
置
く
霜
を
移
ろ
ひ
変
は
る
菊
か
と
ぞ
見
る
」「
朝
毎
に
染
む
る
心
の
色
に
出
で
て
移
ろ
ひ
行
く
か
白
菊
の
花
」（
林
葉
集
・
秋
・
残
菊
五
首
或
所
に
て
・
五
二
五
、
残
菊
五
首
或
所
に
て
・
五
二
六
）
を
挙
げ
た
。「
菊
」
に
「
霜
」
が
置
く
「
重
ね
（
襲
）」
の
歌
は
、
右
の
俊
恵
詠
の
他
に
、
冬
の
歌
と
し
て
、
家
隆
の
「
冬
来
れ
ば
移
ろ
ひ
残
る
八
重
菊
を
九
の
重
ね
に
霜
や
置
く
ら
ん
」（
壬
二
集
・
冬
・
古
今
一
句
を
こ
め
て
、
冬
の
歌
よ
み
侍
り
し
に
・
二
五
四
四
）
や
公
継
の
「
移
ろ
ひ
し
籬
の
菊
を
今
朝
み
れ
ば
霜
こ
そ
冬
の
白
襲
な
れ
」（
御
室
五
十
首
・
冬
・
一
八
三
）
が
目
に
入
る
。
106　
信しか
ら
き楽
の
外と
山やま
の
紅もみ
ち葉
か
つ
散ち
り
て
里さと
は
夜
寒さむ
に
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　信楽
の
里
近
く
の
山
の
紅
葉
が
一
方
で
は
散
っ
て
、
里
は
夜
の
身
に
染
み
る
寒
さ
に
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
信
楽
の
外
山
の
紅
葉
散
り
は
て
て
寂
し
き
峰
に
降
る
時
雨
か
な
（
万
代
集
・
冬
・
一
三
一
四
・
秀
能
。
遠
島
御
歌
合
・
八
八
。
如
願
法
師
集
・
冬
・
五
四
八
）
山
鳥
の
尾
の
上
の
里
の
秋
風
に
長
き
夜
寒
の
衣
打
つ
な
り
（
続
後
撰
集
・
秋
下
・
三
九
七
・
家
良
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
一
秋
風
や
寒
く
吹
く
ら
む
信
楽
の
外
山
の
里
に
衣
打
つ
な
り
（
新
和
歌
集
・
秋
・
二
四
六
・
想
生
法
師
）
〔
類
歌
〕　
里
は
な
ほ
今
日
も
時
雨
れ
て
信
楽
の
外
山
ば
か
り
に
降
れ
る
初
雪
（
中
書
王
御
詠
・
冬
・
初
雪
・
一
四
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
五
九
。
〔
語
釈
〕　
○
信
楽
―
近
江
国
の
歌
枕
。
聖
武
天
皇
の
紫
香
楽
宮
が
置
か
れ
た
地
。
北
西
に
志
賀
京
、
南
東
に
恭
仁
恭
が
あ
る
。
現
在
の
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
。
○
外
山
―
山
の
里
近
く
の
側
、
あ
る
い
は
連
山
の
端
の
方
を
言
う
。
○
夜
寒
―
晩
秋
頃
に
特
に
夜
の
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
寒
さ
。
〔
補
説
〕　
下
句
は
、「
み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
吹
け
て
古
里
寒
く
衣
打
つ
な
り
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
八
三
・
雅
経
）
に
倣
っ
た
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
の
点
は
、
264
と
同
様
か
。
97
と
同
工
異
曲
。
107　
竹たか
し
き敷
の
う
へ
か
た
山
や
時し
く雨
る
ら
む
浦
ま
の
紅もみ
ち葉
色いろ
ま
さ
り
ゆ
く
〔
本
文
〕　
○
山
や
―
底
本
は
「
山
〃のや
」（「
の
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
「
や
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　竹敷
き
の
う
へ
か
た
山
は
時
雨
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
浦
の
あ
た
り
の
紅
葉
の
色
が
増
さ
っ
て
ゆ
く
。
〔
本
歌
〕　
竹
敷
の
う
へ
か
た
山
は
紅
の
八
入
の
色
に
な
り
に
け
る
か
も
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
七
〇
三
・
大
蔵
忌
寸
麿
）
竹
敷
の
浦
ま
の
紅
葉
我
行
き
て
帰
り
来
る
ま
で
散
り
こ
す
な
ゆ
め
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
七
〇
二
・
壬
生
宇
太
麿
。
五
代
集
歌
枕
・
た
か
し
き
の
浦
対
馬
国
竹
敷
・
一
一
一
九
・
作
者
不
記
）
一
一
二
〔
語
釈
〕　
○
竹
敷
―
対
馬
国
上
県
郡
竹
敷
（
現
長
崎
県
津
島
市
美
津
島
町
）
の
所
名
。
今
は
「
た
け
し
き
」
と
発
音
。
浅あそ
う茅
湾
南
東
岸
の
深
く
湾
入
し
た
地
で
、
古
く
か
ら
朝
鮮
半
島
と
の
航
路
の
避
難
・
風
待
ち
の
湊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
○
う
へ
か
た
山
―
未
詳
。「
竹
敷
」
の
背
後
の
丘
陵
か
。
○
浦
ま
―
浦
の
あ
た
り
。「
浦
廻
（
う
ら
み
）」
に
同
じ
で
、
そ
の
転
じ
た
形
と
さ
れ
る
。
108　
神
奈な
ひ備
の
森もり
ま
で
と
て
や
送をく
ら
ま
し
人ひと
遣や
り
な
ら
ぬ
秋
の
別わか
れ
を
〔
通
釈
〕　せめ
て
神
奈
備
の
森
ま
で
と
い
う
こ
と
で
送
ろ
う
か
。
人
が
さ
せ
る
の
で
は
な
い
、
自
分
か
ら
去
り
ゆ
く
秋
と
の
別
れ
を
。
〔
参
考
〕　
世
に
も
知
ら
ぬ
秋
の
別
れ
に
う
ち
添
へ
て
人
遣
り
な
ら
ず
も
の
ぞ
か
な
し
き
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
月
晦
日
、
女
に
つ
か
は
し
け
る
・
九
四
九
・
通
親
）
お
の
づ
か
ら
行
き
憂
し
と
て
も
帰
ら
な
ん
人
遣
り
な
ら
ぬ
秋
の
別
れ
路
（
為
家
五
社
百
首
・
秋
・
九
月
人
・
石
清
水
・
三
八
〇
）
神
奈
備
の
森
の
あ
た
り
に
宿
は
借
れ
暮
れ
ゆ
く
秋
も
さ
ぞ
と
ま
る
ら
む
（
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
五
一
六
・
長
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
一
。
〔
語
釈
〕　
○
神
奈
備
の
森
―
「
神
奈
備
」
は
「
か
む
な
び
」
ま
た
「
か
み
な
び
」
と
も
。
大
和
国
の
歌
枕
。
摂
津
国
と
も
。
→
補
説
。
〔
補
説
〕　
「
か
み
な
び
（
か
む
な
び
）」
は
「
神
の
辺
」
の
意
で
、
本
来
は
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
以
降
「
竜
田
川
紅
葉
葉
流
る
神
奈
備
の
三
室
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
四
・
読
人
不
知
）
を
踏
ま
え
、
現
在
の
奈
良
県
斑
鳩
町
に
あ
る
竜
田
川
近
辺
の
森
や
山
を
指
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
竜
田
山
や
三
室
山
に
掛
か
る
枕
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
三
の
山
々
を
「
神
奈
備
山
」
と
称
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
奈
良
京
よ
り
西
に
位
置
し
て
い
て
、
紅
葉
と
共
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
神
奈
備
の
山
を
過
ぎ
行
く
秋
な
れ
ば
竜
田
河
に
ぞ
ぬ
さ
は
た
む
く
る
」（
古
今
集
・
秋
下
・
三
〇
〇
・
深
養
父
）
が
与
っ
て
か
、
秋
が
留
ま
る
あ
る
い
は
過
ぎ
ゆ
く
場
所
と
の
通
念
が
生
ま
れ
て
い
く
。
一
方
、
参
考
の
為
家
詠
の
本
歌
「
人
遣
り
の
道
な
ら
な
く
に
大
方
は
行
き
憂
し
と
い
ひ
て
い
ざ
帰
り
な
む
」（
古
今
集
・
離
別
・
三
八
八
・
実
）
の
詞
書
は
、「
山
崎
よ
り
神
奈
備
の
森
ま
で
送
り
に
、
人
々
ま
か
り
て
、
帰
り
が
て
に
し
て
別
れ
惜
し
み
け
る
に
、
よ
め
る
」
で
、
こ
の
「
神
奈
備
の
森
」
は
、
山
城
と
摂
津
国
境
辺
り
の
地
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
の
長
家
歌
も
、
有
馬
温
泉
に
向
か
う
途
次
の
作
で
あ
り
、
こ
の
山
崎
近
く
の
「
神
奈
備
の
森
」
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
、
秋
の
過
ぎ
行
く
場
所
の
通
念
は
共
有
さ
れ
て
い
よ
う
。
冬
109　
須す
ま磨
の
海あ
ま人
の
潮しほ
垂た
れ
衣
冬
の
き
て
い
と
どゝ
干ひ
が
た
く
降ふ
る
時しく
れ雨
か
な
〔
通
釈
〕　
冬
須
磨
の
海
人
の
潮
水
が
垂
れ
る
衣
を
着
て
、
そ
の
よ
う
に
涙
に
濡
れ
て
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
冬
が
来
て
、
よ
り
一
層
衣
を
乾
か
す
こ
と
が
で
き
ず
に
降
る
時
雨
で
あ
る
こ
と
よ
。
〔
参
考
〕　
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
き
衣
筬
を
粗
み
間
遠
に
あ
れ
や
君
が
来
ま
さ
ぬ
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
五
八
・
読
人
不
知
）
須
磨
の
海
人
の
潮
垂
れ
衣
干
し
や
ら
で
さ
な
が
ら
宿
す
秋
の
夜
の
月
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
五
〇
・
源
俊
平
）
〔
享
受
〕　
昨
日
ま
で
露
に
し
ほ
れ
し
我
が
袖
の
い
と
ど
干
が
た
く
降
る
時
雨
か
な
（
李
花
集
・
冬
・
物
思
ひ
侍
り
し
比
、
冬
の
は
じ
め
を
よ
め
る
・
三
九
一
）
一
一
四
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
六
。
〔
語
釈
〕　
○
須
磨
の
海
人
の
潮
垂
れ
衣
―
『
古
今
六
帖
』
の
「
な
れ
ゆ
け
ば
う
け
め
よ
る
よ
る
須
磨
の
海
人
の
潮
垂
れ
衣
間
遠
な
る
ら
ん
」（
第
五
・
し
ほ
や
き
ご
ろ
も
・
三
二
八
八
）
の
例
が
早
い
。
そ
の
後
、
俊
恵
に
「
五
月
雨
は
降
る
と
も
出
で
ん
須
磨
の
海
人
の
潮
垂
れ
衣
我
に
貸
さ
な
ん
」（
林
葉
集
・
夏
・
旅
泊
五
月
雨
歌
林
苑
・
二
七
六
）
の
作
例
が
あ
る
が
、
多
く
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
。「
須
磨
」
は
、
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
の
兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
の
海
岸
部
。「
潮
垂
れ
」
は
、
海
の
塩
水
に
濡
れ
て
着
物
か
ら
雫
が
落
ち
る
ほ
ど
ぐ
っ
し
ょ
り
し
て
い
る
意
。
意
気
消
沈
し
て
衣
が
涙
に
濡
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
喩
。
○
冬
の
き
て
―
第
二
句
ま
で
が
有
意
の
序
で
「
着
て
」
を
起
こ
し
「
来
て
」
が
掛
か
る
。「
白
妙
の
衣
干
す
て
ふ
夏
の
き
て
垣
根
も
た
わ
に
さ
け
る
卯
の
花
」（
拾
遺
愚
草
・
詠
花
鳥
和
歌
・
四
月
卯
花
・
一
九
八
七
）
や
「
明
日
よ
り
は
蟬
の
羽
衣
夏
の
き
て
花
の
袂
を
な
ほ
や
偲
ば
ん
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
暮
春
・
二
五
〇
・
成
実
）、
あ
る
い
は
「
磯
菜
摘
む
海
人
の
さ
衣
春
の
き
て
間
遠
に
霞
む
浦
の
浜
松
」（
為
家
千
首
・
春
・
五
一
）
な
ど
の
、「
夏
の
き
て
」
あ
る
い
は
「
春
の
き
て
」
が
先
行
す
る
。
こ
れ
ら
に
倣
う
か
。
○
い
と
ど
干
が
た
く
―
新
奇
な
句
。「
干
」
は
、
乾
か
す
の
意
に
、「
須
磨
」「
海
人
」「
潮
垂
れ
」
の
縁
で
潮
が
引
く
意
が
響
く
。
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秋あき
よ
り
も
音をと
ぞ
寂さひ
し
き
神
無な
月
あ
ら
ぬ
時しく
れ雨
や
降ふ
り
か
は
る
ら
む
〔
通
釈
〕　秋よ
り
も
、
時
雨
の
音
が
寂
し
い
、
冬
の
初
め
神
無
月
十
月
よ
。
秋
の
意
外
な
木
の
葉
の
時
雨
が
、
本
当
の
時
雨
に
変
わ
っ
て
降
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
竜
田
山
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
鳴
く
声
に
あ
ら
ぬ
時
雨
の
色
ぞ
聞
こ
ゆ
る
（
拾
遺
愚
草
・
秋
・
内
裏
秋
十
首
・
二
三
七
二
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
五
〔
類
歌
〕　
秋
よ
り
も
し
げ
く
時
雨
の
音
づ
る
る
冬
の
寝
覚
め
は
な
ど
か
さ
び
し
き
（
逍
遊
集
〔
貞
徳
〕・〔
山
沢
検
校
会
に
〕
初
冬
暁
・
三
〇
三
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
七
。
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
初
冬
の
心
を
・
四
五
九
（
巻
頭
歌
）。
題
林
愚
抄
・
冬
上
・
初
冬
・
四
九
〇
二
。
〔
語
釈
〕　
○
あ
ら
ぬ
時
雨
―
あ
り
得
な
い
時
雨
。
実
際
の
時
雨
で
は
な
い
が
、
時
雨
の
よ
う
に
と
り
な
せ
る
も
の
を
言
う
か
。
類
似
し
て
、
例
え
ば
、「
荻
原
や
夜
半
に
秋
風
露
吹
け
ば
あ
ら
ぬ
玉
散
る
床
の
さ
筵
」（
三
体
和
歌
・
旅
・
九
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
一
五
四
〇
）
の
「
あ
ら
ぬ
玉
」
は
、
涙
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
→
補
説
。
〔
補
説
〕　
「
時
雨
」
は
、『
万
葉
』
で
は
秋
の
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
冬
に
重
点
を
移
し
て
、
次
第
に
固
定
す
る
。
従
っ
て
、
鎌
倉
中
期
の
「
守
り
明
か
す
秋
の
山
田
の
か
り
庵
に
音
も
さ
び
し
く
降
る
時
雨
か
な
」（
宝
治
百
首
・
雑
・
田
家
雨
・
三
七
五
七
・
下
野
）
は
、
む
し
ろ
希
な
例
と
言
え
る
。「
あ
ら
ぬ
時
雨
」
を
、
意
外
な
時
期
に
降
る
時
雨
の
意
に
解
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
宗
尊
は
、
こ
の
歌
を
意
識
し
た
か
と
も
疑
わ
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、「
あ
ら
ぬ
時
雨
」
は
、
実
際
の
時
雨
で
は
な
く
、
時
雨
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
別
の
も
の
を
言
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
木
の
葉
散
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
ぞ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜
も
」（
後
拾
遺
集
・
冬
・
三
八
二
・
頼
実
）
以
来
、「
木
の
葉
」
と
「
時
雨
」
の
音
を
よ
そ
え
る
歌
は
多
く
、「
ま
ば
ら
な
る
真
木
の
板
屋
に
音
は
し
て
洩
ら
ぬ
時
雨
や
木
の
葉
な
る
ら
む
」（
千
載
集
・
冬
・
四
〇
四
・
俊
成
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
木
の
葉
」
即
ち
落
葉
は
冬
で
あ
る
が
、
落
葉
自
体
は
秋
に
も
よ
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
を
「
時
雨
」
に
見
立
て
る
歌
も
散
見
す
る
。「
涙
の
み
木
の
葉
時
雨
と
降
り
は
て
て
憂
き
身
を
秋
の
い
ふ
か
ひ
も
な
し
」（
拾
遺
愚
草
・
秋
・
三
宮
よ
り
十
五
首
歌
め
さ
れ
し
、
秋
歌
・
二
三
一
三
）
や
「
山
深
き
秋
の
夕
べ
を
来
て
み
れ
ば
木
の
葉
時
雨
れ
て
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
秋
・
九
八
・
行
能
、
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
九
〇
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
前
者
の
「
木
の
葉
時
雨
」
一
一
六
は
「
木
の
葉
」
と
「
時
雨
」
の
並
列
に
も
解
し
う
る
）。
従
っ
て
、
こ
の
「
あ
ら
ぬ
時
雨
」
は
、
秋
の
落
葉
を
言
っ
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
定
家
の
「
朝
夕
の
音
は
時
雨
の
な
ら
柴
に
い
つ
降
り
か
は
る
霰
な
る
ら
ん
」（
拾
遺
愚
草
・
二
見
浦
百
首
・
冬
・
一
五
七
。
定
家
卿
百
番
自
歌
合
・
八
五
）
や
良
経
の
「
時
雨
よ
り
霰
に
か
は
る
真
木
の
屋
の
音
せ
ぬ
雪
ぞ
今
朝
は
さ
び
し
き
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
四
六
八
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
七
六
四
）
の
例
か
ら
、「
あ
ら
ぬ
時
雨
」
を
「
霰
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
宗
尊
が
こ
の
両
首
の
措
辞
や
発
想
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
該
歌
で
は
「
あ
ら
ぬ
時
雨
」
は
「
降
り
か
は
る
」
の
主
語
で
あ
る
の
で
、「
時
雨
」
よ
り
遅
い
「
霰
」
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
集
で
も
霰
の
歌
は
、
こ
の
後
303
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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見み
ぬ
人
に
い
か
がゝ
語かた
ら
む
時し
く雨
れ
つ
つゝ
木こ
の
葉は
の
落お
つ
る
宿やと
の
寂さひ
し
さ
〔
通
釈
〕　見な
い
人
に
ど
の
よ
う
に
語
ろ
う
か
。
時
雨
な
が
ら
木
の
葉
が
散
り
落
ち
る
、
こ
の
家
の
寂
し
さ
を
。
〔
参
考
〕　
見
ぬ
人
に
い
か
が
語
ら
む
く
ち
な
し
の
い
は
で
の
里
の
山
吹
の
花
（
新
勅
撰
集
・
春
下
・
一
二
六
・
読
人
不
知
）
木
の
葉
散
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
ぞ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜
も
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
三
八
二
・
源
頼
実
）
木
枯
ら
し
に
木
の
葉
の
落
つ
る
山
里
は
涙
さ
へ
こ
そ
も
ろ
く
な
り
ぬ
れ
（
山
家
集
・
雑
・
九
三
五
。
西
行
法
師
家
集
・
冬
・
落
葉
・
二
八
七
。
万
代
集
・
冬
・
一
三
五
八
・
西
行
。
玉
葉
集
・
冬
・
八
七
六
）
〔
語
釈
〕　
○
宿
の
寂
し
さ
―
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）『
右
大
臣
家
歌
合
』
の
「
思
ひ
や
れ
庭
の
木
の
葉
を
踏
み
分
け
て
問
ふ
人
も
な
き
宿
の
寂
し
さ
」（
落
葉
・
一
〇
・
行
頼
）
が
早
い
例
と
な
る
。
そ
の
後
、
家
隆
が
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
十
一
月
の
「
百
首
」（
雑
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
七
莓
）
で
「
来
て
み
れ
ば
庭
の
や
り
水
苔
堰
き
て
守
る
人
も
な
き
宿
の
寂
し
さ
」（
壬
二
集
・
九
八
九
）
と
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
に
近
く
は
、『
宝
治
百
首
』
の
「
住
み
侘
び
ぬ
問
ふ
人
あ
れ
な
月
影
の
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
宿
の
寂
し
さ
」（
春
・
春
月
・
四
三
九
・
但
馬
）
が
あ
る
。
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鴫しき
の
臥ふ
す
刈かり
田
寂さひ
し
く
月
さ
え
て
荒あ
る
るゝ
庵いほり
は
守も
る
人
も
な
し
〔
通
釈
〕　鴫が
ね
ぐ
ら
と
し
て
臥
す
苅
田
は
寂
し
く
月
が
冴
え
て
照
ら
し
、
荒
れ
て
い
て
月
が
洩
る
庵
は
守
る
人
も
い
な
い
。
〔
本
歌
〕　
鴫
の
伏
す
刈
田
に
立
て
る
稲
茎
の
い
な
と
は
人
の
言
は
ず
も
あ
ら
な
ん
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
三
一
・
顕
季
。
六
条
修
理
大
夫
集
・
歌
合
に
・
一
四
。
袖
中
抄
・
五
〇
〇
）
〔
参
考
〕　
見
渡
せ
ば
刈
田
寂
し
き
夕
暮
に
鴫
立
ち
別
れ
秋
も
い
ぬ
め
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
七
五
八
・
寂
西
）
荒
れ
果
て
て
む
ね
も
く
も
ら
ぬ
宿
な
れ
ば
霰
な
ら
で
は
も
る
人
も
な
し
（
堀
河
百
首
・
冬
・
霰
・
俊
頼
・
九
三
六
）
〔
語
釈
〕　
○
刈
田
寂
し
く
月
さ
え
て
―
「
刈
田
寂
し
く
」
か
ら
「
寂
し
く
」
を
重
ね
て
「
寂
し
く
月
さ
え
て
」
に
鎖
る
。
○
守
る
―
「
月
」
「
荒
る
る
庵
」
の
縁
で
「
洩
る
」
が
掛
か
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
為
氏
も
「
露
結
ぶ
門
田
の
庵
の
荒
れ
ま
く
は
風
に
ま
か
せ
て
守
る
人
も
な
し
」（
弘
長
百
首
・
雑
・
田
家
・
六
四
九
）
と
詠
む
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
顕
季
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
一
一
八
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島しま
づ
た
ひ
千
鳥
鳴な
く
な
り
津つ
の
国
の
武む
こ庫
の
浦うら
し
ほ潮
今いま
か
満み
つ
ら
し
〔
通
釈
〕　島々
を
伝
い
渡
っ
て
、
千
鳥
が
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。
摂
津
の
国
の
武
庫
の
浦
の
潮
は
、
今
満
ち
る
ら
し
い
よ
。
〔
参
考
〕　
朝
開
き
漕
ぎ
出
て
来
れ
ば
武
庫
の
浦
の
潮
干
の
潟
に
鶴
が
声
す
も
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
五
九
五
・
作
者
未
詳
。
五
代
集
歌
枕
・
む
こ
の
浦
・
一
〇
〇
五
、
二
句
「
漕
ぎ
出
で
て
く
れ
ば
」
結
句
「
鶴
が
声
す
る
」）
有
明
の
月
さ
え
渡
る
武
庫
の
浦
の
潮
干
の
潟
に
千
鳥
妻
呼
ぶ
（
林
下
集
・
四
季
・
千
鳥
・
一
六
二
。
万
代
集
・
冬
・
一
四
三
九
・
実
定
）
夕
さ
れ
ば
武
庫
の
浦
潮
満
ち
来
ら
し
入
江
の
洲
鳥
声
騒
ぐ
な
り
（
万
代
集
・
雑
三
・
三
二
五
六
・
素
俊
法
師
）
夕
波
に
潮
満
ち
来
れ
ば
明
石
潟
島
づ
た
ひ
行
く
鶴
ぞ
鳴
く
な
る
（
宝
治
百
首
・
雑
・
島
鶴
・
三
四
二
六
・
成
茂
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
九
五
。
歌
枕
名
寄
・
巻
十
四
・
摂
津
国
二
・
猪
名
・
武
庫
・
浦
・
四
一
〇
〇
、
結
句
「
今
や
満
つ
ら
ん
」。
夫
木
抄
・
冬
二
・
千
鳥
・
百
首
御
歌
・
六
八
六
三
、
結
句
同
上
。
〔
語
釈
〕　
○
武
庫
の
浦
―
摂
津
国
の
歌
枕
。「
武
庫
」
は
、
旧
郡
名
で
、
現
在
の
兵
庫
県
の
南
東
部
、
六
甲
山
の
南
側
、
武
庫
川
の
西
側
か
ら
湊
川
に
か
け
て
の
一
帯
。
そ
の
前
海
が
「
武
庫
の
浦
」。
ち
な
み
に
、
知
家
は
、「
現
存
六
帖
」
に
「
武
庫
の
浦
や
朝
満
つ
潮
の
追
ひ
風
に
阿
波
島
か
け
て
渡
る
舟
人
」（
歌
枕
名
寄
・
巻
十
四
・
摂
津
国
二
・
猪
名
・
武
庫
・
浦
・
現
六
・
四
〇
九
五
、
巻
三
十
四
・
阿
波
国
・
島
・
八
八
〇
一
）
と
詠
み
残
し
た
ら
し
い
。
○
今
か
満
つ
ら
し
―
「
か
」
は
疑
問
の
係
助
詞
だ
が
、
こ
こ
は
強
意
あ
る
い
は
詠
嘆
の
趣
旨
か
。『
瓊
玉
集
』
内
閣
文
庫
本
他
の
異
文
「
今
は
」
の
方
が
、
落
ち
着
き
は
よ
い
。「
今
か
…
ら
し
」
の
形
は
、
万
葉
の
旧
訓
「
今
か
漕
ぐ
ら
し
（
今
滂
良
之
）」（
二
〇
五
三
）
が
淵
源
か
。
そ
の
後
、『
道
済
集
』
の
「
今
か
恋
ふ
ら
し
」（
二
〇
八
）
や
『
五
代
集
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
一
九
歌
枕
』
の
「
今
か
散
る
ら
し
」（
一
二
〇
六
）
等
を
経
て
、『
新
撰
六
帖
』
の
「
今
か
見
ゆ
ら
し
」（
一
六
二
四
・
信
実
）「
今
か
降
る
ら
し
」（
二
三
〇
〇
・
真
観
）
や
『
現
存
六
帖
』
の
「
今
か
散
る
ら
し
」（
四
九
四
・
伊
平
）
あ
る
い
は
為
家
や
家
良
の
「
今
か
咲
く
ら
し
」（
為
家
集
・
二
七
五
、
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
・
六
）
等
々
の
作
例
が
見
え
て
い
て
、
鎌
倉
前
中
期
頃
に
少
し
く
流
行
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
大
局
的
に
は
、「
和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
く
れ
ば
潟
を
な
み
葦
べ
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
」（
古
今
集
・
仮
名
序
・
赤
人
。
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
九
一
九
）
の
類
型
の
中
の
一
首
。
よ
り
直
接
に
は
、
参
考
の
素
俊
詠
と
成
茂
詠
と
に
負
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
武
庫
の
浦
潮
今
か
満
つ
ら
し
」
に
は
、
万
葉
歌
や
実
定
詠
な
ど
の
「
武
庫
の
浦
の
潮
干
の
潟
」
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
か
。
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霜
氷こほ
る
夜よ
風
を
寒さむ
み
埼さき
玉たま
の
小を
崎さき
の
沼ぬま
に
鴨かも
ぞ
鳴な
く
な
る
〔
通
釈
〕　霜が
氷
る
夜
の
風
が
寒
く
て
、
埼
玉
の
小
崎
の
沼
に
鴨
が
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
霜
氷
心
も
と
け
ぬ
冬
の
池
に
夜
更
け
て
ぞ
鳴
く
鴛
の
一
声
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
五
九
・
元
真
。
元
真
集
・
た
だ
の
こ
ひ
・
一
六
四
。
古
今
六
帖
・
第
三
・
を
し
・
一
四
八
一
、
作
者
「
よ
し
も
ち
」）
埼
玉
の
小
崎
の
沼
に
鴨
そ
翼
霧
る
己
の
が
尾
に
降
り
置
け
る
霜
を
払
ふ
と
に
あ
ら
し
（
万
葉
集
・
巻
九
・
雑
・
見
二
武
蔵
小
埼
沼
鴨
一
作
歌
一
首
・
一
七
四
四
・
虫
麻
呂
歌
集
。
古
今
六
帖
・
第
三
・
か
も
・
一
四
九
六
、
四
句
「
お
の
が
を
に
」
五
句
「
ふ
る
お
け
る
し
も
は
」。
五
代
集
歌
枕
・
を
ざ
き
の
池
武
蔵
・
一
四
五
〇
、
さ
き
た
ま
の
さ
き
武
蔵
・
一
六
二
一
、
四
句
「
お
の
が
を
に
」）
一
二
〇
〔
類
歌
〕　
霜
氷
る
蘆
間
の
月
の
さ
ゆ
る
夜
に
声
う
ら
が
れ
て
千
鳥
鳴
く
な
り
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
冬
・
一
八
二
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
〇
二
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
『
新
古
今
集
』
歌
は
、
詞
の
一
致
は
少
な
い
が
同
工
異
曲
と
言
え
、
心
を
取
る
院
政
期
本
歌
取
の
方
法
と
言
え
る
。
こ
れ
に
『
万
葉
首
』
歌
の
詞
を
取
っ
て
併
せ
た
と
見
た
。
そ
の
『
万
葉
集
』
歌
第
二
句
の
原
文
は
「
小
埼
乃
沼
尓
」
で
、
現
行
訓
は
「
を
さ
き
の
ぬ
ま
に
」
だ
が
、
西
本
願
寺
本
以
下
広
瀬
本
を
含
め
た
諸
本
の
訓
は
「
を
さ
き
の
い
け
に
」
で
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
も
『
五
代
集
歌
枕
』
も
、「
を
さ
き
の
い
け
に
」
で
あ
る
。
宗
尊
が
何
に
依
拠
し
た
か
は
不
明
。
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網あ
代しろ
人
舟ふね
呼よ
ぶ
声こゑ
も
さ
夜よ
更ふ
け
て
八や
そ十
宇う
ち治
河
に
氷こほ
る
月
影かけ
〔
通
釈
〕　網代
人
が
舟
を
呼
ぶ
声
も
夜
が
更
け
て
聞
こ
え
、（
も
の
の
ふ
の
）
八
十
氏
の
宇
治
川
に
月
が
氷
っ
た
光
を
落
と
し
て
い
る
。
〔
本
歌
〕　
宇
治
川
は
淀
瀬
な
か
ら
し
網
代
人
舟
呼
ぶ
声
は
を
ち
こ
ち
聞
こ
ゆ
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
一
三
五
・
作
者
未
詳
。
五
代
集
歌
枕
・
う
ぢ
河
・
一
一
四
六
）
〔
参
考
〕　
冬
の
夜
は
あ
ま
ぎ
る
雪
に
空
冴
え
て
雲
の
浪
路
に
氷
る
月
影
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
四
〇
二
・
宜
秋
門
院
丹
後
。
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
一
九
五
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
〇
一
。
〔
語
釈
〕　
○
八
十
宇
治
河
―
「
も
の
の
ふ
の
八
十
氏
」
か
ら
「
宇
治
」
を
起
こ
す
修
辞
の
省
略
形
。
俊
頼
の
「
落
ち
た
ぎ
つ
八
十
宇
治
川
の
早
き
瀬
に
岩
越
す
浪
は
千
代
の
数
か
も
」（
千
載
集
・
賀
・
六
一
五
・
俊
成
、
散
木
奇
歌
集
・
祝
・
高
陽
院
殿
の
歌
合
に
祝
の
心
を
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
二
一
よ
め
る
・
六
八
七
）
あ
た
り
が
早
い
か
。
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池いけ
水
も
今いま
氷こほ
る
ら
し
み
や
さ
き
の
山
風
寒さむ
く
雪
は
降ふ
り
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　池の
水
も
今
氷
る
に
ち
が
い
な
い
。
み
や
さ
き
の
山
を
吹
く
風
が
寒
く
、
雪
は
降
り
続
い
て
い
て
。
〔
参
考
〕　
玉
水
も
今
氷
る
ら
む
岩
そ
そ
く
滝
の
宮
こ
は
雪
降
り
に
け
り
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
二
二
六
・
藤
原
顕
盛
）
〔
類
歌
〕　
立
ち
渡
る
霞
の
上
の
山
風
に
な
ほ
空
寒
く
雪
は
降
り
つ
つ
（
弘
長
百
首
・
春
・
春
雪
・
三
三
・
為
氏
）
〔
影
響
〕　
浅
緑
霞
め
る
空
は
春
な
が
ら
山
風
寒
く
雪
は
降
り
つ
つ
（
実
兼
百
首
・
春
・
一
〇
。
続
千
載
集
・
春
上
・
二
三
・
実
兼
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
一
一
。
夫
木
抄
・
雑
二
・
山
・
み
や
さ
き
山
、
武
蔵
・
八
八
九
一
。
〔
語
釈
〕　
○
み
や
さ
き
の
山
風
―
「
み
や
さ
き
の
山
」
に
吹
く
「
山
風
」。「
み
や
さ
き
の
山
」
は
未
詳
。
他
に
は
、『
夫
木
抄
』
に
、
該
歌
に
並
ん
で
収
め
ら
れ
る
「
現
存
六
帖
」
の
集
付
で
賀
茂
重
敏
作
と
す
る
「
舟
と
む
る
い
は
せ
の
渡
り
小
夜
更
け
て
み
や
さ
き
山
を
出
づ
る
月
影
」（
八
八
九
二
）
と
、「
人
家
集
」
の
集
付
で
藤
原
基
広
作
と
す
る
「
五
月
雨
は
い
は
せ
の
渡
り
波
越
え
て
み
や
さ
き
山
に
雲
ぞ
か
か
れ
る
」（
雑
八
・
渡
・
岩
瀬
の
渡
、
武
蔵
、
・
五
月
雨
を
一
二
二
四
八
）
と
が
目
に
付
く
程
度
で
あ
る
。
共
に
「
岩
瀬
の
渡
り
」
と
併
せ
詠
ん
で
い
る
が
、
同
抄
の
部
類
に
従
え
ば
武
蔵
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
拠
り
所
に
「
岩
瀬
村
」
の
何
処
か
だ
と
す
る
「
新
編
武
蔵
誌
」
を
引
い
て
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
は
、「
夫
木
抄
」
の
岩
瀬
の
渡
し
が
当
地
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
が
」
と
し
つ
つ
、「
岩
瀬
村
」（
現
在
の
埼
玉
県
羽
生
市
の
）「
会
ノ
川
」
筋
に
「
渡
船
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
一
二
二
た
だ
し
、『
夫
木
抄
』
も
、
後
者
の
歌
の
項
目
に
「
越
中
歟
」
と
注
し
、
ま
た
前
者
の
歌
を
、
定
家
作
と
し
て
四
句
「
み
ゆ
る
ぎ
川
を
」
の
形
で
収
め
る
『
歌
枕
名
寄
』（
巻
二
十
九
・
七
四
六
三
・
定
家
）
は
、
こ
れ
を
「
能
登
国
」
の
「
岩
瀬
渡
」
に
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
は
、
該
歌
の
二
ヶ
月
前
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
七
月
七
日
成
立
の
歌
合
の
一
首
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、「
建
長
七
年
顕
朝
卿
家
千
首
歌
」
で
藤
原
光
朝
作
と
い
う
「
今
は
は
や
氷
も
と
け
ぬ
玉
水
の
滝
の
宮
こ
は
春
め
き
ぬ
ら
ん
」（
夫
木
抄
・
巻
三
十
・
雑
・
都
・
た
き
つ
み
や
こ
・
一
四
二
一
六
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
滝
の
宮
こ
」
は
、『
万
葉
集
』（
巻
一
・
雑
歌
・
三
六
）
が
典
故
で
、
吉
野
宮
滝
の
離
宮
を
言
う
。
類
歌
と
該
歌
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
詠
作
。
影
響
に
挙
げ
た
実
兼
詠
は
、「
弘
安
百
首
」
の
草
稿
の
一
首
で
あ
り
、
あ
る
い
は
類
歌
に
挙
げ
た
『
弘
長
百
首
』
の
為
氏
詠
に
倣
っ
た
可
能
性
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
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み
吉よし
野の
のゝ
山やま
嵐あらし
吹ふ
き
て
古ふる
さ
と里
は
寒さむ
く
日
ご
と
に
積つ
も
る
白しら
ゆ
き雪
〔
通
釈
〕吉野
の
山
か
ら
烈
し
い
風
が
吹
き
下
ろ
し
て
、
吉
野
の
古
里
は
寒
く
、
日
ご
と
に
白
雪
が
積
も
る
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
古
里
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
古
今
集
・
冬
・
三
二
五
・
是
則
）
ち
は
や
ぶ
る　
神
無
月
と
や　
今
朝
よ
り
は　
曇
り
も
あ
へ
ず　
初
時
雨　
紅
葉
と
と
も
に　
古
里
の　
吉
野
の
山
の　
山
嵐
も　
寒
く
日
ご
と
に　
な
り
ゆ
け
ば
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
五
・
躬
恒
）
〔
語
釈
〕　
○
み
吉
野
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
吉
野
山
の
こ
と
。
奈
良
県
吉
野
郡
の
金
峯
山
一
帯
の
山
。
○
古
里
―
古
代
「
吉
野
」
に
離
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
二
三
宮
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
言
う
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
後
に
、「
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
」（
冬
雲
）
で
「
古
郷
は
雪
げ
に
な
れ
や
み
吉
野
の
山
嵐
さ
え
て
雲
の
か
か
れ
る
」（
竹
風
抄
・
巻
三
・
五
〇
六
）
と
い
う
類
詠
を
も
の
し
て
い
る
。
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古ふ
り
ま
さ
る
人
い
か
ば
か
り
思おも
ふ
ら
む
我われ
だ
に
惜お
し
き
年とし
の
終を
は
り
を
〔
通
釈
〕　老い
て
古
び
て
ゆ
く
人
は
、
ど
れ
ほ
ど
切
実
に
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
で
さ
え
も
惜
し
い
こ
の
年
の
終
わ
り
で
あ
る
の
に
。
〔
本
歌
〕　
あ
ら
た
ま
の
年
の
終
は
り
に
な
る
ご
と
に
雪
も
我
が
身
も
ふ
り
ま
さ
り
つ
つ
（
古
今
集
・
冬
・
三
三
九
・
元
方
）
い
か
ば
か
り
思
ふ
ら
む
と
か
思
ふ
ら
ん
老
い
て
別
る
る
遠
き
別
れ
を
（
拾
遺
集
・
別
・
三
三
三
・
元
輔
）
〔
語
釈
〕　
○
終
は
り
を
―
「
を
」
を
逆
接
の
接
続
助
詞
に
解
し
た
。
格
助
詞
に
解
し
て
も
通
意
。
〔
補
説
〕　
時
に
宗
尊
は
二
十
歳
だ
が
、「
我
だ
に
惜
し
き
」
は
、
た
だ
単
に
若
い
私
で
さ
え
も
、
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。
後
出
だ
が
、
伏
見
院
の
「
い
た
づ
ら
に
ふ
り
て
や
消
ゆ
る
我
だ
に
も
尋
ね
ぬ
今
日
の
古
里
の
雪
」（
伏
見
院
御
集
・
雪
・
一
五
八
四
）
を
参
照
し
つ
つ
、
宗
尊
に
若
年
時
か
ら
厭
世
感
が
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
無
常
の
世
を
虚
し
く
思
っ
て
い
る
私
で
さ
え
も
、
と
い
っ
た
趣
意
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
恋
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知し
ら
ざ
り
し
恋
の
山やま
み
ち道
踏ふ
み
初そ
め
て
な
ら
は
ぬ
露
ぞ
袖
ぞ
乱みた
る
るゝ
一
二
四
〔
通
釈
〕　
恋
知
ら
な
か
っ
た
。
山
道
を
踏
み
始
め
る
よ
う
に
恋
を
し
始
め
て
、（
そ
う
す
る
と
）
馴
れ
て
い
な
い
涙
の
露
が
流
れ
落
ち
、
袖
が
乱
れ
る
こ
と
は
。
〔
参
考
〕　
恋
の
道
心
に
も
あ
ら
ず
踏
み
初
め
て
く
や
し
と
の
み
ぞ
思
ひ
知
り
ぬ
る
（
隆
信
朝
臣
集
・
八
二
・
年
い
と
い
た
う
若
か
か
り
し
人
。
藤
原
隆
信
朝
臣
集
・
八
二
）
お
し
ね
干
す
山
田
の
秋
の
か
り
枕
な
ら
は
ぬ
程
の
袖
の
露
か
な
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
八
八
・
式
子
）
も
の
思
ひ
に
な
ら
は
ぬ
袖
の
白
露
は
忍
ば
ん
と
し
も
お
ぼ
え
ざ
り
け
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・
二
三
三
七
・
惟
明
）
〔
類
歌
〕　
恋
の
山
入
り
て
苦
し
き
道
ぞ
と
は
踏
み
初
め
て
こ
そ
思
ひ
知
り
ぬ
れ
（
文
保
百
首
・
恋
一
・
一
九
六
八
・
有
忠
。
新
千
載
集
・
恋
一
・
一
〇
二
六
）
ま
だ
知
ら
ぬ
恋
の
道
芝
踏
み
初
め
て
ま
よ
ふ
心
を
誰
に
問
は
ま
し
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・
六
一
四
・
実
為
。
藤
葉
集
・
恋
上
・
三
八
三
）
〔
影
響
〕　
萌
え
出
づ
る
雪
間
ば
か
り
の
思
ひ
草
な
ら
は
ぬ
露
ぞ
や
が
て
乱
る
る
（
芳
雲
集
・
恋
・
初
恋
・
三
二
三
二
）
奥
深
き
つ
ら
さ
の
程
も
踏
み
み
て
ぞ
あ
り
し
に
越
ゆ
る
恋
の
山
道
（
芳
雲
集
・
恋
・
見
書
増
恋
・
三
六
二
七
）
昨
日
今
日
濡
る
る
二
葉
の
思
ひ
草
な
ら
は
ぬ
露
の
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
（
鈴
屋
集
・
恋
・
初
恋
・
一
〇
二
七
）
入
り
初
め
て
繁
き
嘆
き
の
下
露
の
奥
い
か
な
ら
む
恋
の
山
道
（
鈴
屋
集
・
恋
・
初
恋
・
一
〇
三
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
恋
の
山
道
―
先
行
例
は
見
え
な
い
。
恋
の
過
程
を
喩
え
て
言
う
「
恋
の
道
」
か
ら
の
変
形
か
。
困
難
な
恋
を
寓
意
か
。
○
袖
ぞ
乱
る
る
―
他
に
見
え
な
い
句
形
で
、
袖
自
体
が
ど
の
よ
う
に
乱
れ
る
の
か
不
審
。
前
句
の
「
露
ぞ
」
と
「
ぞ
」
が
重
な
る
こ
と
も
、
一
般
に
は
歌
病
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
袖
に
乱
る
る
」
の
誤
り
か
。
そ
の
先
行
例
は
、
雅
経
の
「
光
洩
る
軒
の
し
の
ぶ
の
露
な
が
ら
袖
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
二
五
に
乱
る
る
夜
半
の
月
影
」（
正
治
後
度
百
首
・
月
・
二
三
三
。
明
日
香
井
集
・
一
二
六
）「
誰
と
な
く
袖
に
乱
る
る
た
ま
ぼ
こ
の
道
行
き
ぶ
り
の
露
の
夕
風
」（
明
日
香
井
集
・
院
当
座
歌
合
同
〔
建
永
元
年
〕
七
月
十
三
日
・
行
路
風
・
一
一
五
二
）
や
俊
成
女
の
「
別
る
れ
ば
袖
に
乱
る
る
暁
の
露
を
草
葉
の
上
と
の
み
見
し
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
寄
草
恋
・
二
六
一
）。
後
出
だ
が
、
関
東
に
祗
候
し
た
雅
有
は
、
祖
父
雅
経
の
「
誰
と
な
く
」
を
な
ぞ
っ
て
、「
立
ち
寄
れ
ば
袖
に
乱
る
る
た
ま
ぼ
こ
の
道
行
き
ぶ
り
の
青
柳
の
露
」（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
春
・
柳
歌
中
に
・
一
七
七
六
）
と
詠
ん
で
い
る
。
〔
補
説
〕　
影
響
に
挙
げ
た
前
者
武
者
小
路
実
陰
の
両
首
は
、
実
陰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
宗
尊
の
こ
の
歌
を
知
り
得
た
か
を
見
極
め
て
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
者
本
居
宣
長
の
両
首
は
、
実
陰
の
歌
か
ら
刺
激
を
受
け
た
可
能
性
を
見
て
お
き
た
い
。
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陸みち
の
く奥
の
し
の
ぶ
の
鷹たか
の
鳥と
や
こ
屋
籠
も
り
か
り
に
も
知し
ら
じ
思おも
ふ
心こゝろ
は
〔
通
釈
〕　陸奥
の
信
夫
の
鷹
の
鳥
屋
籠
も
り
、
そ
の
よ
う
に
忍
び
籠
も
っ
て
、
狩
な
ら
ぬ
仮
に
も
あ
の
人
は
知
る
ま
い
、
私
の
恋
し
く
思
う
心
は
。
〔
参
考
〕　
陸
奥
の
信
夫
の
鷹
を
手
に
据
ゑ
て
安
達
の
原
を
行
く
は
誰
が
子
ぞ
（
万
代
集
・
冬
・
一
五
〇
九
・
能
因
）
は
し
鷹
の
と
や
ま
の
庵
の
夕
暮
を
か
り
に
も
と
だ
に
契
り
や
は
す
る
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
八
六
・
知
家
）
山
里
の
夜
の
嵐
に
夢
覚
め
て
思
ふ
心
を
人
は
知
ら
じ
な
（
秋
風
集
・
雑
中
・
一
一
七
七
・
後
鳥
羽
院
―
〈
不
明
〉）
〔
影
響
〕　
と
や
ご
も
る
し
の
び
の
鷹
の
か
り
に
だ
に
恋
に
心
の
離
れ
や
は
す
る
（
師
兼
千
首
・
恋
・
寄
鷹
恋
・
七
六
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
二
三
。
続
古
今
集
・
恋
・
恋
一
・
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
百
首
一
二
六
歌
の
な
か
に
・
九
六
三
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
七
・
東
山
部
六
・
陸
奥
上
・
信
夫
・
鷹
・
六
九
一
六
。
〔
語
釈
〕　
○
陸
奥
の
し
の
ぶ
―
陸
奥
の
歌
枕
「
信
夫
」（
現
在
の
福
島
県
福
島
市
域
と
い
う
）
に
、「
思
ふ
」「
心
」「
知
ら
じ
」
の
縁
で
「
忍
ぶ
」
が
掛
か
る
。
○
鷹
の
鳥
屋
籠
も
り
―
夏
の
末
に
鷹
の
羽
が
抜
け
替
わ
る
間
、
鳥
屋
に
籠
も
る
こ
と
。「
籠
も
り
」
に
、
人
に
知
ら
れ
ず
に
隠
れ
て
い
る
意
が
掛
か
る
か
。
こ
こ
ま
で
序
詞
。
○
か
り
に
も
―
上
句
の
序
詞
か
ら
、「
狩
」
と
の
掛
詞
で
「
仮
」
を
起
こ
す
。
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果は
て
は
ま
た
さ
こ
そ
は
消き
え
め
も
の
を
の
み
思おも
ふ
月
日
の
雪ゆき
と
積つ
も
ら
ば
〔
通
釈
〕　最後
は
や
は
り
、
こ
の
恋
は
さ
だ
め
し
、
雪
が
火
で
消
え
る
よ
う
に
消
え
る
の
だ
ろ
う
。
物
思
い
ば
か
り
を
す
る
月
日
が
、
雪
の
よ
う
に
積
も
る
の
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
君
が
思
ひ
雪
と
積
も
ら
ば
頼
ま
れ
ず
春
よ
り
の
ち
は
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
八
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
も
の
を
の
み
思
ひ
し
程
に
は
か
な
く
て
浅
茅
が
末
に
世
は
な
り
に
け
り
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
〇
七
・
和
泉
式
部
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
四
二
。
〔
語
釈
〕　
○
果
て
は
ま
た
―
新
古
今
時
代
か
ら
詠
ま
れ
始
め
て
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
非
常
に
流
行
す
る
句
。「
果
て
は
ま
た
行
き
別
れ
つ
つ
玉
の
緒
の
長
き
契
り
は
結
ば
ざ
り
け
り
」（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
玉
恋
・
八
八
・
知
家
）、「
果
て
は
ま
た
恋
し
き
ば
か
り
思
は
れ
て
人
を
恨
む
る
心
だ
に
な
し
」（
秋
風
抄
・
恋
・
遇
不
逢
恋
・
二
五
二
・
源
孝
行
）
等
々
。
○
月
日
―
本
歌
は
「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
「
火
」
が
掛
か
る
が
、
こ
こ
は
「
月
日
」
の
「
日
」
に
「
火
」
が
響
く
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
二
七
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ま
た
人
を
待ま
ち
ぞ
侘わ
び
ぬ
る
偽いつは
り
に
懲こ
り
ぬ
心こゝろ
は
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　やは
り
恋
し
い
人
を
ま
た
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
待
ち
侘
び
て
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
た
（
あ
の
人
は
来
な
い
）。
あ
の
人
の
嘘
偽
り
に
懲
り
な
い
私
の
心
は
、
秋
の
夕
暮
の
よ
う
に
、
悲
し
く
切
な
い
よ
。
〔
本
歌
〕　
頼
め
つ
つ
逢
は
で
年
経
る
偽
り
に
懲
り
ぬ
心
を
人
は
知
ら
な
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
一
四
・
躬
恒
。
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
七
・
業
平
〔
仲
平
の
誤
り
か
と
い
う
〕）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
三
五
五
。
〔
語
釈
〕　
待
ち
ぞ
侘
び
ぬ
る
―
二
句
切
れ
。
待
ち
に
待
っ
て
、
し
か
し
も
う
待
て
な
い
ほ
ど
に
辛
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
「
待
ち
侘
ぶ
」
の
類
は
常
套
だ
が
、
こ
の
句
形
自
体
の
用
例
は
院
政
期
末
頃
か
ら
見
え
る
程
度
で
、
作
例
も
多
く
は
な
い
。
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。「
満
つ
潮
の
ひ
る
間
に
来
む
と
頼
め
し
を
待
ち
ぞ
侘
び
ぬ
る
須
磨
の
あ
ま
人
」（
万
代
集
・
恋
三
・
二
二
九
三
・
読
人
不
知
。
林
下
集
・
二
二
五
）。
○
懲
り
ぬ
心
―
本
歌
の
詞
を
取
る
。
宗
尊
は
、『
瓊
玉
集
』
に
三
首
（
三
四
六
、
三
五
五
＝
柳
葉
集
一
二
二
、
四
八
六
）、
本
集
『
柳
葉
集
』
に
三
首
（
一
二
二
＝
瓊
玉
集
・
三
五
五
、
二
七
八
、
六
五
六
）、『
竹
風
抄
』
に
二
首
（
一
四
三
、
九
一
一
）
に
用
い
て
い
る
。
○
秋
―
「
待
ち
ぞ
侘
び
ぬ
る
」「
偽
り
」
の
縁
で
「
飽
き
」
が
響
く
か
。
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待ま
つ
人
と
共ゝも
に
ぞ
見み
ま
し
偽いつは
り
の
な
き
世よ
な
り
せ
は
山
の
端は
の
月
一
二
八
〔
通
釈
〕　今こ
う
し
て
待
っ
て
い
る
恋
し
い
人
と
、
共
に
見
る
だ
ろ
う
に
。
こ
の
山
の
端
の
月
を
。
も
し
嘘
偽
り
の
な
い
二
人
の
中
で
あ
っ
た
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
共
に
こ
そ
花
を
も
見
め
と
待
つ
人
の
来
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
に
惜
し
き
春
か
な
（
後
撰
集
・
春
下
・
一
三
八
・
雅
正
）
偽
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
契
空
恋
を
・
三
六
〇
。
続
古
今
集
・
恋
三
・
百
首
歌
の
中
に
、
恋
を
・
一
一
四
三
。
〔
語
釈
〕　
○
山
の
端
の
月
―
男
女
が
逢
っ
て
男
が
帰
る
時
間
帯
に
西
の
山
の
稜
線
に
沈
み
ゆ
く
月
。
有
明
月
と
見
て
、
男
が
や
っ
て
き
た
時
間
帯
に
東
の
山
の
稜
線
か
ら
遅
く
昇
っ
た
月
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
〔
補
説
〕　
古
歌
二
首
を
織
り
交
ぜ
た
本
歌
取
の
手
法
は
、
実
朝
の
詠
作
に
通
う
。
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海あ
人ま
の
焚た
く
し
の
び
に
通かよ
ふ
中なか
な
れ
ば
夜よ
ふ更
け
て
と
こ
そ
頼たの
め
置を
き
つ
れ
〔
通
釈
〕　海人
が
焚
く
篠
火
な
ら
ず
忍
び
に
密
か
に
通
う
二
人
の
仲
な
の
で
、
あ
の
人
は
私
に
夜
が
更
け
て
か
ら
（
行
く
）
と
、
頼
み
に
思
わ
せ
て
置
い
た
の
だ
け
れ
ど
（
夜
更
け
て
も
あ
の
人
は
来
な
い
）。
〔
本
歌
〕　
難
波
江
の
こ
や
に
夜
更
け
て
海
人
の
焚
く
し
の
び
に
だ
に
も
逢
ふ
よ
し
も
が
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
三
三
・
読
人
不
知
。
古
今
六
帖
・
第
一
・
火
・
七
八
六
・
作
者
不
記
、
初
句
「
難
波
め
の
」）
〔
参
考
〕　
命
を
し
か
け
て
契
り
し
な
か
な
れ
ば
絶
ゆ
る
は
死
ぬ
る
心
ち
こ
そ
す
れ
（
金
葉
集
・
恋
上
・
四
〇
三
・
実
源
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
二
九
〔
語
釈
〕　
○
天
の
焚
く
し
の
び
に
通
ふ
―
「
海
人
の
焚
く
」
は
「
篠
火
」（
篠
を
燃
や
し
た
火
）
と
の
掛
詞
で
「
忍
び
」
を
起
こ
す
序
詞
。「
忍
び
に
通
ふ
」
は
、
密
か
に
通
う
意
。
先
行
例
に
「
雪
積
も
る
音
羽
の
山
は
音
絶
え
て
忍
び
に
通
ふ
松
の
下
風
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
二
一
七
〇
・
丹
後
）
が
あ
る
が
、
掛
詞
で
は
な
い
。
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い
か
に
せ
ん
無な
き
名
ぞ
と
だ
に
言い
ふ
べ
き
に
そ
れ
し
も
人
の
知し
り
ぬ
べ
き
か
な
〔
通
釈
〕　どう
し
よ
う
か
。
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
、
他
の
人
に
知
ら
れ
な
い
で
仲
が
絶
え
る
の
な
ら
ば
、
あ
り
も
し
な
い
評
判
だ
と
言
う
は
ず
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
す
ら
も
既
に
人
が
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
こ
と
だ
よ
。
〔
本
歌
〕　
人
知
れ
ず
絶
え
な
ま
し
か
ば
侘
び
つ
つ
も
無
き
名
ぞ
と
だ
に
い
は
ま
し
も
の
を
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
一
〇
・
伊
勢
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
三
一
。
〔
語
釈
〕　
○
そ
れ
―
他
人
に
知
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
無
実
の
噂
で
あ
る
と
言
い
逃
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
無
実
の
噂
だ
と
言
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
他
人
に
知
ら
れ
な
い
為
だ
と
い
う
こ
と
。
〔
補
説
〕　
本
歌
は
、
も
し
他
人
に
知
ら
れ
ず
仲
が
絶
え
る
の
な
ら
ば
悲
し
く
侘
び
て
も
、
無
実
の
噂
だ
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
に
、
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り
、
既
に
人
に
知
ら
れ
た
上
で
仲
が
絶
え
る
の
だ
と
す
れ
ば
無
実
の
噂
だ
と
さ
え
も
言
え
な
い
か
ら
よ
り
辛
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
無
実
の
噂
だ
と
言
い
た
い
が
、
そ
の
よ
う
に
言
い
な
す
こ
と
は
即
ち
、
他
人
に
知
ら
れ
な
い
で
仲
が
絶
え
る
な
ら
ば
無
実
の
噂
だ
と
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
ま
で
人
は
も
う
承
知
し
て
い
る
の
で
か
え
っ
て
、
絶
え
る
ど
こ
ろ
か
い
ま
だ
人
に
忍
ん
で
い
る
恋
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
だ
、
と
嘆
息
す
る
趣
で
あ
一
三
〇
ろ
う
。
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忍しの
び
に
と
思おも
ひ
し
中
の
あ
や
に
く
に
人
の
問と
ふ
ま
で
な
り
に
け
る
か
な
〔
通
釈
〕　密か
に
と
思
っ
た
あ
の
人
と
の
仲
が
、
あ
い
に
く
な
こ
と
に
、
他
の
人
が
恋
の
物
思
い
を
し
て
い
る
の
か
と
尋
ね
聞
く
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
も
の
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
二
二
・
兼
盛
。
百
人
一
首
・
四
〇
）
〔
参
考
〕　
寂
し
さ
は
心
と
住
み
し
山
里
の
う
ら
め
し
き
ま
で
な
り
に
け
る
か
な
（
万
代
集
・
雑
三
・
三
一
九
二
・
為
家
）
〔
語
釈
〕　
○
あ
や
に
く
に
―
あ
い
に
く
な
こ
と
に
。
〔
補
説
〕　
兼
盛
の
名
歌
を
も
ど
い
た
よ
う
な
一
首
。
127　
恨うら
み
む
と
か
ね
て
思おも
ひ
し
あ
ら
ま
し
は
逢あ
ひ
見み
ぬ
ま
で
の
つ
ら
さ
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　恨も
う
と
か
ね
て
思
っ
て
い
た
心
づ
も
り
は
、
逢
っ
て
契
ら
な
い
前
ま
で
の
恨
め
し
い
辛
さ
だ
っ
た
の
だ
。（
一
度
逢
っ
た
後
は
、
逢
え
な
い
と
、
恨
む
こ
と
す
ら
で
き
な
い
辛
さ
な
の
で
あ
っ
た
）。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
一
〔
参
考
〕　
つ
ら
さ
を
ば
恨
み
む
と
の
み
思
ひ
し
も
逢
ひ
見
る
と
き
は
忘
ら
れ
に
け
り
（
久
安
百
首
・
恋
・
二
六
九
・
教
長
。
教
長
集
・
恋
・
七
一
六
）
恨
み
む
と
思
ひ
し
こ
と
の
つ
も
り
し
は
逢
ひ
見
ぬ
ほ
ど
の
心
な
り
け
り
（
拾
玉
集
・
百
首
題　
建
久
八
年
・
初
逢
恋
・
四
五
一
八
）
〔
類
歌
〕　
一
筋
に
逢
ひ
見
ぬ
ま
で
は
恨
み
し
を
ま
た
つ
れ
な
き
ぞ
か
こ
つ
方
な
き
（
嘉
元
百
首
・
恋
・
逢
不
逢
恋
・
九
七
〇
・
為
世
）
〔
語
釈
〕　
○
か
ね
て
思
ひ
し
あ
ら
ま
し
―
以
前
か
ら
懐
い
て
い
た
心
づ
も
り
。
後
出
に
、「
住
ま
ば
や
と
か
ね
て
思
ひ
し
あ
ら
ま
し
の
末
通
り
ぬ
る
山
の
奥
か
な
」（
安
撰
集
・
雑
中
・
二
七
一
・
法
印
隆
雅
）
が
あ
る
。
○
逢
ひ
見
ぬ
ま
で
の
―
男
女
が
逢
っ
て
関
係
を
結
ぶ
以
前
の
。
〔
補
説
〕　
主
題
は
「
逢
不
逢
恋
」
だ
ろ
う
が
、
恋
歌
や
述
懐
に
や
や
屈
折
し
た
表
現
を
取
る
の
は
、
宗
尊
の
詠
作
の
一
面
で
も
あ
る
。
128　
誓ちか
ひ
て
し
こ
と
を
思おも
へ
ば
忘わす
ら
る
るゝ
身
や
憂う
き
人
の
命いのち
な
る
ら覧ん
〔
通
釈
〕　あの
人
が
私
に
（
変
わ
り
な
い
愛
情
を
）
誓
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
忘
れ
ら
れ
る
こ
の
身
（
の
生
き
長
ら
え
て
い
る
こ
と
）
が
、
私
に
つ
れ
な
い
あ
の
人
の
（
せ
め
て
死
な
な
い
で
い
る
）
命
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
忘
ら
る
る
身
を
ば
思
は
ず
誓
ひ
て
し
人
の
命
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
七
〇
・
右
近
。
百
人
秀
歌
・
三
九
。
百
人
一
首
・
三
八
）
〔
参
考
〕　
玉
の
緒
の
絶
え
て
つ
れ
な
き
憂
き
人
を
命
に
か
け
て
契
り
け
る
か
な
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
玉
恋
・
三
〇
三
一
・
鷹
司
院
帥
）
一
三
二
〔
語
釈
〕　
○
誓
ひ
て
し
こ
と
―
本
歌
や
同
じ
『
拾
遺
集
』
の
「
住
吉
の
あ
ら
人
神
に
誓
ひ
て
も
忘
る
る
君
が
心
と
ぞ
聞
く
」（
恋
四
・
八
六
九
・
読
人
不
知
）
等
か
ら
、
神
か
け
て
愛
情
を
誓
約
し
た
こ
と
を
言
う
。
違
約
す
る
と
神
罰
が
下
っ
て
命
が
な
く
な
る
と
い
っ
た
通
念
が
あ
っ
た
か
。
〔
補
説
〕　
「
長
ら
へ
て
あ
る
も
つ
ら
き
が
た
め
な
れ
ば
憂
き
や
我
が
身
の
命
な
る
ら
む
」（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
六
七
・
法
印
実
伊
）
は
、
自
身
と
相
手
を
め
ぐ
る
「
憂
き
」
こ
と
と
「
命
」
と
の
関
係
性
が
対
照
的
で
あ
る
が
、
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
。
129　
何なに
と
か
く
色
変か
は
る
ら
ん
木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ぬ
人
の
言こと
の
葉
〔
通
釈
〕　何故
こ
の
よ
う
に
色
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
葉
が
紅
葉
す
る
木
で
も
な
く
草
で
も
な
い
、
人
の
言
葉
は
。
〔
本
歌
〕　
木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ぬ
竹
の
よ
の
端
に
我
が
身
は
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
九
・
読
人
不
知
）
偽
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
三
。
瓊
玉
集
・
恋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
三
九
五
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
百
首
歌
中
に
・
一
二
七
二
。
〔
語
釈
〕　
○
言
の
葉
―
言
葉
。「
木
」「
草
」
の
縁
で
草
木
の
葉
の
意
が
掛
か
る
。
130　
あ
ぢ
き
な
や
い
つ
ま
で
物
を
思おも
へ
と
て
憂う
き
に
残のこ
れ
る
命いのち
な
る
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
三
〔
通
釈
〕　思う
に
ま
か
せ
ず
ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
。
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
恋
の
物
思
い
を
せ
よ
と
い
う
の
で
、
こ
ん
な
に
も
憂
く
辛
い
の
に
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
我
が
命
な
の
だ
ろ
う
か
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
九
九
。
新
後
撰
集
・
恋
二
・（
題
し
ら
ず
）・
八
六
二
、
初
句
「
あ
ぢ
き
な
く
」。
〔
語
釈
〕　
○
あ
ぢ
き
な
や
―
自
分
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
釈
然
と
し
な
い
む
な
し
さ
を
詠
嘆
す
る
句
。「
あ
ぢ
き
な
や
我
が
名
は
立
ち
て
唐
衣
身
に
も
な
ら
さ
で
や
み
ぬ
べ
き
か
な
」（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
三
・
読
人
不
知
）
が
勅
撰
集
の
初
例
。
○
物
を
思
へ
と
て
―
「
物
思
へ
と
て
」
と
も
言
う
。「
逢
ふ
ま
で
の
恋
ぞ
い
の
り
に
な
り
に
け
る
年
月
長
き
物
思
へ
と
て
」（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
八
五
・
為
家
）
が
宗
尊
に
身
近
な
先
例
。
ち
な
み
に
、
こ
の
歌
の
第
二
句
は
、「
恋
ぞ
い
の
ち
に
」
の
異
文
が
あ
る
。
→
94
。
〔
補
説
〕　
「
思
ひ
侘
び
さ
て
も
命
は
あ
る
も
の
を
憂
き
に
堪
へ
ぬ
は
涙
な
り
け
り
」（
千
載
集
・
恋
三
・
八
一
八
・
道
因
）
が
微
か
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
。
雑
131　
葦あし
た
づ
の
鳴な
く
音ね
も
澄す
み
て
更ふ
く
る
夜
に
月
傾かたふ
き
ぬ
和わ
か歌
の
松まつ
は
ら原
〔
通
釈
〕　
雑
葦
た
づ
の
鶴
が
鳴
く
声
も
月
と
共
に
澄
ん
で
吹
け
て
い
く
夜
に
、
そ
の
月
は
和
歌
の
松
原
に
傾
い
て
し
ま
っ
た
よ
。
〔
本
歌
〕　
妹
に
恋
ひ
わ
か
の
松
原
見
渡
せ
ば
潮
干
の
潟
に
た
づ
な
き
渡
る
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
天
平
十
二
年
十
月
、
伊
勢
国
に
み
ゆ
き
一
三
四
し
た
ま
ひ
け
る
時
・
八
九
七
・
聖
武
天
皇
）
〔
影
響
〕　
葦
た
づ
の
潮
干
の
声
も
曙
の
波
に
分
か
る
る
和
歌
の
松
原
（
雪
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
春
日
社
法
楽
大
永
五
年
二
月
・
雑
八
・
原
・
四
三
二
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
三
七
。
〔
語
釈
〕　
○
葦
た
づ
―
鶴
の
雅
語
。
多
く
葦
の
生
え
る
辺
り
に
鶴
が
い
る
こ
と
に
よ
る
。
○
和
歌
の
松
原
―
伊
勢
国
の
歌
枕
。
所
在
未
詳
。「
和
歌
」
の
字
の
当
否
は
不
明
。
本
歌
の
原
歌
の
原
文
は
「
吾
乃
松
原
」
で
西
本
願
寺
本
傍
訓
は
「
わ
が
の
ま
つ
ば
ら
」、
現
行
訓
「
あ
が
の
ま
つ
ば
ら
」。
そ
の
左
注
に
「
吾
松
原
在
二
三
重
郡
一
」
と
あ
り
、
三
重
県
四
日
市
市
の
南
か
ら
三
重
郡
楠
町
（
鈴
鹿
川
河
口
）
ま
で
の
間
に
比
定
さ
れ
る
と
い
う
。
○
鳴
く
音
も
澄
み
て
―
「
も
」
は
並
列
で
、「
月
」
も
澄
み
鶴
の
鳴
き
声
も
澄
ん
で
、
と
い
う
こ
と
。
132　
吹ふ
く
風
の
鳴なる
尾を
に
立た
て
る
一ひと
つ
松
寂さひ
し
く
も
あ
る
か
友とも
な
し
に
し
て
〔
通
釈
〕　吹く
風
が
鳴
る
、
鳴
尾
に
立
っ
て
い
る
一
本
松
は
、
な
ん
と
寂
し
い
こ
と
か
、
友
が
い
な
く
て
。
〔
本
歌
〕　
一
つ
松
幾
代
か
経
ぬ
る
吹
く
風
の
声
の
澄
め
る
は
年
深
き
か
も
（
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
一
〇
四
一
・
市
原
王
）
う
ち
つ
け
に
寂
し
く
も
あ
る
か
紅
葉
葉
も
主
な
き
宿
は
色
な
か
り
け
り
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
四
八
・
能
有
）
〔
参
考
〕　
梓
弓
磯
部
に
立
て
る
一
つ
松
あ
な
つ
れ
づ
れ
げ
友
な
し
に
し
て
（
金
槐
集
・
雑
・
物
詣
で
し
侍
り
し
磯
の
ほ
と
り
に
松
一
本
あ
り
し
を
見
て
よ
め
る
・
五
八
七
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
五
〔
影
響
〕　
波
間
よ
り
見
ゆ
る
小
島
の
一
つ
松
わ
れ
も
年
経
ぬ
友
な
し
に
し
て
（
玉
葉
集
・
雑
二
・
島
松
を
よ
め
る
・
二
〇
九
六
・
雅
有
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
四
三
八
。
夫
木
抄
・
巻
二
十
九
・
松
・
御
集
・
一
三
七
六
九
。
〔
語
釈
〕　
○
鳴
尾
―
「
吹
く
風
の
鳴
る
」
か
ら
「
な
る
」
を
掛
詞
に
摂
津
国
の
歌
枕
「
鳴
尾
」
へ
鎖
る
。「
鳴
尾
」
は
、
現
在
の
兵
庫
県
西
宮
市
の
武
庫
川
河
口
右
岸
辺
り
。
○
友
な
し
に
し
て
―
参
考
の
実
朝
詠
の
本
歌
「
草
香
江
の
入
江
に
あ
さ
る
葦
た
づ
の
あ
な
た
づ
た
づ
し
友
な
し
に
し
て
」（
巻
四
・
相
聞
・
五
七
五
・
旅
人
）
等
（
他
に
五
五
五
の
一
首
）、『
万
葉
』
以
来
の
句
。
〔
補
説
〕　
「
鳴
尾
」
の
「
一
つ
松
」
を
詠
む
基
は
、「
鳴
尾
に
松
の
木
一
本
た
て
り
」
と
詞
書
す
る
俊
頼
の
「
鳴
尾
な
る
友
な
き
松
の
つ
れ
づ
れ
と
一
人
も
暮
に
立
て
り
け
る
か
な
」（
散
木
奇
歌
集
・
雑
上
・
一
三
八
七
）
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
清
輔
の
「
あ
り
へ
じ
と
思
ひ
な
る
尾
の
一
つ
松
た
ぐ
ひ
な
く
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ
」（
清
輔
集
・
述
懐
百
首
の
う
ち
に
・
三
八
二
）
や
覚
性
法
親
王
の
「
時
鳥
来
鳴
く
鳴
尾
の
一
つ
松
声
の
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
出
感
集
・
夏
・
松
上
郭
公
・
一
九
二
）
が
詠
ま
れ
、
登
蓮
に
も
「
憂
し
と
の
み
思
ひ
な
る
尾
の
一
つ
松
ま
た
た
ぐ
ひ
な
き
歎
き
を
ぞ
す
る
」（
登
蓮
恋
百
首
・
九
三
）
の
作
が
あ
る
。
続
い
て
、
慈
円
は
「
我
が
身
こ
そ
鳴
尾
に
立
て
る
一
つ
松
よ
く
も
あ
し
く
も
ま
た
た
ぐ
ひ
な
し
」（
拾
玉
集
・
一
日
百
首
〔
建
久
元
年
四
月
〕・
松
・
九
五
六
）
と
詠
み
、
恐
ら
く
は
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
良
経
も
「
友
と
見
よ
鳴
尾
に
立
て
る
一
つ
松
夜
な
夜
な
我
も
さ
て
過
ぐ
る
身
ぞ
」（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
〔
建
久
元
年
十
二
月
〕・
寄
松
恋
・
一
六
六
）
と
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
に
近
い
例
と
し
て
は
、「
い
か
に
せ
ん
あ
は
れ
な
る
尾
の
一
つ
松
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
も
の
思
ふ
身
を
」（
現
存
六
帖
・
ま
つ
・
五
一
六
・
前
摂
政
家
民
部
卿
）
が
あ
る
。
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
に
か
け
て
、「
鳴
尾
」
の
「
一
つ
松
」
を
詠
む
小
さ
な
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
該
歌
も
そ
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
133　
鶴つる
し
ま島
の
岬みさき
の
波なみ
や
高たか
かゝ
ら
し
得え
な
つ
名
津
の
方かた
に
舟ふね
寄よ
す
る
見
ゆ
一
三
六
〔
通
釈
〕　
（
淡
路
の
）
鶴
島
の
岬
の
波
が
高
い
ら
し
い
の
か
。（
難
波
の
）
得
名
津
の
方
に
舟
が
寄
せ
る
の
が
見
え
る
。
〔
参
考
〕　
住
吉
の
得
名
津
に
立
ち
て
見
渡
せ
ば
武
庫
の
浦
よ
り
出
づ
る
舟
人
（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
一
〇
二
二
・
読
人
不
知
。
五
代
集
歌
枕
・
え
な
つ
同
〔
摂
津
国
〕・
一
六
八
四
・
黒
人
。
和
歌
初
学
抄
・
二
四
五
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
八
三
・
黒
人
、
初
句
「
住
の
江
の
」
四
句
「
武
庫
の
泊
ま
り
を
」）
風
を
い
た
み
沖
つ
白
波
高
か
ら
し
海
人
の
釣
り
舟
浜
に
帰
り
ぬ
（
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
九
四
・
角
麿
。
玉
葉
集
・
雑
二
・
二
〇
九
八
・
読
人
不
知
）
天
の
河
岩
越
す
浪
や
高
か
ら
し
空
に
ぞ
渡
す
鵲
の
橋
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
秋
・
七
夕
付
後
朝
・
二
一
一
・
千
手
丸
）
〔
語
釈
〕　
○
鶴
島
の
岬
―
『
日
本
城
郭
大
系
第
12
巻
』（
昭
五
六
・
三
、
新
人
物
往
来
社
）
の
「
鶴
島
城
」
の
項
目
（
山
本
幸
夫
）
に
よ
る
と
、「
鶴
島
」
は
淡
路
島
の
南
端
現
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
（
旧
三
原
郡
南
淡
町
）「
福
良
の
西
方
町
は
ず
れ
、
湾
内
に
突
き
出
た
岬
の
部
分
に
あ
る
が
、
岬
の
頂
に
城
跡
が
あ
る
」
の
が
「
鶴
島
城
」
だ
と
い
う
。
ま
た
同
項
目
は
、「
源
平
争
覇
の
頃
、
加
茂
冠
者
義
次
と
淡
路
冠
者
義
久
の
兄
弟
が
在
城
し
、
平
氏
の
勢
力
に
対
抗
し
て
籠
城
し
た
が
、
平
教
経
が
兵
船
で
押
し
寄
せ
た
た
め
、
兄
弟
は
討
た
れ
て
落
城
し
た
と
い
う
。
こ
の
攻
防
戦
は
『
源
平
盛
衰
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鶴
島
城
と
結
び
つ
け
る
た
め
の
確
証
に
は
な
ら
な
い
」
と
も
す
る
。
こ
れ
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
「
鶴
島
城
」
の
名
前
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
も
、「
鶴
島
城
」
の
名
前
は
見
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
鶴
島
城
」
の
史
跡
が
あ
る
岬
を
言
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
湾
入
部
が
今
の
福
良
港
で
、
そ
こ
か
ら
西
南
西
に
延
び
る
門
崎
か
、
南
南
西
に
延
び
る
押
登
岬
の
何
れ
か
を
言
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
○
得
名
津
―
「
榎
津
」
と
も
書
く
。
摂
津
国
の
所
名
。
住
吉
郡
五
郷
の
一
つ
。
現
大
阪
湾
の
東
岸
部
、
大
阪
市
住
吉
区
の
大
和
川
河
口
付
近
に
あ
た
る
と
い
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
七
〔
補
説
〕　
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
「
鶴
島
の
岬
」
を
宗
尊
が
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
、
詠
ま
れ
る
こ
と
希
な
「
得
名
津
」
と
共
に
そ
れ
ら
の
地
勢
を
宗
尊
が
ど
れ
程
理
解
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
船
舶
が
淡
路
島
南
端
付
近
の
波
浪
か
ら
大
阪
湾
東
岸
部
に
避
難
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
所
名
の
関
係
性
と
し
て
は
全
く
無
縁
で
も
な
く
、
和
歌
の
趣
向
と
し
て
は
成
立
し
な
く
も
な
い
と
言
え
る
。
134　
か
く
ば
か
り
馴な
れ
け
ん
こ
と
も
悔くや
し
き
や
別わか
れ
を
嘆なけ
く
あ
ま
り
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　これ
ほ
ど
ま
で
、（
人
に
）
馴
れ
親
し
ん
だ
こ
と
も
か
え
っ
て
悔
し
い
の
は
、
別
れ
を
嘆
く
あ
ま
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
悔
し
く
ぞ
久
し
く
人
に
馴
れ
に
け
る
別
れ
も
深
く
悲
し
か
り
け
り
（
長
秋
草
・〔
妻
美
福
門
院
加
賀
の
追
悼
歌
〕・
一
七
二
）
偽
り
と
か
つ
知
り
な
が
ら
今
日
ま
で
に
頼
む
や
恋
の
あ
ま
り
な
る
ら
む
（
万
代
集
・
恋
二
・
二
〇
九
七
・
顕
輔
。
続
古
今
集
・
恋
二
・
一
〇
五
四
）
〔
語
釈
〕　
○
別
れ
―
人
と
の
死
別
か
。
○
あ
ま
り
な
る
―
「
あ
ま
り
な
り
」
は
、
度
を
過
ぎ
て
い
る
さ
ま
、
ひ
ど
す
ぎ
る
さ
ま
を
表
す
形
容
動
詞
。
135　
臥ふ
し
侘わ
び
ぬ
い
か
に
寝ね
し
よ
り
草
枕まくら
故ふる
さ
と郷
人
も
夢ゆめ
に
見み
え
け
ん
一
三
八
〔
通
釈
〕　どう
し
て
も
臥
し
か
ね
て
し
ま
う
よ
。
こ
の
旅
寝
の
草
枕
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
寝
た
時
か
ら
、
故
郷
の
人
が
夢
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
宵
宵
に
枕
さ
だ
め
む
方
も
な
し
い
か
に
寝
し
夜
か
夢
に
見
え
け
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
い
か
に
ぞ
と
思
ひ
や
す
ら
ん
今
夜
こ
そ
故
郷
人
の
夢
に
見
え
つ
れ
（
為
家
集
・
雑
・
建
長
五
・
一
七
九
二
）
〔
類
歌
〕　
故
郷
を
思
ひ
出
で
つ
つ
草
枕
な
ら
は
ぬ
床
に
臥
し
ぞ
か
ね
ぬ
る
（
宝
治
百
首
・
雑
・
旅
宿
・
三
八
一
一
・
資
季
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
二
五
、
二
句
「
い
か
に
ね
し
よ
か
」。
〔
語
釈
〕　
○
臥
し
侘
び
ぬ
―
「
侘
び
」
は
補
助
動
詞
「
侘
ぶ
」
で
、
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
気
に
な
れ
な
い
、
し
よ
う
と
し
て
も
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
の
意
。「
臥
し
侘
び
ぬ
篠
の
小
笹
の
か
り
枕
は
か
な
の
露
や
一
よ
ば
か
り
に
」（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
一
・
有
家
）
等
、
新
古
今
前
夜
か
ら
詠
ま
れ
始
め
た
句
。
〔
補
説
〕　
第
二
句
が
『
瓊
玉
集
』
の
形
の
場
合
、
第
二
句
以
下
は
「
こ
の
旅
寝
の
草
枕
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
寝
た
夜
に
、
故
郷
の
人
が
夢
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
意
味
に
な
る
か
。
136　
富ふ
し士
の
嶺ね
や
い
か
に
思
ひ・
の
燃も
え
初そ
め
て
雪ゆき
に
も
消け
た
ぬ
煙けふり
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　富士
の
嶺
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
「
思
ひ
」
の
「
火
」
が
燃
え
始
め
て
、
雪
に
も
消
す
こ
と
の
な
い
煙
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
、
私
の
心
に
ど
の
よ
う
に
「
思
ひ
」
の
「
火
」
が
く
す
ぶ
り
始
め
て
、
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
虛
し
い
煙
と
な
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
三
九
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
富
士
の
嶺
の
な
ら
ぬ
思
ひ
に
燃
え
ば
燃
え
神
だ
に
消
た
ぬ
空
し
煙
を
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
二
八
）
〔
参
考
〕　
飛
ぶ
蛍
何
の
思
ひ
に
燃
え
初
め
て
夜
は
あ
ら
は
に
身
を
焦
が
す
ら
ん
（
為
家
集
・
夏
・
夏
寛
喜
元
年
・
四
四
三
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
四
五
。
〔
語
釈
〕　
○
富
士
の
嶺
―
駿
河
国
の
歌
枕
。
富
士
山
。
○
思
ひ
―
「
ひ
」
に
「
燃
え
」「
消
た
ぬ
」「
煙
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
こ
こ
も
、
前
歌
同
様
に
恋
で
は
な
く
述
懐
の
思
い
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
主
旨
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
富
士
の
絶
え
ず
消
え
な
い
煙
に
寄
せ
て
、
そ
の
よ
う
に
自
分
の
物
思
い
は
ど
の
よ
う
に
思
い
始
め
て
、
消
え
ず
に
燻
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
述
懐
し
よ
う
と
し
た
一
首
で
あ
ろ
う
か
。
137　
山やま
さ
と里
も
住す
み
憂う
く
な
り
ぬ
い
づ
ち
ま
た
あ
く
が
れ
初そ
む
る
心
な
る
ら
む
〔
通
釈
〕　憂き
世
よ
り
は
住
み
よ
か
っ
た
山
里
ま
で
も
、
住
み
辛
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
に
ま
た
さ
ま
よ
い
出
始
め
る
我
が
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
山
里
は
物
の
わ
び
し
き
こ
と
こ
そ
あ
れ
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み
よ
か
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
四
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
憂
し
と
て
も
ま
た
は
い
づ
ち
か
あ
く
が
れ
ん
山
よ
り
深
き
住
み
か
な
け
れ
ば
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
二
七
六
三
・
忠
良
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
五
三
。
〔
語
釈
〕　
○
い
づ
ち
ま
た
―
珍
し
い
句
。
先
行
例
に
「
お
の
が
す
む
堅
田
の
千
鳥
い
づ
ち
ま
た
め
ぐ
り
あ
ふ
み
の
浦
つ
た
ふ
ら
ん
」（
百
一
四
〇
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
一
〇
六
・
寂
西
）
が
あ
る
が
、
他
に
は
宗
尊
の
別
の
一
首
「
い
づ
ち
ま
た
あ
く
が
れ
よ
と
て
山
里
の
心
浮
か
る
る
秋
の
来
ぬ
ら
む
」（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
山
家
早
秋
・
一
四
八
）
が
目
に
付
く
程
度
。
○
あ
く
が
れ
初
む
る
―
俊
頼
の
「
あ
し
火
た
く
ま
や
の
す
み
か
は
世
の
中
を
あ
く
が
れ
初
む
る
か
ど
で
な
り
け
り
」（
散
木
奇
歌
集
時
雨
亭
文
庫
本
・
六
一
七
。
田
上
集
・
五
五
、
二
句
「
山
の
住
み
か
は
」）
が
早
い
が
、
よ
り
直
接
に
は
家
隆
の
「
花
の
香
も
谷
の
戸
出
づ
る
山
風
に
あ
く
が
れ
初
む
る
鶯
の
声
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
。
壬
二
集
・
一
六
九
四
）
に
学
ぶ
か
。
宗
尊
は
後
に
「
そ
こ
と
な
き
風
の
た
よ
り
の
花
の
香
に
あ
く
が
れ
初
む
る
春
の
曙
」（
本
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
春
・
六
四
八
）
と
い
う
こ
の
家
隆
詠
に
負
っ
た
作
を
も
の
し
て
い
る
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
す
る
が
、
参
考
の
忠
良
詠
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
よ
う
か
。
作
者
忠
良
は
そ
し
て
宗
尊
も
、
貫
之
の
「
我
が
心
春
の
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
な
が
な
が
し
日
を
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
八
一
。
亭
子
院
歌
合
・
一
四
他
）
を
微
か
に
で
も
意
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
忠
良
詠
の
よ
う
な
歌
境
の
先
蹤
に
は
、
道
命
の
「
故
郷
の
住
み
憂
か
り
し
に
あ
く
が
れ
て
い
づ
ち
と
も
な
き
旅
を
ゆ
く
か
な
」（
道
命
阿
闍
梨
集
・
旅
・
一
五
七
）
が
あ
る
。『
万
代
集
』（
雑
四
・
三
四
二
八
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宗
尊
が
こ
れ
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
残
ろ
う
。
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衣きぬ
衣〳〵
の
別わか
れ
も
知し
ら
ぬ
寝ね
さ覚
め
に
も
な猶ほ
つ
れ
な
き
は
有あり
あ
け明
の
月
〔
通
釈
〕　男女
の
後
朝
の
別
れ
も
関
係
の
な
い
夜
寝
て
の
目
覚
め
に
も
、
や
は
り
薄
情
に
見
え
る
の
は
有
明
の
月
だ
。
〔
本
歌
〕　
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
四
一
〔
参
考
〕　
衣
衣
の
別
れ
し
な
く
は
憂
き
も
の
と
言
は
で
ぞ
見
ま
し
有
明
の
月
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
三
〇
・
為
氏
）
有
明
を
つ
れ
な
し
と
だ
に
な
ら
は
ね
ば
別
れ
を
知
ら
ぬ
暁
ぞ
憂
き
（
河
合
社
歌
合
寛
元
元
年
十
一
月
・
不
遇
恋
・
四
六
・
）
夜
や
更
く
る
月
や
遅
き
と
な
が
め
て
も
な
ほ
つ
れ
な
き
は
山
の
端
の
空
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
秋
・
七
六
七
。
同
・
向
山
待
月
・
一
三
四
八
）
む
ば
玉
の
夜
半
の
雪
を
ば
知
ら
ず
と
も
寝
覚
め
て
も
見
よ
有
明
の
月
（
秋
風
集
・
雑
上
・
一
一
三
八
・
下
野
。
四
条
宮
下
野
集
・
一
七
九
）
〔
語
釈
〕　
○
衣
衣
の
別
れ
―
契
っ
た
翌
朝
に
女
の
許
か
ら
男
が
帰
る
別
れ
。
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慰なく
め
ぬ
月
を
憂う
き
世
の
外ほか
ぞ
と
は
偽いつは
り
し
け
る
人
や
言い
ひ
け
む
〔
通
釈
〕　眺め
て
も
心
を
慰
め
る
こ
と
の
な
い
月
を
、
憂
く
辛
い
世
の
埒
外
を
巡
り
行
く
の
だ
（
そ
れ
で
眺
め
る
と
慰
め
ら
れ
る
）
と
は
、
嘘
偽
り
を
な
し
た
人
が
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
な
が
む
る
に
物
思
ふ
こ
と
の
慰
む
は
月
は
憂
き
世
の
外
よ
り
や
行
く
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
め
に
お
く
れ
て
侍
り
け
る
こ
ろ
、
月
を
見
侍
り
て
・
四
三
四
・
大
江
為
基
）
〔
参
考
〕　
宮
居
せ
し
そ
の
は
じ
め
に
も
石
上
ふ
る
の
社
と
人
や
言
ひ
け
ん
（
万
代
集
・
神
祇
・
一
五
五
六
・
経
家
。
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
二
二
八
。
経
家
集
・
同
〔
右
大
臣
家
〕
百
首
に
、
神
祇
・
九
一
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
雑
・
五
八
三
。）
〔
類
歌
〕　
慰
め
ぬ
我
に
て
知
り
ぬ
世
の
人
も
か
く
や
見
る
ら
ん
秋
の
夜
の
月
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
九
）
一
四
二
〔
語
釈
〕　
慰
め
ぬ
―
他
動
詞
「
慰
む
」
の
打
消
。
気
持
ち
を
晴
ら
さ
な
い
。
→
488
。
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い
か
に
見み
て
思
ひ・
定さた
め
ん
現うつゝ
と
も
夢ゆめ
と
も
な
き
は
こ
の
世よ
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
ど
の
よ
う
に
見
て
、
現
実
と
夢
と
を
判
断
し
よ
う
か
。
現
実
で
あ
る
と
も
夢
で
あ
る
と
も
、
そ
の
別
が
な
い
の
は
、
こ
の
世
の
中
で
あ
っ
た
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
は
夢
か
現
か
現
と
も
夢
と
も
知
ら
ず
あ
り
て
な
け
れ
ば
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
長
き
夜
の
夢
の
う
ち
に
て
見
る
夢
は
い
づ
れ
現
と
い
か
で
定
め
ん
（
堀
河
百
首
・
雑
・
夢
・
一
五
四
八
・
永
縁
。
後
葉
首
湯
集
・
雑
一
・
四
九
〇
、
結
句
「
い
か
が
定
め
む
」。
続
詞
花
集
・
雑
下
・
九
一
五
、
結
句
同
上
）
現
を
も
現
と
い
か
が
定
む
べ
き
夢
に
も
夢
を
見
ず
は
こ
そ
あ
ら
め
（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
二
八
・
季
通
。
久
安
百
首
・
無
常
・
四
九
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
九
五
。
続
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
・
一
二
七
〇
。
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今いま
の
世よ
に
伝つた
え
て
聞き
け
ば
い
に
し
へ
の
人ひと
の
心
は
情なさ
け
あ
り
け
り
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
四
三
〔
通
釈
〕　今の
世
の
中
に
ま
で
伝
え
聞
く
と
、
往
時
の
人
の
心
は
情
け
が
あ
る
の
だ
っ
た
な
。
〔
参
考
〕　
今
も
ま
た
花
を
し
見
れ
ば
い
に
し
へ
の
人
の
心
ぞ
身
に
知
ら
れ
け
る
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
九
三
・
実
氏
。
宝
治
百
首
・
春
・
見
花
・
五
二
三
、
結
句
「
見
に
知
ら
れ
ぬ
る
」。
万
代
集
・
春
下
・
三
一
七
）
何
事
も
昔
を
聞
く
は
情
け
あ
り
て
ゆ
ゑ
あ
る
さ
ま
に
偲
ば
る
る
か
な
（
山
家
集
・
雑
・
七
一
五
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
七
五
二
・
西
行
。
二
句
「
昔
と
聞
く
は
」）
情
け
あ
り
し
昔
の
み
な
ほ
偲
ば
れ
て
な
が
ら
へ
ま
う
き
世
に
も
経
る
か
な
（
山
家
集
・
雑
・
七
一
三
。
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
五
五
六
。
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
四
二
・
西
行
）
人
心
情
け
あ
り
け
む
昔
だ
に
あ
ら
ば
や
今
は
世
を
も
頼
ま
ん
（
壬
二
集
・
恋
・
恋
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
り
し
時
・
二
七
四
七
）
〔
補
説
〕　
紀
淑
望
の
『
古
今
集
』
真
名
序
の
一
節
「
古
へ
の
天
子
、
良
辰
美
景
に
あ
る
毎
に
、
侍
臣
に
詔
し
て
、
宴
莚
に
預
る
者
を
し
て
和
歌
を
献
ら
し
む
。
君
臣
の
情
、
斯
れ
に
由
り
て
見
つ
べ
く
、
賢
愚
の
性
、
於
是
に
相
分
る
」（
原
漢
文
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
読
み
下
し
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、「
い
に
し
へ
の
人
」
は
『
古
今
集
』
か
ら
見
た
「
い
に
し
へ
」
の
「
君
臣
」
で
あ
り
、「
情
け
」
は
彼
ら
の
和
歌
へ
の
意
志
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
142　
世よ
に
経ふ
れ
ば
憂う
き
節ふし
繁しけ
き
笹さゝ
竹
の
そ
の
名
も
辛つら
き
我
が・
身
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　この
世
に
生
き
て
い
る
と
、
憂
く
辛
い
時
節
が
、
節
が
多
く
繁
る
笹
竹
の
節
の
よ
う
に
多
く
て
、
そ
の
笹
竹
の
名
、
竹
園
の
親
王
で
一
四
四
あ
る
こ
と
さ
え
も
辛
い
我
が
身
で
あ
っ
た
よ
。
〔
本
歌
〕　
世
に
経
れ
ば
こ
と
の
葉
繁
き
呉
竹
の
憂
き
ふ
し
ご
と
に
鶯
ぞ
な
く
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
八
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
六
五
、
二
句
「
憂
き
こ
と
繁
き
」。
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
節
繁
き
笹
竹
の
―
「
憂
き
節
繁
き
」
か
ら
「
節
繁
き
」
を
重
ね
て
「
節
繁
き
笹
竹
の
」
へ
鎖
る
。「
節
」
は
時
節
・
折
節
の
意
に
「
笹
竹
」
の
節
の
意
が
掛
か
る
。
○
そ
の
名
―
前
句
を
承
け
て
「
笹
竹
」
の
名
、
と
い
う
こ
と
。「
笹
竹
の
」
は
「
大
宮
人
」
の
枕
詞
だ
が
、
そ
れ
は
禁
中
を
「
竹
園
」
と
言
う
こ
と
が
由
来
と
い
う
。
そ
の
「
竹
園
」
は
ま
た
、
皇
族
や
親
王
・
皇
子
を
も
言
う
。
こ
こ
で
は
、
宗
尊
の
親
王
た
る
こ
と
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
宗
尊
親
王
三
百
』
は
、「
東
関
竹
園
三
百
首
」
と
も
い
う
の
で
あ
り
、
源
承
『
和
歌
口
伝
』
で
は
、「（
真
観
）
都
に
の
ぼ
り
て
、
竹
園
の
仰
せ
と
て
、
同
じ
心
な
る
人
に
撰
者
に
加
は
る
」、「
竹
園
の
御
歌
、
新
古
今
時
の
御
製
に
ま
さ
る
御
事
い
か
が
と
て
」、「
竹
園
よ
り
も
度
々
仰
せ
ら
る
る
旨
あ
り
て
」
と
、
宗
尊
を
「
竹
園
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
〔
補
説
〕　
関
東
の
将
軍
に
な
っ
た
宗
尊
の
、
親
王
た
る
身
分
に
対
す
る
苦
悶
の
述
懐
。
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治おさ
ま
れ
る
御
代
に
は
捨す
て
ぬ
道みち
な
れ
ば
い
と
も
か
し
こ
し
和
歌
の
浦うら
風
〔
本
文
〕　
○
な
れ
ば
―
底
本
は
「
な
れ
〃とは
」（「
と
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
「
は
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　治ま
っ
て
い
る
御
代
で
は
、
捨
て
る
こ
と
の
な
い
和
歌
の
道
で
あ
る
の
で
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
畏
れ
多
い
よ
。
和
歌
の
浦
を
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
に
、
和
歌
の
風
は
あ
ま
ね
く
世
に
行
き
渡
っ
て
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
四
五
〔
参
考
〕　
君
が
代
の
た
め
し
は
こ
れ
か
四
方
の
海
の
浪
を
を
さ
む
る
和
歌
の
浦
風
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
四
一
〇
・
雅
経
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
〇
六
。
二
句
「
御
代
に
は
朽
ち
ぬ
」。
〔
語
釈
〕　
○
御
代
―
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
は
、
宗
尊
の
弟
亀
山
天
皇
代
。
た
だ
し
、
実
際
の
治
天
の
君
た
る
父
帝
後
嵯
峨
院
を
念
頭
に
置
い
て
い
よ
う
か
。
○
捨
て
ぬ
―
主
語
に
は
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
が
想
定
さ
れ
る
。
既
に
『
続
後
撰
集
』
を
撰
定
さ
せ
て
い
る
後
嵯
峨
院
の
和
歌
に
対
す
る
姿
勢
を
、
具
体
的
に
表
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
い
と
も
か
し
こ
し
―
『
拾
遺
集
』
の
「
勅
な
れ
ば
い
と
も
か
し
こ
し
鶯
の
宿
は
と
問
は
ば
い
か
が
答
へ
む
」（
雑
下
・
五
三
一
・
家
主
の
女
）
と
「
待
て
と
い
は
ば
い
と
も
か
し
こ
し
花
山
に
し
ば
し
と
鳴
か
ん
鳥
の
音
も
が
な
」（
雑
春
・
一
〇
四
三
・
遍
昭
）
が
原
拠
。
○
和
歌
の
浦
風
―
紀
伊
国
の
歌
枕
「
和
歌
の
浦
」（
→
458
）
を
吹
く
「
風
」。
和
歌
の
風
習
や
風
儀
あ
る
い
は
風
情
と
い
っ
た
意
味
を
寓
意
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
本
文
奥
の
真
観
の
歌
「
老
い
て
か
く
藻
塩
に
玉
ぞ
や
つ
れ
ぬ
る
浪
は
神
代
の
和
歌
の
浦
風
」
は
、
該
歌
に
応
じ
た
も
の
の
よ
う
に
も
読
め
る
。
柳
葉
和
歌
集
巻
第
二
　
　
　
弘
長
二
年
、
院
よ
り
人
々
に
召め
さ
れ
し
百
首
歌
の
題
に
て
、
読
み・
て
た
て
ま
つ
り
し
　
　
　
春
初
春
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四よ
も方
の
海うみ
風
収おさ
ま
り
て
ひ
さ
か
た
の
光ひかり
の
ど
け
き
春
は
来き
に
け
り
一
四
六
〔
通
釈
〕弘
長
二
年
、
後
嵯
峨
院
か
ら
人
々
に
対
し
て
召
さ
れ
た
百
首
歌
の
題
に
よ
っ
て
、
詠
ん
で
奉
っ
た
（
歌
）
　
　
　
春
　
　
　
　
初
春
　
　
四
方
の
海
は
風
が
収
ま
っ
て
、
光
が
の
ど
か
な
春
は
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
（
古
今
集
・
春
下
・
八
四
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
君
が
代
の
た
め
し
は
こ
れ
か
四
方
の
海
の
波
を
を
さ
む
る
和
歌
の
浦
風
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
四
一
〇
・
雅
経
）
ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
か
に
桜
花
散
ら
で
ぞ
に
ほ
ふ
春
の
山
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
三
・
四
四
六
・
家
隆
。
壬
二
集
・
五
一
五
。
新
後
撰
集
・
春
下
・
八
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
二
年
、
院
よ
り
人
々
に
召
さ
れ
し
百
首
歌
の
題
―
『
弘
長
百
首
』
の
題
に
重
な
る
。
同
じ
百
首
歌
に
つ
い
て
『
瓊
玉
集
』
で
は
「
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
後
嵯
峨
院
が
七
人
の
歌
人
に
詠
ま
せ
た
応
制
百
首
『
弘
長
百
首
』
の
題
に
従
っ
て
、
宗
尊
が
翌
弘
長
二
年
冬
に
詠
進
し
た
百
首
歌
の
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
春
一
四
題
・
二
〇
首
夏
七
題
・
一
〇
首
、
秋
一
五
題
・
二
〇
首
、
恋
九
題
・
二
〇
首
、
雑
一
七
題
二
〇
首
。
本
集
に
は
、
六
二
題
・
八
五
首
（
春
一
三
題
・
一
七
首
、
夏
六
題
・
九
首
、
秋
一
三
題
・
一
七
首
、
冬
七
題
・
八
首
、
恋
八
題
・
一
六
首
、
雑
一
五
題
・
一
八
首
）
が
現
存
す
る
。
○
ひ
さ
か
た
の
―
「
光
」
の
枕
詞
。
霞
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春
来き
て
は
霞かすみ
ぞ
埋うつ
む
白しら
雪ゆき
の
降ふ
り
隠かく
し
て
し
峰みね
の
松
原はら
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
四
七
〔
通
釈
〕　
霞
春
が
来
て
、
冬
に
は
白
雪
が
降
っ
て
隠
し
て
し
ま
っ
た
峰
の
松
原
を
、
今
度
は
霞
が
埋
み
隠
し
て
い
る
こ
と
よ
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
霞
を
・
六
。
続
古
今
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
の
百
首
に
、
霞
を
・
四
二
。
題
林
愚
抄
・
春
一
・
霞
・
一
二
七
。
〔
語
釈
〕　
○
霞
ぞ
埋
む
―
→
補
説
。
○
降
り
隠
し
て
し
―
「
踏
み
分
け
て
さ
ら
に
や
訪
は
む
紅
葉
葉
の
降
り
隠
し
て
し
道
と
見
な
が
ら
」
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
八
・
読
人
不
知
）
に
遡
源
す
る
句
。
こ
れ
を
本
歌
に
し
た
「
春
は
ま
た
さ
ら
に
来
に
け
り
白
雪
の
降
り
隠
し
て
し
道
は
な
け
れ
ど
」（
為
家
千
首
・
春
・
五
五
）
に
倣
う
か
。
○
峰
の
松
原
―
山
の
峰
に
群
生
す
る
松
林
を
言
う
。「
と
き
は
な
る
峰
の
松
原
春
来
と
も
霞
立
た
ず
は
い
か
で
知
ら
ま
し
」（
重
之
集
・
二
二
七
）
や
「
冬
来
て
も
ま
た
一
し
ほ
の
色
な
れ
や
紅
葉
に
残
る
峰
の
松
原
」（
拾
遺
愚
草
・
二
四
三
三
）
な
ど
、
季
節
に
色
を
変
え
な
い
様
が
詠
ま
れ
る
。
こ
こ
は
、
そ
の
常
緑
を
覆
い
隠
す
冬
の
雪
と
春
の
霞
の
交
替
を
詠
む
。
〔
補
説
〕　
「
霞
ぞ
埋
む
」
の
句
は
新
奇
。
同
時
代
で
は
、
藤
原
（
西
園
寺
）
実
材
の
母
の
家
集
に
「
あ
か
ず
見
る
遠
山
桜
た
え
だ
え
に
霞
ぞ
埋
む
春
の
曙
」（
実
材
母
集
・
三
〇
六
）
の
作
例
が
見
え
る
。
他
に
は
、
将
軍
宗
尊
の
近
習
の
「
歌
仙
」
で
宗
尊
没
後
に
出
家
し
た
北
条
時
広
に
「
春
さ
れ
ば
入
相
の
鐘
の
ひ
び
き
ま
で
霞
ぞ
埋
む
を
初
瀬
の
山
」（
時
広
集
・
春
・
霞
・
一
六
）
の
詠
作
が
あ
る
。
宗
尊
詠
と
相
互
の
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
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裁た
ち
縫ぬ
は
ぬ
衣
と
見み
え
て
朝あさ
ぼ
ら
け
水みな
か
み上
霞かす
ん
布ぬの
ひ
き引
の
滝たき
〔
通
釈
〕　
（
霞
）
一
四
八
裁
ち
も
縫
い
も
し
な
い
衣
と
見
え
て
、
朝
ぼ
ら
け
の
中
で
、
布
引
の
滝
の
水
上
が
霞
ん
で
い
る
。
〔
本
歌
〕　
裁
ち
縫
は
ぬ
き
ぬ
着
し
人
も
な
き
も
の
を
な
に
山
姫
の
布
さ
ら
す
ら
む
（
古
今
集
・
雑
上
・
竜
門
に
詣
で
て
滝
の
本
に
て
よ
め
る
・
九
二
六
・
伊
勢
）
〔
参
考
〕　
水
上
の
空
に
見
ゆ
る
は
白
雲
の
た
つ
に
ま
が
へ
る
布
引
の
滝
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
五
二
・
師
通
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
霞
を
・
七
。
〔
語
釈
〕　
○
裁
ち
縫
は
ぬ
衣
―
天
人
・
天
女
が
着
る
「
天
衣
」
は
、
人
為
に
よ
る
裁
縫
の
跡
が
無
い
と
い
う
（
霊
怪
録
等
）、
そ
の
「
無
縫
」
の
衣
。
こ
こ
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
一
面
に
白
く
霞
む
景
の
比
喩
。
本
歌
の
「
裁
ち
縫
は
ぬ
き
ぬ
」
が
原
拠
だ
が
、「
裁
ち
縫
は
ぬ
こ
ろ
も
」
の
形
で
は
、
俊
頼
の
「
裁
ち
縫
は
ぬ
衣
の
袖
し
ふ
れ
け
れ
ば
三
千
年
経
て
ぞ
桃
も
な
り
け
る
」（
永
久
百
首
・
雑
・
仙
宮
・
六
二
〇
）
が
早
い
例
で
、
宗
尊
が
歌
題
を
準
拠
し
た
『
弘
長
百
首
』
に
も
「
裁
ち
縫
は
ぬ
誰
が
い
に
し
へ
の
衣
と
て
な
ほ
布
さ
ら
す
宿
の
卯
の
花
」（
夏
・
卯
花
・
一
四
六
・
行
家
）
の
例
が
あ
る
。「
裁
ち
」
は
「
霞
む
」
の
縁
で
「
立
ち
」
が
響
く
。
○
朝
ぼ
ら
け
―
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
白
む
頃
合
い
。
○
布
引
の
滝
―
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
神
戸
市
中
央
区
葺
合
町
の
山
中
、
生
田
川
の
中
流
に
か
か
る
雌
雄
の
滝
。
雄
滝
は
落
差
四
三
㍍
、
雌
滝
は
落
差
一
九
㍍
程
。
元
々
は
雄
滝
を
指
す
か
。
現
在
は
、
こ
の
両
滝
に
挟
ま
れ
た
夫
婦
滝
と
鼓
ケ
滝
を
併
せ
た
四
滝
の
総
称
と
い
う
。「
布
」
で
「
裁
ち
」「
縫
は
ぬ
」「
衣
」
と
縁
語
。
〔
補
説
〕　
竜
門
の
滝
を
山
姫
が
晒
す
白
布
に
見
立
て
る
本
歌
に
拠
り
つ
つ
、「
布
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
布
引
の
滝
」
の
「
水
上
」
の
景
趣
を
、
参
考
歌
を
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
詠
じ
た
か
。
鶯
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今いま
も
な
ほを
つ
ま
や
籠こ
も
れ
る
春
日
野
のゝ
若わか
く
さ
や
ま
草
山
に
鶯
う
く
ひ
す
の
鳴な
く
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
四
九
〔
通
釈
〕　
鶯
今
も
ま
だ
な
お
愛
し
い
妻
が
籠
も
っ
て
い
る
の
か
。
春
日
野
の
若
草
山
に
鶯
が
鳴
い
て
い
る
。
〔
本
歌
〕　
春
日
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り
（
古
今
集
・
春
上
・
一
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
春
さ
れ
ば
妻
を
求
む
と
鶯
の
木
ず
ゑ
を
伝
ひ
鳴
き
つ
つ
も
と
な
（
万
葉
集
・
巻
十
・
春
雑
歌
・
一
八
二
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
し
百
首
に
、
鶯
・
一
五
。
歌
枕
名
寄
・
巻
六
・
奈
良
篇
・
山
・
若
草
山
・
一
九
〇 
四
、
作
者
位
署
ナ
シ
（
前
歌
は
好
忠
）。
夫
木
抄
・
春
二
・
鶯
・
三
九
五
、
詞
書
「
題
不
知
」。
雲
玉
集
・
春
・
四
八
、
詞
書
「
宗
尊
親
王
御
歌
、
名
所
山
鶯
」、
四
句
「
わ
か
草
山
の
」。
〔
語
釈
〕　
○
つ
ま
―
配
偶
の
一
方
、
夫
を
も
妻
を
も
言
う
。
こ
こ
は
妻
か
。
○
春
日
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
市
春
日
野
町
の
奈
良
公
園
一
帯
の
地
。
花
山
・
若
草
山
・
三
笠
山
等
の
春
日
大
社
の
背
後
の
山
々
を
取
り
巻
く
山
裾
の
広
野
全
体
を
言
う
。
○
若
草
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
春
日
野
に
あ
る
山
。
標
高
三
四
一
㍍
。
な
だ
ら
か
な
山
容
全
体
が
草
に
覆
わ
れ
る
。
歌
語
と
し
て
の
先
行
例
は
、
好
忠
の
「
春
日
野
の
若
草
山
に
立
つ
き
じ
の
け
さ
の
羽
音
に
目
を
さ
ま
し
つ
る
」（
好
忠
集
・
二
月
中
・
四
三
）
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。
〔
補
説
〕　
「
若
草
山
」
と
「
鶯
」
の
組
み
合
わ
せ
は
珍
し
く
、
ま
た
、「
鶯
」
が
春
に
妻
を
呼
び
鳴
く
と
い
う
意
識
は
参
考
歌
に
も
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
「
妻
」
が
「
草
」
中
に
籠
も
る
と
い
う
実
態
も
通
念
も
な
い
。「
妻
」
は
い
ま
だ
「
山
」
に
籠
も
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
趣
意
で
あ
ろ
う
。
本
歌
の
「
若
草
」
の
連
想
か
ら
「
若
草
山
」
と
し
た
か
。
そ
の
本
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』（
十
二
段
）
に
初
句
「
武
蔵
野
は
」
の
異
伝
が
見
え
る
。
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
の
『
別
雷
社
歌
合
』
の
「
霞
を
や
煙
と
み
ら
む
武
蔵
野
の
つ
ま
も
こ
も
れ
る
き
ぎ
す
鳴
く
な
り
」、「
武
蔵
野
に
朝
な
く
き
ぎ
す
声
す
な
り
霞
の
中
に
つ
ま
や
こ
も
れ
る
」（
霞
・
二
四
・
頼
政
、
五
六
・
安
性
）
等
を
初
め
と
し
て
、
院
政
期
以
降
、
同
歌
に
基
づ
く
詠
作
が
散
見
す
る
。
中
で
、
該
歌
に
近
似
す
る
「
今
も
ま
だ
妻
や
こ
も
れ
る
武
蔵
野
の
霞
の
内
に
き
ぎ
す
鳴
く
な
り
」（
正
治
後
度
百
首
・
霞
・
三
〇
三
・
具
親
）
は
、
宗
尊
へ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
一
五
〇
春
雪
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山
高たか
み
風
に
乱みた
れ
て
散ち
る
花
の
面おも
か
け影
つ
ら
き
春
の
淡あは
ゆ
き雪
〔
通
釈
〕　
春
の
雪
山
が
高
い
の
で
、
風
に
乱
れ
て
散
る
よ
う
な
花
の
面
影
が
恨
め
し
く
も
辛
い
、
こ
の
春
の
淡
雪
よ
。
〔
参
考
〕　
山
高
み
見
つ
つ
わ
が
来
し
さ
く
ら
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
（
古
今
集
・
春
下
・
八
七
・
貫
之
）
山
高
み
つ
ね
に
嵐
の
吹
く
里
は
に
ほ
ひ
も
あ
へ
ず
花
ぞ
散
り
け
る
（
古
今
集
・
物
名
・
し
の
ぶ
ぐ
さ
・
四
四
六
・
利
貞
）
あ
か
な
く
に
散
り
ぬ
る
花
の
面
影
や
風
に
知
ら
れ
ぬ
桜
な
る
ら
ん
（
千
載
集
・
春
下
・
九
六
・
覚
盛
）
〔
類
歌
〕　
い
つ
し
か
と
待
た
る
る
花
の
面
影
も
散
る
は
物
憂
き
春
の
あ
は
雪
（
隣
女
和
歌
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
春
・
春
歌
の
中
に
・
二
三
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
春
雪
・
一
一
。
〔
語
釈
〕　
○
面
影
つ
ら
き
―
こ
の
措
辞
の
先
例
と
し
て
は
、「
聞
き
も
せ
ず
見
も
せ
ぬ
山
の
嵐
ま
で
面
影
つ
ら
き
花
の
う
へ
か
な
」（
明
日
香
井
集
・
詠
百
首
和
歌
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
・
春
・
三
一
二
）
や
「
散
ら
ぬ
よ
り
こ
ぼ
る
ば
か
り
に
咲
く
花
の
面
影
つ
ら
く
に
ほ
ふ
山
風
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
花
・
一
一
二
・
実
氏
）
等
が
あ
る
。
○
春
の
淡
雪
―
春
先
の
降
る
そ
ば
か
ら
消
え
る
淡
い
雪
。
上
代
の
「
あ
わ
ゆ
き
」
が
中
古
以
降
に
転
じ
て
多
く
「
あ
は
ゆ
き
」
と
表
記
さ
れ
、
春
の
雪
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。『
八
雲
御
抄
』
（
巻
三
・
天
象
部
）
の
「
雪
」
で
は
、「
あ
わ
」
を
「
春
の
雪
也
」
と
し
つ
つ
「
沫
」
を
「
冬
始
つ
か
た
」
と
す
る
。
〔
補
説
〕　
「
霞
た
ち
こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
散
り
け
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
九
・
貫
之
）
や
「
ふ
ゆ
ご
も
り
思
ひ
か
け
ぬ
を
木
の
間
よ
り
花
と
見
る
ま
で
雪
ぞ
ふ
り
け
る
」（
古
今
集
・
冬
・
三
三
一
・
貫
之
）
の
よ
う
に
、
冬
や
春
先
に
降
る
雪
を
散
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
一
る
花
と
見
る
趣
向
の
類
型
を
踏
ま
え
、
そ
の
見
立
て
が
か
え
っ
て
恨
め
し
く
感
じ
ら
れ
る
程
に
舞
い
散
る
高
山
の
淡
雪
を
歌
う
。
若
菜
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い
ざ
行ゆ
き
て
若わか
菜な
摘つ
み
て
ん
東あつま
路ち
の
野
路ち
の
雪
間ま
は
春はる
め
き
に
け
り
〔
通
釈
〕　
若
菜
さ
あ
行
っ
て
若
菜
を
摘
も
う
。
東
路
の
野
の
道
の
雪
の
間
は
、
春
め
い
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
東
路
の
野
路
の
雪
間
を
分
け
て
来
て
あ
は
れ
都
の
花
を
見
る
か
な
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
上
総
よ
り
上
り
て
侍
け
る
頃
、
源
頼
光
が
家
に
て
、
人
々
酒
た
う
べ
け
る
つ
い
で
に
・
一
〇
四
九
・
長
能
）
野
を
見
れ
ば
春
め
き
に
け
り
青
つ
づ
ら
こ
に
や
く
ま
ま
し
若
菜
摘
む
べ
く
（
拾
遺
集
・
物
名
・
こ
に
や
く
・
三
九
九
・
輔
相
）
〔
参
考
〕　
故
郷
の
野
辺
見
に
行
く
と
言
ふ
め
る
を
い
ざ
も
ろ
と
も
に
若
菜
摘
み
て
ん
（
後
撰
集
・
春
上
・
宇
多
院
に
子
日
せ
む
と
あ
り
け
れ
ば
、
式
部
卿
の
親
王
を
さ
そ
ふ
と
て
・
一
〇
・
行
明
親
王
）
春
日
野
の
雪
間
を
分
け
て
尋
ぬ
れ
ば
草
の
は
つ
か
に
春
め
き
に
け
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
一
・
九
八
・
俊
成
女
）
〔
類
歌
〕　
春
日
野
は
春
め
き
に
け
り
白
雪
の
消
え
ず
は
あ
り
と
も
若
菜
摘
み
て
ん
（
新
拾
遺
集
・
春
上
・
四
四
・
経
継
）
〔
語
釈
〕　
○
摘
み
て
ん
―
「
て
ん
（
て
む
）」
を
意
志
に
解
し
た
が
、
可
能
推
量
に
解
し
て
「
摘
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
○
東
路
―
京
都
か
ら
東
国
へ
到
る
道
筋
だ
が
、
東
国
そ
の
も
の
を
表
す
。
○
雪
間
―
降
り
積
も
っ
た
雪
の
部
分
的
に
融
け
た
隙
間
。
〔
補
説
〕　
『
拾
遺
集
』
の
両
首
を
本
歌
に
取
り
併
せ
た
一
首
と
見
ら
れ
る
が
、
参
考
の
両
首
に
も
用
詞
や
趣
旨
が
通
う
。
古
歌
か
ら
近
代
一
五
二
歌
ま
で
の
先
行
歌
に
類
す
る
歌
を
見
出
だ
し
得
る
こ
と
は
、
宗
尊
の
詠
作
の
特
徴
の
一
面
で
あ
る
。
本
歌
の
長
能
の
一
首
が
東
国
か
ら
帰
洛
し
た
酒
宴
で
の
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
意
識
し
た
宗
尊
の
、
京
都
か
ら
下
向
し
て
東
国
の
主
と
な
っ
た
、
感
傷
を
含
ん
だ
決
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
梅
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待ま
つ
人
の
袖そて
の
香か
と
の
み
迷まよ
は
れ
て
夕ゆふ
く
れ暮
辛つら
き
梅
の
下した
か
せ風
〔
通
釈
〕　
梅
私
が
待
っ
て
い
る
人
の
袖
の
香
り
と
ば
か
り
つ
い
迷
い
惑
わ
れ
て
、
夕
暮
は
辛
い
。
梅
の
下
を
吹
く
風
で
。
〔
本
歌
〕　
宿
近
く
梅
の
花
植
ゑ
じ
あ
ぢ
き
な
く
待
つ
人
の
香
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
三
四
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
大
方
の
憂
き
身
に
時
は
分
か
ね
ど
も
夕
暮
つ
ら
き
秋
風
ぞ
吹
く
（
万
代
集
・
秋
上
・
九
三
一
・
後
鳥
羽
院
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
一
五
八
五
、
二
句
「
憂
き
身
は
時
も
」）
誰
が
袖
の
行
き
来
も
分
か
じ
た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
て
匂
へ
る
梅
の
下
風
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
春
・
行
路
梅
・
七
三
・
家
隆
。
壬
二
集
・
一
七
四
四
）
た
を
や
め
の
花
の
ま
袖
に
吹
き
ま
ぜ
て
匂
ひ
分
か
れ
ぬ
梅
の
下
風
（
宝
治
百
首
・
春
・
梅
薫
風
・
二
六
八
・
行
家
）
〔
類
歌
〕　
待
つ
人
の
袖
の
香
に
ほ
ふ
梅
の
花
夕
べ
は
わ
き
て
色
も
な
つ
か
し
（
時
広
集
・
春
・
夕
梅
・
四
六
）
〔
補
説
〕　
本
歌
と
見
た
『
古
今
集
』
の
「
宿
近
く
」
の
歌
は
、
白
菊
に
つ
い
て
言
う
「
花
見
つ
つ
人
待
つ
時
は
白
妙
の
袖
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
七
四
・
友
則
）
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
賞
す
べ
き
花
の
色
香
を
待
ち
人
の
そ
れ
に
誤
つ
趣
向
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
三
の
類
型
で
あ
る
。
そ
の
「
宿
近
く
」
の
歌
の
前
後
は
次
の
と
お
り
。
折
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
こ
に
鶯
の
鳴
く
色
よ
り
も
香
こ
そ
あ
は
れ
と
お
も
ほ
ゆ
れ
た
が
袖
ふ
れ
し
宿
の
梅
ぞ
も
梅
の
花
た
ち
寄
る
ば
か
り
あ
り
し
よ
り
人
の
と
が
む
る
香
に
ぞ
染
み
ぬ
る
（
古
今
集
・
春
上
・
三
二
、
三
三
、
三
五
・
読
人
不
知
）
こ
う
い
っ
た
歌
群
を
基
盤
に
、「
袖
」
に
「
梅
」
の
香
り
が
移
り
染
み
る
こ
と
は
通
念
と
な
る
。「
我
が
宿
の
梅
の
盛
り
に
来
る
人
は
お
ど
ろ
く
ば
か
り
袖
ぞ
匂
へ
る
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
五
六
・
公
任
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、「
梅
の
花
匂
ふ
あ
た
り
の
夕
暮
は
あ
や
な
く
人
に
あ
や
ま
た
れ
つ
つ
」（
同
上
・
五
一
・
能
宣
）
は
、「
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
香
や
は
隠
る
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
四
一
・
躬
恒
）
と
参
考
の
「
宿
近
く
」
歌
を
踏
ま
え
た
作
で
、
夕
方
の
暗
闇
の
中
で
実
際
の
梅
の
香
を
梅
の
香
が
染
み
つ
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
の
訪
れ
と
紛
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
延
長
上
に
、
夕
方
に
訪
れ
を
期
待
す
る
人
（
恋
人
）
の
袖
の
香
り
か
と
、
梅
の
匂
い
で
つ
い
迷
っ
て
し
ま
う
夕
暮
は
辛
い
と
言
い
な
し
な
が
ら
、
梅
の
薫
風
を
賞
美
す
る
趣
。
宗
尊
は
別
に
、「
袖
の
香
に
迷
ふ
も
つ
ら
し
人
を
待
つ
夕
べ
は
梅
の
匂
は
ず
も
が
な
」（
瓊
玉
集
・
春
上
・
夕
梅
と
い
ふ
こ
と
を
・
二
二
）
と
い
う
類
想
歌
を
詠
じ
て
い
る
。
（
梅
）
151　
吹ふ
き
迷まよ
ふ
さ
夜
更ふ
け
が
た
の
春
風かせ
に
袖そて
も
残のこ
ら
ず
梅むめ
か
香ゝ
ぞ
す
る
一
五
四
〔
通
釈
〕　
（
梅
）
吹
き
乱
れ
る
夜
更
け
方
の
春
風
に
よ
っ
て
、
袖
も
残
ら
ず
み
な
梅
の
香
り
が
す
る
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
秋
果
つ
る
さ
夜
更
け
が
た
の
月
見
れ
ば
袖
も
残
ら
ず
露
ぞ
置
き
け
る
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
八
六
・
道
信
）。
〔
参
考
〕　
春
の
夜
は
吹
き
ま
よ
ふ
風
の
移
り
香
に
木
毎
に
梅
と
思
ひ
け
る
か
な
（
定
家
八
代
抄
・
春
上
・
五
一
・
崇
徳
院
。
千
載
集
書
陵
部
蔵
二
冊
本
（
五
〇
三
・
二
二
一
）・
春
上
・
二
五
）
誰
が
袖
の
行
き
来
も
分
か
じ
た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
て
匂
へ
る
梅
の
下
風
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
春
・
行
路
梅
・
七
三
・
家
隆
。
壬
二
集
・
一
七
四
四
）
道
の
辺
の
野
中
の
梅
の
春
風
に
誰
が
な
ほ
ざ
り
の
袖
も
残
ら
ず
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
春
・
行
路
梅
・
八
六
・
孝
継
）
〔
類
歌
〕　
吹
き
迷
ふ
よ
そ
の
梢
の
梅
が
香
に
我
が
袖
匂
ふ
春
の
夕
風
（
続
千
載
集
・
春
上
・
四
七
・
道
良
女
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
崇
徳
院
詠
は
、『
久
安
百
首
』（
春
・
四
）
の
作
で
、
二
・
三
句
は
「
吹
き
ま
ふ
風
の
移
り
香
を
」（
書
陵
部
一
五
五
・
一 
九
八
本
は
二
句
「
吹
き
ま
よ
ふ
風
の
」）
で
あ
る
。『
千
載
集
』
も
諸
本
は
ほ
ぼ
そ
の
形
だ
が
、
右
記
の
と
お
り
、
書
陵
部
蔵
本
（
二
一
〇
・
六
七
四
）
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
本
『
定
家
八
代
抄
』
に
同
じ
形
の
伝
本
も
あ
る
。
柳
152　
幾いく
と
せ年
の
春はる
か
経へ
ぬ
ら
ん
故ふる
さ
と郷
の
御み
垣かき
に
な
び
く
青あを
や
き柳
の
糸いと
〔
通
釈
〕　
柳
い
っ
た
い
幾
年
の
春
を
、
糸
の
綜
な
ら
ず
経
た
の
だ
ろ
う
か
。（
私
が
東
下
し
た
後
の
）
故
郷
（
京
都
）
の
御
垣
に
靡
く
青
柳
の
糸
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
五
は
。
〔
本
歌
〕　
故
郷
の
御
垣
の
柳
は
る
ば
る
と
誰
が
そ
め
か
け
し
浅
緑
ぞ
も
（
詞
花
集
・
春
・
故
郷
柳
を
よ
め
る
・
一
六
・
源
道
済
。
新
撰
朗
詠
集
・
春
・
柳
・
一
〇
一
）
〔
参
考
〕　
幾
年
の
春
か
経
ぬ
ら
む
み
吉
野
の
古
き
御
垣
の
青
柳
の
糸
（
澄
覚
法
親
王
集
・
春
・
故
郷
柳
・
一
四
）
青
柳
の
い
と
に
玉
貫
く
白
露
の
知
ら
ず
幾
代
の
春
か
へ
ぬ
ら
む
（
新
古
今
集
・
春
上
・
七
五
・
有
家
）
〔
類
歌
〕　
吹
く
風
も
色
見
え
そ
め
て
故
郷
の
御
垣
に
な
び
く
春
の
青
柳
（
嘉
元
百
首
・
春
・
柳
・
六
〇
五
・
内
実
）
百
敷
や
御
垣
に
な
び
く
青
柳
の
い
と
も
の
ど
け
き
御
代
の
春
風
」（
延
文
百
首
・
春
・
柳
・
二
一
〇
九
・
藤
原
忠
季
）
〔
語
釈
〕　
○
経
ぬ
ら
ん
―
「
経
（
へ
）」
に
「
糸
」
の
縁
で
、「
経
」
の
終
止
形
「
経
（
ふ
）」
と
同
音
の
「
綜
」（
機
織
り
の
縦
糸
を
掛
け
る
具
）
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
「
故
郷
」
は
故
京
奈
良
を
言
う
が
、
該
歌
は
宗
尊
の
「
故
郷
」
で
あ
る
京
都
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
に
挙
げ
た
澄
覚
の
一
首
と
の
先
後
は
正
確
に
は
不
明
。
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
生
ま
れ
の
澄
覚
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
皇
子
六
条
宮
雅
成
親
王
の
長
子
で
、
宗
尊
よ
り
二
十
三
歳
年
長
で
あ
る
。
相
互
の
影
響
関
係
は
認
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
春
雨
153　
も
の
思おも
は
ぬ
山
の
霞かすみ
の
袖そて
を
だ
に
し
ほ
た
れ
よ
と
や
春
雨
の
空そら
〔
通
釈
〕　
春
雨
物
思
い
を
し
な
い
山
、
そ
こ
に
な
び
く
霞
の
袖
を
さ
え
、
涙
に
く
れ
て
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
ろ
と
ば
か
り
に
降
る
春
雨
の
空
か
。
一
五
六
〔
参
考
〕　
物
思
は
ぬ
草
葉
も
今
や
し
を
る
ら
ん
野
島
が
崎
の
秋
の
村
雨
（
建
保
名
所
百
首
・
秋
・
野
島
崎
近
江
国
・
五
七
六
・
藤
原
康
光
）
山
姫
の
霞
の
袖
や
し
を
る
ら
ん
花
こ
き
た
れ
て
春
雨
ぞ
降
る
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
歌
・
春
・
六
七
四
。
続
古
今
集
・
春
下
・
雨
中
落
花
と
い
ふ
こ
と
を
・
一
五
三
・
後
鳥
羽
院
）
玉
藻
葺
く
磯
屋
が
下
に
も
る
時
雨
旅
寝
の
袖
も
し
ほ
た
れ
よ
と
や
（
千
載
集
・
羈
旅
・
五
二
七
・
源
仲
綱
）
〔
語
釈
〕　
○
山
の
霞
の
袖
―
「
山
」
を
擬
人
化
し
、
そ
の
山
に
た
な
び
く
「
霞
」
を
「
袖
」
に
見
立
て
て
言
う
。
帰
雁
154　
あ
り
と
聞き
く
越こし
路ち
の
山
の
名な
に
立た
て
てゝ
帰かへ
る
さ
急いそ
ぐ
春はる
の
雁かり
が
ね
〔
通
釈
〕　
帰
雁
そ
こ
に
あ
る
と
聞
く
、「
来
し
路
」
の
「
越
路
」
だ
と
い
う
評
判
ど
お
り
に
、
帰
っ
て
行
く
道
を
急
ぐ
春
の
雁
よ
。
〔
本
歌
〕　
あ
り
と
聞
く
音
羽
の
山
の
郭
公
何
隠
る
ら
ん
鳴
く
声
は
し
て
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
六
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
帰
る
山
お
の
が
越
路
に
あ
り
と
い
へ
ば
さ
ぞ
や
と
ま
ら
ぬ
春
の
雁
が
ね
（
宝
治
百
首
・
春
・
帰
雁
・
四
五
〇
・
実
雄
）
い
つ
し
か
と
お
の
が
越
路
の
帰
る
山
あ
り
と
や
急
ぐ
春
の
雁
が
ね
（
宝
治
百
首
・
春
・
帰
雁
・
四
六
九
・
成
茂
）
名
に
立
て
て
嵐
と
聞
き
し
山
風
に
秋
の
さ
が
野
の
色
ぞ
し
を
る
る
（
建
保
名
所
百
首
・
雑
・
嵯
峨
野
山
城
国
・
一
一
三
七
・
知
家
）
〔
類
歌
〕　
都
に
は
心
も
と
め
ず
春
の
雁
越
路
の
山
の
名
こ
そ
つ
ら
け
れ
（
新
続
古
今
集
・
春
上
・
弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
・
一
〇
六
・
為
氏
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
七
〔
語
釈
〕　
○
越
路
の
山
の
名
に
立
て
て
―
「
越
路
」
に
「
帰
る
さ
」
の
縁
で
「
来
し
路
」（
行
く
道
の
意
）
が
掛
か
り
、「
来
し
路
」
で
あ
る
「
越
路
」
と
い
う
評
判
に
し
て
、
と
い
う
こ
と
。
花
155　
春はる
と
い
は
ばゝ
や
が
て
も
咲さ
か
で
桜さくら
花はな
人
の
心
を
な
ど
尽つ
く
す
ら
ん
〔
通
釈
〕　
花
春
だ
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
で
も
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
も
咲
か
な
い
で
、
桜
の
花
は
、
ど
う
し
て
人
の
心
の
限
り
を
尽
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
山
桜
つ
ひ
に
咲
く
べ
き
も
の
な
ら
ば
人
の
心
を
尽
く
さ
ざ
ら
な
む
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
一
五
・
道
命
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
花
を
・
四
六
。
初
句
「
春
と
い
へ
ば
」。
〔
語
釈
〕　
○
人
の
心
を
な
ど
尽
く
す
ら
ん
―
「
尽
く
す
」
の
主
語
が
「
桜
花
」
か
「
人
」
か
で
、
や
や
解
釈
が
異
な
る
。
参
考
歌
と
同
様
に
、「
人
の
心
」
は
連
語
で
「
の
」
を
連
体
格
に
解
し
、「
桜
花
」
を
主
語
と
見
た
。
一
方
で
、「
と
に
か
く
に
心
を
人
に
尽
く
さ
せ
て
花
よ
り
の
ち
に
暮
る
る
春
か
な
」（
為
家
千
首
・
春
・
一
九
九
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
の
で
、「
の
」
を
主
格
「
人
」
を
主
語
と
見
る
と
、（
桜
の
花
と
い
う
も
の
は
）
ど
う
し
て
人
が
心
の
限
り
を
尽
く
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
の
意
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
桜
の
花
に
心
を
く
だ
き
精
根
を
使
い
果
た
す
よ
う
な
状
態
を
招
く
こ
と
に
対
す
る
疑
念
に
よ
り
、
桜
の
花
を
感
嘆
す
る
趣
。
〔
補
説
〕　
「
～
と
い
は
ば
や
が
て
」
の
形
は
他
に
例
を
見
な
い
。『
瓊
玉
集
』
の
「
～
と
い
へ
ば
や
が
て
」
の
形
は
、「
け
ふ
と
い
へ
ば
や
が
て
ま
が
き
の
白
菊
ぞ
尋
ね
し
人
の
袖
と
見
え
け
る
」（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
九
月
九
日
・
四
四
九
・
兼
宗
）
が
早
い
。
宗
尊
以
降
の
一
五
八
類
例
に
は
、
伏
見
院
の
「
秋
と
い
へ
ば
や
が
て
身
に
し
む
け
し
き
か
な
思
ひ
入
れ
て
も
風
は
吹
か
じ
を
」（
藤
葉
集
・
秋
・
一
七
四
）
や
、
南
朝
の
「
春
と
い
へ
ば
や
が
て
待
た
る
る
心
こ
そ
去
年
見
し
花
の
名
残
な
り
け
れ
」（
新
葉
集
・
春
上
・
六
六
・
光
資
）
と
「
春
と
い
へ
ば
や
が
て
心
に
ま
が
ひ
け
り
馴
れ
し
都
の
花
の
下
陰
」（
李
花
集
・
春
・
東
路
に
侍
り
し
比
、
都
の
花
思
ひ
や
ら
れ
て
・
九
一
）
が
あ
る
。
宗
尊
の
和
歌
と
京
極
派
や
南
朝
の
和
歌
と
の
共
通
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
（
花
）
156　
し
た
に
こ
そ
人
の
心
も
う
つ
ろ
ふ
を
色いろ
に
見み
せ
た
る
山
桜さくら
か
な
〔
通
釈
〕（
花
）
目
に
見
え
な
い
内
側
で
こ
そ
人
の
心
は
う
つ
ろ
い
変
わ
る
の
だ
け
れ
ど
、
は
っ
き
り
表
に
見
せ
て
散
り
う
つ
ろ
う
山
桜
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
町
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
花
・
六
七
。
続
古
今
集
・
雑
上
・
花
歌
の
中
に
・
一
五
〇
七
。
〔
語
釈
〕　
○
し
た
―
心
の
底
。
○
色
に
見
せ
た
る
―
「
色
に
見
す
」
は
、
容
色
や
色
彩
や
様
子
な
ど
を
表
に
顕
す
こ
と
。「
色
に
見
ゆ
」
の
語
の
例
は
、「
常
夏
に
思
ひ
そ
め
て
は
人
知
れ
ぬ
心
の
程
は
色
に
見
え
な
ん
」（
後
撰
集
・
夏
・
二
〇
一
・
読
人
不
知
）
が
あ
る
が
、
「
色
に
見
す
」
で
は
、
俊
成
の
「
時
雨
ゆ
く
空
だ
に
あ
る
を
紅
葉
葉
の
秋
は
暮
れ
ぬ
と
色
に
見
す
ら
む
」（
右
大
臣
家
歌
合
治
承
三
年
・
紅
葉
・
二
七
。
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
四
四
）
が
早
い
例
と
な
る
。
後
出
だ
が
、
三
条
西
実
隆
に
「
鳴
く
音
に
は
知
ら
れ
ぬ
ぬ
鳥
の
思
ひ
を
も
色
に
見
た
る
春
の
花
か
な
」（
雪
玉
集
・
花
鳥
を
賛
す
七
七
三
五
）
の
同
じ
句
形
の
作
が
あ
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
五
九
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
で
は
本
歌
の
小
町
詠
を
参
考
歌
と
し
た
。
し
か
し
、
和
歌
文
学
大
系
『
続
古
今
和
歌
集
』（
令
元
・
七
、
明
治
書
院
）
が
注
す
る
ご
と
く
（
担
当
藤
川
巧
和
）、
や
は
り
本
歌
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
落
花
157　
か
ね
て
よ
り
散ち
り
な
ん
後のち
と
嘆なけ
か
れ
し
人
の
名なこ
り残
も
惜お
し
き
花
か
な
〔
通
釈
〕　
落
花
あ
ら
か
じ
め
、
花
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
は
訪
れ
な
く
な
る
の
で
恋
し
く
な
る
に
違
い
な
い
と
、
思
わ
ず
嘆
い
た
あ
の
人
の
名
残
ま
で
も
が
惜
し
い
桜
の
花
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
我
が
宿
の
花
見
が
て
ら
に
来
る
人
は
散
り
な
む
の
ち
ぞ
恋
し
か
る
べ
き
（
古
今
集
・
春
上
・
桜
の
花
の
咲
け
り
け
る
を
見
に
ま
う
で
来
た
り
け
る
人
に
、
よ
み
て
贈
り
け
る
・
六
七
・
躬
恒
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
落
花
を
・
八
二
、
結
句
「
惜
し
き
春
か
な
」。
和
漢
兼
作
集
・
春
下
・
三
〇
二
、
詞
書
「
落
花
」
作
者
位
署
「
入
道
中
務
卿
宗
尊
親
王
」。
〔
語
釈
〕　
○
か
ね
て
よ
り
―
「
嘆
か
れ
し
」
に
か
か
る
。
○
嘆
か
れ
し
―
「
れ
」
は
自
発
に
解
す
る
。
○
人
の
名
残
―
（
花
見
に
訪
れ
て
い
た
）
人
の
去
っ
た
後
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
や
面
影
。「
有
明
の
月
見
す
さ
び
に
起
き
て
い
に
し
人
の
名
残
を
な
が
め
し
も
の
を
」
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
〇
七
・
和
泉
式
部
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
に
拠
る
か
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
の
歌
末
に
つ
い
て
は
、
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
七
三
六
）
の
み
「
春
哉
」
で
他
本
全
て
「
花
か
な
」
で
あ
る
。
「
春
哉
」
で
は
落
題
と
な
る
。
後
に
、
為
家
の
子
慶
融
は
「
花
・
郭
公
・
月
・
雪
等
の
題
に
は
必
可
二
詠
居
一
」（
遂
加
）
と
説
い
て
い
一
六
〇
る
。
158　
吹ふ
く
風
そ
な
ほを
恨うら
め
し
き
飽あ
か
な
く
に
散ち
る
は
桜さくら
の
慣な
ら
ひ
な
れ
ど
も
〔
通
釈
〕　吹く
風
が
や
は
り
恨
め
し
い
。
満
足
し
な
い
の
に
散
る
の
は
、
桜
の
慣
ら
い
な
の
だ
け
れ
ど
も
。
〔
参
考
〕　
吹
く
風
ぞ
思
へ
ば
つ
ら
き
桜
花
心
と
散
れ
る
春
し
な
け
れ
ば
（
後
拾
遺
集
・
春
下
・
一
四
三
・
大
弐
三
位
）
咲
き
ぬ
れ
ば
か
つ
散
る
花
と
知
り
な
が
ら
な
ほ
う
ら
め
し
き
春
の
山
風
（
続
後
撰
集
・
春
下
・
一
三
〇
・
忠
家
）
飽
か
な
く
に
散
り
ぬ
る
花
の
面
影
や
風
に
知
ら
れ
ぬ
桜
な
る
ら
ん
（
千
載
集
・
春
下
・
九
六
・
覚
盛
法
師
）
憂
か
り
け
る
弥
生
の
花
の
契
り
か
な
散
る
を
や
人
は
慣
ら
ひ
な
れ
ど
も
（
拾
遺
愚
草
・
二
八
五
八
）
款
冬
159　
山やま
ふ
き吹
の
花
折を
る
人ひと
か
蛙かはつ
鳴な
く
県あかた
の
井
戸と
に
袖
の
見み
ゆ
る
は
〔
通
釈
〕　
款
冬
山
吹
の
花
を
折
る
都
人
か
。
蛙
が
鳴
く
、
都
な
ら
ぬ
県
の
名
を
持
つ
県
の
井
戸
に
袖
の
見
え
る
の
は
。
〔
本
歌
〕　
都
人
来
て
も
折
ら
な
ん
蛙
鳴
く
県
の
井
戸
の
山
吹
の
花
（
後
撰
集
・
春
下
・
一
〇
四
・
橘
公
平
女
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
款
冬
を
・
八
六
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
六
一
〔
語
釈
〕　
○
花
を
折
る
人
―
新
奇
な
措
辞
。
○
県
の
井
戸
―
『
拾
芥
抄
』
に
、「
井
戸
殿
又
、
県
ノ
井
戸
。
一
条
北
、
東
洞
院
西
角
」
と
あ
る
井
戸
。「
県
」
に
、
本
歌
の
「
都
人
」
の
縁
（
対
照
）
か
ら
、
田
舎
の
意
が
掛
か
る
。
○
袖
の
見
ゆ
る
は
―
「
明
け
ぬ
る
か
川
瀬
の
霧
の
絶
え
間
よ
り
遠
か
た
人
の
袖
の
見
ゆ
る
は
」（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
二
四
・
経
信
母
）
に
拠
る
。
藤
160　
咲さ
き
ぬ
る
か
春
日
の
野
辺
の
藤ふち
の
花
御み
狩かり
の
袖そて
も
移うつ
る
ば
か
り
に
〔
通
釈
〕　
藤
咲
い
た
の
か
。
春
日
の
野
辺
の
藤
の
花
は
、
御
狩
す
る
人
の
袖
も
、
そ
の
色
が
移
っ
て
染
ま
る
程
に
。
〔
本
歌
〕　
春
日
野
の
藤
は
散
り
に
て
何
を
か
も
御
狩
の
人
の
折
り
て
か
ざ
さ
む
（
万
葉
集
・
巻
十
・
夏
雑
歌
・
一
九
七
四
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
咲
き
ぬ
る
か
高
間
の
山
の
桜
花
う
す
紅
に
か
か
る
村
雲
（
夫
木
抄
・
春
四
・
花
・
一
四
七
六
・
嘉
禄
四
年
百
首
・
為
家
）
た
ま
ぼ
こ
の
道
行
き
人
の
袖
の
色
も
移
る
ば
か
り
に
染
む
る
紅
葉
葉
（
続
後
撰
集
・
秋
下
・
四
二
一
・
実
雄
。
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
行
路
紅
葉
・
三
〇
五
）
〔
語
釈
〕　
○
春
日
の
野
辺
―
『
万
葉
』
以
来
の
歌
詞
。
大
和
国
の
「
春
日
」
の
「
野
辺
」。「
春
日
野
」
に
重
な
る
。
大
和
国
添
上
郡
（
現
奈
良
市
）
春
日
山
の
南
東
麓
一
帯
の
野
の
辺
り
。「
春
日
」
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
地
で
も
あ
る
の
で
「
藤
」
は
そ
の
景
物
。
○
御
狩
の
袖
―
和
歌
に
は
珍
し
い
詞
。
後
出
に
「
は
ら
は
ね
ど
羽
風
に
落
ち
て
は
し
鷹
の
御
狩
の
袖
は
雪
も
か
は
か
ず
」（
仙
洞
歌
合
崇
光
院
（
応
安
三
年
～
四
年
）・
冬
動
物
・
永
員
・
七
〇
）
が
あ
る
。
○
移
る
ば
か
り
に
―
『
源
氏
物
語
』
の
「
色
も
香
も
移
る
ば
か
り
に
こ
の
春
は
花
咲
く
宿
を
か
れ
ず
も
あ
ら
な
ん
」（
梅
枝
・
四
三
一
・
光
源
氏
）
が
原
拠
。「
袖
」
と
の
詠
み
併
せ
は
、
定
家
の
「
露
霜
の
下
一
六
二
照
る
錦
竜
田
姫
別
る
る
袖
も
移
る
ば
か
り
に
」（
拾
遺
愚
草
・
承
元
三
年
九
月
新
羅
社
歌
合
と
て
人
の
よ
ま
せ
侍
り
し
、
紅
葉
・
二
三
九
三
）
が
早
い
。「
移
る
」
は
、
移
っ
て
染
ま
る
意
に
解
し
た
が
、
変
化
す
る
の
意
に
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
、「
映
る
」
に
解
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
。
　
　
　
夏
卯
花
161　
飽あ
か
ざ
り
し
春はる
の
へ
隔へた
て
と
見み
る
か
ら
に
垣かき
根ね
も
辛つら
き
宿やと
の
卯う
の
花はな
〔
通
釈
〕夏
　
　
　
　
卯
の
花
満
足
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
春
を
隔
て
る
も
の
と
し
て
見
る
に
つ
け
て
、
そ
の
垣
根
ま
で
も
が
憂
く
辛
い
、
我
が
家
の
卯
の
花
よ
。
〔
本
歌
〕　
我
が
宿
の
垣
根
や
春
を
隔
つ
ら
ん
夏
来
に
け
り
と
見
ゆ
る
卯
の
花
（
拾
遺
集
・
夏
・
八
〇
・
順
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
卯
花
・
九
八
。
続
古
今
集
・
夏
・
弘
長
二
年
百
首
歌
中
に
、
卯
花
を
・
一
八 
八
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
卯
花
・
一
七
一
六
。
〔
語
釈
〕　
○
飽
か
ざ
り
し
―
『
古
今
集
』
以
来
の
歌
句
だ
が
、「
飽
か
ざ
り
し
花
を
や
春
も
恋
ひ
つ
ら
む
有
り
し
昔
を
思
ひ
出
で
つ
つ
」
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
六
一
・
道
信
）
あ
た
り
が
意
識
さ
れ
た
か
。
○
春
の
隔
て
―
春
を
向
こ
う
側
に
隔
て
る
も
の
。
こ
こ
は
、
過
ぎ
去
っ
た
春
と
夏
と
の
間
を
遮
る
も
の
。「
今
朝
見
れ
ば
こ
や
の
池
水
う
ち
と
け
て
氷
ぞ
春
の
隔
て
な
り
け
る
」（
月
詣
集
・
正
月
・
中
院
入
道
右
大
臣
家
に
て
、
立
春
の
心
を
よ
め
る
・
三
・
俊
恵
法
師
）
が
早
い
例
だ
が
、
こ
れ
は
春
が
や
っ
て
来
る
の
を
遮
る
も
の
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
正
治
初
度
百
首
』
の
「
年
暮
れ
て
今
宵
ば
か
り
や
葦
垣
の
ま
ぢ
か
き
春
の
隔
て
な
る
ら
む
」（
冬
・
一
七
三
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
六
三
惟
明
）
も
同
様
の
意
味
。
同
百
首
の
宜
秋
門
院
丹
後
詠
「
今
日
と
い
へ
ば
一
夜
の
春
の
隔
て
と
や
思
へ
ば
薄
し
蟬
の
羽
衣
」（
夏
・
二
一
二
三
）
が
該
歌
と
同
様
の
意
味
の
早
い
例
で
、
そ
の
後
慈
円
も
「
立
ち
と
ま
る
春
の
隔
て
の
霞
こ
そ
夏
の
籬
と
今
日
な
り
に
け
れ
」（
拾
玉
集
・
秀
歌
百
首
草
建
保
三
年
十
月
・
夏
・
三
〇
八
一
）
と
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
に
身
近
な
例
と
し
て
は
、
家
良
に
「
古
郷
の
葎
の
垣
根
そ
れ
な
が
ら
し
げ
き
や
春
の
隔
て
な
る
ら
ん
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
七
八
九
）
が
あ
る
。
○
宿
の
卯
の
花
―
「
神
ま
つ
る
宿
の
卯
の
花
白
妙
の
み
て
ぐ
ら
か
と
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」（
拾
遺
集
・
夏
・
九
二
・
貫
之
）
に
遡
及
す
る
句
だ
が
、
こ
の
歌
の
祭
司
家
の
清
々
し
い
趣
の
卯
の
花
と
は
異
な
り
、
該
歌
は
孤
独
な
将
軍
家
の
そ
れ
の
風
情
。「
飽
か
ざ
り
し
」「
辛
き
」
の
縁
で
「
卯
」
に
「
憂
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
題
は
「
卯
花
」
だ
が
、
惜
春
の
情
に
寄
せ
た
述
懐
の
趣
が
強
い
。
郭
公
162　
昔むかし
よ
り
な
ど
時ほと
ゝ
き
す鳥
あ
ぢ
き
な
く
頼たの
め
ぬ
も
の
のゝ
待ま
た
れ
初そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
郭
公
昔
か
ら
ど
う
し
て
時
鳥
は
、
時
鳥
が
人
々
に
あ
て
に
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
に
、
自
然
と
そ
の
声
を
待
望
し
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
宿
り
せ
し
花
橘
も
枯
れ
な
く
に
な
ど
時
鳥
声
絶
え
ぬ
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
五
五
・
千
里
）
〔
参
考
〕　
昔
よ
り
い
か
に
契
り
て
梅
の
花
色
に
匂
ひ
を
か
さ
ね
そ
め
け
ん
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
一
一
一
・
俊
成
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
郭
公
を
・
一
〇
一
、
四
句
「
頼
ま
ぬ
も
の
の
」。
一
六
四
〔
語
釈
〕　
○
あ
ぢ
き
な
く
―
訳
も
な
く
、
む
や
み
に
。
結
句
「
待
た
れ
」
に
か
か
る
。
○
頼
め
ぬ
も
の
の
―
『
瓊
玉
集
』
で
は
書
陵
部
本
（
五
五
三
・
一
八
）
の
傍
記
に
同
じ
。
あ
ま
り
例
を
見
な
い
句
形
。
亀
山
院
の
「
さ
し
て
い
つ
と
頼
め
ぬ
も
の
の
大
空
に
か
な
ら
ず
来
る
は
秋
の
雁
が
ね
」（
嘉
元
百
首
・
秋
・
初
雁
・
四
〇
）
は
、
兄
宗
尊
の
こ
の
歌
の
形
に
学
ぶ
か
。『
瓊
玉
集
』
の
「
頼
ま
ぬ
も
の
の
」
は
「
あ
て
に
は
し
な
い
も
の
の
」
の
意
。
こ
の
場
合
は
、
本
歌
と
し
て
「
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る
」（
伊
勢
物
語
・
二
十
三
段
・
女
。
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
七
・
読
人
不
知
）
の
詞
を
取
っ
た
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
〔
補
説
〕　
「
昔
よ
り
…
初
め
け
む
」
の
形
は
、
参
考
の
一
首
の
他
に
も
俊
成
が
『
五
社
百
首
』
で
、「
昔
よ
り
誰
が
み
ま
草
に
し
な
ふ
と
も
刈
る
萱
と
し
も
名
づ
け
初
め
け
ん
」（
住
吉
・
刈
萱
・
三
四
一
）
や
「
東
路
や
瀬
田
の
長
橋
昔
よ
り
い
く
千
世
経
よ
と
渡
し
初
め
け
ん
」
（
日
吉
・
橋
・
四
九
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
が
こ
れ
ら
を
目
に
し
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
宗
尊
は
、
桜
の
落
花
の
起
源
・
理
由
を
問
う
こ
と
も
し
て
い
て
（
瓊
玉
集
・
七
七
）、
そ
こ
に
、
和
歌
の
代
表
的
景
物
の
本
意
の
原
始
を
思
う
心
の
傾
き
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
。
（
郭
公
）
163　
石
井
汲く
む
人
や
聞き
く
ら
ん
郭
公
飽あ
か
で
過す
ぎ
行ゆ
く
志し
か賀
の
山
越こ
えへ
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
石
井
の
水
を
汲
む
人
が
、
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
声
を
満
足
す
る
ま
で
聞
く
こ
と
な
く
、
時
鳥
が
飛
び
す
ぎ
て
行
く
志
賀
の
山
越
え
で
は
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
六
五
〔
参
考
〕　
手
に
結
ぶ
石
井
の
水
の
飽
か
で
の
み
春
に
別
る
る
志
賀
の
山
越
え
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
四
・
五
七
二
・
良
経
。
雲
葉
集
・
春
下
・
二
七
二
）
散
り
か
か
る
花
の
鏡
の
山
の
井
も
飽
か
で
過
ぎ
ぬ
る
志
賀
の
山
越
え
（
為
家
集
・
春
・
山
路
花
嘉
禄
元
年
・
一
七
四
）
五
月
雨
の
雫
に
濁
る
山
の
井
の
飽
か
で
過
ぎ
ぬ
る
郭
公
か
な
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
二
・
七
六
五
・
忠
良
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
奉
ら
せ
給
ひ
け
る
百
首
に
、
郭
公
・
一
二
一
。
〔
語
釈
〕　
○
石
井
汲
む
―
「
石
井
」（
岩
間
に
湧
く
清
水
を
石
で
囲
む
な
ど
し
て
水
を
た
た
え
た
た
も
の
）
は
「
い
は
ゐ
（
岩
井
）」（
岩
間
に
湧
き
出
る
泉
）
と
も
読
め
る
が
、
補
説
に
記
し
た
『
古
今
集
』
の
貫
之
詠
の
詞
書
「
志
賀
の
山
越
え
」
の
「
石
井
」
が
原
拠
と
な
る
の
で
、「
い
し
ゐ
」
で
あ
ろ
う
。『
瓊
玉
集
』
の
「
岩
井
汲
む
」
の
形
が
、
新
味
を
出
す
為
の
宗
尊
自
身
の
意
識
的
所
為
と
す
れ
ば
、
「
岩
井
汲
む
あ
た
り
の
を
笹
玉
越
え
て
か
つ
が
つ
結
ぶ
秋
の
夕
露
」（
新
古
今
集
・
夏
・
二
八
〇
・
兼
実
）
が
典
拠
に
な
る
が
、「
立
ち
と
ま
り
岩
井
の
水
を
結
ぶ
手
に
都
も
飽
か
ぬ
志
賀
の
山
越
え
」（
正
治
初
度
百
首
・
雑
・
山
路
・
四
七
一
・
信
実
）
に
倣
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
○
時
鳥
飽
か
で
過
ぎ
行
く
―
「
時
鳥
飽
か
で
過
ぎ
ぬ
る
声
に
よ
り
あ
と
な
き
空
を
な
が
め
つ
る
か
な
」（
金
葉
集
・
夏
・
一
一
二
・
藤
原
孝
善
）
に
拠
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
拠
っ
た
と
思
し
い
参
考
の
忠
良
詠
に
倣
う
か
。「
飽
か
で
」
は
、
時
鳥
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
十
分
満
足
す
る
ま
で
聞
け
な
い
こ
と
を
言
う
が
、
補
説
の
貫
之
「
結
ぶ
手
の
」
歌
か
ら
、「
岩
井
」
の
水
に
つ
い
て
十
分
満
足
す
る
ま
で
汲
め
な
い
意
、
が
響
く
。
○
志
賀
の
山
越
え
―
近
江
国
の
歌
枕
「
志
賀
の
山
」
を
越
え
る
行
為
あ
る
い
は
行
路
を
言
う
。
京
都
の
北
白
川
か
ら
如
意
が
峰
を
越
え
て
近
江
国
志
賀
里
の
崇
福
寺
（
現
大
津
市
滋
賀
里
町
長
尾
）
辺
り
へ
出
る
山
道
を
越
え
る
こ
と
。『
袖
中
抄
』（
第
十
七
）
に
「
顕
昭
云
、
志
賀
の
山
越
え
と
は
北
白
河
の
滝
の
か
た
は
ら
よ
り
の
ぼ
り
て
如
意
の
峰
越
え
に
志
賀
へ
出
る
路
な
り
。
経
頼
卿
記
云
、
後
一
条
院
御
時
、
殿
上
人
紅
葉
逍
遙
の
為
に
志
賀
山
越
え
す
と
い
へ
り
。
瓜
生
山
を
経
て
歩
行
と
云
々
。
瓜
生
山
と
は
白
河
の
滝
の
上
な
り
。（
後
略
）」
と
あ
る
。
一
六
六
〔
補
説
〕　
「
志
賀
の
山
越
え
」
は
、
俊
成
が
「
秋
冬
な
ど
も
、
志
賀
よ
り
行
き
交
ふ
も
の
を
ば
、
志
賀
の
山
越
え
す
と
こ
そ
は
申
す
ら
め
、
う
ち
ま
か
せ
て
は
、
春
の
花
盛
り
な
ど
に
こ
そ
は
、
志
賀
の
山
越
え
と
て
、
い
に
し
へ
も
を
か
し
き
こ
と
に
は
し
け
れ
」（
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
・
雪
八
番
判
詞
）
と
言
う
よ
う
に
、「
滋
賀
の
山
越
え
に
、
女
の
多
く
遭
へ
り
け
る
に
、
よ
み
て
遣
は
し
け
る
」
と
詞
書
す
る
『
古
今
集
』
の
貫
之
詠
「
梓
弓
春
の
山
辺
を
越
え
来
れ
ば
道
も
さ
り
あ
へ
ず
花
ぞ
散
り
け
る
」（
春
下
・
一
一
五
）
を
淵
源
に
、
歌
語
「
志
賀
の
山
越
え
」
と
し
て
は
早
い
例
で
あ
る
能
因
の
「
春
霞
志
賀
の
山
越
え
せ
し
人
に
あ
ふ
こ
こ
ち
す
る
花
桜
か
な
」
（
祐
子
内
親
王
家
歌
合
永
承
五
年
・
春
・
一
二
）
を
経
て
、
勅
撰
集
で
は
「
志
賀
の
山
越
え
」
の
初
見
で
あ
る
「
桜
花
道
見
え
ぬ
ま
で
散
り
に
け
り
い
か
が
は
す
べ
き
志
賀
の
山
越
え
」（
春
下
・
山
路
落
花
を
よ
め
る
・
一
三
七
・
橘
成
元
）
を
収
め
た
『
後
拾
遺
集
』
頃
以
降
に
、
春
の
桜
あ
る
い
は
落
花
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。『
永
久
百
首
』
で
は
、
春
に
「
志
賀
山
越
」
が
設
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
顕
昭
は
「
今
案
に
、
志
賀
の
山
越
え
は
春
花
の
時
と
し
も
な
し
。
紅
葉
に
も
雪
に
も
よ
め
り
。
只
是
山
越
え
に
志
賀
寺
へ
も
詣
で
、
ま
た
近
江
へ
も
越
ゆ
る
道
な
り
。
而
次
郎
百
首
に
春
題
に
志
賀
山
越
を
出
す
。
尤
以
不
審
也
。
但
花
歌
に
つ
い
て
歟
」（
袖
中
抄
）
と
言
う
が
、『
六
百
番
歌
合
』
で
も
春
に
「
志
賀
山
越
」
が
出
さ
れ
、
新
古
今
時
代
以
降
に
は
春
の
歌
の
用
材
と
し
て
定
ま
る
傾
向
が
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
春
以
外
の
季
節
や
恋
や
雑
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
も
な
お
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
ま
た
、「
志
賀
の
山
越
え
」
と
「
時
鳥
」
と
の
詠
み
併
せ
の
先
行
例
は
見
出
せ
ず
、
そ
の
意
味
で
該
歌
は
新
奇
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
志
賀
の
山
」
と
「
時
鳥
」
の
取
り
合
わ
せ
は
、「
た
ど
り
行
く
志
賀
の
山
路
を
う
れ
し
く
も
我
に
か
た
ら
ふ
時
鳥
か
な
」（
和
歌
一
字
抄
・
路
径
・
行
路
時
鳥
・
花
園
左
大
臣
・
五
二
九
・
源
有
仁
）
が
早
い
。
一
方
、『
古
今
集
』
に
は
別
に
、「
志
賀
の
山
越
え
に
て
、
石
井
の
も
と
に
て
、
物
言
ひ
け
る
人
の
別
れ
け
る
折
に
よ
め
る
」
と
詞
書
す
る
貫
之
詠
「
結
ぶ
手
の
滴
に
に
ご
る
山
の
井
の
飽
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」（
古
今
集
・
離
別
・
四
〇
四
）
が
あ
る
。
参
考
の
歌
々
は
、
こ
れ
を
本
歌
に
し
て
い
る
。
特
に
、
忠
良
詠
は
、
そ
の
「
山
の
井
」
が
「
志
賀
の
山
越
え
」
の
「
石
井
」
を
指
す
と
考
え
ら
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
六
七
れ
る
の
で
、
間
接
的
に
は
「
志
賀
の
山
越
え
」
の
「
時
鳥
」
を
詠
じ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
か
ら
宗
尊
の
歌
の
先
蹤
と
な
る
。
宗
尊
が
参
考
歌
の
何
れ
に
依
拠
し
た
か
は
明
確
に
し
難
い
が
、
該
歌
が
貫
之
詠
を
原
拠
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
本
歌
に
し
た
歌
々
の
延
長
上
に
あ
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
郭
公
）
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おを
の
が
妻つま
恋
し
き
時
か
郭
公
山
よ
り
出い
づ
る
月
に
鳴な
く
な
り
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
自
分
の
妻
を
恋
し
い
と
き
な
の
か
、
時
鳥
が
山
か
ら
出
て
、
山
か
ら
出
る
月
の
も
と
で
鳴
く
の
が
聞
こ
え
る
。
〔
本
歌
〕　
お
の
が
妻
恋
ひ
つ
つ
鳴
く
や
五
月
や
み
神
南
備
山
の
山
郭
公
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
九
四
・
読
人
不
知
）
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
出
づ
る
月
待
つ
と
人
に
は
い
ひ
て
君
を
こ
そ
待
て
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
八
二
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
二
・
寄
物
陳
思
・
三
〇
〇
二
・
作
者
未
詳
、
結
句
「
妹
を
こ
そ
待
て
」）
〔
参
考
〕　
時
鳥
月
に
契
る
や
有
明
の
山
よ
り
出
づ
る
声
の
さ
や
け
さ
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
建
仁
元
年
三
月
〕
外
宮
御
百
首
・
夏
・
三
三
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
郭
公
・
一
一
二
。
〔
語
釈
〕　
○
郭
公
山
よ
り
出
づ
る
月
―
「
郭
公
山
よ
り
出
づ
る
」
か
ら
「
山
よ
り
出
づ
る
」
を
重
ね
て
「
山
よ
り
出
づ
る
月
」
へ
鎖
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
『
新
古
今
集
』
読
人
不
知
歌
は
、
こ
の
位
置
に
も
と
も
と
「
旅
に
し
て
妻
恋
ひ
す
ら
し
郭
公
神
南
備
山
に
さ
夜
更
け
て
鳴
く
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
夏
雑
歌
・
一
九
三
八
・
古
歌
集
歌
）
が
作
者
赤
人
（
赤
人
集
・
二
二
〇
に
見
え
る
）
と
し
て
配
さ
れ
て
い
一
六
八
た
が
、
既
に
『
後
撰
集
』（
夏
・
一
八
七
・
読
人
不
知
、
初
句
「
旅
寝
し
て
」）
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
家
隆
が
見
出
し
、
削
除
す
べ
き
と
こ
ろ
、
仮
名
序
に
も
「
夏
は
妻
恋
ひ
す
る
神
南
備
の
郭
公
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
序
文
を
改
め
る
か
、
こ
の
歌
を
切
り
出
す
か
で
迷
っ
た
末
に
、
定
家
の
進
言
で
序
文
に
合
う
歌
を
急
遽
院
が
作
っ
た
代
替
歌
で
あ
る（
明
月
記
・
承
元
元
年
三
月
十
九
日
条
）。
『
新
古
今
集
』
と
し
て
は
こ
の
歌
を
古
歌
と
見
な
す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
歌
と
し
た
。
ち
な
み
に
実
朝
も
、
こ
の
『
新
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
「
さ
月
闇
さ
夜
更
け
ぬ
ら
し
時
鳥
神
南
備
山
に
お
の
が
妻
よ
ぶ
」（
金
槐
集
・
夏
・
深
夜
郭
公
・
一
四
七
）
と
詠
じ
て
い
る
。
夏
月
165　
い
か
に
せ
ん
闇やみ
の
現うつゝ
を
厭いと
ひ
て
も
夢ゆめ
に
ま
さ
ら
ぬ
短みしか
夜
の
月
〔
通
釈
〕　
夏
の
月
ど
う
し
よ
う
か
。（
定
か
な
夢
に
た
い
し
て
ま
さ
ら
な
い
）
闇
の
中
の
現
実
を
嫌
う
に
し
て
も
、（
短
い
は
ず
の
）
夢
に
ま
さ
ら
な
い
ほ
ど
短
い
（
す
ぐ
に
明
け
て
し
ま
う
の
で
定
か
な
夢
も
見
ら
れ
な
い
）
夏
の
夜
の
月
を
。
〔
本
歌
〕　
む
ば
た
ま
の
闇
の
現
は
定
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
見
て
も
ま
た
頼
む
に
つ
け
て
は
か
な
き
は
夢
に
ま
さ
ら
ぬ
現
な
り
け
り
（
弘
長
百
首
・
雑
・
夢
・
六
七
七
・
為
氏
）
ま
だ
宵
の
月
待
つ
と
て
も
明
け
に
け
り
短
き
夢
の
結
ぶ
と
も
な
く
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
一
・
六
九
〇
・
後
鳥
羽
院
）
時
鳥
お
の
が
五
月
の
短
夜
は
夢
の
う
ち
に
や
明
け
ん
と
す
ら
む
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
夏
・
五
一
・
家
衡
）
程
も
な
し
朝
妻
舟
の
追
風
に
雲
路
と
も
な
ふ
短
夜
の
月
（
影
供
歌
合
建
仁
三
年
六
月
・
水
路
夏
月
・
四
〇
・
定
家
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
六
九
〔
補
説
〕　
本
集
に
は
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
し
た
歌
が
別
に
二
首
（
557
、
786
）
収
め
ら
れ
て
い
る
。
五
月
雨
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天あま
の
原はら
岩いは
戸と
の
神
や
定さた
め
け
ん
五
月
を
雨あめ
の
晴は
れ
ぬ
頃ころ
と
は
〔
本
文
〕　
○
岩
戸
の
―
底
本
は
「
い
は
とせイ
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
五
月
雨
高
天
原
の
岩
戸
の
神
が
定
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
月
を
雨
の
晴
れ
な
い
時
季
だ
と
は
。
〔
参
考
〕　
今
宵
ま
で
秋
は
限
れ
と
定
め
け
る
神
代
も
さ
ら
に
恨
め
し
き
か
な
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
八
六
・
花
園
左
大
臣
家
小
大
進
。
久
安
百
首
・
秋
・
一
三
五
〇
）
を
山
田
の
水
絶
え
せ
し
よ
り
天
に
ま
す
岩
戸
の
神
を
ね
が
ぬ
日
ぞ
な
き
（
好
忠
集
・
夏
中
・
五
月
は
て
・
一
四
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
五
月
雨
・
一
二
四
。
〔
語
釈
〕　
○
岩
戸
―
（
天
の
）
岩
戸
。
高
天
原
に
あ
る
と
い
う
天
の
岩
屋
の
戸
。「
い
は
せ
」
の
異
文
は
、「
止
」
の
「
と
」
を
「
世
」
の
「
せ
」
に
誤
っ
た
結
果
生
じ
た
と
見
て
お
く
。
○
神
や
定
め
け
ん
―
「
神
」
は
天
照
大
神
か
。
宗
尊
は
後
に
、「
文
永
八
年
七
月
、
千
五
百
番
歌
合
あ
る
べ
し
と
て
、
内
裏
よ
り
お
ほ
せ
ら
れ
し
百
首
歌
」
で
「
君
が
代
は
尽
き
じ
と
神
や
定
め
け
む
御
裳
濯
川
に
跡
垂
れ
し
よ
り
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
祝
・
八
九
九
）
と
も
詠
む
。
〔
補
説
〕　
事
象
や
事
物
の
始
原
を
問
う
傾
き
が
あ
る
宗
尊
ら
し
い
一
首
と
言
え
る
。
一
七
〇
（
五
月
雨
）
167　
日
を
経へ
て
は
逢あ
ふ
人
も
な
し
さ
ざゝ
波なみ
や
依よさ
み網
の
原はら
の
五
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕（
五
月
雨
）
日
々
を
過
ご
し
て
は
逢
ふ
人
も
い
な
い
。（
さ
ざ
波
や
）
依
網
の
原
の
五
月
雨
の
頃
は
。
〔
本
歌
〕　
青
み
づ
ら
依
網
の
原
の
人
に
逢
へ
る
か
も
石
走
る
近
江
の
県
物
語
せ
む
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
二
八
七
・
人
麿
歌
集
）
〔
参
考
〕　
日
暮
る
れ
ば
逢
ふ
人
も
な
し
柾
木
散
る
峰
の
嵐
の
音
ば
か
り
し
て
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
五
七
・
俊
頼
）
日
を
経
れ
ど
濡
れ
て
ぞ
干
さ
ぬ
あ
ま
衣
田
蓑
の
島
の
五
月
雨
の
頃
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
〇
三
一
・
忠
基
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
ざ
波
や
―
枕
詞
。
琵
琶
湖
の
南
西
岸
の
各
所
名
・
地
名
に
か
か
る
。
こ
こ
は
、
本
歌
の
「
依
網
」
を
「
近
江
」
か
ら
近
江
国
の
所
名
と
見
て
用
い
た
か
。
○
依
網
の
原
―
所
在
未
詳
の
所
名
。「
依
網
が
原
」
と
も
。
三
河
国
碧
海
郡
依
網
郷
（
現
愛
知
県
刈
谷
市
・
安
城
市
）
の
平
野
と
も
、
河
内
国
丹
比
郡
の
依
網
と
も
い
う
。
た
だ
し
、『
夫
木
抄
』（
雑
四
）
は
「
よ
さ
み
の
は
ら
、
依
網
、
近
江
」
と
し
て
、
家
隆
の
「
行
き
暮
ら
す
依
網
の
原
の
よ
そ
に
し
て
誰
か
あ
ふ
み
に
人
を
契
ら
ん
」（
建
保
三
年
内
大
臣
家
百
首
、
寄
名
所
恋
・
九
八
七
五
。
壬
二
集
・
光
明
峰
寺
入
道
摂
政
家
百
首
・
六
六
二
）
と
信
実
の
「
あ
ふ
み
て
ふ
依
網
の
原
に
行
く
人
は
妹
が
あ
た
り
の
こ
と
語
ら
な
む
」（
宝
治
二
年
百
首
、
寄
原
恋
・
九
八
七
六
。
宝
治
百
首
・
二
七
〇
二
。
万
代
集
・
恋
四
・
二
五
一
七
）
を
載
せ
る
。
宗
尊
も
、
そ
の
理
解
で
あ
っ
た
ろ
う
。
蛍
168　
あ
ら
は
れ
て
思おも
ひ
は
見み
ゆ
る
夏
虫むし
の
誰た
が
た
め
と
て
か
音ね
を
忍しの
ぶ
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
一
〔
通
釈
〕　
蛍
表
立
っ
て
（
恋
の
）「
思
ひ
」
の
「
火
」
が
見
え
る
夏
虫
が
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
誰
の
た
め
と
い
っ
て
、（
泣
き
声
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
）
泣
き
声
を
こ
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
つ
つ
め
ど
も
隠
れ
ぬ
も
の
は
夏
虫
の
身
よ
り
あ
ま
れ
る
思
ひ
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
夏
・
二
〇
九
・
桂
内
親
王
の
童
女
）
〔
参
考
〕　
あ
や
し
く
も
音
を
の
み
忍
ぶ
蛍
か
な
燃
ゆ
と
は
人
に
見
ゆ
る
思
ひ
を
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
二
四
一
・
顕
朝
）
〔
類
歌
〕　
夏
深
き
草
葉
隠
れ
に
燃
ゆ
れ
ど
も
思
ひ
は
見
ゆ
る
蛍
な
り
け
り
（
嘉
元
百
首
・
夏
・
蛍
・
二
五
二
六
・
昭
慶
門
院
一
条
）
音
を
忍
ぶ
夜
半
の
蛍
の
思
ひ
こ
そ
く
る
し
き
も
の
に
燃
え
渡
り
け
れ
（
嘉
元
百
首
・
夏
・
蛍
・
一
九
二
八
・
為
藤
）
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
―
「
蛍
」
題
の
夏
歌
だ
が
、「
誰
が
た
め
」「
音
を
忍
ぶ
」
と
あ
る
の
で
、
恋
の
「
思
ひ
」
に
寄
せ
て
言
う
。「
ひ
」
に
「
夏
虫
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
○
夏
虫
―
蛍
。
○
音
を
忍
ぶ
―
「
思
ひ
」「
誰
が
た
め
」
と
あ
る
の
で
、
恋
に
泣
き
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
こ
ら
え
る
の
比
喩
で
、「
夏
虫
」
の
蛍
が
鳴
き
声
を
あ
げ
な
い
で
こ
ら
え
て
い
る
よ
う
に
言
い
な
す
。
〔
補
説
〕　
『
後
撰
集
』
歌
の
本
歌
取
と
見
た
が
、
実
質
的
に
は
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
一
首
の
詠
み
直
し
と
言
え
る
。
同
歌
合
は
、
宗
尊
の
青
年
時
代
の
大
規
模
な
も
の
で
、
他
の
事
例
に
も
照
ら
し
て
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
夕
立
169　
松まつ
か
せ風
も
は
げ
し
く
な
り
ぬ
高たか
さ
こ砂
の
尾おの
へ上
の
雲
の
夕ゆふ
た
ち立
の
空そら
〔
通
釈
〕　
夕
立
松
を
吹
く
風
も
烈
し
く
な
っ
た
。
高
砂
の
尾
の
上
に
雲
が
か
か
る
夕
立
の
空
の
下
で
。
一
七
二
〔
参
考
〕　
短
か
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
高
砂
の
峰
の
松
風
吹
く
か
と
ぞ
聞
く
（
後
撰
集
・
夏
・
一
六
七
・
兼
輔
）
高
砂
の
尾
上
の
松
に
吹
く
風
の
音
に
の
み
や
は
聞
き
わ
た
る
べ
き
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
五
二
・
顕
輔
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
夕
立
・
一
四
一
。
続
古
今
集
・
夏
・
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
・
二
六
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
十
一
・
播
磨
国
・
高
砂
・
峰
・
八
一
二
三
、
詞
書
（
集
付
）「
続
古
三　
白
雨
」。
〔
語
釈
〕　
○
松
風
も
は
げ
し
く
な
り
ぬ
―
「
松
風
」
を
「
は
げ
し
」
と
表
す
例
は
、『
六
百
番
歌
合
』
の
「
吉
野
山
す
ず
の
か
り
ね
に
霜
さ
え
て
松
風
は
げ
し
更
け
ぬ
こ
の
夜
は
」（
冬
・
寒
松
・
五
五
九
・
顕
昭
）
が
早
い
が
、
こ
の
「
松
風
は
げ
し
」
に
は
「
松
風
は
や
し
」
の
異
同
が
あ
る
。
定
家
は
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
十
月
の
出
家
以
後
に
、「
も
ず
の
ゐ
る
ま
さ
き
の
末
葉
秋
か
け
て
藁
屋
は
げ
し
き
峰
の
松
風
」（
定
家
名
号
七
十
首
・
山
家
・
五
一
）
と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
後
の
用
例
は
多
く
な
い
。
宗
尊
は
別
に
「
山
里
は
夕
べ
こ
と
問
ふ
松
風
の
は
げ
し
き
し
も
ぞ
の
ど
か
な
り
け
る
」（
中
書
王
御
詠
・
山
家
・
二
五
四
）
の
作
を
残
し
て
い
る
。
○
高
砂
―
播
磨
国
の
歌
枕
。
播
磨
国
加
古
郡
（
現
在
兵
庫
県
高
砂
市
）
の
加
古
川
の
河
口
付
近
。
〔
補
説
〕　
「
高
砂
」
の
「
夕
立
」
を
詠
む
歌
は
少
な
い
。
宗
尊
は
後
に
、「
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
」
で
も
「
夏
望
」
の
題
で
「
播
磨
潟
な
だ
の
み
お
き
は
風
あ
れ
て
高
砂
め
ぐ
る
夕
立
の
雲
」（
竹
風
抄
・
巻
三
・
五
六
九
。
中
書
王
御
詠
・
夏
・
夕
立
・
七
六
）
と
詠
ん
で
い
る
。
他
に
は
後
代
に
、
後
村
上
院
の
「
な
る
神
の
音
は
雲
井
に
高
砂
の
松
風
な
が
ら
す
ぐ
る
夕
立
」（
新
葉
集
・
夏
・
夕
立
を
よ
ま
せ
給
け
る
・
二
四
二
）
や
、
三
条
西
実
隆
の
「
過
ぎ
や
ら
ぬ
雲
一
む
ら
や
高
砂
の
梢
暮
れ
行
く
夕
立
の
空
」（
雪
玉
集
・
夏
・
遠
樹
夕
立
・
八
三
九
）
が
目
に
付
く
程
度
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
三
　
　
　
秋
七
夕
170　
七たな
は
た夕
の
恋
や
積つ
も
り
て
天
の・
川
ま
れ
な
る
中
の
淵ふち
と
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕秋
　
　
　　
七
夕
七
夕
の
両
星
の
恋
が
積
も
り
積
も
っ
て
、
天
の
川
は
、
そ
の
真
ん
中
が
深
い
淵
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
一
年
に
一
度
の
逢
瀬
と
い
う
希
な
二
人
の
仲
が
よ
り
深
い
思
い
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
筑
波
嶺
の
峰
よ
り
落
つ
る
み
な
の
河
恋
ぞ
積
も
り
て
淵
と
な
り
け
る
（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
七
六
・
陽
成
院
）
〔
他
出
〕　
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
五
。
瓊
玉
集
・
秋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
七
夕
を
・
一
五
四
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
弘
長
二
年
百
首
に
、
七
夕
を
・
三
一
五
。
題
林
愚
抄
・
秋
一
・
七
夕
、
詞
書
（
集
付
）「
続
古
弘
長
二
百
首
」。
〔
語
釈
〕　
○
ま
れ
な
る
中
―
逢
瀬
が
希
々
で
あ
る
男
女
の
間
柄
の
意
。
こ
こ
は
七
夕
に
つ
い
て
言
う
。「
中
」
に
、「
天
の
河
」
の
縁
で
、
川
の
中
央
部
の
意
を
掛
け
る
。
家
隆
の
両
首
、
即
ち
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
十
月
の
『
建
保
名
所
百
首
』
詠
「
こ
れ
ぞ
ま
た
ま
れ
な
る
中
は
し
か
す
が
の
渡
り
さ
へ
こ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
れ
」（
恋
・
志
香
須
香
渡
参
川
国
・
八
二
三
）
と
、
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
三
月
披
講
の
「
基
家
家
三
十
首
」
詠
「
思
ひ
川
ま
れ
な
る
中
に
流
る
な
り
こ
れ
に
も
渡
る
鵲
の
橋
」（
壬
二
集
・
九
条
前
内
大
臣
家
三
十
首
・
恋
・
稀
恋
・
一
九
〇
四
）
が
早
い
例
と
な
る
。
後
者
は
『
万
代
集
』（
恋
四
・
二
五
四
二
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
新
撰
六
帖
』
に
は
為
家
の
「
明
け
ぬ
と
も
ま
れ
な
る
中
の
逢
坂
は
関
と
て
人
や
と
ど
め
ざ
る
べ
き
」（
第
五
・
人
を
と
ど
む
・
一
五
九
二
）
が
あ
る
。
該
歌
の
前
年
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
』
で
も
「
い
か
に
せ
む
あ
ま
り
人
め
を
忍
ぶ
間
に
希
な
る
中
と
な
り
ぬ
べ
き
か
な
」（
恋
・
二
五
六
・
藤
原
顕
盛
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
七
夕
」
に
つ
い
て
言
う
先
行
例
と
し
て
は
、『
万
代
集
』
に
「
七
夕
一
七
四
の
ま
れ
な
る
中
も
逢
ふ
こ
と
の
数
は
多
く
の
年
や
経
ぬ
ら
む
」（
万
代
集
・
秋
上
・
八
〇
三
・
藤
原
為
継
）
が
あ
る
。
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
な
が
ら
、
真
観
光
俊
に
も
「
秋
も
な
ほ
稀
な
る
中
と
七
夕
の
よ
に
し
ら
す
る
や
忍
ぶ
な
る
ら
ん
」（
閑
放
集
・
七
夕
の
歌
・
一
四
）
の
作
が
あ
る
。
宗
尊
が
該
歌
に
用
い
る
環
境
は
整
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
後
に
、
同
じ
く
「
筑
波
嶺
の
」
歌
を
本
歌
に
「
恋
だ
に
も
淵
と
な
り
ぬ
る
み
な
の
川
ま
し
て
愁
へ
に
積
も
る
涙
は
」
（
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
淵
・
九
〇
）
と
も
詠
む
。
七
夕
後
朝
171　
月つき
だ
に
も
つ
れ
な
く
見み
え
ぬ
七たな
は
た夕
の
別わか
れ
の
袖そて
よ
い
か
がゝ
悲かな
し
き
〔
通
釈
〕　
七
夕
の
後
朝
つ
れ
な
く
見
え
た
有
明
の
月
と
い
う
が
、
そ
の
月
さ
え
つ
れ
な
く
も
見
え
な
い
七
夕
両
星
の
（
衣
衣
の
涙
の
白
露
が
置
く
）
別
れ
の
袖
よ
、
そ
れ
は
ど
ん
な
に
悲
し
い
か
。
〔
本
歌
〕　
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
い
と
ど
し
く
思
ひ
け
ぬ
べ
し
七
夕
の
別
れ
の
袖
に
置
け
る
白
露
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
二
六
・
能
宣
）
〔
参
考
〕　
ま
た
も
来
む
秋
を
待
つ
べ
き
七
夕
の
別
る
る
だ
に
も
い
か
が
悲
し
き
（
後
葉
集
・
哀
傷
・
七
月
七
日
白
河
院
か
く
れ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
よ
め
る
・
四
一
七
・
平
忠
盛
。
今
鏡
・
す
べ
ら
ぎ
の
中
・
二
三
。
玉
葉
集
・
雑
四
・
二
四
一
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・（
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
）
七
夕
後
朝
・
一
五
五
、
四
句
「
別
れ
の
空
に
」。
〔
語
釈
〕　
○
い
か
が
悲
し
き
―
『
久
安
百
首
』
の
教
長
詠
「
帰
り
来
む
ほ
ど
は
そ
の
日
と
契
れ
ど
も
立
ち
別
る
る
は
い
か
が
悲
し
き
」
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
五
（
離
別
・
二
八
九
）
が
早
い
例
と
な
る
。「
七
夕
」
に
つ
い
て
言
う
先
行
例
は
少
な
く
、
参
考
の
忠
盛
詠
が
目
に
付
く
程
度
。『
忠
盛
集
』
に
は
「
秋
ご
と
に
ま
た
も
逢
ふ
べ
き
七
夕
も
別
る
る
こ
と
は
い
か
が
悲
し
き
」（
一
四
一
）
の
一
首
が
見
え
る
。
露
172　
草
葉
こ
そ
し
ほ
れ
て
干ほ
さ
ぬ
秋
な
ら
め
な
ど
我わ
が
袖そて
の
露つゆ
け
か
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
露
草
葉
こ
そ
は
、
露
で
萎
れ
て
干
す
こ
と
の
な
い
秋
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
。
ど
う
し
て
私
の
袖
が
、
こ
の
よ
う
に
湿
っ
ぽ
く
露
が
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
夏
草
の
露
分
け
衣
着
も
せ
ぬ
に
な
ど
我
が
袖
の
か
わ
く
時
な
き
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
七
五
・
人
麿
）
秋
の
野
の
草
も
分
け
ぬ
を
我
が
袖
の
物
思
ふ
な
へ
に
露
け
か
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
一
六
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
ひ
と
り
寝
る
床
は
草
葉
に
あ
ら
ね
ど
も
秋
く
る
宵
は
露
け
か
り
け
り
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
八
・
読
人
不
知
）
置
く
露
は
草
葉
の
上
と
思
ひ
し
に
袖
さ
へ
濡
れ
て
秋
は
来
に
け
り
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
四
七
・
弁
内
侍
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
八
八
。
荻
173　
聞き
きゝ
初そ
め
は
い
か
に
か
せ
ま
し
秋
ご
と
に
馴な
れ
て
も
つ
ら
き
荻おき
の
上うは
か
せ風
一
七
六
〔
通
釈
〕　
荻
こ
の
よ
う
な
聞
き
初
め
は
、
一
体
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
毎
年
の
秋
毎
に
、
た
と
え
馴
れ
た
と
し
て
も
辛
い
荻
の
上
風
を
。
〔
参
考
〕　
君
が
宿
の
荻
の
上
葉
の
い
か
な
ら
ん
今
日
聞
き
初
む
る
恋
の
初
風
（
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
・
大
比
叡
十
五
番
・
初
恋
・
二
一
）
秋
ご
と
に
な
ほ
絶
え
ず
こ
そ
お
ど
ろ
か
せ
心
な
が
き
は
荻
の
上
風
（
久
安
百
首
・
秋
・
六
三
五
・
親
隆
）
〔
類
歌
〕　
吹
き
か
ふ
る
音
こ
そ
な
け
れ
秋
ご
と
に
悲
し
き
ま
ま
の
荻
の
上
風
（
新
和
歌
集
・
秋
・
荻
風
・
一
八
三
・
坂
上
道
清
）
秋
ご
と
に
聞
け
ど
悲
し
き
夕
暮
の
憂
け
く
に
飽
き
ぬ
荻
の
上
風
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
秋
・
二
四
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
荻
・
一
六
二
。
〔
語
釈
〕　
○
聞
き
初
め
は
―
他
例
を
見
な
い
。「
聞
き
初
め
ば
」
で
は
、
も
し
聞
き
始
め
る
な
ら
ば
、
の
意
と
な
る
。『
瓊
玉
集
』
の
配
列
上
は
荻
を
吹
く
風
の
音
の
歌
群
の
七
首
目
で
あ
り
、
仮
定
条
件
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
取
ら
な
い
。
○
馴
れ
て
も
つ
ら
き
―
俊
成
の
「
よ
そ
な
ら
ば
さ
て
も
や
み
な
ん
憂
き
物
は
馴
れ
て
も
つ
ら
き
契
り
な
り
け
り
」（
長
秋
詠
藻
・
右
大
臣
家
百
首
・
遇
不
逢
恋
・
五
二
七
）
が
早
く
、『
宝
治
百
首
』
の
「
嵐
吹
く
そ
と
も
に
そ
よ
ぐ
な
ら
柴
の
馴
れ
て
も
つ
ら
き
山
の
奥
か
な
」（
雑
・
山
家
嵐
・
三
七
〇
七
・
隆
祐
）
が
、
宗
尊
に
身
近
な
作
例
か
。
○
い
か
に
か
せ
ま
し
―
原
拠
は
「
穂
に
は
出
で
ぬ
い
か
に
か
せ
ま
し
花
薄
身
を
秋
風
に
棄
て
や
果
て
て
ん
」（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
七
・
小
野
道
風
）。
○
秋
ご
と
に
―
参
考
の
親
隆
詠
の
他
に
、「
荻
の
葉
に
言
問
ふ
人
も
な
き
も
の
を
来
る
秋
ご
と
に
そ
よ
と
答
ふ
る
」（
詞
花
集
・
秋
・
一
一
七
・
敦
輔
王
）
に
も
学
ん
で
い
よ
う
。『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
で
は
、
こ
の
歌
の
第
四
句
を
誤
っ
て
「
暮
る
秋
ご
と
に
」
と
記
し
た
。
訂
正
す
る
。
○
馴
れ
て
も
つ
ら
き
―
宗
尊
は
「
つ
ら
さ
馴
ら
は
す
荻
の
上
風
」（
252
）
と
も
詠
む
。
○
荻
の
上
風
―
荻
の
葉
の
上
を
吹
き
過
ぎ
る
風
。「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
が
原
拠
で
、「
物
ご
と
に
秋
の
け
し
き
は
し
る
け
れ
ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
」（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
三
・
行
宗
）
な
ど
と
歌
わ
れ
た
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
七
〔
補
説
〕　
毎
年
の
秋
に
、
た
と
え
聞
き
続
け
て
い
っ
て
馴
れ
た
と
し
て
も
辛
い
荻
の
葉
音
の
、
聞
き
始
め
の
堪
え
が
た
い
辛
さ
を
言
う
趣
旨
。
類
歌
は
共
に
、
い
わ
ゆ
る
宇
都
宮
歌
壇
の
詠
作
。
萩
174　
如
何
ば
か
り
露つゆ
け
か
る
ら
ん
秋あき
は
き萩
の
花はな
咲さ
く
頃ころ
の
宮
城き
野の
のゝ
原はら
〔
通
釈
〕　
萩
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
露
が
ち
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秋
萩
の
花
が
咲
く
頃
の
宮
城
野
の
原
は
。
〔
参
考
〕　
い
か
ば
か
り
露
け
か
る
ら
ん
さ
牡
鹿
の
妻
恋
ひ
か
ぬ
る
小
野
の
草
臥
し
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
四
・
長
覚
）
露
け
く
て
我
が
衣
手
は
濡
れ
ぬ
と
も
折
り
て
を
行
か
ん
秋
萩
の
花
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
八
二
・
躬
恒
）
秋
萩
の
花
咲
き
し
よ
り
宮
城
野
の
木
の
下
露
の
置
か
ぬ
間
ぞ
な
き
（
宝
治
百
首
・
秋
・
萩
露
・
一
二
三
一
・
為
経
）
あ
は
れ
い
か
に
草
葉
の
露
の
こ
ぼ
る
ら
む
秋
風
立
ち
ぬ
宮
城
野
の
原
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
〇
〇
・
西
行
）
色
に
出
で
ん
心
も
知
ら
ず
秋
萩
の
露
に
露
置
く
宮
城
野
の
原
（
拾
遺
愚
草
員
外
・〔
一
句
百
首
〕・
秋
・
一
五
三
）
〔
類
歌
〕　
秋
萩
の
花
咲
く
頃
の
白
露
は
下
葉
の
た
め
と
分
き
て
置
く
べ
し
（
四
季
恋
三
首
歌
合
・
秋
・
一
四
・
作
者
不
記
）
〔
語
釈
〕　
○
宮
城
野
の
原
―
現
宮
城
県
仙
台
市
東
方
一
帯
の
野
と
さ
れ
る
陸
奥
国
の
歌
枕
「
宮
城
野
」
の
「
原
」。「
宮
城
が
原
」
と
も
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
一
首
は
、
用
詞
が
重
な
る
が
、
歌
合
の
成
立
も
確
定
せ
ず
、
ま
た
宗
尊
が
こ
れ
を
披
見
し
得
た
と
も
考
え
に
く
い
。
一
七
八
薄
175　
立た
ち
渡わた
る
霧
の
絶た
え
間ま
の
花
薄すゝき
袖そて
か
と
見み
え
て
秋
風
ぞ
吹
く・
〔
通
釈
〕　
薄
一
面
に
立
ち
込
め
る
霧
の
絶
え
間
に
の
ぞ
く
花
す
す
き
が
、
人
を
招
く
袖
か
と
見
え
て
な
び
き
、
秋
風
は
吹
い
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
秋
の
野
の
草
の
袂
か
花
薄
ほ
に
出
で
て
招
く
袖
と
見
ゆ
ら
む
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
三
・
棟
梁
）
〔
参
考
〕　
明
け
ぬ
る
か
川
瀬
の
霧
の
絶
え
間
よ
り
遠
方
人
の
袖
の
見
ゆ
る
は
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
二
四
・
経
信
母
）
立
ち
渡
る
霧
の
絶
え
間
の
ほ
ど
も
な
く
見
え
て
は
見
え
ぬ
初
雁
の
声
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
霧
間
雁
・
二
〇
四
・
鷹
司
院
帥
）
〔
類
歌
〕　
ほ
に
出
づ
る
く
ろ
の
薄
も
山
田
刈
る
袖
か
と
見
え
て
秋
風
ぞ
吹
く
（
草
根
集
・
秋
・
秋
田
・
三
四
一
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
六
八
。
〔
語
釈
〕　
○
花
薄
―
穂
の
出
て
い
る
薄
の
美
称
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
「
立
ち
渡
る
霧
の
絶
え
間
の
」
歌
の
作
者
鷹
司
院
帥
は
、
真
観
の
女
で
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
の
点
者
の
一
人
。
本
集
に
は
別
に
「
立
ち
渡
る
霧
の
絶
え
間
は
紅
葉
し
て
遠
山
さ
び
し
秋
の
夕
暮
」（
秋
下
・
二
五
六
）
が
あ
る
。
宗
尊
が
帥
詠
に
学
ん
だ
可
能
性
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
虫
176　
何なに
こ
と事
を
忍しの
び
あ
ま
り
て
浅あさ
茅ち
ふ生
の
小を
の
ゝ
野
の
草
葉
に
虫むし
の
鳴な
く
ら覧ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
七
九
〔
通
釈
〕　
虫
い
っ
た
い
何
事
を
堪
え
忍
ぶ
以
上
に
あ
ふ
れ
て
出
て
、
浅
茅
が
生
え
る
野
の
草
葉
で
、
こ
の
よ
う
に
虫
が
（
ま
る
で
泣
く
よ
う
に
）
鳴
く
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ぶ
れ
ど
あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
恋
ひ
し
き
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
七
七
・
等
）
〔
参
考
〕　
風
寒
み
鳴
く
秋
虫
の
涙
こ
そ
草
葉
色
ど
る
露
と
置
く
ら
め
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
三
・
読
人
不
知
）
何
事
を
い
と
か
く
ば
か
り
夏
虫
の
思
ひ
あ
ま
り
て
身
を
焦
が
す
ら
ん
（
永
久
百
首
・
夏
・
夏
虫
・
一
八
二
・
大
進
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
虫
を
・
一
八
二
。
〔
語
釈
〕　
○
浅
茅
生
―
丈
の
低
い
チ
ガ
ヤ
が
生
え
て
い
る
所
。
○
鳴
く
―
「
な
に
ご
と
を
忍
び
あ
ま
り
て
」
か
ら
「
泣
く
」
が
響
く
。
（
虫
）
177　
夕ゆふ
く
れ暮
は
誰た
が
頼たの
め
た
る
山
路ち
と
て
人
待ま
ち
顔かほ
に
鹿しか
の
鳴な
く
ら
ん
〔
通
釈
〕（
虫
）
夕
暮
は
、
い
っ
た
い
誰
が
訪
れ
を
期
待
さ
せ
た
山
道
だ
と
い
っ
て
、
ま
る
で
人
を
待
っ
て
い
る
風
情
で
鹿
が
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
人
知
れ
ぬ
人
待
ち
顔
に
見
ゆ
め
る
は
誰
が
頼
め
た
る
今
宵
な
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
雑
恋
・
一
二
二
〇
・
実
頼
）
〔
参
考
〕　
夕
暮
は
小
野
の
萩
原
吹
く
風
に
さ
び
し
く
も
あ
る
か
鹿
の
鳴
く
な
る
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
〇
六
・
正
家
）
あ
と
惜
し
む
誰
が
な
ら
は
し
の
山
路
と
て
積
も
れ
る
雪
を
問
ふ
人
の
な
き
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
雪
・
九
八
一
・
藻
壁
門
一
八
〇
院
少
将
。
万
代
集
・
冬
・
一
四
九
五
。
閑
窓
撰
歌
合
建
長
三
年
・
二
一
）
誰
が
た
め
に
惜
し
み
し
花
の
山
路
と
て
よ
そ
げ
に
春
の
今
日
は
見
ゆ
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
七
二
一
・
基
家
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
基
家
詠
は
、
藻
壁
門
院
少
将
詠
に
刺
激
さ
れ
た
か
。
宗
尊
は
、
そ
の
基
家
詠
を
見
習
っ
た
か
。
月
178　
い
づ
く
に
も
慰なくさ
め
難かた
き
秋あき
の
月
い
か
に
澄す
む
ら
む
姨をは
す
て捨
の
山やま
〔
通
釈
〕　
月
ど
こ
で
あ
っ
て
も
心
を
慰
め
難
い
（
澄
ん
だ
光
の
）
秋
の
月
よ
。
そ
れ
な
の
に
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
澄
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
心
を
慰
め
難
い
と
い
う
姨
捨
の
山
は
。
〔
本
歌
〕　
我
が
心
慰
め
か
ね
つ
更
科
や
姨
捨
山
に
照
る
月
を
見
て
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
い
づ
く
に
も
今
宵
の
月
を
見
る
人
の
心
や
同
じ
空
に
澄
む
ら
ん
（
金
葉
集
・
秋
・
一
八
二
・
忠
教
）
い
づ
く
に
て
堪
へ
ぬ
心
を
慰
め
ん
千
里
の
ほ
ど
も
秋
の
夜
の
月
（
信
生
法
師
集
・
月
・
八
五
）
秋
ご
と
に
慰
め
難
き
月
ぞ
と
は
な
れ
て
も
知
る
や
姨
捨
の
山
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
六
〇
・
為
氏
。
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
名
所
月
・
二
三
一
）
我
が
庵
は
姨
捨
山
の
麓
か
は
慰
め
難
き
秋
の
月
影
（
秋
風
集
・
秋
中
・
一
一
六
三
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
右
大
臣
家
百
首
・
月
・
五
三
三
）
あ
や
し
く
も
慰
め
難
き
心
か
な
姨
捨
山
の
月
も
見
な
く
に
（
万
代
集
・
雑
三
・
三
一
二
三
・
小
町
。
小
町
集
・
九
六
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
八
一
問
ふ
人
も
あ
ら
じ
と
思
ふ
を
三
輪
の
山
い
か
に
澄
む
ら
ん
秋
の
夜
の
月
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
五
八
・
藻
璧
門
院
少
将
。
名
所
月
歌
合
貞
永
元
年
・
名
所
月
・
一
二
）
〔
語
釈
〕　
○
姨
捨
の
山
―
信
濃
国
の
歌
枕
。
現
長
野
県
千
曲
市
（
旧
埴
科
郡
戸
倉
町
と
更
級
郡
上
山
田
町
の
境
）
と
東
筑
摩
郡
筑
北
村
に
跨
が
る
冠
着
山
と
さ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
「
い
づ
く
に
か
世
を
ば
厭
は
む
心
こ
そ
野
に
も
山
に
も
迷
ふ
べ
ら
な
れ
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
七
・
素
性
）
を
本
歌
に
し
た
式
子
の
「
な
が
め
わ
び
ぬ
秋
よ
り
ほ
か
の
宿
も
が
な
野
に
も
山
に
も
月
や
澄
む
ら
ん
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
八
〇
）
と
類
想
で
あ
ろ
う
。（
月
）
179　
更ふ
け
ゆ
け
ば
松まつ
か
せ風
寒さむ
し
大おほ
と
も伴
の
御み
つ津
の
泊と
ま
り
の
秋
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕（
月
）
更
け
て
ゆ
く
と
、
松
吹
く
風
が
寒
い
。
大
伴
の
御
津
の
船
着
き
場
を
照
ら
す
秋
の
夜
の
月
よ
。
〔
本
歌
〕　
大
伴
の
御
津
の
泊
ま
り
に
舟
は
て
て
竜
田
の
や
ま
を
い
つ
か
越
え
い
か
む
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
七
二
二
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
更
け
ゆ
け
ば
暗
き
軒
端
の
影
も
な
し
庭
を
盛
り
の
秋
の
夜
の
月
（
日
吉
社
大
宮
歌
合
承
久
元
年
・
深
夜
秋
月
・
一
・
順
徳
院
。
紫
禁
集
・
一
一
五
九
）
袖
濡
ら
す
雄
島
が
磯
の
泊
ま
り
か
な
松
風
寒
み
時
雨
降
る
な
り
（
続
詞
花
集
・
旅
・
七
二
四
・
俊
成
。
秋
風
集
・
冬
上
・
四
六
七
。
続
古
今
集
・
羈
旅
・
九
〇
四
。
長
秋
詠
藻
・
二
六
二
。
歌
仙
落
書
・
二
五
。
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
一
六
。
玄
玉
一
八
二
集
・
二
五
三
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
四
五
四
）
〔
他
出
〕　
続
千
載
集
・
秋
下
・
百
首
歌
中
に
、
月
・
四
九
三
。
〔
語
釈
〕　
○
大
伴
の
御
津
―
古
代
の
豪
族
大
伴
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
「
大
伴
」
は
、
大
阪
湾
東
岸
一
帯
（
現
大
阪
市
か
ら
堺
市
に
か
け
て
）
の
地
を
言
い
、
そ
こ
に
あ
っ
た
官
船
の
発
着
す
る
港
を
「
御
津
」
と
言
う
。
三
津
寺
（
現
大
阪
市
中
央
区
三
津
寺
町
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
（
月
）
180　
さ
や
か
に
も
見み
る
べ
き
夜よ
は半
の
月
に
な
ど
も
ろ
き
涙なみた
の
曇くも
り
初そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
（
月
）
は
っ
き
り
と
見
る
は
ず
の
夜
中
の
月
に
、
ど
う
し
て
も
ろ
く
も
こ
ぼ
れ
る
涙
が
暗
く
し
て
見
え
な
く
な
り
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
さ
や
か
に
も
見
る
べ
き
月
を
我
は
た
だ
涙
に
曇
る
を
り
ぞ
お
ほ
か
る
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
八
八
・
中
務
）
〔
参
考
〕　
木
の
葉
散
る
時
雨
や
ま
が
ふ
我
が
袖
に
も
ろ
き
涙
の
色
と
見
る
ま
で
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
六
〇
・
通
具
）
袖
に
散
る
身
を
知
る
雨
の
村
雲
は
涙
よ
り
こ
そ
曇
り
初
む
ら
め
（
為
家
集
・
寄
雨
恋
元
仁
元
年
・
一
〇
九
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
曇
り
―
涙
の
せ
い
で
物
が
十
分
に
見
え
な
く
な
る
意
。
（
月
）
181　
東あつま
に
て
十と
年ゝせ
の
秋
は
な
が
め
来き
ぬ
い
つ
か
都みやこ
の
月
を
見み
る
べ
き
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
八
三
〔
通
釈
〕（
月
）
こ
の
東
国
で
十
年
の
秋
は
、
月
を
物
思
い
つ
つ
見
つ
め
て
き
た
。
何
時
に
な
れ
ば
、
都
の
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
東
に
て
養
は
れ
た
る
人
の
子
は
し
た
だ
み
て
こ
そ
物
は
言
ひ
け
れ
（
拾
遺
集
・
物
名
・
四
一
三
・
読
人
不
知
）
い
つ
か
わ
れ
苔
の
袂
に
露
お
き
て
知
ら
ぬ
山
路
の
月
を
見
る
べ
き
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
六
四
・
家
隆
）
か
ぞ
ふ
れ
ば
十
年
の
秋
は
な
れ
に
け
り
さ
や
か
に
照
ら
せ
雲
の
上
の
月
（
紫
禁
集
・
詠
百
首
題
朗
詠
・
禁
中
・
一
二
五
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
月
を
・
二
一
八
。
〔
語
釈
〕　
○
東
に
て
―
宗
尊
は
現
実
に
関
東
に
在
る
が
、
歌
詞
と
し
て
は
参
考
の
『
拾
遺
集
』
歌
に
拠
る
。
→
補
説
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
鎌
倉
に
下
着
し
た
の
は
、
十
一
歳
の
建
長
四
年
（
一
二
五
一
）
の
四
月
一
日
で
あ
っ
た
（
鎌
倉
年
代
記
、
武
家
年
代
記
）。
該
歌
の
詠
ま
れ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
冬
ま
で
の
間
に
、
宗
尊
は
確
か
に
「
十
年
の
秋
」（
事
実
は
十
二
回
の
秋
）
を
関
東
に
迎
え
て
い
る
。
同
じ
百
首
の
「
歳
暮
」
題
で
宗
尊
は
、「
東
に
て
暮
れ
ぬ
る
年
を
し
る
せ
れ
ば
五
つ
の
二
つ
過
ぎ
に
け
る
か
な
」（
本
集
集
・
194
）
と
も
詠
じ
て
い
て
、
こ
の
歌
は
『
瓊
玉
集
』
の
冬
巻
軸
（
三
一
九
）
に
配
さ
れ
て
い
る
。
在
鎌
倉
十
年
の
感
慨
は
強
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
宗
尊
が
再
び
都
の
秋
の
月
を
見
る
の
は
、
二
十
五
歳
の
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
二
十
日
で
あ
っ
た
（
深
心
院
関
白
記
）。
帰
京
三
年
後
に
は
、「
東
に
て
思
ひ
お
こ
せ
し
玉
敷
の
都
の
花
を
馴
れ
て
見
る
か
な
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
、
柿
本
影
前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
・
春
・
六
一
〇
）
と
詠
じ
て
い
る
。
な
お
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
年
を
「
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）」
と
誤
っ
て
記
し
た
。
訂
正
す
る
。
一
八
四
擣
衣
182　
侘わ
び
つ
つゝ
も
寝ね
ら
れ
ぬ
夜
半
の
月
影かけ
に
人ひと
待ま
つ
人
や
衣ころも
打う
つ
ら
ん
〔
通
釈
〕　
擣
衣
嘆
き
侘
び
な
が
ら
寝
ら
れ
な
い
夜
中
の
月
に
、
恋
人
を
待
っ
て
い
る
人
が
衣
を
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
月
夜
に
は
来
ぬ
人
待
た
る
か
き
曇
り
雨
も
降
ら
な
む
侘
び
つ
も
寝
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
明
け
方
の
天
の
門
渡
る
月
影
に
憂
き
人
さ
へ
や
衣
打
つ
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
聞
擣
衣
・
一
八
〇
三
・
基
家
、
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
二
）
誰
が
た
め
に
麻
の
さ
衣
打
ち
侘
び
て
寝
ら
れ
ぬ
夜
半
を
重
ね
き
ぬ
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
聞
擣
衣
・
一
八
二
六
・
経
朝
。
万
代
集
・
秋
下
・
一
一
〇
八
）
〔
影
響
〕　
侘
び
つ
つ
も
寝
ら
れ
ぬ
月
の
有
明
に
つ
れ
な
く
待
ち
し
程
ぞ
知
ら
る
る
（
李
下
集
・
恋
・
待
恋
と
て
・
五
五
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
擣
衣
を
・
二
四
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
人
待
つ
人
―
院
政
期
の
「
秋
風
の
荻
の
葉
過
ぐ
る
夕
暮
に
人
待
つ
人
の
心
を
ぞ
知
る
」（
故
侍
中
左
金
吾
家
集
〔
頼
実
〕・
右
大
弁
の
誘
ひ
給
ひ
し
か
ば
梅
津
に
ま
か
り
て
、
河
辺
水
秋
夕
風
・
七
三
）
や
「
さ
夜
寒
み
人
待
つ
人
に
聞
か
せ
ば
や
荻
の
枯
れ
葉
に
霰
降
る
な
り
」（
堀
河
百
首
・
冬
・
霰
・
九
三
五
・
仲
実
）
が
先
行
例
と
な
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
両
首
は
『
宝
治
百
首
』
詠
で
、
同
百
首
に
宗
尊
が
学
ん
で
い
た
可
能
性
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
特
に
、
基
家
詠
が
収
め
ら
れ
た
『
三
十
六
人
大
歌
合
』
は
、
該
歌
が
詠
ま
れ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
冬
の
直
前
、
同
年
九
月
中
の
成
立
で
撰
者
は
基
家
と
さ
れ
て
い
る
。
基
家
詠
は
左
の
宗
尊
詠
と
番
え
ら
れ
た
一
番
右
で
、
宗
尊
が
目
に
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
八
五
霧
183　
寂さひ
し
さ
の
類たくひ
を
何なに
にゝ
比くら
べ
ま
し
霧きり
降ふ
る
山
の
秋あき
の
夕
暮くれ
〔
通
釈
〕　
霧
こ
の
寂
し
さ
の
類
を
何
に
比
べ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
霧
が
降
る
山
の
秋
の
夕
暮
よ
。
〔
参
考
〕　
寂
し
さ
を
何
に
た
と
へ
ん
牡
鹿
鳴
く
み
山
の
里
の
明
け
方
の
空
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
三
・
惟
宗
広
言
）
寂
し
さ
は
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
じ
琴
の
音
に
松
風
通
ふ
秋
の
夕
暮
（
歌
仙
落
書
・〔
俊
成
詠
に
対
す
る
評
歌
〕）
寂
し
さ
は
み
山
の
秋
の
朝
ぐ
も
り
霧
に
し
ほ
る
る
真
木
の
下
露
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
九
二
・
後
鳥
羽
院
）
身
に
あ
ま
る
思
ひ
を
何
に
く
ら
べ
ま
し
室
の
八
島
も
煙
こ
そ
立
て
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
煙
恋
・
二
五
六
二
・
家
良
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
一
五
九
）
霧
深
き
み
山
の
里
の
夕
暮
に
い
か
な
る
人
の
堪
へ
て
住
む
ら
む
（
御
裳
濯
集
・
秋
上
・
三
六
〇
・
家
隆
）
深
山
べ
の
霧
隠
れ
こ
そ
寂
し
け
れ
晴
れ
間
や
い
づ
く
秋
の
夕
暮
（
弘
長
百
首
・
秋
・
霧
・
三
二
九
・
寂
西
）
〔
補
説
〕　
下
句
に
は
、「
村
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
真
木
の
葉
に
霧
立
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
・
四
八
一
・
寂
蓮
）
が
対
照
的
に
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
紅
葉
184　
露
霜しも
に
う
つ
ろ
ひ
そ
め
し
紅もみ
ち葉
葉
を
時しく
れ雨
や
おを
の
が
色
と
見み
る
ら
ん
一
八
六
〔
通
釈
〕　
紅
葉
露
や
霜
に
色
づ
き
染
め
始
め
た
紅
葉
葉
を
、
時
雨
は
自
分
が
染
め
た
色
だ
と
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
紅
葉
葉
の
濃
さ
も
薄
さ
も
竜
田
山
た
だ
露
霜
の
心
な
り
け
り
（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本
拾
遺
・
紅
葉
・
二
九
七
・
真
観
）
露
霜
の
矢
野
の
神
山
紅
に
に
ほ
ひ
そ
め
た
る
峰
の
紅
葉
葉
（
為
家
千
首
・
秋
・
四
八
五
）
時
雨
の
雨
お
の
が
色
か
は
紅
に
木
木
の
木
の
葉
を
い
か
で
染
む
ら
ん
（
教
長
集
・
秋
・
紅
葉
を
・
四
八
一
）
夕
時
雨
晴
れ
て
も
お
の
が
色
な
れ
ば
露
も
ろ
と
も
に
降
る
木
の
葉
か
な
（
道
家
百
首
・
秋
・
五
四
）
立
ち
離
れ
沢
辺
に
馴
る
る
春
駒
は
お
の
が
影
を
や
友
と
見
る
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
四
六
・
源
兼
長
）
〔
語
釈
〕　
○
そ
め
し
―
「
初
め
し
」
と
「
染
め
し
」
の
掛
詞
。
〔
補
説
〕　
「
露
霜
」
に
「
紅
葉
」
す
る
こ
と
を
歌
う
こ
と
は
類
型
だ
が
、
宗
尊
の
師
為
家
と
真
観
の
歌
を
参
考
に
挙
げ
た
。
為
家
の
歌
は
、「
妻
隠
る
矢
野
の
神
山
露
霜
に
に
ほ
ひ
そ
め
た
り
散
ら
ま
く
惜
し
も
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
一
七
八
・
人
麿
歌
集
）
を
本
歌
に
す
る
。
実
朝
も
こ
の
万
葉
歌
に
拠
り
「
雁
鳴
き
て
寒
き
朝
け
の
露
霜
に
矢
野
の
神
山
色
づ
き
に
け
り
」（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
三
七
）
と
詠
む
。
（
紅
葉
）
185　
う
ら
ぶ
れ
て
我われ
の
み
ぞ
見み
る
山
里さと
の
紅もみ
ち葉
あ
は
れ
と
訪ゝ
ふ
人
は
な
し
〔
通
釈
〕（
紅
葉
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
八
七
う
ち
し
お
れ
て
私
一
人
だ
け
が
見
る
こ
の
山
里
の
紅
葉
を
、
し
み
じ
み
と
趣
深
い
と
い
っ
て
訪
れ
る
人
は
な
い
。
〔
本
歌
〕　
秋
山
に
黄
葉
あ
は
れ
と
う
ら
ぶ
れ
て
い
ほ
り
に
し
妹
は
待
て
ど
来
ま
さ
ぬ
（
万
葉
集
・
巻
七
・
挽
歌
・
一
四
〇
九
・
作
者
未
詳
）
秋
は
来
ぬ
紅
葉
は
宿
に
降
り
し
き
ぬ
道
踏
み
分
け
て
訪
ふ
人
は
な
し
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
七
・
読
人
不
知
）
〔
影
響
〕　
心
ざ
し
深
き
山
路
の
時
雨
か
な
染
む
る
紅
葉
も
我
の
み
ぞ
見
る
（
李
花
集
・
秋
・
山
里
に
侍
り
け
る
比
、
紅
葉
を
見
て
・
三
六
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
紅
葉
を
・
二
六
八
。
〔
語
釈
〕　
○
う
ら
ぶ
れ
て
―
本
歌
の
『
万
葉
集
』
歌
の
詞
を
取
る
。「
う
ら
ぶ
る
」
は
、
悲
し
み
に
思
い
沈
む
、
あ
る
い
は
そ
の
境
遇
に
沈
淪
す
る
意
。『
八
雲
御
抄
』（
巻
四
・
言
語
部
）
の
「
う
ら
ぶ
れ
」
の
項
に
、「
公
任
卿
説
に
曰
く
、
物
思
ひ
苦
し
げ
な
る
也
。
草
木
も
た
だ
同
じ
事
也
。
う
ち
乱
る
〔
異
文
「
恨
み
た
る
」〕
よ
し
也
。
た
と
へ
ば
、
思
苦
也
。
万
葉
に
、
君
恋
ふ
と
し
な
え
う
ら
ぶ
れ
我
が
居
れ
ば
、
と
云
ふ
。
何
も
物
思
ふ
と
云
ふ
心
也
と
在
二
古
語
一
。」
と
あ
る
。「
君
恋
ふ
と
」
の
歌
は
、「
君
に
恋
ひ
し
な
え
う
ら
ぶ
れ
我
が
居
れ
ば
秋
風
吹
き
て
月
傾
き
ぬ
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
相
聞
・
寄
月
・
二
二
九
八
・
作
者
未
詳
）
の
こ
と
。
○
訪
ふ
人
は
な
し
―
『
瓊
玉
集
』
で
は
の
「
訪
ふ
人
も
な
し
」
と
い
う
異
文
も
あ
る
。
こ
れ
は
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』
以
来
の
伝
統
的
措
辞
で
む
し
ろ
作
例
は
多
い
が
、
こ
こ
は
『
古
今
集
』
読
人
不
知
歌
を
本
歌
に
、
そ
の
詞
を
取
っ
た
と
見
る
。
暮
秋
186　
秋あき
の
行ゆ
く
長なか
つ
き月
の
月
の
有あり
あ
け明
は
い
か
ば
か
り
な
る
あ
は
れ
と
か
知し
る
一
八
八
〔
通
釈
〕　
暮
秋
秋
が
去
っ
て
行
く
長
月
九
月
の
月
の
有
明
の
頃
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
あ
わ
れ
と
知
る
こ
と
か
。
〔
参
考
〕　
物
思
ひ
て
な
が
む
る
頃
の
月
の
色
に
い
か
ば
か
り
な
る
あ
は
れ
そ
む
ら
ん
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
六
九
・
西
行
）
長
月
の
月
の
有
明
の
時
雨
ゆ
ゑ
明
日
の
紅
葉
の
色
も
恨
め
し
（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
月
・
七
〇
〇
）
秋
も
や
が
て
有
明
が
た
に
な
り
に
け
り
姨
捨
山
の
長
月
の
月
（
壬
二
集
・
後
度
百
首
・
秋
・
一
五
〇
）
今
来
む
と
頼
め
し
庭
に
露
寒
し
有
明
が
た
の
長
月
の
月
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
月
〔
元
久
元
年
十
二
月
〕
賀
茂
上
社
卅
首
御
会
・
秋
・
一
二
四
六
）
長
月
の
有
明
の
空
を
見
て
後
ぞ
秋
の
あ
は
れ
の
果
て
は
知
り
ぬ
る
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
暮
秋
・
四
七
五
・
兼
宗
。
万
代
集
・
秋
下
・
一
二
三
五
）
〔
語
釈
〕　
○
有
明
―
月
が
ま
だ
空
に
あ
る
内
に
夜
が
明
け
る
こ
と
、
そ
の
時
分
。
〔
補
説
〕　
「
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
歌
で
も
あ
る
が
、
そ
の
関
係
性
は
同
想
の
740
よ
り
は
希
薄
か
。
　
　
　
冬
初
冬
187　
真ま
き木
の
屋や
の
時
雨
は
秋あき
も
聞き
きゝ
馴な
れ
て
冬
の
初はし
め
を
分わ
き
ぞ
か
ね
つ
る
〔
通
釈
〕冬
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
八
九
　
　
　
　
初
冬
真
木
の
屋
に
降
る
木
の
葉
の
時
雨
は
秋
も
聞
き
馴
れ
て
い
て
、
本
当
の
時
雨
が
降
る
冬
の
初
め
を
区
別
し
か
ね
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
木
の
葉
散
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
ぞ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
し
ぐ
れ
せ
ぬ
夜
も
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
落
葉
如
雨
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
・
三
八
二
・
源
頼
実
）
〔
参
考
〕　
真
木
の
屋
に
時
雨
の
音
の
か
は
る
か
な
紅
葉
や
深
く
散
り
積
も
る
ら
ん
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
八
九
・
実
房
）
真
木
の
屋
の
寝
覚
め
に
過
ぐ
る
時
雨
に
ぞ
冬
の
初
め
は
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
宝
治
百
首
・
冬
・
初
冬
時
雨
・
二
〇
二
八
・
成
茂
）
ま
ば
ら
な
る
真
木
の
板
屋
に
音
は
し
て
漏
ら
ぬ
時
雨
や
木
の
葉
な
る
ら
む
（
千
載
集
・
冬
・
四
〇
四
・
俊
成
）
小
倉
山
峰
の
木
の
葉
に
聞
き
馴
れ
て
時
雨
せ
ぬ
夜
も
濡
る
る
袖
か
な
（
建
保
名
所
百
首
・
秋
・
小
倉
山
山
城
国
・
四
二
一
。
紫
禁
集
・
六
五
〇
）
神
無
月
時
雨
は
秋
も
み
室
山
か
は
ら
ぬ
空
に
冬
は
来
に
け
り
（
紫
禁
集
・
建
暦
元
年
三
月
五
十
首
・
時
雨
・
二
六
）
秋
の
う
ち
も
折
折
音
は
せ
し
か
ど
も
冬
の
初
め
の
初
時
雨
か
な
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
一
六
九
五
・
兼
宗
）
一
と
せ
を
分
き
ぞ
か
ね
ぬ
る
み
冬
継
ぎ
残
る
日
数
の
春
は
来
に
け
り
（
宝
治
百
首
・
春
・
歳
内
立
春
・
一
・
後
嵯
峨
院
）
〔
類
歌
〕　
時
雨
を
ば
秋
よ
り
聞
き
し
真
木
の
屋
に
冬
来
に
け
り
と
降
る
木
の
葉
か
な
（
新
後
撰
集
・
冬
・
前
権
僧
正
教
範
・
四
五
二
。
続
門
葉
集
・
冬
・
四
〇
一
）
冬
の
来
る
し
る
し
は
い
づ
ら
今
朝
よ
り
の
時
雨
は
秋
も
ふ
る
の
神
杉
（
頓
阿
百
首
・
初
冬
時
雨
・
五
一
）
降
り
増
さ
る
木
の
葉
を
冬
の
初
め
に
て
時
雨
は
秋
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
（
前
摂
政
家
歌
合
嘉
吉
三
年
・
初
冬
・
二
七
七
・
教
房
）
冬
来
て
も
音
は
か
は
ら
ぬ
槙
の
屋
の
時
雨
や
秋
の
形
見
な
る
ら
ん
（
挙
白
集
・
冬
・
初
冬
時
雨
を
・
一
一
五
三
）
一
九
〇
〔
語
釈
〕　
○
真
木
の
屋
―
真
木
の
杉
や
檜
の
板
で
葺
い
た
屋
根
、
そ
の
家
。
時
雨
188　
柞はゝそ
散ち
る
石いは
田た
の
小を
の
ゝ
野
の
木こ
か枯
ら
し
に
山
路ち
時し
く雨
れ
て
か
かゝ
る
群むら
く
も雲
〔
通
釈
〕　
時
雨
柞
が
散
る
石
田
の
小
野
を
吹
く
木
枯
ら
し
に
、
山
路
は
時
雨
れ
て
、
群
雲
が
か
か
っ
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
山
城
の
石
田
の
小
野
の
柞
原
見
つ
つ
や
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
五
八
九
・
宇
合
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
九
・
雑
歌
、
初
句
「
山
科
の
」）
〔
参
考
〕　
今
日
は
は
や
冬
と
告
ぐ
な
り
柞
原
石
田
の
小
野
の
木
枯
し
の
風
（
秋
風
抄
・
冬
・
一
三
三
・
行
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
八
四
。
続
古
今
集
・
冬
・
百
首
歌
中
に
、
時
雨
を
・
五
七
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
一
・
山
階
・
石
田
小
野
・
二
七
〇
。
題
林
愚
抄
・
冬
上
・
時
雨
・
四
九
三
六
。
〔
語
釈
〕　
○
柞
―
ぶ
な
科
の
落
葉
高
木
、
あ
る
い
は
楢
や
櫟
の
類
の
総
称
と
い
う
。
○
石
田
の
小
野
―
「
い
は
た
の
を
の
」。
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
石
田
の
辺
り
の
野
と
い
う
。「
石
田
の
杜
」
も
詠
ま
れ
る
。
○
か
か
る
群
雲
―
「
袖
濡
ら
す
時
雨
な
り
け
り
神
無
月
生
駒
の
山
に
か
か
る
群
雲
」（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
八
二
・
師
賢
）
に
倣
う
か
。
〔
補
説
〕　
同
じ
歌
を
本
歌
に
し
た
269
番
歌
が
、「
山
城
の
石
田
の
小
野
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
『
万
葉
集
』
で
は
な
く
『
新
古
今
集
』
の
形
で
掲
出
し
た
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
一
落
葉
189　
竜たつ
田た
川かは
神
代
も
聞き
か
ぬ
色いろ
な
る
は
御み
室むろ
の
山やま
に
嵐あらし
吹ふ
く
ら
し
〔
通
釈
〕　
落
葉
竜
田
川
が
、
神
代
で
さ
え
も
聞
か
な
い
色
で
あ
る
の
は
、
御
室
山
に
嵐
が
吹
い
て
（
紅
葉
の
錦
を
散
ら
し
て
）
い
る
ら
し
い
。
〔
本
歌
〕　
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜
田
川
か
ら
紅
に
水
く
く
る
と
は
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
四
・
業
平
。
百
人
秀
歌
・
一
〇
。
百
人
一
首
・
一
七
）
嵐
吹
く
御
室
の
山
の
紅
葉
葉
は
竜
田
の
川
の
錦
な
り
け
り
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
六
六
・
能
因
。
百
人
秀
歌
・
五
七
。
百
人
一
首
・
六
九
）
〔
語
釈
〕　
○
竜
田
川
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
の
生
駒
山
地
を
南
流
し
生
駒
郡
斑
鳩
町
で
大
和
川
に
合
流
す
る
。
○
御
室
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
、
竜
田
川
と
大
和
川
の
合
流
地
点
の
山
、
神
奈
備
山
の
別
称
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
能
因
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
冬
月
190　
天あま
つ
空そら
と
こ
ろ
ど〳
こ〵
ろ
に
雲くも
浮う
き
て
雪ゆき
気け
見み
せ
た
る
月
の
寒さむ
け
さ
〔
通
釈
〕　
冬
の
月
一
九
二
天
空
は
、
所
々
に
雲
が
浮
い
て
、
雪
の
降
り
そ
う
な
気
配
を
見
せ
て
い
る
月
の
寒
々
し
さ
よ
。
〔
参
考
〕　
天
つ
空
浮
雲
払
ふ
秋
風
に
く
ま
な
く
澄
め
る
夜
半
の
月
か
な
（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
五
三
・
公
能
）
空
は
な
ほ
霞
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
曇
る
春
の
夜
の
月
（
新
古
今
集
・
春
上
・
二
三
・
良
経
）
こ
ち
風
に
峰
の
淡
雪
解
け
ぬ
ら
し
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
晴
れ
ぬ
白
雲
（
夫
木
抄
・
春
二
・
残
雪
・
承
保
二
年
二
月
陽
明
門
院
殿
上
歌
合
・
五
八
五
・
高
階
政
業
）
行
く
水
の
浅
瀬
氷
れ
る
長
き
夜
に
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
月
の
寒
け
さ
（
宝
治
百
首
・
冬
・
冬
月
・
二
二
八
一
・
基
家
）
昨
日
ま
で
雪
げ
に
曇
る
天
つ
空
曙
か
け
て
は
や
霞
み
ぬ
る
（
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
早
春
霞
・
一
五
・
有
教
）
〔
補
説
〕　
「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雲
浮
き
て
」「
雪
げ
み
せ
た
る
」
は
新
奇
新
鮮
な
措
辞
。
霰
191　
おを
ろ
か
な
る
人
の
涙なみた
に
い
つ
馴な
れ
て
霰あられ
も
袖そて
の
玉たま
と
見
ゆ
ら
ん
〔
通
釈
〕　
霰
い
い
か
げ
ん
な
人
に
よ
っ
て
流
す
自
分
の
涙
に
い
つ
の
間
に
馴
れ
て
、
降
る
霰
ま
で
も
が
袖
に
置
く
涙
の
玉
と
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
お
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
我
は
塞
き
あ
へ
ず
た
き
つ
瀬
な
れ
ば
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
七
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
玉
と
い
ひ
て
い
づ
れ
を
分
き
て
拾
は
ま
し
霰
片
敷
く
袖
の
涙
を
（
白
河
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
霰
恋
・
四
一
三
・
顕
朝
）
人
問
は
ぬ
都
の
外
を
い
つ
な
れ
て
跡
な
き
庭
の
雪
と
見
る
ら
ん
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
冬
・
三
七
二
・
宮
内
卿
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
三
〔
他
出
〕　
新
後
撰
集
・
冬
・
霰
を
・
四
九
九
。
題
林
愚
抄
・
冬
下
・
霙
・
同
（
新
後
撰
）・
五
六
六
六
、
結
句
「
玉
ぞ
見
ゆ
ら
ん
」。
〔
語
釈
〕　
○
袖
の
玉
―
袖
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
涙
の
比
喩
。
雪
192　
雲くも
さ
そ
ふ
嵐あらし
の
つ
て
に
雪ゆき
散ち
り
て
こ
の
程ほと
い
た
く
冴さ
ゆ
る
空そら
か
な
〔
通
釈
〕　
雪
雲
を
誘
っ
て
吹
く
烈
し
い
風
の
つ
て
で
雪
が
散
っ
て
、
今
こ
の
頃
は
ひ
ど
く
冷
た
く
冴
え
る
空
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
花
さ
そ
ふ
嵐
の
つ
て
や
白
雲
の
道
行
き
ぶ
り
の
春
の
雁
が
ね
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
春
・
七
四
二
）
み
山
吹
く
嵐
の
つ
て
に
雪
散
り
て
霞
み
も
や
ら
ぬ
淀
の
川
波
（
為
家
五
百
首
・
の
こ
り
の
ゆ
き
・
三
七
・
石
清
水
）
朝
日
影
さ
す
が
に
春
の
色
な
が
ら
雲
は
雪
げ
に
さ
ゆ
る
空
か
な
（
宝
治
百
首
・
春
・
余
寒
・
二
二
七
・
経
朝
）
さ
ゆ
る
夜
の
嵐
の
風
に
降
り
そ
め
て
明
く
る
雲
間
に
積
も
る
白
雪
（
弘
長
百
首
・
冬
・
雪
・
四
〇
六
・
為
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
嵐
の
つ
て
に
―
烈
し
く
吹
く
風
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
、
と
い
う
意
味
。
俊
頼
の
「
も
る
山
の
嵐
の
つ
て
に
紅
葉
葉
を
誰
思
は
ず
に
見
て
し
の
ぶ
ら
ん
」（
散
木
奇
歌
集
・
冬
・
左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
の
家
に
て
嵐
送
山
葉
と
云
ふ
事
を
・
五
九
四
）
が
早
い
。
勅
撰
集
の
初
出
は
『
千
載
集
』
の
「
竜
田
山
麓
の
里
は
遠
け
れ
ど
嵐
の
つ
て
に
紅
葉
を
ぞ
見
る
」（
秋
下
・
三
七
三
・
祝
部
成
仲
）。
宗
尊
は
後
に
、「
吹
き
ま
よ
ふ
嵐
の
つ
て
に
さ
そ
は
れ
て
積
も
ら
ぬ
雪
ぞ
空
に
乱
る
る
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
〕・
冬
・
八
九
四
）
と
詠
む
。
一
九
四
（
雪
）
193　
有あら
ち乳
山やま
裾すそ
野の
のゝ
浅あさ
茅ち
枯か
れ
し
よ
り
峰
に
は
雪ゆき
の
降ふ
ら
ぬ
日
も
な
し
〔
通
釈
〕（
雪
）
有
乳
山
の
裾
野
の
浅
茅
が
枯
れ
て
か
ら
、
峰
に
は
雪
が
降
ら
な
い
日
も
な
い
。
〔
本
歌
〕　
矢
田
の
野
に
浅
茅
色
づ
く
有
乳
山
峰
の
あ
は
雪
寒
く
ぞ
あ
る
ら
し
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
五
七
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
・
冬
雑
歌
・
二
三
三
一
・
作
者
未
詳
、
下
句
「
峰
の
あ
わ
雪
寒
く
降
る
ら
し
」。
五
代
集
歌
枕
・
あ
ら
ち
山
同
〔
越
前
〕・
三
九
三
）
〔
参
考
〕　
さ
夜
衣
裾
野
の
浅
茅
霜
枯
れ
て
月
吹
き
す
さ
ぶ
木
枯
ら
し
の
風
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
冬
・
冬
月
・
三
九
六
・
基
綱
）
み
吉
野
は
真
木
の
下
葉
の
枯
れ
し
よ
り
外
山
も
み
雪
降
ら
ぬ
日
は
な
し
（
雲
葉
集
・
冬
・
八
五
七
・
家
隆
。
家
隆
卿
百
番
歌
合
・
九
十
九
、
初
句
「
み
吉
野
の
」）
水
茎
の
岡
部
の
真
葛
枯
れ
し
よ
り
身
を
秋
風
の
吹
か
ぬ
日
は
な
し
（
金
槐
集
・
恋
・
四
八
八
）
高
砂
の
尾
上
の
宮
の
夕
時
雨
山
も
と
か
け
て
降
ら
ぬ
日
も
な
し
（
新
和
歌
集
・
冬
・
鶴
岳
社
十
首
歌
に
、
故
郷
時
雨
を
・
二
八
一
・
景
綱
。
沙
弥
蓮
愉
集
・
冬
・
三
二
七
、
初
句
「
高
円
の
」）
〔
類
歌
〕　
有
乳
山
雁
が
ね
寒
み
矢
田
の
野
に
浅
茅
色
づ
く
秋
風
ぞ
吹
く
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
秋
・
一
三
〇
）
〔
他
出
〕　
新
後
撰
集
・
冬
・
冬
歌
の
中
に
・
五
二
〇
。
歌
枕
名
寄
・
北
陸
・
越
前
・
有
乳
山
・
新
後
六
・
七
三
四
九
〔
語
釈
〕　
○
有
乳
山
―
越
前
国
の
歌
枕
。
現
福
井
県
敦
賀
市
南
部
の
山
地
を
言
う
。
北
陸
道
の
要
衝
で
「
愛
発
関
」
が
置
か
れ
た
が
、
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
廃
止
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
五
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
作
者
後
藤
基
綱
は
、
宗
尊
が
撰
進
を
命
じ
た
『
東
撰
六
帖
』
の
撰
者
基
政
の
父
。
歳
暮
194　
東あつま
に
て
暮く
れ
ぬ
る
年とし
を
し
る
せ
れ
ば
五いつ
つゝ
の
二ふた
つ
過す
ぎ
に
け
る
か
な
〔
本
文
〕　
○
暮
れ
ぬ
る
―
底
本
は
「
く
れ
ぬゆく
イる
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
歳
暮
こ
こ
東
国
で
暮
れ
て
し
ま
っ
た
年
を
記
し
た
ら
、
五
つ
が
二
つ
、
十
年
が
過
ぎ
た
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
本
歌
〕　
…
か
か
る
わ
び
し
き
身
な
が
ら
に
積
も
れ
る
年
を
し
る
せ
れ
ば
五
つ
の
六
つ
に
な
り
に
け
り
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
三
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
東
に
て
養
は
れ
た
る
人
の
子
は
し
た
だ
み
て
こ
そ
物
は
言
ひ
け
れ
（
拾
遺
集
・
物
名
・
四
一
三
・
読
人
不
知
）
は
か
な
く
て
暮
れ
ぬ
る
年
を
数
ふ
れ
ば
我
が
身
も
末
に
な
り
に
け
る
か
な
（
秋
風
抄
・
冬
下
・
五
五
一
・
顕
輔
。
顕
輔
集
・
八
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
歳
暮
〕
心
を
・
三
一
九
。
〔
語
釈
〕　
○
東
に
て
―
→
218
。
○
五
つ
の
二
つ
―
十
を
表
す
。
〔
補
説
〕　
該
歌
を
詠
じ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
冬
は
、
宗
尊
が
鎌
倉
に
下
着
し
た
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
か
ら
、
ま
る
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。
一
九
六
　
　
　
恋
初
恋
195　
恋こ
ひ
初そ
む
る
心
の
う
ち
も
告つ
げ
な
く
に
ま
づ
先さき
立た
ち
て
濡ぬ
る
るゝ
袖そて
か
な
〔
通
釈
〕　
恋
　
　
　
　
初
め
た
る
恋
恋
い
始
め
て
い
る
心
の
内
も
告
げ
て
い
な
い
の
に
、
ま
ず
先
立
っ
て
涙
に
濡
れ
る
我
が
袖
で
あ
る
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
憂
き
も
辛
き
も
告
げ
な
く
に
ま
づ
知
る
も
の
は
涙
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
久
か
た
の
月
ゆ
ゑ
に
や
は
恋
ひ
初
め
し
眺
む
れ
ば
ま
づ
濡
る
る
袖
か
な
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
三
〇
・
寂
超
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
初
恋
を
・
三
二
一
。
〔
語
釈
〕　
○
ま
づ
先
立
ち
て
―
「
見
る
か
ら
に
ま
づ
先
立
ち
て
落
つ
る
か
な
涙
や
の
り
の
し
る
べ
な
る
ら
む
」（
時
明
集
・
み
ゆ
き
が
あ
ま
に
な
り
た
る
を
み
て
・
一
二
。
道
信
集
・
入
撰
集
不
見
当
集
歌
・
か
ざ
り
お
ろ
し
た
り
け
る
人
を
見
て
・
一
〇
九
に
重
出
）
が
早
い
例
。
そ
の
後
、
参
考
の
俊
恵
詠
な
ど
、
院
政
期
後
半
頃
に
作
例
が
散
見
す
る
が
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
は
、
類
例
と
し
て
雅
経
の
「
こ
れ
ぞ
こ
の
霞
の
う
ち
の
梢
よ
り
ま
づ
先
立
ち
し
面
影
の
花
」（
明
日
香
井
集
・
鳥
羽
百
首
建
久
九
年
五
月
廿
日
始
之
毎
日
十
首
披
講
之
・
花
・
一
二
）
が
目
に
入
る
程
度
。
忍
恋
196　
年とし
経へ
て
も
か
ひ
な
き
も
の
は
人ひと
知し
れ
ず
我われ
の
み
嘆なけ
く
思おも
ひ
な
り
け
り
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
七
〔
通
釈
〕　
忍
ぶ
る
恋
何
年
経
っ
て
も
か
い
の
な
い
も
の
は
、（
恋
し
い
）
人
に
知
ら
れ
ず
に
私
だ
け
が
嘆
く
恋
の
思
い
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
人
知
れ
ぬ
思
ひ
は
年
も
経
に
け
れ
ど
我
の
み
知
る
は
か
ひ
な
か
り
け
り
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
七
三
・
実
頼
）
〔
参
考
〕　
人
知
れ
ぬ
思
ひ
の
み
こ
そ
侘
び
し
け
れ
我
が
嘆
き
を
ば
我
の
み
ぞ
知
る
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
〇
六
・
貫
之
）
人
知
れ
ず
思
ふ
心
は
年
経
て
も
何
の
か
ひ
な
く
な
り
ぬ
べ
き
か
な
（
敦
忠
集
・
年
月
を
経
て
契
り
な
が
ら
、
さ
も
あ
ら
ざ
り
け
る
人
に
・
二
五
）
恋
し
さ
の
限
り
だ
に
あ
る
世
な
り
せ
ば
年
経
て
も
の
は
思
は
ざ
ら
ま
し
（
万
代
集
・
恋
三
・
二
三
四
八
・
是
則
。
是
則
集
・
恋
・
三
六
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
〇
六
。）
〔
他
出
〕　
続
拾
遺
集
・
恋
一
・
題
し
ら
ず
・
八
〇
一
。
〔
語
釈
〕　
○
年
経
て
も
―
参
考
の
敦
忠
の
歌
な
ど
古
く
か
ら
あ
る
句
形
だ
が
、
勅
撰
集
の
初
出
は
『
新
古
今
集
』
の
「
夏
び
き
の
手
び
き
の
糸
の
年
経
て
も
絶
え
ぬ
思
ひ
に
む
す
ぼ
ほ
れ
つ
つ
」（
恋
二
・
一
一
四
〇
・
越
前
）
で
、
鎌
倉
時
代
に
は
比
較
的
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
本
集
に
は
他
に
、
306
と
453
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
単
純
な
詠
み
直
し
の
一
首
で
あ
る
。
参
考
に
挙
げ
た
貫
之
の
歌
は
、
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
（
忍
恋
）
197　
よ
そ
に
て
は
思おも
ひ
あ
り
や
と
見み
え
な
が
ら
我われ
の
み
忍しの
ぶ
程ほと
の
は
か
な
さ
〔
通
釈
〕（
忍
ぶ
る
恋
）
一
九
八
他
の
人
に
は
、
私
に
恋
の
思
い
が
あ
る
の
か
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
私
だ
け
が
隠
れ
忍
ん
で
い
る
有
様
の
、
か
い
の
な
い
む
な
し
さ
よ
。
〔
参
考
〕　
よ
そ
に
て
は
花
の
た
よ
り
と
見
え
な
が
ら
心
の
う
ち
に
心
あ
る
も
の
を
（
貫
之
集
・
三
二
三
）
秋
風
に
涙
は
落
ち
ぬ
し
か
り
と
て
思
ひ
あ
り
や
と
問
ふ
人
は
な
し
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
三
三
〇
・
伊
嗣
）
絶
え
間
に
ぞ
心
の
程
は
知
ら
れ
ぬ
る
我
の
み
忍
ぶ
人
は
問
は
ぬ
に
（
拾
玉
集
・
五
四
九
一
・
頼
朝
）
風
は
や
み
荻
の
葉
ご
と
に
置
く
露
の
後
れ
先
立
つ
程
の
は
か
な
さ
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
四
九
・
具
平
親
王
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
恋
の
心
を
・
三
三
八
。
〔
語
釈
〕　
○
よ
そ
―
恋
仲
当
人
の
外
側
に
い
る
直
接
関
係
の
な
い
人
。
○
程
―
情
況
・
状
態
の
意
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
歌
は
、「
よ
そ
に
て
は
…
と
見
え
な
が
ら
」、「
思
ひ
あ
り
や
と
」、「
我
の
み
忍
ぶ
」、「
程
の
は
か
な
さ
」
の
各
先
行
例
で
あ
る
。
宗
尊
が
意
識
し
て
こ
れ
ら
に
直
接
依
拠
し
て
詠
作
し
た
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
自
ず
か
ら
先
規
あ
る
歌
句
・
措
辞
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
宗
尊
の
学
習
の
広
範
さ
と
深
度
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
不
逢
恋
198　
逢あ
ふ
こ
と
は
い
つ
に
な
ら
へ
る
心
と
て
ひ
と
り
寝ぬ
る
夜よ
の
悲かな
し
か
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
逢
は
ざ
る
恋
（
ま
だ
逢
っ
て
も
い
な
い
の
に
）
逢
う
こ
と
は
い
っ
た
い
何
時
か
ら
習
慣
と
な
っ
て
い
る
私
の
心
だ
と
い
う
の
で
、
た
だ
独
り
寝
る
夜
が
悲
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
一
九
九
〔
本
歌
〕　
夢
に
だ
に
ま
だ
見
え
な
く
に
恋
ひ
し
き
は
い
つ
に
な
ら
へ
る
心
な
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
四
〇
・
元
方
）
〔
他
出
〕　
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
五
。
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
三
九
。
〔
語
釈
〕　
○
下
句
―
「
ひ
と
り
寝
る
夜
」
は
『
万
葉
集
』
以
来
、「
悲
し
か
る
ら
む
」
は
『
古
今
集
』
以
来
の
、
共
に
伝
統
的
常
套
。
（
不
逢
恋
）
199　
恋こ
ひ
侘わ
ぶ
る
涙なみた
の
淵ふち
は
か
ひ
も
な
し
阿あ
ふ武
隈くま
か
は川
の
名
に
も
立た
たゝ
ね
ば
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
恋
い
焦
が
れ
嘆
く
涙
を
川
の
淵
と
ば
か
り
に
湛
え
て
も
、
そ
の
か
い
は
な
い
。
阿
武
隈
川
の
「
逢
ふ
」
と
い
う
噂
す
ら
も
立
た
な
い
の
で
。
〔
参
考
〕　
世
と
と
も
に
阿
武
隈
河
の
遠
け
れ
ば
底
な
る
影
を
見
ぬ
ぞ
侘
び
し
き
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
二
〇
・
読
人
不
知
）
名
に
し
負
は
ば
阿
武
隈
川
を
渡
り
見
ん
恋
し
き
人
の
影
や
う
つ
る
と
（
堀
河
百
首
・
雑
・
川
・
一
三
八
六
・
藤
原
顕
仲
）
床
の
上
に
絶
え
ず
涙
は
み
な
ぎ
れ
ど
阿
武
隈
川
と
な
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め
（
久
安
百
首
・
恋
・
六
三
・
崇
徳
院
）
恋
ひ
渡
る
な
か
に
し
も
な
ど
名
に
も
負
は
ぬ
阿
武
隈
河
の
流
れ
初
め
け
ん
（
林
葉
集
・
恋
・
隔
川
恋
尾
坂
歌
合
・
八
二
八
）
お
の
づ
か
ら
い
つ
か
逢
ふ
瀬
に
か
は
る
べ
き
涙
の
淵
ぞ
つ
れ
な
か
り
け
る
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
九
七
八
・
讃
岐
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
の
淵
―
沢
山
の
涙
が
流
れ
た
ま
る
こ
と
を
川
の
深
み
の
「
淵
」
に
喩
え
る
。
○
阿
武
隈
川
―
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
福
島
県
か
ら
宮
城
県
を
経
て
太
平
洋
に
注
ぐ
。「
恋
ひ
侘
ぶ
る
」「
涙
」
の
縁
で
「
逢
ふ
」
が
掛
か
る
。
二
〇
〇
（
不
逢
恋
）
200　
思おも
ふ
に
も
よ
ら
ぬ
命いのち
の
つ
れ
な
さ
は
な
ほを
長なか
ら
へ
て
恋
ひ・
や
渡わた
ら
ん
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
恋
し
く
思
っ
て
も
あ
の
人
は
こ
ち
ら
に
靡
き
寄
ら
な
い
薄
情
さ
な
の
に
、
こ
の
よ
う
に
生
き
長
ら
え
て
い
る
思
い
も
よ
ら
な
い
命
の
非
情
さ
は
、
さ
ら
に
長
ら
え
て
あ
の
人
を
恋
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
思
ふ
に
も
よ
ら
ぬ
命
を
し
ば
し
と
て
あ
は
れ
つ
れ
な
き
君
に
や
あ
る
ら
ん
（
林
葉
集
・
恋
・
臨
期
違
約
恋
同
〔
歌
林
苑
〕・
八
四
〇
）
つ
れ
な
く
も
な
ほ
な
が
ら
へ
て
思
ふ
か
な
う
き
名
を
惜
し
む
心
ば
か
り
に
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
三
・
二
五
九
二
・
宮
内
卿
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
四
〇
。
続
拾
遺
集
・
恋
二
・
題
し
ら
ず
・
八
七
六
。
〔
語
釈
〕　
○
思
ふ
に
も
よ
ら
ぬ
―
思
い
も
か
け
な
い
、
意
外
だ
の
意
に
、
恋
し
く
思
っ
て
も
そ
の
人
が
こ
ち
ら
に
心
を
傾
け
な
い
の
意
が
掛
か
る
。
参
考
歌
の
他
に
、「
石
見
潟
人
の
心
は
思
ふ
に
も
寄
ら
ぬ
玉
藻
の
乱
れ
か
ね
つ
つ
」（
新
勅
撰
集
・
恋
二
・
七
七
〇
・
公
経
）
に
学
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
○
命
の
つ
れ
な
さ
は
―
意
外
に
も
死
な
ず
に
い
る
自
分
の
命
の
、
だ
か
ら
こ
そ
む
し
ろ
無
情
な
辛
さ
と
い
う
の
は
、
と
い
う
趣
意
。「
つ
れ
な
さ
」
は
、「
思
ふ
」「
よ
ら
ぬ
」「
恋
ひ
」
の
縁
で
、
恋
の
相
手
の
冷
淡
さ
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
た
な
ば
た
に
貸
し
つ
る
糸
の
う
ち
は
へ
て
年
の
緒
長
く
恋
ひ
や
渡
ら
む
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
〇
・
躬
恒
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
一
首
だ
と
言
え
る
。
同
時
に
、「
い
か
に
せ
む
命
は
限
り
あ
る
も
の
を
恋
は
忘
れ
ず
人
は
つ
れ
な
し
」（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
四
二
・
読
人
不
知
）
の
類
型
を
変
化
さ
せ
た
よ
う
な
一
首
で
も
あ
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
〇
一
（
不
逢
恋
）
201　
さ
り
と
も
と
月
日
の
行ゆ
く
も
頼たの
ま
れ
ず
恋
路ち
の
末すゑ
の
限かき
り
知し
ら
ね
ば
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
い
く
ら
な
ん
で
も
（
い
つ
か
は
）
と
月
日
が
過
ぎ
て
行
っ
て
も
、
頼
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
恋
の
道
筋
の
行
く
末
に
、
い
つ
を
限
り
と
す
る
（
と
逢
え
る
）
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
〔
参
考
〕　
さ
り
と
も
と
待
ち
し
月
日
ぞ
う
つ
り
行
く
心
の
花
の
色
に
ま
か
せ
て
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
二
八
・
式
子
）
さ
り
と
も
と
待
ち
し
月
日
も
い
た
づ
ら
に
頼
め
し
程
も
さ
て
過
ぎ
に
け
り
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
八
一
・
後
鳥
羽
院
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
七
八
）
日
数
行
け
ど
恋
路
の
末
の
な
き
ま
ま
に
憂
き
世
を
背
く
か
た
へ
入
り
ぬ
る
（
忠
盛
集
・
恋
・
一
三
六
）
〔
類
歌
〕　
武
蔵
野
も
限
り
こ
そ
あ
れ
は
て
も
な
き
恋
路
の
末
を
何
に
く
ら
べ
ん
（
為
村
集
・
恋
・
寄
野
恋
・
一
五
八
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
四
一
。
〔
語
釈
〕　
○
さ
り
と
も
と
―
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
と
。
接
続
詞
だ
が
副
詞
風
に
変
化
。「
行
く
」
に
か
か
る
。
○
恋
路
の
末
―
恋
の
成
り
行
き
を
道
程
に
見
立
て
た
「
恋
路
」
の
、
ゆ
く
え
・
至
り
着
く
果
て
。
参
考
の
忠
盛
詠
な
ど
、
院
政
期
頃
か
ら
見
え
初
め
、
新
古
今
時
代
に
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
盛
行
す
る
に
は
至
ら
な
い
詞
。
勅
撰
集
で
は
『
新
勅
撰
集
』
に
二
首
見
え
る
だ
け
で
、
そ
の
一
首
は
「
い
か
に
せ
む
恋
路
の
末
に
関
据
ゑ
て
行
け
ど
も
遠
き
逢
坂
の
山
」（
恋
二
・
七
五
五
・
藻
璧
門
院
少
将
＝
信
実
女
）。
○
限
り
知
ら
ね
ば
―
何
時
逢
え
る
か
そ
の
期
限
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
平
忠
盛
詠
に
宗
尊
が
倣
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
155
で
も
忠
盛
詠
に
通
う
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
注
意
し
二
〇
二
て
お
き
た
い
。
初
逢
恋
202　
な
か
な〳〵
か
に
逢あ
ふ
に
も
胸むね
の
騒さは
が
れ
て
言い
ひ
も
や
ら
れ
ぬ
夜よ
は半
の
睦むつ
こ
と言
〔
通
釈
〕　
初
め
て
逢
ふ
恋
か
え
っ
て
、
逢
ふ
と
き
に
も
胸
が
苦
し
く
乱
れ
て
、
夜
中
の
愛
の
言
葉
を
十
分
に
言
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
〔
本
歌
〕　
意
へ
ば
え
に
言
は
ね
ば
胸
に
騒
が
れ
て
心
ひ
と
つ
に
嘆
く
頃
か
な
（
伊
勢
物
語
・
三
十
四
段
・
男
。
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
女
に
遣
は
し
け
る
・
六
三
五
・
業
平
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
初
逢
恋
を
・
三
六
三
。
〔
語
釈
〕　
○
夜
半
の
睦
言
―
歌
語
と
し
て
の
「
睦
言
」
の
原
拠
は
、「
睦
言
も
ま
だ
尽
き
な
く
に
明
け
ぬ
め
り
い
づ
ら
は
秋
の
長
し
て
ふ
夜
は
」（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
一
五
・
躬
恒
）
だ
が
、「
夜
半
の
睦
言
」
の
形
の
先
行
例
は
少
な
く
、「
諸
と
も
に
な
が
め
し
夜
半
の
睦
言
を
思
ひ
出
で
よ
と
澄
め
る
月
か
な
」（
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
見
月
増
恋
・
一
二
七
・
隆
信
。
隆
信
集
〈
寿
永
百
首
系
〉・
八
〇
。
言
葉
集
・
恋
中
・
一
二
八
）
が
目
に
入
る
程
度
。
直
截
な
印
象
が
あ
る
か
。
後
朝
恋
203　
名なこ
り残
の
み
心こゝろ
弱よは
さ
は
慕した
は
れ
て
生い
け
る
と
も
な
き
今け
さ朝
の
別わか
れ
路ち
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
〇
三
〔
通
釈
〕　
後
朝
の
恋
昨
夜
逢
い
契
っ
た
名
残
ば
か
り
が
心
弱
さ
か
ら
は
自
然
と
慕
わ
れ
て
、
生
き
て
い
る
と
も
な
い
今
朝
の
あ
の
人
と
の
別
れ
だ
。
〔
参
考
〕　
問
へ
か
し
な
誰
も
さ
ぞ
と
は
知
り
ぬ
ら
ん
今
朝
し
も
死
ぬ
る
心
弱
さ
は
（
堀
河
百
首
・
恋
・
後
朝
恋
・
一
一
九
二
・
俊
頼
。
散
木
奇
歌
集
・
一
〇
〇
〇
、
結
句
「
心
弱
さ
に
」）
ね
も
こ
ろ
に
片
思
ひ
す
る
か
こ
の
頃
の
我
が
心
ど
の
生
け
り
と
も
な
き
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
正
述
心
緒
・
二
五
二
五
・
作
者
未
詳
）
難
か
り
し
逢
ふ
に
命
や
か
へ
つ
ら
む
生
け
る
と
も
な
き
今
日
の
暮
か
な
（
万
代
集
・
恋
三
・
二
一
八
九
・
宣
経
）
〔
語
釈
〕　
○
別
れ
路
―
恋
人
と
別
れ
て
行
く
道
。
こ
こ
は
別
れ
そ
の
も
の
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
俊
頼
の
歌
は
、
実
質
的
に
本
歌
と
言
っ
て
よ
い
。
逢
不
逢
恋
204　
見み
る
た
び
に
辛つら
さ
ぞ
ま
さ
る
今いま
は
と
て
人
の
急いそ
ぎ
し
有在
明
の
月
〔
通
釈
〕　
逢
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋
見
る
た
び
毎
に
、
堪
え
が
た
い
苦
し
さ
が
つ
の
る
よ
。
今
は
も
う
と
い
う
こ
と
で
あ
の
人
が
急
い
だ
、
そ
れ
と
同
じ
こ
の
有
明
の
月
は
。
〔
本
歌
〕　
入
り
ぬ
と
て
人
の
急
ぎ
し
月
影
は
出
で
て
の
の
ち
も
久
し
く
ぞ
見
し
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
五
九
・
赤
染
衛
門
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
逢
不
会
恋
〕
心
を
・
三
九
三
。
二
〇
四
〔
補
説
〕　
大
づ
か
み
に
は
、「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
の
類
型
の
範
疇
に
入
る
歌
。
（
逢
不
逢
恋
）
205　
い
か
に
せ
ん
後のち
の
夜よ
と
だ
に
頼たの
め
と
も
逢あ
ひ
見み
し
人
の
面おも
変か
は
り
せ
ば
〔
通
釈
〕（
逢
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋
）
ど
う
し
よ
う
か
。
せ
め
て
後
の
世
な
ら
ぬ
後
の
夜
に
だ
け
で
も
と
（
逢
瀬
を
私
に
）
期
待
さ
せ
た
と
し
て
も
、
逢
い
契
っ
た
そ
の
人
が
、
様
子
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
な
ら
ば
。
〔
参
考
〕　
よ
し
さ
ら
ば
後
の
世
と
だ
に
頼
め
お
け
つ
ら
さ
に
堪
へ
ぬ
身
と
も
こ
そ
な
れ
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
三
二
・
俊
成
）
昨
日
ま
で
逢
ひ
見
し
人
の
今
日
な
き
は
山
の
雲
と
ぞ
た
な
び
き
に
け
る
（
新
勅
撰
集
・
雑
三
・
一
二
二
七
・
貫
之
）
里
の
名
も
昔
な
が
ら
に
見
し
人
の
面
変
は
り
せ
る
閨
の
月
影
（
源
氏
物
語
・
東
屋
・
七
三
三
・
薫
）
〔
語
釈
〕　
○
後
の
夜
―
参
考
の
俊
成
の
歌
も
も
と
よ
り
「
後
の
世
」（
来
世
）
だ
が
、
そ
れ
で
は
下
句
と
整
合
し
な
い
。「
後
の
夜
」
で
「
後
の
世
」
が
響
く
と
解
し
て
お
く
。
○
面
変
は
り
―
顔
貌
が
様
変
わ
り
す
る
、
様
子
が
一
変
す
る
意
。
出
家
や
人
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
源
氏
物
語
』
歌
の
、「
里
の
名
」
は
「
宇
治
」
で
「
憂
し
」
が
掛
か
り
、「
見
し
人
」
は
薫
が
か
つ
て
求
愛
し
た
故
大
君
、「
面
変
は
り
せ
る
」
は
大
君
に
酷
似
す
る
異
母
妹
浮
舟
に
対
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
寓
意
す
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
〇
五
（
逢
不
逢
恋
）
206　
沢さは
田た
川かは
井
手て
な
る
蘆あし
の
か
り
そ
め
に
浅あさ
し
や
契ちき
り
一
夜
ば
か
り
は
〔
通
釈
〕（
逢
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋
）
沢
田
川
の
井
堰
に
あ
る
蘆
の
刈
り
初
め
に
、
で
は
な
い
が
、
仮
初
め
に
な
ん
と
も
浅
い
こ
の
契
り
よ
。
蘆
の
一
節
の
よ
う
に
、
た
だ
一
夜
ば
か
り
で
は
。
〔
参
考
〕　
沢
田
川
井
手
な
る
蘆
の
葉
分
か
れ
て
影
さ
す
な
へ
に
春
更
け
に
け
り
（
好
忠
集
・「
源
順
百
首
歌
」・
春
・
四
九
二
）
難
波
な
る
身
を
つ
く
し
て
の
か
ひ
も
な
し
み
じ
か
き
蘆
の
一
夜
ば
か
り
は
（
拾
遺
愚
草
・
恋
・
建
保
四
年
内
に
て
、
寄
蘆
恋
・
二
五
七
〇
。
万
代
集
・
恋
四
・
二
五
三
一
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
逢
不
会
恋
〕
心
を
・
三
九
二
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
弘
長
二
年
百
首
に
、
遇
不
逢
恋
を
・
一
二
七
九
。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
・
畿
内
三
山
城
国
三
・
三
香
原
篇
・
沢
田
河
或
狭
鰭
河
・
八
三
八
。
夫
木
抄
・
巻
二
十
八
・
雑
歌
十
・
蘆
・
御
集
・
一
三
四
一
九
。
〔
語
釈
〕　
○
沢
田
川
―
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
府
南
部
を
流
れ
る
木
津
川
の
相
楽
郡
加
茂
町
（
相
楽
郡
）
辺
り
の
古
称
。『
催
馬
楽
』（
律
）
の
「
沢
田
川
」
に
「
沢
田
川　
袖
漬
く
ば
か
り　
や　
浅
け
れ
ど　
は
れ　
浅
け
れ
ど　
恭
仁
の
宮
人　
や　
高
橋
わ
た
す　
あ
は
れ　
そ
こ
よ
し
や　
高
橋
わ
た
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
「
五
月
雨
の
こ
ろ
も
経
ぬ
れ
ば
沢
田
川
袖
漬
く
ば
か
り
浅
き
瀬
も
な
し
」（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
六
八
・
公
衡
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
宗
尊
も
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
○
井
手
―
堰
。
水
を
塞
き
止
め
た
所
の
土
手
。
○
蘆
の
か
り
そ
め
に
―
「
蘆
の
」
ま
で
は
序
で
、「
刈
り
初
め
に
」
の
掛
詞
で
「
仮
初
め
に
」
を
起
こ
す
。
こ
の
修
辞
の
原
拠
は
、「
朝
露
の
お
く
て
の
山
田
か
り
そ
め
に
憂
き
世
の
中
を
思
ひ
ぬ
る
か
な
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
二
〇
六
八
四
二
・
貫
之
）。
○
一
夜
「
蘆
」
の
縁
で
「
一
節
」
が
掛
か
る
。
忘
恋
207　
遠とを
ざ
か
る
君きみ
か
心
は
雲くも
な
れ
や
逢あ
は
ぬ
辛つら
さ
の
月
日
隔へた
て
てゝ
〔
通
釈
〕　
忘
る
る
恋
私
か
ら
遠
ざ
か
る
あ
な
た
の
心
は
、
雲
な
の
か
。
雲
が
空
の
月
や
日
を
隔
て
遮
る
よ
う
に
、
逢
わ
な
い
辛
さ
の
長
い
月
日
を
間
に
隔
て
置
い
て
。
〔
本
歌
〕　
墨
染
の
君
が
袂
は
雲
な
れ
や
絶
え
ず
涙
の
雨
と
の
み
降
る
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
四
三
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
言
は
ざ
り
き
今
来
む
ま
で
の
空
の
雲
月
日
隔
て
て
も
の
思
へ
と
は
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
三
・
良
経
。
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
四
八
三
。
秋
篠
月
清
集
・
七
七
九
。
自
讃
歌
・
二
七
。
定
家
八
代
抄
・
恋
五
・
一
三
五
五
。
新
三
十
六
人
撰
・
八
八
）
遠
ざ
か
る
人
の
心
は
う
き
雲
の
中
空
に
の
み
隔
て
行
く
か
な
（
祐
茂
百
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
八
四
）
〔
語
釈
〕　
○
月
日
―
歳
月
日
時
の
意
に
、「
雲
」
の
縁
で
天
空
の
月
と
日
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
忠
岑
の
歌
に
『
新
古
今
集
』
の
良
経
の
歌
を
取
り
併
せ
る
。
後
者
も
、
時
代
の
近
さ
を
措
け
ば
実
質
的
に
は
本
歌
。
参
考
の
中
臣
祐
茂
の
一
首
は
、
該
歌
に
酷
似
す
る
。
宗
尊
が
こ
の
歌
を
知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
歌
も
良
経
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
〇
七
（
忘
恋
）
208　
来こ
ぬ
ま
で
も
さ
す
が
待ま
た
れ
し
慰なくさ
め
の
い
か
に
せ
よ
と
か
思おも
ひ
絶た
え
け
む
〔
通
釈
〕（
忘
る
る
恋
）
恋
し
い
人
が
来
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
自
然
と
訪
れ
が
待
た
れ
た
慰
め
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
で
、
そ
の
思
い
ま
で
が
絶
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
逢
ふ
な
ら
ぬ
恋
慰
め
の
あ
ら
ば
こ
そ
つ
れ
な
し
と
て
も
思
ひ
絶
え
な
め
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
三
六
・
道
因
）
〔
類
歌
〕　
来
ぬ
ま
で
も
さ
す
が
待
た
れ
し
真
木
の
戸
に
や
す
ら
ふ
程
の
慰
み
も
な
し
（
亀
山
殿
五
首
歌
合
文
永
二
年
九
月
・
絶
恋
・
七
八 
・
良
実
。
新
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
五
四
四
）
（
忘
恋
）
209　
軒のき
に
生お
ふ
る
忍しの
ぶ
と
思おも
ひ
し
中
に
し
も
あ
ら
ぬ
草
葉
の
茂しけ
り
ぬ
る
か
な
〔
通
釈
〕（
忘
る
る
恋
）
軒
に
生
え
る
忍
草
の
よ
う
に
、
恋
の
つ
ら
さ
に
堪
え
忍
ぶ
と
思
っ
た
二
人
の
仲
で
も
、
そ
の
忍
草
の
中
に
思
い
も
掛
け
な
い
草
葉
の
忘
れ
草
が
茂
る
よ
う
に
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
我
が
宿
の
軒
の
忍
ぶ
に
こ
と
よ
せ
て
や
が
て
も
茂
る
忘
れ
草
か
な
（
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
三
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
軒
に
生
ふ
る
忍
ぶ
に
ま
じ
る
草
の
名
を
恨
む
る
袖
ぞ
露
け
か
り
け
る
（
範
宗
集
・
恋
・
不
忘
恋
・
五
三
九
）
二
〇
八
藤
袴
あ
ら
ぬ
草
葉
も
か
を
る
ま
で
夕
露
し
め
る
野
辺
の
秋
風
（
拾
遺
愚
草
・
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
胆
百
首
文
治
五
年
春
・
秋
・
四
四
二
）
〔
語
釈
〕　
○
軒
―
題
の
「
忘
恋
」
か
ら
「
退
き
」
が
掛
か
る
。
○
忍
ぶ
―
忍
草
（
う
ら
ぼ
し
科
の
シ
ダ
類
。
ノ
キ
シ
ノ
ブ
）
の
意
に
、
堪
え
忍
ぶ
意
が
掛
か
る
。
○
中
―
忍
草
が
生
え
て
い
る
中
の
意
に
、
男
女
の
仲
の
意
が
掛
か
る
。
○
あ
ら
ぬ
草
葉
―
意
外
な
・
異
様
な
草
葉
。
本
歌
か
ら
「
忘
れ
草
」
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
歌
の
詞
の
一
部
を
取
り
、
そ
の
心
を
取
っ
た
本
歌
取
と
見
る
。
恨
恋
210　
恨うら
み
て
も
か
ひ
や
な
か
ら
ん
唐から
衣
た
ち
離はな
れ
に
し
人ひと
の
契ちき
り
は
〔
通
釈
〕　
恨
む
る
恋
恨
ん
で
も
そ
の
か
い
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。（
唐
衣
）
裁
ち
な
ら
ず
立
ち
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
あ
の
人
の
恋
の
契
り
は
。
〔
参
考
〕　
恨
み
て
も
か
ひ
は
な
く
と
も
ひ
と
り
寝
る
と
こ
め
づ
ら
か
に
つ
ら
き
君
か
な
（
敦
忠
集
・
一
二
三
）
恨
み
て
も
か
ひ
な
き
も
の
と
知
り
ぬ
れ
ば
生
き
て
か
ひ
な
き
我
が
身
な
り
け
り
（
元
真
集
・
二
五
四
）
恨
み
て
も
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
藻
塩
草
か
き
つ
む
袖
の
濡
れ
ま
さ
り
つ
つ
（
定
頼
集
・
二
四
五
）
思
ひ
き
や
鴛
鴦
の
契
り
を
た
ち
離
れ
程
は
雲
ゐ
の
宿
り
せ
ん
と
は
（
朗
詠
百
首
・
餞
別
・
昔
為
鴛
与
鴦
今
作
参
将
商
・
七
八
）
唐
衣
た
ち
離
れ
に
し
ま
ま
な
ら
ば
か
さ
ね
て
も
の
は
思
は
ざ
ら
ま
し
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
四
八
・
西
行
。
山
家
集
・
恋
・
再
絶
恋
・
五
九
三
。
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
恋
歌
中
に
・
六
五
一
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
〇
九
〔
語
釈
〕　
○
恨
み
―
「
唐
衣
」
の
縁
で
「
裏
見
」
が
響
く
。
○
唐
衣
た
ち
離
れ
に
し
―
枕
詞
「
唐
衣
」
が
「
裁
ち
」
に
か
か
り
、「
立
ち
」
（
接
頭
語
）
が
掛
か
る
。
　
　
　
雑
暁
211　
鐘かね
の
音をと
は
明あ
け
ぬ
と
聞き
け
ど
高たか
野の
山やま
な
ほを
遙はる
か
な
る
暁
あ
か
つ
き
の
空そら
〔
通
釈
〕雑
　
　
　
　
暁
　
　
鐘
の
音
は
夜
が
明
け
た
と
聞
く
け
れ
ど
、
高
野
山
は
、
依
然
と
し
て
暁
ま
で
は
遙
か
な
（
暗
い
）
空
だ
。
〔
参
考
〕　
寂
し
さ
に
聞
き
も
捨
つ
べ
き
鐘
の
音
を
遙
か
に
頼
む
暁
の
空
（
壬
二
集
・
初
心
百
首
・
雑
・
八
一
）
覚
め
ぬ
れ
ば
現
な
る
べ
き
鐘
の
音
も
な
ほ
夢
深
き
暁
の
空
（
明
日
香
井
集
・
百
日
歌
合
・
寤
鐘
・
七
一
五
）
鳥
の
音
に
明
け
ぬ
と
聞
け
ば
逢
坂
の
関
の
戸
暗
き
杉
の
下
陰
（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
関
路
鶏
・
七
七
二
・
坂
上
道
清
）
暁
を
高
野
の
山
に
待
つ
程
や
苔
の
下
に
も
有
明
の
月
（
千
載
集
・
釈
教
・
一
二
三
六
・
寂
蓮
）
昔
思
ふ
高
野
の
山
の
深
き
夜
に
暁
き
遠
く
澄
め
る
月
影
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
一
八
・
知
家
）
〔
類
歌
〕　
高
野
山
ま
だ
暁
は
遙
か
に
て
花
に
夜
深
き
鐘
の
音
か
な
（
光
吉
集
・
春
・
亀
山
殿
千
首
に
・
二
四
）
〔
他
出
〕　
新
千
載
集
・
釈
教
・
九
三
七
。
歌
枕
名
寄
・
南
海
・
紀
伊
・
高
野
山
・
八
五
五
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
高
野
山
―
「
高
野
の
山
」
と
も
。
紀
伊
国
の
歌
枕
。
真
言
宗
本
山
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
。
現
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
。
二
一
〇
松
212　
大おほ
井
河かは
河
辺
の
松まつ
も
代よ
代ゝ
を
経へ
て
繁しけ
き
み
ゆ
き
の
時とき
に
遇あ
ひ
ぬ
る
〔
通
釈
〕　
松
大
堰
川
は
、
待
つ
と
い
う
河
辺
の
松
も
代
代
の
長
い
年
月
を
経
て
繁
茂
し
、
そ
れ
で
頻
繁
な
行
幸
・
御
幸
の
時
に
出
逢
っ
た
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
大
井
河
河
辺
の
松
に
言
問
は
む
か
か
る
み
ゆ
き
や
あ
り
し
昔
も
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
同
じ
〔
延
喜
〕
御
時
、
大
井
に
行
幸
あ
り
て
、
人
人
に
歌
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
・
四
五
五
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
年
を
経
て
多
く
の
み
ゆ
き
見
つ
れ
ど
も
か
く
珍
し
き
た
び
は
な
か
り
き
（
栄
花
物
語
・
松
の
し
づ
え
・
五
六
六
・
能
長
）
住
吉
の
神
の
御
垣
も
代
代
を
経
て
君
が
み
ゆ
き
を
ま
つ
に
や
あ
る
ら
ん
（
栄
花
物
語
・
松
の
し
づ
え
・
五
八
七
・
資
清
）
み
こ
し
岡
幾
十
の
代
代
に
年
を
経
て
今
日
の
み
ゆ
き
を
待
ち
て
見
つ
ら
ん
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
三
二
・
仲
平
）
こ
の
み
ゆ
き
千
歳
か
へ
で
も
見
て
し
か
な
か
か
る
山
伏
時
に
あ
ふ
べ
く
（
後
撰
集
・
雑
一
・
法
皇
寺
巡
り
し
給
ひ
け
る
道
に
て
、
楓
の
枝
を
折
り
て
・
一
〇
九
二
・
素
性
）
〔
語
釈
〕　
○
大
井
河
―
「
大
堰
川
」。
山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
市
西
京
区
嵐
山
辺
り
を
流
れ
、
特
に
渡
月
橋
付
近
の
部
分
的
呼
称
。
上
流
は
保
津
川
、
下
流
は
桂
川
と
言
い
淀
川
に
合
流
す
る
。
○
松
―
「
時
に
遇
ひ
ぬ
る
」
か
ら
「
待
つ
」
が
掛
か
る
。
○
繁
き
み
ゆ
き
―
頻
繁
な
天
皇
行
幸
・
上
皇
御
幸
と
い
う
こ
と
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
九
月
の
宇
陀
法
皇
の
大
堰
川
御
幸
、
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
十
月
の
白
河
天
皇
行
幸
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
言
う
の
だ
ろ
う
が
、「
繁
き
」
と
す
る
真
意
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
松
」
の
縁
で
、
木
が
繁
茂
す
る
意
が
掛
か
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
一
山
213　
岩いは
木き
ま
で
燃も
ゆ
る
思おも
ひ
の
あ
る
世
と
て
浅あさ
間ま
の
山やま
も
煙けふり
立た
つ
な
り
〔
通
釈
〕　
山
心
が
な
い
は
ず
の
岩
や
木
ま
で
も
が
燃
え
る
「
思
ひ
」
の
「
火
」
が
あ
る
世
の
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
浅
間
の
山
も
煙
が
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
雑
上
・
山
を
・
四
四
四
。
〔
語
釈
〕　
○
岩
木
ま
で
―
「
岩
木
」
は
「
岩
」
と
「
木
」。「
人
非
二
木
石
一
、
豈
忘
二
深
恩
一
」（
遊
仙
窟
）
や
「
人
非
二
木
石
一
皆
有
レ
情
不
レ
如
レ
不
レ
遇
二
傾
城
色
一
」（
白
氏
文
集
・
新
楽
府
・
李
夫
人
）
と
い
う
「
木
石
」
と
同
じ
で
、
非
情
な
る
も
の
の
喩
え
。
和
文
で
は
早
く
、『
伊
勢
物
語
』
に
「
女
を
と
か
く
い
ふ
こ
と
月
日
経
に
け
り
。
岩
木
に
し
あ
ら
ね
ば
、
心
苦
し
と
や
思
ひ
け
む
」（
九
十
六
段
）
と
あ
る
。
○
燃
ゆ
る
思
ひ
―
「
ひ
」
に
「
燃
ゆ
る
」「
煙
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
多
く
恋
の
思
い
を
言
う
が
、
こ
こ
は
述
懐
の
や
り
き
れ
ぬ
思
い
を
言
う
。
○
あ
る
世
と
て
―
「
は
か
な
く
も
身
の
慰
め
の
あ
る
世
と
て
月
を
あ
は
れ
と
見
て
や
や
み
な
ん
」（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
一
二
・
藻
璧
門
院
少
将
）
が
先
行
例
。
○
浅
間
の
山
―
信
濃
・
上
野
国
境
の
山
だ
が
、「
信
濃
な
る
浅
間
の
山
も
燃
ゆ
な
れ
ば
富
士
の
煙
の
か
ひ
や
な
か
ら
む
」（
後
撰
集
・
離
別
・
一
三
〇
八
・
駿
河
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
信
濃
国
の
歌
枕
。
浅
間
山
の
こ
と
。「
燃
ゆ
る
思
ひ
」
と
の
詠
み
併
せ
は
、『
宝
治
百
首
』
の
「
煙
立
つ
浅
間
の
山
の
峰
の
雲
燃
ゆ
る
思
ひ
も
わ
か
れ
ざ
り
け
り
」（
恋
・
寄
煙
恋
・
二
五
八
四
・
経
朝
）
が
宗
尊
に
近
い
例
。
〔
補
説
〕　
「
岩
木
」
は
、
心
無
き
非
情
な
人
の
喩
え
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
て
も
憂
く
辛
い
世
の
中
で
は
「
思
ひ
」
の
「
火
」
を
燃
や
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て
「
浅
間
の
山
」
の
煙
が
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
趣
旨
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
二
一
二
し
て
も
、
そ
れ
が
自
分
を
言
う
の
か
他
者
を
言
う
の
か
で
、
解
釈
が
分
か
れ
よ
う
。「
心
無
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
二
・
西
行
）
の
よ
う
に
、
自
己
を
卑
下
し
て
（
そ
の
実
自
尊
し
て
）、
木
石
の
よ
う
な
自
分
だ
が
、
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
一
首
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
。
河
214　
こ
の
里さと
は
隅すみ
田た
河か
原はら
も
程
遠とを
し
い
か
な
る
鳥とり
に
都みやこ
問と
は
ま
し
〔
通
釈
〕　
河
こ
の
里
鎌
倉
は
、
あ
の
都
人
が
都
鳥
に
言
問
う
た
隅
田
川
の
河
原
も
距
離
が
遠
い
。
都
鳥
な
ら
ぬ
ど
の
よ
う
な
鳥
に
、
都
の
こ
と
を
問
え
ば
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　　
　
武
蔵
国
と
下
総
国
と
の
中
に
あ
る
隅
田
河
の
ほ
と
り
に
至
り
て
、
都
の
い
と
恋
し
う
覚
え
け
れ
ば
、
…
渡
守
に
、
こ
れ
は
何
鳥
ぞ
と
問
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
な
む
都
鳥
と
言
ひ
け
る
を
聞
き
て
、
よ
め
る
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
我
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
（
古
今
集
・
羈
旅
・
四
一
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
九
段
）
〔
他
出
〕　
三
十
六
人
大
歌
合
・
一
九
。
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
河
を
・
四
四
一
。
続
古
今
集
・
羈
旅
・
弘
長
二
年
た
て
ま
つ
り
し
百
首
歌
中
に
、
河
を
・
九
三
六
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
一
・
武
蔵
国
・
住
田
河
・
五
五
〇
一
。
題
林
愚
抄
・
巻
十
九
・
雑
・
河
・
八
六
九
二
。
〔
語
釈
〕　
○
こ
の
里
―
こ
こ
は
鎌
倉
を
言
う
。「
里
」
は
、
人
の
集
落
だ
が
、
都
に
対
す
る
鄙
の
趣
意
も
あ
ろ
う
。
○
隅
田
河
原
―
武
蔵
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
三
下
総
国
境
の
隅
田
川
（
→
前
歌
）
の
河
原
。
こ
の
詞
の
原
拠
は
、『
万
葉
集
』
の
「
真
土
山
夕
越
え
行
き
て
廬
崎
の
す
み
だ
河
原
に
ひ
と
り
か
も
寝
む
」（
巻
三
・
雑
歌
・
二
九
八
・
弁
基
）
で
、
こ
の
場
合
は
、「
真
土
山
（
待
乳
山
）」
が
大
和
・
紀
伊
国
境
の
小
山
で
、
「
廬
崎
の
す
み
だ
河
原
」
は
、
紀
伊
国
、
現
在
の
和
歌
山
県
橋
本
市
隅
田
町
を
流
れ
る
紀
ノ
川
の
河
原
を
言
う
。
し
か
し
、『
五
代
集
歌
枕
』
は
「
ま
つ
ち
山　
駿
河
」（
四
四
九
）「
す
み
だ
が
は
ら　
駿
河　
角
太
河
原
」（
一
四
一
一
）
と
駿
河
国
と
し
て
い
て
、『
八
雲
御
抄
』（
巻
五
・
名
所
部
）
は
こ
の
歌
の
「
す
み
だ
」
を
下
総
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
歌
は
『
新
勅
撰
集
』（
羈
旅
・
五
〇
一
）
に
収
め
ら
れ
る
が
、
同
集
に
は
別
に
俊
成
の
『
久
安
百
首
』
詠
「
我
が
思
ふ
人
に
見
せ
ば
や
も
ろ
と
も
に
す
み
だ
河
原
の
夕
暮
の
空
」（
羈
旅
・
五
一
九
）
も
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
京
に
思
ふ
人
な
く
し
も
あ
ら
ず
」（
古
今
集
詞
書
）「
京
に
思
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
」（
伊
勢
物
語
地
文
）
を
併
せ
て
、
右
の
本
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
従
っ
て
、
宗
尊
が
、「
隅
田
河
原
」
を
、
東
国
の
隅
田
川
の
河
原
を
表
す
詞
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。
○
い
か
な
る
鳥
―
早
く
『
堀
河
百
首
』
に
「
朝
戸
明
け
て
独
り
影
見
る
池
水
に
い
か
な
る
鳥
の
群
れ
て
ゐ
る
ら
ん
」（
冬
・
水
鳥
・
一
〇
〇
九
・
公
実
）
の
例
が
見
え
る
。
該
歌
の
前
年
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
』
に
も
「
時
鳥
い
か
な
る
鳥
ぞ
お
き
か
へ
り
聞
け
ど
も
飽
か
ぬ
声
に
鳴
く
ら
ん
」（
夏
・
八
四
・
師
平
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
橋
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今いま
も
な
ほを
富ふし
士
の
煙けふり
は
立た
つ
も
の
を
長なか
柄ら
の
橋はし
よ
な
ど
朽く
ち
に
け
ん
〔
通
釈
〕　
橋
今
で
も
な
お
富
士
の
煙
は
立
っ
て
い
る
の
に
、
長
柄
の
橋
よ
、
ど
う
し
て
朽
ち
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
一
四
〔
本
説
〕　
今
は
富
士
の
山
も
煙
た
た
ず
な
り
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り
と
聞
く
人
は
歌
に
の
み
ぞ
心
を
慰
め
け
る
（
古
今
集
・
仮
名
序
）
〔
類
歌
〕　
朽
ち
は
て
し
長
柄
の
橋
を
造
ら
ば
や
富
士
の
煙
も
立
た
ず
な
り
な
ば
（
十
六
夜
日
記
・
五
四
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・〔
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
〕
橋
・
四
四
二
。
源
承
和
歌
口
伝
・
二
八
四
。
六
巻
抄
裏
書
に
も
（
前
書
か
ら
所
引
）。
〔
補
説
〕　
『
源
承
和
歌
口
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
源
承
和
歌
口
伝
注
解
』（
平
一
六
・
二
、
風
間
書
房
）
に
よ
る
）。
今
は
富
士
の
山
も
煙
た
た
ず
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り
、
と
聞
く
人
は
歌
に
の
み
ぞ
心
を
慰
め
け
る
。
異
説
あ
り
と
も
聞
き
侍
ら
ざ
る
に
、
阿
房
東
へ
下
り
侍
り
け
る
道
に
て
、
富
士
の
煙
立
た
ず
と
よ
み
て
侍
り
き
。
か
の
流
れ
を
承
け
た
る
と
も
が
ら
、
今
は
立
た
ず
、
と
執
せ
る
に
や
。
三
島
歌
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
為
相
朝
臣
　
　
時
知
ら
ぬ
富
士
の
煙
も
晴
る
る
夜
の
月
の
た
め
と
や
立
た
ず
な
る
ら
ん
　
　
　
　
　
是
は
、
目
の
当
た
り
訓
説
を
受
け
ず
、
伝
え
聞
き
て
よ
め
る
な
り
。
　
　
　
　
長
柄
の
橋
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
書
王
　
　
今
も
な
ほ
富
士
の
煙
は
立
つ
も
の
を
長
柄
の
橋
よ
な
ど
朽
ち
に
け
ん
　
　
　
　
　
是
も
、
立
つ
、
と
は
よ
ま
せ
給
へ
り
。
長
柄
の
橋
の
事
ぞ
、
猶
お
ぼ
つ
か
な
く
ぞ
侍
る
。
右
は
、
古
今
仮
名
序
の
「
富
士
の
山
も
煙
た
た
ず
な
り
」
と
「
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り
」
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
為
相
と
宗
尊
の
両
首
に
つ
い
て
批
判
し
た
言
説
で
あ
る
。『
源
承
和
歌
口
伝
注
解
』
が
、「
た
た
ず
」
の
解
釈
に
は
二
条
家
の
「
不
断
」、
京
極
・
冷
泉
両
家
の
「
不
立
」
両
説
が
対
立
す
る
。
な
お
為
家
序
抄
（
為
家
真
作
か
）
は
不
立
説
を
述
べ
る
。
本
説
は
二
条
家
説
の
立
場
か
ら
冷
泉
流
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
五
ほ
か
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
」、
ま
た
、「
つ
く
る
」
に
つ
い
て
「
造
る
」
説
と
「
尽
」
説
が
対
立
す
る
。
一
般
に
は
「
造
」
説
で
あ
る
が
、
末
流
注
に
な
る
と
二
条
家
は
「
尽
」、
冷
泉
家
は
「
造
」
と
な
っ
た
と
い
う
（
了
俊
歌
学
書
）。
こ
こ
で
は
、
両
説
が
あ
る
の
に
一
方
に
決
定
し
た
形
で
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
不
快
感
を
表
明
し
て
い
る
も
の
か
。
不
用
意
に
詠
ん
で
は
な
ら
な
い
意
と
も
な
ろ
う
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
源
承
の
解
釈
は
措
い
て
、
宗
尊
が
ど
ち
ら
の
説
に
立
っ
て
い
た
か
は
、
該
歌
か
ら
は
不
明
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
断
た
ず
な
り
」「
尽
く
る
な
り
」
で
あ
れ
ば
、
該
歌
は
そ
の
と
お
り
に
敷
衍
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
し
、「
立
た
ず
な
り
」「
造
る
な
り
」
で
あ
れ
ば
、
該
歌
は
そ
れ
に
異
を
立
て
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
「
阿
房
」
即
ち
阿
仏
尼
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
一
節
を
引
い
て
お
く
（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ
る
）。
富
士
の
山
を
見
れ
ば
、
煙
立
た
ず
。
昔
父
の
朝
臣
に
誘
は
れ
て
、「
い
か
に
鳴
海
の
浦
な
れ
ば
」
な
ど
詠
み
し
頃
、
遠
江
国
ま
で
は
見
し
か
ば
、
富
士
の
煙
の
末
も
、
朝
夕
た
し
か
に
見
え
し
も
の
を
、「
い
つ
の
年
よ
り
か
絶
え
し
」
と
問
へ
ば
、
さ
だ
か
に
答
ふ
る
人
だ
に
な
し
。
　
　
誰
が
方
に
な
び
き
果
て
て
か
富
士
の
嶺
の
煙
の
末
の
見
え
ず
な
る
ら
ん
古
今
の
序
の
言
葉
と
て
、
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
　
　
い
つ
の
世
の
麓
の
塵
か
富
士
の
嶺
を
雪
さ
へ
高
き
山
と
な
し
け
ん
　
　
朽
ち
は
て
し
長
柄
の
橋
を
作
ら
ば
や
富
士
の
煙
も
立
た
ず
な
り
な
ば
関
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治おさ
ま
り
て
行ゆ
き
来ゝ
絶た
え
せ
ぬ
御
代
な
れ
ば
関せき
と
は
言い
は
じ
不ふ
は破
の
中
山
二
一
六
〔
通
釈
〕　
関
治
ま
っ
て
人
々
の
行
き
来
が
絶
え
な
い
御
代
な
の
で
、
も
や
は
関
と
は
言
う
ま
い
、
不
破
の
中
山
よ
。
〔
本
歌
〕　
美
濃
の
国
関
の
藤
河
絶
え
ず
し
て
君
に
仕
へ
む
万
代
ま
で
に
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
一
〇
八
四
、
左
注
「
こ
れ
は
元
慶
の
御
嘗
の
美
濃
の
歌
」）
〔
参
考
〕　
春
く
れ
ば
不
破
の
関
守
い
と
ま
あ
れ
や
行
き
来
の
人
を
花
に
ま
か
せ
て
（
長
明
集
・
春
・
関
路
花
・
五
）
相
坂
の
行
き
来
絶
え
せ
ぬ
旅
人
の
心
を
染
む
る
関
の
紅
葉
葉
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
行
路
紅
葉
・
三
二
九
・
経
平
）
旅
寝
す
る
夢
路
は
ゆ
る
せ
宇
津
の
山
関
と
は
聞
か
ず
守
る
人
も
な
し
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
八
一
・
家
隆
）
〔
影
響
〕　
玉
桙
の
行
き
来
と
が
め
ぬ
こ
の
頃
や
不
破
の
関
屋
も
い
と
ど
荒
る
ら
ん
（
宗
良
親
王
千
首
・
雑
・
名
所
関
・
八
二
八
）
〔
語
釈
〕　
○
不
破
の
中
山
―
美
濃
の
国
の
所
名
（
歌
枕
と
も
）。
現
在
の
岐
阜
県
不
破
郡
。「
不
破
の
関
」
が
置
か
れ
た
。「
不
破
の
中
山
」
は
、
源
師
行
男
有
房
の
「
別
れ
行
く
君
を
と
め
ね
ば
関
守
の
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
不
破
の
中
山
」（
有
房
集
・
四
一
四
）
が
早
い
用
例
で
、
参
考
の
後
鳥
羽
院
詠
が
続
く
。「
不
破
の
山
」
も
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
十
月
十
六
日
の
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
の
隆
信
詠
「
不
破
の
山
紅
葉
散
り
か
ふ
梢
よ
り
嵐
お
こ
さ
ぬ
関
守
も
が
な
」（
関
路
落
葉
・
一
四
）
が
早
く
、
同
じ
く
後
鳥
羽
院
の
「
不
破
の
山
風
も
た
ま
ら
ぬ
関
の
屋
を
も
る
と
は
な
し
に
咲
け
る
花
か
な
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
関
路
花
・
七
九
）
が
続
く
。
共
に
、
院
政
期
末
か
ら
詠
ま
れ
始
め
た
と
思
し
い
。
宗
尊
は
こ
れ
を
、
別
に
四
首
（
瓊
玉
集
・
三
一
三
＝
柳
葉
集
・
二
七
一
、
柳
葉
集
・
五
四
五
、
中
書
王
御
詠
・
二
三
九
、
竹
風
抄
・
五
五
六
）
に
詠
ん
で
い
る
。『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
313
補
注
参
照
。
〔
補
説
〕　
「
不
破
の
関
」（「
美
濃
の
関
」
と
も
）
は
、
令
制
下
に
美
濃
国
不
破
郡
内
（
現
岐
阜
県
不
破
郡
関
ケ
原
町
）、
東
山
道
が
畿
内
か
ら
美
濃
国
に
出
る
場
所
に
置
か
ら
れ
た
関
。
東
海
道
の
鈴
鹿
の
関
、
北
陸
道
の
愛
発
の
関
と
併
せ
て
三
関
と
呼
ぶ
。
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）
七
月
に
初
め
て
設
置
と
い
う
（
帝
王
編
年
記
）。
兵
士
が
配
置
さ
れ
と
い
い
、
天
皇
や
上
皇
の
死
去
や
京
都
の
変
乱
等
の
非
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
七
常
時
に
は
、
固
関
使
を
発
遣
し
て
関
を
閉
鎖
し
た
と
い
う
。
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
七
月
に
三
関
は
停
廃
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
歌
『
古
今
集
』
歌
の
賀
意
を
詠
み
直
す
。
他
の
諸
事
例
か
ら
宗
良
親
王
は
宗
尊
の
歌
に
見
習
っ
て
い
る
と
思
し
い
の
で
、
影
響
に
挙
げ
た
一
首
も
一
連
と
見
た
。
海
路
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心
な
る
道みち
だ
に
旅たひ
は
悲かな
し
き
に
風かせ
に
ま
か
せ
て
出い
づ
る
舟ふな
人
〔
通
釈
〕　
海
路
自
分
の
意
志
で
行
く
道
で
さ
え
旅
は
悲
し
い
の
に
、
ま
し
て
風
に
行
方
を
任
せ
て
出
て
行
く
舟
人
は（
ど
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
か
）。
〔
参
考
〕　
明
け
暮
れ
の
行
く
先
知
ら
ぬ
波
の
上
を
風
に
ま
か
せ
て
出
づ
る
舟
人
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
雑
・
海
旅
・
一
〇
四
三
・
知
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
海
旅
を
・
四
三
三
。
新
後
撰
集
・
羈
旅
・
海
路
を
・
五
九
四
。
〔
語
釈
〕　
○
心
な
る
―
自
分
の
意
志
で
思
い
ど
お
り
に
な
る
の
意
。「
惜
し
む
と
も
か
た
し
や
別
れ
心
な
る
涙
を
だ
に
も
え
や
は
留
む
る
」
（
拾
遺
集
・
別
・
三
二
二
・
御
乳
母
少
納
言
〔
村
上
天
皇
乳
母
〕）
に
拠
る
か
。
○
悲
し
き
に
―
『
古
今
集
』
以
来
の
常
套
句
で
、
宗
尊
は
他
に
も
七
首
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
一
六
八
。
瓊
玉
集
・
七
三
、
二
六
四
＝
柳
風
集
・
四
二
六
、
三
五
四
。
柳
風
集
・
五
五
七
、
四
二
六
＝
瓊
玉
集
・
二
六
四
。
中
書
王
御
詠
・
一
七
六
。
竹
風
抄
・
三
七
八
）
に
用
い
て
い
て
、
そ
の
好
み
が
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
よ
り
直
接
に
は
「
さ
ら
ぬ
だ
に
秋
の
旅
寝
は
悲
し
き
に
松
に
吹
く
な
り
と
こ
の
山
風
」（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
秀
能
・
九
六
七
）
を
意
識
す
る
か
。
二
一
八
旅
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都宮こ
出い
で
てゝ
今いま
は
野の
山やま
の
旅たひ
衣ころも
袖そて
に
嵐あらし
の
音をと
を
聞き
く
か
な
〔
通
釈
〕　
旅
都
を
出
て
、
今
は
野
や
山
に
旅
を
す
る
旅
衣
よ
、
そ
の
袖
に
吹
く
烈
し
い
風
の
音
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
本
歌
〕　
…
九
の
重
ね
の　
中
に
て
は　
嵐
の
風
も　
聞
か
ざ
り
き　
今
は
野
山
し　
近
け
れ
ば　
春
は
霞
に　
た
な
び
か
れ　
夏
は
う
つ
せ
み　
な
き
暮
ら
し　
秋
は
時
雨
に　
袖
を
貸
し　
冬
は
霜
に
ぞ　
責
め
ら
る
る
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
三
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
木
の
葉
散
る
外
山
の
暮
を
分
け
行
け
ば
袖
に
嵐
の
声
ぞ
く
だ
く
る
（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
落
葉
・
四
八
八
・
家
隆
。
壬
二
集
・
三
四
一
）
侘
び
つ
つ
も
住
め
ば
住
ま
る
る
山
里
に
し
ひ
て
嵐
の
音
を
聞
く
か
な
（
宝
治
百
首
・
雑
・
山
家
嵐
・
三
六
八
九
・
為
経
）
〔
影
響
〕　
聞
き
わ
び
ぬ
嵐
の
風
も
鹿
の
音
も
今
は
野
山
の
近
き
し
る
し
に
（
宗
良
親
王
千
首
・
秋
・
山
鹿
・
三
七
九
）
〔
語
釈
〕　
○
今
は
野
山
の
旅
衣
―
「
旅
衣
」
に
は
旅
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
今
は
野
山
の
旅
」
か
ら
「
旅
」
を
重
ね
て
「
旅
衣
」
へ
鎖
る
と
見
た
。
（
旅
）
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年とし
月
は
隔へた
て
来き
ぬ
れ
ど
逢あふ
さ
か坂
の
関せき
路ち
霞かす
み
し
春はる
ぞ
忘わす
れ
ぬ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
一
九
〔
通
釈
〕（
旅
）
京
都
か
ら
逢
坂
の
関
を
隔
て
て
こ
の
東
国
へ
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
年
月
は
遙
か
に
隔
て
て
今
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
逢
坂
の
関
の
道
が
霞
ん
だ
、（
京
都
を
出
た
す
ぐ
後
の
）
春
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。
〔
参
考
〕　
つ
れ
も
な
き
人
の
心
や
逢
坂
の
関
路
隔
つ
る
霞
な
る
ら
ん
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
六
九
・
重
保
）
〔
類
歌
〕　
年
月
は
隔
て
来
ぬ
れ
ど
さ
ら
に
ま
た
問
は
ば
や
人
も
忘
れ
は
つ
や
と
（
菊
葉
集
・
恋
五
・
一
四
七
三
・
前
右
大
臣
〔
実
直
〕）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
一
、
初
句
「
年
月
を
」。
〔
語
釈
〕　
○
隔
て
来
ぬ
れ
ど
―
年
月
を
過
ご
し
て
き
た
の
意
に
、「
逢
坂
」「
関
路
」
の
縁
で
、
関
を
隔
て
て
来
た
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
、
関
東
下
向
の
た
め
に
京
都
を
出
発
し
た
の
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
三
月
十
九
日
で
あ
る
の
で
、
逢
坂
の
関
を
越
え
た
の
は
、
そ
の
直
後
の
晩
春
の
候
で
あ
っ
た
。『
瓊
玉
集
』
の
「
年
月
を
隔
て
来
ぬ
れ
ど
逢
坂
の
関
路
霞
み
し
春
ぞ
忘
れ
ぬ
」
（
雑
上
・
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
一
）
も
本
集
の
283
も
、
同
じ
機
会
を
詠
じ
た
類
想
歌
。
山
家
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東あつま
に
は
さ
な
が
ら
峰みね
の
麓ふもと
に
て
山
里さと
な
ら
ぬ
宿やと
ぞ
す
く
な
き
〔
通
釈
〕　
山
家
東
国
で
は
、
す
っ
か
り
み
な
山
の
峰
の
麓
で
あ
っ
て
、
山
里
で
は
な
い
家
は
少
な
い
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
よ
そ
に
見
て
幾
日
来
ぬ
ら
ん
東
路
は
さ
な
が
ら
富
士
の
山
の
麓
を
（
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
一
〇
・
源
兼
朝
）
〔
類
歌
〕　
大
方
の
世
は
背
か
ね
ど
住
み
馴
れ
ぬ
山
里
な
ら
ぬ
宿
し
な
け
れ
ば
（
為
家
集
・
雑
・
文
永
元
年
粉
河
寺
卅
三
首
・
一
二
七
三
）
二
二
〇
〔
補
説
〕　
執
権
北
条
長
時
に
「
足
柄
の
山
の
麓
に
行
き
暮
れ
て
一
夜
宿
借
る
竹
の
下
道
」（
続
拾
遺
集
・
羈
旅
・
七
〇
八
）
が
あ
る
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
に
、
六
波
羅
探
題
北
方
と
し
て
宗
尊
の
将
軍
迎
立
に
与
り
、
宗
尊
下
向
（
三
月
十
九
日
京
都
出
発
、
四
月
一
日
鎌
倉
到
着
）
に
も
従
っ
た
の
は
、
北
条
長
時
で
あ
っ
た
。
長
時
は
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
の
七
月
二
日
に
病
で
出
家
し
て
翌
日
に
執
権
を
辞
し
、
秋
八
月
二
十
一
日
に
浄
光
明
寺
に
於
て
三
十
六
歳
で
没
し
た
。
宗
尊
は
、
そ
の
死
に
哀
悼
の
歌
を
寄
せ
て
も
い
る
（
瓊
玉
集
・
四
九
九
）。
長
時
の
歌
と
宗
尊
の
歌
の
先
後
は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
宗
尊
が
こ
の
歌
に
刺
激
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
し
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
実
際
に
京
都
と
鎌
倉
を
往
還
し
た
人
の
実
感
と
し
て
の
内
容
の
共
通
性
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
山
家
）
221　
人
の
身
は
習なら
は
し
も
の
と
山やま
さ
と里
の
住す
み
よ
き
ま
で
に
な
り
に
け
る
か
な
〔
通
釈
〕（
山
家
）
人
の
身
は
習
慣
次
第
で
あ
る
も
の
と
ば
か
り
に
、
山
里
が
住
み
よ
い
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
人
の
身
も
習
は
し
も
の
を
逢
は
ず
し
て
い
ざ
こ
こ
ろ
み
む
恋
ひ
や
死
ぬ
る
と
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
八
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
山
里
は
物
の
わ
び
し
き
こ
と
こ
そ
あ
れ
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み
よ
か
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
四
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
け
る
百
首
に
、
山
家
・
四
五
二
、
二
句
「
習
は
し
も
の
を
」。
〔
語
釈
〕　
○
も
の
を
―
詠
嘆
の
終
助
詞
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
、
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
ま
だ
逢
は
ぬ
つ
ら
さ
も
悲
し
人
の
身
を
習
は
し
も
の
と
誰
か
言
ひ
け
ん
」（
恋
・
二
一
七
）
と
詠
じ
て
い
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
二
一
述
懐
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梓あつさ
弓ゆみ
ひ
き
野の
に
這は
へ
る
青あを
葛つゝら
こ
と
繁しけ
き
世よ
は
苦くる
し
か
り
け
り
〔
通
釈
〕　
述
懐
引
き
野
に
這
え
延
び
て
い
る
青
葛
、
そ
れ
が
繁
茂
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
々
が
頻
繁
に
起
き
る
こ
の
世
は
、
苦
し
い
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
本
歌
〕　
梓
弓
ひ
き
野
の
葛
末
つ
ひ
に
我
が
思
ふ
人
に
こ
と
の
し
げ
け
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
二
・
読
人
不
知
）
山
賤
の
垣
ほ
に
這
へ
る
青
葛
人
は
く
れ
ど
も
こ
と
づ
て
も
な
し
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
四
二
・
寵
）
〔
参
考
〕　
草
の
原
う
は
葉
に
這
へ
る
青
葛
苦
し
や
こ
と
の
繁
き
夏
の
葉
（
現
存
六
帖
・
あ
を
つ
づ
ら
・
二
一
五
・
為
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
題
し
ら
ず
・
四
六
六
。
〔
語
釈
〕　
○
梓
弓
―
「
ひ
き
」
の
枕
詞
。
○
ひ
き
野
―
未
詳
。『
五
代
集
歌
枕
』（
七
五
六
）『
夫
木
抄
』（
九
八
二
九
）
は
、
壱
岐
と
す
る
。
○
這
へ
る
―
生
え
伸
び
て
い
る
、
は
び
こ
っ
て
い
る
。「
る
」
は
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形
。
○
青
葛
―
つ
る
性
低
木
。
茎
が
つ
る
状
で
長
く
細
く
、
葉
は
互
生
。
夏
に
淡
青
色
の
円
錐
花
を
開
く
。
つ
る
で
籠
を
編
む
。
こ
こ
ま
で
が
、「
繁
き
」
お
よ
び
「
繰
る
」
と
同
音
の
「
苦
（
し
か
り
）」
を
起
こ
す
序
詞
。
後
者
の
先
蹤
は
「
人
目
の
み
繁
き
み
山
の
青
葛
く
る
し
き
世
を
ぞ
思
ひ
侘
び
ぬ
る
」（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
九
二
・
章
行
女
）。
○
こ
と
―
事
件
、
出
来
事
、
政
務
、
行
事
と
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
を
言
う
か
。
（
述
懐
）
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年とし
を
経へ
ば
忘わす
ら
れ
ぬ
べ
き
故ふる
さ
と郷
の
慣な
ら
ひ
に
添そ
へ
て
恋
し
か
る
ら
ん
二
二
二
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
年
が
経
て
ば
自
然
と
忘
れ
て
し
ま
う
は
ず
の
故
郷
京
都
が
、
そ
の
習
慣
に
付
き
従
っ
て
恋
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
ひ
と
り
行
く
事
こ
そ
憂
け
れ
故
郷
の
奈
良
の
馴
ら
ひ
て
見
し
人
も
な
み
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
〇
三
・
伊
勢
）
せ
め
て
な
ど
住
み
憂
し
と
思
ふ
故
郷
も
旅
に
し
馴
れ
ば
恋
ひ
し
か
る
ら
む
（
万
代
集
・
雑
四
・
三
四
五
五
・
為
家
）
あ
は
れ
な
ど
あ
ひ
も
思
は
ぬ
故
郷
も
旅
寝
と
な
れ
ば
恋
し
か
る
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
雑
・
旅
宿
・
三
八
〇
五
・
為
家
）
〔
語
釈
〕　
○
慣
ら
ひ
に
添
へ
て
―
新
奇
な
句
形
。
後
出
に
南
朝
の
「
あ
は
れ
て
ふ
慣
ら
ひ
に
添
へ
て
身
を
秋
の
夕
べ
は
袖
に
露
ぞ
隙
な
き
」（
新
葉
集
・
秋
上
・
二
七
四
・
掌
侍
頼
子
）
が
あ
る
。
○
故
郷
―
こ
こ
は
京
都
の
こ
と
。
〔
語
釈
〕　
宗
尊
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
に
関
東
に
下
着
し
て
か
ら
、
こ
の
歌
を
詠
じ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
九
月
ま
で
、
ま
る
十
年
間
を
鎌
倉
で
時
を
過
ご
し
た
。「
故
郷
」
京
都
の
こ
と
も
忘
れ
す
は
ず
な
の
に
、
ふ
と
し
た
（
関
東
と
は
違
う
）
習
慣
に
つ
れ
て
、
京
都
の
こ
と
を
恋
し
く
思
い
起
こ
す
と
い
う
趣
旨
の
一
首
で
あ
ろ
う
。
懐
旧
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和わ
か歌
の
浦うら
や
あ
は
れ
昔むかし
へ
あ
り
き
て
ふ
人
の
情なさ
け
を
な
ほを
偲しの
び
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　
懐
旧
和
歌
の
浦
よ
、
和
歌
の
世
界
よ
、
あ
あ
昔
に
い
た
と
い
う
人
、
あ
の
人
麿
の
和
歌
の
風
情
を
依
然
と
し
て
慕
い
続
け
て
い
て
。
〔
本
歌
〕　
く
れ
竹
の　
世
世
の
古
言　
な
か
り
せ
ば　
伊
香
保
の
沼
の　
い
か
に
し
て　
思
ふ
心
を　
述
ば
へ
ま
し　
あ
は
れ
昔
へ　
あ
り
き
て
ふ　
人
麿
こ
そ
は　
う
れ
し
け
れ　
身
は
下
な
が
ら　
言
の
葉
を　
天
つ
空
ま
で　
聞
こ
え
あ
げ　
末
の
世
ま
で
の　
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
二
三
あ
と
と
な
し
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
古
歌
に
加
へ
て
奉
れ
る
長
歌
・
一
〇
〇
三
・
忠
岑
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
懐
旧
・
四
五
八
。
〔
語
釈
〕　
○
和
歌
の
浦
―
紀
伊
国
の
歌
枕
。
現
在
の
和
歌
山
市
の
南
端
の
和
歌
川
河
口
、
片
男
波
の
入
江
部
一
帯
。
和
歌
の
世
界
を
寓
意
。
○
人
―
本
歌
か
ら
柿
本
人
麿
を
指
す
。
○
情
け
―
（
和
歌
の
）
風
情
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
も
た
ら
す
心
。
夢
225　
大おほ
か
た方
も
現うつゝ
と
は
見み
ぬ
世
の
中なか
に
い
や
は
か
な
なゝ
る
夢ゆめ
の
通かよ
ひ
路ち
〔
通
釈
〕　
夢
世
間
一
般
に
現
実
と
は
見
な
い
世
の
中
で
、
い
よ
い
よ
儚
い
こ
と
で
あ
る
夢
の
中
の
通
い
路
よ
。
〔
参
考
〕　
う
た
た
寝
の
夢
の
た
だ
ぢ
を
恨
み
て
も
覚
む
る
現
ぞ
い
や
は
か
な
な
る
（
為
家
集
・
恋
・
夢
後
増
恋
貞
応
元
年
・
一
〇
四
七
）
お
ど
ろ
け
ば
い
や
は
か
な
な
る
現
に
て
頼
む
夢
路
ぞ
見
る
か
ひ
も
な
き
（
為
家
千
首
・
恋
・
七
四
七
）
頼
む
べ
き
現
も
夢
を
見
る
か
ら
に
い
や
は
か
な
な
る
夜
半
の
床
か
な
（
為
家
千
首
・
雑
・
九
六
〇
）
は
か
な
し
や
枕
さ
だ
め
ぬ
う
た
た
寝
に
ほ
の
か
に
ま
よ
ふ
夢
の
通
ひ
路
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
七
七
・
式
子
）
〔
語
釈
〕　
○
大
方
も
現
と
は
見
ぬ
世
の
中
―
「
夢
と
こ
そ
言
ふ
べ
か
り
け
れ
世
の
中
に
現
あ
る
も
の
と
思
ひ
け
る
か
な
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
あ
ひ
知
れ
り
け
る
人
の
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
よ
め
る
・
八
三
四
・
貫
之
。
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
一
八
）
を
初
め
と
す
る
、「
世
の
中
」
を
「
夢
」
と
見
る
類
型
を
踏
ま
え
て
言
う
。
○
い
や
―
ま
す
ま
す
、
い
っ
そ
う
。
二
二
四
神
祇
226　
民
安
く
国
治おさ
ま
れ
と
身
一ひと
つ
に
祈いの
る
心こゝろ
は
神
も
請う
く
ら
ん
〔
本
文
〕　
○
請
く
ら
ん
―
底
本
は
「
神
もそ
し
る
イ
う
く
ら
ん
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
神
祇
民
が
安
ら
か
に
、
国
が
治
ま
れ
と
、
我
が
一
身
で
祈
る
心
は
、
神
も
請
け
負
う
で
あ
ろ
う
。
〔
本
歌
〕　
枝
か
は
す
春
日
の
原
の
姫
小
松
祈
る
心
は
神
ぞ
知
る
ら
む
（
新
勅
撰
集
・
賀
・
四
五
一
・
実
方
）
〔
参
考
〕　
祈
る
よ
り
神
も
さ
こ
そ
は
願
ふ
ら
め
君
明
ら
か
に
民
安
く
と
は
（
拾
遺
愚
草
・〔
藤
川
百
首
〕・
雑
・
社
頭
祝
言
・
一
六
〇
〇
）
水
無
月
や
麻
の
立
ち
枝
に
幣
か
け
て
流
す
禊
ぎ
は
神
ぞ
請
く
ら
ん
（
為
家
五
社
百
首
・
六
月
祓
・
二
四
〇
・
石
清
水
）
〔
影
響
〕　
民
安
く
国
治
ま
れ
と
臥
し
て
思
ひ
起
き
て
祈
る
も
た
だ
君
の
た
め
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
雑
三
・
九
五
五
・
長
親
）
民
安
く
国
治
ま
れ
と
祈
る
か
な
人
の
人
よ
り
我
が
君
の
た
め
（
新
葉
集
・
神
祇
・
五
九
〇
・
深
勝
法
親
王
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
神
祇
を
・
四
一
一
、「
神
も
し
る
ら
ん
」。
〔
語
釈
〕　
○
身
一
つ
に
―
我
が
身
一
人
だ
け
で
。「
身
ひ
と
つ
に
あ
ら
ぬ
ば
か
り
を
お
し
な
べ
て
行
き
め
ぐ
り
て
も
な
ど
か
見
ざ
ら
ん
」
（
後
撰
集
・
離
別
・
一
三
二
三
・
宇
多
院
）
が
原
拠
。
○
神
ぞ
請
く
ら
ん
―
例
は
少
な
い
。
異
文
の
「
神
ぞ
知
る
ら
ん
」
が
む
し
ろ
常
套
で
、
神
も
承
知
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
意
。
大
意
は
変
わ
ら
な
い
。
〔
補
説
〕　
『
新
勅
撰
集
』
所
収
の
実
方
詠
を
本
歌
と
見
た
。
定
家
が
『
詠
歌
大
概
』
で
説
い
た
、
旧
き
を
以
て
用
い
る
詞
の
範
囲
を
三
代
集
の
先
達
が
用
い
る
詞
に
限
る
と
い
う
考
え
に
は
、
同
時
に
新
古
今
の
古
人
の
歌
は
同
様
に
用
い
て
よ
い
と
も
注
さ
れ
て
い
て
、
当
然
そ
れ
は
『
後
拾
遺
』
か
ら
『
新
古
今
』
ま
で
の
各
集
の
古
人
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
し
、
詞
を
取
る
こ
と
を
宗
と
す
る
定
家
の
本
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
二
五
歌
取
り
説
も
当
然
そ
の
原
則
の
中
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
の
弟
子
と
し
て
そ
の
考
え
方
を
変
容
さ
せ
つ
つ
継
承
し
た
と
思
し
い
真
観
は
、
恐
ら
く
は
宗
尊
に
献
じ
る
べ
く
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
五
月
半
ば
過
ぎ
に
著
し
た
『
簸
河
上
』
で
、「
代
々
の
宣
旨
集
を
披
き
て
姿
古
き
を
捨
て
じ
と
は
、
新
古
今
、
新
勅
撰
、
続
後
撰
の
中
に
も
、
万
葉
集
、
三
代
集
の
作
者
の
歌
の
見
ゆ
る
を
ば
本
と
し
て
、
そ
れ
は
新
古
今
の
歌
な
れ
ば
と
て
嫌
は
じ
と
な
り
」
と
説
い
て
い
て
、
時
代
の
下
る
の
に
従
っ
て
か
、
定
家
の
例
示
し
た
「
新
古
今
」
を
「
新
勅
撰
」「
続
後
撰
」
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
拾
遺
集
歌
人
実
方
の
新
勅
撰
集
所
収
歌
を
本
歌
に
取
っ
た
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
歌
と
し
た
そ
の
実
方
詠
は
、「
春
日
野
に
若
菜
摘
み
つ
つ
万
代
を
祝
ふ
心
は
神
ぞ
知
る
ら
む
」（
古
今
集
・
賀
・
三
五
七
・
素
性
）
に
拠
る
一
首
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
宗
尊
の
歌
も
結
句
を
異
文
の
「
神
も
知
る
ら
ん
」
に
つ
け
ば
、
こ
の
素
性
歌
に
負
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
は
な
い
。
一
方
、『
新
勅
撰
集
』
の
定
家
の
序
に
は
、「
た
だ
延
喜
天
暦
の
昔
、
時
す
な
ほ
に
、
民
豊
か
に
喜
べ
り
し
政
を
慕
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
ま
た
寛
喜
貞
永
の
今
、
世
治
ま
り
人
安
く
、
楽
し
き
言
の
葉
を
知
ら
し
め
む
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
集
め
撰
ば
る
る
な
ら
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
古
今
集
』
真
名
序
の
「
神
世
七
代
時
質
人
淳
」
を
意
識
し
、
白
居
易
の
「
不
四
独
記
三
東
都
履
道
里
有
二
閑
居
泰
適
之
叟
一
（
ひ
と
り
と
う
と
の
り
た
う
り
に
か
ん
き
よ
た
い
て
き
の
お
き
な
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
き
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
）　
亦
令
レ
知
三
皇
唐
大
和
歳
有
二
理
世
安
楽
之
音
一
（
ま
た
く
わ
う
た
う
た
い
く
わ
の
と
し
り
せ
い
あ
ん
ら
く
の
こ
ゑ
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
し
め
む
と
な
り
）」（
白
氏
文
集
・
巻
六
十
一
・
序
洛
詩
。
和
漢
朗
詠
集
・
閑
居
・
六
一
三
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
底
に
は
、「
治
世
之
音
、
安
以
楽
、
其
政
和
、
乱
世
之
音
、
怨
以
怒
、
其
政
乖
、
亡
国
之
音
、
哀
以
思
、
其
民
困
」（
詩
経
・
大
序
。
礼
記
・
楽
記
）
と
い
っ
た
考
え
方
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
宗
尊
が
、『
新
勅
撰
』
序
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
は
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
二
六
釈
教
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鷲わし
の
山やま
入い
り
に
し
月
の
形かた
見み
と
て
光ひかり
を
残のこ
す
法のり
の
と
も
し
火
〔
通
釈
〕　
釈
教
霊
鷲
山
に
沈
ん
だ
月
、
釈
尊
の
形
見
と
い
う
こ
と
で
、
灯
と
な
っ
て
光
を
残
す
仏
法
よ
。
〔
参
考
〕　
さ
て
も
い
か
に　
鷲
の
み
山
の　
月
の
影　
鶴
の
林
に　
入
り
し
よ
り　
経
に
け
る
年
を　
か
ぞ
ふ
れ
ば　
ふ
た
千
年
を
も　
過
ぎ
果
て
て　
後
の
五
つ
の　
百
年
に　
入
り
に
け
る
こ
そ　
悲
し
け
れ　
あ
は
れ
み
法
の　
水
の
泡　
消
え
行
く
比
に　
な
り
ぬ
れ
ば　
そ
れ
に
心
を　
澄
ま
し
て
ぞ
…
（
拾
遺
愚
草
・
雑
・
二
七
三
八
）
鷲
の
山
入
り
に
し
月
の
あ
と
の
闇
に
ま
ど
は
ぬ
人
の
な
き
ぞ
悲
し
き
（
拾
玉
集
・
五
六
八
六
）
長
き
夜
の
心
の
闇
の
し
る
べ
せ
よ
な
ほ
残
り
け
る
法
の
灯
（
宝
治
百
首
・
雑
・
夜
灯
・
三
二
三
八
・
後
嵯
峨
院
。
続
拾
遺
集
・
釈
教
・
一
三
九
九
）
〔
類
歌
〕　
鷲
の
山
入
り
に
し
月
を
慕
ふ
か
な
光
を
分
け
て
世
に
残
せ
ど
も
（
政
範
集
・
尺
迦
・
二
六
九
）
〔
語
釈
〕　
○
鷲
の
山
―
霊
鷲
山
を
言
う
。
王
舎
城
の
東
北
に
あ
り
、
釈
迦
が
『
法
華
経
』
を
説
き
、
入
滅
後
も
常
住
し
た
と
さ
れ
る
。
○
入
り
に
し
月
―
入
寂
し
た
釈
迦
を
寓
意
。
○
法
の
と
も
し
火
―
世
を
照
ら
す
仏
法
を
寓
意
。
祝
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筑つく
波は
山やま
繁しけ
き
木こ
陰かけ
や
我わ
が
君
の
御
代
の
恵めく
み
の
例ため
し
な
る
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
二
七
〔
通
釈
〕　
祝
筑
波
山
の
繁
茂
す
る
木
陰
は
、
我
が
君
が
治
め
る
御
代
の
恩
恵
の
し
る
し
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
筑
波
嶺
の
こ
の
も
か
の
も
に
か
げ
は
あ
れ
ど
君
が
御
蔭
に
増
す
か
げ
は
な
し
（
古
今
集
・
東
歌
・
常
陸
歌
・
一
〇
九
五
）
〔
参
考
〕　
筑
波
山
岩
根
の
松
の
千
代
を
経
て
繁
き
や
君
が
御
蔭
な
る
ら
ん
（
正
治
初
度
百
首
・
祝
・
八
〇
三
・
忠
良
）
民
も
み
な
君
に
心
を
つ
く
ば
山
繁
き
恵
み
の
雨
う
る
ふ
世
に
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
四
三
〇
・
良
経
）
君
が
代
の
数
に
は
こ
れ
も
つ
く
ば
山
年
経
て
繁
き
梢
な
れ
ど
も
（
千
五
百
番
歌
合
・
祝
・
二
一
二
六
・
具
親
）
〔
語
釈
〕　
○
筑
波
山
―
常
陸
国
の
歌
枕
。「
筑
波
嶺
」
と
も
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
北
端
に
位
置
す
る
。『
万
葉
集
』
以
来
の
風
景
だ
が
、
本
歌
の
『
古
今
集
』
歌
に
よ
り
、
君
主
の
恩
恵
賛
美
に
用
い
ら
れ
る
。『
古
今
集
』
の
仮
名
序
に
「
か
か
る
に
今
、
天
皇
の
天
の
下
知
ろ
し
召
す
こ
と
、
四
つ
の
時
九
回
り
に
な
む
な
り
ぬ
る
。
遍
き
御
慈
し
み
の
波
、
八
洲
の
外
ま
で
流
れ
、
広
き
御
恵
み
の
蔭
、
筑
波
山
の
麓
よ
り
も
繁
く
お
は
し
ま
し
て
」（
古
今
集
・
仮
名
序
）、
真
名
序
に
「
陛
下
御
宇
、
于
レ
今
九
載
、
仁
流
二
秋
津
洲
之
外
一
、
恵
茂
二
筑
波
山
之
陰
一
」（
同
・
真
名
序
）
と
あ
っ
て
、
常
陸
歌
と
呼
応
す
る
。
○
木
陰
―
「
君
」
の
恩
蔭
を
寓
意
。
○
我
が
君
―
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
天
皇
は
、
宗
尊
の
弟
亀
山
天
皇
。
む
し
ろ
そ
の
父
帝
後
嵯
峨
院
が
宗
尊
の
念
頭
に
あ
っ
た
か
。
　
　
　
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
霞
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白
雲
は
そ
れ
と
も
見み
え
ず
春はる
霞かすみ
た
な
び
く
時とき
の
葛かつら
城き
の
山やま
〔
通
釈
〕弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
二
二
八
　
　
　
　
霞
　
　
白
雲
は
そ
れ
だ
と
も
見
え
な
い
。
春
霞
が
た
な
び
く
時
の
葛
城
の
山
は
。
〔
本
歌
〕　
心
ぐ
く
思
ほ
ゆ
る
か
も
春
霞
た
な
び
く
時
に
言
の
通
へ
ば
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
七
八
九
・
家
持
）
〔
参
考
〕　
葛
城
や
高
間
の
山
の
白
雲
に
春
は
霞
ぞ
立
ち
替
へ
て
け
る
（
別
雷
社
歌
合
・
霞
・
二
二
・
顕
家
）
な
ほ
よ
そ
に
見
て
過
ぎ
ね
と
や
葛
城
の
高
間
の
山
の
雲
の
霞
め
る
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
二
二
一
八
・
信
広
）
葛
城
や
高
間
の
山
も
見
え
分
か
ず
幾
重
霞
の
よ
そ
の
白
雲
（
建
仁
元
年
十
首
和
歌
・
霞
隔
山
雲
・
一
一
・
雅
経
）
嶺
に
ゐ
る
雲
の
と
絶
え
も
分
か
ぬ
ま
で
霞
ぞ
か
か
る
葛
城
の
山
（
宝
治
百
首
・
春
・
山
霞
・
七
五
・
小
宰
相
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
―
本
『
柳
葉
集
』
の
229
～
296
に
六
八
首
が
現
存
。
霞
・
梅
・
春
月
・
花
・
帰
雁
・
郭
公
・
五
月
雨
・
初
秋
・
露
・
月
・
秋
夕
・
紅
葉
・
時
雨
・
雪
・
忍
恋
・
不
逢
恋
・
被
忘
恋
・
旅
・
山
家
・
述
懐
の
二
〇
題
で
、
元
来
は
各
五
首
で
あ
っ
た
か
。
○
そ
れ
と
も
見
え
ず
―
『
万
葉
集
』
以
来
の
常
套
。
ど
れ
が
そ
れ
だ
と
も
見
き
わ
め
ら
れ
な
い
と
の
意
。
○
春
霞
た
な
び
く
時
―
『
万
葉
集
』
に
は
本
歌
の
他
に
「
心
ぐ
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
春
霞
た
な
び
く
時
に
恋
の
繁
け
れ
ば
」（
巻
八
・
春
相
聞
・
一
四
五
〇
・
大
伴
坂
上
郎
女
）
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
本
歌
た
り
得
る
が
、
宗
尊
の
中
で
も
両
者
に
区
別
は
な
く
、『
万
葉
』
の
詞
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
○
葛
城
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
河
内
と
の
国
境
（
現
奈
良
県
西
部
、
大
阪
府
と
の
境
）
に
連
な
る
山
系
で
、「
高
間
の
山
」
と
言
わ
れ
た
金
剛
山
を
主
峰
と
す
る
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
先
に
「
春
は
ま
た
霞
の
底
に
な
り
に
け
り
雲
ゐ
に
見
え
し
葛
城
の
山
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
一
二
）
と
詠
み
、
該
歌
は
そ
の
類
想
で
あ
る
。「
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
葛
城
や
高
間
の
山
の
嶺
の
白
雲
」（
新
古
今
集
・
恋
一
・
九
九
〇
・
読
人
不
知
）
で
知
ら
れ
る
「
葛
城
」
の
「
白
雲
」
の
類
型
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、「
葛
城
や
高
間
の
山
の
浅
霞
春
と
と
も
に
も
立
ち
に
け
る
か
な
」（
内
裏
後
番
歌
合
承
暦
二
年
・
霞
・
四
・
作
者
不
記
〔
大
江
匡
房
〕。
江
帥
集
・
同
〔
承
暦
二
年
四
月
〕
卅
日
後
番
歌
合
、
霞
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
二
九
三
。
匡
房
集
・
春
・
か
す
み
・
五
）
に
始
ま
る
「
葛
城
」
の
「
霞
」
の
類
型
、
特
に
実
朝
の
「
み
冬
つ
ぎ
春
し
来
ぬ
れ
ば
青
柳
の
葛
城
山
に
霞
た
な
び
く
」（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
三
〇
。
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
春
・
二
〇
）
を
意
識
し
つ
つ
、
参
考
の
諸
歌
の
よ
う
な
「
葛
城
」
の
「
雲
」
に
「
霞
」
を
重
ね
る
詠
み
方
に
従
っ
た
詠
作
で
あ
ろ
う
。
直
接
に
は
『
宝
治
百
首
』
の
小
宰
相
の
歌
に
倣
っ
た
か
。
梅
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春はる
ご
と
に
も
の
思おも
へ
と
や
梅むめ
が
香ゝ
の
身
に
し
む
ば
か
り
匂にほ
ひ
そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
梅
毎
年
の
春
の
度
に
、
物
思
い
を
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
、
梅
の
香
が
こ
の
身
に
染
み
る
ほ
ど
に
匂
い
初
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
契
り
あ
れ
や
花
の
中
に
も
梅
の
花
か
か
る
匂
ひ
に
匂
ひ
そ
め
け
ん
（
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
社
百
首
・
春
・
梅
・
四
〇
七
）
梅
が
香
も
身
に
し
む
こ
ろ
は
昔
に
て
人
こ
そ
あ
ら
ね
春
の
夜
の
月
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
四
三
・
俊
成
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
二
三
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
梅
が
香
も
身
に
し
む
こ
ろ
は
昔
に
て
人
こ
そ
あ
ら
ね
春
の
夜
の
月
」
は
、『
御
室
五
十
首
』（
二
五
五
）
の
詠
で
、
『
御
室
撰
歌
合
』（
六
）
に
撰
録
さ
れ
、
そ
こ
で
は
四
句
が
「
人
こ
そ
訪
は
ね
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
判
詞
で
俊
成
自
身
が
「
右
歌
は
愚
老
が
詠
に
て
侍
り
け
り
。
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
、
の
在
中
将
朝
臣
の
ふ
る
こ
と
を
、
わ
づ
か
に
拾
ひ
集
め
た
る
ば
か
り
に
て
、
わ
が
力
入
り
た
る
ふ
し
も
な
く
侍
れ
ば
」
と
言
う
ご
と
く
、『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
の
歌
と
、「
ま
た
の
年
の
正
月
に
、
梅
の
花
ざ
か
り
に
、
去
年
を
恋
ひ
て
行
き
て
、
立
ち
て
見
、
居
て
見
、
見
れ
ど
、
去
年
に
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
あ
る
地
の
文
を
、
本
歌
・
本
説
に
し
て
い
る
。
宗
尊
の
歌
は
、
詞
を
俊
成
の
両
首
に
二
三
〇
負
い
な
が
ら
、
伊
勢
物
語
の
男
、
主
人
公
業
平
の
境
遇
に
立
っ
て
、
梅
の
香
で
過
去
を
思
い
出
す
春
の
憂
愁
を
詠
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
宗
尊
は
「
こ
の
春
も
人
こ
そ
訪
は
ね
宿
の
梅
誰
が
情
け
を
か
花
に
見
せ
ま
し
」（
本
集
・
455
。
瓊
玉
集
・
春
上
・
二
五
）
と
も
詠
じ
て
い
て
、「
人
こ
そ
訪
は
ね
」
の
形
を
知
っ
て
い
た
と
思
し
い
。
（
梅
）
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衣きぬ
衣〳〵
の
袖
の
匂にほ
ひ
や
残のこ
る
ら
ん
梅むめ
が
香ゝ
霞かす
む
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕（
梅
）
（
男
女
の
別
れ
の
朝
の
）
衣
衣
の
袖
の
匂
い
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
梅
の
香
り
ま
で
が
包
ま
れ
て
霞
む
春
の
曙
よ
。
〔
参
考
〕　
衣
衣
の
袖
の
涙
の
も
ろ
と
も
に
宿
り
別
か
る
る
有
明
の
月
（
弘
長
百
首
・
恋
・
暁
別
恋
・
四
八
六
・
家
良
）
梅
の
花
君
が
為
に
と
手
折
れ
ど
も
匂
ひ
は
袖
に
残
り
ぬ
る
か
な
（
月
詣
集
・
正
月
・
三
三
・
通
盛
）
お
し
な
べ
て
四
方
の
梢
は
霞
め
ど
も
梅
が
香
残
す
春
の
曙
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
二
〇
九
・
隆
信
）
梅
が
香
は
な
が
む
る
袖
に
か
を
り
き
て
た
え
だ
え
霞
む
春
の
夜
の
月
（
正
治
後
度
百
首
・
春
・
霞
・
五
・
後
鳥
羽
院
）
匂
ひ
こ
そ
な
ほ
残
り
け
れ
梅
の
花
立
ち
寄
る
ば
か
り
あ
り
し
名
残
に
（
弘
長
百
首
・
春
・
梅
・
四
七
・
家
良
）
梅
が
香
も
あ
ま
ぎ
る
月
に
ま
が
へ
つ
つ
そ
れ
と
も
見
え
ず
霞
む
頃
か
な
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
四
六
・
道
家
）
〔
補
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
、
男
（
業
平
）
と
女
（
高
子
）
の
別
れ
を
思
い
や
っ
た
よ
う
な
趣
が
微
か
に
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
一
春
月
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い
た
づ
ら
に
寝ね
な
ん
も
の
か
は
か
く
ば
か
り
人
の
待ま
た
る
るゝ
朧おほろ
月
夜
を
〔
通
釈
〕　
春
の
月
た
だ
虚
し
く
寝
て
し
ま
お
う
か
、
い
や
で
き
は
し
な
い
。
こ
れ
程
ま
で
訪
れ
る
人
が
自
然
と
待
た
れ
る
朧
月
夜
で
あ
る
の
に
。
〔
参
考
〕　
や
す
ら
は
で
寝
な
ん
も
の
か
は
山
の
端
に
い
ざ
よ
ふ
月
を
花
に
待
ち
つ
つ
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
四
二
〇
・
良
経
。
雲
葉
集
・
春
中
・
一
一
一
。
続
古
今
集
・
春
下
・
一
三
〇
）
さ
れ
ば
こ
そ
宿
の
梅
が
枝
春
立
ち
て
思
ひ
し
こ
と
ぞ
人
の
待
た
る
る
（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・
梅
・
一
〇
六
）
〔
語
釈
〕　
○
も
の
か
は
―
反
語
。
〔
補
説
〕　
「
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
果
て
ぬ
春
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く
物
ぞ
な
き
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
五
五
・
千
里
）
と
い
う
「
朧
月
夜
」
の
情
趣
の
讃
美
。
362
と
同
工
異
曲
。
（
春
月
）
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春はる
の
夜よ
の
つ
ら
さ
を
い
か
に
忍しの
べ
と
て
霞かす
め
る
月
の
涙なみた
添そ
ふ
ら
ん
〔
通
釈
〕（
春
の
月
）
春
の
夜
の
堪
え
難
さ
を
ど
の
よ
う
に
堪
え
忍
べ
と
い
う
の
で
、
霞
ん
で
い
る
月
が
涙
を
添
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
三
二
〔
参
考
〕　
寝
ら
れ
ね
ば
夢
に
も
見
え
ず
春
の
夜
を
明
か
し
か
ね
つ
る
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
（
万
代
集
・
春
上
・
一
四
五
・
斎
宮
女
御
。
村
上
天
皇
御
集
・
九
。
斎
宮
女
御
集
・
七
。
続
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
二
）
あ
は
れ
を
ば
い
づ
く
に
添
ふ
る
影
な
ら
ん
つ
ら
さ
霞
め
る
春
の
夜
の
月
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
三
二
一
・
真
観
。
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
九
二
）
面
影
の
霞
め
る
月
ぞ
宿
り
け
る
春
や
昔
の
袖
の
涙
に
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
三
六
・
俊
成
女
。
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
・
春
恋
・
二
。
若
宮
撰
歌
合
建
仁
二
年
九
月
・
一
。
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
建
仁
二
年
九
月
・
一
。
自
讃
歌
・
七
二
。
定
家
十
体
・
濃
様
・
二
一
〇
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
二
一
三
）
寂
し
さ
も
哀
れ
も
い
か
に
忍
べ
と
て
秋
の
来
ぬ
ら
ん
浅
茅
生
の
宿
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
早
秋
・
五
八
七
・
俊
成
女
）
宵
宵
に
袖
ま
き
ほ
さ
ん
人
も
が
な
問
ひ
来
る
月
は
涙
添
ふ
な
り
（
順
徳
院
百
首
・
恋
・
八
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
添
ふ
ら
ん
―
こ
の
句
形
は
、
覚
性
法
親
王
の
「
守
る
山
の
さ
夜
の
時
雨
に
鳴
く
鹿
は
心
の
ほ
か
の
涙
添
ふ
ら
ん
」（
出
観
集
・
秋
・
雨
夜
聞
鹿
・
三
一
五
）
が
早
い
。
そ
の
後
、
道
家
（
道
家
百
首
・
九
七
）、
為
家
（
為
家
集
・
一
〇
六
）、
後
鳥
羽
院
（
遠
島
百
首
・
四
八
）、
鷹
司
院
按
察
（
宝
治
百
首
・
二
〇
七
二
）、
知
家
（
万
代
集
・
二
八
八
四
）、
公
相
（
続
古
今
集
・
建
長
五
年
三
首
歌
・
六
〇
四
）
等
が
用
い
て
い
る
。
該
歌
に
直
近
で
は
「
白
露
を
な
ら
し
の
岡
の
さ
ね
葛
分
け
来
る
鹿
や
涙
添
ふ
ら
ん
」（
弘
長
百
首
・
秋
・
鹿
・
二
六
八
・
基
家
）
が
あ
る
。
宗
尊
は
別
に
「
露
に
鳴
く
尾
花
が
本
の
き
り
ぎ
り
す
誰
が
手
枕
の
涙
添
ふ
ら
ん
」（
本
集
・
745
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
百
首
歌
中
に
・
三
七
八
）
と
詠
む
。
こ
れ
を
見
る
と
、
為
家
の
「
帰
る
さ
の
衣
か
り
が
ね
声
立
て
て
誰
が
衣
衣
の
涙
添
ふ
ら
む
」（
為
家
集
・
暁
帰
雁
安
貞
元
年
日
吉
禰
宜
祝
部
成
茂
宿
禰
勧
進
・
一
〇
六
）
を
見
習
っ
て
い
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
別
に
、「
霞
め
る
は
つ
ら
き
も
の
か
ら
な
か
な
か
に
あ
は
れ
知
ら
る
る
春
の
夜
の
月
」（
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
月
・
三
〇
）
と
、
参
考
の
真
観
詠
を
踏
ま
え
て
や
や
異
を
立
て
る
よ
う
な
一
首
を
詠
じ
て
い
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
三
（
春
月
）
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ま
た
や
見み
ん
弥やよ
ひ生
の
月つき
の
今いま
は
と
て
花
に
霞かす
め
る
有在
曙明
の
空そら
〔
通
釈
〕（
春
の
月
）
ま
た
見
よ
う
か
。
弥
生
三
月
の
月
が
、
今
は
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
桜
の
花
の
中
に
霞
ん
で
い
る
有
明
の
空
よ
。
〔
参
考
〕　
ま
た
や
見
む
交
野
の
み
野
の
桜
狩
り
花
の
雪
散
る
春
の
曙
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
一
四
・
俊
成
）
散
り
残
る
弥
生
の
山
の
山
陰
の
花
に
霞
め
る
有
明
の
月
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
暮
春
・
二
五
四
・
範
宗
）
見
て
も
憂
し
春
の
別
れ
の
近
け
れ
ば
弥
生
の
月
の
有
明
の
空
（
続
後
撰
集
・
春
下
・
一
六
三
・
真
観
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
二
九
七
）
今
は
と
て
春
の
有
明
に
散
る
花
や
月
に
も
惜
し
き
峰
の
白
雲
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
五
四
・
讃
岐
。
雲
葉
集
・
春
中
・
一
九
二
）
〔
語
釈
〕　
○
弥
生
の
月
―
弥
生
三
月
の
意
に
、
天
空
の
月
の
意
が
掛
か
る
。
○
有
明
―
底
本
も
書
陵
部
本
（
一
五
一
・
四
一
四
）
も
「
在
曙
」
と
表
記
す
る
。
新
編
国
歌
大
観
、
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ
｜
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
共
に
そ
の
索
引
か
ら
「
あ
け
ぼ
の
」
と
訓
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
俊
成
の
歌
に
拠
っ
て
は
い
る
の
で
、
そ
の
「
春
の
曙
」
に
従
っ
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
宗
尊
が
参
考
の
範
宗
の
歌
や
真
観
の
歌
に
倣
っ
た
と
考
え
る
の
で
、「
あ
り
あ
け
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
臣
に
「
木
の
本
は
い
と
ど
お
ぼ
ろ
に
影
見
え
て
花
に
霞
め
る
有
明
の
月
」（
自
葉
集
・
春
下
・
題
を
探
り
て
歌
よ
み
侍
り
し
に
、
暁
花
・
四
七
）
の
作
が
あ
る
。
ま
た
後
代
に
は
、
実
隆
の
「
ま
た
や
見
む
有
明
の
月
の
春
日
山
春
の
夜
深
く
神
ま
つ
る
空
」（
雪
玉
集
・
両
卿
百
首
春
日
社
法
楽
云
云
・
春
月
・
五
四
六
〇
）
や
後
柏
原
院
の
「
残
る
夜
を
有
明
の
月
に
ま
た
や
見
ん
跡
な
き
夢
の
枕
か
は
ら
二
三
四
で
」（
雪
玉
集
・
文
亀
三
年
九
月
九
日
已
来
同
年
公
宴
・
暁
禰
覚
・
四
八
一
四
。
柏
玉
集
・
暁
禰
覚
・
一
五
八
〇
、
二
三
五
八
）
と
い
う
、
俊
成
歌
を
踏
ま
え
た
「
ま
た
や
見
む
」
に
「
有
明
の
月
」
を
詠
み
併
せ
る
例
が
あ
る
。
花
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待ま
つ
程ほと
は
散ち
る
て
ふ
こ
と
も
忘わす
ら
れ
て
咲さ
け
ば
か
な
し
き
山
桜さくら
か
な
〔
通
釈
〕　
花
咲
く
の
を
待
つ
間
は
、
散
る
と
い
う
こ
と
も
自
然
と
忘
れ
て
、
し
か
し
、
咲
く
と
（
散
る
こ
と
が
）
悲
し
い
山
桜
よ
。
〔
参
考
〕　
待
つ
も
憂
く
散
る
も
悲
し
き
山
桜
物
思
ひ
な
き
花
と
や
は
見
る
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
四
一
九
・
良
教
）
散
り
は
て
む
後
を
い
か
に
と
思
ふ
よ
り
か
ね
て
悲
し
き
山
桜
か
な
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
三
八
・
惟
宗
忠
景
）
〔
影
響
〕　
ま
た
も
こ
ん
春
を
木
ず
ゑ
に
頼
め
て
も
散
る
は
悲
し
き
山
桜
か
な
（
一
宮
百
首
〔
尊
良
親
王
〕・
花
・
一
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
中
・
四
八
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
に
触
発
さ
れ
た
か
。
な
お
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
で
は
、
参
考
の
二
首
目
の
惟
宗
忠
景
詠
を
〔
類
歌
〕
と
し
て
挙
げ
、
補
説
に
「
類
歌
と
の
先
後
は
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
、「
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
」
の
構
成
歌
が
全
て
そ
の
時
点
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
故
で
あ
る
が
、
そ
の
後
そ
れ
を
疑
う
根
拠
も
ま
た
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
忠
景
詠
を
宗
尊
詠
に
先
行
す
る
参
考
歌
と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。
影
響
の
一
首
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
尊
良
親
王
の
歌
で
あ
る
の
で
、
同
じ
く
後
醍
醐
皇
子
の
宗
良
親
王
へ
の
宗
尊
か
ら
の
影
響
の
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
五
可
能
性
と
併
せ
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
掲
出
し
て
お
く
。
な
お
、
後
醍
醐
天
皇
に
も
「
い
か
に
し
て
散
る
て
ふ
こ
と
の
辛
さ
を
ば
忘
れ
て
だ
に
も
花
を
見
る
べ
き
」（
続
言
葉
集
・
春
下
・
八
九
）
と
い
う
、
類
似
句
を
含
む
一
首
が
あ
る
。
（
花
）
236　
人
訪と
は
ぬ
深み
山やま
隠かく
れ
の
桜さくら
花はな
い
つ
よ
り
風かせ
に
知し
ら
れ
初そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕（
花
）
人
が
訪
れ
な
い
深
い
山
に
隠
れ
た
桜
の
花
は
、
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
風
に
知
ら
れ
始
め
た
（
そ
れ
で
花
が
散
る
）
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
吹
く
風
と
谷
の
水
と
し
な
か
り
せ
ば
深
山
隠
れ
の
花
を
見
ま
し
や
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
八
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
山
隠
れ
風
に
知
ら
れ
ぬ
花
し
あ
ら
ば
春
は
過
ぐ
と
も
折
り
て
な
が
め
む
（
好
忠
集
・
三
月
中
・
八
〇
）
谷
隠
れ
風
に
知
ら
れ
ぬ
山
桜
い
か
で
か
花
の
つ
ひ
に
散
る
ら
ん
（
万
代
集
・
春
下
・
三
四
五
・
忠
通
。
雲
葉
集
・
春
中
・
二
〇
一
。
田
多
民
治
集
・
二
一
）
春
ご
と
に
松
の
緑
に
う
づ
も
れ
て
風
に
知
ら
れ
ぬ
花
桜
か
な
（
金
葉
集
・
春
・
三
二
・
有
仁
）
な
べ
て
吹
く
四
方
の
草
木
の
秋
風
も
荻
の
葉
よ
り
ぞ
知
ら
れ
初
め
け
る
（
為
家
千
首
・
秋
・
三
六
一
）
〔
類
歌
〕　
う
つ
ろ
は
で
の
ど
け
き
花
の
梢
か
な
い
つ
よ
り
風
の
吹
く
も
知
ら
れ
む
（
為
理
集
・
春
・
三
九
）
（
花
）
237　
おを
の
れ
こ
そ
あ
だ
な
る
色
に
咲さ
き
も
せ
め
な
ど
春はる
風
の
花
誘さそ
ふ
ら
ん
二
三
六
〔
通
釈
〕（
花
）
（
桜
は
も
と
よ
り
）自
分
で
は
か
な
い
色
に
咲
き
も
す
る
も
の
を
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
春
風
が
花
を
誘
っ
て
散
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
桜
花
落
ち
て
も
水
の
あ
は
れ
な
ど
あ
だ
な
る
色
に
に
ほ
ひ
そ
め
け
ん
（
続
後
撰
集
・
春
下
・
一
三
六
・
家
良
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
一
五
一
。
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
定
家
京
極
入
道
中
納
言
撰
・
三
三
）
草
も
木
も
あ
だ
な
る
色
に
染
め
捨
て
て
お
の
れ
つ
れ
な
く
暮
る
る
秋
か
な
（
為
家
千
首
・
秋
・
四
九
八
。
為
家
集
・
秋
・
暮
秋
貞
応
二
・
七
五
四
）
さ
ら
で
だ
に
年
に
希
な
る
花
の
色
に
な
ど
春
風
の
吹
き
始
め
け
む
（
為
家
集
・
春
・
建
長
五
二
・
一
四
六
）
（
花
）
238　
惜お
し
み
て
も
あ
ま
り
あ
り
け
り
一ひと
年ゝせ
に
ま
た
と
も
咲さ
か
ぬ
花
の
名なこ
り残
は
〔
通
釈
〕（
花
）
惜
し
ん
で
も
余
り
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
一
年
に
二
度
と
は
咲
か
な
い
桜
の
花
の
名
残
は
。
〔
参
考
〕　
一
と
せ
に
二
た
び
咲
か
ぬ
花
な
れ
ば
む
べ
散
る
こ
と
を
人
は
言
ひ
け
り
（
後
撰
集
・
春
下
・
一
〇
九
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
首
御
歌
の
中
に
、
花
を
・
八
〇
。
〔
補
説
〕　
「
色
か
は
る
秋
の
菊
を
ば
一
と
せ
に
二
た
び
に
ほ
ふ
花
と
こ
そ
見
れ
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
七
八
・
読
人
不
知
）
と
歌
わ
れ
る
菊
花
と
は
対
照
的
な
、
咲
い
て
は
す
ぐ
に
散
る
桜
花
の
名
残
を
惜
し
む
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
七
帰
雁
239　
憂う
か
り
け
る
雲くも
井
の
雁かり
の
別わか
れ
か
な
花はな
の
頃ころ
と
は
誰たれ
定さた
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
帰
雁
辛
く
や
る
せ
な
い
空
行
く
雁
の
別
れ
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
別
れ
を
花
の
頃
と
は
、
い
っ
た
い
誰
が
定
め
た
の
だ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
憂
か
り
け
る
慣
ら
ひ
な
る
か
な
春
来
れ
ば
花
に
別
れ
て
帰
る
雁
が
ね
（
堀
河
百
首
・
春
・
帰
雁
・
二
〇
八
・
河
内
。
万
代
集
・
春
上
・
一
八
五
）
花
の
色
に
あ
は
れ
つ
れ
な
き
別
れ
か
な
雲
井
の
雁
の
有
明
の
声
（
為
家
集
・
春
・
暁
天
帰
雁
貞
応
元
年
・
一
〇
七
）
吉
野
山
雲
に
心
の
か
か
る
よ
り
花
の
頃
と
は
空
に
し
る
し
も
（
拾
遺
愚
草
・〔
正
治
初
度
百
首
〕・
春
・
九
一
一
。
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
三
一
四
・
定
家
、
四
句
「
花
の
こ
ろ
も
は
」）
月
も
日
も
別
れ
ぬ
も
の
を
秋
来
れ
ば
夜
を
長
し
と
も
誰
定
め
け
ん
（
久
安
百
首
・
秋
・
八
四
五
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
四
五
）
か
ぞ
へ
知
る
人
の
心
に
立
つ
秋
を
西
よ
り
と
し
も
誰
定
め
け
ん
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・
一
〇
六
四
・
讃
岐
）
〔
補
説
〕　
大
枠
で
は
、
408
と
同
様
に
、「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
行
く
雁
は
花
無
き
里
に
澄
み
や
馴
ら
へ
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
一
・
伊
勢
）
を
踏
ま
え
た
類
型
の
範
疇
の
中
に
あ
る
歌
。
（
帰
雁
）
240　
故ふる
さ
と郷
に
待ま
つ
と
聞き
きゝ
て
や
帰かへ
る
ら
ん
因いな
は幡
の
山やま
の
春はる
の
雁かり
が
ね
二
三
八
〔
通
釈
〕（
帰
雁
）
故
郷
で
、
因
幡
の
山
の
松
な
ら
ず
待
っ
て
い
る
と
聞
い
て
帰
る
の
だ
ろ
う
か
。
因
幡
の
山
を
北
へ
去
っ
て
行
く
春
の
雁
は
。
〔
本
歌
〕　
立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰
に
生
ふ
る
ま
つ
と
し
聞
か
ば
今
帰
り
来
む
（
古
今
集
・
離
別
・
三
六
五
・
行
平
）
〔
参
考
〕　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
花
の
盛
り
に
帰
る
雁
な
ほ
故
郷
の
春
や
恋
し
き
（
拾
遺
集
・
春
・
五
五
・
読
人
不
知
）
故
郷
に
今
か
待
つ
ら
ん
帰
る
さ
の
時
を
忘
れ
ぬ
春
の
雁
が
ね
（
玉
葉
集
・
春
上
・
建
長
五
年
二
月
三
首
歌
召
さ
れ
侍
り
け
る
時
、
帰
雁
知
春
・
一
一
七
・
資
季
）
〔
類
歌
〕　
秋
と
契
る
声
か
と
ぞ
聞
く
立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
春
の
雁
が
ね
（
拾
塵
集
〔
政
弘
〕・
春
・
帰
雁
・
六
三
）
〔
語
釈
〕　
○
待
つ
―
本
歌
を
承
け
「
因
幡
の
山
」
の
縁
で
「
松
」
が
掛
か
る
。
○
因
幡
の
山
―
因
幡
国
の
歌
枕
。
現
鳥
取
県
鳥
取
市
（
旧
岩
美
郡
）
国
府
町
辺
り
の
山
と
い
う
。
本
歌
を
承
け
「
ま
つ
（
待
つ
）」「
帰
る
」
の
縁
で
「
往
な
（
ば
）」
が
掛
か
る
。
○
雁
が
ね
―
雁
の
こ
と
だ
が
、「
聞
き
て
」
の
縁
で
「
ね
」
に
原
義
の
「
音
」
が
響
く
。
（
帰
雁
）
241　
身
に
知し
れ
ば
憂う
し
と
も
言い
は
じ
帰かへ
る
雁かり
さ
ぞ
故ふる
さ
と郷
の
道
急いそ
ぐ
ら覧ん
〔
通
釈
〕（
帰
雁
）
身
に
つ
ま
さ
れ
る
の
で
、
帰
っ
て
行
く
こ
と
を
つ
れ
な
い
と
は
言
う
ま
い
。
帰
る
雁
は
、
さ
ぞ
故
郷
へ
の
道
を
急
ぐ
の
で
あ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
身
に
知
れ
ば
夜
な
く
虫
ぞ
あ
は
れ
な
る
憂
き
世
を
秋
の
長
き
思
ひ
に
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
七
九
・
忠
良
）
あ
は
れ
と
も
憂
し
と
も
言
は
じ
か
げ
ろ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
に
消
ぬ
る
世
な
れ
ば
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
九
一
・
読
人
不
知
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
三
九
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
四
一
。
〔
語
釈
〕　
○
身
に
知
れ
ば
―
我
が
身
の
上
に
於
て
よ
く
分
か
る
の
で
。
勅
撰
集
で
は
参
考
の
忠
良
歌
が
初
出
だ
が
、「
身
に
知
れ
ば
四
方
の
草
木
も
哀
れ
な
り
物
を
思
は
で
露
は
置
く
か
は
」（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
恋
・
寄
露
恋
・
八
七
三
・
覚
寛
）
が
よ
り
早
い
例
。
こ
れ
ら
の
淵
源
は
、『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
の
歌
「
里
の
名
を
我
が
身
に
知
れ
ば
山
城
の
宇
治
の
わ
た
り
ぞ
い
と
ど
住
み
憂
き
」（
浮
舟
・
七
四
七
）
で
あ
ろ
う
か
。『
瓊
玉
集
』
に
は
別
に
「
身
に
知
れ
ば
し
ぐ
る
る
雲
ぞ
あ
は
れ
な
る
空
も
憂
き
世
や
か
な
し
か
る
ら
ん
」
（
冬
・
二
八
三
）
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
鎌
倉
で
詠
じ
た
「
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
」
の
一
首
で
あ
り
、
故
郷
へ
と
急
ぐ
帰
雁
に
寄
せ
て
宗
尊
自
身
の
故
郷
、
即
ち
京
都
へ
急
ぎ
帰
り
た
い
と
願
う
心
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
（
帰
雁
）
242　
玉たま
つ
さ章
や
春はる
行ゆ
く
雁かり
に
伝つた
へ
ま
し
越こし
路ち
の
方かた
の
都宮こ
な
り
せ
ば
〔
通
釈
〕（
帰
雁
）
手
紙
を
、
春
に
帰
り
行
く
雁
に
伝
え
よ
う
も
の
を
。
も
し
、
雁
が
や
っ
て
来
た
路
で
あ
る
北
の
越
路
の
方
が
、
都
で
あ
る
の
な
ら
ば
。
〔
参
考
〕　
越
路
に
は
誰
が
こ
と
づ
て
し
玉
梓
を
雲
ゐ
の
雁
の
も
て
帰
る
ら
ん
（
堀
河
百
首
・
春
・
帰
雁
・
一
九
四
・
匡
房
）
思
ふ
こ
と
な
く
て
ぞ
見
ま
し
与
謝
の
海
の
天
の
橋
立
都
な
り
せ
ば
（
千
載
集
・
羈
旅
・
五
〇
四
・
赤
染
衛
門
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
四
〇
。
二
四
〇
〔
語
釈
〕　
○
玉
章
―
便
り
を
伝
え
る
使
い
が
梓
の
杖
を
携
え
た
と
い
う
「
玉
梓
」
が
元
来
。
手
紙
。
○
越
路
の
方
―
「
越
路
」
は
、
越
の
国
（
北
陸
道
）
あ
る
い
は
そ
こ
に
至
る
道
筋
。
北
に
当
た
る
越
の
国
が
あ
る
方
、
と
い
う
趣
意
。「
お
し
な
べ
て
四
方
に
た
な
び
く
霞
か
な
越
路
の
方
は
冬
と
こ
そ
聞
け
」（
久
安
百
首
・
春
・
四
〇
二
・
季
通
）。「
越
路
」
に
「
行
く
」
の
縁
で
「
来
し
路
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
匡
房
詠
は
、
漢
書
・
蘇
武
伝
に
基
づ
く
「
雁
信
」
の
故
事
（
匈
奴
に
囚
わ
れ
た
前
漢
の
蘇
武
が
北
海
か
ら
手
紙
を
南
に
渡
る
雁
の
脚
に
結
ん
で
漢
王
に
送
っ
た
と
い
う
）
を
踏
ま
え
た
「
秋
風
に
初
雁
が
音
ぞ
聞
こ
ゆ
な
る
誰
が
玉
章
を
か
け
て
来
つ
ら
む
」
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
七
・
友
則
）
を
念
頭
に
置
い
た
作
で
あ
ろ
う
。
該
歌
も
同
様
に
雁
信
の
故
事
を
踏
ま
え
つ
つ
、
秋
に
消
息
を
伝
え
る
よ
う
に
都
へ
と
来
る
雁
と
対
照
さ
せ
て
、
春
に
都
な
ら
ぬ
北
方
の
越
路
に
帰
る
雁
に
は
消
息
を
託
す
か
い
が
な
い
と
い
う
趣
向
を
立
て
る
。
あ
る
い
は
そ
の
背
後
に
は
、
在
関
東
と
い
う
自
身
の
境
遇
を
匈
奴
に
幽
閉
さ
れ
た
蘇
武
に
重
ね
た
、
都
へ
帰
る
雁
に
で
も
消
息
を
託
し
た
い
と
願
う
宗
尊
の
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
郭
公
243　
憂う
き
身
に
も
待ま
た
る
るゝ
も
の
を
郭
公
心
あ
れ
と
は
誰たれ
厭いと
ひ
け
む
〔
通
釈
〕　
郭
公
こ
の
憂
鬱
の
身
に
は
自
然
と
時
鳥
が
待
た
れ
る
の
に
、
そ
の
時
鳥
に
心
あ
れ
よ
（
声
を
聞
か
せ
る
な
）
と
は
、
一
体
誰
が
嫌
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
夏
山
に
鳴
く
敦
公
心
あ
ら
ば
物
思
ふ
我
に
声
な
聞
か
せ
そ
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
五
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
過
ぎ
ぬ
る
か
有
明
の
峰
の
時
鳥
物
思
ふ
と
て
も
厭
ひ
や
は
せ
む
（
後
鳥
羽
院
自
歌
合
・
暁
敦
公
・
七
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
四
一
一
七
五
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
〇
五
。
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
身
―
本
歌
の
「
物
思
ふ
我
」
を
言
い
換
え
た
。
○
心
あ
れ
―
本
歌
の
「
心
あ
ら
ば
」
を
言
い
換
え
た
。「
時
鳥
」
に
つ
い
て
言
う
の
は
、
古
く
「
時
鳥
夜
鳴
き
を
し
つ
つ
我
が
背
子
を
安
い
し
な
す
な
ゆ
め
心
あ
れ
」（
万
葉
集
・
巻
十
九
・
四
一
七
九
・
家
持
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
時
鳥
が
鳴
く
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
、（
必
ず
）
心
得
よ
、
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
新
古
今
時
代
の
、
例
え
ば
「
心
あ
れ
や
し
ば
し
待
た
れ
て
郭
公
更
け
ゆ
く
月
に
あ
は
れ
そ
ふ
な
り
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
一
二
一
・
忠
良
）
も
、「
有
心
」
の
意
味
に
傾
い
て
は
い
て
も
、
時
鳥
が
鳴
く
こ
と
を
期
待
す
る
点
で
は
同
様
で
あ
る
。
該
歌
は
、
時
鳥
を
「
厭
」
ふ
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
点
で
異
質
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
憂
き
身
で
あ
る
自
分
は
時
鳥
が
待
ち
遠
し
い
の
に
、
い
っ
た
い
「
物
思
ふ
我
」
と
い
う
誰
人
が
わ
ざ
わ
ざ
「
心
あ
れ
」（「
心
あ
ら
ば
」）
な
ど
と
言
っ
て
、
時
鳥
に
対
し
て
意
見
す
る
よ
う
な
厭
い
方
を
し
た
の
か
、
と
い
う
趣
旨
を
詠
じ
た
と
解
す
る
。
類
歌
の
後
鳥
羽
院
詠
は
、
よ
り
明
確
に
本
歌
の
「
夏
山
に
」
歌
の
詞
を
取
っ
た
一
首
で
あ
る
。
な
お
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
は
こ
の
本
歌
を
参
考
歌
と
し
た
が
、
考
え
を
改
め
た
。
（
郭
公
）
244　
暁あか月
は
憂う
き
時
ぞ
と
や
時ほと
ゝ
き
す鳥
飽あ
か
ぬ
別わか
れ
の
空そら
に
鳴な
く
ら
ん
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
暁
は
憂
く
辛
い
時
分
だ
と
、
時
鳥
は
、
満
足
し
な
い
（
男
女
の
）
別
れ
の
空
に
、
泣
く
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
四
二
〔
本
歌
〕　
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
う
と
ま
る
る
心
し
な
く
は
郭
公
飽
か
ぬ
別
れ
に
今
朝
は
消
な
ま
し
（
後
撰
集
・
夏
・
一
七
四
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
鳴
き
捨
て
し
な
れ
も
別
れ
ぬ
郭
公
憂
き
は
な
ら
ひ
の
暁
の
空
（
宝
治
百
首
・
夏
・
聞
郭
公
・
八
九
三
・
忠
定
）
暁
の
き
ぬ
ぎ
ぬ
山
の
時
鳥
誰
か
別
れ
の
空
に
鳴
く
ら
む
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
九
六
三
・
実
伊
）
暁
は
憂
さ
こ
そ
ま
さ
れ
郭
公
袖
の
別
れ
の
鳥
な
ら
ね
ど
も
（
弘
長
百
首
・
夏
・
郭
公
・
一
五
三
・
基
家
）
〔
語
釈
〕　
○
暁
は
憂
き
時
―
本
歌
の
忠
岑
の
歌
に
基
づ
く
。
宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
、「
暁
は
憂
き
時
な
れ
ば
逢
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
も
音
を
や
鳴
く
ら
ん
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
恋
・
二
四
一
）
と
も
詠
む
。
○
鳴
く
―
「
憂
き
時
」「
飽
か
ぬ
別
れ
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
「
暁
」
の
「
別
れ
」
に
「
鳴
」
く
鳥
と
し
て
は
、「
明
け
ぬ
な
り
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
名
に
し
負
は
ば
暁
起
き
の
別
れ
せ
ま
し
や
」
（
堀
河
百
首
・
雑
・
暁
・
一
二
九
六
・
河
内
）
や
「
暁
の
嵐
に
む
せ
ぶ
鳥
の
音
に
我
も
な
き
て
ぞ
起
き
別
れ
に
し
」（
秋
篠
月
清
集
・
南
海
漁
父
百
首
・
恋
・
五
五
八
）
と
い
う
「
ゆ
ふ
つ
け
鳥
」
や
「
鳥
」（
鶏
）
が
多
く
詠
ま
れ
、
ま
れ
に
「
さ
し
ぐ
し
の
暁
千
鳥
お
き
別
れ
な
ほ
妻
ご
ひ
の
声
恨
む
な
り
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
冬
・
八
八
七
）
と
い
う
「
千
鳥
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
後
撰
集
』
歌
に
基
づ
き
、「
時
鳥
（
郭
公
）」
を
詠
じ
た
一
首
で
、
参
考
に
挙
げ
た
鎌
倉
中
期
の
歌
々
が
影
響
し
て
い
よ
う
か
。
特
に
、
実
伊
の
歌
は
、
宗
尊
が
該
歌
の
前
年
に
も
「
衣
衣
の
暁
山
の
時
鳥
誰
に
別
れ
て
音
を
ば
鳴
く
ら
ん
」（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
夏
・
六
一
）
と
模
倣
し
て
い
る
。
（
郭
公
）
245　
郭
公
な
く
音ね
は
我われ
も
劣おと
ら
ね
ど
あ
は
れ
と
言い
ひ
て
聞き
く
人
ぞ
な
き
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
四
三
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
時
鳥
の
鳴
き
声
は
私
も
泣
き
声
は
そ
れ
に
劣
ら
な
い
け
れ
ど
、
時
鳥
と
違
っ
て
そ
れ
を
あ
あ
す
ば
ら
し
い
と
聞
く
人
は
い
な
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
郭
公
鳴
く
な
る
声
を
早
苗
取
る
て
ま
う
ち
お
き
て
あ
は
れ
と
ぞ
聞
く
（
貫
之
集
・
二
四
五
。
金
葉
集
初
度
本
・
夏
・
一
八
三
、 
四
句
「
て
ま
う
ち
や
め
て
」）
聞
く
た
び
に
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
時
鳥
我
に
語
ら
ふ
声
な
ら
ね
ど
も
（
万
代
集
・
夏
・
六
〇
七
・
式
乾
門
院
御
匣
）
過
ぎ
ね
た
だ
こ
と
づ
て
も
せ
じ
郭
公
あ
は
れ
と
言
は
む
人
も
な
き
身
ぞ
（
宝
治
百
首
・
夏
・
聞
郭
公
・
九
〇
四
・
真
観
）
〔
語
釈
〕　
○
な
く
音
―
「
鳴
く
音
」
と
「
泣
く
音
」
の
掛
詞
。
五
月
雨
246　
松まつ
ら浦
川かは
河
音をと
高たか
し
佐さ
よ用
姫ひめ
の
領ひ
れ巾
振ふ
る
山
の
五
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕　
五
月
雨
松
浦
川
の
川
音
が
高
い
。
佐
用
姫
が
領
巾
を
振
る
山
の
五
月
雨
の
頃
は
。
〔
参
考
〕　
松
浦
川
川
の
瀬
早
み
紅
の
裳
の
裾
濡
れ
て
鮎
か
釣
る
ら
む
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
歌
・
八
六
一
・
旅
人
）
遠
つ
人
松
浦
佐
用
姫
つ
ま
恋
ひ
に
領
巾
振
り
し
よ
り
負
へ
る
山
の
名
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
歌
・
八
七
一
・
旅
人
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
五
月
雨
を
・
一
二
七
。
続
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
三
、
詞
書
「
五
月
雨
を
」。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
十
六
・
肥
前
国
・
松
浦
篇
・
河
・
九
一
一
二
、
集
付
・
詞
書
「
宝
治
百　
五
月
雨
」。
二
四
四
〔
語
釈
〕　
○
松
浦
川
―
肥
前
国
の
歌
枕
。
現
在
の
佐
賀
・
長
崎
両
県
の
北
西
部
一
帯
が
「
松
浦
」
で
、
そ
こ
を
流
れ
る
川
。
現
在
の
佐
賀
県
の
松
浦
川
に
当
た
る
。
黒
髪
山
東
麓
一
帯
お
よ
び
鳥
ノ
海
（
と
の
み
）
の
諸
山
に
端
を
発
し
、
武
雄
市
西
部
、
伊
万
里
市
東
部
を
多
く
の
小
河
川
を
合
わ
せ
な
が
ら
北
流
し
、
東
松
浦
郡
相
知
町
で
厳
木
（
き
ゆ
う
ら
ぎ
）
川
を
合
わ
せ
て
唐
津
市
街
地
の
東
で
唐
津
湾
に
注
ぐ
川
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
）。
○
佐
用
姫
の
領
巾
振
る
山
―
言
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
半
島
任
那
に
渡
る
大
伴
狭
手
彦
を
見
送
っ
た
際
に
、
妾
の
松
浦
佐
用
姫
が
別
れ
を
嘆
き
領
巾
を
振
っ
た
と
い
う
伝
説
を
踏
ま
え
る
。
現
在
佐
賀
県
唐
津
市
東
端
の
鏡
山
の
別
称
が
「
領
巾
振
山
」。「
ひ
れ
ふ
る
山
」
の
古
い
用
例
は
見
え
ず
、『
建
保
名
所
百
首
』
の
夏
に
「
松
浦
山
筑
前
国
」
が
設
け
ら
れ
て
、
定
家
の
「
蟬
の
羽
の
衣
に
秋
を
ま
つ
浦
潟
領
巾
振
る
山
の
暮
ぞ
涼
し
き
」（
三
五
一
）
と
他
二
首
（
三
五
〇
・
行
意
三
五
七
・
家
隆
）
が
詠
ま
れ
た
の
が
先
行
例
と
な
る
。
（
五
月
雨
）
247　
五さ
み
た
れ
月
雨
は
日
数かす
経へ
に
け
り
葛かつ
し
か飾
の
真ま
間ゝ
の
井ゐ
筒つゝ
に
越こ
ゆ
る
白しら
な
み波
〔
通
釈
〕（
五
月
雨
）
五
月
雨
は
（
降
っ
て
）
日
数
が
経
っ
た
の
だ
っ
た
。
葛
飾
の
真
間
の
井
戸
の
井
筒
を
越
え
る
水
の
白
波
よ
。
〔
参
考
〕　
五
月
雨
は
日
数
経
に
け
り
東
屋
の
か
や
が
軒
端
の
下
朽
つ
る
ま
で
（
金
葉
集
・
夏
・
一
三
六
・
定
通
）
五
月
雨
の
振
り
分
け
髪
は
肩
過
ぎ
て
井
筒
に
余
る
水
の
白
波
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
二
四
・
公
朝
）
五
月
雨
に
池
の
汀
や
ま
さ
る
ら
ん
蓮
の
浮
き
葉
を
越
ゆ
る
白
波
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
・
夏
・
二
七
）
天
の
原
雲
間
も
知
ら
ぬ
五
月
雨
に
野
沢
の
草
を
越
ゆ
る
白
浪
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
〇
二
一
・
経
家
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
四
五
葛
飾
の
真
間
の
井
見
れ
ば
立
ち
な
ら
し
水
汲
ま
し
け
む
手
児
名
思
ほ
ゆ
（
万
葉
集
・
巻
九
・
挽
歌
・
一
八
〇
八
・
高
橋
虫
麿
歌
集
）
葛
飾
の
真
間
の
井
筒
の
影
ば
か
り
さ
ら
ぬ
思
ひ
の
跡
を
恋
ひ
つ
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
不
遇
恋
・
一
〇
九
三
・
道
家
。
現
存
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
井
・
一
二
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
葛
飾
―
下
総
国
の
郡
名
。
○
真
間
―
下
総
国
の
歌
枕
。
葛
飾
郡
国
府
台
村
（
現
千
葉
県
市
川
市
）
付
近
。
○
井
筒
―
井
戸
の
地
上
の
部
分
に
設
け
る
筒
状
の
囲
み
。
石
や
木
を
用
い
る
。
〔
補
説
〕　
特
に
参
考
の
公
朝
詠
に
触
発
さ
れ
た
一
首
と
思
し
い
。
そ
の
公
朝
詠
は
も
ち
ろ
ん
、『
伊
勢
物
語
』（
二
十
三
男
）
の
「
筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
丈
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
間
に
」、「
比
べ
来
し
振
分
け
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
あ
ぐ
べ
き
」（
四
七
・
男
、
四
八
・
女
）
を
本
歌
に
す
る
。
宗
尊
も
そ
れ
は
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
『
伊
勢
物
語
』
の
い
わ
ゆ
る
「
筒
井
筒
」
の
男
女
の
印
象
に
、「
葛
飾
の
真
間
」
の
「
手
児
名
」
を
め
ぐ
る
伝
承
を
重
ね
た
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
る
か
。
（
五
月
雨
）
248　
五
月
雨
の
雲くも
の
い
づ
く
を
宿やと
り
に
て
あ
り
と
も
見み
え
ぬ
月
の
行ゆ
く
ら
ん
〔
通
釈
〕（
五
月
雨
）
五
月
雨
の
雲
の
ど
こ
を
宿
り
と
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
と
見
え
な
い
月
が
空
を
巡
り
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
夏
の
夜
は
ま
だ
宵
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
宿
る
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
六
六
・
深
養
父
、
雅
経
筆
本
崇
徳
院
御
本
・
六
条
家
本
・
昭
和
切
・
右
衛
門
切
他
は
四
句
「
雲
の
い
づ
く
に
」。
以
下
四
句
同
上
。
新
撰
和
歌
・
一
五
九
。
新
撰
二
四
六
朗
詠
集
・
一
四
五
。
古
来
風
体
抄
・
二
四
一
。
時
代
不
同
歌
合
。
百
人
秀
歌
・
三
三
。
百
人
一
首
・
三
六
）
〔
参
考
〕　
五
月
雨
は
天
の
香
具
山
お
し
こ
め
て
雲
の
い
づ
こ
に
有
明
の
月
（
建
保
名
所
百
首
・
夏
・
天
香
九
山
大
和
国
・
三
〇
四
・
家
衡
）
五
月
雨
の
雲
の
い
づ
く
に
出
で
ぬ
ら
ん
今
宵
は
待
た
ぬ
山
の
端
の
月
（
新
和
歌
集
・
夏
・
一
三
一
・
大
中
臣
能
範
）
津
の
国
の
武
庫
の
奥
な
る
有
馬
山
あ
り
と
も
見
え
ず
雲
ぞ
た
な
び
く
（
雲
葉
集
・
九
八
一
・
基
氏
）
〔
類
歌
〕　
五
月
雨
の
雲
の
い
づ
く
に
澄
む
月
の
な
か
な
る
河
は
水
ま
さ
る
な
り
（
雅
有
集
・
夏
・
五
月
雨
・
一
五
二
）
五
月
雨
の
雲
の
い
づ
く
の
絶
え
間
よ
り
梢
に
う
つ
る
日
影
な
る
ら
ん
（
自
葉
集
〔
祐
臣
〕・
夏
・
五
月
雨
欲
晴
と
い
ふ
こ
と
を
・
一
二
四
五
）
（
五
月
雨
）
249　
い
か
に
せ
ん
涙なみた
ば
か
り
の
袖そて
だ
に
も
干ほ
す
間ま
は
な
き
を
五
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕（
五
月
雨
）
ど
う
し
よ
う
か
。
涙
だ
け
で
濡
れ
て
い
る
袖
で
さ
え
も
干
す
暇
は
な
い
も
の
を
、
ま
し
て
こ
の
五
月
雨
の
頃
は
。
〔
参
考
〕　
潮
た
る
る
伊
勢
を
の
あ
ま
の
袖
だ
に
も
干
す
な
る
ひ
ま
は
あ
り
と
こ
そ
聞
け
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
一
五
・
親
隆
）
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
む
憂
き
に
は
空
を
見
し
も
の
を
曇
り
果
て
ぬ
る
五
月
雨
の
比
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
〇
三
七
・
前
摂
政
家
民
部
卿
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
中
・
一
三
一
。
〔
語
釈
〕　
○
涙
ば
か
り
の
袖
―
新
奇
な
措
辞
。「
涙
ば
か
り
」
と
「
袖
」
の
詠
み
併
せ
と
し
て
は
、
宗
尊
の
祖
父
土
御
門
院
が
「
暁
の
涙
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
四
七
ば
か
り
を
形
見
に
て
別
る
る
袖
に
し
た
ふ
月
影
」（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
二
八
）
と
詠
み
、
該
歌
の
詠
ま
れ
た
前
年
の
『
弘
長
百
首
』
で
、
家
良
が
「
見
せ
ば
や
な
袖
の
別
れ
の
そ
の
ま
ま
に
涙
ば
か
り
の
こ
こ
ろ
な
が
さ
を
」（
恋
・
遇
不
逢
恋
・
五
〇
九
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
恋
の
涙
だ
が
、
該
歌
は
、
宗
尊
の
四
季
歌
に
述
懐
を
詠
じ
る
傾
き
に
照
ら
し
て
、
必
ず
し
も
恋
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
述
懐
の
涙
で
あ
ろ
う
。
（
五
月
雨
）
250　
晴は
れ
ず
の
み
も
の
思おも
ふ
頃ころ
の
五さ
み
た
れ
月
雨
は
我わ
が
袖そて
ば
か
り
降ふ
る
心こゝ
地ち
し
て
〔
通
釈
〕（
五
月
雨
）
空
だ
け
で
な
く
心
も
晴
れ
な
い
ば
か
り
で
物
思
い
を
す
る
頃
に
降
る
五
月
雨
は
、
私
の
涙
が
雨
と
降
る
袖
だ
け
が
、
そ
れ
が
降
る
感
じ
が
し
て
。
〔
本
歌
〕　
大
方
に
降
る
と
ぞ
見
え
し
五
月
雨
は
物
思
ふ
袖
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
〇
四
・
源
道
済
）
〔
参
考
〕　
か
き
暗
し
雲
間
も
見
え
ぬ
五
月
雨
は
晴
れ
ず
も
の
思
ふ
我
が
身
な
り
け
り
（
長
能
集
・
雨
の
い
み
じ
う
ふ
る
夜
、
女
の
も
と
に
・
五
三
）
み
空
に
は
五
百
重
の
雲
の
晴
れ
ず
の
み
あ
ま
間
も
お
か
ぬ
五
月
雨
の
頃
（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
八
三
一
・
隆
房
。
秋
風
集
・
夏
毛
・
一
九
〇
）
人
は
皆
心
の
ほ
か
の
秋
な
れ
や
我
が
袖
ば
か
り
置
け
る
白
露
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
三
・
一
四
八
四
・
讃
岐
。
雲
葉
集
・
秋
上
・
四
九
〇
）
二
四
八
和
歌
の
浦
や
曇
る
に
似
た
る
春
雨
は
我
が
身
一
つ
に
降
る
心
地
し
て
（
為
家
五
社
百
首
・
春
・
は
る
さ
め
・
七
七
・
北
野
）
〔
語
釈
〕　
○
晴
れ
ず
―
心
が
晴
れ
な
い
意
に
「
五
月
雨
」
の
縁
で
空
が
晴
れ
な
い
意
が
掛
か
る
。
○
降
る
―
五
月
雨
が
降
る
意
に
、「
晴
れ
ず
」「
も
の
思
ふ
」「
袖
」
か
ら
、
涙
が
降
る
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
古
歌
の
本
歌
取
な
が
ら
近
代
の
歌
の
用
詞
に
倣
っ
た
よ
う
な
仕
立
て
方
は
、
宗
尊
の
詠
作
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
初
秋
251　
い
つ
よ
り
か
う
つ
ろ
ひ
そ
む
る
色
を
見み
ん
柞はゝそ
の
杜もり
の
秋
の
初はつ
か
せ風
〔
通
釈
〕　
初
秋
い
つ
か
ら
、（
秋
風
に
よ
っ
て
）
変
わ
り
始
め
て
（
紅
葉
に
）
染
ま
る
色
を
見
る
だ
ろ
う
か
。
柞
の
杜
に
吹
く
秋
の
初
風
よ
。
〔
参
考
〕　
定
め
な
き
人
の
心
の
花
盛
り
い
つ
よ
り
色
の
移
ろ
ひ
に
け
む
（
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
恋
・
一
三
七
）
緑
な
る
一
葉
も
ま
づ
は
落
ち
ぬ
ら
ん
柞
の
杜
の
秋
の
初
風
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
元
同
三
年
七
月
十
七
日
松
尾
社
歌
合
、
無
判
・
初
秋
風
・
一
七
〇
九
）
時
分
か
ぬ
浪
さ
へ
色
に
い
づ
み
河
柞
の
杜
に
嵐
吹
く
ら
し
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
三
二
・
定
家
。
六
百
番
歌
合
・
秋
・
柞
・
四
四
三
）
〔
影
響
〕　
い
つ
よ
り
か
木
の
間
の
色
も
う
つ
ろ
は
む
竜
田
の
山
の
秋
の
初
風
（
雅
有
集
・
秋
・
竜
田
山
・
七
六
八
）
〔
語
釈
〕　
○
そ
む
る
―
「
初
む
る
」
と
「
染
む
る
」
の
掛
詞
。
○
柞
の
杜
―
山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
祝
園
（
ほ
う
そ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
四
九
の
）
神
社
の
地
の
森
と
さ
れ
る
。
（
初
秋
）
252　
秋
も
来き
ぬ
も
の
思おも
へ
と
て
今いま
よ
り
の
つ
ら
さ
馴な
ら
は
す
荻おき
の
上うは
か
せ風
〔
通
釈
〕（
初
秋
）
秋
も
や
っ
て
来
た
。
物
思
い
を
し
ろ
と
い
う
の
で
、
今
か
ら
の
辛
い
憂
さ
を
あ
た
り
ま
え
の
慣
ら
い
と
し
て
吹
く
荻
の
上
風
よ
。
〔
参
考
〕　
秋
も
来
ぬ
年
も
な
か
ば
に
過
ぎ
ぬ
と
や
荻
吹
く
風
の
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
（
時
代
不
同
歌
合
・
二
〇
〇
・
寂
然
）
あ
は
れ
ま
た
秋
は
来
に
け
り
今
よ
り
や
寝
覚
め
馴
ら
は
す
荻
の
上
風
（
為
家
千
首
・
秋
・
三
六
七
）
今
よ
り
の
秋
の
夕
べ
の
い
か
な
ら
ん
音
立
て
初
む
る
荻
の
上
風
（
宝
治
百
首
・
秋
・
荻
風
・
一
三
〇
六
・
経
朝
）
〔
語
釈
〕　
○
つ
ら
さ
馴
ら
は
す
―
辛
さ
を
習
慣
の
よ
う
に
す
る
、
辛
さ
に
馴
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。
宗
尊
は
「
馴
れ
て
も
つ
ら
き
荻
の
上
風
」（
173
）
と
も
詠
む
。
○
荻
の
上
風
―
→
173
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
為
家
詠
に
倣
っ
て
詠
み
直
し
た
歌
で
あ
ろ
う
。
露
253　
大おほ
か
た方
の
露つゆ
こ
そ
秋
の
も
の
な
ら
め
涙なみた
さ
へ
な
ど
袖そて
濡ぬ
ら
す
ら
ん
〔
通
釈
〕　
露
二
五
〇
普
通
一
般
の
露
は
た
し
か
に
秋
の
も
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
涙
の
露
ま
で
が
ど
う
し
て
袖
を
濡
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
大
方
の
露
に
は
な
に
の
な
る
な
ら
む
袂
に
置
く
は
涙
な
り
け
り
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
六
七
・
西
行
）
憂
き
が
身
の
春
こ
そ
遅
き
も
の
な
ら
め
鶯
だ
に
も
は
や
き
鳴
か
な
ん
（
顕
氏
集
・
将
軍
家
御
歌
合
弘
長
元
年
七
月
七
日
・
春
・
一
。
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
三
、
初
句
「
憂
き
や
身
の
」）
〔
類
歌
〕　
暮
れ
て
行
く
春
こ
そ
あ
ら
め
我
が
袖
の
涙
さ
へ
な
ど
途
絶
え
ざ
る
ら
ん
（
正
平
二
十
年
三
百
六
十
首
・
春
・
惜
春
・
六
三
・
別
当
）
〔
影
響
〕　
大
方
の
秋
の
露
だ
に
宵
宵
は
干
し
あ
へ
ぬ
袖
に
添
ふ
涙
か
な
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
恋
・
七
二
〇
）
（
露
）
254　
憂う
き
こ
と
に
馴な
ら
は
ぬ
人
や
置を
く
露つゆ
を
袖そて
よ
り
外ほか
の
秋あき
と
見み
る
ら
ん
〔
通
釈
〕（
露
）
憂
く
辛
い
こ
と
に
馴
れ
な
い
人
は
、
置
く
露
を
、（
涙
が
置
く
袖
な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
に
）
た
だ
袖
以
外
の
所
に
秋
だ
か
ら
露
が
置
い
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
我
な
ら
ぬ
草
葉
も
物
は
思
ひ
け
り
袖
よ
り
外
に
置
け
る
白
露
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
一
・
忠
国
）
〔
参
考
〕　
夕
暮
の
草
の
庵
の
秋
の
袖
馴
ら
は
ぬ
人
や
絞
ら
で
も
見
ん
（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
秋
夕
露
・
九
七
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
二
二
五
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
（
露
の
）
心
を
・
一
九
〇
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
一
（
露
）
255　
吹ふ
く
風かせ
も
心
あ
ら
な
ん
浅あさ
茅ち
ふ生
の
露つゆ
の
宿やと
り
の
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕（
露
）
吹
く
風
も
、
ど
う
か
（
露
の
宿
り
を
慮
る
）
心
が
あ
っ
て
欲
し
い
よ
。
浅
茅
生
に
露
が
宿
っ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
我
が
身
が
は
か
な
く
こ
の
世
に
宿
っ
て
い
る
荒
ん
だ
家
の
、
秋
の
夕
暮
に
。
〔
参
考
〕　
吹
く
風
も
花
の
あ
た
り
は
心
せ
よ
今
日
を
ば
つ
ね
の
春
と
や
は
見
る
（
金
葉
集
・
春
・
三
二
・
長
実
）
浅
茅
生
の
露
の
宿
り
に
君
を
お
き
て
四
方
の
嵐
ぞ
静
心
な
き
（
源
氏
物
語
・
賢
木
・
一
五
〇
・
光
源
氏
）
玉
ゆ
ら
も
乱
れ
ぞ
ま
さ
る
浅
茅
生
の
露
の
宿
り
の
庭
の
秋
風
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
早
秋
・
五
〇
一
・
道
家
）
〔
類
歌
〕　
心
あ
ら
ば
花
に
弱
か
れ
月
影
の
露
の
宿
り
の
野
辺
の
秋
風
（
後
十
輪
院
内
府
集
・
秋
・
月
前
草
花
・
六
二
三
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
九
五
。
〔
語
釈
〕　
○
浅
茅
生
―
丈
の
低
い
チ
ガ
ヤ
が
生
え
て
い
る
場
所
。
荒
廃
し
た
印
象
を
与
え
る
。
○
露
の
宿
り
―
「
浅
茅
」
に
露
が
置
い
て
い
る
こ
と
。
は
か
な
い
こ
の
世
で
の
自
分
の
住
居
の
意
が
比
喩
と
し
て
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
源
氏
歌
は
、
藤
壺
に
密
会
の
後
雲
林
院
に
参
籠
し
た
光
源
氏
が
、
家
に
残
し
置
い
た
紫
上
に
消
息
す
る
中
で
、
陸
奥
紙
に
書
い
て
贈
っ
た
歌
。
ち
な
み
に
、
そ
の
類
歌
「
秋
風
の
露
の
宿
り
に
君
を
お
き
て
塵
を
出
で
ぬ
る
こ
と
ぞ
悲
し
き
」（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
七
九
）
は
、
一
条
院
が
、
病
不
例
で
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六
月
十
九
日
に
剃
髪
出
家
し
た
折
に
中
宮
彰
子
に
贈
っ
た
歌
。
二
五
二
（
露
）
256　
寝い
ね
が
て
に
夜
は
な
り
に
け
り
秋
萩はき
の
下した
葉は
の
露
や
色いろ
か
は
る
ら
ん
〔
通
釈
〕（
露
）
寝
付
か
れ
な
い
夜
の
時
節
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
秋
萩
の
下
葉
に
置
く
露
が
色
が
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
秋
萩
の
下
葉
色
づ
く
今
よ
り
や
ひ
と
り
あ
る
人
の
寝
ね
が
て
に
す
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
二
二
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
こ
の
頃
の
暁
露
に
我
が
宿
の
萩
の
下
葉
は
色
づ
き
に
け
り
（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
一
一
八
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
一
八
二
・
作
者
未
詳
）
風
渡
る
萩
の
下
葉
に
う
つ
る
露
そ
れ
も
こ
の
頃
色
か
は
り
つ
つ
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
萩
露
・
四
五
一
・
範
宗
。
範
宗
集
・
四
〇
二
）
暮
れ
方
の
木
の
葉
に
ま
よ
ふ
秋
の
雨
の
窓
打
つ
程
に
夜
は
な
り
に
け
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
四
・
一
五
七
一
・
雅
経
）
も
の
を
の
み
思
ひ
し
程
に
は
か
な
く
て
浅
茅
が
末
に
世
は
な
り
に
け
り
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
〇
七
・
和
泉
式
部
）
〔
語
釈
〕　
○
夜
―
本
歌
の
「
今
よ
り
や
」
を
承
け
て
、
ま
た
一
首
の
内
容
か
ら
も
「
世
」（
時
期
あ
る
い
は
世
間
の
意
）
が
掛
か
る
。
○
秋
萩
の
下
葉
の
露
や
色
変
は
る
ら
ん
―
「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
と
詠
ま
れ
て
、「
荻
の
上
風
」
の
対
に
「
萩
の
下
露
」（
萩
の
下
葉
に
置
く
露
）
が
あ
り
、「
白
露
は
上
よ
り
置
く
を
い
か
な
れ
ば
萩
の
下
葉
の
ま
づ
紅
葉
づ
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
雑
下
・
五
一
三
・
伊
衡
）
と
も
詠
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、「
上
」
か
ら
置
く
露
な
の
に
何
故
「
下
」
の
葉
が
最
初
に
紅
葉
す
る
の
か
と
い
う
詞
の
趣
向
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
秋
萩
の
下
葉
の
露
」
の
変
色
が
、
例
え
ば
「
秋
萩
の
下
葉
の
露
も
色
づ
き
て
鶉
鳴
く
な
り
宮
城
野
の
原
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
四
五
三
・
家
隆
）
と
詠
ま
れ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
三
る
。
つ
ま
り
、「
下
葉
」
は
上
に
置
く
「
露
」
に
よ
っ
て
紅
葉
し
、
そ
の
紅
葉
の
「
色
」
が
反
映
し
て
「
露
」
が
「
色
」
変
わ
り
す
る
こ
と
を
言
う
表
現
で
あ
る
。
月
257　
宿やと
し
も
て
干ほ
さ
ぬ
涙なみた
に
月
は
見み
む
袖そて
に
な
吹ふ
き
そ
夜
半
の
秋
風
〔
通
釈
〕　
月
そ
こ
に
宿
ら
せ
る
こ
と
で
も
っ
て
、
乾
か
さ
な
い
（
袖
の
）
涙
に
（
映
し
て
）
月
は
見
よ
う
。
だ
か
ら
、
袖
に
吹
い
て
く
れ
る
な
、
夜
中
の
秋
風
よ
。
〔
参
考
〕　
狩
衣
袖
の
涙
に
宿
る
夜
は
月
も
旅
寝
の
心
ち
こ
そ
す
れ
（
千
載
集
・
羈
旅
・
五
〇
九
・
崇
徳
院
）
あ
た
ら
秋
の
月
と
露
と
を
宿
し
も
て
あ
は
れ
も
知
ら
ぬ
袖
に
見
る
か
な
（
明
日
香
井
集
・
詠
百
首
和
歌
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
・
秋
・
三
三
八
）
秋
風
も
あ
だ
に
な
吹
き
そ
花
薄
穂
向
け
の
糸
の
貫
け
る
白
玉
（
現
存
六
帖
・
す
す
き
・
八
八
・
家
良
）
〔
類
歌
〕　
秋
の
夜
は
露
も
涙
も
余
る
と
も
絞
ら
じ
袖
に
宿
れ
月
影
（
光
経
集
・
月
・
五
七
一
）
〔
語
釈
〕　
○
宿
し
も
て
―
宿
ら
せ
て
と
い
う
こ
と
。「
池
水
に
今
宵
の
月
を
宿
し
も
て
心
の
ま
ま
に
我
が
物
と
見
る
」（
袋
草
紙
・
雑
談
・
一
四
二
・
藤
原
俊
家
女
）
が
早
い
。
733
に
も
。
〔
補
説
〕　
雅
経
の
歌
を
詠
み
直
し
た
詠
作
か
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
宗
尊
が
雅
経
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
学
び
得
た
か
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
五
四
（
月
）
258　
隈くま
な
く
て
見み
る
べ
き
も
の
を
秋
の
月
う
た
て
涙なみた
の
な
ど
曇くも
る
ら
ん
〔
通
釈
〕（
月
）
暗
い
陰
な
く
見
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
秋
の
月
は
、
変
な
こ
と
に
、
ど
う
し
て
涙
が
お
お
っ
て
ぼ
ん
や
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
さ
や
か
に
も
見
る
べ
き
月
を
我
は
た
だ
涙
に
曇
る
折
ぞ
お
ほ
か
る
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
八
八
・
中
務
。
実
明
集
・
一
一
四
・
女
、
二
句
「
み
る
べ
き
も
の
を
」。
中
務
集
〔
御
所
本
三
十
六
人
集
〕・
二
七
三
、
二
句
同
上
）
〔
参
考
〕　
秋
の
月
隈
な
き
空
を
見
る
程
は
厭
ふ
憂
き
世
に
澄
む
心
か
な
（
秋
風
集
・
雑
中
・
一
二
一
三
・
肥
後
。
肥
後
集
・
月
・
一
一
九
）
（
月
）
259　
我わ
が
心こゝろ
そ
れ
と
は
な
し
に
あ
く
が
れ
て
寝い
ね
が
て
に
す
る
月
の
か
な
し
さ
〔
通
釈
〕（
月
）
私
の
心
は
そ
れ
と
い
う
訳
で
も
な
く
さ
ま
よ
い
出
て
、
寝
付
か
れ
な
く
す
る
月
の
切
な
い
愛
し
さ
よ
。
〔
本
歌
〕　
我
が
心
春
の
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
長
長
し
日
を
今
日
も
暮
ら
し
つ
（
新
古
今
集
・
春
上
・
八
一
・
貫
之
）
秋
の
月
い
か
な
る
も
の
ぞ
我
が
心
な
に
と
も
な
き
に
寝
ね
が
て
に
す
る
（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
二
八
三
・
小
町
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
五
〔
参
考
〕　
な
が
め
わ
び
そ
れ
と
は
な
し
に
も
の
ぞ
思
ふ
雲
の
は
た
て
の
夕
暮
の
空
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
〇
六
・
通
光
）
〔
語
釈
〕　
○
か
な
し
さ
―
こ
こ
は
「
愛
し
さ
」
で
、
い
と
し
さ
、
切
な
さ
の
意
か
。
（
月
）
260　
い
つ
ま
で
と
我わ
が
身
の
影かけ
を
思おも
ふ
に
も
傾かたふ
く
月
ぞ
さ
ら
に
悲かな
し
き
〔
通
釈
〕（
月
）
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
（
生
き
る
）
と
我
が
身
の
姿
を
思
う
に
つ
け
て
も
、
西
に
傾
く
月
が
い
っ
そ
う
切
な
く
悲
し
い
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
亡
き
人
を
偲
ぶ
る
こ
と
も
い
つ
ま
で
ぞ
今
日
の
あ
は
れ
は
明
日
の
我
が
身
を
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
八
一
八
・
加
賀
少
納
言
）
い
つ
ま
で
と
我
が
身
の
程
を
頼
み
つ
つ
は
か
な
く
過
ぐ
す
月
日
な
る
ら
む
（
秋
風
集
・
雑
下
・
一
二
五
四
・
登
蓮
）
更
け
に
け
る
我
が
身
の
影
を
思
ふ
間
に
遙
か
に
月
の
か
た
ぶ
き
に
け
る
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
三
六
・
西
行
）
〔
類
歌
〕　
惜
し
み
か
ね
か
た
ぶ
く
月
を
な
が
め
て
も
身
の
老
い
ら
く
ぞ
さ
ら
に
悲
し
き
（
澄
覚
法
親
王
集
・
月
前
述
懐
・
二
五
九
）
〔
語
釈
〕　
○
影
―
姿
形
、
様
子
。「
月
」
の
縁
で
月
光
の
意
が
響
く
。
〔
補
説
〕　
実
質
的
に
参
考
の
西
行
歌
を
本
歌
に
し
て
詠
み
直
し
た
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。
同
工
異
曲
の
類
歌
と
の
先
後
や
影
響
関
係
の
有
無
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
秋
夕
261　
尋たつ
ね
ば
や
世
の
憂う
き
事
や
聞き
こ
え
ぬ
と
巌いはほ
の
中なか
の
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
二
五
六
〔
通
釈
〕　
秋
の
夕
べ
探
し
求
め
た
い
も
の
だ
。
世
の
憂
く
辛
い
こ
と
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
か
と
、
巌
の
中
の
秋
の
夕
暮
を
。
〔
本
歌
〕　
い
か
な
ら
む
巌
の
中
に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
事
の
聞
こ
え
来
ざ
ら
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
身
を
さ
ら
ぬ
同
じ
憂
き
世
と
思
は
ず
は
巌
の
中
も
尋
ね
見
て
ま
し
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
七
・
式
乾
門
院
御
匣
）
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
ん
巌
が
中
を
尋
ね
て
も
な
ほ
憂
き
事
の
絶
え
ぬ
身
な
ら
ば
（
師
兼
千
首
・
雑
・
山
家
巌
・
八
四
三
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
夕
を
・
二
〇
二
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
他
に
も
、「
い
か
な
ら
む
」
歌
を
本
歌
に
「
海
の
底
巌
の
中
も
尋
ね
て
む
住
む
里
か
ら
の
憂
き
世
な
り
せ
ば
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
六
帖
の
題
の
歌
に
、
里
・
二
五
七
）
と
詠
む
。
（
秋
夕
）
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今
日
も
ま又た
桐きり
の
葉
脆もろ
く
風
立た
ち
て
来こ
ぬ
人
つ
ら
き
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕（
秋
の
夕
べ
）
今
日
も
ま
た
、
桐
の
葉
が
脆
く
（
散
る
）
風
が
立
っ
て
、
訪
れ
て
来
な
い
人
が
恨
め
し
く
て
堪
え
難
い
秋
の
夕
暮
だ
。
〔
参
考
〕　
八
動
簪
艶
態
孤
桐
脆
（
か
む
ざ
し
を
う
ご
か
す
え
ん
た
い
こ
と
う
も
ろ
し
）　
疲
行
繊
腰
老
柳
低
（
あ
り
く
こ
と
に
つ
か
れ
た
る
せ
ん
え
う
ら
う
り
う
た
れ
り
）（
和
漢
兼
作
集
・
冬
上
・
木
葉
落
如
舞
・
九
三
八
・
菅
原
孝
標
朝
）
梧
桐
影
脆
難
籠
月
（
ご
と
う
か
げ
も
ろ
く
し
て
つ
き
を
こ
め
が
た
し
）　
楊
柳
梢
晴
不
碍
風
（
や
う
り
う
こ
ず
ゑ
は
れ
て
か
ぜ
を
さ
へ
ず
）（
和
漢
兼
作
集
・
冬
上
・
葉
落
寒
林
透
・
九
四
二
・
源
資
綱
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
七
荻
原
や
末
野
の
露
に
風
立
ち
て
身
に
し
む
時
の
秋
の
夕
暮
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
荻
風
・
四
七
四
・
信
実
。
現
存
六
帖
・
を
ぎ
・
九
七
）
荻
の
葉
に
身
に
し
む
風
は
お
と
づ
れ
て
来
ぬ
人
つ
ら
き
夕
暮
の
雨
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
二
・
二
四
九
〇
・
後
鳥
羽
院
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
三
八
）
〔
類
歌
〕　
さ
ら
で
だ
に
桐
の
葉
脆
き
秋
風
に
ま
た
降
り
さ
そ
ふ
夕
暮
の
雨
（
俊
光
集
・
秋
・
桐
葉
雨
・
三
一
五
）
〔
語
釈
〕　
○
桐
の
葉
脆
く
―
和
歌
に
は
珍
し
い
措
辞
。
漢
籍
で
、「
桐
」
を
「
脆
」
と
す
る
の
は
、『
詩
経
』（
大
雅
生
民
・
巻
阿
）
の
「
鳳
凰
鳴
矣
、
于
彼
高
岡
。
梧
桐
生
矣
、
于
彼
朝
陽
。」
の
疏
に
「
梧
桐
柔
脆
之
木
。
若
時
未
太
平
、
地
不
及
化
、
則
不
生
山
岡
朝
陽
之
地
。
若
太
平
則
生
山
岡
之
朝
陽
。」
と
あ
る
の
が
典
故
に
な
ろ
う
か
。
例
え
ば
参
考
に
挙
げ
た
両
詩
句
の
よ
う
な
漢
詩
や
漢
文
も
そ
れ
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宗
尊
が
そ
れ
ら
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
○
来
ぬ
人
つ
ら
き
秋
の
夕
暮
―
「
来
ぬ
人
つ
ら
き
」
か
ら
「
つ
ら
き
」
を
重
ね
て
「
つ
ら
き
秋
の
夕
暮
」
へ
鎖
る
。
（
秋
夕
）
263　
下した
く
ゆ
る
思おも
ひ
の
煙けふり
い
か
な
ら
ん
室むろ
の
八や
島しま
の
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕（
秋
の
夕
べ
）
下
に
燻
る
火
か
ら
立
つ
揺
ら
め
く
煙
の
よ
う
に
、
私
の
心
の
底
で
後
悔
す
る
思
い
の
程
度
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
程
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
室
の
八
島
の
秋
の
夕
暮
に
。（
あ
の
古
人
と
は
違
い
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
外
に
現
れ
る
は
ず
だ
）。
〔
本
歌
〕　
い
か
で
か
は
思
ひ
あ
り
と
も
知
ら
す
べ
き
室
の
八
島
の
煙
な
ら
で
は
（
詞
花
集
・
恋
上
・
一
八
八
・
実
方
）
二
五
八
〔
参
考
〕　
下
に
の
み
く
ゆ
る
思
ひ
は
蚊
遣
り
火
の
煙
を
よ
そ
に
思
は
ざ
ら
な
む
（
相
模
集
・
は
て
の
な
つ
・
三
四
九
）
下
く
ゆ
る
向
か
ひ
の
森
の
蚊
遣
り
火
に
思
ひ
燃
え
そ
ひ
行
く
蛍
か
な
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
・
夏
・
三
〇
）
下
く
ゆ
る
煙
の
暇
も
な
か
り
け
り
冬
待
ち
え
た
る
大
原
の
里
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
す
み
が
ま
・
四
七
四
・
日
吉
）
絶
え
ず
立
つ
室
の
八
島
の
煙
だ
に
下
は
ま
こ
と
の
思
ひ
や
は
あ
る
（
寂
蓮
無
題
百
首
・
七
八
。
続
古
今
集
・
恋
二
・
一
〇
八
〇
・
寂
蓮
）
昔
よ
り
断
た
ぬ
煙
の
寂
し
き
は
室
の
八
島
の
冬
の
夕
暮
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
二
〇
二
一
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
二
六
一
、
二
句
「
絶
え
ぬ
煙
の
」）
〔
語
釈
〕　
○
下
く
ゆ
る
思
ひ
の
煙
―
「
下
悔
ゆ
る
思
ひ
の
煙
」（
心
の
底
で
後
悔
す
る
思
い
の
様
子
を
煙
に
喩
え
る
）
に
、「
下
燻
る
」
「
火
の
煙
」（
火
が
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
燃
え
て
揺
ら
め
く
煙
）
が
掛
か
る
。
○
室
の
八
島
―
下
野
国
の
歌
枕
。
都
賀
郡
の
国
府
付
近
、
現
栃
木
市
惣
社
町
大
神
神
社
辺
り
か
と
い
う
（
江
戸
時
代
に
は
そ
の
境
内
の
湧
水
池
に
八
つ
の
築
島
が
あ
っ
た
と
い
う
）。
下
総
国
説
（
和
歌
初
学
抄
）
や
近
江
国
説
（
歌
枕
名
寄
）
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
八
島
」
を
、
大
炊
寮
に
あ
っ
た
「
大
八
島
竈
神
」
の
竃
神
と
す
る
説
や
、「
八
島
鼎
」
の
鼎
（
釜
）
と
す
る
説
か
ら
か
、「
室
の
八
島
」
を
竈
と
す
る
説
（
袖
中
抄
）
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
よ
歌
枕
と
し
て
は
、
不
断
に
清
水
か
ら
水
蒸
気
が
立
ち
上
が
り
煙
と
見
え
た
さ
れ
る
。
本
歌
の
実
方
詠
は
、「
下
野
や
室
の
八
島
に
立
つ
煙
思
ひ
あ
り
と
も
今
こ
そ
は
知
れ
」（
古
今
六
帖
・
第
三
・
し
ま
・
一
九
一
〇
・
作
者
不
記
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
し
く
、
ま
た
こ
の
「
下
野
や
」
の
一
首
は
『
続
古
今
集
』（
恋
一
・
一
〇
四
三
・
読
人
不
知
）
に
採
ら
れ
る
の
で
、
宗
尊
と
し
て
ま
た
時
代
と
し
て
も
下
野
国
の
歌
枕
と
認
識
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
季
節
の
叙
景
に
強
く
述
懐
を
詠
じ
る
宗
尊
ら
し
い
一
首
で
あ
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
五
九
紅
葉
264　
今いま
よ
り
や
外と
山やま
の
色
も
か
は
る
ら
ん
秋あき
か
せ風
寒さむ
し
信しか
ら
き楽
の
里さと
〔
通
釈
〕　
紅
葉
今
か
ら
は
、
里
の
外
山
の
色
も
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秋
風
が
寒
い
。
信
楽
の
里
よ
。
〔
参
考
〕　
か
か
れ
ば
や
野
山
も
色
の
か
は
る
ら
ん
身
に
し
み
そ
む
る
秋
の
初
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・
一
〇
八
五
・
嘉
陽
門
院
越
前
。
秋
風
抄
・
秋
・
五
〇
。
雲
葉
集
・
秋
上
・
三
九
六
）
み
吉
野
は
外
山
の
色
の
か
は
る
よ
り
秋
の
紅
葉
も
奥
ぞ
知
ら
る
る
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
紅
葉
・
七
一
六
・
大
納
言
四
条
坊
門
）
こ
の
里
も
霰
降
り
き
ぬ
信
楽
の
外
山
の
嵐
雲
騒
ぐ
ら
ん
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
元
年
十
一
月
〕、
霰
、
当
座
・
三
一
〇
）
秋
風
や
寒
く
吹
く
ら
む
信
楽
の
外
山
の
里
に
衣
打
つ
な
り
（
新
和
歌
集
・
秋
・
二
四
六
・
想
生
法
師
）
〔
類
歌
〕　
秋
風
に
衣
う
つ
な
り
し
が
ら
き
の
外
山
の
ま
さ
き
色
か
は
る
ら
ん
（
草
根
集
・
秋
・
擣
衣
・
四
三
四
八
）
〔
他
出
〕　
続
古
今
集
・
秋
下
・
題
不
知
・
五
〇
〇
。
歌
枕
名
寄
・
東
山
二
・
近
江
中
・
雑
篇
・
滋
賀
楽
・
里
・
続
古
五
・
六
一
五
五
。
〔
語
釈
〕　
○
今
よ
り
や
―
「
秋
萩
の
下
葉
色
づ
く
今
よ
り
や
ひ
と
り
あ
る
人
の
寝
ね
が
て
に
す
る
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
〇
・
読
人
不
知
）
が
原
拠
。
○
外
山
―
人
里
近
く
の
山
。
○
信
楽
―
近
江
国
の
歌
枕
。
→
106
。
〔
補
説
〕　
106
と
類
想
。
二
六
〇
（
紅
葉
）
265　
里さと
だ
に
も
時
雨
れ・
て
暮く
る
るゝ
秋
の
日
に
さ
こ
そ
深み
山やま
の
紅もみ
ち葉
し
ぬ
ら
め
〔
通
釈
〕（
紅
葉
）
麓
の
里
で
さ
え
も
時
雨
れ
な
が
ら
暮
れ
る
秋
の
日
に
、
そ
れ
こ
そ
深
山
が
紅
葉
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
時
雨
れ
つ
つ
袖
だ
に
干
さ
ぬ
秋
の
日
に
さ
こ
そ
御
室
の
山
は
染
む
ら
め
（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
三
四
六
・
定
家
。
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
紅
葉
・
七
二
七
。
定
家
卿
百
番
自
歌
合
・
七
一
。
拾
遺
愚
草
・
一
四
三
八
）
露
け
さ
は
さ
こ
そ
み
山
の
庵
な
ら
め
苔
の
袖
さ
へ
秋
や
知
る
ら
ん
（
新
拾
遺
集
・
雑
上
・
一
五
九
〇
・
安
法
法
師
）
今
日
は
ま
た
誰
か
は
袖
の
か
わ
く
べ
き
時
雨
れ
て
暮
る
る
秋
の
別
れ
に
（
秋
風
抄
・
秋
・
一
三
〇
・
家
良
。
秋
風
集
・
秋
下
・
四
四
〇
）
〔
類
歌
〕　
吹
き
送
る
風
だ
に
寒
き
春
の
日
に
さ
こ
そ
み
山
の
奥
は
さ
ゆ
ら
め
（
為
理
集
・
春
・
余
寒
風
・
三
〇
一
）
〔
語
釈
〕　
○
深
山
―
「
御
山
」
で
も
通
意
だ
が
、「
里
だ
に
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
の
懸
隔
が
大
き
い
「
深
山
」
に
解
し
た
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
定
家
の
歌
を
基
に
し
て
、
家
良
の
用
詞
も
取
り
込
み
な
が
ら
詠
み
直
し
た
よ
う
な
一
首
と
言
え
る
。
類
歌
に
挙
げ
た
法
性
寺
為
信
の
子
為
理
の
一
首
は
、
用
詞
と
仕
立
て
方
が
同
じ
で
あ
る
。
236
も
同
様
で
あ
る
。
宗
尊
の
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
紅
葉
）
266　
あ
は
れ
に
も
脆もろ
き
命いのち
の
類たくひ
と
て
秋
の
木
の
葉
の
嵐あらし
待ま
つ
な
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
六
一
〔
通
釈
〕（
紅
葉
）
あ
わ
れ
に
も
、
儚
く
脆
い
こ
の
命
の
類
と
し
て
、
秋
の
木
の
葉
が
烈
し
い
風
を
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
春
は
萌
え
秋
は
散
り
ぬ
る
心
ち
し
て
木
の
葉
よ
り
け
に
脆
き
命
か
（
久
安
百
首
・
無
常
・
五
九
一
・
隆
季
）
あ
だ
に
散
る
木
の
葉
に
つ
け
て
思
ふ
か
な
風
さ
そ
ふ
め
る
露
の
命
を
（
山
家
集
・
雑
・
九
二
五
）
見
る
程
は
命
に
劣
る
木
の
葉
か
な
は
か
な
き
物
と
風
や
吹
く
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
八
二
・
真
観
）
牡
鹿
鳴
く
端
山
の
陰
の
深
け
れ
ば
嵐
待
つ
間
の
月
ぞ
す
く
な
き
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
秋
・
一
〇
二
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
二
二
九
九
。
雲
葉
集
・
秋
中
・
六
〇
一
、
四
句
「
嵐
待
つ
夜
の
」。
続
古
今
集
・
秋
下
・
四
五
一
）
〔
類
歌
〕　
風
に
散
る
木
の
葉
を
見
て
も
思
ふ
か
な
脆
き
命
の
と
ど
ま
ら
ぬ
世
を
（
親
清
四
女
集
・
続
題
歌
・
落
葉
・
三
五
）
〔
語
釈
〕　
○
脆
き
命
―
『
万
葉
集
』
の
「
水
沫
な
す
脆
き
命
も
栲
縄
の
千
尋
に
も
が
と
願
ひ
暮
ら
し
つ
」（
巻
五
・
雑
歌
・
九
〇
二
・
憶
良
）
が
原
拠
。
宗
尊
は
別
に
、「
世
を
厭
ふ
心
た
ゆ
む
な
た
ま
き
は
る
脆
き
命
の
明
日
知
ら
ぬ
身
に
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
六
波
羅
密
の
中
に
、
精
進
波
羅
密
を
・
三
四
八
）
と
詠
む
。
○
嵐
待
つ
な
る
―
「
嵐
待
つ
な
り
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
敢
え
て
連
体
形
で
止
め
た
強
意
か
。「
さ
ら
で
だ
に
恋
し
き
も
の
を
昔
見
し
花
散
里
に
人
の
待
つ
な
る
」（
万
代
集
・
雑
一
・
二
八
〇
七
・
頼
宗
。
入
道
右
大
臣
集
・
五
）
と
同
様
。
〔
補
説
〕　
「
命
」
と
「
木
の
葉
」
の
比
類
を
詠
む
点
で
334
と
同
想
。
時
雨
267　
高たか
嶺ね
よ
り
雲くも
吹ふ
き
下お
ろ
す
山
風
の
時し
く雨
れ
て
寒さむ
き
暁あか月
の
空そら
二
六
二
〔
通
釈
〕　
時
雨
高
嶺
か
ら
雲
を
吹
き
下
ろ
す
山
風
が
、
時
雨
れ
て
寒
い
暁
の
空
よ
。
〔
参
考
〕　
高
嶺
よ
り
紅
葉
吹
き
お
ろ
す
山
風
や
麓
の
松
の
時
雨
な
る
ら
ん
（
信
生
法
師
集
・
松
間
落
葉
・
一
〇
二
。
雲
葉
集
・
秋
下
・
六
八
三
・
信
生
。
閑
月
集
・
秋
下
・
二
八
五
。
新
拾
遺
集
・
秋
下
・
五
四
五
）
あ
は
れ
我
が
身
に
染
み
渡
る
夕
べ
か
な
時
雨
れ
て
寒
き
秋
の
山
風
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
あ
き
の
晩
・
一
五
五
・
真
観
）
雲
ま
よ
ふ
夕
べ
の
空
の
風
ま
ぜ
に
時
雨
れ
て
寒
き
神
な
月
か
な
（
新
和
歌
集
・
冬
・
二
七
五
・
藤
原
実
好
）
宵
の
間
は
洩
ら
ぬ
木
の
葉
に
袖
濡
れ
て
時
雨
に
な
り
ぬ
暁
の
空
（
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
・
三
宮
・
二
〇
三
。
無
名
和
歌
集
〔
慈
円
〕・
十
題
百
首
中
に
・
一
六
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
冬
・
四
五
二
・
慈
円
。
万
代
集
・
冬
・
一
三
二
二
。
雲
葉
集
・
冬
・
七
六
八
。
続
古
今
集
・
・
冬
・
五
五
七
）
〔
語
釈
〕　
○
時
雨
れ
て
寒
き
―
参
考
の
真
観
詠
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
後
に
も
「
草
木
ふ
く
む
べ
山
風
の
夕
暮
に
時
雨
れ
て
寒
き
秋
の
群
雲
」（
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
秋
雲
・
五
〇
五
）
と
詠
む
。
〔
補
説
〕　
近
代
か
ら
当
代
ま
で
の
歌
の
用
詞
を
取
り
込
ん
だ
仕
立
て
方
は
、
宗
尊
の
詠
作
手
法
の
一
面
の
特
徴
で
あ
る
。
（
時
雨
）
268　
袖そて
濡ぬ
ら
す
涙なみた
の
程ほと
も
見み
え
な
ま
し
時し
く雨
れ
ぬ
夜よ
は半
の
寝ね
覚さ
め
な
り
せ
ば
〔
通
釈
〕（
時
雨
）
袖
を
濡
ら
す
涙
の
程
度
も
見
え
る
で
あ
ろ
う
に
。
も
し
も
時
雨
れ
な
い
夜
中
の
目
覚
め
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
六
三
〔
参
考
〕　
月
清
み
時
雨
れ
ぬ
夜
半
の
寝
覚
め
に
も
窓
う
つ
も
の
は
庭
の
松
風
（
秋
篠
月
清
集
・
十
題
百
首
・
木
部
・
二
四
五
）
誰
か
ま
た
真
木
の
板
屋
に
寝
覚
め
し
て
時
雨
の
音
に
袖
濡
ら
す
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
冬
・
四
六
九
・
寂
然
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
中
に
・
二
八
二
。
〔
語
釈
〕　
○
涙
の
程
―
涙
の
程
度
、
様
子
。
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
勅
撰
集
で
は
『
新
勅
撰
集
』
の
「
む
ば
た
ま
の
夜
は
す
が
ら
に
し
き
し
の
ぶ
涙
の
程
を
知
る
人
も
な
し
」（
雑
五
・
物
名
・
か
ら
に
し
き
を
よ
み
侍
り
け
る
・
一
三
六
二
・
頼
政
）
が
初
例
。
宗
尊
は
後
に
、「
こ
れ
を
見
て
涙
の
程
は
人
も
見
よ
露
も
払
は
ぬ
庭
の
芝
草
」（
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
芝
・
一
九
四
）
と
も
詠
む
。
〔
補
説
〕　
た
だ
で
さ
え
夜
中
に
目
覚
め
た
寂
し
さ
に
袖
を
濡
ら
す
涙
、
そ
の
程
度
が
、
降
る
時
雨
も
加
わ
っ
て
、
ま
す
ま
す
濡
れ
て
、
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
よ
り
ぐ
っ
し
ょ
り
と
袖
が
濡
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
雪
269　
柞はゝそ
原
散ち
る
と
見
し
間ま
に
山
城しろ
の
石いは
田た
の
小を
の野
は
雪
降ふ
り
に
け
り
〔
通
釈
〕　
雪
柞
原
の
柞
の
葉
が
散
る
と
見
た
そ
の
う
ち
に
、
山
城
の
石
田
の
小
野
は
雪
が
降
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
山
城
の
石
田
の
小
野
の
柞
原
見
つ
つ
や
君
が
山
路
越
ゆ
ら
む
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
五
八
九
・
宇
合
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
九
・
雑
歌
・
一
七
三
〇
、
初
句
「
山
科
の
」）
〔
参
考
〕　
款
冬
の
散
る
と
見
し
間
に
か
は
づ
な
く
井
手
の
山
田
は
早
苗
取
る
な
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
八
三
九
・
家
良
）
二
六
四
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
に
・
三
〇
四
。
〔
語
釈
〕　
○
柞
原
―
「
柞
」
が
生
え
る
原
。
柞
は
、
ぶ
な
科
の
落
葉
高
木
あ
る
い
は
楢
や
櫟
の
類
の
総
称
と
い
う
。
○
散
る
と
見
し
間
に
―
「
空
蟬
の
世
に
も
似
た
る
か
花
桜
咲
く
と
見
し
間
に
か
つ
散
り
に
け
り
」（
古
今
集
・
春
下
・
七
三
）
の
「
咲
く
と
見
し
間
に
」
か
ら
派
生
し
た
か
。
〔
補
説
〕　
「
…
と
見
し
間
に
」
を
用
い
て
、
早
い
季
節
の
移
ろ
い
を
詠
む
の
は
、「
い
つ
の
ま
に
霞
立
つ
ら
ん
春
日
野
の
雪
だ
に
と
け
ぬ
冬
と
見
し
間
に
」（
後
撰
集
・
春
上
・
一
五
・
読
人
不
知
）
や
「
ほ
に
出
で
て
秋
と
見
し
間
に
を
山
田
を
ま
た
打
ち
返
す
春
も
来
に
け
り
」
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
六
七
・
小
弁
）
等
を
初
め
と
し
て
、
一
つ
の
類
型
で
あ
る
。
（
雪
）
270　
今いま
も
ま
だ
問と
ふ
人
ま
て
ど
津つ
の
国くに
の
生いく
田た
の
杜もり
に
降ふ
れ
る
白しら
ゆ
き雪
〔
通
釈
〕（
雪
）
今
も
ま
だ
訪
れ
る
人
を
待
つ
け
れ
ど
、
摂
津
国
の
生
田
の
杜
に
降
り
積
も
っ
て
い
る
白
雪
よ
。（
人
は
来
な
い
の
だ
）。
〔
参
考
〕　
問
ふ
人
も
秋
風
ま
で
ぞ
待
た
れ
け
る
生
田
の
杜
の
雪
の
夕
暮
（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
杜
間
雪
・
一
八
二
・
行
能
）
雪
も
ま
た
問
は
れ
ぬ
ま
ま
に
降
り
し
き
ぬ
生
田
の
杜
の
冬
の
夕
暮
（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
杜
間
雪
・
一
八
五
・
為
家
）
木
の
葉
散
る
生
田
の
杜
の
初
時
雨
秋
よ
り
の
ち
を
問
ふ
人
も
が
な
（
続
古
今
集
・
冬
・
五
五
八
・
後
鳥
羽
院
）
〔
語
釈
〕　
○
津
の
国
―
摂
津
国
。
大
阪
府
と
兵
庫
県
に
跨
が
る
一
部
地
域
。
○
生
田
の
杜
―
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
兵
庫
県
神
戸
市
の
生
田
神
社
の
森
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
六
五
〔
補
説
〕　
「
君
住
ま
ば
問
は
ま
し
も
の
を
津
の
国
の
生
田
の
森
の
秋
の
初
風
」（
詞
花
集
・
秋
・
八
三
・
僧
都
清
胤
）
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
昨
日
だ
に
問
は
む
と
思
ひ
し
津
の
国
の
生
田
の
森
に
秋
は
来
に
け
り
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
八
九
・
家
隆
）
等
に
よ
っ
て
、
「
生
田
の
杜
」
は
（
夏
か
ら
）
秋
に
人
が
訪
れ
る
と
い
う
通
念
と
類
型
が
出
来
上
が
る
。
参
考
の
諸
詠
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
冬
に
は
「
生
田
の
杜
」
は
人
が
訪
れ
な
い
と
い
う
趣
向
を
立
て
た
も
の
。
宗
尊
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
雪
）
271　
美み
の
ゝ
濃
の
国くに
不ふ
は破
の
中なか
や
ま山
雪ゆき
さ
えへ
て
閉と
づ
る
氷こほり
の
関せき
の
藤ふち
川
〔
通
釈
〕（
雪
）
美
濃
の
国
の
不
破
の
中
山
は
、
雪
が
冷
た
く
冴
え
て
、
不
破
の
関
を
流
れ
る
藤
川
は
氷
に
閉
じ
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
美
濃
の
国
関
の
藤
河
絶
え
ず
し
て
君
に
仕
へ
む
万
代
ま
で
に
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
一
〇
八
四
、
左
注
「
こ
れ
は
元
慶
の
御
嘗
の
美
濃
の
歌
」）
〔
参
考
〕　
な
が
め
こ
し
心
は
秋
の
関
な
れ
や
月
影
清
き
不
破
の
中
山
（
正
治
後
度
百
首
・
雑
・
山
路
・
七
四
・
後
鳥
羽
院
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
七
四
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
中
に
・
三
一
三
。
夫
木
抄
・
冬
二
・
氷
・
冬
御
歌
中
・
七
〇
七
八
、
三
・
四
句
「
雪
き
え
て
と
く
る
こ
ほ
り
の
」。
〔
語
釈
〕　
○
不
破
の
中
山
―
美
濃
の
国
の
所
名
（
歌
枕
と
も
）。
現
在
の
岐
阜
県
不
破
郡
。「
不
破
の
関
」
が
置
か
れ
た
。
→
216
。
○
閉
づ
る
―
水
の
流
れ
が
氷
っ
て
止
ま
る
意
に
、「
関
」
の
縁
で
、
関
が
閉
ざ
さ
れ
る
意
が
響
く
。
○
関
の
藤
河
―
美
濃
国
の
歌
枕
。
現
在
の
二
六
六
滋
賀
県
米
原
市
（
旧
坂
田
郡
伊
吹
町
）
藤
川
一
帯
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
伊
吹
山
か
ら
東
流
す
る
藤
古
川
の
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
は
後
者
。
忍
恋
272　
人
知し
ら
ば
い
か
に
か
せ
ん
と
嘆なけ
き
し
や
忍しの
ぶ
思おも
ひ
の
初はし
め
な
り
け
ん
〔
通
釈
〕　
忍
ぶ
る
恋
私
の
恋
心
を
人
が
も
し
知
っ
た
ら
ば
ど
う
し
よ
う
か
と
嘆
い
た
の
が
、
恋
心
を
隠
し
て
堪
え
忍
ぶ
思
い
の
初
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
人
知
ら
ば
消
ち
も
し
つ
べ
き
思
ひ
さ
へ
あ
と
枕
と
も
責
む
る
頃
か
な
（
狭
衣
物
語
・
巻
二
・
五
三
・
狭
衣
）
い
か
に
せ
ん
色
に
出
で
じ
と
忍
ぶ
れ
ど
嘆
く
け
し
き
の
ま
が
ふ
方
な
き
（
鳥
羽
殿
影
供
歌
合
建
仁
元
年
四
月
・
忍
恋
・
五
六
）
思
ふ
こ
と
忍
ぶ
に
い
と
ど
そ
ふ
も
の
は
数
な
ら
ぬ
身
の
嘆
き
な
り
け
り
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
四
一
・
殷
富
門
院
大
輔
）
浅
き
瀬
や
初
め
な
り
け
む
飛
鳥
川
思
ひ
初
め
て
ぞ
淵
と
な
り
け
る
（
閑
窓
撰
歌
合
建
長
三
年
・
三
一
・
藻
壁
門
院
少
将
）
つ
つ
み
か
ね
袖
よ
り
玉
の
散
る
時
は
忍
ぶ
思
ひ
や
人
は
見
る
ら
ん
（
永
久
百
首
・
恋
・
忍
恋
・
四
二
五
・
源
忠
房
）
今
は
た
だ
人
目
も
知
ら
ぬ
涙
か
な
忍
ぶ
は
恋
の
初
め
な
り
け
り
（
新
和
歌
集
・
恋
上
・
寄
涙
恋
・
五
二
六
・
西
入
法
師
）
〔
補
説
〕　
「
忍
恋
」
題
で
、
参
考
の
二
首
目
の
本
歌
で
あ
る
「
忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
物
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
」
や
「
恋
す
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
初
め
し
か
」（
拾
遺
集
・
恋
一
・
二
、
一
・
兼
盛
、
忠
見
）
な
ど
と
同
様
に
、
恋
し
て
い
る
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
忌
避
す
る
通
念
に
基
づ
く
が
、
新
鮮
な
詠
み
口
か
。
恋
歌
で
は
比
較
的
趣
向
を
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
六
七
構
え
る
宗
尊
の
特
徴
が
出
て
い
る
か
。
参
考
の
狭
衣
の
歌
の
「
人
知
ら
ば
消
ち
も
し
つ
べ
き
思
ひ
」
は
、
世
の
人
が
知
っ
た
な
ら
ば
も
み
消
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
源
氏
宮
と
飛
鳥
井
女
君
の
他
に
女
二
宮
ま
で
を
恋
い
慕
う
狭
衣
の
思
い
。
（
忍
恋
）
273　
な
に
と
か
く
下した
に
心
を
く
だ
く
ら
ん
忍しの
べ
ば
と
て
も
見み
え
ぬ
思おも
ひ
か
〔
通
釈
〕（
忍
ぶ
る
恋
）
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
、
内
心
で
思
い
煩
う
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
忍
ん
で
隠
し
た
と
し
て
も
、
外
に
現
れ
て
見
え
な
い
私
の
恋
の
思
い
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
に
。
〔
参
考
〕　
な
に
と
か
く
心
を
さ
へ
は
尽
く
す
ら
ん
我
が
嘆
き
に
て
暮
る
る
秋
か
は
（
山
家
集
・
秋
・
人
人
秋
歌
十
首
よ
み
け
る
に
・
三
〇
五
。
宮
河
歌
合
・
四
〇
。
御
裳
濯
集
・
秋
下
・
四
九
二
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
の
心
を
・
三
三
三
。
〔
語
釈
〕　
○
な
に
と
か
く
―
何
故
の
意
の
副
詞
「
な
に
と
」
に
、
こ
の
よ
う
に
の
意
の
副
詞
「
か
く
」。
○
下
に
―
心
の
内
側
で
。
○
心
を
く
だ
く
―
あ
れ
こ
れ
と
悩
ん
で
心
を
痛
め
る
意
。
○
忍
べ
ば
と
て
も
―
用
例
は
希
な
句
。
澄
覚
法
親
王
に
「
世
を
憂
し
と
思
ひ
こ
り
て
や
い
に
し
へ
の
忍
べ
ば
と
て
も
帰
ら
ざ
る
ら
む
」（
澄
覚
法
親
王
集
・
雑
・
懐
旧
・
二
七
二
）
が
あ
る
が
、
先
後
は
不
明
。
後
出
に
「
今
は
た
だ
忘
れ
ね
心
身
一
つ
の
忍
べ
ば
と
て
も
人
の
問
は
ぬ
に
」（
嘉
元
百
首
・
忘
恋
・
七
七
四
・
実
重
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
偲
べ
ば
と
て
も
」
で
も
通
意
か
。
○
見
え
ぬ
思
ひ
―
あ
る
い
は
宗
尊
の
作
意
で
は
「
ひ
」
に
「
火
」
を
掛
け
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、「
ま
二
六
八
が
へ
ば
や
室
の
八
島
の
夕
煙
霧
立
つ
程
も
見
え
ぬ
思
ひ
に
」（
壬
二
集
・
恋
・
二
品
法
親
王
家
会
に
、
忍
恋
・
二
八
五
〇
）
の
「
煙
」
の
よ
う
な
「
火
」
の
縁
語
が
該
歌
に
は
な
い
の
で
、
読
み
の
上
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
（
忍
恋
）
274　
我わ
が
思おも
ひ
つ
つゝ
む
た
よ
り
も
あ
り
な
ま
し
袖そて
に
余あま
ら
ぬ
涙なみた
な
り
せ
ば
〔
通
釈
〕（
忍
ぶ
る
恋
）
私
の
恋
し
い
思
い
を
包
み
隠
す
手
段
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。
も
し
袖
に
余
ら
な
い
程
度
の
涙
で
あ
っ
た
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
つ
つ
め
ど
も
隠
れ
ぬ
も
の
は
夏
虫
の
身
よ
り
余
れ
る
思
ひ
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
夏
・
二
〇
九
・
桂
内
親
王
の
童
女
。
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
蛍
・
一
九
一
・
作
者
不
記
）
人
目
を
も
つ
つ
ま
ぬ
も
の
と
思
ひ
せ
ば
袖
の
涙
の
か
か
ら
ま
し
や
は
（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
六
四
・
実
方
）
〔
参
考
〕　
つ
つ
み
余
り
袖
の
涙
に
塞
き
か
ね
て
あ
ら
は
れ
ぬ
と
も
覚
え
つ
る
か
な
（
長
秋
詠
藻
・
三
三
六
）
塞
き
か
ぬ
る
涙
な
り
せ
ば
さ
夜
衣
袖
に
の
み
や
は
つ
つ
み
は
つ
べ
き
（
長
秋
詠
藻
・
忍
び
た
る
所
の
女
の
返
歌
・
三
三
七
）
洩
ら
さ
じ
と
袖
に
余
る
を
つ
つ
ま
ま
し
情
け
を
忍
ぶ
涙
な
り
せ
ば
（
山
家
集
・
恋
・
恨
・
五
九
二
。
西
行
法
師
家
集
・
恋
・
三
三
一
）
〔
影
響
〕　
恋
す
と
も
人
は
知
ら
じ
な
唐
衣
袖
に
余
ら
ぬ
涙
な
り
せ
ば
（
新
後
撰
集
・
恋
一
・
八
四
八
・
北
条
煕
時
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
な
り
せ
ば
―
「
偽
り
の
涙
な
り
せ
ば
唐
衣
忍
び
に
袖
は
し
ぼ
ら
ざ
ら
ま
し
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
七
六
・
藤
原
忠
房
）
が
原
拠
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
六
九
〔
補
説
〕　
『
後
撰
集
』
歌
の
「
つ
つ
め
ど
も
（
隠
れ
ぬ
）」（「
つ
つ
め
」
は
「
包
め
」
と
「
慎
め
」
の
掛
詞
）「（
身
よ
り
）
余
れ
る
思
ひ
」
（「
ひ
」
は
「
火
」
が
掛
か
る
）
の
詞
と
心
、『
拾
遺
集
』
歌
の
「
つ
つ
ま
ぬ
（
も
の
と
）」（「
つ
つ
ま
ぬ
」
は
「
慎
ま
ぬ
」）「（
思
ひ
）
せ
ば
」「
袖
の
涙
」
の
詞
と
心
と
を
、
混
合
し
変
化
さ
せ
た
本
歌
取
と
見
た
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
感
的
感
覚
の
内
に
詠
み
上
げ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
参
考
の
諸
詠
と
の
関
係
に
於
い
て
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
幕
府
末
期
に
執
権
を
務
め
た
北
条
熙
時
の
一
首
は
、
前
代
の
将
軍
宗
尊
親
王
の
歌
に
倣
っ
た
と
見
た
。
（
忍
恋
）
275　
人
も
ま
た
忍しの
べ
ば
こ
そ
は
忍しの
ぶ
ら
め
な
ど
我わ
が
恋
の
身
に
余あま
る
ら
ん
〔
通
釈
〕（
忍
ぶ
る
恋
）
人
は
や
は
り
、
恋
の
思
い
を
何
と
か
忍
ぶ
の
で
あ
れ
ば
忍
ぶ
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
。
ど
う
し
て
私
の
恋
は
、
そ
の
思
い
が
忍
び
き
れ
ず
に
身
に
余
っ
て
外
に
現
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
た
ぎ
つ
瀬
の
な
か
に
も
淀
は
あ
り
て
ふ
を
な
ど
我
が
恋
の
淵
瀬
と
も
な
き
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
三
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
の
心
を
・
三
三
二
。
〔
語
釈
〕　
○
も
ま
た
―
「
も
」
は
強
意
。「
ま
た
」
は
、
や
は
り
の
意
。
○
身
に
余
る
ら
ん
―
恋
の
思
い
に
つ
い
て
言
い
、「
忍
ぶ
」
と
詠
み
併
せ
る
先
例
は
、「
身
に
余
る
こ
と
は
な
か
な
か
よ
か
り
け
り
人
目
を
忍
ぶ
嘆
き
な
け
れ
ば
」（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
顕
恋
・
七
二
一
・
季
経
）
や
「
身
に
余
る
思
ひ
や
空
に
み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
か
ひ
な
く
立
つ
煙
か
な
」（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
煙
恋
・
二
五
七
九
・
寂
能
）
や
「
忍
ぶ
べ
き
か
た
こ
そ
な
け
れ
早
く
我
が
身
に
余
る
ま
で
な
れ
る
思
ひ
は
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
恋
・
二
七
〇
一
三
七
〇
・
行
家
）
等
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
忍
び
き
れ
ず
に
身
か
ら
余
る
ほ
ど
に
我
が
恋
の
思
い
は
強
い
の
か
、
と
自
身
の
恋
心
を
嘆
息
す
る
趣
。
不
逢
恋
276　
憂う
き
身
と
て
恨うら
み
も
果は
て
じ
前さき
の
世
に
契ちき
り
あ
れ
ば
ぞ
思おも
ひ
初そ
め
け
む
〔
通
釈
〕　
逢
わ
ざ
る
恋
（
恋
し
い
人
と
逢
う
こ
と
が
な
く
）
憂
く
辛
い
こ
の
身
だ
と
い
っ
て
、
恨
み
き
る
こ
と
は
す
る
ま
い
。
前
世
で
契
り
が
あ
っ
た
の
で
、
恋
し
く
思
い
始
め
た
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
。
〔
参
考
〕　
来
ぬ
人
を
恨
み
も
果
て
じ
契
り
置
き
し
そ
の
言
の
葉
も
情
け
な
ら
ず
や
（
詞
花
集
・
恋
下
・
二
四
八
・
忠
通
）
東
路
の
さ
や
の
中
山
な
か
な
か
に
何
し
か
人
を
思
ひ
初
め
け
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
四
・
友
則
）
君
に
我
い
か
ば
か
り
な
る
契
り
あ
り
て
二
つ
な
く
も
の
を
思
ひ
初
め
け
ん
（
山
家
集
・
恋
百
十
首
・
一
三
〇
三
、
四
句
異
文
「
ま
な
く
も
も
の
を
」）
〔
類
歌
〕　
し
ひ
て
な
ほ
頼
み
や
せ
ま
し
前
の
世
の
契
り
あ
れ
ば
ぞ
思
ひ
初
め
け
ん
（
新
葉
集
・
恋
二
・
七
六
三
・
家
賢
）
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
初
め
け
む
―
『
万
葉
』
以
来
の
常
套
句
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
南
朝
の
花
山
院
家
賢
の
一
首
は
、
宗
尊
の
歌
に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
。『
瓊
玉
集
』
が
南
朝
圏
に
存
し
た
こ
と
は
強
く
推
認
さ
れ
る
が
、『
柳
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
追
究
が
必
要
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
深
津
睦
夫
・
君
島
亜
紀
『
新
葉
和
歌
集
』（
平
二
六
・
一
二
、
明
治
書
院
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
家
賢
詠
の
初
二
句
は
『
風
雅
集
』
の
「
し
ひ
て
な
ほ
頼
み
や
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
一
せ
ま
し
偽
り
の
契
も
さ
す
が
限
り
あ
り
や
と
」（
恋
二
・
一
〇
七
〇
・
経
顕
）
と
一
致
す
る
。
55
と
同
工
異
曲
。
（
不
逢
恋
）
277　
世
の・
中
に
逢あ
ふ
は
別わか
れ
の
あ
り
と
言い
へ
ば
つ
れ
な
き
人
ぞ
情なさ
け
な
り
け
る
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
こ
の
世
の
男
女
の
仲
で
逢
う
の
は
必
ず
別
れ
が
あ
る
と
言
う
の
だ
か
ら
、
つ
れ
な
く
薄
情
な
人
（
の
私
に
逢
わ
な
い
こ
と
）
が
か
え
っ
て
、
私
に
対
す
る
恩
情
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
初
め
よ
り
逢
ふ
は
別
れ
と
聞
き
な
が
ら
暁
知
ら
で
人
を
恋
ひ
け
む
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
後
朝
恋
・
一
二
一
六
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
一
四
六
五
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
二
二
二
、
三
句
「
言
ひ
な
が
ら
」
結
句
「
人
を
恋
ひ
け
る
」。
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
九
二
六
、
結
句
同
上
）
身
の
程
を
思
ひ
知
り
ぬ
る
こ
と
の
み
や
つ
れ
な
き
人
の
情
け
な
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
〇
九
・
隆
縁
。
後
葉
集
・
恋
に
・
三
四
八
。
金
葉
集
八
代
集
抄
巻
末
付
載
異
本
歌
・
恋
上
・
七
一
五
・
隆
覚
）
う
と
か
ら
ば
思
ひ
絶
え
て
も
過
ぎ
な
ま
し
つ
ら
き
は
人
の
情
け
な
り
け
り
（
如
願
法
師
集
・
恋
・
六
三
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
世
の
中
―
こ
の
世
の
中
の
意
に
、
男
女
の
仲
の
意
が
掛
か
る
。
○
逢
ふ
は
別
れ
の
あ
り
と
言
へ
ば
―
「
合
者
離
之
始
」（
白
氏
文
集
）
や
仏
語
の
「
会
者
定
離
」
等
が
典
故
か
。
宗
尊
は
定
家
詠
に
も
学
ん
だ
か
。
○
情
け
な
り
け
る
―
こ
の
類
は
、
西
行
の
「
今
ぞ
知
る
思
ひ
出
で
よ
と
契
り
し
は
忘
れ
ん
と
て
の
情
け
な
り
け
り
」（
西
行
法
師
家
集
・
恋
・
三
三
九
。
山
家
集
・
恋
・
六
八
五
、
初
二
七
二
句
「
今
日
ぞ
知
る
」）
が
『
新
古
今
集
』（
恋
四
・
一
二
九
八
）
に
入
集
す
る
の
と
併
行
し
て
、
新
古
今
歌
人
達
の
間
で
少
し
く
流
行
を
見
た
詞
。
宗
尊
の
家
集
に
は
、『
瓊
玉
集
』
に
一
首
（
三
八
五
）、『
柳
葉
集
』
に
二
首
（
二
七
七
、
四
二
二
）、『
中
書
王
御
詠
』
に
一
首
（
四
二
）、『
竹
風
抄
』
に
三
首
（
四
八
〇
、
七
九
九
、
九
二
四
）
が
見
え
る
。「
情
け
」
の
意
味
合
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
よ
っ
て
異
な
る
。
（
不
逢
恋
）
278　
つ
れ
も
な
き
人
の
辛つら
さ
も
馴な
れ
ぬ
る
に
懲こ
り
ぬ
心こゝろ
の
い
つ
を
待ま
つ
ら
ん
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
逢
う
こ
と
も
な
く
、
い
っ
こ
う
に
つ
れ
な
い
あ
の
人
の
冷
淡
さ
に
も
す
っ
か
り
馴
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ほ
ど
な
の
に
、
性
懲
り
も
な
い
私
の
恋
心
の
、
い
っ
た
い
何
時
逢
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
頼
め
つ
つ
逢
は
で
年
経
る
偽
り
に
懲
り
ぬ
心
を
人
は
知
ら
な
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
一
四
・
躬
恒
。
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
七
・
業
平
〔「
仲
平
」
の
誤
り
か
と
い
う
〕）
〔
参
考
〕　
つ
れ
も
な
き
人
の
辛
さ
を
見
る
よ
り
も
身
を
投
げ
つ
る
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
（
躬
恒
集
承
空
本
・
二
四
九
〔
忠
岑
と
の
問
答
歌
〕。
忠
岑
集
承
空
本
・
一
三
五
・
躬
恒
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
題
し
ら
ず
・
三
四
六
。
〔
語
釈
〕　
○
懲
り
ぬ
心
―
→
122
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
三
（
不
逢
恋
）
279　
嘆なけ
き
つ
つゝ
寝ね
ぬ
夜よ
ぞ
積つ
も
る
逢あ
ふ
事
は
夢ゆめ
に
と
だ
に
も
頼たの
む
べ
き
身
の
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
嘆
き
な
が
ら
寝
な
い
夜
が
積
も
る
こ
と
だ
。
恋
し
い
人
に
逢
う
こ
と
は
せ
め
て
夢
の
中
だ
け
で
も
と
頼
み
に
す
る
は
ず
の
こ
の
身
が
。
〔
本
歌
〕　
夢
の
内
に
逢
ひ
見
む
こ
と
を
頼
み
つ
つ
暮
ら
せ
る
宵
は
寝
む
方
も
な
し
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
二
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
逢
ふ
こ
と
を
い
つ
と
も
知
ら
ず
嘆
き
つ
つ
寝
る
夜
の
数
ぞ
年
積
も
り
ぬ
る
（
輔
親
集
・
あ
る
人
に
、
お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
・
一
〇
）
逢
ふ
こ
と
の
難
き
を
今
日
に
限
ら
ず
は
今
幾
よ
を
か
嘆
き
つ
つ
経
む
（
源
氏
物
語
・
賢
木
・
一
四
八
・
光
源
氏
）
夢
に
だ
に
逢
ふ
こ
と
知
ら
ぬ
思
ひ
寝
を
頼
み
け
る
こ
そ
い
や
は
か
な
な
れ
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
ゆ
め
・
一
二
三
二
・
為
家
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
光
源
氏
の
歌
は
、
藤
壺
に
逢
う
困
難
が
今
日
に
限
ら
ず
続
く
な
ら
、
さ
ら
に
幾
夜
な
ら
ず
幾
世
ま
で
も
嘆
き
な
が
ら
過
ご
す
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨
。
被
忘
恋
280　
い
つ
ま
で
か
待ま
ち
も
侘わ
び
け
ん
今いま
は
ま
た
我わ
が
身
の
よ
そ
の
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　
忘
ら
る
る
恋
二
七
四
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
、
恋
し
い
人
を
待
ち
続
け
て
疲
れ
果
て
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
も
う
、
恋
人
に
飽
き
ら
れ
た
我
が
身
と
は
無
縁
の
、（
誰
か
が
そ
の
恋
人
を
待
つ
）
秋
の
夕
暮
よ
。
〔
参
考
〕　
い
つ
ま
で
か
な
ほ
待
た
れ
け
ん
今
来
む
と
言
ひ
し
は
よ
そ
の
夕
暮
の
空
（
弘
長
百
首
・
恋
・
忘
恋
・
五
四
五
・
為
氏
）
〔
類
歌
〕　
い
つ
ま
で
か
我
が
通
ひ
路
と
恨
み
け
ん
行
き
来
絶
え
た
る
よ
そ
の
関
守
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
関
恋
・
二
六
〇
三
・
基
良
。
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
九
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
三
八
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
我
が
身
の
よ
そ
の
秋
の
夕
暮
―
「
秋
」
に
は
、「
待
ち
も
侘
び
」
の
縁
で
「
飽
き
」
が
掛
か
る
。「
我
が
身
の
よ
そ
の
」
は
、
専
ら
、
恋
人
の
訪
れ
を
期
待
す
る
時
間
帯
で
あ
る
「
夕
暮
」
に
か
か
る
。
恋
人
に
飽
き
ら
れ
た
侘
び
し
い
秋
で
、
恋
人
が
来
る
の
を
待
つ
夕
暮
時
は
も
は
や
自
分
に
は
無
縁
だ
、
と
い
う
こ
と
。「
我
が
身
の
よ
そ
」
の
早
い
例
は
、『
元
真
集
』
の
「
霞
立
つ
野
辺
吹
く
風
も
寒
か
ら
で
我
が
身
の
よ
そ
に
春
は
立
ち
ぬ
る
」（
朱
雀
院
に
て
・
三
三
三
）
で
、
そ
の
後
平
安
時
代
に
作
例
は
見
え
ず
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
『
正
治
初
度
百
首
』
の
通
親
詠
「
夜
離
れ
し
て
つ
が
は
ぬ
を
し
の
う
き
寝
を
も
我
が
身
の
よ
そ
の
物
と
や
は
思
ふ
」（
冬
・
五
六
八
）
が
あ
り
、
家
良
の
「
神
な
月
時
雨
ば
か
り
を
ふ
り
ぬ
と
も
我
が
身
の
よ
そ
に
い
つ
思
ひ
け
ん
」（
万
代
集
・
冬
・
一
三
〇
三
・
家
良
。
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
六
一
六
）
に
続
く
。
〔
補
説
〕　
よ
り
直
接
に
は
、
該
歌
の
前
年
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
秋
冬
頃
に
詠
ま
れ
た
『
弘
長
百
首
』
の
為
氏
詠
に
倣
っ
た
詠
作
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
直
近
の
、
京
都
の
百
首
歌
を
比
較
的
早
く
入
手
し
て
、
早
速
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
宗
尊
の
姿
勢
を
窺
い
う
る
こ
と
に
な
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
五
（
被
忘
恋
）
281　
更ふ
く
る
夜
の
鐘かね
の
音をと
に
も
思おも
ふ
か
な
い
つ
ま
で
人
の
来こ
ぬ
を
待ま
ち
け
ん
〔
通
釈
〕（
忘
ら
る
る
恋
）
更
け
て
ゆ
く
夜
の
鐘
の
音
に
も
思
う
よ
。
恋
し
た
初
め
か
ら
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
夜
更
け
に
、
あ
の
人
が
来
な
い
の
を
待
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
鐘
の
音
に
う
ち
お
ど
ろ
き
て
思
ふ
に
も
な
ほ
夢
を
見
る
昔
な
り
け
り
（
公
衡
集
・
雑
・
あ
か
つ
き
は
・
八
七
）
夜
も
す
が
ら
袖
に
ぞ
宿
る
い
つ
ま
で
か
月
見
る
と
て
も
人
を
待
ち
け
ん
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
寄
月
恨
恋
・
四
一
一
・
経
朝
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
三
八
一
。
（
被
忘
恋
）
282　
い
か
に
し
て
現うつゝ
の
憂う
さ
と
な
り
に
け
ん
見み
し
や
昔むかし
の
夢ゆめ
の
通かよ
ひ
路ち
〔
通
釈
〕（
忘
ら
る
る
恋
）
ど
う
し
て
（
恋
人
に
忘
れ
ら
れ
た
）
現
実
の
辛
い
憂
さ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昔
に
見
た
夢
の
中
の
逢
瀬
の
通
い
路
が
。
〔
本
歌
〕　
寝
る
夢
に
現
の
憂
さ
も
忘
ら
れ
て
思
ひ
慰
む
ほ
ど
ぞ
は
か
な
き
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
四
・
徽
子
女
王
）
二
七
六
〔
参
考
〕　
有
栖
河
同
じ
流
れ
は
か
は
ら
ね
ど
見
し
や
昔
の
影
ぞ
忘
れ
ぬ
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
八
二
七
・
源
雅
定
）
〔
影
響
〕　
い
か
に
し
て
現
の
憂
さ
を
慰
め
ん
夢
て
ふ
も
の
を
見
ぬ
世
な
り
せ
ば
（
続
千
載
集
・
雑
下
・
二
〇
一
九
・
藤
原
盛
徳
）
〔
他
出
〕　
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
・
九
四
七
。
〔
語
釈
〕　
○
見
し
や
―
「
や
」
は
詠
嘆
の
間
投
助
詞
。
旅
283　
忘わす
れ
ず
よ
鳥とり
〔
の
〕
音ね
辛つら
く
おを
と
づ
れ
て
逢あふ
さ
か坂
越こ
え
し
春
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
本
文
〕　
○
鳥
〔
の
〕
音
―
底
本
は
「
と
りの
歟ね
」
と
あ
り
。「
の
」
を
本
行
に
補
う
。
〔
通
釈
〕　
旅
忘
れ
な
い
よ
。
鶏
の
鳴
き
声
が
恨
め
し
く
響
い
て
、
逢
坂
の
関
を
（
関
東
へ
と
）
越
え
た
あ
の
春
の
曙
は
。
〔
参
考
〕　
都
出
で
て
逢
坂
越
え
し
折
ま
で
は
心
か
す
め
し
白
川
の
関
（
山
家
集
・
雑
・
一
一
二
七
）
〔
語
釈
〕　
○
鳥
〔
の
〕
音
つ
ら
く
―
未
知
の
関
東
に
下
向
す
る
旅
な
の
で
言
う
。
た
だ
し
、「
逢
坂
」
の
縁
で
男
女
の
別
れ
の
朝
を
告
げ
る
鶏
の
鳴
き
声
が
恨
め
し
い
と
の
意
が
微
か
に
響
く
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
、
関
東
下
向
の
た
め
に
京
都
を
出
発
し
た
の
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
三
月
十
九
日
で
、
暁
に
仙
洞
か
ら
六
波
羅
に
入
り
辰
一
点
（
午
前
七
時
頃
）
に
出
立
と
い
う
（
宗
尊
親
王
鎌
倉
御
下
向
記
。
以
下
の
旅
程
は
こ
れ
に
よ
る
）。
逢
坂
の
関
を
越
え
た
の
は
、
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
瓊
玉
集
』
の
「
年
月
を
隔
て
来
ぬ
れ
ど
逢
坂
の
関
路
霞
み
し
春
ぞ
忘
れ
ぬ
」（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
一
）
も
本
集
の
219
も
、
同
じ
機
会
を
詠
じ
た
類
想
歌
。
ま
た
、
後
年
に
詠
じ
る
「
金
風
に
あ
ふ
坂
越
え
し
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
七
夕
宿
や
旅
の
辛
さ
の
限
り
な
り
け
り
」（
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
関
・
七
六
）
と
は
一
対
の
趣
。
（
旅
）
284　
何なに
と
な
く
我われ
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
し
て
さ
す
ら
へ
越こ
え
し
佐さ
よ夜
の
中
山
〔
通
釈
〕（
旅
）
何
と
い
う
訳
も
な
く
自
分
が
自
分
で
は
な
い
心
地
が
し
て
、
彷
徨
い
越
え
た
佐
夜
の
中
山
よ
。
〔
本
歌
〕　
東
路
の
さ
や
の
中
山
な
か
な
か
に
何
し
か
人
を
思
ひ
そ
め
け
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
四
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
何
と
な
く
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と
さ
す
ら
へ
て
さ
も
い
た
づ
ら
に
行
く
月
日
か
な
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
二
・
経
家
）
い
か
な
れ
ば
我
に
も
あ
ら
ぬ
心
の
み
添
ひ
て
は
物
を
思
ひ
乱
る
る
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
恋
・
一
四
三
六
・
土
御
門
院
小
宰
相
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上･
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
二
。
〔
語
釈
〕　
○
我
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
―
参
考
の
小
宰
相
歌
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
措
辞
の
先
蹤
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
お
ぼ
つ
か
な
我
に
も
あ
ら
ぬ
草
枕
ま
だ
こ
そ
知
ら
ね
か
か
る
旅
寝
は
」（
一
八
七
・
兼
忠
女
）
で
、
勅
撰
集
で
は
『
千
載
集
』
の
「
心
さ
へ
我
に
も
あ
ら
ず
な
り
に
け
り
恋
は
姿
の
か
は
る
の
み
か
は
」（
恋
四
・
八
七
八
・
仲
綱
）
が
初
例
。
○
佐
夜
の
中
山
―
「
小
夜
の
中
山
」、「
さ
よ
の
な
か
や
ま
」
と
も
。
遠
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
静
岡
県
掛
川
市
、
日
坂
と
菊
川
の
間
に
あ
る
坂
道
。『
古
今
集
』
の
両
首
、
即
ち
本
歌
の
友
則
詠
と
「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も
見
し
か
け
け
れ
な
く
横
ほ
り
伏
せ
る
さ
や
の
中
山
」（
東
歌
・
一
〇
九
四
）
と
が
、
多
く
の
歌
の
原
拠
に
な
る
。
西
行
は
こ
こ
を
越
え
て
、「
年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け
り
佐
夜
の
中
山
」（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
八
七
）
と
詠
じ
た
。
宗
尊
も
こ
の
西
行
歌
を
多
少
は
意
識
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
二
七
八
〔
補
説
〕　
関
東
下
向
の
旅
の
述
懐
の
一
首
と
し
て
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
宗
尊
が
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
京
都
を
出
て
、「
佐
夜
の
中
山
」
の
手
前
の
菊
川
に
到
っ
た
の
は
同
月
二
十
六
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
、
（
旅
）
285　
忘わす
れ
ず
よ
清きよ
見み
が
関
の
波なみ
間ま
よ
り
霞
み・
て
見み
え
し
三み
ほ保
の
浦うら
松
〔
通
釈
〕（
旅
）
忘
れ
な
い
よ
。
清
か
に
見
え
る
と
い
う
清
見
が
関
、
そ
の
波
間
か
ら
霞
ん
で
見
え
た
三
保
の
浦
の
松
よ
。
〔
参
考
〕　
忘
れ
ず
な
出
で
し
都
の
夜
半
の
月
清
見
が
関
に
め
ぐ
り
逢
ふ
ま
で
（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
旅
泊
月
・
二
一
七
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
九
八
六
）
波
間
待
つ
清
見
が
関
を
見
渡
せ
ば
は
る
か
に
続
く
三
保
の
浦
松
（
為
家
集
・
旅
眺
望
元
仁
元
年
・
一
三
三
八
）
〔
類
歌
〕　
急
げ
ど
も
清
見
が
関
の
あ
さ
ま
だ
に
波
間
も
見
え
ず
霞
む
空
か
な
（
時
広
集
・
春
・
霞
・
二
〇
）
清
見
潟
波
路
の
霧
は
晴
れ
に
け
り
夕
日
に
残
る
三
保
の
浦
松
（
玉
葉
集
・
秋
下
・
七
三
八
・
北
条
宣
時
）
〔
影
響
〕　
忘
れ
ず
よ
波
に
か
た
ぶ
く
月
影
も
清
見
が
関
の
有
明
の
空
（
嘉
元
百
首
・
秋
・
月
・
九
四
一
・
為
世
。
新
千
載
集
・
秋
上
・
四
五
五
）
清
見
潟
霞
や
深
く
な
り
ぬ
ら
ん
遠
ざ
か
り
行
く
三
保
の
浦
松
（
新
葉
集
・
春
上
・
二
八
・
師
兼
）
〔
他
出
〕　
続
古
今
集
・
羈
旅
・
旅
の
心
を
・
八
五
八
。
歌
枕
名
寄
・
東
海
四
・
駿
河
・
清
見
・
関
・
続
古
・
五
一
九
〇
、
三
穂
浦
・
五
二
一
五
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
七
九
〔
語
釈
〕　
○
清
見
が
関
―
駿
河
国
の
歌
枕
。
現
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
興
津
の
清
見
寺
付
近
と
い
う
。「
霞
み
て
見
え
し
」
と
の
対
照
で
「
清
」
く
「
見
」
え
る
意
が
掛
か
る
。
○
三
保
の
浦
松
―
駿
河
国
の
歌
枕
「
三
保
の
浦
」（
現
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
の
清
水
港
付
近
の
湾
入
部
の
海
岸
）
の
「
松
」
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
京
都
を
出
て
、「
清
見
が
関
」
の
興
津
に
到
っ
た
の
は
、
同
月
二
十
七
日
の
夜
か
ら
翌
二
十
八
日
の
朝
で
あ
っ
た
か
。
宗
尊
は
、「
清
見
が
関
」
や
「
三
保
の
浦
松
」
を
実
見
し
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
歌
作
の
上
で
は
、
参
考
の
両
首
に
拠
っ
て
い
よ
う
か
。
類
歌
に
挙
げ
た
幕
府
御
家
人
北
条
時
広
並
び
に
北
条
宣
時
の
歌
と
の
先
後
は
不
明
。
（
旅
）
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十と
年ゝせ
経へ
て
思おも
へ
ば
夢ゆめ
に
な
り
に
け
り
霞かすみ
を
分わ
け
し
宇う
つ津
の
山
越こ
え
〔
通
釈
〕（
旅
）
（
あ
れ
か
ら
）
十
年
を
経
て
思
う
と
、
夢
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
。
春
の
霞
を
分
け
て
通
っ
た
宇
津
の
山
越
え
よ
。
〔
参
考
〕　
駿
河
な
る
宇
津
の
山
辺
の
現
に
も
夢
に
も
人
に
逢
は
ぬ
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
〇
四
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
九
段
・
一
一
・
男
）
さ
さ
が
に
の
い
と
か
か
り
け
る
身
の
程
を
思
へ
ば
夢
の
心
ち
こ
そ
す
れ
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
一
六
・
俊
頼
。
堀
河
百
首
・
雑
・
夢･
一
五
四
四
、
二
句
「
い
と
う
か
り
け
ん
」）
宇
津
の
山
さ
こ
そ
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
霞
を
分
く
る
蔦
の
細
道
（
建
保
名
所
百
首
・
春
・
宇
津
山
駿
河
国
・
一
三
四
・
行
意
）
二
八
〇
ま
だ
知
ら
ぬ
道
を
霞
に
問
ひ
か
ね
て
現
も
夢
の
宇
津
の
山
越
え
（
建
保
名
所
百
首
・
春
・
宇
津
山
駿
河
国
・
一
四
〇
・
忠
定
）
旅
人
の
霞
分
け
行
く
宇
津
の
山
う
つ
る
日
数
に
春
ぞ
す
く
な
き
（
建
保
名
所
百
首
・
春
・
宇
津
山
駿
河
国
・
一
四
三
・
行
能
）
〔
語
釈
〕　
○
十
年
経
て
―
宗
尊
が
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
京
都
を
出
立
し
、「
宇
津
の
山
越
え
」
に
か
か
っ
た
の
は
、
同
月
二
十
七
日
頃
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
十
一
月
百
首
の
一
首
な
の
で
、
ま
る
十
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
〔
補
説
〕　
前
歌
と
同
様
に
通
行
し
経
験
し
た
は
ず
の
「
宇
津
の
山
越
え
」
に
つ
い
て
も
、
参
考
の
近
代
歌
に
倣
っ
た
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
、
宗
尊
の
詠
作
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
よ
う
か
。
（
旅
）
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知し
ら
ざ
り
し
心
地
も
さ
す
が
旅たひ
馴な
れ
て
山
路ち
急いそ
ぎ
し
足あし
か
ら柄
の
関せき
〔
通
釈
〕（
旅
）
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
気
持
ち
も
、
さ
す
が
に
旅
馴
れ
て
、
悪
路
の
山
道
を
急
い
だ
足
柄
の
関
よ
。
〔
参
考
〕　
明
け
ぬ
間
に
山
路
急
が
す
旅
人
の
有
明
月
に
松
風
ぞ
吹
く
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
旅
・
一
五
五
四
・
頼
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
旅
馴
れ
て
―
京
都
を
出
て
十
一
日
間
の
東
下
の
旅
を
続
け
た
、
余
裕
と
い
う
よ
り
は
あ
る
種
自
嘲
気
味
の
感
懐
か
。
○
足
柄
の
関
―
相
模
の
国
の
歌
枕
。
駿
河
と
相
模
の
国
境
の
足
柄
山
東
麓
に
あ
っ
た
関
。
醍
醐
天
皇
の
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
に
置
か
れ
た
。
「
山
路
急
ぎ
し
」
か
ら
「
悪
し
柄
」
が
掛
か
る
か
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
京
都
を
出
立
し
、「
足
柄
の
関
」
を
通
過
し
た
の
は
、
同
月
二
十
九
日
の
夜
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
八
一
で
あ
っ
た
か
。
山
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問と
ふ
人
の
あ
れ
な
と
し
も
は
待ま
た
れ
ね
ど
寂さひ
し
さ
辛つら
き
山
の
奥おく
か
な
〔
通
釈
〕　
山
家
訪
れ
る
人
が
あ
れ
よ
と
は
、
必
ず
し
も
自
然
と
待
た
れ
る
訳
で
は
な
い
け
ど
、
寂
し
さ
が
切
な
く
辛
い
山
の
奥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
月
澄
ま
ば
問
は
ま
し
と
だ
に
待
た
れ
ね
ど
生
田
の
池
も
秋
ぞ
忘
れ
ぬ
（
建
保
名
所
百
首
・
秋
・
生
田
池
摂
津
国
・
五
〇
三
・
行
能
）
嵐
吹
く
木
の
葉
こ
き
ま
ぜ
霙
降
る
寂
し
か
り
け
る
山
の
奥
か
な
（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
霙
・
五
一
八
・
隆
信
）
嵐
吹
く
外
面
に
そ
よ
ぐ
楢
柴
の
馴
れ
て
も
辛
き
山
の
奥
か
な
（
宝
治
百
首
・
雑
・
山
家
嵐
・
三
七
〇
七
・
隆
祐
）
〔
語
釈
〕　
○
あ
れ
な
と
し
も
は
―
例
を
見
な
い
句
形
。
○
待
た
れ
ね
ど
―
比
較
的
新
し
い
句
形
。
参
考
の
行
能
詠
（
同
百
首
に
は
同
人
の
別
の
一
首
・
二
五
一
が
あ
る
）
の
他
に
、「
行
く
末
も
憂
き
に
つ
け
て
は
待
た
れ
ね
ど
仕
ふ
る
道
ぞ
身
の
頼
み
な
る
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
雑
・
一
三
六
一
・
伊
嗣
）
が
宗
尊
に
身
近
な
先
行
例
と
な
る
。
○
寂
し
さ
辛
き
―
新
奇
な
句
。
南
朝
の
「
我
が
庵
は
待
つ
べ
き
花
も
な
き
ま
ま
に
寂
し
さ
辛
き
春
雨
の
頃
」（
耕
雲
千
首
・
春
・
庵
春
雨
・
八
七
）
は
、
あ
る
い
は
こ
の
歌
に
倣
う
か
。
〔
補
説
〕　
二
～
四
句
は
新
奇
な
措
辞
で
、
先
行
歌
の
表
現
に
倣
う
傾
向
が
強
い
宗
尊
の
別
の
一
面
を
示
す
一
首
で
あ
る
。
二
八
二
（
山
家
）
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さ
す
が
身
の
ま
ぎ
る
るゝ
方かた
も
な
き
ま
まゝ
に
心
の
み
す
む
山
の
奥おく
か
な
〔
通
釈
〕（
山
家
）
さ
す
が
に
こ
の
身
の
気
持
ち
が
他
に
取
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、
住
ん
で
心
だ
け
が
澄
む
山
の
奥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
紅
葉
散
る
音
は
時
雨
に
た
ぐ
へ
ど
も
ま
ぎ
る
る
方
も
な
き
身
な
り
け
り
（
散
木
奇
歌
集
・
雑
上
・
恨
躬
恥
運
雑
歌
百
首
・
一
四
四
五
）
柴
の
戸
に
岩
洩
る
清
水
塞
き
止
め
て
心
の
み
す
む
山
の
陰
か
な
（
宝
治
百
首
・
雑
・
山
家
水
・
三
六
七
六
・
但
馬
）
捨
て
し
よ
り
山
の
奥
に
と
思
ふ
身
の
す
ま
れ
ぬ
も
の
は
心
な
り
け
り
（
万
代
集
・
雑
六
・
三
七
三
三
・
基
氏
。
続
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
九
三
）
〔
語
釈
〕　
○
ま
ぎ
る
る
方
―
気
が
紛
れ
る
方
法
、
気
を
取
ら
れ
る
他
の
こ
と
、
の
意
。
宗
尊
は
後
に
「
い
た
づ
ら
に
ま
ぎ
る
る
方
も
な
き
身
に
て
月
日
の
行
く
は
ま
づ
お
ぼ
え
け
る
」（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
閑
居
・
四
六
五
）
と
も
詠
む
。
○
心
の
み
す
む
―
「
す
む
」
は
「
澄
む
」
に
「
山
の
奥
」
の
縁
で
「
住
む
」
が
掛
か
る
。
宗
尊
は
後
に
「
山
里
は
世
の
憂
き
こ
と
に
聞
き
か
へ
て
心
の
み
す
む
松
風
の
声
」（
竹
風
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
・
山
家
・
二
八
九
）
と
も
詠
む
。
（
山
家
）
290　
こ
と
繁しけ
き
憂う
き
世
の
ま
ぎ
れ
う
ち
捨す
て
てゝ
住す
ま
ば
や
山
の
奥おく
の
庵いほり
に
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
八
三
〔
通
釈
〕（
山
家
）
煩
わ
し
い
事
が
多
い
憂
く
辛
い
世
の
中
の
混
乱
を
す
っ
か
り
捨
て
て
、
山
奥
の
庵
に
住
み
た
い
も
の
だ
。
〔
参
考
〕　
こ
と
繁
き
世
を
遁
れ
に
し
み
山
辺
に
嵐
の
風
も
心
し
て
吹
け
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
二
五
・
寂
然
）
〔
類
歌
〕　
身
を
捨
て
て
住
ま
ば
や
と
思
ふ
山
の
奥
あ
ま
り
さ
び
た
る
松
の
風
か
な
（
明
恵
上
人
集
・
四
）
世
を
捨
て
て
住
ま
ば
や
と
思
ふ
み
吉
野
の
奥
よ
り
に
ほ
ふ
花
の
春
風
（
楢
葉
集
・
釈
教
・
五
九
七
・
縁
定
）
〔
影
響
〕　
こ
と
繁
き
世
に
ま
ぎ
れ
き
て
あ
だ
に
の
み
過
ぎ
し
月
日
は
さ
ら
に
驚
く
（
芳
雲
集
〔
実
陰
〕・
雑
・
述
懐
・
四
七
五
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
家
を
・
四
四
八
。
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
世
の
ま
ぎ
れ
―
新
鮮
な
措
辞
。
辛
い
世
間
に
入
り
交
じ
っ
て
訳
が
分
か
ら
な
い
事
態
を
言
う
か
。
○
山
奥
の
庵
―
先
行
例
は
、「
尋
ね
て
も
今
朝
は
霞
の
底
と
だ
に
誰
か
み
山
の
奥
の
庵
を
」（
鴨
御
祖
社
歌
合
建
永
二
年
・
山
家
朝
霞
・
七
・
有
家
）
が
目
に
入
る
程
度
。
（
山
家
）
291　
と
も
す
れ
ば
山
の
奥おく
の
み
偲しの
ば
れ
て
心
と
ま
ら
ぬ
宿やと
の
住す
み
憂う
さ
〔
通
釈
〕（
山
家
）
ど
う
か
す
る
と
山
の
奥
ば
か
り
が
思
い
慕
わ
れ
て
、
気
持
ち
が
離
れ
て
向
か
な
い
こ
の
家
の
住
み
づ
ら
さ
よ
。
〔
参
考
〕　
と
も
す
れ
ば
四
方
の
山
べ
に
あ
く
が
れ
し
心
に
身
を
も
ま
か
せ
つ
る
か
な
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
二
〇
・
増
基
）
と
も
す
れ
ば
ま
づ
思
ひ
立
つ
奥
山
は
道
も
な
き
ま
で
つ
ら
ら
ゐ
に
け
り
（
道
命
阿
闍
梨
集
・
お
く
山
・
一
〇
一
）
二
八
四
一
夜
だ
に
心
と
ま
ら
ぬ
す
ま
ひ
か
な
片
敷
く
袖
に
山
お
ろ
し
の
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
二
七
五
四
・
保
季
）
〔
語
釈
〕　
○
と
も
す
れ
ば
―
「
偲
ば
れ
て
」
に
か
か
る
。「
と
も
す
れ
ば
過
ぎ
に
し
方
ぞ
偲
ば
る
る
今
行
く
末
に
思
ひ
く
ら
べ
て
」（
拾
玉
集
・
百
首
述
懐
・
一
三
七
）。
○
心
と
ま
ら
ぬ
宿
―
心
が
惹
き
付
け
ら
れ
な
い
家
、
気
持
ち
が
離
れ
て
向
か
な
い
住
ま
い
。「
誰
も
み
な
露
の
身
ぞ
か
し
と
思
ふ
に
も
心
と
ま
り
し
草
の
庵
か
な
」（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
三
五
・
実
国
）
と
対
照
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
宗
尊
も
こ
れ
を
微
か
に
意
識
し
た
か
。
○
住
み
憂
さ
―
新
鮮
な
詞
。
宗
尊
が
詠
出
し
始
め
た
か
。
宗
尊
は
後
に
「
い
と
ど
ま
た
な
ほ
住
み
憂
さ
や
ま
さ
る
ら
ん
十
市
の
里
の
秋
の
夕
風
」（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
秋
夕
・
三
六
五
）
や
「
雨
晴
る
る
庭
の
桂
の
追
風
に
心
と
ま
り
し
宿
の
住
み
憂
さ
」（
同
・
巻
四
・〔
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
柿
本
影
百
首
歌
〕・
夏
・
六
二
二
）
と
も
詠
む
。
（
山
家
）
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心こゝろだ
に
憂う
き
世
を
深ふか
く
厭いと
ひ
な
ば
何なに
か
は
山やま
の
奥おく
も
求もと
め
ん
〔
通
釈
〕（
山
家
）
自
分
の
心
さ
え
憂
く
辛
い
こ
の
世
を
、（
本
当
に
）
も
し
深
く
厭
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
（
あ
ら
た
め
て
）
山
の
奥
も
求
め
よ
う
か
。
〔
参
考
〕　
憂
き
世
厭
ふ
山
の
奥
に
も
慕
ひ
来
て
月
ぞ
住
み
か
の
あ
は
れ
を
も
知
る
（
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
五
四
九
）
憂
き
身
を
ば
我
が
心
さ
へ
ふ
り
捨
て
て
山
の
あ
な
た
に
宿
求
む
な
り
（
続
詞
花
集
・
雑
下
・
八
九
一
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
〔
述
懐
百
首
〕・
雑
・
山
・
一
八
七
）
山
深
く
馴
る
る
心
の
い
か
に
ま
た
雲
よ
り
奥
に
宿
求
む
ら
ん
（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・
三
九
二
・
守
覚
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
八
五
〔
類
歌
〕　
厭
は
じ
な
憂
き
身
に
そ
へ
る
憂
き
世
と
も
知
ら
で
ぞ
山
の
奥
は
も
と
め
し
（
嘉
元
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
五
八
九
・
公
雄
）
厭
へ
た
だ
憂
き
世
を
厭
ふ
心
だ
に
深
く
は
深
き
山
な
ら
ず
と
も
（
公
義
集
・
二
八
六
）
〔
他
出
〕　
続
古
今
集
・
雑
中
・
題
不
知
・
一
六
九
〇
。
〔
補
説
〕　
自
分
は
ま
だ
本
当
に
は
厭
世
し
て
い
な
い
の
で
、
つ
い
山
の
奥
の
庵
居
を
求
め
る
の
だ
、
と
い
う
主
旨
。
述
懐
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厭いと
は
ん
と
思おも
へ
ば
さ
す
が
世
の
中
の
名なこ
り残
多おほ
く
も
慕した
は
る
るゝ
か
な
〔
通
釈
〕　
述
懐
俗
世
を
厭
い
出
よ
う
と
思
う
と
、
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り
、
こ
の
世
の
中
の
名
残
が
多
く
、
自
然
と
思
い
慕
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
参
考
〕　
憂
き
世
厭
ふ
山
の
奥
に
も
慕
ひ
来
て
月
ぞ
住
み
か
の
あ
は
れ
を
も
知
る
（
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
五
四
九
）
闇
深
き
憂
き
世
を
厭
ふ
名
に
も
負
は
ず
暁
ご
と
の
名
残
を
や
思
ふ
（
明
日
香
井
集
・
雑
・
東
の
道
に
て
よ
み
け
る
歌
の
中
に
・
一
五
五
三
）
〔
類
歌
〕　
小
倉
山
峰
に
近
づ
く
月
を
見
て
名
残
お
ほ
く
も
す
む
心
か
な
（
中
院
集
〔
為
家
〕・〔
文
永
四
年
七
月
か
八
月
〕
十
七
日
続
五
十
首
・
傾
西
月
・
一
四
三
）
背
か
ば
や
と
思
へ
ば
さ
す
が
あ
は
れ
な
り
捨
つ
る
身
惜
し
き
こ
の
世
な
ら
ね
ど
（
言
は
で
忍
ぶ
・
巻
八
・
二
七
四
・
右
大
将
）
〔
補
説
〕　
「
厭
は
ん
と
」
と
い
う
厭
世
（
俗
世
出
離
）
の
意
志
表
示
の
詞
は
、
宗
尊
家
集
に
四
例
（
本
集
・
293
、
843
、
845
。
竹
風
抄
・
二
八
六
八
一
八
）
見
え
る
。
本
集
で
は
該
歌
の
他
に
、「
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
」（
雑
）
で
も
「
厭
は
む
と
言
ふ
も
な
か
な
か
浅
茅
生
の
小
野
に
標
結
ふ
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」「
厭
は
ん
と
思
ふ
心
は
有
り
な
が
ら
無
き
に
な
し
て
も
過
ぐ
す
比
か
な
」（
本
集
・
巻
五
・
843
、
845
）
と
、
出
離
を
躊
躇
す
る
類
想
の
感
懐
を
詠
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
帰
洛
後
四
年
を
経
た
「
文
永
六
年
八
月
百
首
歌
」（
雑
）
に
な
る
と
、「
厭
は
ん
と
思
ひ
定
む
る
心
に
ぞ
世
の
憂
き
こ
と
は
遠
ざ
か
り
け
る
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
八
一
八
）
と
、
俗
世
出
離
の
思
い
を
詠
じ
る
よ
う
に
な
る
。
（
述
懐
）
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後のち
の
世
を
思おも
へ
ば
悲かな
し
い
た
づ
ら
に
明あ
け
ぬ
暮く
れ
ぬ
と
月
日
数かそ
へ
て
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
来
世
を
思
う
と
、
悲
し
い
。
む
な
し
く
、
明
け
た
暮
れ
た
と
、
過
ぎ
る
月
日
を
数
え
な
が
ら
。
〔
参
考
〕　
何
と
な
く
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と
さ
す
ら
へ
て
さ
も
い
た
づ
ら
に
行
く
月
日
か
な
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
二
・
経
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
述
懐
の
心
を
・
四
八
九
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
該
歌
の
翌
年
に
、「
後
の
世
を
思
へ
ば
さ
ら
に
嘆
か
れ
ず
こ
の
身
一
つ
の
憂
き
は
も
の
か
は
」（
本
集
・
444
）
と
、
対
照
的
な
心
境
を
詠
ん
で
も
い
る
。
（
述
懐
）
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さ
れ
ば
ま
た
い
つ
を
現うつゝ
の
習なら
ひ
に
て
今いま
さ
ら
世
を
も
夢ゆめ
と
言い
ふ
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
八
七
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
（
こ
の
世
の
中
は
現
で
な
く
全
て
が
夢
で
あ
る
）
そ
れ
故
ま
た
、
い
っ
た
い
何
時
を
現
実
に
し
た
そ
の
習
慣
と
し
て
、
今
更
改
め
て
、
こ
の
世
の
中
を
夢
だ
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
夢
と
こ
そ
言
ふ
べ
か
り
け
れ
世
の
中
に
現
あ
る
物
と
思
ひ
け
る
か
な
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
三
四
・
貫
之
）
寝
る
が
う
ち
に
見
る
を
の
み
や
は
夢
と
言
は
む
は
か
な
き
世
を
も
現
と
は
見
ず
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
三
五
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
は
か
な
し
や
現
は
い
つ
の
習
ひ
に
て
さ
な
が
ら
夢
の
世
を
嘆
く
ら
む
（
新
和
歌
集
・
哀
傷
・
四
九
二
・
藤
原
親
朝
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
二
。
〔
語
釈
〕　
○
さ
れ
ば
ま
た
―
比
較
的
新
し
い
句
形
。『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
「
さ
し
も
や
は
身
に
も
し
む
べ
き
さ
れ
ば
ま
た
い
か
な
る
色
ぞ
秋
の
初
風
」（
秋
・
三
八
・
伊
長
）
が
先
行
例
。
宗
尊
は
別
に
「
さ
れ
ば
ま
た
何
の
頼
み
の
あ
る
身
と
て
今
も
憂
き
世
に
心
と
む
ら
ん
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
三
一
一
）
と
も
詠
む
。
（
述
懐
）
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明
日
ま
で
と
命いのち
を
頼たの
む
心
こ
そ
は
か
な
き
事
の
限かき
り
な
り
け
れ
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
せ
め
て
明
日
ま
で
と
、
寿
命
を
期
待
す
る
心
こ
そ
が
、
儚
い
こ
と
の
極
み
な
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
本
歌
〕　
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
こ
と
の
限
り
な
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
明
日
ま
で
の
命
も
が
な
と
思
ひ
し
は
く
や
し
か
り
け
る
我
が
心
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
五
五
・
西
行
、
為
相
本
初
句
二
八
八
「
逢
ふ
ま
で
の
」）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
三
。
　
　
　
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
立
春
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今け
さ朝
よ
り
は
雪ゆき
消け
の
水
も
岩いは
そ
そゝ
く
滝たき
つ
宮みや
処こ
に
春はる
や
来き
ぬ
ら
ん
〔
通
釈
〕弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
　
　
　
　
立
春
　
　
今
朝
か
ら
は
、
雪
融
け
の
水
も
岩
に
し
ぶ
い
て
激
し
く
流
れ
、
滝
の
宮
処
、
吉
野
の
古
里
に
春
が
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
岩
そ
そ
く
垂
水
の
上
の
早
蕨
の
萌
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
な
（
新
古
今
集
・
春
上
・
三
二
・
志
貴
皇
子
。
万
葉
集
・
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
一
八
、
結
句
「
な
り
に
け
る
か
も
」）
…
こ
の
川
の　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　
こ
の
山
の　
い
や
高
知
ら
す　
水みな
そ
そ
く　
滝
の
宮
処
は　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
万
葉
集
〔
現
行
訓
〕・
巻
一
・
雑
歌
・
三
六
・
人
麿
。「
水
そ
そ
く　
滝
の
み
や
こ
は
」
は
、
元
暦
校
本
・
神
田
本
が
「
玉
水
の
た
き
つ
み
や
こ
は
」）
〔
参
考
〕　
今
朝
よ
り
は
雪
消
の
雲
の
あ
と
晴
れ
て
緑
に
か
へ
る
春
の
初
空
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
一
・
一
〇
・
通
光
）
今
朝
よ
り
は
行
く
瀬
の
水
も
朝
も
よ
ひ
紀
の
川
上
か
氷
り
し
ぬ
ら
む
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
冬
・
一
六
〇
・
行
意
。
万
代
集
・
冬
・
一
四
〇
六
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
八
九
奥
山
の
雪
消
の
水
や
下
す
ら
ん
た
ぎ
つ
岩
根
に
積
も
る
紅
葉
葉
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
二
・
一
八
九
七
・
俊
成
女
）
玉
水
も
今
氷
る
ら
む
岩
そ
そ
く
滝
の
宮
こ
は
雪
降
り
に
け
り
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
二
二
六
・
藤
原
顕
盛
）
月
影
の
宿
り
て
磨
く
玉
水
の
た
き
つ
み
や
こ
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
月
・
六
〇
三
・
道
家
。
雲
葉
集
・
中
・
五
二
六
）
敷
島
や
高
円
山
の
霞
め
る
は
古
き
都
に
春
や
来
ぬ
ら
ん
（
壬
二
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
春
・
八
〇
二
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
―
本
集
の
297
～
357
に
、
立
春
か
ら
祝
ま
で
の
五
六
題
・
六
一
首
が
現
存
す
る
。
○
滝
つ
宮
処
―
吉
野
の
宮
滝
付
近
に
あ
っ
た
離
宮
を
言
う
。
本
歌
と
し
た
『
万
葉
集
』
の
長
歌
が
原
拠
だ
が
、
直
接
に
は
参
考
の
道
家
詠
に
学
ん
だ
が
。
『
万
葉
集
』
の
こ
の
前
後
は
、
西
本
願
寺
本
の
原
文
と
傍
訓
は
「
弥
高
良
思
（
イ
ヤ
タ
カ
カ
ラ
シ
）　
珠
水
（
タ
マ
ミ
ヅ
ノ
）　
激
滝
之
宮
子
波
（
タ
キ
ノ
ミ
ヤ
コ
ハ
）」
だ
が
、
現
行
訓
は
「
弥
高
思
良
珠
（
イ
ヤ
タ
カ
シ
ラ
ス
）　
水
激
（
ミ
ナ
ソ
ソ
ク
）　
滝
之
宮
子
波
（
タ
キ
ノ
ミ
ヤ
コ
ハ
）」
で
あ
る
。
道
家
が
「
玉
水
の
た
き
つ
宮
処
」
と
詠
ん
だ
根
拠
は
、
元
暦
校
本
や
神
田
本
等
の
よ
う
な
訓
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、「
つ
」
が
格
助
詞
で
「
滝
の
」
の
意
。
そ
れ
に
、「
水
」「
岩
そ
そ
く
」
の
縁
で
原
義
の
「
滾
つ
」
が
掛
か
る
か
。
〔
補
説
〕　
一
応
、『
万
葉
』
歌
両
首
の
本
歌
取
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
参
考
に
挙
げ
た
近
現
代
の
諸
歌
に
も
倣
っ
た
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
こ
う
い
う
仕
立
て
方
も
宗
尊
の
詠
作
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
参
考
の
俊
成
女
詠
の
本
歌
は
「
こ
の
川
に
紅
葉
葉
流
る
奥
山
の
雪
消
の
水
ぞ
今
ま
さ
る
ら
し
」（
古
今
集
・
冬
・
三
二
〇
・
読
人
不
知
）。
二
九
〇
霞
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佐さ
ほ保
姫ひめ
や
衣
干ほ
す
ら
し
春はる
の
日
の
光ひかり
に
霞かす
ん
天あま
の
香か
く具
山やま
〔
通
釈
〕　
霞
佐
保
姫
が
、
衣
を
干
し
て
い
る
ら
し
い
よ
。
春
の
日
の
光
の
中
で
、
天
の
香
具
山
が
霞
ん
で
い
る
。
〔
本
歌
〕　
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
干
す
て
ふ
天
の
香
具
山
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
七
五
・
持
統
天
皇
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
歌
・
二
八
、
四
句
「
衣
さ
ら
せ
り
（
衣
干
し
た
り
）」）
〔
参
考
〕　
さ
ほ
姫
の
名
に
お
ふ
山
も
春
く
れ
ば
か
け
て
霞
の
衣
ほ
す
ら
し
（
為
家
集
・
霞
暦
仁
元
年
興
福
寺
権
別
当
法
印
円
経
勧
進
十
首
・
二
五
。
続
拾
遺
集
・
春
上
・
三
〇
・
為
家
）
大
方
の
春
の
光
の
の
ど
け
き
に
霞
に
明
く
る
天
の
香
具
山
（
院
四
十
五
番
歌
合
建
保
三
年
・
春
山
朝
・
一
四
・
秀
能
。
如
願
法
師
集
・
春
・
三
四
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
五
。
続
拾
遺
集
・
春
上
・
霞
を
・
二
六
。
〔
語
釈
〕　
○
佐
保
姫
や
衣
ほ
す
ら
し
―
「
佐
保
姫
」
は
、
春
を
司
る
女
神
と
さ
れ
、
例
え
ば
『
袖
中
抄
』（
第
三
）
に
は
「
今
案
に
、
佐
保
姫
は
佐
保
山
の
神
よ
り
事
お
こ
り
て
、
佐
保
山
の
霞
を
詠
歌
等
に
よ
せ
て
春
を
染
む
る
神
と
云
ふ
か
」
と
言
う
。
古
く
「
佐
保
姫
の
織
り
か
け
さ
ら
す
う
す
は
た
の
霞
た
ち
き
る
春
の
野
辺
か
な
」（
古
今
六
帖
・
第
五
・
は
た
・
三
二
五
四
）
と
詠
ま
れ
、「
佐
保
姫
の
霞
の
衣
織
り
て
け
り
あ
そ
ぶ
糸
ゆ
ふ
た
て
ぬ
き
に
し
て
」（
別
雷
社
歌
合
・
霞
・
一
七
・
永
範
）
や
「
佐
保
姫
や
霞
の
衣
織
り
つ
ら
ん
春
の
み
空
に
あ
そ
ぶ
糸
ゆ
ふ
」（
六
百
番
歌
合
・
春
・
遊
糸
・
一
〇
〇
・
経
家
）
な
ど
と
、
春
霞
の
立
つ
様
を
、「
佐
保
姫
」
が
織
る
「
霞
の
衣
」
と
表
現
し
た
。
こ
こ
の
「
衣
」
も
、
霞
を
見
立
て
た
も
の
だ
が
、「
織
る
」
か
ら
「
干
す
」
へ
と
展
開
し
た
形
。
参
考
の
為
家
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
一
詠
に
倣
っ
た
か
。
○
春
の
日
の
光
に
霞
む
―
新
鮮
な
表
現
。「
霞
し
く
春
の
光
に
な
が
む
れ
ば
千
年
は
し
る
し
住
吉
の
松
」（
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
・
霞
住
吉
松
に
霞
立
ち
渡
る
所
・
二
四
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
六
一
五
、
三
句
「
見
渡
せ
ば
」）
の
よ
う
に
、
春
の
日
の
射
す
光
の
中
に
霞
が
渡
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
光
に
霞
む
」
は
独
創
か
。
○
天
の
香
具
山
―
「
あ
め
の
か
ぐ
や
ま
」
に
同
じ
で
、「
あ
ま
の
か
ご
や
ま
」
と
も
。
大
和
国
の
歌
枕
。
畝
傍
山
、
耳
成
山
と
共
に
大
和
三
山
。
〔
補
説
〕　
持
統
歌
を
本
歌
に
、「
衣
」
を
「
干
す
」
と
い
う
「
天
の
香
具
山
」
の
、
例
え
ば
「
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た
な
び
く
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
二
・
後
鳥
羽
院
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
な
春
霞
の
景
を
、
為
家
詠
に
倣
っ
て
そ
の
「
霞
」
を
「
佐
保
姫
」
が
「
干
す
」「
衣
」
に
見
立
て
た
も
の
か
。
子
日
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子ね
の
日ひ
せ
し
代
代々
の
み
ゆ
き
の
跡あと
古ふ
り
て
松まつ
も
昔むかし
の
春
や
恋
し
き
〔
通
釈
〕　
子
の
日
子
の
日
の
遊
び
を
し
た
代
代
の
主
上
の
行
幸
御
幸
の
跡
が
古
び
て
、
そ
こ
で
引
か
れ
る
の
を
待
っ
た
小
松
な
ら
ぬ
老
松
も
昔
の
春
が
恋
し
い
の
か
。
〔
参
考
〕　
い
に
し
へ
の
子
の
日
の
み
ゆ
き
跡
し
あ
れ
ば
古
り
ぬ
る
松
や
君
を
待
つ
ら
ん
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
一
二
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
九
〇
一
。
秋
風
集
・
春
上
・
一
八
。
和
漢
兼
作
集
・
春
上
・
二
二
。
新
拾
遺
集
・
春
上
・
四
〇
）
い
に
し
へ
の
代
代
の
み
ゆ
き
の
跡
古
り
て
花
の
名
高
き
み
吉
野
の
山
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
一
〇
二
・
資
実
。
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
・
山
花
・
三
二
。
万
代
集
・
春
下
・
二
六
〇
。
別
本
和
漢
兼
作
集
・
一
六
六
。
和
漢
兼
作
集
・
春
中
・
二
二
〇
）
二
九
二
〔
語
釈
〕　
○
子
の
日
せ
し
―
子
の
日
の
遊
び
を
し
た
、
と
い
う
こ
と
。「
子
の
日
（
す
）」
は
、
正
月
の
初
子
の
日
に
野
外
に
出
て
、
若
菜
を
摘
み
小
松
の
根
を
引
く
な
ど
し
て
寿
命
を
予
祝
し
遊
宴
す
る
行
事
を
行
う
こ
と
。
○
松
―
「
昔
」
に
「
子
の
日
」
で
引
か
れ
た
の
は
小
松
だ
が
、
今
は
古
木
と
な
っ
た
松
と
い
う
含
意
が
あ
ろ
う
。「
み
ゆ
き
」「
恋
し
き
」
の
縁
で
「
待
つ
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
近
代
歌
両
首
の
詞
を
取
り
併
せ
た
よ
う
な
詠
作
。
梅
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咲さ
き
に
け
り
難なに
は波
の
宮みや
の
梅むめ
の
花
見み
ぬ
世よ
の
春はる
の
色いろ
を
残のこ
し
て
〔
通
釈
〕　
梅
咲
い
た
の
だ
っ
た
。
難
波
の
宮
の
梅
の
花
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
（
昔
の
）
世
の
春
の
色
を
（
今
に
）
残
し
て
。
〔
参
考
〕　
難
波
津
に
咲
く
や
昔
の
梅
の
花
今
も
春
な
る
浦
風
ぞ
吹
く
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
四
一
・
良
経
。
後
京
極
殿
御
自
歌
合
・
一
二
。
秋
篠
月
清
集
・
南
海
漁
父
百
首
・
春
・
五
〇
三
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
八
三
）
山
桜
峰
に
も
尾
に
も
植
ゑ
置
か
む
見
ぬ
世
の
春
を
人
や
偲
ぶ
と
（
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
四
〇
・
公
経
）
難
波
津
の
そ
の
言
の
葉
を
残
し
て
ぞ
見
ぬ
世
の
人
の
心
を
も
知
る
（
顕
氏
集
・
同
〔
将
軍
家
〕
当
座
続
歌
・
懐
旧
・
三
九
）
故
郷
の
老
い
木
の
梅
は
咲
き
に
け
り
昔
の
春
の
色
を
残
し
て
（
隣
女
集
・
巻
一
正
元
年
中
・
春
・
一
四
）
〔
語
釈
〕　
○
難
波
の
宮
―
摂
津
国
難
波
に
あ
っ
た
古
代
の
天
皇
の
宮
居
。
孝
徳
天
皇
難
波
長
柄
豊
碕
宮
、
天
武
天
皇
難
波
宮
、
聖
武
天
皇
難
波
宮
が
知
ら
れ
る
が
（
宮
址
は
現
大
阪
市
中
央
区
法
円
坂
付
近
）、
こ
こ
は
宮
址
未
詳
の
仁
徳
天
皇
の
高
津
宮
（
仁
徳
紀
元
年
）
を
念
頭
に
置
く
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
三
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
倣
っ
た
と
思
し
い
参
考
の
良
経
詠
は
、
仁
徳
天
皇
に
寄
せ
た
歌
だ
と
い
う
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」（
古
今
集
・
仮
名
序
）
を
本
歌
に
す
る
。
そ
れ
は
宗
尊
も
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
宗
尊
幕
下
の
主
要
歌
人
藤
原
顕
氏
の
歌
は
、
宗
尊
親
王
将
軍
家
の
作
だ
が
、
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。
余
寒
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時
知し
ら
ぬ
雪ゆき
気け
の
嵐あらし
な猶ほ
さ
え
て
霞
に
余あま
る
富ふ
し士
の
柴しは
や
ま山
〔
通
釈
〕　
余
寒
時
節
を
知
ら
な
い
雪
催
い
の
烈
し
い
風
が
い
っ
そ
う
冷
た
く
冴
え
て
、
包
む
霞
に
（
上
の
方
が
）
余
っ
て
見
え
る
富
士
の
柴
山
よ
。
〔
本
歌
〕　
時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
一
六
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
九
段
・
一
二
・
男
）
〔
参
考
〕　
時
知
ら
ぬ
山
は
雪
気
の
雲
な
が
ら
有
明
の
月
の
浮
島
が
原
（
建
保
名
所
百
首
・
冬
・
浮
島
原
駿
河
国
・
六
七
三
・
順
徳
院
）
時
知
ら
ぬ
富
士
の
柴
山
お
の
れ
さ
へ
霞
め
る
色
に
春
は
消
え
つ
つ
（
為
家
千
首
・
春
・
二
五
）
春
も
な
ほ
雪
気
に
見
え
て
さ
ほ
姫
の
霞
裾
引
く
藤
の
柴
山
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
四
・
隆
弁
）
い
か
ば
か
り
花
咲
き
ぬ
ら
む
吉
野
山
霞
に
余
る
峰
の
白
雲
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
五
九
・
寂
蓮
）
吹
け
ぬ
る
か
雲
よ
り
上
の
影
見
え
て
霞
に
余
る
春
の
夜
の
月
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
春
・
春
月
・
一
〇
一
・
行
能
）
〔
語
釈
〕　
○
霞
に
余
る
富
士
の
柴
山
―
「
富
士
の
柴
山
」
は
、
駿
河
国
の
歌
枕
。
雑
木
が
生
え
る
山
と
し
て
富
士
山
を
言
う
。
富
士
の
実
二
九
四
態
と
し
て
は
、
二
合
目
ぐ
ら
い
ま
で
の
植
生
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
上
は
土
石
の
裸
山
な
の
で
、
理
屈
で
は
低
層
部
分
を
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
歌
の
場
合
も
、
富
士
山
の
高
さ
を
強
調
し
て
、
裾
野
か
ら
少
し
上
の
あ
た
り
ま
で
霞
が
た
な
び
い
て
、
そ
の
上
に
山
容
が
見
え
る
こ
と
を
「
霞
に
余
る
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
「
余
寒
」
題
で
、
春
の
霞
が
立
ち
込
め
な
が
ら
雪
催
い
の
烈
風
が
冷
た
く
吹
く
高
嶺
の
富
士
山
が
、
霞
の
上
に
山
容
を
覗
か
せ
て
い
る
様
子
を
叙
し
た
か
。
こ
う
い
う
景
趣
は
、
宗
尊
の
好
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
中
書
王
御
詠
』
に
は
、「
朝
ぼ
ら
け
霞
の
上
に
松
見
え
て
日
影
う
つ
ろ
ふ
春
の
遠
山
」（
春
・
霞
・
六
）
や
「
嵐
吹
く
高
嶺
や
春
の
ほ
か
な
ら
し
霞
に
洩
れ
て
出
づ
る
月
か
な
」
（
春
・
五
十
首
歌
合
に
・
二
二
）
あ
る
い
は
「
清
見
潟
夜
舟
漕
ぎ
出
で
て
三
保
が
崎
松
の
上
行
く
月
を
見
る
か
な
」（
秋
・
百
五
十
首
の
歌
に
、
秋
海
・
一
〇
六
）
が
あ
り
、『
竹
風
抄
』
に
は
「
根
を
絶
え
て
霞
に
あ
ま
る
遠
山
の
松
の
木
末
や
春
の
浮
草
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
文
永
六
年
八
月
百
首
歌
・
春
・
七
六
三
）
を
残
す
。
帰
雁
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い
か
に
せ
ん
ま
た
来こ
む
ま
で
の
命いのち
だ
に
頼たの
ま
れ
ぬ
世よ
に
帰かへ
る
雁かり
が
ね
〔
通
釈
〕　
帰
雁
ど
う
し
よ
う
か
。
雁
が
再
び
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
ま
で
の
、
自
分
の
命
さ
え
あ
て
に
で
き
な
い
時
に
帰
る
雁
よ
。
〔
参
考
〕　
帰
る
雁
雲
ゐ
は
る
か
に
な
り
ぬ
な
り
ま
た
来
ん
秋
も
遠
し
と
思
ふ
に
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
六
八
・
赤
染
衛
門
）
な
が
む
れ
ば
涙
ぞ
落
つ
る
雁
が
ね
の
ま
た
来
む
秋
は
我
や
な
か
ら
む
（
続
詞
花
集
・
春
上
・
三
四
・
藤
原
季
通
）
長
ら
へ
て
秋
は
逢
ひ
見
る
慣
ら
ひ
と
も
頼
ま
れ
ぬ
世
に
帰
る
雁
が
ね
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
二
九
一
・
家
良
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
五
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
ん
逢
ひ
見
ん
こ
と
は
命
と
も
頼
ま
れ
ぬ
世
の
春
の
別
れ
を
（
拾
遺
風
体
集
・
春
・
四
五
・
高
階
基
政
）
〔
語
釈
〕　
○
雁
が
ね
―
「
雁
が
音
」（
雁
の
鳴
き
声
）
が
原
義
だ
が
、「
雁
」
そ
の
も
の
を
言
う
。
花
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花はな
の
咲さ
く
時とき
や
来き
ぬ
ら
し
あ
し
ひ
き
の
遠とを
や
ま山
見み
れ
ば
か
かゝ
る
白しら
く
も雲
〔
通
釈
〕　
花花
の
咲
く
時
が
来
た
ら
し
い
。
遠
い
山
を
見
る
と
、
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
桜
花
咲
き
に
け
ら
し
な
足
引
の
山
の
峡
よ
り
見
ゆ
る
白
雲
（
古
今
集
・
春
上
・
五
九
・
貫
之
）
葛
城
や
高
間
の
桜
咲
き
に
け
り
立
田
の
奥
に
か
か
る
白
雲
（
新
古
今
集
・
春
上
・
八
七
・
寂
蓮
）
〔
類
歌
〕　
み
吉
野
の
遠
山
ざ
く
ら
春
ご
と
に
心
も
空
に
か
か
る
白
雲
（
道
助
親
王
家
五
十
首
・
春
・
山
花
・
一
九
七
・
秀
能
）
待
た
れ
こ
し
遠
山
桜
咲
き
に
け
り
け
さ
立
ち
そ
む
る
峰
の
白
雲
（
宝
治
百
首
・
春
・
初
花
・
四
九
四
・
資
季
）
〔
補
説
〕　
「
山
」
の
「
白
雲
」
に
見
立
て
る
桜
花
で
そ
の
開
花
を
知
る
類
型
の
一
首
で
あ
る
。
参
考
歌
を
意
識
し
た
詠
作
で
あ
ろ
う
が
、
「
遠
山
」
の
「
白
雲
」
を
詠
む
の
は
、
鎌
倉
前
中
期
に
少
し
く
見
え
て
い
て
、
そ
の
傾
向
の
中
に
も
あ
る
歌
。
（
花
）
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月つき
草
の
花
や
桜さくら
に
教をし
へ
け
ん
う
つ
ろ
ふ
色
の
あ
だ
し
心
を
二
九
六
〔
通
釈
〕（
花
）
月
草
の
花
が
桜
に
教
え
た
の
だ
ろ
う
か
。（
は
か
な
く
）
移
ろ
う
色
の
変
わ
り
や
す
い
心
を
。
〔
参
考
〕　
月
草
の
色
な
ら
な
く
に
移
し
植
ゑ
て
あ
だ
に
う
つ
ろ
ふ
花
桜
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
老
後
仁
和
寺
宮
し
の
び
て
お
ほ
せ
ら
れ
し
五
首
、
庭
上
花
・
二
一
八
九
）
月
草
の
花
摺
り
衣
あ
だ
に
の
み
心
の
色
の
う
つ
り
ゆ
く
か
な
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
九
二
二
・
資
季
。
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
衣
恋
・
一
一
）
憂
き
人
の
あ
だ
し
心
の
花
桜
こ
と
わ
り
す
ぎ
て
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
は
な
ざ
く
ら
・
二
三
六
二
・
為
家
。
現
存
六
帖
・
は
な
ざ
く
ら
・
六
一
〇
）
植
ゑ
し
時
久
し
か
れ
と
や
教
へ
け
ん
あ
だ
に
は
散
ら
ぬ
な
で
し
こ
の
花
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
一
七
七
・
前
摂
政
家
民
部
卿
）
い
か
な
れ
ば
あ
だ
し
心
と
見
ゆ
る
花
を
身
に
か
ふ
ば
か
り
思
ひ
初
め
け
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
五
〇
一
・
土
御
門
院
小
宰
相
）
〔
類
歌
〕　
月
草
の
花
に
は
あ
ら
ぬ
山
桜
い
か
で
う
つ
ろ
ふ
色
に
咲
き
け
ん
（
延
文
百
首
・
春
・
花
・
二
四
一
七
・
有
光
）
〔
語
釈
〕　
○
月
草
―
露
草
の
古
名
。
（
花
）
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人
も
皆みな
さ
ら
ぬ
別わか
れ
の
あ
る
世よ
と
や
惜お
し
む
に
花
の
と
ま
ら
ざ
る
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
七
〔
通
釈
〕（
花
）
人
も
皆
避
け
ら
れ
な
い
別
れ
が
あ
る
世
の
中
だ
と
ば
か
り
、
惜
し
ん
で
も
桜
の
花
が
留
ま
ら
ず
に
散
り
去
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
代
も
と
嘆
く
人
の
子
の
た
め
（
古
今
集
・
雑
植
え
・
九
〇
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
八
四
段
・
一
五
四
・
子
）
年
を
経
て
花
に
心
を
く
だ
く
か
な
惜
し
む
に
と
ま
る
春
は
な
け
れ
ど
（
後
拾
遺
集
・
春
下
・
一
四
四
・
定
頼
）
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
定
頼
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
春
曙
306　
馴な
れ
な
ば
と
何なに
思おも
ひ
け
ん
年とし
経へ
て
も
同おな
じ
辛つら
さ
の
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　
春
曙
馴
れ
て
し
ま
え
ば
と
ど
う
し
て
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
年
月
が
経
っ
て
も
同
じ
辛
さ
で
あ
る
、
春
の
曙
よ
。
〔
参
考
〕　
見
渡
せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
何
思
ひ
け
む
（
新
古
今
集
・
春
上
・
三
六
・
後
鳥
羽
院
）
〔
類
歌
〕　
い
か
な
れ
ば
日
ご
と
に
か
は
る
心
に
も
同
じ
辛
さ
の
秋
の
夕
暮
（
閑
放
集
・
秋
・
秋
夕
・
五
七
）
と
ど
ま
ら
ぬ
い
く
度
秋
の
今
日
に
あ
ひ
て
同
じ
辛
さ
を
恨
み
来
ぬ
ら
ん
（
中
院
為
家
集
・〔
文
永
三
年
〕
十
二
月
十
一
日
、
続
百
首
・
九
月
尽
・
二
三
）
〔
影
響
〕　
馴
れ
な
ば
と
何
思
ひ
け
ん
柴
の
庵
に
寝
覚
め
ゆ
る
さ
ぬ
夜
半
の
松
風
（
白
河
殿
七
百
首
・
雑
・
山
家
夜
・
六
三
八
・
真
観
）
二
九
八
馴
れ
な
ば
と
何
思
ひ
け
ん
寂
し
さ
は
同
じ
み
山
の
松
の
夕
風
（
外
宮
北
御
門
歌
合
元
亨
元
年
・
山
家
松
・
一
一
六
・
延
誠
）
馴
れ
な
ば
と
何
思
ひ
け
ん
山
里
は
住
む
に
つ
け
て
ぞ
寂
し
か
り
け
る
（
新
千
載
集
・
雑
下
・
二
一
〇
七
・
実
泰
）
寂
し
さ
は
同
じ
み
山
の
松
風
を
聞
き
馴
れ
な
ば
と
何
思
ひ
け
む
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
九
二
一
・
藤
原
経
高
）
〔
語
釈
〕　
○
年
経
て
も
―
→
196
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
真
観
の
「
い
か
な
れ
ば
」
歌
は
、
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
、「
同
じ
辛
さ
の
秋
の
夕
暮
」
と
「
同
じ
辛
さ
の
春
の
曙
」
の
対
照
は
偶
然
で
は
な
く
、
相
互
の
影
響
関
係
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
馴
れ
な
ば
何
思
ひ
け
ん
」
を
用
い
た
歌
を
影
響
に
挙
げ
た
。
真
観
の
一
首
も
該
歌
よ
り
後
出
で
あ
る
。
真
観
が
弟
子
に
当
た
る
宗
尊
の
歌
に
倣
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
他
の
歌
は
、
必
ず
し
も
宗
尊
の
歌
の
直
接
の
影
響
下
に
あ
る
訳
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
類
型
の
始
発
に
宗
尊
が
位
置
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
春
曙
の
辛
苦
・
寂
寥
・
憂
鬱
を
詠
じ
る
の
は
、
宗
尊
の
特
徴
で
あ
り
、
中
世
和
歌
の
傾
向
で
あ
る
。
→
７
。
躑
躅
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春はる
深ふか
く
な
り
ぞ
し
に
け
る
竜たつ
田た
ち路
の
岡をか
辺へ
の
つ
つゝ
じ
花はな
や
咲さ
く
ら
し
〔
通
釈
〕　
躑
躅
春
が
深
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
。
竜
田
路
の
岡
辺
の
躑
躅
は
、
花
が
咲
い
て
い
る
ら
し
い
よ
。
〔
本
歌
〕　
…
冬
こ
な
り　
春
去
り
行
け
ば　
飛
ぶ
鳥
の　
早
み
来
た
り
て　
竜
田
路
の　
岡
辺
の
道
に　
丹
つ
つ
じ
の　
に
ほ
は
む
時
の　
桜
花　
咲
き
な
む
時
に　
山
た
づ
の　
迎
へ
ま
ゐ
で
む　
君
が
来
ま
さ
ば
（
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
九
七
一
・
高
橋
虫
麿
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
二
九
九
夏
深
く
な
り
ぞ
し
に
け
る
大
荒
木
の
杜
の
下
草
な
べ
て
人
刈
る
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
二
八
・
兼
盛
）
〔
参
考
〕　
今
日
よ
り
は
雲
こ
そ
に
ほ
へ
吉
野
山
高
嶺
の
桜
花
や
咲
く
ら
し
（
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
山
花
・
三
六
・
為
教
）
〔
語
釈
〕　
○
竜
田
路
―
「
竜
田
道
」
と
も
書
く
。
大
和
国
平
群
郡
立
野
（
現
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
）
の
竜
田
本
宮
付
近
か
ら
、
生
駒
山
脈
南
端
の
竜
田
山
南
麓
を
経
て
大
和
川
の
北
岸
か
ら
竜
田
越
に
連
続
し
河
内
国
（
現
大
阪
府
柏
原
市
）
へ
出
る
道
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
「
岡
辺
の
つ
つ
じ
」
を
こ
の
歌
よ
り
前
に
、「
明
日
か
ら
は
行
き
来
の
人
や
か
ざ
す
ら
ん
岡
辺
の
つ
つ
じ
今
盛
り
な
り
」
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
六
六
）
と
詠
む
。
こ
の
句
は
宗
尊
の
創
出
か
。
藤
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咲さ
き
か
かゝ
る
松まつ
の
常とき
は磐
に
倣なら
へ
か
し
盛さか
り
程ほと
な
き
春はる
の
藤ふち
な
み波
〔
通
釈
〕　
藤
お
前
が
咲
き
か
か
る
松
の
常
緑
に
ま
ね
従
え
よ
。
花
の
盛
り
が
間
も
な
い
春
の
藤
波
よ
。
〔
参
考
〕　
常
磐
な
る
松
の
名
立
て
に
あ
や
な
く
も
か
か
れ
る
藤
の
咲
き
て
散
る
か
な
（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
藤
・
一
三
六
・
貫
之
）
色
か
へ
ぬ
松
に
よ
そ
へ
て
あ
づ
ま
ぢ
の
常
磐
の
橋
に
か
か
る
藤
波
（
金
葉
集
・
春
・
八
一
・
大
夫
典
侍
）
松
が
枝
に
か
か
る
と
な
ら
ば
藤
の
花
同
じ
常
磐
に
久
し
か
ら
な
ん
（
教
長
集
・
春
・
讃
岐
院
位
の
御
時
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
、
藤
花
を
よ
め
る
・
一
七
一
）
つ
れ
も
な
き
人
の
夜
離
れ
に
倣
へ
か
し
花
に
待
た
る
る
春
の
山
風
（
雲
葉
集
・
春
中
・
一
〇
四
・
慈
円
。
御
裳
濯
集
・
春
中
・
一
二
二
。
拾
玉
集
・
四
季
題
百
首
・
風
・
二
一
三
〇
。
同
・
四
八
四
三
。
同
・
五
〇
五
七
）
三
〇
〇
〔
影
響
〕　
せ
め
て
な
ど
春
と
と
も
に
も
咲
き
散
ら
で
盛
り
程
な
き
花
と
な
り
け
む
（
続
門
葉
集
・
春
下
・
一
一
七
・
道
性
）
あ
だ
し
世
の
我
が
身
の
果
て
の
悲
し
さ
よ
盛
り
程
な
き
花
を
見
る
に
も
（
伏
見
院
御
集
・
花
・
三
三
一
）
〔
語
釈
〕　
○
藤
波
―
藤
の
花
。
花
が
連
な
っ
て
咲
く
藤
の
さ
ま
を
波
に
見
立
て
て
言
う
。
〔
補
説
〕　
「
夏
に
こ
そ
咲
き
か
か
り
け
れ
藤
の
花
松
に
と
の
み
も
思
ひ
け
る
か
な
」（
拾
遺
集
・
夏
・
八
三
・
源
重
之
）
に
代
表
さ
れ
る
「
松
」
に
「
咲
き
か
か
」
る
「
藤
」
と
い
う
通
念
を
前
提
と
す
る
。
「
盛
り
程
な
き
」
を
用
い
た
影
響
の
両
首
の
作
者
は
、
前
者
が
亀
山
院
の
子
（
即
ち
宗
尊
の
甥
）
道
性
、
後
者
が
宗
尊
の
歌
を
見
習
っ
て
い
た
と
思
し
い
伏
見
院
で
あ
り
、
早
い
例
の
な
い
宗
尊
の
用
詞
を
摂
取
し
た
と
見
た
。
暮
春
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と
どゝ
め
え
ぬ
辛つら
さ
を
花
に
恨うら
み
て
も
ま
た
思おも
ひ
添そ
ふ
春はる
の
暮くれ
か
な
〔
通
釈
〕　
暮
春
留
め
ら
れ
な
い
辛
さ
を
桜
の
花
に
恨
ん
で
も
、
ま
た
慕
う
思
い
が
増
す
春
の
暮
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
今
よ
り
は
花
の
た
よ
り
に
人
待
た
じ
散
れ
ば
別
る
る
思
ひ
添
ひ
け
り
（
万
代
集
・
春
下･
依
花
待
人
と
い
ふ
こ
と
を
・
三
九
八
・
殷
富
門
院
大
輔
。
玄
玉
集
・
早
樹
上
・
五
五
〇
）
あ
だ
な
ら
ば
咲
か
ず
も
あ
ら
な
ん
桜
花
惜
し
む
も
人
の
思
ひ
添
ふ
世
に
（
現
存
六
帖
・
さ
く
ら
・
五
九
二
・
家
良
）
〔
類
歌
〕　
帰
る
て
ふ
辛
さ
を
花
に
か
こ
ち
て
も
た
が
名
は
た
た
じ
春
の
雁
が
ね
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
春
六
・
一
〇
六
・
二
条
教
頼
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
〇
一
更
衣
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花
染そ
め
の
袖
さ
へ
今け
ふ日
は
裁た
ち
替か
へ
て
さ
ら
に
恋
し
き
山やま
桜さくら
か
な
〔
通
釈
〕　
更
衣
は
か
な
く
散
っ
た
桜
の
よ
う
な
、
移
ろ
い
や
す
い
色
の
花
染
め
の
春
着
の
袖
ま
で
、
夏
が
立
っ
た
今
日
は
夏
着
に
裁
ち
替
え
て
、
し
か
し
な
お
さ
ら
に
山
桜
が
恋
し
い
よ
。
〔
参
考
〕　
折
節
も
う
つ
れ
ば
か
へ
つ
世
の
中
の
人
の
心
の
花
染
め
の
袖
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
七
九
・
俊
成
）
〔
類
歌
〕　
夏
衣
た
ち
か
へ
て
し
も
忘
れ
ぬ
は
別
れ
し
春
の
花
染
め
の
袖
（
新
拾
遺
集
・
夏
・
一
九
六
・
進
子
内
親
王
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
の
中
に
、
更
衣
・
九
六
。
続
古
今
集
・
夏
・
首
夏
の
心
を
・
一
八
四
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
首
夏
・
続
古
・
一
六
三
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
花
染
め
―
元
来
露
草
の
花
で
縹
色
に
染
め
る
こ
と
、
そ
の
染
め
物
を
言
い
、
変
色
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
移
ろ
い
や
す
さ
の
喩
え
と
も
な
る
。「
世
の
中
の
人
の
心
は
花
染
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
五
・
読
人
不
知
）
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
の
歌
を
踏
ま
え
た
参
考
の
新
古
今
歌
辺
り
か
ら
は
、
桜
の
花
の
色
に
染
め
る
こ
と
、
そ
の
染
め
物
の
意
も
派
生
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
ま
た
、
移
ろ
い
や
す
さ
の
比
喩
の
属
性
は
引
き
継
が
れ
て
い
よ
う
。
○
今
日
は
―
立
夏
の
今
日
は
と
い
う
こ
と
。
○
裁
ち
替
へ
て
―
布
を
裁
っ
て
衣
服
を
作
り
替
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
衣
服
に
着
替
え
る
こ
と
の
意
。
歌
題
の
「
更
衣
」
か
ら
「
今
日
」
は
立
夏
で
、「
裁
ち
」
に
夏
が
「
立
ち
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
下
句
に
は
、「
咲
け
ば
散
る
咲
か
ね
ば
恋
し
山
桜
思
ひ
絶
え
せ
ぬ
花
の
上
か
な
」（
拾
遺
集
・
春
・
三
六
・
中
務
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
。
三
〇
二
葵
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東あつま
に
は
挿かさ
し頭
も
馴な
れ
ず
葵あふひ
草
心
に
の
み
や
か
け
て
頼たの
ま
ん
〔
通
釈
〕　
葵
こ
こ
東
国
で
は
、（
賀
茂
祭
も
な
い
の
で
）
葵
草
の
挿
頭
も
落
ち
着
い
て
身
に
そ
ぐ
う
こ
と
も
な
く
て
、
せ
め
て
、「
葵
」
草
を
身
に
掛
け
る
な
ら
ず
、（
再
び
京
の
賀
茂
祭
に
）「
逢
ふ
日
」
を
心
の
中
だ
け
に
掛
け
て
頼
む
と
し
よ
う
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
葵
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
・
一
〇
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
東
に
は
挿
頭
も
馴
れ
ず
―
特
異
な
表
現
。
葵
（
日
影
草
）
を
衣
冠
な
ど
に
挿
頭
す
、
四
月
中
の
酉
日
の
賀
茂
祭
即
ち
葵
祭
を
意
識
し
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
ず
葵
を
当
た
り
前
に
挿
頭
す
こ
と
の
な
い
東
国
を
嘆
じ
る
か
。「
挿
頭
」
を
名
詞
と
見
た
が
、「
挿
頭
し
も
馴
れ
ず
」
と
、
動
詞
と
見
て
も
通
意
か
。「
年
を
経
て
挿
頭
し
馴
れ
に
し
桜
花
同
じ
庭
に
て
よ
そ
に
見
る
か
な
」（
隆
信
集
・
雑
一
・
七
六
七
）。
○
葵
―
「
か
け
て
」「
頼
ま
む
」
の
縁
で
「
逢
ふ
日
」
が
掛
か
る
。
こ
の
「
逢
ふ
日
」
は
、「
東
」
に
は
な
い
賀
茂
祭
あ
る
い
は
そ
れ
が
行
わ
れ
る
京
都
と
そ
の
人
々
に
、
再
び
巡
り
逢
う
日
を
言
う
か
。
○
か
け
て
―
少
し
で
も
の
意
、
あ
る
い
は
心
に
つ
ね
に
思
っ
て
願
い
を
託
す
る
意
に
、「
葵
草
」
の
縁
で
、
引
っ
掛
け
る
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
「
葵
」
を
こ
の
よ
う
に
詠
む
の
は
珍
し
い
。
形
の
上
で
は
東
国
の
主
で
あ
る
宗
尊
の
満
た
さ
れ
な
い
心
裏
の
表
出
で
あ
ろ
う
。
夏
の
述
懐
と
言
え
る
、
宗
尊
の
境
遇
が
詠
ま
せ
た
一
首
で
あ
る
。『
正
徹
物
語
』
の
「
宗
尊
親
王
は
四
季
の
歌
に
も
、
良
も
す
れ
ば
述
懐
を
詠
み
給
ひ
し
を
難
に
申
し
け
る
也
。
物
哀
れ
の
体
は
歌
人
の
必
定
す
る
所
也
。
此
の
体
は
好
み
て
詠
ま
ば
、
さ
こ
そ
あ
ら
ん
ず
れ
ど
も
、
生
得
の
口
つ
き
に
て
あ
る
也
」
と
い
う
評
は
、
こ
の
よ
う
な
歌
々
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
〇
三
郭
公
312　
い
つ
と
て
か
安やす
く
は
聞き
きゝ
し
郭
公
今こと
し年
も
懲こ
り
ず
何なに
待ま
た
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
郭
公
い
っ
た
い
い
つ
と
い
っ
て
心
安
ら
か
に
聞
い
た
か
、
時
鳥
を
。（
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
）
今
年
も
懲
り
ず
に
ど
う
し
て
時
鳥
が
自
然
と
待
た
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
郭
公
一
声
鳴
き
て
い
ぬ
る
夜
は
い
か
で
か
人
の
い
を
や
す
く
寝
る
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
九
五
・
家
持
）
鳴
か
ぬ
夜
も
鳴
く
夜
も
さ
ら
に
時
鳥
待
つ
と
て
安
く
い
や
は
寝
ら
る
る
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
一
九
三
・
赤
染
衛
門
）
桜
花
散
る
を
ば
見
じ
と
思
ひ
し
に
今
年
も
懲
り
ず
惜
し
み
つ
る
か
な
（
教
長
集
・
春
・
毎
年
見
花
・
一
二
二
）
桜
花
や
が
て
か
へ
さ
ぬ
春
風
に
今
年
も
懲
り
ず
さ
そ
は
れ
ん
と
や
（
別
雷
社
歌
合
・
花
・
一
〇
三
・
定
宗
）
〔
語
釈
〕　
○
安
く
は
聞
き
し
―
「
時
鳥
」
に
つ
い
て
「
安
く
」「
聞
」
く
と
す
る
例
は
多
く
は
な
い
。
先
行
例
に
「
村
雨
の
雲
間
の
月
に
寝
覚
め
し
て
安
く
聞
き
つ
る
時
鳥
か
な
」（
寂
身
集
・
詠
四
十
八
首
和
歌
宝
治
二
年
七
月
日
或
所
勧
進
・
郭
公
・
五
七
〇
）
が
あ
る
。
後
代
の
契
沖
に
「
う
き
世
に
は
似
ぬ
も
の
か
ら
に
山
里
も
安
く
は
聞
か
ぬ
郭
公
か
な
」（
漫
吟
集
・
夏
上･
山
家
郭
公
・
八
二
五
）
が
あ
る
。（
郭
公
）
313　
待ま
た
れ
つ
る
初はつ
音ね
鳴な
く
な
り
郭
公
雲くも
間ま
の
月
の
有あり
あ
け明
の
空そら
三
〇
四
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
つ
い
待
た
れ
た
初
音
を
鳴
く
の
が
聞
こ
え
る
。
時
鳥
よ
。
雲
間
に
有
明
の
月
が
の
ぞ
く
空
に
。
〔
参
考
〕　
我
が
心
い
か
に
せ
よ
と
て
郭
公
雲
間
の
月
の
影
に
鳴
く
ら
む
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
一
〇
・
俊
成
）
あ
は
れ
い
か
が
折
し
も
来
つ
る
時
鳥
雲
間
の
月
の
有
明
の
空
（
仙
洞
影
供
歌
合
建
仁
二
年
五
月
・
暁
聞
郭
公
・
二
一
・
俊
成
）
郭
公
名
残
も
知
ら
ぬ
一
声
に
雲
間
の
月
は
有
明
の
空
（
正
治
後
度
百
首
・
郭
公
・
三
一
九
・
具
親
）
〔
類
歌
〕　
忍
ぶ
べ
き
初
音
な
り
と
も
郭
公
雲
間
の
月
に
物
忘
れ
せ
よ
（
新
葉
集
・
夏
・
一
七
七
・
師
兼
。
宗
良
親
王
千
首
・
一
〇
一
八
・
師
兼
）
五
月
雨
の
雲
間
の
月
の
ほ
の
か
に
も
山
時
鳥
初
音
鳴
く
な
り
（
菊
葉
集
・
雨
中
郭
公
・
三
二
九
・
重
有
）
昌
蒲
314　
今け
ふ日
は
ま
た
涙なみた
の
ほ
か
に
菖あや
め蒲
草くさ
長なか
き
根ね
を
さ
へ
袖そて
に
か
け
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　
菖
蒲
五
月
五
日
の
今
日
は
ま
た
、
長
い
泣
き
声
の
涙
の
他
に
、
菖
蒲
草
の
長
い
根
ま
で
を
加
え
て
、
そ
れ
ら
を
一
緒
に
袖
に
掛
け
続
け
て
い
て
。
〔
参
考
〕　
菖
蒲
草
袖
に
か
け
て
も
思
ひ
き
や
長
き
ね
に
の
み
朽
ち
果
て
ん
と
は
（
土
御
門
院
御
集
・
夏
五
首
・
二
八
五
）
〔
語
釈
〕　
○
昌
蒲
―
「
菖
蒲
」
に
同
じ
。
○
今
日
―
五
月
五
日
の
端
午
の
拙
句
の
今
日
。
○
長
き
根
―
「
涙
」
の
縁
で
「
長
き
音
」
が
掛
か
る
。
○
か
け
つ
つ
―
「
涙
」
と
「
長
き
根
」
の
両
方
に
つ
い
て
言
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
〇
五
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
似
た
よ
う
な
詞
遣
い
で
、「
い
つ
ま
で
か
菖
蒲
ば
か
り
の
長
き
根
を
涙
も
知
ら
ぬ
袖
に
か
け
け
む
」（
新
後
撰
集
・
雑
上
・
菖
蒲
を
・
一
二
八
〇
）
と
も
詠
む
。
こ
れ
ら
は
共
に
題
は
「
菖
蒲
」
だ
が
、
そ
の
本
意
か
ら
は
ず
れ
て
述
懐
性
が
強
い
。
五
月
雨
315　
憂う
き
度たひ
に
な
が
め
馴な
れ
ぬ
る
大おほ
そ
ら空
の
晴は
れ
ず
も
の
思おも
ふ
五さ
み
た
れ
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕　
五
月
雨
憂
く
辛
い
度
に
じ
っ
と
眺
め
る
の
に
馴
れ
て
し
ま
っ
た
大
空
、
そ
の
大
空
が
晴
れ
ず
、
そ
し
て
心
晴
れ
る
こ
と
な
く
思
い
悩
む
五
月
雨
の
頃
よ
。
〔
本
歌
〕　
大
空
は
恋
し
き
人
の
形
見
か
は
物
思
ふ
ご
と
に
な
が
め
ら
る
ら
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
四
三
・
酒
井
人
真
）
〔
参
考
〕　
年
経
れ
ど
心
の
春
は
よ
そ
な
が
ら
な
が
め
馴
れ
ぬ
る
曙
の
空
（
拾
遺
愚
草
・
閑
居
百
首
・
春
・
三
〇
九
）
か
き
暗
し
雲
間
も
見
え
ぬ
五
月
雨
は
晴
れ
ず
も
の
思
ふ
我
が
身
な
り
け
り
（
長
能
集
・
雨
の
い
み
じ
う
ふ
る
夜
、
女
の
も
と
に
・
五
三
）
時
鳥
鳴
く
や
五
月
の
五
月
雨
の
晴
れ
ず
物
思
ふ
頃
に
も
あ
る
か
な
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
恋
・
寄
雨
恋
・
三
九
八
）
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
度
に
―
348
に
も
用
い
る
。
○
な
が
め
馴
れ
ぬ
る
―
32
に
も
用
い
る
。
○
大
空
の
晴
れ
ず
も
の
思
ふ
―
「
大
空
の
晴
れ
ず
」（
大
空
が
晴
れ
ず
）
か
ら
「
晴
れ
ず
」
を
重
ね
て
「
晴
れ
ず
も
の
思
ふ
」（
心
が
晴
れ
晴
れ
と
せ
ず
に
思
い
悩
む
）
へ
鎖
る
。
三
〇
六
橘
316　
何なに
事
も
昔むかし
に
変か
は
る
世
の
中
を
思おも
ひ
も
知し
ら
ず
匂にほ
ふ
橘たち花
〔
通
釈
〕　
橘
何
事
も
昔
と
は
変
わ
る
世
の
中
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
思
う
私
の
悲
哀
も
知
ら
ず
に
、（
昔
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
）
匂
う
橘
よ
。
〔
参
考
〕　
何
事
も
変
は
り
行
く
め
る
世
の
中
に
昔
な
が
ら
の
橋
柱
か
な
（
千
載
集
・
雑
上
・
一
〇
三
一
・
道
命
。
続
詞
花
集
・
雑
上
・
七
五
九
）
人
ご
と
に
恋
ふ
る
昔
は
変
は
れ
ど
も
匂
ひ
は
同
じ
軒
の
橘
（
明
日
香
井
集
・
詠
千
日
影
供
百
首
和
歌
・
夏
・
三
九
五
）
長
ら
へ
て
ま
た
や
は
見
む
と
待
つ
宵
を
思
ひ
も
知
ら
ず
更
く
る
月
か
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
六
七
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
世
の
中
を
―
「
を
」
は
、
逆
接
の
確
定
条
件
の
意
味
の
接
続
助
詞
。
○
思
ひ
―
感
傷
や
悲
哀
の
思
い
。
〔
補
説
〕　
「
さ
つ
き
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」（
古
今
集
・
夏
・
一
三
九
・
読
人
不
知
）
に
代
表
さ
れ
る
、
橘
の
香
り
は
昔
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
通
念
を
踏
ま
え
る
。
照
射
317　
鹿しか
の
立た
つ
狭さ
山やま
の
照とも
し射
ほ
の
か
に
て
明あ
け
方かた
白しら
む
短みしか
夜
の
空そら
〔
通
釈
〕　
照
射
鹿
の
立
つ
狭
山
の
照
射
は
（
火
の
勢
い
が
衰
え
て
白
み
）
仄
か
で
、
夜
明
け
方
に
な
り
白
む
短
夜
の
空
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
〇
七
〔
参
考
〕　
妻
恋
ふ
る
鹿
の
立
ち
ど
を
尋
ぬ
れ
ば
狭
山
が
裾
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
四
一
・
匡
房
）
五
月
闇
狭
山
の
峰
に
と
も
す
火
は
雲
の
絶
え
間
の
星
か
と
ぞ
見
る
（
千
載
集
・
夏
・
一
九
五
・
顕
季
。
堀
河
百
首
・
夏
・
照
射
・
四
二
一
）
い
か
に
せ
む
寝
ぬ
に
明
け
行
く
こ
と
わ
り
を
さ
ぞ
と
思
へ
ど
短
夜
の
空
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
夏
・
一
一
五
・
北
条
時
忠
〔
宣
時
〕）
〔
語
釈
〕　
○
照
射
―
鹿
猟
の
一
方
法
。
闇
夜
に
松
脂
な
ど
を
小
さ
な
か
が
り
に
燃
や
し
、
拠
っ
て
き
た
鹿
の
目
に
火
影
が
反
射
し
て
光
の
を
的
に
し
て
射
る
。
ま
た
、
そ
の
か
が
り
火
を
言
う
。
○
狭
山
―
「
深
山
」
と
対
照
的
な
山
を
言
う
。「
端
山
」
に
近
い
。
ま
た
、
武
蔵
野
国
の
歌
枕
と
も
。
多
摩
郡
と
入
間
郡
と
の
境
（
現
東
京
都
東
大
和
市
）
の
丘
陵
地
帯
と
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
後
者
か
。
○
短
夜
の
空
―
先
行
例
は
家
隆
の
「
草
枕
茂
み
に
結
ぶ
ひ
め
ゆ
り
の
契
り
も
惜
し
き
短
夜
の
空
」（
玉
吟
集
・
大
僧
正
四
季
百
首
・
旅
・
八
七
九
）。
宗
尊
将
軍
家
の
当
座
続
歌
で
詠
ま
れ
た
藤
原
顕
氏
の
「
う
き
も
寝
ぬ
宿
の
蚊
遣
り
火
消
え
ぬ
間
に
早
く
明
け
ぬ
る
短
夜
の
空
」（
顕
氏
集
・
同
〔
将
軍
家
〕
当
座
続
歌
・
蚊
遣
火
・
二
五
）
と
該
歌
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
参
考
の
北
条
宣
時
の
歌
と
併
せ
る
と
、
弘
長
頃
の
鎌
倉
に
少
し
く
流
行
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
○
白
む
―
夜
明
け
の
空
が
ほ
の
明
る
く
な
る
意
。「
照
射
」
の
縁
で
、
そ
の
火
勢
が
衰
え
る
意
が
掛
か
る
。
蛍
318　
こ
と
に
出い
で
てゝ
言い
は
ね
ば
知し
ら
ず
何なに
ゆ
ゑへ
に
燃も
ゆ
る
蛍ほたる
の
思おも
ひ
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
蛍
三
〇
八
言
葉
に
出
し
て
言
わ
な
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
。
ど
う
し
て
、
燃
え
る
蛍
の
「
火
」
が
「
思
ひ
」
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
こ
と
に
出
で
て
言
は
ぬ
ば
か
り
ぞ
水
無
瀬
川
下
に
通
ひ
て
恋
し
き
も
の
を
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
〇
七
・
友
則
）
音
も
せ
で
思
ひ
に
燃
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
く
虫
よ
り
も
あ
は
れ
な
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
六
・
源
重
之
）
〔
参
考
〕　
思
ひ
あ
れ
ば
袖
に
蛍
を
つ
つ
み
て
も
言
は
ば
や
も
の
を
問
ふ
人
は
な
し
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
三
二
・
寂
蓮
）
何
ゆ
ゑ
の
思
ひ
な
る
ら
ん
埋
み
火
の
休
む
間
も
な
く
下
焦
が
れ
す
る
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
二
〇
三
四
・
良
平
）
難
波
江
の
葦
間
の
蛍
燃
え
て
の
み
こ
や
あ
ら
は
な
る
思
ひ
な
る
ら
ん
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
夏
・
江
蛍
・
四
〇
九
・
行
能
）
な
に
な
げ
く
思
ひ
な
る
ら
し
夜
も
す
が
ら
身
に
余
る
ま
で
燃
ゆ
る
蛍
は
（
秋
風
抄
・
夏
・
四
五
・
為
氏
。
現
存
六
帖
・
ほ
た
る
・
三
六
七
。
秋
風
集
・
夏
下
・
二
一
二
）
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
―
「
蛍
」
の
縁
で
「
ひ
」
に
「
火
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
恋
の
「
思
ひ
」
に
「
燃
」
え
る
こ
と
の
比
喩
と
し
て
の
「
蛍
」
の
本
意
に
疑
義
を
唱
え
る
よ
う
な
一
首
で
、
こ
れ
も
宗
尊
の
詠
み
ぶ
り
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
納
涼
319　
涼すゝ
し
さ
は
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
秋
も
あ
ら
じ
滝たき
あ
る
山
の
松まつ
の
下した
風
〔
通
釈
〕　
納
涼
（
夏
の
こ
の
）
涼
し
さ
は
、
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
秋
と
て
も
あ
る
ま
い
。
滝
が
流
れ
下
る
山
の
、
松
の
下
に
吹
く
風
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
〇
九
〔
参
考
〕　
問
へ
か
し
な
庭
の
秋
萩
露
け
さ
の
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
宿
は
あ
ら
じ
な
（
宝
治
百
首
・
秋
・
萩
露
・
一
三
五
二
・
鷹
司
院
按
察
。
万
代
集
・
秋
上
・
八
四
三
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
二
九
）
石
走
る
滝
あ
る
山
の
岩
つ
つ
じ
い
は
ぬ
涙
や
袖
ぞ
か
く
ら
む
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
滝
恋
・
二
六
四
八
・
忠
信
）
冬
寒
み
滝雪イ
あ
る
山
の
木
枯
ら
し
に
氷
る
も
月
の
光
な
り
け
り
（
弘
長
百
首
・
冬
・
冬
月
・
三
七
九
・
実
氏
）
夏
衣
ゆ
く
手
も
涼
し
あ
づ
さ
ゆ
み
磯
辺
の
山
の
松
の
下
風
（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
八
九
・
家
隆
）
〔
類
歌
〕　
松
深
く
滝
あ
る
山
の
下
庵
や
夏
に
知
ら
れ
ぬ
住
家
な
る
ら
ん
（
雪
玉
集
・
詠
百
首
和
歌　
文
明
六
秋
・
納
涼
・
六
六
〇
五
）
〔
語
釈
〕　
○
滝
あ
る
山
―
滝
が
流
れ
落
ち
る
山
。
こ
の
詞
は
古
く
な
い
。「
石
走
る
滝
な
く
も
が
な
桜
花
手
折
り
て
も
来
む
見
ぬ
人
の
た
め
」（
古
今
集
・
春
上
・
五
四
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
と
す
る
、
定
家
の
「
石
走
る
滝
あ
る
花
の
契
り
に
て
さ
そ
は
ば
辛
し
春
の
山
風
」
（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
恋
・
一
三
八
一
）
が
類
辞
の
早
い
例
。
参
考
の
忠
信
詠
は
、
こ
れ
に
倣
っ
た
と
思
し
い
。
○
松
の
下
風
―
新
古
今
歌
人
達
に
盛
行
し
た
句
だ
が
、
勅
撰
集
の
初
出
は
参
考
の
『
新
勅
撰
集
』
の
家
隆
詠
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
三
条
西
実
隆
の
歌
は
、
該
歌
の
詞
と
心
に
重
な
る
。
影
響
関
係
に
あ
る
か
否
か
は
さ
ら
に
追
究
さ
れ
て
よ
い
。
七
夕
320　
待ま
ち
侘わ
び
し
時
は
来き
ぬ
と
や
天あま
の
川かは
去こ
そ年
の
渡わた
り
に
御み
舟ふね
寄よ
す
ら
む
〔
通
釈
〕　
七
夕
（
一
年
の
間
）
待
ち
か
ね
た
（
織
女
と
の
逢
瀬
の
）
時
は
来
た
と
、
天
の
川
の
去
年
と
同
じ
渡
し
に
（
彦
星
が
）
舟
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
一
〇
〔
参
考
〕　
天
の
川
水
陰
草
の
秋
風
に
靡
く
を
見
れ
ば
時
は
来
ぬ
ら
し
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
七
夕
・
二
〇
一
三
・
人
麿
歌
集
。
五
代
集
歌
枕
・
あ
ま
の
が
は
・
一
二
八
九
・
作
者
不
記
）
天
の
川
う
つ
ろ
ふ
か
た
も
知
ら
ね
ど
も
去
年
の
渡
り
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
六
年
九
月
二
日
〕
比
、
様
様
題
に
て
人
人
歌
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
次
に
七
夕
を
、
当
座
・
一
〇
七
九
）
天
の
原
は
る
か
に
待
ち
し
た
な
ば
た
の
逢
ふ
瀬
に
今
宵
み
舟
寄
す
る
ら
し
（
前
権
典
厩
集
・
秋
・
七
夕
・
三
七
）
〔
語
釈
〕　
○
時
は
来
ぬ
と
や
―
宗
尊
は
後
に
「
衣
干
す
時
は
来
ぬ
と
や
白
雲
の
そ
れ
か
と
か
か
る
天
の
香
具
山
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
百
首
〕・
合
夏
・
八
五
〇
）
と
詠
む
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
近
代
歌
両
首
に
倣
っ
た
よ
う
な
詠
作
。
前
者
の
順
徳
院
の
一
首
は
宗
尊
も
目
に
す
る
機
会
は
あ
っ
た
と
想
像
す
る
が
、
後
者
即
ち
藤
原
長
綱
の
青
年
期
の
詠
草
と
い
う
家
集
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
か
否
か
は
全
く
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
荻
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さ
ら
で
だ
に
涙なみた
こ
ぼ
る
るゝ
秋あき
か
せ風
を
荻おき
の
上うは
葉ゝ
の
音おと
に
聞き
く
か
な
〔
通
釈
〕　
荻
そ
う
で
な
く
て
さ
え
涙
が
こ
ぼ
れ
る
秋
風
を
、
い
っ
そ
う
涙
が
こ
ぼ
れ
る
悲
し
い
荻
の
上
葉
の
音
と
し
て
聞
く
こ
と
だ
よ
。
〔
参
考
〕　
さ
ら
で
だ
に
あ
や
し
き
ほ
ど
の
夕
暮
に
荻
吹
く
風
の
音
ぞ
聞
こ
ゆ
る
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
一
九
・
斎
宮
女
御
）
秋
風
の
や
や
は
だ
寒
く
吹
く
な
へ
に
荻
の
上
葉
の
音
ぞ
か
な
し
き
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
五
五
・
基
俊
。
堀
河
百
首
・
秋
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
一
萩
・
六
八
三
）
さ
な
ら
で
も
涙
落
つ
や
と
秋
の
風
荻
の
上
葉
を
よ
き
て
吹
か
な
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
荻
風
・
一
二
八
九
・
実
雄
）
聞
け
ば
ま
づ
涙
こ
ぼ
る
る
秋
風
や
初
雁
が
音
の
し
る
べ
な
る
ら
ん
（
弘
長
百
首
・
秋
・
初
雁
・
二
七
七
・
為
家
）
〔
影
響
〕　
荻
の
音
に
宵
の
う
た
た
寝
夢
覚
め
て
涙
こ
ぼ
る
る
袖
の
秋
風
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
秋
・
秋
風
・
四
四
九
）
さ
ら
で
だ
に
涙
こ
ぼ
る
る
夕
暮
に
音
な
打
ち
添
へ
そ
入
相
の
鐘
（
一
宮
百
首
〔
尊
良
親
王
〕・
雑
・
夕
・
八
三
。
新
葉
集
・
雑
中
・
一
一
四
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
御
歌
の
中
に
・
一
五
七
。
〔
語
釈
〕　
○
涙
こ
ぼ
る
る
―
鎌
倉
中
後
期
に
散
見
す
る
句
。『
新
撰
六
帖
』
の
家
良
詠
「
秋
さ
れ
ば
野
に
鳴
く
雉
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と
涙
こ
ぼ
る
る
夕
ま
ぐ
れ
か
な
」（
第
二
・
き
じ
・
七
一
六
）
が
早
い
例
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
為
家
の
『
弘
長
百
首
』
は
、『
為
家
卿
集
』
の
配
列
か
ら
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
四
月
以
降
翌
二
年
夏
の
間
（
新
編
国
歌
大
観
佐
藤
恒
雄
解
題
）
の
詠
作
と
見
ら
れ
る
の
で
、
宗
尊
が
同
歌
に
拠
っ
た
と
す
れ
ば
、
京
都
の
百
首
歌
を
か
な
り
早
く
手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
影
響
歌
の
作
者
尊
良
親
王
は
、
後
醍
醐
天
皇
皇
子
で
、
母
は
為
世
女
為
子
。
中
務
卿
。
延
元
二
年
・
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
三
月
六
日
に
越
前
金
崎
落
城
に
よ
り
二
十
七
歳
で
自
害
。
48
も
宗
尊
か
ら
尊
良
へ
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
一
首
で
あ
る
。
同
母
弟
の
宗
良
親
王
に
は
、
明
ら
か
に
宗
尊
詠
の
摂
取
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
併
せ
て
尊
良
の
宗
尊
詠
摂
取
の
様
相
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
東
撰
六
帖
抜
粋
本
』
に
「
三
品
」
即
ち
宗
尊
親
王
の
作
と
し
て
「
音
に
聞
く
荻
の
上
葉
の
風
よ
り
や
目
に
見
ぬ
秋
を
知
り
は
じ
め
け
ん
」（
秋
・
荻
・
二
一
七
）
と
い
う
類
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
380
と
同
工
異
曲
。
三
一
二
女
郎
花
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尾お
花はな
と
も
萩はき
と
も
言い
は
じ
女おみ
な
へ
し
郎
花
な
れ
を
ぞ
秋あき
の
あ
は
れ
と
は
見み
る
〔
通
釈
〕　
女
郎
花
尾
花
と
も
萩
と
も
言
う
ま
い
。
女
郎
花
、
お
前
を
こ
そ
秋
の
風
情
と
は
見
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
萩
の
花
尾
花
葛
花
瞿
麦
の
花
女
郎
花
ま
た
藤
袴
朝
顔
の
花
（
万
葉
集
・
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
三
八
・
憶
良
）
名
に
し
負
は
ば
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
女
郎
花
誰
を
憂
し
と
は
ま
だ
き
う
つ
ろ
ふ
（
万
代
集
・
秋
上
・
亭
子
院
女
郎
花
合
後
宴
歌
・
八
六
八
・
平
希
世
。
亭
子
院
女
郎
花
合
・
こ
れ
は
そ
の
日
、
皆
人
々
に
よ
ま
せ
給
ふ
・
初
句
「
名
に
し
負
へ
ば
」
四
句
「
誰
を
憂
し
と
か
」）
我
は
な
ほ
女
郎
花
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
尾
上
の
萩
は
よ
そ
に
て
も
見
ん
（
和
歌
一
字
抄
・
不
一
・
秋
花
不
一
・
一
〇
一
七
・
範
永
）
大
方
の
秋
を
ば
言
は
ず
も
の
ご
と
に
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
を
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
九
二
九
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
秋
・
七
八
一
）
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
後
に
「
憂
し
と
聞
く
秋
も
経
ぬ
れ
ど
な
れ
を
し
ぞ
哀
れ
と
は
思
ふ
荻
の
上
風
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
五
月
百
首
歌
・
秋
・
七
一
五
）
と
い
う
、
下
句
が
類
似
し
た
一
首
を
詠
む
。
薄
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堪た
へ
て
や
は
忍しの
び
も
果は
て
ん
花はな
薄すゝき
穂ほ
に
出い
づ
る
頃ころ
の
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
三
〔
通
釈
〕　
薄
堪
え
て
忍
び
切
り
も
し
よ
う
か
、
い
や
で
き
な
い
。
薄
が
花
穂
に
出
る
頃
の
秋
の
夕
暮
よ
（
そ
の
寂
し
さ
よ
）。
〔
参
考
〕　
堪
へ
て
や
は
思
ひ
あ
り
と
も
い
か
が
せ
む
葎
の
宿
の
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
四
・
雅
経
）
い
か
に
し
て
忍
び
も
果
て
ん
夜
と
と
も
に
床
に
波
越
す
袖
の
う
ら
風
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
四
七
七
・
家
隆
。
壬
二
集
・
院
百
首
・
恋
・
四
七
四
、
四
句
「
と
は
に
波
越
す
」）
小
倉
山
麓
の
野
辺
の
花
薄
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
四
七
・
読
人
不
知
）
我
の
み
や
侘
び
し
と
は
思
ふ
花
薄
穂
に
出
づ
る
宿
の
秋
の
夕
暮
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
一
八
七
）
〔
語
釈
〕　
○
堪
へ
て
や
は
忍
び
も
果
て
ん
―
新
編
国
歌
大
観
の
本
文
・
索
引
、
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ
｜
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
索
引
共
に
、「
た
え
て
や
は
（
絶
え
て
や
は
）」
と
す
る
が
、
採
れ
な
い
。「
や
は
」
は
反
語
。
388
に
も
用
い
て
い
る
。
○
花
薄
―
穂
が
出
た
薄
を
花
と
見
て
言
う
。
露
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露つゆ
も
ま
た
置を
く
ら
ん
も
の
を
萩
が
花はな
さ
の
み
や
雁かり
の
涙なみた
な
る
へ
き
〔
通
釈
〕　
露
露
も
ま
た
置
く
で
あ
ろ
う
も
の
を
。
萩
の
花
（
の
露
）
は
、
そ
う
雁
の
涙
ば
か
り
で
あ
る
は
ず
だ
ろ
う
か
。（
そ
う
で
は
な
い
は
ず
だ
）。
〔
本
歌
〕　
鳴
き
渡
る
雁
の
涙
や
落
ち
つ
ら
む
物
思
ふ
宿
の
萩
の
上
の
露
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
一
・
読
人
不
知
。
新
撰
朗
詠
集
・
秋
・
三
一
四
露
・
三
二
一
・
作
者
不
記
）
〔
参
考
〕　
何
か
厭
ふ
よ
も
長
ら
へ
じ
さ
の
み
や
は
憂
き
に
堪
へ
た
る
命
な
る
べ
き
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
二
八
・
殷
富
門
院
大
輔
）
〔
補
説
〕　
本
歌
に
異
を
唱
え
る
趣
向
だ
が
、
即
物
的
な
狂
歌
の
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
秋
夕
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か
く
し
て
の
果は
て
い
か
な
ら
ん
も
の
を
の
み
思おも
ひ
重かさ
ぬ
る
秋あき
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　
秋
の
夕
べ
こ
う
し
て
い
る
そ
の
最
後
は
ど
う
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
物
思
い
ば
か
り
を
重
ね
る
秋
の
夕
暮
よ
。
〔
参
考
〕　
か
く
し
て
の
年
の
積
も
り
を
思
ふ
に
は
急
ぐ
心
も
も
の
憂
か
り
け
り
（
明
日
香
井
集
・
詠
五
十
首
和
歌
正
治
元
年
九
月
四
日
・
冬
・
八
五
〇
）
も
の
を
の
み
思
ひ
し
程
に
は
か
な
く
て
浅
茅
が
末
に
世
は
な
り
に
け
り
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
〇
七
・
和
泉
式
部
）
〔
類
歌
〕　
あ
く
が
る
る
心
の
ま
ま
に
身
を
な
さ
ば
果
て
い
か
な
ら
む
秋
の
夕
暮
（
新
三
井
集
・
秋
上
・
修
行
に
出
で
て
よ
み
侍
り
け
る
・
二
四
一
・
弁
実
）
〔
語
釈
〕　
○
果
て
い
か
な
ら
ん
―
人
の
身
の
行
き
着
く
先
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
。
宗
尊
は
後
に
も
、「
あ
さ
ま
し
や
果
て
い
か
な
ら
ん
世
を
見
れ
ば
三
つ
の
危
ふ
き
人
ぞ
多
か
る
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
五
月
百
首
歌
・
雑
・
七
五
二
）
と
詠
む
。
他
に
は
、
雅
有
の
「
世
の
中
の
う
き
め
の
池
の
水
を
浅
み
す
み
わ
ぶ
る
身
の
果
て
い
か
な
ら
ん
」（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
雑
・
池
・
一
五
三
四
）
や
、
類
歌
に
挙
げ
た
『
新
三
井
集
』
の
一
集
が
見
え
る
程
度
で
、
用
例
は
少
な
い
。
○
思
ひ
重
ぬ
る
―
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
五
先
行
例
は
『
宇
津
保
物
語
』
の
「
う
ら
山
し
同
じ
麓
の
山
菅
の
分
き
て
ぞ
人
は
思
ひ
重
ぬ
る
」「
よ
そ
な
が
ら
思
ひ
重
ぬ
る
山
菅
を
一
つ
に
つ
ら
き
た
め
し
と
や
す
る
」（
楼
の
う
へ
の
上
・
九
五
九
、
九
六
〇
・
梅
壷
の
更
衣
、
兼
雅
）。
月
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神
さ
ぶ
る
生い
駒こま
が
嶽たけ
の
秋
風
に
雲くも
こ
そ
見み
え
ね
出い
づ
る
月
影かけ
〔
通
釈
〕　
月
神
々
し
い
生
駒
の
嶽
に
吹
く
秋
風
に
、
雲
は
す
っ
か
り
見
え
ず
昇
り
出
る
月
よ
。
〔
本
歌
〕　
難
波
門
を
漕
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
神
さ
ぶ
る
生
駒
の
嶽
に
雲
ぞ
た
な
び
く
（
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
二
二
・
読
人
不
知
。
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
八
〇
・
大
田
部
三
成
、
下
句
「
生
駒
高
嶺
に
雲
そ
た
な
び
く
」。
和
歌
初
学
抄
・
一
九
二
、
四
句
「
生
駒
が
岳
に
」。
色
葉
和
難
集
・
三
三
八
、
初
句
「
難
波
津
を
」
四
句
同
上
）
〔
参
考
〕　
嵐
吹
く
伊
駒
の
山
の
雲
晴
れ
て
長
井
の
浦
に
澄
め
る
月
影
（
堀
河
百
首
・
秋
・
月
・
七
八
七
・
国
信
。
新
後
撰
集
・
秋
下
・
三
六
八
）
秋
篠
や
外
山
の
里
や
時
雨
る
ら
ん
伊
駒
の
嶽
に
雲
の
か
か
れ
る
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
八
五
・
西
行
）
〔
語
釈
〕　
○
神
さ
ぶ
る
―
神
々
し
い
、
神
秘
的
な
。
○
生
駒
が
嶽
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
生
駒
の
嶽
」「
生
駒
の
山
」「
生
駒
山
」
等
と
も
。
大
和
と
河
内
の
国
境
（
現
奈
良
県
生
駒
市
と
大
阪
府
東
大
阪
市
の
県
境
）
に
位
置
す
る
、
標
高
六
四
二
㍍
の
生
駒
山
地
の
主
峰
。
三
一
六
（
月
）
327　
心
の
み
寝ね
ら
れ
ぬ
ま
まゝ
に
あ
く
が
れ
て
た
だゝ
夜よ
も
す
が
ら
月
を
見み
る
か
な
〔
通
釈
〕（
月
）
心
だ
け
が
寝
ら
れ
な
い
ま
ま
に
（
我
が
身
か
ら
）
さ
ま
よ
い
出
て
、
た
だ
夜
通
し
ず
っ
と
月
を
見
る
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
本
歌
〕　
も
の
思
は
ぬ
人
も
や
今
宵
な
が
む
ら
ん
寝
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
月
を
見
る
か
な
（
千
載
集
・
雑
上
・
九
八
四
・
赤
染
衛
門
）
〔
参
考
〕　
心
の
み
空
に
な
り
つ
つ
時
鳥
人
頼
め
な
る
音
こ
そ
な
か
る
れ
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
四
七
・
馬
内
侍
）
月
を
見
て
思
ふ
心
の
ま
ま
な
ら
ば
行
方
も
知
ら
ず
あ
く
が
れ
な
ま
し
（
金
葉
集
・
秋
・
一
八
九
・
肥
後
）
心
こ
そ
あ
く
が
れ
に
け
れ
秋
の
夜
の
夜
深
き
月
を
ひ
と
り
見
し
よ
り
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
〇
六
・
道
済
）
何
と
な
く
秋
は
心
の
澄
む
ま
ま
に
た
だ
夜
も
す
が
ら
月
を
見
る
か
な
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
秋
・
月
・
二
八
〇
・
浄
忍
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
二
・
三
首
目
の
よ
う
に
「
心
」
が
「
月
」
に
「
あ
く
が
る
」
こ
と
を
言
う
歌
の
類
型
を
踏
ま
え
つ
つ
、
赤
染
衛
門
の
歌
を
本
歌
に
取
る
。
下
句
は
、
宗
尊
が
こ
の
歌
以
前
に
撰
修
さ
せ
た
類
題
集
『
東
撰
六
帖
』
の
歌
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鶉
328　
い
つ
よ
り
か
鶉うつら
の
宿やと
とゝ
な
り
ぬ
ら
ん
荒あ
れ
に
し
ま
まゝ
の
庭には
の
浅あさ
茅ち
ふ生
〔
通
釈
〕　
鶉
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
鶉
の
家
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
荒
れ
た
ま
ま
に
お
か
れ
た
庭
の
浅
茅
生
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
七
〔
参
考
〕　
君
な
く
て
荒
れ
た
る
宿
の
浅
茅
生
に
鶉
鳴
く
な
り
秋
の
夕
暮
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
〇
二
・
源
時
綱
）
浅
茅
生
に
荒
れ
に
け
れ
ど
も
故
郷
の
松
は
木
高
く
な
り
に
け
る
か
な
（
後
拾
遺
集
・
雑
上
・
一
一
五
八
・
伊
周
）
〔
語
釈
〕　
○
庭
の
浅
茅
生
―
庭
に
チ
ガ
ヤ
等
の
雑
草
が
一
面
に
生
い
茂
っ
た
状
態
。
古
い
句
形
で
は
な
い
。『
六
百
番
歌
合
』
の
「
暮
れ
ゆ
け
ば
野
べ
も
ひ
と
つ
に
露
ひ
ち
て
虫
の
音
に
な
る
庭
の
浅
茅
生
」（
秋
・
秋
雨
・
三
八
〇
・
家
隆
）
や
「
人
待
ち
し
庭
の
浅
茅
生
茂
り
あ
ひ
て
心
に
な
ら
す
道
芝
の
露
」（
恋
下
・
寄
草
恋
・
一
〇
二
九
・
良
経
）
が
早
く
、
新
古
今
歌
人
間
に
少
し
く
流
行
す
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
時
綱
詠
は
、「
年
を
へ
て
住
み
こ
し
里
を
出
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
む
」「
野
と
な
ら
ば
鶉
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」（
伊
勢
物
語
・
百
二
十
三
段
・
二
〇
六
、
二
〇
七
・
男
、
女
。
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
一
、
九
七
二
・
業
平
、
読
人
不
知
、
二
・
三
句
「
鶉
と
な
き
て
年
は
経
む
」）
と
そ
の
物
語
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
宗
尊
も
そ
れ
は
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
霧
329　
見み
渡わた
せ
ば
山
本もと
深ふか
き
秋
霧きり
の
絶た
え
間ま
に
浮う
か
ぶ
朱あけ
の
赭そほ
船ふね
〔
通
釈
〕　
霧
見
渡
す
と
、
山
麓
深
く
立
ち
込
め
る
秋
霧
の
絶
え
間
に
、
浮
か
ん
で
見
え
る
朱
の
赭
船
よ
。
〔
参
考
〕　
見
渡
せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
む
（
新
古
今
集
・
春
上
・
三
六
・
後
鳥
羽
院
）
難
波
潟
う
ら
寂
し
き
は
秋
霧
の
絶
え
間
に
見
ゆ
る
海
人
の
釣
り
舟
（
玄
玉
集
・
天
地
下
・
二
四
七
・
二
条
院
参
河
内
侍
。
風
雅
集
・
秋
下
・
六
六
九
）
三
一
八
夕
さ
れ
ば
秋
の
嵯
峨
野
の
鹿
の
音
に
山
本
深
き
露
ぞ
こ
ぼ
る
る
（
建
保
名
所
百
首
・
雑
・
嵯
峨
野
山
城
国
・
一
一
三
八
・
）
山
本
の
朱
の
そ
ほ
舟
ほ
の
ぼ
の
と
漕
ぎ
出
づ
る
沖
は
霧
こ
め
て
け
り
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
四
四
八
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
七
四
四
）
〔
語
釈
〕　
○
朱
の
赭
船
―
丹
塗
り
の
大
型
の
航
海
船
。
歌
語
と
し
て
は
『
万
葉
集
』
以
来
。
〔
補
説
〕　
「
山
本
深
き
」
の
先
行
例
は
参
考
の
『
建
保
名
所
百
首
』
の
範
宗
詠
が
目
に
入
る
程
度
。
必
ず
し
も
こ
れ
に
拠
ら
な
け
れ
ば
詠
め
な
い
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、『
建
保
名
所
百
首
』
の
歌
や
範
宗
の
詠
作
に
宗
尊
が
倣
っ
た
か
の
よ
う
な
事
例
が
散
見
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
擣
衣
330　
小さ
夜
衣
う
ら
吹ふ
く
風かせ
や
寒さむ
か
ら
し
砧きぬた
の
音をと
の
止や
む
と
き
も
な
き
〔
通
釈
〕　
擣
衣
小
夜
衣
の
裏
を
吹
く
風
は
寒
く
、
浦
を
吹
く
風
が
寒
い
ら
し
い
。
衣
を
打
つ
砧
の
音
が
止
む
時
も
な
い
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
我
も
思
ふ
人
も
忘
る
な
あ
り
そ
海
の
浦
吹
く
風
の
止
む
時
も
な
く
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
九
八
・
均
子
内
親
王
）
〔
参
考
〕　
秋
深
く
浦
吹
く
風
に
伊
勢
島
や
海
人
の
苫
屋
も
衣
打
つ
な
り
（
俊
成
五
社
百
首
・
伊
勢
・
秋
・
擣
衣
・
五
一
）
〔
類
歌
〕　
露
霜
の
夜
を
長
月
も
明
く
る
ま
で
砧
の
音
ぞ
や
む
時
も
な
き
（
文
保
百
首
・
秋
・
七
四
九
・
公
顕
）
〔
語
釈
〕　
○
小
夜
衣
―
夜
着
。
○
う
ら
―
「
衣
」
の
「
裏
」
に
、
本
歌
か
ら
「
浦
」
が
掛
か
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
一
九
紅
葉
331　
雁
の
鳴な
く
峰みね
の
群むら
く
も雲
う
ち
時し
く雨
れ
紅もみ
ち葉
し
ぬ
べ
き
秋あき
の
空そら
か
な
〔
通
釈
〕　
紅
葉
雁
が
鳴
く
峰
の
群
雲
は
時
雨
を
降
ら
せ
て
い
て
、
紅
葉
す
る
は
ず
の
秋
の
空
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
思
ひ
や
る
よ
そ
の
村
雲
時
雨
れ
つ
つ
安
達
の
原
に
紅
葉
ぢ
し
ぬ
ら
ん
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
五
一
・
源
重
之
）
雁
の
鳴
く
嶺
の
村
雲
吹
き
迷
ひ
秋
風
寒
し
夕
暮
の
空
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
四
四
一
・
家
隆
。
壬
二
集
・
三
五
八
。
秋
風
集
・
秋
下
・
三
五
四
）
思
へ
ど
も
今
宵
ば
か
り
の
秋
の
空
更
け
行
く
雲
に
う
ち
時
雨
れ
つ
つ
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
二
五
八
・
式
子
。
式
子
内
親
王
集
・
二
五
六
）
初
冬
332　
雲
さ
そ
ふ
嵐あらし
に
さ
や
ぐ
笹さゝ
の
葉は
の
深み
山やま
時し
く雨
れ
て
冬
は
来き
に
け
り
〔
通
釈
〕　
初
冬
雲
を
誘
っ
て
吹
く
烈
し
い
風
に
さ
や
さ
や
と
音
を
立
て
る
笹
の
葉
、
そ
の
深
山
は
時
雨
れ
て
、
冬
は
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
君
来
ず
は
ひ
と
り
や
寝
な
む
さ
さ
の
葉
の
深
山
も
そ
よ
に
さ
や
ぐ
霜
夜
を
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
一
六
・
清
輔
。
久
安
百
首
・
冬
・
九
五
四
）
三
二
〇
打
ち
さ
や
ぐ
笹
の
葉
重
く
降
る
雪
に
深
山
の
嵐
声
ぞ
と
も
し
き
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
雪
・
九
四
八
・
行
能
）
吹
き
さ
や
ぐ
深
山
嵐
の
篠
の
葉
に
寝
る
夜
す
く
な
く
降
る
霰
か
な
（
弘
長
百
首
・
冬
・
霰
・
三
八
九
・
為
家
）
〔
影
響
〕　
今
日
し
こ
そ
嵐
に
さ
や
ぐ
篠
の
葉
の
深
山
も
霞
む
春
は
来
に
け
れ
（
慶
運
百
首
・
春
・
立
春
・
一
）
〔
補
説
〕　
影
響
歌
と
見
た
慶
運
の
一
首
は
、
用
詞
と
仕
立
て
が
一
致
す
る
。
こ
れ
が
偶
然
で
な
い
と
す
れ
ば
、
慶
運
が
い
か
に
し
て
宗
尊
の
歌
を
知
り
得
た
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
時
雨
333　
時し
く雨
れ
行ゆ
く
雲
も
途と
た絶
え
の
あ
る
も
の
を
な
ど
晴は
れ
間ま
な
き
涙なみた
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
時
雨
時
雨
を
降
ら
せ
て
行
く
雲
も
、
そ
の
途
切
れ
が
あ
る
も
の
な
の
に
、
ど
う
し
て
晴
れ
間
の
な
い
涙
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
侘
び
人
は
五
月
の
雨
の
な
に
な
ら
し
さ
も
晴
れ
間
な
く
降
る
涙
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
さ
み
だ
れ
・
三
九
二
・
為
家
。
万
代
集
・
雑
一
・
二
八
四
六
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
二
四
三
）
山
里
の
峰
の
雨
雲
途
絶
え
し
て
夕
べ
涼
し
き
槙
の
下
露
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
七
九
・
後
鳥
羽
院
）
あ
や
に
く
に
焦
が
る
る
胸
も
あ
る
も
の
を
い
か
に
乾
か
ぬ
袂
な
る
ら
ん
（
金
葉
集
・
恋
上
・
四
一
三
・
源
雅
光
）
〔
類
歌
〕　
時
雨
れ
行
く
雲
の
途
絶
え
は
日
影
に
て
錦
を
さ
ら
す
嶺
の
紅
葉
葉
（
続
千
載
集
・
秋
下
・
五
七
六
・
雅
孝
）
〔
補
説
〕　
「
あ
る
も
の
を
」「
な
ど
」「
な
る
ら
ん
」
の
形
の
先
行
例
は
、「
時
鳥
待
ち
得
ぬ
時
も
あ
る
も
の
を
な
ど
一
声
を
飽
か
ぬ
な
る
ら
ん
」（
新
中
将
家
歌
合
・
郭
公
・
一
二
・
忠
房
）
が
目
に
付
く
が
、
こ
れ
と
該
歌
は
無
縁
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
後
に
「
雁
が
ね
の
春
の
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
二
一
慣
ら
ひ
も
あ
る
も
の
を
な
ど
て
帰
ら
ぬ
昔
な
る
ら
ん
」（
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
春
懐
旧
・
五
八
五
）
と
も
詠
む
。
類
歌
に
挙
げ
た
飛
鳥
井
雅
孝
の
一
首
は
、
初
二
句
が
類
似
す
る
。
飛
鳥
井
家
の
祖
雅
経
や
そ
の
子
教
定
か
ら
宗
尊
が
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
事
例
、
教
定
の
子
雅
有
が
宗
尊
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
事
例
が
存
す
る
の
で
、
雅
有
の
猶
子
（
実
父
は
雅
有
の
弟
基
長
）
雅
孝
の
歌
に
つ
い
て
も
、
宗
尊
と
の
関
係
性
は
注
意
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
落
葉
334　
儚はかな
さ
は
風かせ
も
吹ふ
き
あ
へえ
ぬ
命いのち
も
て
脆もろ
き
木こ
の
葉
を
何なに
惜お
し
む
ら
ん
〔
通
釈
〕　
落
葉
そ
の
儚
さ
は
風
も
吹
き
お
お
せ
や
し
な
い
（
う
ち
に
な
く
な
る
）
こ
の
命
を
も
っ
て
し
て
、
ど
う
し
て
脆
い
（
け
れ
ど
も
命
よ
り
は
儚
く
は
な
い
）
木
の
葉
を
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
紅
葉
せ
ぬ
秋
の
名
残
の
は
か
な
さ
は
風
も
梢
に
と
ま
ら
ざ
り
け
り
（
壬
二
集
・
百
首
文
治
三
年
十
一
月
・
冬
・
九
五
六
）
桜
花
と
く
散
り
ぬ
と
も
思
ほ
え
ず
人
の
心
ぞ
風
も
吹
き
あ
へ
ぬ
（
古
今
集
・
春
下
・
八
三
・
貫
之
）
春
は
萌
え
秋
は
散
り
ぬ
る
心
ち
し
て
木
の
葉
よ
り
け
に
脆
き
命
か
（
久
安
百
首
・
無
常
・
五
九
一
・
隆
季
）
あ
だ
に
散
る
木
の
葉
に
つ
け
て
思
ふ
か
な
風
さ
そ
ふ
め
る
露
の
命
を
（
山
家
集
・
雑
・
九
二
五
）
見
る
程
は
命
に
劣
る
木
の
葉
か
な
は
か
な
き
物
と
風
や
吹
く
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
八
二
・
真
観
）
三
二
二
〔
類
歌
〕　
風
に
散
る
木
の
葉
を
見
て
も
思
ふ
か
な
脆
き
命
の
と
ど
ま
ら
ぬ
世
を
（
親
清
四
女
集
・
続
題
歌
・
落
葉
・
三
五
）
〔
影
響
〕　
今
ぞ
知
る
風
も
吹
き
あ
へ
ぬ
程
な
れ
や
花
に
先
立
つ
人
の
命
は
（
李
花
集
・
雑
・
八
〇
八
）
〔
補
説
〕　
「
命
」
と
「
木
の
葉
」
の
比
類
を
詠
む
点
で
266
と
類
似
す
る
。
霜
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い
つ
よ
り
か
向む
か
ふ
鏡
の
影かけ
も
見み
む
ま
だ
身
に
疎うと
き
野の
へ辺
の
朝あさ
し
も霜
〔
通
釈
〕　
霜
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
、
向
か
う
鏡
に
映
る
自
分
の
（
老
い
て
白
髪
と
な
っ
た
）
姿
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
は
ま
だ
こ
の
身
と
は
疎
遠
な
、
野
辺
の
朝
霜
（
の
白
髪
の
面
影
）
よ
。
〔
参
考
〕　
見
え
も
せ
む
見
も
せ
む
人
を
朝
ご
と
に
起
き
て
は
向
か
ふ
鏡
と
も
が
な
（
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
九
二
六
・
和
泉
式
部
）
我
が
身
世
に
経
る
に
つ
け
て
ぞ
積
も
り
け
る
向
か
ふ
鏡
の
影
の
白
雪
（
為
家
集
・
雑
・
老
祝
建
長
五
年
三
月
・
一
六
八
五
）
〔
類
歌
〕　
映
し
見
る
鏡
の
う
ち
の
影
な
ら
で
庭
の
蓬
に
お
け
る
朝
霜
（
白
河
殿
七
百
首
・
雑
・
寄
鏡
述
懐
・
六
七
三
・
実
雄
）
〔
語
釈
〕　
○
霜
―
「
頭
の
霜
」
と
言
う
よ
う
に
、
老
人
の
白
髪
を
寓
意
す
る
。
〔
補
説
〕　
大
枠
で
は
、「
ま
す
鏡
底
な
る
影
に
向
か
ひ
ゐ
て
見
る
時
に
こ
そ
知
ら
ぬ
翁
に
逢
ふ
心
地
す
れ
」（
拾
遺
集
・
雑
下
・
旋
頭
歌
・
五
六
五
・
読
人
不
知
。
和
漢
朗
詠
集
・
老
人
・
七
三
二
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
と
言
え
る
。
宗
尊
は
二
十
一
歳
の
時
に
、
来
る
べ
き
老
い
を
述
懐
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
後
出
な
が
ら
類
歌
の
実
雄
「
映
し
見
る
」
詠
に
照
ら
せ
ば
、
老
人
の
容
貌
の
寓
意
「
野
辺
の
朝
霜
」
が
、
さ
す
が
に
ま
だ
若
い
自
分
と
は
疎
遠
で
あ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
野
辺
の
朝
霜
」
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
二
三
を
、
七
年
後
に
宗
尊
は
「
身
の
上
に
ま
だ
来
ぬ
老
の
面
影
も
か
ね
て
哀
し
き
野
辺
の
朝
霜
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・
文
永
六
年
五
月
百
首
歌
・
冬
・
七
三
〇
）
と
詠
む
。
二
十
八
歳
時
の
こ
の
歌
は
、
該
歌
よ
り
も
少
し
老
境
を
意
識
し
た
趣
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「
野
辺
の
朝
霜
」
の
句
は
、
勅
撰
集
で
は
、『
玉
葉
集
』
の
「
草
の
上
は
な
ほ
冬
枯
れ
の
色
見
え
て
道
の
み
白
き
野
辺
の
朝
霜
」（
冬
・
野
径
霜
を
よ
み
侍
り
け
る
・
九
〇
七
・
平
宗
宣
）
と
、
そ
れ
を
承
け
た
と
思
し
い
『
風
雅
集
』
の
「
冬
枯
れ
の
芝
生
の
色
の
ひ
と
と
ほ
り
道
踏
み
分
く
る
野
辺
の
朝
霜
」（
風
雅
集
・
冬
・
七
六
〇
・
資
明
）
の
京
極
派
の
勅
撰
集
の
み
に
、
そ
れ
も
京
極
派
の
特
徴
を
示
す
純
粋
叙
景
に
用
い
ら
れ
て
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
宗
尊
の
和
歌
と
京
極
派
和
歌
と
の
通
底
を
窺
わ
せ
る
例
で
あ
る
。
千
鳥
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さ
夜
中
と
夜よ
や
更ふ
け
ぬ
ら
し
月
清きよ
み
鳴な
く
や
千ち
鳥とり
の
声こゑ
の
寒さむ
け
き
〔
通
釈
〕　
千
鳥
ま
さ
に
夜
中
と
、
夜
が
更
け
た
ら
し
い
。
月
が
澄
ん
で
清
い
の
で
鳴
く
の
か
、
千
鳥
の
声
が
寒
々
と
感
じ
ら
れ
る
。
〔
参
考
〕　
さ
夜
中
と
夜
や
更
け
ぬ
ら
ん
吉
野
川
瀬
の
な
る
な
へ
に
千
鳥
鳴
く
な
り
（
万
代
集
・
冬
・
一
四
四
三
・
雅
成
親
王
）
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
河
原
の
月
清
み
衣
手
寒
し
夜
や
更
け
に
け
む
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
冬
・
河
辺
冬
月
・
二
九
二
。
秋
風
集
・
冬
下
・
五
一
一
・
俊
恵
、
結
句
「
夜
や
更
け
ぬ
ら
ん
」）
朝
ぼ
ら
け
佐
保
の
川
霧
冬
か
け
て
鳴
く
や
千
鳥
の
な
ほ
迷
ふ
ら
ん
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
冬
・
一
三
九
・
家
隆
）
〔
類
歌
〕　
袖
氷
る
霜
夜
の
空
の
月
影
に
鳴
く
や
千
鳥
の
声
の
寒
け
さ
（
時
広
集
・
冬
・
月
前
千
鳥
一
二
八
）
〔
補
説
〕　
後
鳥
羽
院
皇
子
の
雅
成
の
歌
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
類
歌
に
挙
げ
た
下
句
が
酷
似
す
る
北
条
時
広
の
一
首
と
該
歌
と
の
先
後
三
二
四
は
不
明
で
あ
る
。
時
広
は
宗
尊
よ
り
も
二
十
歳
年
長
だ
が
、
和
歌
の
技
量
は
高
く
な
い
。
氷
337　
冬
寒さむ
み
氷こほり
ぞ
結むす
ぶ
里さと
遠ゝを
き
板いた
井
の
清し
水みつ
汲く
む
人
は
な
し
〔
通
釈
〕　
氷
冬
が
寒
い
の
で
氷
が
結
ぶ
。
里
が
遠
い
板
井
の
清
水
は
汲
む
人
が
な
い
。
〔
本
歌
〕　
我
が
門
の
板
井
の
清
水
里
遠
み
人
し
汲
ま
ね
ば
水
草
お
ひ
に
け
り
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
採
物
の
歌
・
一
〇
七
九
）
〔
参
考
〕　
里
遠
き
板
井
の
清
水
徒
ら
に
氷
ぞ
結
ぶ
人
は
結
ば
す
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
氷
・
八
六
〇
・
家
長
）
〔
語
釈
〕　
○
板
井
―
周
り
を
板
で
筒
状
に
囲
っ
た
井
戸
。
〔
補
説
〕　
「
我
が
門
の
」
歌
の
本
歌
取
り
だ
が
、
参
考
に
挙
げ
た
同
じ
本
歌
取
の
家
長
の
一
首
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
霰
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尾おの
へ上
な
る
柾まさ
木き
の
葛かつら
散ち
り
果は
て
てゝ
外と
山やま
も
寒さむ
く
霰あられ
降ふ
る
な
り
〔
通
釈
〕　
霰
峰
に
生
え
る
柾
木
の
葛
は
す
っ
か
り
散
っ
て
、
そ
の
外
山
も
寒
く
霰
が
降
る
音
が
聞
こ
え
る
。
〔
本
歌
〕　
み
山
に
は
霰
降
る
ら
し
外
山
な
る
柾
木
の
葛
色
づ
き
に
け
り
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
採
物
の
歌
・
一
〇
七
七
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
二
五
〔
参
考
〕　
高
砂
の
尾
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
立
た
ず
も
あ
ら
な
ん
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
一
二
〇
・
匡
房
）
お
と
づ
れ
し
柾
木
の
葛
散
り
果
て
て
外
山
も
今
は
霰
を
ぞ
聞
く
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
一
三
六
四
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
九
六
一
）
〔
類
歌
〕　
こ
の
頃
は
柾
木
の
葛
散
り
果
て
て
外
山
も
果
て
は
霰
降
る
な
り
（
寂
身
集
・
か
の
山
の
ふ
も
と
の
い
ほ
り
に
か
き
つ
け
て
侍
る
歌
の
中
に
・
六
三
二
）
嵐
吹
く
柾
木
の
葛
散
り
果
て
て
外
山
も
今
は
霰
降
る
な
り
（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
冬
・
霰
・
二
二
二
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
柾
木
の
葛
―
「
柾
の
葛
」「
正
木
の
葛
」
と
も
書
く
。
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
の
古
名
と
い
う
。
常
緑
の
蔓
性
植
物
だ
が
、
秋
か
ら
冬
に
赤
く
色
が
変
わ
る
。
和
歌
で
は
、
そ
こ
か
ら
紅
葉
す
る
さ
ま
や
、
さ
ら
に
散
る
さ
ま
が
詠
ま
れ
る
。
○
外
山
―
山
の
麓
に
近
い
側
。
あ
る
い
は
連
な
る
山
の
外
側
。
こ
こ
は
ど
ち
ら
に
も
解
さ
れ
る
か
。
〔
補
説
〕　
前
歌
と
同
様
に
『
古
今
集
』
の
神
遊
び
の
歌
の
本
歌
取
り
だ
が
、
同
じ
歌
を
本
歌
に
し
た
参
考
の
定
家
詠
に
倣
っ
た
か
。
類
歌
の
両
首
は
、
共
に
参
考
の
定
家
詠
の
影
響
下
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
者
は
あ
る
い
は
宗
尊
詠
に
倣
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
か
。鷹
狩
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鷂
は
し
た
かの
狩かり
場は
の
み
ゆ
き
跡あと
絶た
え
て
名
の
み
残のこ
れ
る
千ち
よ代
の
古ふる
み
ち道
〔
通
釈
〕　
鷹
狩
は
し
鷹
の
狩
場
に
天
皇
が
出
向
い
た
行
幸
の
痕
跡
は
絶
え
て
な
く
、
名
前
ば
か
り
が
残
っ
て
い
る
千
代
に
続
い
て
き
た
芹
川
の
古
三
二
六
道
、
そ
し
て
あ
の
嵯
峨
・
光
孝
両
帝
の
政
道
よ
。
〔
本
歌
〕　
嵯
峨
の
山
み
ゆ
き
絶
え
に
し
芹
川
の
千
代
の
古
道
跡
は
あ
り
け
り
（
後
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
七
五
・
行
平
）
〔
参
考
〕　
諸
人
の
狩
場
の
小
野
に
降
る
霰
今
日
の
み
ゆ
き
に
玉
ぞ
敷
き
け
る
（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
野
行
幸
・
五
三
六
・
家
隆
。
壬
二
集
・
三
四
五
）
み
ゆ
き
せ
し
野
辺
の
古
道
踏
み
分
け
て
跡
絶
え
せ
ぬ
は
芹
川
の
水
（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
野
行
幸
・
五
四
〇
・
隆
信
）
み
ゆ
き
せ
し
嵯
峨
野
の
狩
場
跡
絶
え
て
ひ
と
り
な
が
る
る
芹
川
の
水
（
楢
葉
集
・
雑
三
・
内
山
月
次
歌
・
九
四
二
・
円
尊
法
師
）
〔
類
歌
〕　
は
し
鷹
の
を
房
の
鈴
の
音
に
聞
く
狩
場
の
み
ゆ
き
跡
は
古
り
つ
つ
（
延
文
百
首
・
冬
・
鷹
狩
・
一
一
六
八
・
公
賢
。
新
千
載
集
・
冬
・
七
二
一
）
〔
語
釈
〕　
○
鷂
―
「
箸
鷹
」
と
も
書
く
。「
は
い
た
か
」
と
も
言
う
。
小
鳥
の
類
を
捕
獲
す
る
鷹
狩
り
に
用
い
る
小
型
の
鷹
。
○
千
代
の
古
道
―
昔
か
ら
続
く
古
い
道
。「
道
」
は
、
通
行
す
る
道
路
の
意
に
、
帝
王
の
行
い
・
政
道
の
意
が
重
な
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
み
ゆ
き
せ
し
」
の
両
首
は
共
に
、
本
歌
に
挙
げ
た
行
平
詠
を
本
歌
と
す
る
。
こ
の
歌
の
詞
書
は
、「
仁
和
の
み
か
ど
嵯
峨
の
御
時
の
例
に
て
芹
川
に
行
幸
し
た
ま
ひ
け
る
日
」
で
、
光
孝
天
皇
が
嵯
峨
天
皇
の
先
例
に
倣
っ
て
芹
川
に
行
幸
し
た
折
の
一
首
で
あ
る
。「
嵯
峨
天
皇
の
芹
河
遊
猟
は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
十
二
月
に
始
ま
り
、
以
後
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
類
聚
国
史
に
よ
れ
ば
、
光
孝
天
皇
の
芹
河
行
幸
は
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
十
二
月
十
四
日
の
こ
と
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
後
撰
和
歌
集
』
片
桐
洋
一
注
）
と
い
い
、「
嵯
峨
天
皇
は
し
ば
し
ば
伏
見
の
芹
川
野
に
遊
猟
し
て
い
る
。
弘
仁
八
年
十
二
月
十
四
日
の
行
幸
は
光
孝
天
皇
の
行
幸
日
と
同
日
で
あ
る
」（
和
泉
古
典
叢
書
『
後
撰
和
歌
集
』
工
藤
重
矩
注
。
仁
和
行
幸
日
の
史
料
は
三
代
実
録
）
と
い
う
。
宗
尊
は
、
こ
の
嵯
峨
・
光
孝
両
天
皇
の
「
み
ゆ
き
（
行
幸
）」
を
念
頭
に
置
い
て
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
二
七
埋
火
340　
さ
す
が
ま又た
消き
え
も
果は
て
な
で
埋うつ
み
火
の
埋うつ
も
る
るゝ
身
よ
何なに
残のこ
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
埋
み
火
な
ん
と
い
っ
て
も
や
は
り
、
す
っ
か
り
火
が
消
え
果
て
も
し
な
い
で
埋
み
火
が
埋
も
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
世
か
ら
消
え
果
て
も
し
な
い
で
埋
も
れ
て
い
る
こ
の
身
よ
、
い
っ
た
い
何
が
残
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
い
か
に
せ
ん
灰
の
下
な
る
埋
み
火
の
埋
も
れ
て
の
み
消
え
ぬ
べ
き
身
を
（
堀
河
百
首
・
冬
・
炉
火
・
一
〇
九
六
・
俊
頼
。
万
代
集
・
雑
一
・
二
九
六
二
）
い
か
に
せ
ん
さ
す
が
に
消
え
ぬ
埋
み
火
の
埋
も
れ
て
の
み
や
み
ぬ
べ
き
身
を
（
六
条
院
宣
旨
集
・
冬
・
う
づ
み
火
・
六
八
）
憂
き
世
に
は
消
え
も
果
て
な
で
埋
み
火
の
下
に
焦
が
れ
て
何
生
け
る
ら
ん
（
御
室
五
十
首
・
冬
・
六
八
八
・
禅
性
。
御
室
撰
歌
合
・
九
二
）
消
え
残
る
老
い
ぞ
悲
し
き
埋
み
火
の
埋
も
れ
な
が
ら
思
ふ
心
は
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
う
づ
み
火
・
四
七
七
・
伊
勢
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
す
が
―
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り
。
○
ま
た
―
さ
ら
に
。
○
消
え
も
果
て
な
で
―
火
が
完
全
に
消
え
果
て
も
し
な
い
で
の
意
。
自
分
が
こ
の
世
の
中
か
ら
完
全
に
消
え
果
て
も
せ
ず
に
と
い
う
こ
と
の
比
喩
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
、
俊
成
の
最
初
の
妻
六
条
院
宣
旨
の
歌
を
宗
尊
が
知
り
得
た
か
否
か
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
歳
暮
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人
知し
れ
ぬ
身
の
あ
ら
ま
し
も
虚むな
し
く
て
同おな
じ
憂う
き
世
に
年とし
の
暮く
れ
ぬ
る
三
二
八
〔
通
釈
〕　
歳
暮
人
知
れ
な
い
我
が
身
の
期
待
も
虚
し
く
て
、
同
じ
憂
く
辛
い
こ
の
世
に
年
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
な
に
し
か
も
送
り
迎
ふ
と
急
ぐ
ら
む
ま
た
来
む
年
も
同
じ
憂
き
世
を
（
万
代
集
・
雑
一
・
二
九
六
六
・
俊
恵
。
林
葉
集
・
冬
・
歳
暮
述
懐
範
兼
卿
会
・
六
二
九
、
初
句
「
な
に
し
か
は
」）
〔
類
歌
〕　
さ
り
と
も
の
身
の
あ
ら
ま
し
は
虚
し
く
て
過
ぎ
に
し
方
ぞ
更
に
恋
し
き
（
続
門
葉
集
・
雑
下
・
八
〇
〇
・
法
印
隆
勝
）
〔
語
釈
〕　
○
身
の
あ
ら
ま
し
―
自
分
自
身
の
、
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
、
心
づ
も
り
。
未
見
恋
342　
見
ず
知し
ら
ぬ
時とき
だ
に
人
の
恋
し
き
は
い
つ
習なら
ひ
け
る
心
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
未
だ
見
ざ
る
恋
（
そ
の
人
を
）
見
ず
知
ら
な
い
時
で
さ
え
人
が
恋
し
い
の
は
、
い
っ
た
い
つ
習
っ
た
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
我
が
心
い
つ
な
ら
ひ
て
か
見
ぬ
人
を
思
ひ
や
り
つ
つ
恋
し
か
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
〇
三
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
い
か
に
こ
は
暇
な
く
人
の
恋
し
き
は
い
つ
な
ら
ひ
け
る
我
が
心
ぞ
も
（
拾
玉
集
・
明
日
来
と
呼
び
た
れ
ば
、
ま
か
ら
む
と
て
あ
る
に
、
又
あ
れ
〔
頼
朝
〕
よ
り
・
五
四
九
三
）
〔
類
歌
〕　
憂
く
辛
き
時
だ
に
人
の
恋
し
き
は
い
つ
忘
る
べ
き
心
な
る
ら
ん
（
臨
永
集
・
恋
上
・
津
守
国
夏
・
四
一
八
）
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
頼
朝
の
歌
に
、
二
～
五
句
が
近
似
す
る
。
し
か
し
、
宗
尊
が
こ
の
歌
を
見
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
二
九
忍
恋
343　
蘆あし
辺へ
行ゆ
く
海あ
ま人
の
小を
舟ふね
の
綱つな
手て
縄なは
く
る
し
や
思おも
ひ
ほ
に
も
出い
で
ず
て
〔
通
釈
〕　
忍
ぶ
る
恋
蘆
の
は
え
る
水
辺
を
行
く
海
人
の
舟
の
綱
手
縄
を
繰
る
よ
う
に
、
な
ん
と
苦
し
い
こ
と
よ
、
恋
の
思
い
が
、
舟
の
帆
な
ら
ぬ
秀
に
出
て
表
に
現
れ
る
こ
と
も
な
く
て
。
〔
参
考
〕　
う
け
引
か
ぬ
海
人
の
小
舟
の
綱
手
縄
絶
ゆ
と
て
な
ど
か
苦
し
か
る
べ
き
（
万
代
集
・
恋
五
・
二
七
六
三
・
肥
後
。
続
後
撰
集
・
恋
一
・
七
〇
九
、
続
詞
花
集
・
恋
上
・
五
一
四
、
堀
河
院
艶
書
合
・
一
二
、
以
上
四
句
「
絶
ゆ
と
て
何
か
」）
夏
虫
の
小
夜
更
け
が
た
の
草
隠
れ
苦
し
や
思
ひ
下
燃
え
に
の
み
（
万
代
集
・
恋
一
・
一
八
六
八
・
基
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
を
・
三
二
八
。
〔
語
釈
〕　
○
蘆
辺
行
く
―
『
万
葉
』
以
来
「
鴨
」
に
用
い
る
の
が
普
通
。「
舟
」
に
言
う
先
行
例
は
見
え
な
い
。「
蘆
辺
漕
ぐ
棚
無
し
小
舟
い
く
そ
た
び
行
き
帰
る
ら
む
知
る
人
も
な
み
」（
伊
勢
物
語
・
九
十
二
段
）
か
ら
発
想
か
。
○
綱
手
縄
―
舟
を
曳
航
す
る
と
き
に
用
い
る
縄
。
こ
こ
ま
で
序
詞
。
○
く
る
―
「
繰
る
」
の
掛
詞
で
「
苦
し
」
を
起
こ
す
。
○
ほ
に
も
―
「
秀
に
も
」
に
、「
舟
」
の
縁
で
「
帆
」
が
掛
か
る
。
待
恋
344　
つ
れ
も
な
き
人
は
待ま
た
じ
と
忍しの
べ
ど
も
暮く
る
るゝ
夜
寒さむ
く
秋
風
ぞ
吹ふ
く
三
三
〇
〔
通
釈
〕　
待
つ
恋
つ
れ
な
い
（
私
に
飽
き
た
）
人
は
待
つ
ま
い
と
堪
え
忍
ぶ
け
れ
ど
も
、
暮
れ
る
夜
は
寒
く
秋
風
が
吹
く
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
つ
れ
も
な
き
人
を
や
ね
た
く
白
露
の
お
く
と
は
嘆
き
ぬ
と
は
偲
ば
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
八
六
・
読
人
不
知
）
秋
風
の
身
に
寒
け
れ
ば
つ
れ
も
な
き
人
を
ぞ
頼
む
暮
る
る
夜
ご
と
に
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
五
・
素
性
）
〔
語
釈
〕　
○
忍
べ
ど
も
―
本
歌
の
「
偲
（
ば
む
」）」
を
「
忍
（
べ
ど
も
）」
に
転
じ
る
。
○
秋
風
―
「
つ
れ
も
な
き
人
」「
待
た
じ
」「
忍
べ
」
の
縁
で
「
飽
き
」（
恋
人
が
自
分
に
飽
き
る
）
が
掛
か
る
。
別
恋
345　
逢あ
は
ぬ
間ま
を
辛つら
き
も
の
と
は
衣きぬ
衣〳〵
の
別わか
れ
も
知し
ら
で
思おも
ひ
け
る
か
な
〔
通
釈
〕　
別
る
る
恋
恋
し
い
人
に
逢
わ
な
い
間
を
辛
い
も
の
だ
と
は
、
衣
衣
の
別
れ
（
の
そ
れ
に
ま
し
た
辛
さ
）
も
知
ら
な
い
で
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
降
ら
ぬ
夜
の
心
を
知
ら
で
大
空
の
雨
を
つ
ら
し
と
思
ひ
け
る
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
九
七
・
小
大
君
）
〔
補
説
〕　
522
と
類
想
。
被
忘
恋
346　
果は
て
は
な
ほを
憂う
き
目め
見
よ
と
や
辛つら
さ
に
も
絶た
え
で
命いのち
の
年とし
を
経へ
ぬ
ら
む
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
一
〔
通
釈
〕　
忘
ら
る
る
恋
最
後
は
や
は
り
（
忘
れ
ら
れ
て
）
憂
く
辛
い
目
を
見
よ
と
、
あ
の
人
の
冷
淡
さ
に
も
死
な
な
い
で
こ
の
命
が
歳
月
を
経
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
い
ざ
桜
我
も
散
り
な
ん
一
盛
り
あ
り
な
ば
人
に
憂
き
目
見
え
な
ん
（
古
今
集
・
春
下
・
七
七
・
承
均
法
師
）
〔
参
考
〕　
世
の
中
に
憂
き
目
見
え
て
し
身
の
果
て
は
い
ざ
桜
と
も
え
こ
そ
言
は
れ
ね
（
現
存
六
帖
・
さ
く
ら
・
五
八
五
・
真
観
）
我
か
く
て
わ
く
て
の
糸
の
い
く
め
ぐ
り
命
長
く
も
年
の
経
ぬ
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
い
と
・
一
九
〇
三
・
知
家
。
夫
木
抄
・
雑
十
五
・
わ
く
て
の
い
と
・
六
帖
題
、
新
六
五
・
一
五
六
八
四
、
下
句
「
命
長
く
て
年
を
経
ぬ
ら
ん
」）
〔
語
釈
〕　
○
絶
え
で
―
「
堪
へ
て
」
で
も
通
意
。
→
384
。
煙
347　
煙けふり
と
て
よ
そ
に
思おも
は
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
我
が・
身
の
果は
て
の
夕ゆふ
く
れ暮
の
空そら
〔
通
釈
〕　
煙
煙
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
無
縁
と
は
思
う
ま
い
。
こ
れ
こ
そ
は
、
我
が
身
の
末
期
に
な
び
く
荼
毘
の
煙
、
そ
の
夕
暮
の
空
な
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
大
方
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
積
も
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も
の
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
）
あ
は
れ
な
り
我
が
身
の
果
て
や
浅
緑
つ
ひ
に
は
野
辺
の
霞
と
思
へ
ば
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
五
八
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
身
の
果
て
を
こ
の
世
ば
か
り
と
知
り
て
だ
に
は
か
な
か
る
べ
き
野
辺
の
煙
を
（
拾
遺
愚
草
・
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
胆
百
首
文
治
五
年
春
・
雑
・
四
八
八
。
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
五
八
九
・
定
家
）
三
三
二
は
か
な
し
と
言
ふ
に
も
た
ら
ぬ
身
の
果
て
は
た
だ
う
き
雲
の
夕
暮
の
空
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
二
三
・
八
条
院
高
倉
）
〔
語
釈
〕　
○
煙
―
何
ら
か
の
煙
だ
が
、「
我
が
身
の
果
て
」
か
ら
火
葬
に
立
つ
煙
を
寓
意
す
る
。
山
348　
憂う
き
度たひ
に
心
の
み
こ
そ
通かよ
ふ
ら
め
吉よし
野の
のゝ
山
の
岩いは
の
懸か
け
道みち
〔
通
釈
〕　
山
憂
く
辛
い
度
に
、
心
ば
か
り
が
通
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
。
吉
野
の
山
の
岩
の
懸
け
道
に
。
〔
本
歌
〕　
世
に
経
れ
ば
憂
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
吉
野
の
岩
の
懸
け
道
踏
み
な
ら
し
て
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
憂
き
度
に
人
も
入
る
な
る
み
吉
野
の
山
や
こ
の
世
の
隔
て
な
り
け
る
（
為
家
千
首
・
雑
・
八
五
六
）
白
河
の
梢
を
見
て
ぞ
慰
む
る
吉
野
の
山
に
通
ふ
心
を
（
山
家
集
・
春
・
六
九
。
西
行
法
師
家
集
・
春
・
五
九
）
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
度
に
―
315
に
も
用
い
る
。
○
吉
野
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
吉
野
山
」「
み
吉
野
の
山
」
と
も
。
→
２
。
○
岩
の
懸
け
道
―
険
阻
な
山
道
の
岩
肌
に
棚
状
に
材
木
等
を
組
み
あ
げ
て
造
っ
た
道
。「
懸
け
路
（
か
け
ぢ
）」
と
も
。
〔
補
説
〕　
大
き
な
枠
組
み
で
は
、『
古
今
集
』
で
本
歌
の
一
首
前
の
「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
に
せ
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
）
に
始
ま
る
通
念
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
河
349　
数かす
な
ら
ぬ
水み
屑くつ
な
り
と
も
五い
す
ゝ
十
鈴
川かは
流なか
れ
の
末すゑ
と
神
は
知し
る
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
三
〔
通
釈
〕　
河
物
の
数
で
は
な
い
水
屑
、
そ
の
よ
う
に
取
る
に
足
ら
な
い
こ
の
身
で
は
あ
っ
て
も
、
五
十
鈴
川
の
流
れ
即
ち
皇
祖
の
流
れ
の
末
に
連
な
る
者
で
あ
る
と
、
伊
勢
の
神
は
承
知
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
〔
参
考
〕　
我
が
末
の
絶
え
ず
澄
ま
な
ん
五
十
鈴
川
そ
こ
に
深
め
て
清
き
心
を
（
続
後
撰
集
・
神
祇
・
十
首
歌
合
に
、
社
頭
祝
・
五
三
四
・
後
嵯
峨
院
。
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
社
頭
祝
・
二
三
五
）
〔
語
釈
〕　
○
数
な
ら
ぬ
水
屑
―
取
る
に
足
ら
な
い
、
物
の
数
で
は
な
い
（
川
の
）
水
中
に
沈
む
塵
屑
。
宗
尊
自
身
の
比
喩
。
先
行
例
は
、
慈
円
の
「
数
な
ら
ぬ
水
屑
も
捨
て
ず
照
ら
す
こ
そ
塵
に
ま
じ
は
る
光
な
り
け
れ
」（
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
・
客
人
十
五
番
・
一
二
七
。
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
当
座
百
首
・
雑
・
神
社
・
一
四
八
八
）。
○
五
十
鈴
川
流
れ
の
末
―
「
五
十
鈴
川
」
は
、
伊
勢
国
の
歌
枕
。
現
三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮
内
宮
の
境
内
を
流
れ
る
御
手
洗
川
。
こ
こ
は
、
皇
室
の
祖
先
神
た
る
天
照
大
神
を
祀
る
伊
勢
内
宮
を
象
徴
し
、
「
流
れ
の
末
」
が
そ
こ
に
発
す
る
皇
統
の
末
流
の
比
喩
で
、
そ
れ
に
連
な
る
宗
尊
自
身
を
表
す
。
〔
類
歌
〕　
君
が
代
を
絶
え
せ
ず
照
ら
せ
五
十
鈴
川
我
は
水
屑
と
沈
み
果
つ
と
も
（
李
花
集
・
雑
・
神
祇
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
・
八
五
三
）
〔
補
説
〕　
失
脚
し
て
帰
洛
し
た
後
に
宗
尊
は
、「
五
十
鈴
川
清
き
流
れ
の
末
な
が
ら
沈
む
水
屑
は
神
の
名
も
惜
し
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
神
祇
の
歌
の
中
に
、
伊
勢
・
三
三
二
。
竹
風
抄
・
巻
三
・
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
・
雑
河
・
五
四
三
、
三
句
「
末
な
ら
ん
」）
と
、
類
想
歌
で
愁
嘆
し
て
い
る
。
眺
望
350　
舟ふね
泊と
む
る
沖おき
つ
小こ
島しま
の
程
見み
え
て
遠とを
き
波なみ
間ま
に
か
かゝ
る
白しら
雲
三
三
四
〔
通
釈
〕　
眺
望
舟
を
泊
め
る
沖
の
小
島
の
様
子
が
見
え
て
、
遠
い
波
間
に
は
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
波
間
よ
り
見
ゆ
る
小
島
の
浜
楸
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
君
に
逢
は
ず
て
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
五
六
・
読
人
不
知
。
万
葉
集
・
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
五
三
・
作
者
未
詳
、
結
句
「
君
に
逢
は
ず
し
て
」）
夕
凪
に
門
渡
る
千
鳥
波
間
よ
り
見
ゆ
る
小
島
の
雲
に
消
え
ぬ
る
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
四
五
・
実
定
）
舟
泊
む
る
沖
つ
潮
干
の
夕
凪
に
遠
山
う
か
ぶ
秋
の
浦
波
（
遠
島
御
歌
歌
合
・
羈
旅
・
一
三
三
・
基
家
）
奈
呉
の
海
や
遠
き
波
間
に
霞
み
し
て
夕
日
に
帰
る
海
人
の
釣
舟
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
眺
望
・
一
七
五
二
・
頼
氏
）
遠
方
の
川
波
高
き
程
見
え
て
あ
ぢ
の
群
鳥
立
ち
騒
ぐ
な
り
（
顕
氏
集
・
同
〔
将
軍
家
〕
当
座
続
歌
・
遠
水
鳥
・
三
〇
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
顕
氏
の
歌
と
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
。
必
ず
し
も
互
い
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
詠
み
得
な
い
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
顕
氏
の
歌
が
宗
尊
将
軍
家
に
於
け
る
詠
作
で
あ
る
の
で
、
一
応
挙
げ
て
お
く
。
故
郷
351　
年
を
経へ
て
荒あ
れ
の
み
ま
さ
る
さ
さゝ
浪
の
志し
か
つ
賀
津
の
宮
の
昔むかし
恋こひ
し
も
〔
通
釈
〕　
故
郷
歳
月
を
経
て
荒
れ
ま
さ
る
ば
か
り
の
、（
さ
さ
浪
の
）
志
賀
津
の
宮
（
天
智
天
皇
の
大
津
の
宮
）
の
昔
が
ひ
ど
く
恋
し
い
。
〔
参
考
〕　
さ
さ
な
み
の
志
賀
津
の
海
人
は
我
無
し
に
い
さ
り
は
な
せ
そ
波
立
た
ず
と
も
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
二
五
三
・
作
者
未
詳
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
五
沖
つ
波　
荒
れ
の
み
ま
さ
る　
宮
の
う
ち
は　
年
経
て
住
み
し　
伊
勢
の
海
人
も　
舟
流
し
た
る　
心
地
し
て
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
六
・
伊
勢
）
さ
ざ
波
や
志
賀
の
都
は
荒
れ
に
し
を
昔
な
が
ら
の
山
桜
か
な
（
千
載
集
・
春
上
・
六
六
・
読
人
不
知
〔
忠
度
〕）
〔
語
釈
〕　
○
さ
さ
浪
の
―
「
志
賀
津
」
の
枕
詞
。
○
志
賀
津
の
宮
―
他
に
例
を
見
な
い
。「
志
賀
津
」
は
近
江
国
の
所
名
で
、
現
滋
賀
県
大
津
市
付
近
、
琵
琶
湖
南
西
岸
の
呼
称
と
い
い
、
と
す
る
と
「
志
賀
の
浦
」
に
近
い
が
、
狭
義
に
は
そ
の
港
「
御
津
」
を
言
う
か
。
「
志
賀
津
の
宮
」
は
、「
志
賀
の
都
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
、
天
智
天
皇
の
大
津
の
宮
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
懐
旧
352　
亡な
き
人
を
あ
ら
ま
し
か
は
と
思おも
ふ
に
も
た
だゝ
恋
し
き
は
昔むかし
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　
懐
旧
今
は
亡
き
人
を
生
き
て
い
た
な
ら
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
思
う
に
つ
け
て
、
た
だ
恋
し
い
の
は
昔
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
が
多
く
も
な
り
に
け
る
か
な
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
九
九
・
為
頼
）
〔
参
考
〕　
さ
ら
ぬ
だ
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
恋
し
さ
そ
ふ
る
呼
子
鳥
か
な
（
長
秋
詠
藻
・〔
堀
河
百
首
題
述
懐
百
首
〕・
喚
子
鳥
・
一
一
五
）
世
を
捨
て
て
宿
を
出
で
に
し
身
な
れ
ど
も
な
ほ
恋
し
き
は
昔
な
り
け
り
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
二
九
・
顕
基
）
〔
影
響
〕　
思
ひ
出
で
の
あ
り
き
あ
ら
ず
も
分
き
て
言
は
じ
た
だ
恋
し
き
は
昔
な
り
け
り
（
雅
顕
集
・
雑
・
懐
旧
・
七
九
）
〔
補
説
〕　
影
響
に
挙
げ
た
下
句
が
一
致
す
る
一
首
は
、
飛
鳥
井
雅
有
男
で
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
あ
っ
た
雅
顕
の
作
な
の
で
、
宗
尊
詠
に
倣
三
三
六
っ
た
可
能
性
を
見
た
。
述
懐
353　
世
の・
中
の
人
の
心
は
葦あし
根
這は
ふ
憂う
き
に
や
さ
の
み
思おも
ひ
乱みた
れ
ん
〔
通
釈
〕　
述
懐
世
の
中
の
人
の
心
は
、（
葦
根
這
ふ
）
埿
な
ら
ぬ
憂
き
に
つ
け
て
、（
私
ほ
ど
）
む
や
み
に
思
い
乱
れ
る
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
人
の
心
は
花
染
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
五
・
読
人
不
知
）
葦
根
は
ふ
う
き
は
上
こ
そ
つ
れ
な
け
れ
下
は
え
な
ら
ず
思
ふ
心
を
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
九
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
さ
の
み
や
は
さ
す
が
に
絶
え
ぬ
し
け
糸
の
ふ
し
ぶ
し
多
く
思
ひ
乱
れ
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
い
と
・
一
九
〇
四
・
信
実
）
い
つ
ま
で
か
憂
き
ふ
し
し
げ
き
玉
の
緒
の
絶
え
ぬ
に
つ
け
て
思
ひ
乱
れ
ん
（
万
代
集
・
恋
三
・
二
三
三
〇
・
安
嘉
門
院
甲
斐
）
〔
語
釈
〕　
○
葦
根
這
ふ
う
き
―
「
葦
根
這
ふ
」
は
枕
詞
で
、「
埿
（
う
き
）」
の
掛
詞
で
「
憂
き
」
に
か
か
る
。
○
さ
の
み
―
そ
れ
ほ
ど
、
そ
う
む
や
み
や
た
ら
に
。
（
述
懐
）
354　
行
く・
末すゑ
に
待ま
つ
こ
と
多おほ
き
身
な
り
と
も
厭いと
ふ
べ
き
世よ
の
憂う
さ
と
こ
そ
見み
れ
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
七
我
が
行
く
末
に
、
待
ち
受
け
て
い
る
事
が
多
い
身
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
き
っ
と
、
嫌
だ
と
厭
う
は
ず
の
世
の
中
の
辛
い
憂
さ
だ
と
思
う
よ
。
〔
参
考
〕　
有
明
の
月
に
向
か
へ
る
住
吉
の
ま
つ
こ
と
多
き
我
が
身
な
り
け
り
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
雑
・
暁
述
懐
・
九
七
一
・
実
氏
）
い
か
に
し
て
思
ひ
も
出
で
じ
見
果
て
て
し
厭
ふ
べ
き
世
の
憂
さ
の
限
り
を
（
建
春
門
院
中
納
言
日
記
・
一
八
・
作
者
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
中
に
・
四
八
一
。
無
常
355　
常つね
な
ら
ぬ
世よ
と
は
見み
な
が
ら
は
か
な
く
も
行
く・
末すゑ
遠とを
く
身
を
頼たの
む
か
な
〔
通
釈
〕　
無
常
無
常
の
世
の
中
だ
と
は
思
い
な
が
ら
、
あ
て
に
な
ら
ず
虚
し
い
ま
ま
に
、
こ
の
先
の
行
く
末
遠
く
我
が
身
を
期
待
す
る
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
参
考
〕　
常
な
ら
ぬ
世
は
憂
き
身
こ
そ
悲
し
け
れ
そ
の
数
に
だ
に
入
ら
じ
と
思
へ
ば
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
〇
〇
・
公
任
）
今
も
な
ほ
て
ら
田
に
立
て
る
そ
ほ
づ
か
な
あ
き
果
て
ぬ
べ
き
世
と
は
見
な
が
ら
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
そ
ほ
づ
・
六
六
五
・
真
観
）
果
て
は
憂
き
世
と
は
見
な
が
ら
住
む
も
の
を
う
ら
や
ま
し
く
も
散
る
桜
か
な
（
現
存
六
帖
・
さ
く
ら
・
五
九
八
・
鷹
司
院
新
参
）
三
三
八
春
日
山
神
の
心
は
知
ら
ね
ど
も
祈
り
し
ま
ま
に
身
を
頼
む
か
な
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
七
九
五
・
実
氏
。
秋
風
集
・
神
祇
・
六
三
九
。
続
古
今
集
・
神
祇
・
七
一
九
）
目
に
近
く
移
れ
ば
か
は
る
世
の
中
を
行
く
末
遠
く
頼
み
け
る
か
な
（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
・
四
六
三
・
紫
の
上
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
源
氏
物
語
』
の
一
首
は
、
光
源
氏
に
降
嫁
し
た
女
三
宮
が
六
条
院
に
移
っ
た
際
の
、
源
氏
を
頼
み
と
し
て
き
た
紫
の
上
の
複
雑
な
心
情
を
詠
じ
た
も
の
。
該
歌
と
は
同
工
異
曲
と
言
え
る
。
こ
れ
を
本
歌
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
宗
尊
が
『
源
氏
』
に
さ
ほ
ど
親
し
ん
で
は
い
な
か
っ
た
時
期
の
詠
作
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
拠
ら
な
け
れ
ば
詠
出
不
能
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
、
参
考
歌
に
と
ど
め
て
お
く
。
宗
尊
は
、
該
歌
の
七
年
後
の
「
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
柿
本
影
前
百
首
歌
」（
仮
称
）
の
「
雑
」
で
「
末
遠
く
身
を
頼
む
こ
そ
は
か
な
け
れ
明
日
知
ら
ぬ
身
に
物
忘
れ
し
て
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・
六
八
七
）
と
い
う
、
該
歌
の
「
無
常
」
の
述
懐
を
さ
ら
に
進
め
た
諦
観
に
も
似
た
心
情
を
吐
露
し
た
一
首
を
も
の
し
て
い
る
。
神
祇
356　
世よ
を
祈いの
る
心
の
中うち
の
ま
こ
と
あ
れ
ば
神
の
恵めく
み
や
雨あめ
と
降ふ
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
神
祇
こ
の
世
を
祈
る
心
の
中
の
真
実
が
あ
る
の
で
、
神
の
恵
み
が
雨
と
ば
か
り
に
降
り
注
ぐ
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
世
を
祈
る
神
の
し
る
し
は
豊
年
の
深
く
積
も
れ
る
み
雪
に
ぞ
知
る
（
俊
成
祇
園
百
首
・
冬
・
雪
・
五
八
）
な
く
声
に
そ
ひ
て
涙
は
の
ぼ
ら
ね
ど
雲
の
上
よ
り
雨
と
降
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
二
三
・
伊
勢
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
三
九
あ
め
が
下
ふ
る
に
か
ひ
あ
る
頼
み
か
な
山
田
の
原
の
神
の
恵
み
を
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
〕
比
、
二
百
首
和
歌
・
八
八
五
）
〔
語
釈
〕　
○
心
の
中
の
真
あ
れ
ば
―
自
分
の
心
中
に
誠
実
・
真
実
が
あ
る
の
で
、
と
い
う
こ
と
か
。「
ま
こ
と
あ
ら
ば
」
は
ま
ま
見
え
る
が
、「
ま
こ
と
あ
れ
ば
」
は
珍
し
く
、
先
行
例
は
見
え
な
い
。
〔
補
説
〕　
将
軍
と
し
て
世
の
中
を
祈
る
誠
心
が
、
神
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
主
旨
か
。
と
す
る
と
、
宗
尊
の
自
負
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
祝
357　
幾いく
千ち
よ代
も
動うこ
き
無な
く
し
て
久ひさ
に
経へ
む
東あつま
の
国
は
い
や
栄さか
え
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　
祝
ひ
幾
千
年
も
動
き
無
く
ゆ
ら
ぐ
こ
と
な
く
て
長
い
時
を
経
る
だ
ろ
う
。
こ
の
東
国
は
い
よ
い
よ
栄
え
な
が
ら
。
〔
本
歌
〕　
動
き
無
き
岩
蔵
山
に
君
が
代
を
運
び
置
き
つ
つ
千
代
を
こ
そ
積
め
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
い
は
く
ら
山
・
六
〇
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
東
路
や
瀬
田
の
長
橋
昔
よ
り
幾
千
代
経
よ
と
渡
し
初
め
け
ん
（
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
・
雑
・
橋
・
四
九
〇
）
〔
補
説
〕　
前
歌
と
同
様
に
、
東
国
の
主
た
る
将
軍
と
し
て
東
国
の
繁
栄
を
予
祝
す
る
主
旨
。
三
四
〇
柳
葉
和
歌
集
巻
第
三
　
　
　
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌
春
358　
そ
れ
と
な
く
物
ぞ
悲かな
し
き
春はる
霞かすみ
霞かす
め
る
空そら
を
ひ
と
り
な
が
め
て
〔
通
釈
〕弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌
　
　
　
　
春
そ
れ
と
な
く
も
の
悲
し
い
。
春
霞
の
霞
ん
で
い
る
空
を
ひ
と
り
思
い
眺
め
て
。
〔
参
考
〕　
何
と
な
く
物
ぞ
悲
し
き
菅
原
や
伏
見
の
里
の
秋
の
夕
暮
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
六
〇
・
俊
頼
）
去
年
も
さ
て
暮
れ
に
き
と
思
へ
ば
春
立
つ
と
聞
く
よ
り
か
ね
て
物
ぞ
悲
し
き
（
長
秋
詠
藻
・〔
堀
河
百
主
題
述
懐
百
首
〕・
立
春
・
一
〇
二
）
秋
と
の
み
誰
思
ひ
け
ん
春
霞
霞
め
る
空
の
暮
れ
か
か
る
ほ
ど
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
〇
・
後
鳥
羽
院
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
九
）
山
里
に
ひ
と
り
な
が
め
て
思
ふ
か
な
世
に
住
む
人
の
心
づ
よ
さ
を
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
五
八
・
慈
円
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌
―
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
六
月
二
十
四
日
の
未
刻
か
ら
始
め
て
、
翌
二
十
五
日
の
巳
刻
に
修
了
し
、
押
垂
範
元
が
宗
尊
御
前
で
の
清
書
を
勤
仕
し
た
。
同
月
三
十
日
に
は
、
真
観
が
御
前
で
合
点
を
加
え
て
、
前
年
の
一
日
百
首
に
勝
る
と
す
る
が
、
宗
尊
は
不
同
意
で
、
一
日
百
首
が
優
れ
る
と
考
え
た
、
と
い
う
（
吾
妻
鏡
）。
本
集
に
は
358
～
403
に
、
春
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
四
一
一
四
首
、
夏
七
首
、
秋
一
五
首
、
冬
一
〇
首
の
計
四
六
首
を
収
め
る
。
本
来
は
、
春
・
秋
各
三
〇
首
、
夏
・
冬
各
二
〇
首
か
。
あ
る
い
は
恋
や
雑
が
存
し
た
か
。
○
春
霞
霞
め
る
空
―
参
考
の
後
鳥
羽
院
詠
に
先
行
し
て
、「
春
霞
霞
め
る
空
や
津
の
国
の
ほ
の
み
島
江
の
わ
た
り
な
る
ら
ん
」（
後
葉
集
・
雑
一
・
四
七
九
・
源
頼
家
）
や
「
春
霞
霞
め
る
空
を
な
が
む
と
て
雲
隔
て
た
る
身
と
ぞ
な
り
ぬ
る
」（
四
条
宮
主
殿
集
・
六
六
）
が
あ
る
。
定
家
に
は
「
春
霞
か
す
め
る
空
の
難
波
江
に
心
あ
る
人
や
心
み
ゆ
ら
ん
」（
拾
遺
愚
草
・
江
上
霞
、
内
裏
歌
合
・
二
一
四
三
）
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
春
を
「
も
の
ぞ
悲
し
き
」
と
詠
じ
る
の
は
、
参
考
に
挙
げ
た
「
去
年
も
さ
て
」
の
俊
成
歌
が
先
行
す
る
が
、
こ
れ
は
保
延
六
、
七
年
（
一
一
四
〇
、
一
）
頃
の
沈
淪
の
中
で
述
懐
す
る
百
首
歌
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
の
一
首
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
そ
う
は
詠
じ
な
い
。
後
鳥
羽
院
の
「
秋
と
の
み
」
詠
は
、
後
鳥
羽
院
自
身
の
「
見
渡
せ
ば
山
本
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
む
」（
元
久
詩
歌
合
・
水
郷
春
望
・
七
四
。
新
古
今
集
・
春
上
・
三
六
）
の
先
駆
け
で
、
同
様
に
「
秋
」
の
「
夕
べ
」
に
対
し
て
「
春
霞
」
の
夕
暮
の
風
情
を
賞
美
す
る
。
該
歌
は
、
そ
れ
を
進
め
て
中
世
和
歌
か
ら
見
え
始
め
る
「
春
」
の
景
趣
の
中
で
愁
嘆
す
る
傾
き
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
春
月
と
秋
月
の
違
い
は
あ
る
が
738
と
類
想
。
359　
春
知し
ら
ぬ
我われ
こ
そ
あ
ら
め
鶯
う
く
ひ
す
の
何なに
を
憂う
し
と
か
音ね
を
ば
鳴な
く
ら
む
〔
通
釈
〕　春を
知
ら
な
い
（
憂
く
辛
い
）
私
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
。
鶯
が
何
を
憂
く
辛
い
と
い
っ
て
、（
私
が
）
声
を
上
げ
て
（
泣
く
よ
う
に
）
鳴
く
の
だ
ろ
う
か
。
三
四
二
〔
参
考
〕　
心
か
ら
花
の
滴
に
そ
ほ
ち
つ
つ
憂
く
干
ず
と
の
み
鳥
の
鳴
く
ら
む
（
古
今
集
・
物
名
・
う
ぐ
ひ
す
・
敏
行
）
五
月
雨
の
空
も
と
ど
ろ
に
郭
公
何
を
憂
し
と
か
夜
た
だ
鳴
く
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
六
〇
・
貫
之
）
春
知
ら
ぬ
越
路
の
雪
も
我
ば
か
り
憂
き
に
消
え
せ
ぬ
物
は
思
は
じ
（
長
秋
詠
藻
・〔
堀
河
百
首
題
述
懐
百
首
〕・
残
雪
・
一
〇
七
）
春
知
ら
ぬ
憂
き
身
一
つ
に
と
ま
り
け
る
暮
れ
ぬ
る
暮
を
惜
し
む
歎
き
は
（
拾
遺
愚
草
・
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
胆
百
首
文
治
五
年
春
・
春
・
四
二
〇
）
〔
類
歌
〕　
春
知
ら
ぬ
我
が
山
陰
の
下
蕨
な
れ
も
さ
こ
そ
は
物
憂
か
る
ら
ん
（
為
家
集
・
春
・
蕨
同
〔
文
永
〕
七
年
七
月
廿
二
日
庚
申
続
百
首
三
人
詠
之
・
八
九
）
〔
語
釈
〕　
○
鳴
く
ら
む
―
「
春
知
ら
ぬ
我
」「
憂
し
」
の
縁
で
、
私
が
泣
く
意
が
掛
か
る
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
古
今
集
』
両
首
は
、
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
。
「
春
知
ら
ぬ
」
を
初
句
に
置
い
て
身
の
沈
淪
・
憂
鬱
を
述
懐
す
る
こ
と
は
、
参
考
に
挙
げ
た
俊
成
の
歌
が
早
い
。
こ
れ
は
前
歌
の
補
説
に
も
記
し
た
保
延
六
、
七
年
（
一
一
四
〇
、
一
）
頃
の
述
懐
百
首
の
一
首
で
あ
る
。
そ
の
後
、
子
の
定
家
、
孫
の
為
家
が
詠
み
継
ぐ
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
宗
尊
が
俊
成
や
定
家
の
歌
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
措
い
て
も
、
春
の
歌
に
述
懐
を
詠
じ
る
の
は
中
世
和
歌
の
傾
き
で
あ
り
、
ま
た
宗
尊
自
身
の
特
徴
で
も
あ
る
。
360　
愁うれ
へ
あ
れ
ば
聞き
く
こ
と
厭いと
ふ
宿やと
ぞ
と
も
知し
ら
ず
顔かほ
な
る
鶯
の
声こゑ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
四
三
〔
通
釈
〕　愁え
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
聞
く
こ
と
を
厭
う
家
だ
と
も
、
知
ら
な
い
顔
で
あ
る
鶯
の
鳴
き
声
よ
。
〔
本
文
〕　
春
日
遅　
日
遅
独
居
天
難
レ
暮　
宮
鶯
百
囀
愁
厭
レ
聞　
梁
燕
双
棲
老
休
レ
妬
（
白
氏
文
集
・
巻
三
・
新
楽
府
・
上
陽
白
髪
人
）
〔
参
考
〕　
植
ゑ
て
見
し
花
の
主
も
な
き
宿
に
知
ら
ず
顔
に
て
来
ゐ
る
鶯
（
源
氏
物
語
・
幻
・
五
六
七
・
光
源
氏
）
今
は
た
だ
心
の
ほ
か
に
聞
く
も
の
を
知
ら
ず
顔
な
る
荻
の
上
風
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
〇
九
・
式
子
）
〔
類
歌
〕　
愁
へ
あ
る
宮
の
鶯
百
声
も
聞
く
こ
と
厭
ふ
春
や
悲
し
き
（
実
材
母
集
・
上
陽
人
・
一
六
七
）
〔
影
響
〕　
愁
へ
あ
れ
ば
聞
く
こ
と
厭
ふ
我
が
身
と
も
知
ら
で
や
こ
こ
に
鶯
の
鳴
く
（
新
葉
集
・
雑
上
・
一
〇
一
〇
・
花
山
院
師
賢
）
愁
へ
あ
れ
ば
聞
く
こ
と
厭
ふ
我
が
宿
に
な
れ
の
み
春
と
鶯
ぞ
鳴
く
（
李
花
集
・
春
・
永
き
日
も
暮
ら
し
難
う
侍
り
し
に
、
た
だ
鶯
の
み
鳴
き
け
れ
ば
・
二
五
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
源
氏
物
語
』
の
一
首
は
、
紫
の
上
の
死
後
の
光
源
氏
の
哀
悼
歌
。「
植
ゑ
て
見
し
花
の
主
も
な
き
宿
」
は
、
紫
の
上
が
紅
梅
を
植
え
て
居
し
た
二
条
院
を
言
う
。
宗
尊
は
、
上
陽
白
髪
人
の
憂
愁
に
、
紫
の
上
を
失
っ
た
光
源
氏
の
悲
嘆
を
重
ね
見
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
影
響
に
挙
げ
た
南
朝
の
両
首
は
、
類
歌
の
一
首
と
同
様
に
、
該
歌
と
同
じ
本
文
に
拠
る
の
で
似
通
っ
た
表
現
に
な
る
の
は
当
然
だ
が
、
宗
尊
の
歌
を
南
朝
歌
人
（
特
に
宗
良
親
王
）
は
よ
く
見
習
っ
て
い
た
と
思
し
い
の
で
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
見
て
お
く
。
361　
霜しも
雪
に
埋うつ
も
れ
て
の
み
見
し
野
辺
の
若わか
菜な
摘つ
む
ま
で
な
り
に
け
る
か
な
三
四
四
〔
通
釈
〕　霜や
雪
に
埋
も
れ
て
ば
か
り
で
見
た
野
辺
が
、
春
の
若
菜
を
摘
む
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
な
。
〔
参
考
〕　
霜
雪
も
い
ま
だ
過
ぎ
ね
ば
思
は
ぬ
に
春
日
の
里
に
梅
の
花
見
つ
（
万
葉
集
・
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
三
四
・
大
伴
三
林
）
み
山
に
は
松
の
雪
だ
に
消
え
な
く
に
都
は
野
辺
の
若
菜
摘
み
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
一
八
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
・
春
上
・
若
菜
を
・
一
八
。
宗
良
親
王
千
首
・
春
・
沢
若
菜
・
四
六
、
三
句
「
見
し
沢
の
」（
→
補
説
）。
新
後
拾
遺
集
・
春
上
・
題
し
ら
ず
・
三
〇
。
題
林
愚
抄
・
春
一
・
若
菜
・
三
五
七
、
集
付
「
新
後
撰
」。
〔
補
説
〕　
『
宗
良
親
王
千
首
』
に
、
三
句
が
僅
か
に
異
な
る
だ
け
で
収
め
る
。
こ
れ
に
つ
い
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
参
照
。
362　
問と
へ
か
し
な
梅むめ
の
匂にほ
ひ
に
さ
そ
は
れ
て
ひ
と
り
寝ね
難かた
き
朧おほろ
月
夜
を
〔
通
釈
〕　尋ね
て
来
て
く
れ
よ
、
梅
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、
独
り
寝
し
難
い
朧
月
夜
で
あ
る
の
で
。
〔
参
考
〕　
心
あ
ら
ん
人
の
問
へ
か
し
梅
の
花
霞
に
か
を
る
春
の
山
里
（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・
一
一
八
九
・
俊
成
。
秋
風
集
・
春
上
・
三
四
）
風
吹
け
ば
梅
の
匂
ひ
に
さ
そ
は
れ
て
思
は
ぬ
里
へ
尋
ね
来
に
け
り
（
六
条
院
宣
旨
集
・
春
・
む
め
・
七
）
霞
よ
り
つ
つ
み
か
ね
た
る
梅
が
香
の
朧
月
夜
に
誰
さ
そ
ふ
ら
ん
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
三
八
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
院
無
題
五
十
首
・
春
・
九
〇
三
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
四
五
冬
来
れ
ば
佐
保
の
川
瀬
に
ゐ
る
た
づ
も
ひ
と
り
寝
難
き
音
を
ぞ
な
く
な
る
（
後
撰
集
・
冬
・
四
四
六
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
問
へ
か
し
な
夜
深
き
床
の
梅
が
香
に
忍
び
か
ね
た
る
春
の
寝
覚
め
を
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
五
十
首
の
歌
合
に
、
春
歌
・
一
三
）
〔
語
釈
〕　
○
梅
の
匂
ひ
に
さ
そ
は
れ
て
―
前
句
の
「
問
へ
か
し
な
」
が
か
か
り
、
か
つ
次
句
の
「
ひ
と
り
寝
難
き
」
に
か
か
る
か
。
○
朧
月
夜
を
―
「
を
」
は
順
接
の
確
定
条
件
の
接
続
助
詞
に
解
し
た
。
〔
補
説
〕　
232
と
同
工
異
曲
。
363　
如
何
に
せ
む
霞かす
め
る
空そら
を
あ
は
れ
と
も
言い
は
ばゝ
な
べ
て
の
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　どの
よ
う
に
言
い
表
そ
う
か
。
霞
ん
で
い
る
空
を
、
し
み
じ
み
と
す
ば
ら
し
い
と
で
も
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
こ
の
春
の
曙
の
情
趣
を
。
〔
参
考
〕　
と
も
か
く
も
言
は
ば
な
べ
て
に
な
り
ぬ
べ
し
音
に
泣
き
て
こ
そ
見
す
べ
か
り
け
れ
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
〇
六
・
和
泉
式
部
）
あ
は
れ
さ
は
霞
め
る
空
の
な
ら
ひ
ぞ
と
思
ふ
も
飽
か
ぬ
春
の
曙
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
七
一
一
・
前
摂
政
家
民
部
卿
）
〔
類
歌
〕　
悲
し
と
も
言
は
ば
な
べ
て
の
秋
な
る
を
鳴
き
て
知
ら
す
る
さ
牡
鹿
の
声
（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
鹿
・
三
六
三
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
和
泉
式
部
の
歌
は
、
本
歌
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
参
考
に
挙
げ
た
も
う
一
首
の
「
あ
は
れ
さ
は
」
は
同
工
異
曲
と
言
え
る
。『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
は
、
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
と
思
し
い
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
一
連
と
考
え
ら
れ
る
。
三
四
六
364　
枯か
れ
果は
て
し
草
は
緑みとり
に
返かへ
る
な
り
人
目め
よ
い
か
に
春
雨さめ
の
空そら
〔
通
釈
〕　すっ
か
り
枯
れ
た
草
は
緑
に
戻
る
よ
う
だ
。
離
れ
さ
っ
た
人
目
は
ど
う
だ
（
戻
る
の
か
）、
春
雨
が
降
る
空
の
下
で
。
〔
本
歌
〕　
山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
冬
・
三
一
五
・
源
宗
于
）
〔
参
考
〕　
春
深
み
枯
れ
し
草
葉
は
緑
に
て
ま
だ
山
里
は
人
目
ば
か
り
ぞ
（
壬
二
集
・
百
首
文
治
三
年
十
一
月
・
九
一
九
）
春
雨
は
去
年
見
し
野
辺
の
し
る
べ
か
は
緑
に
返
る
荻
の
焼
け
原
（
六
百
番
歌
合
・
春
・
若
草
・
四
八
・
寂
蓮
）
我
が
宿
の
垣
根
の
草
の
浅
緑
降
る
春
雨
ぞ
色
は
染
め
け
る
（
新
勅
撰
集
・
春
上･
七
・
能
宣
）
春
日
野
や
同
じ
草
葉
の
緑
だ
に
濡
れ
て
色
濃
き
春
雨
の
空
（
為
家
千
首
・
春
・
一
三
五
）
さ
ら
で
だ
に
人
目
も
知
ら
ぬ
我
が
宿
に
よ
を
う
ち
絶
え
て
春
雨
ぞ
降
る
（
為
忠
家
初
度
百
首
・
春
・
閑
中
春
雨
・
七
四
・
源
頼
政
）
〔
語
釈
〕　
○
枯
れ
―
「
人
目
」
の
縁
で
「
離
れ
」
が
掛
か
る
。
○
人
目
―
人
の
訪
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
。
365　
千ち
里さと
ま
て
植う
へゑ
並なら
べ
け
む
唐
も
ろ
こ
し
の
堤つゝみ
の
柳やなき
見み
る
心
地ち
し
て
〔
通
釈
〕　千里
ま
で
植
え
並
べ
た
で
あ
ろ
う
あ
の
随
の
堤
の
柳
を
、
今
見
る
気
持
ち
が
し
て
。
〔
本
文
〕　
隋
堤
柳
…
種
レ
柳
成
レ
行
夾
二
流
水
一　
西
自
二
黄
河
一
東
至
レ
淮　
緑
陰
一
千
三
百
里　
大
業
末
年
春
暮
月　
柳
色
如
レ
煙
絮
如
レ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
四
七
雪
…
（
白
氏
文
集
・
巻
四
・
新
楽
府
・
随
堤
柳
）
〔
語
釈
〕　
○
千
里
ま
で
植
ゑ
並
べ
け
む
―
「
千
里
」
は
、
沢
山
の
村
里
、
あ
ち
こ
ち
の
村
里
の
意
で
は
な
く
、
遙
か
に
長
い
距
離
「
千
里
（
せ
ん
り
）」
の
意
。「
隋
堤
柳
」
の
「
種
レ
柳
成
レ
行
夾
二
流
水
一　
西
自
二
黄
河
一
東
至
レ
淮　
緑
陰
一
千
三
百
里
」
を
踏
ま
え
る
。
○
唐
の
堤
の
柳
―
煬
帝
の
「
隋
堤
柳
」
の
こ
と
。
〔
補
説
〕　
白
居
易
の
新
楽
府
「
随
堤
柳
」
は
、
煬
帝
が
造
営
し
た
大
運
河
畔
の
柳
の
衰
枯
と
国
の
滅
亡
を
詠
じ
て
今
上
皇
帝
を
諫
め
る
諷
諭
だ
が
、
こ
こ
は
日
本
に
於
け
る
白
居
易
受
容
の
あ
り
よ
う
に
従
い
批
判
的
思
想
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
、
た
だ
古
代
中
国
の
景
趣
と
し
て
の
「
唐
の
堤
の
柳
」
を
讃
美
す
る
趣
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、「
隋
堤
柳
」
の
全
体
を
次
に
掲
出
し
て
お
く
。
「
隋
堤
柳　
歳
久
年
深
尽
衰
朽　
風
颯
颯
兮
雨
蕭
蕭　
三
株
両
株
汴
河
口　
老
枝
病
葉
愁
二
煞
人
一　
曾
経
大
業
年
中
春　
大
業
年
中
煬
天
子　
種
レ
柳
成
レ
行
夾
二
流
水
一　
西
自
二
黄
河
一
東
至
レ
淮　
緑
陰
一
千
三
百
里　
大
業
末
年
春
暮
月　
柳
色
如
レ
煙
絮
如
レ
雪　
南
幸
二
江
都
一
恣
二
佚
遊
一　
応
下
将
二
此
樹
一
繫
中
竜
舟
上　
紫
髯
郎
将
護
二
錦
纜
一　
青
娥
御
女
直
二
紅
樓
一　
海
内
財
力
此
時
歇　
舟
中
歌
咲
何
日
休　
上
荒
下
困
勢
不
レ
久　
宗
社
之
危
如
二
綴
旒
一　
煬
天
子
自
言
歓
楽
殊
未
レ
極　
豈
知
明
年
正
朔
帰
二
武
徳
一  
煬
天
子
自
言
福
祚
垂
二
無
窮
一　
豈
知
後
年
皇
子
封
二
公
一　
竜
舟
未
レ
過
二
彭
城
閣
一　
義
旗
已
入
二
長
安
宮
一　
蕭
牆
禍
生
人
事
変　
晏
駕
不
レ
得
レ
帰
二
秦
中
一　
土
墳
数
尺
何
所
葬　
呉
公
台
下
多
二
悲
風
一　
二
百
年
来
汴
河
路　
沙
草
水
煙
朝
復
暮　
後
王
何
以
鑑
二
前
王
一　
請
看
隋
堤
亡
国
樹
」（
白
氏
文
集
・
巻
四
・
新
楽
府
・
随
堤
柳
）。
366　
白しら
く
も雲
に
ま
が
ふ
も
辛つら
し
山やま
桜さくら
峰みね
に
は
咲さ
か
ぬ
慣な
ら
ひ
と
も
が
な
三
四
八
〔
通
釈
〕　
（
花
を
峰
に
か
か
る
）
白
雲
に
見
紛
う
の
も
切
な
い
。
山
桜
は
、
峰
に
は
咲
か
な
い
き
ま
り
と
な
っ
て
欲
し
い
な
。
〔
参
考
〕　
ま
が
ふ
と
て
厭
ひ
し
峰
の
白
雲
は
散
り
て
ぞ
花
の
形
見
な
り
け
る
（
続
後
撰
集
・
春
下
・
一
四
三
・
通
光
。
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
四
六
〇
。
万
代
集
・
春
下
・
四
六
二
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
一
一
二
）
〔
影
響
〕　
白
雲
に
ま
が
ふ
も
辛
し
山
桜
花
は
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
新
葉
集
・
春
下
・
九
四
・〔
北
畠
顕
能
〕）
〔
補
説
〕　
影
響
に
挙
げ
た
上
句
が
一
致
す
る
歌
は
、
南
朝
歌
人
の
宗
尊
歌
受
容
の
一
連
と
見
た
が
、
こ
れ
は
な
お
考
え
る
べ
き
余
地
が
あ
ろ
う
。
367　
い
か
ば
か
り
な猶ほ
惜お
し
ま
まゝ
し
も
の
思おも
ひ
の
げ
に
忘わす
ら
る
るゝ
桜さくら
な
り
せ
は
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
ど
れ
ほ
ど
さ
ら
に
惜
し
む
こ
と
だ
ろ
う
。
も
の
思
い
が
本
当
に
忘
れ
ら
れ
る
、
桜
の
花
で
あ
る
な
ら
ば
。
〔
参
考
〕　
つ
れ
づ
れ
と
も
の
思
ふ
こ
と
も
忘
れ
け
ん
幾
世
も
あ
ら
じ
花
を
見
る
間
は
（
赤
染
衛
門
集
・
桜
の
花
を
折
ら
せ
て
、
定
基
僧
都
の
母
・
三
三
一
）
花
見
れ
ば
も
の
思
ふ
こ
と
も
忘
ら
れ
ぬ
秋
は
野
辺
に
ぞ
住
む
べ
か
り
け
る
（
道
済
集
・
草
花
を
み
る
一
六
七
）
桜
散
り
春
の
暮
れ
ゆ
く
物
思
ひ
も
忘
ら
れ
ぬ
べ
き
山
吹
の
花
（
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
・
春
・
款
冬
・
一
一
九
。
玉
葉
集
・
春
下
・
二
七
〇
）
斧
の
柄
は
木
の
も
と
に
て
や
朽
ち
な
ま
し
春
を
限
ら
ぬ
桜
な
り
せ
ば
（
金
葉
集
・
春
・
四
八
・
大
中
臣
公
長
。
御
裳
濯
集
・
春
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
四
九
下
・
一
三
七
）
〔
補
説
〕　
言
わ
ば
自
己
の
憂
愁
が
桜
花
（
落
花
）
の
哀
惜
よ
り
も
増
さ
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
述
懐
性
が
強
い
。
410
と
は
対
照
的
な
仕
立
て
方
。
「
い
か
ば
か
り
」「
…
ま
し
」「
…
せ
ば
」
の
仕
立
て
は
、「
偽
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
」
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
・
読
人
不
知
）
を
原
拠
に
し
て
、
よ
り
直
接
に
は
『
後
拾
遺
集
』
の
「
い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
ら
ま
し
面
影
に
見
ゆ
る
ば
か
り
の
逢
ふ
夜
な
り
せ
ば
」（
恋
三
・
七
三
六
・
藤
原
忠
家
）
が
先
規
と
な
る
。
368　
絶た
え
て
よ
も
人
も
あ
ら
じ
な
桜さくら
花
こ
の
春はる
ば
か
り
散ち
る
と
思おも
は
ばゝ
〔
通
釈
〕　すっ
か
り
絶
え
て
、
よ
も
や
人
も
こ
こ
に
は
在
る
ま
い
よ
。
桜
の
花
が
、
こ
の
春
だ
け
に
散
る
の
だ
と
も
し
思
う
の
な
ら
ば
。
〔
参
考
〕　
来
て
見
べ
き
人
も
あ
ら
じ
な
我
が
宿
の
梅
の
初
花
折
り
つ
く
し
て
む
（
後
撰
集
・
春
上
・
二
三
・
読
人
不
知
）
と
の
も
り
の
伴
の
み
や
つ
こ
心
あ
ら
ば
こ
の
春
ば
か
り
朝
ぎ
よ
め
す
な
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
延
喜
御
時
、
南
殿
に
散
り
積
み
て
侍
け
る
花
を
見
て
・
一
〇
五
五
・
源
公
忠
）
〔
語
釈
〕　
○
よ
も
―
ま
さ
か
、
万
一
に
も
。
〔
補
説
〕　
桜
は
毎
春
に
咲
き
散
る
の
で
人
が
見
に
訪
れ
惜
し
む
け
れ
ど
、
も
し
今
年
の
春
だ
け
散
る
の
な
ら
ば
、
つ
ま
り
例
年
は
常
に
散
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
人
も
見
に
訪
れ
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
三
五
〇
369　
今いま
は
は
や
こ
の
里さと
人
に
な
り
ぬ
と
や
我われ
を
見み
る
ら
む
井ゐ
手て
の
山
吹
〔
通
釈
〕　もは
や
今
は
こ
の
里
の
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
私
を
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
井
手
の
山
吹
は
。
〔
本
歌
〕　
山
吹
の
花
の
盛
り
に
井
手
に
来
て
こ
の
里
人
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な
（
拾
遺
集
・
春
・
井
手
と
い
ふ
所
に
、
山
吹
の
花
の
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
る
を
見
て
・
六
九
・
恵
慶
）
〔
語
釈
〕　
○
我
を
見
る
ら
む
―
類
辞
は
、
平
安
中
後
期
の
津
守
国
基
の
「
水
鳥
の
お
の
が
姿
の
池
水
に
映
る
折
こ
そ
我
を
見
る
ら
め
」
（
国
基
集
・
す
が
た
の
池
、
水
鳥
・
三
八
）
が
早
い
が
、
こ
れ
は
意
味
合
い
が
異
な
る
か
。
見
る
対
象
が
反
対
に
「
我
を
見
」
る
と
い
う
意
味
で
は
、
源
頼
政
の
「
入
り
方
に
な
り
に
け
る
こ
そ
惜
し
け
れ
ど
花
や
か
へ
り
て
我
を
見
る
ら
ん
」（
頼
政
集
・
同
じ
〔
老
後
見
花
〕
心
を
・
六
九
）
や
宜
秋
門
院
丹
後
の
「
物
思
へ
ば
な
が
む
る
影
も
か
は
り
け
り
月
や
あ
ら
ぬ
と
我
を
見
る
ら
ん
」（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
二
一
八
一
）
が
先
行
例
と
な
る
。
○
井
手
―
山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
。
泉
川
（
現
木
津
川
）
沿
い
。
「
蛙
」
や
「
山
吹
」
が
景
物
。
370　
藤ふち
の
咲さ
く
頃ころ
に
し
な
れ
ば
東あつま
路ち
の
常とき
は磐
の
橋はし
も
色いろ
変か
は
る
ら
し
〔
通
釈
〕藤が
咲
く
頃
に
な
る
と
、
東
路
の
（
松
の
よ
う
に
色
を
変
え
な
い
は
ず
の
）
常
磐
の
橋
も
、（
藤
が
咲
き
か
か
り
）
色
が
変
わ
る
ら
し
い
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
一
〔
参
考
〕　
色
変
へ
ぬ
松
に
よ
そ
へ
て
東
路
の
常
磐
の
橋
に
か
か
る
藤
波
（
金
葉
集
・
春
・
院
北
面
に
て
橋
上
藤
花
と
い
ふ
事
を
よ
め
る
・
八
一
・
大
夫
典
侍
）
東
路
の
常
磐
の
橋
の
藤
の
花
朝
行
く
人
は
袖
匂
ふ
ら
し
（
紫
禁
集
・
同
〔
承
久
二
年
三
月
〕
廿
三
日
、
当
座
歌
合
・
朝
藤
花
・
一
一
八
三
）
〔
語
釈
〕　
○
常
磐
の
橋
―
近
江
国
の
歌
枕
と
い
う
が
（
八
雲
御
抄
等
）、
所
在
不
明
。「
常
磐
」
か
ら
、
色
を
変
え
な
い
こ
と
（
松
）
が
寓
意
さ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
色
か
へ
ぬ
」
歌
は
実
質
的
に
は
本
歌
だ
が
、
作
者
は
神
祇
伯
源
顕
仲
女
で
待
賢
門
院
堀
河
妹
の
大
夫
典
侍
で
あ
り
、
『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
な
の
で
、
参
考
歌
に
と
ど
め
る
。
371　
行ゆ
く
春
を
ま
た
来こ
む
年とし
と
頼たの
め
ど
も
い
さ
と
よ
知し
ら
ず
定さた
め
な
き
世
は
〔
通
釈
〕　行く
春
を
、
ま
た
来
る
で
あ
ろ
う
年
（
に
ま
た
め
ぐ
る
）
と
期
待
す
る
け
れ
ど
も
、
さ
あ
ね
、
分
か
ら
な
い
。
定
め
な
い
無
常
の
世
と
い
う
の
は
。
〔
参
考
〕　
行
く
春
を
今
日
は
人
こ
そ
惜
し
め
ど
も
ま
た
来
む
時
と
え
や
は
頼
ま
ぬ
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
七
三
七
・
伊
嗣
）
う
れ
し
く
も
桃
の
初
花
見
つ
る
か
な
ま
た
来
む
春
も
定
め
な
き
世
に
（
公
任
集
・
前
近
き
桃
の
は
じ
め
て
花
咲
き
た
る
に
・
一
三
）
頼
む
と
も
ま
た
来
ん
年
の
春
ま
で
は
梅
の
枝
待
た
じ
残
り
な
き
身
は
（
源
三
位
頼
政
集
・
六
二
一
）
三
五
二
待
ち
ど
ほ
に
ま
た
来
む
年
を
た
の
め
ど
も
暮
れ
行
く
秋
の
惜
し
き
今
日
か
な
（
宝
治
百
首
・
秋
・
九
月
尽
・
一
九
七
三
・
資
季
）
〔
類
歌
〕　
行
く
春
に
ま
た
来
ん
年
と
契
ら
ば
や
あ
だ
な
る
花
の
身
と
は
知
れ
ど
も
（
文
保
百
首
・
春
・
九
一
七
・
有
房
）
〔
語
釈
〕　
○
い
さ
と
よ
―
さ
あ
ね
。
感
動
詞
「
い
さ
」
に
格
助
詞
「
と
」
と
間
投
詞
「
よ
」。
和
歌
で
は
、
慈
円
が
「
う
ち
時
雨
れ
寂
し
き
色
に
な
り
に
け
り
い
さ
と
よ
秋
の
鹿
鳴
か
ず
と
も
」（
拾
玉
集
・
短
冊
・
時
雨
・
四
三
五
三
。
無
名
和
歌
集
・
報
恩
講
百
首
に
、
時
雨
・
四
二
）
や
「
い
か
さ
ま
に
い
さ
と
よ
月
は
照
ら
す
と
も
す
み
果
て
つ
べ
き
人
は
人
か
は
」（
拾
遺
愚
草
・
雑
・〔
承
久
二
年
九
月
十
三
夜
に
定
家
が
慈
円
に
奉
じ
た
歌
の
返
歌
〕・
二
七
六
三
）
あ
る
い
は
「
い
づ
か
た
ぞ
辰
巳
の
鹿
も
風
の
音
も
い
さ
と
よ
い
か
に
聞
き
ぞ
分
か
れ
ぬ
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
千
三
百
八
十
五
番
判
歌
）
と
用
い
て
い
る
。
夏
372　
な
か
な〳〵
か
に
残のこ
る
も
辛つら
き
形かた
見み
と
や
花
の
袂たもと
を
替か
へ
始はし
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
夏
か
え
っ
て
そ
れ
が
残
る
の
も
辛
い
春
の
形
見
と
い
う
の
で
、（
春
着
の
）
花
の
袂
を
（
夏
衣
に
）
替
え
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
夏
衣
花
の
袂
に
脱
ぎ
替
へ
て
春
の
形
見
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り
（
千
載
集
・
夏
・
一
三
六
・
匡
房
。
堀
河
百
首
・
夏
・
更
衣
・
三
二
二
）
〔
参
考
〕　
花
薄
そ
れ
と
も
見
え
ず
霜
枯
れ
て
残
る
も
辛
し
秋
の
形
見
は
（
宝
治
百
首
・
冬
・
寒
草
・
二
一
一
八
・
但
馬
）
〔
補
説
〕　
事
物
や
事
象
の
始
原
を
問
う
よ
う
な
詠
み
方
は
、
時
代
と
宗
尊
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
三
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
大
江
匡
房
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
373　
寝ね
さ覚
め
せ
ぬ
人
は
聞き
か
じ
な
時ほと
ゝ
き
す鳥
有あり
あ
け明
の
月
に
鳴な
き
て
過す
ぎ
ぬ
る
〔
通
釈
〕　夜寝
て
目
覚
め
な
い
人
は
聞
く
ま
い
な
、
時
鳥
は
、
有
明
の
月
に
鳴
い
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
時
鳥
鳴
き
つ
る
方
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
一
・
実
定
）
過
ぎ
ぬ
る
か
夜
半
の
寝
覚
め
の
時
鳥
声
は
枕
に
あ
る
心
ち
し
て
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
五
・
俊
成
）
ま
ど
ろ
め
る
人
は
聞
か
じ
な
時
鳥
我
待
ち
つ
け
て
お
ど
ろ
か
さ
ず
は
（
季
経
集
・
郭
公
を
・
一
九
）
過
ぎ
ぬ
な
り
夜
半
の
寝
覚
め
の
時
鳥
声
を
ば
し
ば
し
月
に
残
し
て
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
内
宮
御
百
首
・
夏
・
二
三
〇
）
夏
の
夜
の
有
明
の
空
の
郭
公
同
じ
寝
覚
め
の
人
や
聞
く
ら
ん
（
隣
女
集
・
巻
一
正
元
年
中
・
夏
・
三
九
）
〔
類
歌
〕　
思
ひ
や
る
寝
覚
め
や
い
か
に
時
鳥
鳴
き
て
過
ぎ
ぬ
る
有
明
の
空
（
中
務
内
侍
日
記
・
八
・
作
者
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
諸
歌
の
内
、『
千
載
集
』
の
両
首
を
意
識
し
て
い
る
詠
作
で
あ
ろ
う
。
上
句
が
近
似
す
る
季
経
の
歌
を
、
宗
尊
が
参
照
し
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
後
鳥
羽
院
の
歌
は
宗
尊
歌
と
同
様
に
『
千
載
集
』
の
俊
成
詠
に
負
っ
て
い
て
、
そ
の
景
趣
は
宗
尊
歌
に
似
通
う
。
関
東
に
も
祗
候
し
て
宗
尊
の
歌
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
し
い
作
が
散
見
す
る
飛
鳥
井
雅
有
の
「
過
ぎ
ぬ
な
り
」
詠
は
、「
寝
覚
め
」「
時
鳥
」「
有
明
」「
過
ぎ
」
を
詠
み
併
せ
る
、
こ
の
場
合
は
宗
尊
詠
に
先
行
す
る
例
で
あ
る
。
三
五
四
374　
引ひ
く
人
も
な
き
身
と
思おも
ふ
に
菖あや
め蒲
草くさ
長なか
き
ね
を
な
ど
袖
に
か
く
ら
む
〔
通
釈
〕　菖蒲
草
の
根
を
引
く
よ
う
に
、
引
き
上
げ
て
く
れ
る
人
も
な
い
こ
の
身
だ
と
思
う
の
に
、
長
い
泣
く
音
（
の
涙
）
を
袖
に
か
け
な
が
ら
、（
邪
気
を
払
う
）
菖
蒲
草
の
長
き
根
を
な
ぜ
袖
に
掛
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
ひ
た
す
ら
に
軒
の
菖
蒲
の
つ
く
づ
く
と
思
へ
ば
ね
の
み
か
か
る
袖
か
な
（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
七
九
九
・
和
泉
式
部
）
菖
蒲
草
う
き
ね
を
見
て
も
涙
の
み
か
く
ら
ん
袖
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
（
千
載
集
・
哀
傷
・
五
七
三
・
国
信
）
引
く
人
も
な
き
身
な
り
せ
ば
菖
蒲
草
今
日
は
よ
ど
の
に
ね
を
や
泣
か
ま
し
（
経
衡
集
・
五
九
）
菖
蒲
草
袖
に
か
け
て
も
思
ひ
き
や
長
き
ね
に
の
み
朽
ち
果
て
ん
と
は
（
土
御
門
院
御
集
・
夏
五
首
・
二
八
五
）
〔
類
歌
〕　
引
く
人
も
な
き
み
ご
も
り
の
菖
蒲
草
よ
に
沈
み
ぬ
る
ね
こ
そ
な
か
る
れ
（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
夏
菖
蒲
・
一
〇
八
八
）
〔
語
釈
〕　
○
引
く
―
自
分
を
ひ
い
き
に
す
る
意
に
、「
菖
蒲
草
」「
長
き
ね
（
根
）」
の
縁
で
、
菖
蒲
草
の
根
を
引
き
抜
く
意
が
掛
か
る
。
○
長
き
ね
―
「
菖
蒲
草
」
の
「
長
き
根
」
に
、「
引
く
人
も
な
き
身
」
か
ら
、「
長
き
音
」（
長
く
上
げ
る
泣
き
声
）
が
掛
か
る
。
○
袖
に
か
く
―
「
菖
蒲
草
」
の
「
長
き
根
」
を
袖
に
引
っ
掛
け
る
意
に
、「
長
い
音
」
の
涙
を
袖
に
そ
そ
ぎ
掛
け
る
意
が
重
な
る
。
375　
五
月
雨
に
吉よし
野の
のゝ
川
の
い
か
な
ら
む
い
づ
く
も
今いま
は
た
ぎ
つ
瀬せ
の
ご
と
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
五
〔
通
釈
〕　五月
雨
に
吉
野
の
川
（
の
た
ぎ
つ
瀬
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
も
今
は
、
激
し
く
流
れ
る
た
ぎ
つ
瀬
の
よ
う
で
あ
っ
て
。
〔
本
歌
〕　
逢
ふ
こ
と
は
玉
の
緒
ば
か
り
名
の
た
つ
は
吉
野
の
川
の
た
ぎ
つ
瀬
の
ご
と
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
七
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
杣
河
の
筏
の
道
も
い
か
な
ら
む
流
れ
て
く
だ
す
五
月
雨
の
頃
（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本
拾
遺
・
五
月
雨
・
二
四
・
兼
高
）
渡
り
す
る
淀
の
川
瀬
の
い
か
な
ら
ん
水
か
さ
ぞ
ま
さ
る
五
月
雨
の
頃
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
夏
・
五
月
雨
・
一
四
六
・
北
条
泰
時
）
〔
類
歌
〕　
み
吉
野
の
滝
や
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
ら
ん
水
分
山
の
五
月
雨
の
頃
（
拾
遺
風
体
集
・
夏
・
滝
五
月
雨
・
六
六
・
法
橋
道
悟
）
た
ぎ
つ
瀬
の
音
こ
そ
高
く
な
り
に
け
れ
吉
野
の
川
の
五
月
雨
の
頃
（
文
保
百
首
・
夏
・
一
七
二
六
・
実
前
）
〔
語
釈
〕　
○
吉
野
の
川
―
大
和
国
の
歌
枕
。
吉
野
川
。
こ
こ
は
、
急
流
で
知
ら
れ
る
上
流
域
の
「
宮
滝
」
辺
り
を
念
頭
に
置
く
か
。
376　
こ
の
夜
は
や
明あ
け
立た
ち
に
け
り
ま
た
今け
ふ日
も
蟬せみ
の
お
り
は
へ
鳴な
か
む
と
す
ら
ん
〔
本
文
〕　
○
鳴
か
む
と
―
底
本
は
「
◦な
か
む
と
」（「
か
」
の
上
に
捕
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
な
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　この
夜
は
す
で
に
明
け
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
日
も
蟬
が
、
長
く
ず
っ
と
鳴
こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
〔
本
歌
〕　
明
け
た
て
ば
蟬
の
お
り
は
へ
な
き
く
ら
し
夜
は
蛍
の
燃
え
こ
そ
渡
れ
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
四
三
・
読
人
不
知
）
三
五
六
〔
参
考
〕　
こ
の
夜
は
や
明
け
方
な
ら
し
い
を
も
寝
ず
物
思
ひ
を
れ
ば
千
鳥
鳴
く
な
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
〇
九
〇
・
真
観
）
ま
た
今
日
も
暮
る
れ
ば
暮
る
る
空
と
の
み
見
て
や
や
み
な
む
袖
は
濡
れ
つ
つ
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
ゆ
ふ
べ
・
二
三
五
・
真
観
）
夏
山
の
蟬
の
お
り
は
へ
薄
衣
明
け
立
つ
よ
り
ぞ
音
は
鳴
か
れ
け
る
（
為
家
集
・
夏
・
蟬
建
長
五
年
六
月
・
四
一
七
）
〔
語
釈
〕　
○
は
や
―
す
で
に
、
も
う
。
○
明
け
立
ち
―
明
け
始
め
る
意
。
○
お
り
は
へ
―
仮
名
遣
い
は
「
を
り
は
へ
」
と
も
。
時
を
ず
っ
と
長
く
延
ば
し
て
、
間
断
な
く
の
意
。
377　
松まつ
か
け陰
は
春
よ
り
秋
に
な
れ
る
か
と
思おも
ふ
ば
か
り
に
風
ぞ
吹ふ
く
な
る
〔
通
釈
〕　松の
樹
陰
は
、
春
か
ら
（
夏
を
飛
び
越
し
て
）
秋
に
な
っ
て
い
る
と
思
ふ
程
に
、（
涼
し
く
）
風
が
吹
く
音
が
聞
こ
え
る
。
〔
参
考
〕　
ま
と
ゐ
し
て
夕
涼
み
す
る
松
陰
は
梢
の
風
に
秋
ぞ
先
立
つ
（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
一
八
三
八
・
実
房
）
洩
る
月
も
夏
と
は
見
え
ぬ
松
陰
に
風
は
そ
れ
さ
へ
秋
を
告
ぐ
ら
ん
（
建
仁
元
年
十
首
和
歌
・
松
月
似
秋
・
八
九
・
保
季
）
日
数
行
く
山
と
海
と
の
な
が
め
に
て
春
よ
り
秋
に
か
は
る
月
影
（
拾
遺
愚
草
・
建
久
七
年
内
大
臣
殿
に
て
、
文
字
を
上
に
置
き
て
廿
首
よ
み
し
中
に
、
た
び
の
み
ち
・
二
六
九
二
）
〔
語
釈
〕　
○
吹
く
な
る
―
「
な
る
」
は
伝
聞
推
定
の
助
動
詞
。「
吹
い
て
る
よ
う
だ
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
378　
年とし
ご
と
に
変か
は
ら
ぬ
今け
ふ日
の
め
ぐ
り
来き
て
幾いく
た
び
同おな
じ
禊みそ
ぎ
し
つ
ら
む
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
七
〔
通
釈
〕　毎年
ご
と
に
変
わ
ら
な
い
今
日
、
夏
六
月
晦
日
が
め
ぐ
っ
て
来
て
、
い
っ
た
い
幾
度
同
じ
（
夏
越
し
の
祓
え
の
）
禊
ぎ
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
年
ご
と
に
変
は
ら
ぬ
今
日
の
嘆
き
か
な
惜
し
み
と
め
た
る
秋
は
な
け
れ
ど
（
風
雅
集
・
秋
下
・
九
月
尽
に
よ
め
る
・
七
二
一
・
登
蓮
）
年
暮
れ
ぬ
か
は
ら
ぬ
今
日
の
空
ご
と
に
憂
き
を
重
ぬ
る
心
地
の
み
し
て
（
拾
遺
愚
草
・
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
胆
百
首
文
治
五
年
春
・
冬
・
六
七
〇
）
身
の
上
に
積
も
る
月
日
の
め
ぐ
り
来
て
幾
た
び
同
じ
年
の
暮
る
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
二
三
六
九
・
為
経
）
里
人
の
同
じ
禊
ぎ
の
宿
ご
と
に
今
日
は
変
は
ら
ぬ
千
世
祈
る
な
り
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
な
ご
し
の
は
ら
へ
・
一
〇
一
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
禊
ぎ
―
水
に
よ
っ
て
身
の
汚
穢
を
浄
め
る
行
法
。
こ
こ
は
、「
夏
越
し
の
祓
へ
」（
夏
六
月
の
晦
日
に
行
う
禊
ぎ
）
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
「
変
は
ら
ぬ
今
日
」
は
作
例
が
限
ら
れ
る
。
登
蓮
の
歌
が
『
風
雅
集
』
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
定
家
が
詠
み
、
宗
尊
以
後
で
は
、
伏
見
院
が
「
筆
の
跡
も
年
と
と
も
に
や
積
も
り
ぬ
る
変
は
ら
ぬ
今
日
の
情
け
と
思
へ
ば
」（
伏
見
院
御
集
・
除
夜
言
志
・
一
九
三
四
）
と
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
定
家
と
宗
尊
と
京
極
派
の
通
底
の
一
連
と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。
秋
379　
い
か
に
せ
む
今け
さ朝
も
辛つら
さ
の
身
を
責せ
め
て
行ゆ
く
末すゑ
思おも
ふ
秋
の
初はつ
か
せ風
三
五
八
〔
通
釈
〕　
秋
ど
う
し
よ
う
か
。（
秋
の
初
め
の
）
今
日
も
堪
え
難
い
辛
さ
が
身
を
責
め
て
、
自
分
の
将
来
を
案
じ
る
、
秋
の
初
風
よ
。
〔
参
考
〕　
い
か
に
せ
ん
昨
日
を
憂
し
と
嘆
き
て
も
今
日
の
辛
さ
は
な
ほ
ま
さ
る
身
を
（
為
家
集
・
述
懐
建
長
五
年
正
月
・
一
四
三
一
）
何
を
か
は
思
ひ
残
さ
む
今
宵
な
ほ
身
を
責
め
て
吹
く
秋
の
初
風
（
秋
・
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
三
二
・
法
印
実
伊
）
行
末
も
思
ひ
知
ら
れ
て
寂
し
き
は
今
朝
吹
き
初
む
る
秋
の
初
風
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
秋
・
立
秋
・
二
〇
六
・
定
承
）
〔
補
説
〕　
宗
尊
が
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
を
見
習
っ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
家
集
の
歌
を
も
併
せ
見
れ
ば
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
東
撰
六
帖
（
抜
粋
本
）』
は
宗
尊
が
後
藤
基
政
に
撰
進
を
命
じ
た
関
東
圏
の
類
題
集
の
残
存
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
師
の
為
家
の
一
首
を
併
せ
て
参
考
の
諸
歌
に
宗
尊
が
倣
っ
た
こ
と
は
推
認
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
380　
秋
と
て
も
か
く
や
涙なみた
の
こ
ぼ
る
べ
き
荻おき
の
上うは
葉
に
風
を
聞き
か
ず
は
〔
通
釈
〕　いく
ら
秋
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
涙
が
こ
ぼ
れ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
荻
の
上
葉
に
吹
く
風
を
聞
か
な
い
で
は
。
〔
参
考
〕　
老
い
て
聞
く
荻
の
上
葉
の
秋
風
は
あ
り
し
よ
り
け
に
涙
落
ち
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
を
ぎ
・
一
九
八
一
・
家
良
）
さ
な
ら
で
も
涙
落
つ
や
と
秋
の
風
荻
の
上
葉
を
よ
き
て
吹
か
な
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
荻
風
・
一
二
八
九
・
実
雄
）
〔
補
説
〕　
大
き
な
枠
組
み
で
は
「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
の
示
す
、「
荻
」
の
「
葉
」
の
「
上
」
を
吹
く
「
風
」
の
寂
寥
の
類
型
中
に
あ
る
一
首
で
あ
る
。
321
と
同
工
異
曲
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
五
九
381　
み
吉よし
野の
のゝ
焼や
け
生ふ
の
萩はき
は
咲さ
き
に
け
り
命いのち
あ
ら
ば
と
待ま
た
れ
し
も
の
を
〔
通
釈
〕　吉野
の
野
焼
き
跡
に
生
え
た
萩
は
咲
い
た
の
で
あ
っ
た
。
も
し
命
が
あ
る
な
ら
ば
（
見
た
い
）
と
、
待
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
。
〔
参
考
〕　
宮
城
野
の
や
け
ふ
の
萩
も
双
葉
よ
り
本
荒
に
咲
か
ん
花
を
し
ぞ
思
ふ
（
好
忠
集
・
暮
の
春
・
三
月
上
・
六
八
）
花
の
時
い
き
た
ら
ば
見
ん
み
吉
野
の
萩
の
焼
け
野
は
な
べ
て
見
つ
る
を
（
好
忠
集
・
中
の
春
・
二
月
の
終
は
り
・
五
六
）
た
ま
き
は
る
命
あ
ら
ば
と
待
た
れ
来
し
花
の
盛
り
に
な
り
に
け
る
か
な
（
現
存
六
帖
・
は
な
・
四
〇
〇
・
家
良
。
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
春
・
一
七
六
）
〔
語
釈
〕　
○
み
吉
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
吉
野
」。
現
奈
良
県
吉
野
郡
。
○
焼
け
生
―
野
焼
き
し
た
あ
と
の
野
に
草
花
が
生
え
た
所
。
〔
補
説
〕　
上
句
は
好
忠
の
両
首
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
下
句
は
、
家
良
の
歌
か
ら
学
び
得
た
で
あ
ろ
う
。
382　
し
ひゐ
て
な
ど
頼たの
み
初そ
め
け
む
女おみ
な
へ
し
郎
花
花
の
心こゝろ
の
あ
は
れ
あ
だ
さ
を
〔
通
釈
〕　むや
み
に
ど
う
し
て
あ
て
に
し
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
、
女
郎
花
の
花
の
（
女
性
の
よ
う
な
）
心
、
あ
あ
な
ん
と
も
そ
の
浮
気
っ
ぽ
さ
を
。
〔
本
歌
〕　
名
に
し
負
へ
ば
し
ひ
て
頼
ま
ん
女
郎
花
花
の
心
の
あ
き
は
憂
く
と
も
（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
四
三
・
貫
之
）
三
六
〇
女
郎
花
花
の
心
の
あ
だ
な
れ
ば
あ
き
に
の
み
こ
そ
あ
ひ
わ
た
り
け
れ
（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
七
六
・
読
人
不
知
。
古
今
六
帖
・
第
六
・
を
み
な
へ
し
・
三
六
九
〇
・
作
者
不
記
〔
前
歌
「
興
風
」〕。
興
風
集
・
一
三
）
〔
参
考
〕　
あ
だ
し
野
の
心
も
知
ら
ぬ
あ
き
風
に
あ
は
れ
片
寄
る
女
郎
花
か
な
（
堀
河
百
首
・
秋
・
女
郎
花
・
六
一
九
・
基
俊
〔
新
編
国
歌
大
観
の
「
顕
仲
」
は
誤
り
〕。
基
俊
集
・
二
〇
二
。
後
葉
集
・
雑
三
・
五
四
七
、
四
句
「
あ
は
れ
に
た
よ
る
」。
中
古
六
歌
仙
・
一
三
四
。
万
代
集
・
秋
上
・
八
六
七
）
〔
語
釈
〕　
○
女
郎
花
―
女
性
を
寓
意
す
る
。
○
あ
だ
さ
―
「
あ
だ
」（
こ
こ
は
浮
気
で
真
実
み
が
な
い
の
意
）
の
程
度
。
特
に
そ
れ
が
強
い
度
合
い
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
和
歌
に
古
い
例
は
見
え
な
い
。
真
観
の
「
今
ま
で
も
い
か
で
住
む
ら
ん
霜
枯
れ
の
草
の
と
ざ
し
の
あ
は
れ
あ
だ
さ
に
」（
万
代
集
・
雑
三
・
住
吉
社
卅
六
首
に
・
三
一
五
九
）
が
先
行
例
で
、
こ
の
「
あ
だ
さ
」
は
儚
さ
や
頼
り
な
さ
の
意
だ
が
、
宗
尊
が
こ
の
歌
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
。
や
や
後
出
に
阿
仏
尼
の
「
飽
か
ず
見
て
よ
そ
に
ぞ
過
ぐ
る
萩
が
枝
を
折
ら
ば
落
つ
べ
き
露
の
あ
だ
さ
に
」（
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
・
鹿
島
社
百
首
・
萩
・
四
四
四
）
が
あ
る
。
383　
夢ゆめ
路ち
に
ぞ
咲さ
く
べ
か
り
け
る
お
き
て
見み
む
と
思おも
ふ
を
待ま
た
ぬ
朝あさ
か
ほ顔
の
花
〔
通
釈
〕　夢路
に
こ
そ
咲
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
な
。
夢
か
ら
起
き
て
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
待
つ
こ
と
な
く
、
置
く
露
よ
り
も
は
か
な
く
枯
れ
て
し
ま
う
朝
顔
の
花
よ
。
〔
本
歌
〕　
お
き
て
見
ん
と
思
ひ
し
ほ
ど
に
枯
れ
に
け
り
露
よ
り
け
な
る
朝
顔
の
花
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
四
三
・
好
忠
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
〇
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
四
七
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
六
一
〔
語
釈
〕　
○
夢
路
―
夢
の
中
を
道
に
喩
え
て
言
う
。「
路
」
は
、「
朝
顔
の
花
」
の
縁
で
、
そ
れ
が
咲
く
道
の
意
が
響
く
か
。
○
お
き
て
「
起
き
て
」
に
、
本
歌
を
承
け
た
「
朝
顔
の
花
」
の
縁
で
「
置
き
て
」
が
掛
か
り
、
露
が
暗
示
さ
れ
る
。
○
朝
顔
の
花
―
→
26
。
384　
世
の
憂う
き
に
堪た
へ
て
命いのち
の
つ
れ
な
く
は
今いま
い
く
か
せ
幾
風
か
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　世の
憂
き
辛
さ
に
堪
え
て
命
が
何
と
も
な
ら
ず
思
う
に
ま
か
せ
な
い
な
ら
、
さ
ら
に
幾
つ
の
秋
風
（
が
吹
く
の
を
待
つ
の
）
か
、
秋
の
夕
暮
に
。
〔
参
考
〕　
別
れ
路
の
有
明
の
月
の
憂
き
身
こ
そ
堪
へ
て
命
は
つ
れ
な
か
り
け
れ
（
弘
長
百
首
・
恋
・
暁
別
恋
・
四
八
七
・
為
家
。
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
九
二
九
）
〔
語
釈
〕　
○
幾
風
か
秋
の
―
新
奇
な
措
辞
。「
み
吉
野
の
き
さ
山
陰
に
立
て
る
松
幾
秋
風
に
そ
な
れ
来
ぬ
ら
ん
」（
詞
花
集
・
秋
・
一
一
〇
・
好
忠
）
等
の
「
幾
秋
風
」
か
ら
発
想
し
た
か
。
〔
補
説
〕　
下
句
の
趣
旨
が
分
か
り
に
く
い
。「
秋
の
夕
暮
」
に
「
命
」
を
思
う
歌
と
し
て
は
、「
い
つ
ま
で
と
思
ふ
に
も
の
の
悲
し
き
は
命
待
つ
間
の
秋
の
夕
暮
」（
万
代
集
・
秋
上
・
九
五
二
・
藤
原
忠
兼
）
が
あ
り
、
宗
尊
も
「
い
つ
ま
で
か
さ
て
も
命
の
長
ら
へ
て
憂
し
と
も
言
は
む
秋
の
夕
暮
」（
瓊
玉
集
・
秋
・
秋
夕
を
・
二
〇
一
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
と
同
工
異
曲
で
あ
ろ
う
。
ま
ま
に
な
ら
な
い
命
を
長
ら
え
て
、
秋
の
夕
暮
に
吹
く
風
が
辛
い
憂
き
世
に
堪
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
詠
嘆
す
る
趣
旨
と
見
る
。
385　
憂う
き
を
知し
る
心
の
露
も
置を
き
添そ
へ
て
袖
の
隙ひま
な
き
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
三
六
二
〔
通
釈
〕　憂き
辛
さ
を
知
る
我
が
心
の
露
の
涙
も
（
秋
の
露
に
）
置
き
加
え
て
、
袖
の
隙
間
が
な
い
秋
の
夕
暮
だ
。
〔
本
歌
〕　
夕
さ
れ
ば
い
と
ど
干
難
き
我
が
袖
に
秋
の
露
さ
へ
置
き
添
は
り
つ
つ
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
四
五
・
読
人
不
知
）
あ
き
は
我
が
心
の
露
に
あ
ら
ね
ど
も
も
の
嘆
か
し
き
頃
に
も
あ
る
か
な
（
後
撰
集
・
恋
二
・
七
七
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
さ
ら
で
だ
に
今
年
は
袖
の
隙
な
き
に
重
ね
て
し
ほ
る
秋
の
露
け
さ
（
秋
風
集
・
雑
下
・
思
ひ
に
侍
り
け
る
秋
、
藤
壺
の
中
宮
ま
た
隠
れ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
よ
み
侍
り
け
る
・
一
二
八
二
・
長
家
）
物
思
は
で
な
が
め
し
秋
の
夕
べ
だ
に
隙
な
く
袖
に
露
は
置
き
し
を
（
信
生
法
師
集
・
又
あ
る
人
の
本
へ
申
し
遣
は
す
・
四
〇
）
〔
類
歌
〕　
憂
き
を
知
る
涙
の
咎
と
言
ひ
な
し
て
袖
よ
り
霞
む
秋
の
夜
の
月
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
九
四
・
隆
弁
）
〔
語
釈
〕　
○
心
の
露
―
涙
の
比
喩
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
の
、
秋
の
夕
方
に
「
袖
（
の
涙
）」
に
「
露
」
が
加
わ
り
置
く
趣
向
を
逆
転
さ
せ
、『
後
撰
集
』
の
詞
を
取
っ
た
「
心
の
露
」
が
（
秋
の
露
が
置
く
）「
袖
」
に
隙
無
く
加
え
置
く
こ
と
を
詠
じ
る
。
386　
忍しの
び
得え
ぬ
辛つら
さ
は
秋
の
慣な
ら
ひ
と
て
雲
井
の
雁かり
も
音ね
に
や
立た
つ
ら
ん
〔
通
釈
〕　堪え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
辛
さ
は
秋
の
慣
ら
い
と
い
う
の
で
、
や
っ
て
く
る
天
空
の
雁
も
、
泣
く
よ
う
に
声
を
上
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
身
に
積
も
る
霜
を
ば
秋
の
慣
ら
ひ
と
て
な
ほ
飽
か
な
く
に
月
を
見
る
か
な
（
秋
風
抄
・
雑
・
二
七
七
・
伊
平
。
秋
風
集
・
雜
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
六
三
上
・
一
一
〇
三
）
寂
し
さ
も
秋
は
慣
ら
ひ
の
夕
暮
に
絶
え
ず
尾
上
の
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
暮
山
鹿
・
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
一
四
六
・
顕
氏
。
顕
氏
集
・
一
三
一
）
小
倉
山
秋
は
慣
ら
ひ
と
な
く
鹿
を
い
つ
と
も
分
か
ぬ
涙
に
ぞ
聞
く
（
弘
長
百
首
・
秋
・
鹿
・
二
七
〇
・
為
家
）
音
に
立
て
て
雁
ぞ
鳴
く
な
る
秋
風
や
知
ら
ぬ
雲
路
に
誘
ひ
来
ぬ
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
二
六
二
・
鷹
司
院
帥
）
〔
語
釈
〕　
○
音
に
や
立
つ
―
「
音
に
立
つ
」
は
、
声
に
出
し
て
鳴
く
意
。
こ
こ
は
、「
忍
び
得
ぬ
」「
辛
さ
」
の
縁
で
声
に
出
し
て
泣
く
意
が
掛
か
る
。
387　
心こゝろこ
そ
あ
く
が
れ
に
け
れ
雁かり
が
音ね
の
聞き
こ
ゆ
る
空そら
の
月
を
な
が
め
て
〔
本
文
〕　
○
聞
こ
ゆ
る
―
底
本
は
「
き
こゆる
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　心が
惹
き
つ
け
ら
れ
て
ほ
ん
や
り
し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
雁
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
空
を
物
思
い
に
眺
め
て
。
〔
本
歌
〕　
さ
夜
中
と
夜
は
更
け
ぬ
ら
し
雁
が
ね
の
聞
こ
ゆ
る
空
に
月
渡
る
見
ゆ
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
九
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
心
こ
そ
行
方
も
知
ら
ぬ
秋
風
に
誘
は
れ
出
づ
る
月
を
な
が
め
て
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
二
二
・
秀
能
。
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
二
六
）
時
鳥
心
も
空
に
あ
く
が
れ
て
夜
離
れ
が
ち
な
る
み
山
辺
の
里
（
金
葉
集
・
夏
・
一
一
一
・
顕
輔
）
見
る
人
の
心
は
空
に
あ
く
が
れ
て
月
の
影
の
み
す
め
る
宿
か
な
（
続
詞
花
集
・
秋
上
・
一
九
六
・
経
信
母
。
続
古
今
集
・
秋
三
六
四
上
・
四
一
〇
）
388　
堪た
へ
て
や
は
忍しの
び
も
果は
て
む
見み
る
ま
まゝ
に
涙なみた
の
浮う
か
ぶ
秋
の
夜
の
月
〔
通
釈
〕　堪え
て
忍
び
き
り
も
し
よ
う
か
、
い
や
で
き
な
い
の
だ
。
見
る
ま
ま
に
目
に
涙
が
浮
か
ぶ
、
秋
の
夜
の
月
よ
。
〔
参
考
〕　
堪
へ
て
や
は
思
ひ
あ
り
と
も
い
か
が
せ
む
葎
の
宿
の
秋
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
四
・
雅
経
）
い
か
に
し
て
忍
び
も
果
て
ん
夜
と
と
も
に
床
に
波
越
す
袖
の
う
ら
風
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
四
七
七
・
家
隆
。
壬
二
集
・
院
百
首
・
恋
・
四
七
四
、
四
句
「
と
は
に
波
越
す
」）
〔
語
釈
〕　
○
堪
へ
て
や
は
忍
び
も
果
て
む
―
323
に
も
用
い
て
い
る
。
○
涙
の
浮
か
ぶ
―
「
涙
に
浮
か
ぶ
」
は
常
套
だ
が
、
こ
の
形
は
新
奇
で
あ
る
。
涙
が
目
に
浮
か
ぶ
と
い
う
意
味
か
。
後
出
の
類
例
に
伏
見
院
の
「
思
ひ
か
ふ
る
憂
さ
哀
れ
さ
の
折
折
も
同
じ
涙
の
な
ど
浮
か
ぶ
ら
ん
」（
伏
見
院
御
集
・
一
七
三
六
）
や
耕
雲
の
「
見
る
ほ
ど
も
老
い
の
心
の
慰
ま
で
花
に
涙
の
な
ど
浮
か
ぶ
ら
ん
」（
耕
雲
百
首
・
春
・
花
・
一
二
）
等
が
あ
る
。
389　
秋
風
は
寒さむ
く
し
吹ふ
き
ぬ
我わ
が
背せ
こ子
が
さ
夜
の
寝ね
衣ころも
今いま
や
打う
つ
ら
ん
〔
通
釈
〕　秋風
が
寒
く
吹
い
た
。
自
分
の
夫
の
夜
の
寝
巻
き
を
今
は
打
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
六
五
〔
参
考
〕　
秋
風
は
身
に
し
む
ば
か
り
吹
き
に
け
り
今
や
打
つ
ら
む
妹
が
狭
衣
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
五
・
輔
尹
）
秋
風
も
寒
く
吹
き
ぬ
と
今
さ
ら
に
さ
夜
更
け
て
の
ち
打
つ
衣
か
な
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
六
七
二
・
伊
長
）
今
よ
り
や
い
は
田
の
里
の
秋
風
も
夜
寒
に
吹
け
ば
衣
打
つ
ら
ん
（
為
家
五
社
百
首
・
秋
・
擣
衣
・
三
五
二
・
石
清
水
）
我
が
背
子
と
さ
夜
の
寝
衣
重
ね
き
て
は
だ
へ
を
近
み
む
つ
れ
て
ぞ
寝
る
（
好
忠
集
・
九
月
終
は
り
・
二
七
二
）
〔
語
釈
〕　
○
寒
く
し
吹
き
ぬ
―
稀
な
句
形
。「
し
」
は
強
意
。
716
に
も
。
○
さ
夜
の
寝
衣
―
寝
る
時
の
着
物
。
夜
着
。
参
考
の
好
忠
の
歌
に
学
ぶ
か
。
こ
れ
を
「
打
つ
」
こ
と
を
言
う
例
は
稀
で
、
耕
雲
に
「
侘
び
人
の
ま
た
脱
ぎ
替
へ
ん
袖
せ
ば
み
さ
夜
の
寝
衣
打
ち
や
か
ぬ
ら
ん
」（
耕
雲
百
首
・
秋
・
擣
衣
・
四
三
）
の
作
が
あ
る
の
は
、
前
歌
の
「
涙
の
浮
か
ぶ
」
を
併
せ
見
る
と
偶
然
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
秋
風
は
」
の
一
首
を
詠
み
直
し
た
趣
が
あ
る
。
こ
の
作
者
輔
尹
は
、『
後
拾
遺
集
』
初
出
で
あ
り
、
こ
の
歌
を
本
歌
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
。
381
他
を
併
せ
見
る
と
、
宗
尊
が
『
好
忠
集
』
を
見
習
っ
て
い
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
390　
浅あさ
茅ち
原はら
霜しも
置を
く
ま
で
の
秋
風
に
鳴な
き
か
ら
し
た
る
松
虫むし
の
声こゑ
〔
通
釈
〕　浅茅
原
は
霜
が
置
く
程
の
秋
風
が
吹
く
中
で
、
ま
る
で
そ
れ
が
浅
茅
原
を
枯
ら
し
た
か
の
よ
う
に
鳴
き
嗄
ら
し
た
松
虫
の
声
よ
。
〔
参
考
〕　
秋
風
に
な
び
く
浅
茅
は
霜
枯
れ
て
色
こ
と
に
な
る
峰
の
紅
葉
葉
（
続
古
今
集
・
秋
下
・
二
百
首
御
歌
中
に
・
五
二
九
・
順
徳
院
）
三
六
六
秋
山
の
木
の
葉
も
今
は
紅
葉
ぢ
つ
つ
今
朝
吹
く
風
に
霜
置
き
に
け
り
（
続
後
撰
集
・
秋
下
・
四
一
四
・
人
麿
。
秋
風
集
・
秋
下
・
四
〇
三
）
風
寒
み
や
や
う
ら
が
る
る
草
の
原
初
霜
置
け
り
秋
や
暮
れ
な
ん
（
秋
風
集
・
秋
下
・
三
九
八
・
実
経
）
秋
深
き
野
辺
の
草
葉
の
色
よ
り
も
鳴
き
か
ら
し
た
る
松
虫
の
声
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
四
・
一
六
〇
一
・
寂
蓮
）
〔
語
釈
〕　
○
鳴
き
か
ら
し
―
「
鳴
き
嗄
ら
し
」
即
ち
鳴
き
声
が
出
な
く
な
る
意
に
、「
浅
茅
原
」「
霜
」
の
縁
で
「
枯
ら
し
」
即
ち
草
木
を
枯
ら
す
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
こ
の
歌
に
先
立
ち
、「
真
葛
原
ま
だ
霜
置
か
ぬ
秋
風
に
ま
づ
う
ら
が
る
る
松
虫
の
声
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
秋
・
一
六
七
）
と
詠
む
。
こ
れ
と
同
じ
趣
意
だ
と
す
る
と
、
上
句
は
「
浅
茅
原
は
、
霜
が
置
く
ま
で
の
間
に
吹
く
秋
風
に
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、「
真
葛
原
」
の
歌
よ
り
も
季
節
が
進
ん
だ
様
子
を
詠
じ
た
と
解
す
る
。
391　
山やま
さ
と里
は
か
く
こ
そ
あ
れ
と
思おも
へ
ど
も
鹿しか
の
鳴な
く
音ね
に
堪た
へ
ぬ
秋
か
な
〔
通
釈
〕　山里
は
こ
う
あ
れ
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、
鹿
の
鳴
く
声
に
堪
え
き
れ
な
い
秋
（
の
侘
び
し
さ
）
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
山
里
は
秋
こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ
鹿
の
鳴
く
音
に
目
を
覚
ま
し
つ
つ
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
四
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
人
の
世
も
か
く
こ
そ
あ
れ
と
慰
め
て
憂
き
を
厭
は
ぬ
身
の
す
ま
ひ
か
な
（
新
和
歌
集
・
雑
下
・
八
四
四
・
藤
原
朝
氏
）
山
里
は
あ
は
れ
な
り
や
と
人
問
は
ば
鹿
の
鳴
く
音
を
聞
け
と
答
へ
ん
（
西
行
法
師
家
集
・
秋
・
鹿
・
二
六
五
。
宮
河
歌
合
・
三
五
。
聞
書
集
・
九
四
。
御
裳
濯
集
・
秋
上
・
三
三
八
・
西
行
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
六
七
〔
補
説
〕　
平
忠
度
の
「
山
里
に
住
み
ぬ
べ
し
や
と
な
ら
は
せ
る
心
も
堪
へ
ぬ
秋
の
夕
暮
」（
忠
度
集
・
秋
・
山
家
秋
暮
と
い
ふ
こ
と
を
・
五
〇
）
や
西
行
の
「
堪
へ
ぬ
身
に
あ
は
れ
思
ふ
も
苦
し
き
に
秋
の
来
ざ
ら
ん
山
里
も
が
な
」（
西
行
法
師
家
集
・
秋
・
雑
秋
・
一
七
一
）
等
、
憂
き
世
を
出
て
隠
棲
を
志
す
「
山
里
」
の
秋
の
「
堪
へ
」
難
い
寂
し
さ
を
言
う
歌
の
類
型
の
中
に
入
る
一
首
で
あ
る
。
鴨
長
明
に
は
「
か
り
に
来
て
見
る
だ
に
堪
へ
ぬ
山
里
に
誰
つ
れ
づ
れ
と
明
け
暮
ら
す
ら
ん
」（
長
明
集
・
雑
・
山
里
な
る
所
に
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
り
て
よ
め
る
・
八
七
）
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
に
住
む
に
堪
え
難
い
「
山
里
」
を
詠
じ
た
一
首
が
あ
る
。
宗
尊
は
後
に
「
山
里
も
さ
す
が
に
堪
へ
ぬ
山
里
に
思
ひ
捨
て
て
し
人
ぞ
待
た
る
る
」（
竹
風
抄
・
巻
二
・
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
山
家
・
四
六
〇
）
と
詠
む
。
こ
れ
も
長
明
歌
と
同
様
に
秋
季
の
限
定
な
く
、
侘
び
し
い
「
山
里
」
の
人
恋
し
さ
を
詠
じ
て
い
る
。
392　
秋
も
は
や
紅もみ
ち葉
す
る
ま
で
な
り
に
け
り
頼たの
め
し
人
を
今いま
や
待ま
た
ま
し
〔
通
釈
〕　秋も
は
や
（
末
で
）
紅
葉
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
私
に
訪
れ
を
期
待
さ
せ
た
人
を
、
今
こ
そ
待
と
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
梅
の
花
今
は
盛
り
に
な
り
ぬ
ら
ん
頼
め
し
人
の
お
と
づ
れ
も
せ
ぬ
（
後
撰
集
・
春
上
・
三
八
・
敦
固
親
王
）
黒
髪
の
色
か
は
る
ま
で
な
り
に
け
り
つ
れ
な
き
人
を
恋
ひ
渡
る
と
て
（
能
因
法
師
集
・
恋
・
一
六
七
）
秋
も
は
や
末
の
原
野
に
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
旅
は
悲
し
き
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
羈
中
鹿
・
五
一
九
）
今
来
む
と
頼
め
し
人
は
見
え
な
く
に
秋
風
寒
み
雁
は
来
に
け
り
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
恋
・
四
二
六
）
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
同
じ
年
の
「
弘
長
三
年
八
月
、
三
代
集
詞
に
て
読
み
待
り
し
百
首
歌
」（
恋
）
で
「
今
来
む
と
頼
め
し
人
の
偽
り
を
幾
有
明
の
月
に
待
つ
ら
ん
」（
本
集
・
巻
三
・
四
三
五
）
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、「
頼
め
し
人
」
を
「
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
三
六
八
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
の
「
今
来
む
と
言
ひ
し
」
人
と
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
長
月
の
有
明
の
月
」
の
時
期
を
置
換
し
た
の
が
「
秋
も
は
や
紅
葉
す
る
ま
で
な
り
に
け
り
」
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
、「
長
月
の
末
野
原
野
の
は
じ
紅
葉
時
雨
れ
も
あ
へ
ず
色
づ
き
に
け
り
」（
続
後
撰
集
・
秋
下
・
四
一
六
・
良
算
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
の
で
、
長
月
の
末
つ
ま
り
秋
の
末
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
393　
ひ
と
り
見み
て
物
思おも
ひ
を
れ
ば
長なか
月
の
有あり
あ
け明
の
月
の
ま
た
時し
く雨
る
め
る
〔
通
釈
〕　
（
人
が
訪
れ
ず
）
た
だ
独
り
見
て
物
思
い
し
て
い
る
と
、
長
月
の
有
明
の
月
が
ま
た
時
雨
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
〔
本
歌
〕　
五
月
雨
に
物
思
ひ
を
れ
ば
郭
公
夜
深
く
鳴
き
て
い
づ
ち
行
く
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
五
三
・
友
則
）
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
Ｉ
〔
参
考
〕　
ま
こ
と
と
も
誰
か
思
は
ん
ひ
と
り
見
て
後
に
今
宵
の
月
を
語
ら
ば
（
山
家
集
・
秋
・
月
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
・
三
五
七
。
万
代
集
・
秋
上
・
九
九
二
・
西
行
。
雲
葉
集
・
秋
中
・
五
三
五
）
長
月
の
有
明
の
空
の
村
時
雨
い
た
く
も
袖
を
濡
ら
し
つ
る
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
な
が
づ
き
・
一
六
〇
・
真
観
）
寝
覚
め
し
て
袖
濡
ら
し
け
り
長
月
の
有
明
の
月
に
か
か
る
時
雨
は
（
秋
風
抄
・
秋
・
一
一
五
・
鷹
司
院
帥
）
冬
394　
山
里さと
は
い
か
で
か
堪た
へ
む
寂さひ
し
さ
の
ま
さ
る
と
聞き
きゝ
し
冬
も
来き
に
け
り
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
六
九
〔
本
文
〕　
○
い
か
で
か
堪
へ
む
―
底
本
は
「
い
か
て
◦か
た
へ
む
」（「
た
」
の
上
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
か
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
冬
山
里
は
ど
う
し
て
堪
え
よ
う
か
、
と
て
も
堪
え
ら
れ
な
い
。
寂
し
さ
が
い
っ
そ
う
ま
さ
る
と
聞
い
て
い
た
冬
も
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
冬
・
三
一
五
・
宗
于
）
〔
語
釈
〕　
○
い
か
で
か
堪
へ
む
―
意
外
に
用
例
が
少
な
い
句
形
。「
な
が
め
て
も
い
か
で
か
堪
へ
む
霞
み
つ
つ
花
さ
へ
に
ほ
ふ
春
の
曙
」
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
二
四
・
師
平
）
が
宗
尊
に
と
っ
て
身
近
な
先
行
例
。『
新
撰
朗
詠
集
』（
九
月
尽
・
二
六
一
・
紀
長
谷
雄
）
の
「
那
堪
漸
漸
鐘
声
暮
」
は
「
い
か
で
か
た
へ
む
ぜ
ん
ぜ
ん
に
か
ね
の
こ
ゑ
く
れ
ぬ
る
こ
と
を
」
と
訓
ず
る
。
師
平
詠
は
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
か
。
395　
い
た
づ
ら
に
我
が・
身
世よ
に
ふ
る
涙なみた
さ
へ
時しく
れ雨
添そ
へ
た
る
神
な
月
か
な
〔
通
釈
〕　なす
す
べ
も
な
く
虚
し
く
私
の
こ
の
身
が
こ
の
世
で
過
ご
し
、
降
る
よ
う
に
流
す
涙
ま
で
が
、
降
る
時
雨
を
付
き
従
わ
せ
て
い
る
神
無
月
十
月
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
三
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
侘
び
人
や
神
な
月
と
は
な
り
に
け
む
涙
の
ご
と
く
降
る
時
雨
か
な
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
六
四
・
元
方
）
嘆
き
つ
つ
返
す
衣
の
露
け
き
に
い
と
ど
空
さ
へ
時
雨
添
ふ
ら
む
（
新
勅
撰
集
・
恋
二
・
七
一
六
・
兼
家
）
三
七
〇
い
つ
と
な
き
苔
の
袂
の
露
の
上
に
な
ほ
時
雨
添
ふ
神
な
月
か
な
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
時
雨
・
三
九
三
・
伊
勢
）
〔
類
歌
〕　
五
月
雨
の
雫
に
過
ぎ
て
濡
れ
添
ふ
は
世
に
ふ
る
老
い
の
涙
な
り
け
り
（
中
院
集
・〔
文
永
三
年
〕
十
二
月
十
一
日
続
百
首
・
五
月
雨
・
一
三
。
同
・〔
文
永
四
年
三
月
十
楽
院
権
僧
正
道
玄
勧
進
日
吉
社
奉
納
二
十
一
首
和
歌
〕・
夏
・
九
九
）
〔
影
響
〕　
秋
見
し
も
同
じ
な
が
め
の
雲
の
色
の
時
雨
添
へ
た
る
夕
暮
の
空
（
伏
見
院
御
集
・
冬
・
二
二
九
五
）
涙
さ
へ
昨
日
の
秋
の
別
れ
路
に
時
雨
添
へ
て
ぞ
冬
は
来
に
け
る
（
文
保
百
首
・
冬
・
二
〇
五
三
・
公
雄
）
〔
語
釈
〕　
○
ふ
る
―
「
経
る
」
に
「
涙
」「
時
雨
」
の
縁
で
「
降
る
」
が
掛
か
る
。
○
時
雨
添
へ
た
る
―
こ
の
句
形
は
珍
し
く
、
先
行
例
は
見
え
な
い
。
〔
補
説
〕　
右
の
伏
見
院
「
秋
見
し
も
」
詠
は
、「
時
雨
れ
添
へ
た
る
」
の
稀
少
な
句
を
用
い
て
い
て
、
宗
尊
詠
に
倣
っ
て
い
た
と
思
し
い
伏
見
院
の
作
な
の
で
影
響
歌
と
見
た
。
公
雄
「
涙
さ
へ
」
詠
は
、
用
詞
と
歌
想
の
共
通
性
か
ら
や
は
り
影
響
下
に
あ
る
と
見
て
お
く
。
396　
風
冴さ
ゆ
る
山
の
滴しつく
に
垂たる
氷ひ
し
て
真ま
き木
の
葉
氷こほ
る
冬
の
寂さひ
し
さ
〔
通
釈
〕　風が
冷
た
く
冴
え
る
山
の
（
木
木
の
）
滴
に
つ
ら
ら
が
さ
が
っ
て
、
真
木
の
葉
が
氷
る
冬
の
寂
し
さ
よ
。
〔
本
歌
〕　
初
雪
は
真
木
の
葉
白
く
降
り
に
け
り
こ
や
小
野
山
の
冬
の
寂
し
さ
（
金
葉
集
・
冬
・
二
八
〇
・
経
信
）
〔
参
考
〕　
立
ち
濡
る
る
山
の
滴
も
音
絶
え
て
真
木
の
下
葉
に
垂
氷
し
に
け
り
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
三
〇
・
守
覚
。
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
三
六
四
。
新
時
代
不
同
歌
合
・
一
七
八
）
真
木
の
葉
に
す
が
る
垂
氷
の
春
風
に
う
ち
解
け
て
鳴
く
谷
の
鶯
（
堀
河
百
首
・
春
・
鶯
・
五
八
・
藤
原
顕
仲
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
一
〔
語
釈
〕　
○
垂
氷
し
て
―
（
木
木
の
滴
に
よ
っ
て
）
つ
ら
ら
が
で
き
て
。
○
真
木
―
杉
や
檜
な
ど
の
良
材
に
な
る
木
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
源
経
信
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
397　
水
鳥
の
床とこ
も
さ
こ
そ
は
氷こほ
る
ら
め
十と
ふ
の
菅すか
こ
も薦
冴さ
え
ぬ
夜
も
な
し
〔
通
釈
〕　水鳥
の
床
も
さ
ぞ
氷
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
十
の
編
み
目
の
菅
薦
が
冷
た
く
冴
え
な
い
夜
は
な
い
。
〔
本
歌
〕　
水
鳥
の
つ
ら
ら
の
枕
隙
も
な
し
む
べ
冴
え
け
ら
し
十
ふ
の
菅
薦
（
金
葉
集
・
冬
・
二
七
五
・
経
信
）
〔
参
考
〕　
水
鳥
の
霜
う
ち
払
ふ
羽
風
に
や
氷
の
床
は
い
と
ど
冴
ゆ
ら
む
（
久
安
百
首
・
冬
・
二
五
七
・
教
長
。
教
長
集
・
冬
・
五
四
七
、
結
句
「
さ
え
ま
さ
る
ら
ん
」。
雲
葉
集
・
冬
・
八
一
〇
）
水
鳥
の
床
は
い
か
に
ぞ
冴
ゆ
る
夜
は
い
づ
れ
の
池
か
氷
ら
ざ
る
べ
き
（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
当
座
百
首
・
一
四
五
〇
・
氷
・
一
四
五
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
十
ふ
の
菅
薦
―
「
ふ
」
は
編
み
目
。
編
み
目
が
十
筋
あ
る
菅
で
編
ん
だ
む
し
ろ
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
源
経
信
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
398　
更ふ
け
ぬ
る
か
た
ぎ
つ
岩いは
な
み波
音をと
冴さ
え
て
川かは
瀬せ
の
月
に
千ち
鳥とり
鳴な
く
な
り
三
七
二
〔
通
釈
〕　夜が
更
け
た
の
か
。
岩
に
激
し
く
わ
き
立
ち
流
れ
る
波
の
音
が
冷
た
く
冴
え
て
、
川
瀬
を
照
ら
す
月
に
千
鳥
が
鳴
く
声
が
響
く
。
〔
参
考
〕　
風
渡
る
佐
保
の
川
瀬
の
友
千
鳥
月
に
さ
へ
鳴
く
明
け
方
の
声
（
御
室
五
十
首
・
冬
・
三
三
四
・
季
経
）
月
冴
ゆ
る
賀
茂
の
川
瀬
に
立
つ
千
鳥
い
づ
く
を
さ
し
て
鳴
き
渡
る
ら
ん
（
粟
田
口
別
当
入
道
集
・
冬
・
月
前
千
鳥
を
・
九
七
）
千
鳥
鳴
く
賀
茂
の
川
瀬
の
夜
半
の
月
ひ
と
つ
に
み
が
く
山
あ
ゐ
の
袖
（
拾
遺
愚
草
・
詠
花
鳥
和
歌
各
十
二
首
・
鳥
・
十
一
月
千
鳥
・
二
〇
〇
六
）
〔
類
歌
〕　
吹
け
ぬ
る
か
渡
瀬
の
波
の
音
澄
み
て
月
に
い
そ
が
ぬ
夜
半
の
舟
人
（
和
漢
兼
作
集
・
秋
中
・
渡
月
・
七
〇
二
・
法
印
良
清
）
〔
語
釈
〕　
○
た
ぎ
つ
岩
波
―
定
家
の
「
吉
野
川
た
ぎ
つ
岩
波
塞
き
あ
へ
ず
早
く
過
ぎ
行
く
花
の
頃
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
五
三
。
拾
遺
愚
草
・
一
〇
一
九
）
に
学
ぶ
か
。
〔
補
説
〕　
「
川
瀬
」
に
つ
い
て
は
、「
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
瀬
の
さ
さ
れ
な
み
や
む
と
き
も
な
し
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
五
二
六
・
大
伴
坂
上
郎
女
）
や
「
明
け
ぬ
な
り
賀
茂
の
川
瀬
に
千
鳥
鳴
く
今
日
も
は
か
な
く
暮
れ
む
と
す
ら
ん
」（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
一
四
・
円
昭
）
が
参
考
の
歌
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
て
、「
川
瀬
」
の
「
千
鳥
」
が
「
鳴
」
く
の
は
「
佐
保
」
や
「
賀
茂
」
の
「
川
瀬
」
と
い
う
通
念
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
「
月
」
を
併
せ
て
る
に
し
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
勅
撰
集
で
は
『
金
葉
集
』
に
「
春
日
山
峰
よ
り
出
づ
る
月
影
は
佐
保
の
川
瀬
の
氷
な
り
け
り
」（
秋
・
二
〇
四
・
経
信
）
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
重
視
す
れ
ば
、
該
歌
の
「
川
瀬
」
も
佐
保
川
の
そ
れ
に
や
や
傾
く
か
。
399　
な
れ
も
ま
た
つ
ま
を
や
頼たの
む
川かは
風
の
寒さむ
く
吹ふ
く
夜
は
千ち
鳥とり
鳴な
く
な
り
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
三
〔
通
釈
〕　お前
も
ま
た
、
相
手
を
頼
み
と
す
る
の
か
。
川
風
が
寒
く
吹
く
夜
は
、
千
鳥
が
鳴
く
声
が
（
そ
の
よ
う
に
）
聞
こ
え
る
の
だ
。
〔
参
考
〕　
な
れ
も
ま
た
雲
の
い
づ
こ
の
時
鳥
短
き
夜
半
に
鳴
き
余
る
な
り
（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本
拾
遺
・
郭
公
・
一
一
七
・
公
経
）
つ
れ
も
な
き
つ
ま
を
や
頼
む
秋
風
の
身
に
寒
き
夜
は
鹿
も
鳴
く
な
り
（
遠
島
御
歌
合
・
夜
鹿
・
六
八
・
土
御
門
院
小
宰
相
。
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
七
五
。
雲
葉
集
・
秋
上
・
四
五
五
。
続
古
今
集
・
秋
下
・
四
四
一
。
和
歌
口
伝
・
一
七
一
）
う
ち
渡
す
衣
手
寒
し
友
千
鳥
つ
ま
呼
ぶ
夜
半
の
佐
保
の
川
風
（
万
代
集
・
冬
・
一
四
四
一
・
為
家
。
為
家
集
・
冬
・
寛
元
三
年
入
道
摂
政
家
長
谷
寺
・
九
四
六
）
鳴
く
千
鳥
我
さ
へ
悲
し
し
ら
す
げ
の
お
ふ
の
川
風
寒
く
吹
く
夜
に
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
〇
八
八
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
な
れ
も
ま
た
―
自
分
だ
け
で
な
く
お
前
も
ま
た
、
と
い
う
こ
と
。
○
つ
ま
―
「
夫
」
と
「
妻
」
の
ど
ち
ら
に
も
解
し
得
る
か
。
一
般
に
「
千
鳥
」
が
「
呼
」
び
、「
求
」
め
る
の
は
「
妻
」
だ
が
、
和
泉
式
部
に
「
か
れ
を
聞
け
小
夜
更
け
行
け
ば
我
な
ら
で
つ
ま
呼
ぶ
千
鳥
さ
こ
そ
鳴
く
な
れ
」（
和
泉
式
部
集
・
恋
・
九
六
）
の
例
が
あ
る
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。
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風
に
行ゆ
く
雲
の
む
ら
む〳〵
ら
雪ゆき
散ち
り
て
あ
は
れ
冴さ
え
た
る
夜よ
は半
の
月
か
な
〔
通
釈
〕　風に
流
れ
行
く
雲
の
ち
り
ぢ
り
む
ら
む
ら
の
中
に
雪
が
舞
い
散
っ
て
、
あ
あ
冷
た
く
冴
え
て
い
る
夜
中
の
月
で
あ
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
風
に
行
く
雲
の
み
を
な
る
天
の
川
早
く
ぞ
う
つ
る
星
合
ひ
の
空
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
秋
・
七
六
五
・
）
三
七
四
風
に
行
く
雲
を
あ
だ
に
も
我
は
見
ず
誰
か
煙
を
逃
れ
果
つ
べ
き
（
新
勅
撰
集
・
雑
五
・
一
三
五
四
・
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
）
風
に
な
び
く
雲
の
ゆ
く
て
に
時
雨
れ
け
り
む
ら
む
ら
青
き
木
木
の
紅
葉
葉
（
順
徳
院
百
首
・
秋
・
五
二
）
卯
の
花
の
む
ら
む
ら
咲
け
る
垣
根
を
ば
雲
間
の
月
の
影
か
と
ぞ
見
る
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
八
〇
・
白
河
院
）
薄
雲
は
む
ら
む
ら
白
き
大
空
に
さ
そ
は
れ
渡
る
秋
の
夜
の
月
（
万
代
集
・
秋
下
・
一
〇
一
四
・
順
徳
院
）
雲
の
上
は
か
ざ
し
の
花
に
雪
散
り
て
賀
茂
の
河
瀬
に
月
ぞ
さ
や
け
き
（
正
治
後
度
百
首
・
公
事
・
一
〇
九
二
・
慈
円
）
霰
降
る
野
路
の
篠
原
風
過
ぎ
て
冴
え
よ
と
澄
め
る
夜
半
の
月
か
な
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
九
六
三
・
季
経
）
〔
語
釈
〕　
○
雲
の
む
ら
む
ら
―
先
行
例
は
見
え
な
い
。
後
出
で
は
、
後
期
京
極
派
の
『
院
六
首
歌
合
康
永
二
年
』
に
花
園
院
の
「
空
寒
き
霜
夜
の
月
の
遠
方
に
氷
り
静
ま
る
雲
の
む
ら
む
ら
」（
冬
雲
・
一
）
の
他
に
四
首
（
六
、
二
一
、
二
六
、
一
二
九
）
の
作
例
が
見
え
、
『
徽
安
門
院
一
条
集
』
に
「
風
に
浮
く
雲
の
む
ら
む
ら
寒
き
日
に
積
も
り
も
や
ら
ず
雪
は
散
り
つ
つ
」（
五
七
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
和
歌
史
的
に
は
京
極
派
の
残
照
と
い
っ
て
も
よ
い
特
色
を
見
せ
て
い
る
」（
新
編
国
歌
大
観
井
上
宗
雄
・
高
崎
由
理
解
題
）
と
い
う
『
仙
洞
歌
合
崇
光
院
（
応
安
三
年
～
四
年
）』
に
「
空
氷
る
雲
の
む
ら
む
ら
雪
散
り
て
雁
が
ね
寒
き
冬
の
朝
あ
け
」（
冬
動
物
・
七
四
・
冬
頼
）
が
あ
る
。
宗
尊
の
歌
か
ら
の
摂
取
か
否
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
宗
尊
の
用
詞
が
後
期
京
極
派
の
好
み
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
「
む
ら
む
ら
」
を
用
い
て
気
象
や
景
色
の
動
態
を
叙
す
る
点
で
京
極
派
和
歌
に
通
う
。
宗
尊
の
別
の
一
首
「
見
渡
せ
ば
雲
間
の
日
影
う
つ
ろ
ひ
て
む
ら
む
ら
か
は
る
山
の
色
か
な
」（
竹
風
抄
・
巻
四
・〔
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
柿
本
影
前
百
首
歌
〕・
雑
・
六
七
六
）
が
『
風
雅
集
』（
雑
中
・
一
六
四
八
）
に
採
録
さ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
京
極
派
の
勅
撰
集
歌
で
「
む
ら
む
ら
」
と
「
雲
」
と
詠
み
併
せ
た
歌
に
限
り
例
示
し
て
お
こ
う
。
む
ら
む
ら
の
雲
の
空
に
は
雁
鳴
き
て
草
葉
露
な
る
秋
の
曙
（
秋
上
・
五
八
八
・
親
子
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
五
む
ら
む
ら
に
梢
の
色
も
う
つ
ろ
ひ
て
夕
日
の
山
に
雲
ぞ
時
雨
る
る
（
玉
葉
集
・
秋
下
・
七
九
八
・
為
理
）
明
け
渡
る
波
路
の
雲
の
絶
え
間
よ
り
む
ら
む
ら
白
き
雪
の
遠
山
」（
同
・
冬
・
九
六
九
・
隆
康
）
山
嵐
の
杉
の
葉
払
ふ
曙
に
む
ら
む
ら
な
び
く
雪
の
白
雲
（
同
・
冬
・
九
八
〇
・
伏
見
院
）
む
ら
む
ら
に
雲
の
分
か
る
る
絶
え
間
よ
り
暁
し
る
き
星
出
で
に
け
り
（
同
・
雑
二
・
二
一
三
八
・
為
教
女
為
子
）
鳥
辺
山
煙
の
末
や
こ
れ
な
ら
ん
む
ら
む
ら
す
ご
き
空
の
浮
雲
」（
同
・
雑
四
・
二
三
三
五
・
永
福
門
院
内
侍
）
月
の
行
く
晴
れ
間
の
空
は
緑
に
て
む
ら
む
ら
白
き
秋
の
浮
雲
（
風
雅
集
・
秋
中
・
六
〇
二
・
為
基
）
氷
る
か
と
空
さ
へ
見
え
て
月
の
あ
た
り
む
ら
む
ら
白
き
雲
も
寒
け
し
」（
同
・
冬
・
七
八
一
・
徽
安
門
院
）
401　
降ふ
る
雪ゆき
の
積つ
も
れ
る
程ほと
も
見み
る
べ
き
に
霙みそれ
に
な
り
ぬ
夕ゆふ
く
れ暮
の
空そら
〔
通
釈
〕　
降
る
雪
が
積
も
っ
て
い
る
程
度
も
見
る
は
ず
な
の
に
、
霙
に
な
っ
て
い
る
夕
暮
の
空
よ
。
〔
参
考
〕　
夕
暮
の
霙
に
し
み
や
解
け
ぬ
ら
ん
垂
氷
づ
た
ひ
に
雫
落
つ
な
り
（
永
久
百
首
・
冬
・
霙
・
三
四
一
・
兼
昌
）
〔
影
響
〕　
世
は
寒
く
冴
え
こ
そ
ま
さ
れ
降
る
雪
の
霙
に
な
れ
る
夕
暮
の
空
（
伏
見
院
御
集
・
霙
・
一
四
二
三
）
な
が
め
つ
つ
憂
き
身
忘
れ
て
て
降
る
雪
の
雨
に
な
り
行
く
夕
暮
の
空
（
師
兼
千
首
・
冬
・
雪
後
雨
・
五
八
五
）
か
き
暗
し
時
雨
る
と
見
れ
ば
風
冴
え
て
霙
に
な
り
ぬ
浮
雲
の
空
（
風
雅
集
・
雑
上
・
一
六
〇
〇
・
法
印
宰
承
）
〔
補
説
〕　
気
象
の
微
細
な
変
化
を
叙
す
る
の
は
京
極
派
に
通
じ
る
と
言
え
る
。
京
極
派
の
伏
見
院
詠
と
南
朝
の
師
兼
詠
は
、
宗
尊
歌
を
摂
取
し
た
と
思
し
い
他
の
事
例
に
も
照
ら
し
て
、
共
に
影
響
下
に
あ
る
と
見
て
お
く
。
宰
承
詠
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
三
七
六
402　
さ
り
と
も
と
頼たの
め
し
人
ぞ
待ま
た
れ
け
る
雪ゆき
に
我
が・
身
の
憂う
さ
も
忘わす
れ
て
〔
通
釈
〕　そう
は
い
っ
て
も
（
い
く
ら
な
ん
で
も
今
日
こ
そ
は
）
と
私
に
訪
れ
を
期
待
さ
せ
た
（
け
れ
ど
も
訪
れ
な
か
っ
た
）
人
が
、
自
然
と
待
た
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
雪
に
（
眺
め
に
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
）、
私
自
身
の
辛
さ
も
忘
れ
て
。
〔
参
考
〕　
さ
り
と
も
と
な
か
な
か
人
ぞ
待
た
れ
け
る
道
降
り
埋
む
雪
の
曙
（
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
・
深
雪
・
一
四
八
・
丹
後
）
さ
り
と
も
と
思
は
ぬ
も
の
の
い
か
な
れ
ば
人
待
た
せ
け
る
庭
の
白
雪
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
九
一
四
・
家
良
）
降
り
初
む
る
今
朝
だ
に
人
の
待
た
れ
つ
る
深
山
の
里
の
雪
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
六
三
・
寂
蓮
）
庭
の
雪
に
今
日
来
む
人
を
あ
は
れ
と
も
踏
み
分
け
つ
べ
き
程
ぞ
待
た
れ
し
（
続
後
撰
集
・
冬
・
五
一
六
・
寂
蓮
）
忘
ら
る
る
我
が
身
の
憂
さ
は
忘
ら
れ
て
忘
る
る
人
の
忘
ら
れ
ぬ
か
な
（
続
詞
花
集
・
恋
下
・
六
一
三
・
宰
相
。
今
撰
集
・
恋
・
一
五
九
・
女
御
殿
宰
相
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
り
と
も
と
―
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
と
、
そ
う
は
い
っ
て
も
と
の
意
。「
さ
り
と
も
と
思
ひ
し
人
は
音
も
せ
で
荻
の
上
葉
に
風
ぞ
吹
く
な
る
」（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
二
一
・
三
条
小
右
近
）
が
原
拠
の
一
つ
。
〔
補
説
〕　
大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
山
里
は
雪
降
り
積
み
て
道
も
な
し
今
日
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む
」（
拾
遺
集
・
冬
・
二
五
一
・
兼
盛
）
を
初
め
と
す
る
、「
雪
」
に
「
人
」
の
訪
れ
を
期
待
す
る
歌
の
類
型
の
中
に
あ
る
。
微
か
に
「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
の
面
影
も
感
じ
ら
れ
る
。
403　
世
の・
中
の
憂う
き
を
嘆なけ
く
と
せ
し
程
に
は
か
な
く
年とし
の
ま又た
暮く
れ
に
け
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
七
〔
通
釈
〕　世の
中
の
憂
く
辛
い
こ
と
を
嘆
く
、
と
し
て
い
る
う
ち
に
、
む
な
し
く
年
が
ま
た
暮
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
花
の
散
る
事
を
嘆
く
と
せ
し
程
に
夏
の
境
に
春
は
往
に
け
り
（
堀
河
百
首
・
春
・
三
月
尽
・
三
〇
九
・
顕
季
。
六
条
修
理
大
夫
集
・
二
〇
〇
）
お
ど
ろ
か
で
今
年
も
早
く
暮
れ
に
け
り
花
と
月
と
の
な
が
め
せ
し
ま
に
（
弘
長
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
四
一
四
・
実
氏
。
続
後
拾
遺
集
・
雑
上
・
一
〇
五
五
）
惜
し
め
ど
も
は
か
な
く
暮
れ
て
行
く
年
の
偲
ぶ
昔
に
返
ら
ま
し
か
ば
（
千
載
集
・
冬
・
四
七
三
・
源
光
行
）
は
か
な
く
て
今
年
も
暮
れ
ぬ
か
く
し
つ
つ
幾
代
を
経
べ
き
我
が
身
な
る
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
一
一
〇
四
・
忠
通
）
　
　
　
弘
長
三
年
八
月
、
三
代
集
詞
に
て
読
み・
侍
り・
し
百
首
歌
春
404　
雲くも
は
な
ほを
雪ゆき
気け
な
が
ら
や
霞かす
む
ら
ん
春はる
立た
つ
今け
ふ日
の
み
吉よし
野の
のゝ
山やま
〔
通
釈
〕弘
長
三
年
八
月
、
三
代
集
の
詞
に
よ
っ
て
詠
み
ま
し
た
百
首
歌
　
　
　
　
春
雲
は
ま
だ
や
は
り
雪
催
い
の
ま
ま
に
霞
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
春
が
立
つ
今
日
の
吉
野
の
山
は
。
〔
本
歌
〕　
袖
ひ
ち
て
結
び
し
水
の
氷
れ
る
を
春
立
つ
今
日
の
風
や
解
く
ら
む
（
古
今
集
・
春
上
・
二
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
空
は
な
ほ
霞
み
も
や
ら
ず
風
冴
え
て
雪
げ
に
曇
る
春
の
夜
の
月
（
新
古
今
集
・
春
上
・
二
三
・
良
経
）
三
七
八
風
寒
み
今
日
も
霙
の
ふ
る
里
は
吉
野
の
山
の
雪
げ
な
り
け
り
（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
霙
・
五
一
七
・
良
経
。
後
京
極
殿
御
自
歌
合
・
九
八
）
今
朝
も
な
ほ
雪
気
の
雲
に
ま
が
ふ
か
な
い
づ
れ
霞
と
み
吉
野
の
山
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
一
・
五
五
・
良
平
）
晴
れ
や
ら
ぬ
雲
は
雪
気
の
春
風
に
霞
あ
ま
ぎ
る
み
吉
野
の
空
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
一
・
八
二
・
雅
経
）
〔
語
釈
〕　
○
弘
長
三
年
八
月
、
三
代
集
詞
に
て
読
み
侍
り
し
百
首
歌
―
宗
尊
二
十
二
歳
の
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
八
月
に
、『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』
の
三
代
集
の
歌
の
詞
を
取
り
込
ん
だ
百
首
歌
。
家
隆
の
「
古
今
の
一
句
を
こ
め
て
春
（
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
〔
雑
〕）
の
歌
よ
み
侍
り
し
時
」
と
い
っ
た
詞
書
の
詠
作
群
（
壬
二
集
）
を
先
規
と
し
て
、
家
隆
男
で
関
東
下
向
の
経
験
も
あ
る
隆
祐
に
は
「
右
大
弁
光
俊
朝
臣
古
今
詞
百
首
（
光
俊
朝
臣
古
今
詞
百
首
）」
や
「
光
俊
朝
臣
後
撰
集
詞
百
首
」
が
あ
り
（
恐
ら
く
は
「
拾
遺
集
詞
百
首
」
も
あ
っ
た
か
）、
こ
れ
ら
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
真
観
の
示
唆
や
指
嗾
も
あ
っ
た
上
で
の
、
訓
練
・
習
作
の
百
首
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
集
に
は
、
404
～
449
の
四
六
首
（
春
九
首
、
夏
四
、
秋
一
〇
、
冬
四
、
恋
六
、
雑
一
三
）
が
残
存
。
歌
詞
を
取
っ
た
三
代
集
歌
は
ず
べ
て
本
歌
と
し
て
お
く
。
○
雪
気
―
雪
が
降
り
そ
う
な
模
様
、
雪
催
い
の
様
子
。
○
み
吉
野
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
117
。
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色いろ
も
香か
も
あ
は
れ
幾いく
世よ
の
梅むめ
の
花
荒あ
る
るゝ
軒のき
端は
に
春
を
知し
る
ら
む
〔
通
釈
〕　色も
香
り
も
、
あ
あ
い
っ
た
い
昔
か
ら
幾
世
代
続
く
梅
の
花
な
の
で
、
荒
れ
て
い
る
家
の
軒
端
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
春
を
知
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
色
も
香
も
昔
の
こ
さ
に
に
ほ
へ
ど
も
植
ゑ
け
む
人
の
影
ぞ
恋
し
き
（
古
今
集
・
哀
傷
・
あ
る
じ
身
ま
か
り
に
け
る
人
の
家
の
梅
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
七
九
花
を
見
て
よ
め
る
・
八
五
一
・
貫
之
）
荒
れ
に
け
り
あ
は
れ
幾
代
の
宿
な
れ
や
住
み
け
む
人
の
訪
れ
も
せ
ぬ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
八
四
・
読
人
不
知
）
年
月
の
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
山
が
つ
は
滝
の
音
に
や
春
を
知
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
〇
三
・
右
近
）
〔
類
歌
〕　
い
に
し
へ
に
色
香
も
同
じ
梅
の
花
荒
る
る
軒
端
や
春
の
古
里
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
春
・
遠
江
僧
正
題
を
探
侍
り
し
に
・
五
四
）
〔
補
説
〕　
「
梅
の
花
」
は
も
ち
ろ
ん
「
三
代
集
詞
」
だ
が
、
よ
り
汎
用
性
が
高
い
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
宗
尊
が
本
百
首
の
制
約
か
ら
作
意
と
し
て
取
っ
た
と
は
見
な
さ
な
い
。「
春
を
知
る
ら
む
」
も
同
様
に
一
般
的
な
詞
だ
が
、
三
代
集
に
は
掲
出
の
右
近
詠
の
み
な
の
で
、
本
百
首
の
制
約
か
ら
そ
の
詞
を
取
っ
た
と
見
て
、
本
歌
に
挙
げ
て
お
く
。
類
歌
に
挙
げ
た
幕
府
御
家
人
宇
都
宮
景
綱
の
一
首
は
、「
遠
江
僧
正
」
公
朝
勧
進
の
探
題
歌
会
の
歌
だ
が
、
詠
作
時
期
は
不
明
。
し
か
し
、
該
歌
は
「
色
も
香
も
（
あ
は
れ
幾
世
）」
の
詞
を
本
百
首
の
制
約
下
に
『
古
今
集
』
か
ら
取
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
照
応
す
る
景
綱
の
「（
い
に
し
へ
に
）
色
香
も
同
じ
」
か
ら
変
形
さ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
相
互
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
尊
の
歌
を
景
綱
が
な
ぞ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
高
い
で
あ
ろ
う
。
406　
春はる
ぞ
憂う
き
う
た
て
こ
の
頃ころ
何なに
と
し
て
月
も
霞かす
め
る
影かけ
を
見み
す
ら
ん
〔
通
釈
〕　春が
憂
く
辛
い
こ
と
だ
。
気
持
ち
が
ふ
さ
ぐ
こ
の
頃
は
、
何
だ
っ
て
月
も
霞
ん
で
い
る
光
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
三
日
月
の
さ
や
か
に
見
え
ず
雲
隠
れ
見
ま
く
ぞ
ほ
し
き
う
た
て
こ
の
頃
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
八
三
・
人
麿
）
〔
参
考
〕　
か
か
れ
と
は
誰
が
な
ら
は
し
て
春
来
れ
ば
お
ぼ
ろ
に
月
の
影
を
見
す
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
三
二
九
・
前
摂
政
家
三
八
〇
民
部
卿
）
〔
類
歌
〕　
時
し
も
あ
れ
霞
む
慣
ら
ひ
の
春
ぞ
憂
き
花
の
木
の
間
の
い
ざ
よ
ひ
の
月
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
六
六
・
源
資
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
春
ぞ
憂
き
―
「
春
ぞ
憂
き
思
へ
ば
風
も
つ
ら
か
ら
ず
花
を
分
き
て
も
吹
か
ば
こ
そ
あ
ら
め
」（
月
詣
集
・
二
月
・
桜
を
よ
め
る
・
一
一
八
・
平
経
正
）
が
先
行
例
だ
が
、
こ
れ
は
、
桜
を
散
ら
す
風
に
比
し
て
結
局
は
ど
う
し
て
も
桜
が
咲
い
て
は
散
る
こ
と
に
な
る
「
春
」
そ
の
も
の
を
恨
ん
で
み
せ
た
趣
向
で
あ
る
。
宗
尊
詠
は
さ
ら
に
春
の
憂
鬱
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
よ
う
か
。
○
何
と
し
て
―
何
だ
と
い
っ
て
、
何
故
と
い
っ
て
。『
久
安
百
首
』
の
「
潮
垂
る
る
海
士
の
か
ご
山
何
と
し
て
や
や
と
も
た
た
く
夜
半
の
水
鶏
ぞ
」（
夏
・
六
二
九
・
親
隆
）
辺
り
が
早
い
が
、
新
古
今
歌
人
が
用
い
て
後
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
。
〔
補
説
〕　
後
嵯
峨
院
の
廷
臣
藤
原
顕
朝
の
「
月
影
の
霞
む
は
憂
き
を
い
か
に
し
て
春
は
あ
は
れ
と
思
ひ
初
め
け
ん
」（
別
本
和
漢
兼
作
集
・
春
月
・
二
二
〇
。
続
古
今
集
・
春
上
・
七
八
）
と
の
先
後
は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
顕
朝
は
宗
尊
よ
り
も
三
十
歳
年
長
で
あ
り
、
該
歌
に
先
行
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
顕
朝
歌
は
春
の
「
月
影
」
が
「
霞
」
む
こ
と
を
「
憂
き
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宗
尊
歌
は
先
ず
「
春
」
そ
の
も
の
が
「
憂
き
」
季
節
だ
と
し
て
、
そ
の
時
期
に
重
ね
て
「
月
」「
影
」
が
「
霞
」
む
こ
と
を
詠
嘆
す
る
の
で
あ
り
、
述
懐
性
が
よ
り
い
っ
そ
う
強
い
。
類
歌
の
「
時
し
も
あ
れ
」
の
一
首
は
該
歌
と
同
工
異
曲
と
言
え
る
が
、
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
な
お
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
407　
我われ
ぞ
ま
づ
音ね
に
立た
て
ぬ
べ
き
花
の
香
の
鶯
う
く
ひ
す
誘さそ
ふ
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　私が
ま
ず
先
に
声
を
立
て
て
泣
く
は
ず
の
花
の
香
り
が
、（
声
を
立
て
て
鳴
く
）
鶯
を
誘
う
春
の
曙
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
八
一
〔
本
歌
〕　
し
の
の
め
の
別
れ
を
惜
し
み
我
ぞ
ま
づ
鳥
よ
り
さ
き
に
な
き
始
め
つ
る
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
〇
・
寵
）
花
の
香
を
風
の
た
よ
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鶯
誘
ふ
し
る
べ
に
は
や
る
（
古
今
集
・
春
上
・
一
三
・
友
則
）
音
に
立
て
て
な
か
ぬ
日
は
な
し
鶯
の
昔
の
春
を
思
ひ
や
り
つ
つ
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
〇
七
・
大
輔
）
〔
参
考
〕　
梅
が
枝
の
花
に
こ
づ
た
ふ
鶯
の
声
さ
へ
に
ほ
ふ
春
の
曙
（
千
載
集
・
春
上
・
二
八
・
守
覚
）
風
渡
る
軒
端
の
梅
に
鶯
の
鳴
き
て
て
こ
づ
た
ふ
春
の
曙
（
千
載
集
・
春
上
・
二
九
・
実
家
）
我
ぞ
あ
ら
ぬ
鶯
誘
ふ
花
の
香
は
今
も
昔
の
春
の
曙
（
拾
遺
愚
草
・
建
暦
二
年
十
二
月
院
よ
り
召
さ
れ
し
廿
首
・
春
・
一
九
六
六
）
〔
語
釈
〕　
○
音
に
立
て
ぬ
べ
き
―
新
奇
な
句
形
。
721
に
も
。
本
歌
に
挙
げ
た
『
後
撰
集
』
歌
は
、「
音
に
立
て
て
」
で
あ
る
の
で
、「
三
代
集
詞
」
を
そ
の
ま
ま
取
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
歌
を
本
歌
と
し
な
け
れ
ば
歌
意
が
不
分
明
に
な
る
。「
花
の
香
」
に
声
を
上
げ
て
泣
く
と
す
る
の
は
珍
し
い
が
、
四
季
歌
に
述
懐
す
る
宗
尊
ら
し
い
詠
み
ぶ
り
と
は
言
え
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
定
家
「
我
ぞ
あ
ら
ぬ
」
詠
は
も
ち
ろ
ん
、
本
歌
「
花
の
香
を
」
を
本
歌
に
取
っ
て
い
る
。
408　
恨うら
み
じ
な
雲
井
の
雁かり
の
せ
め
て
げ
に
花はな
見み
て
帰かへ
る
別わか
れ
な
り
せ
ば
〔
通
釈
〕　恨む
ま
い
よ
。
天
空
を
行
く
雁
が
、
せ
め
て
本
当
に
桜
の
花
を
見
て
（
北
へ
）
帰
る
別
れ
で
あ
る
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
散
り
散
ら
ず
聞
か
ま
ほ
し
き
を
古
里
の
花
見
て
帰
る
人
も
逢
は
な
ん
（
拾
遺
集
・
春
・
斎
院
屏
風
に
、
山
道
行
く
人
あ
る
所
・
四
九
・
伊
勢
）
三
八
二
〔
参
考
〕　
並
び
つ
つ
霞
の
よ
そ
に
行
く
雁
を
帰
す
は
花
と
い
か
が
恨
み
ん
（
為
家
千
首
・
春
・
一
四
三
）
帰
る
さ
に
花
を
見
捨
て
し
恨
み
ま
で
月
に
晴
れ
た
る
初
雁
の
声
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
秋
・
一
三
〇
・
後
藤
基
政
。
新
和
歌
集
・
秋
・
二
二
六
）
雁
が
ね
よ
名
残
を
い
か
で
偲
ば
ま
し
花
な
き
春
の
別
れ
な
り
せ
ば
（
拾
玉
集
・
楚
忽
第
一
百
首
・
春
・
帰
雁
・
七
一
四
）
〔
影
響
〕　
せ
め
て
げ
に
杜
の
空
蟬
も
ろ
声
に
な
き
て
も
か
ひ
の
あ
る
世
な
り
せ
ば
（
新
葉
集
・
雑
上
・
土
佐
国
に
て
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
中
に
、
杜
蟬
を
・
一
〇
八
三
・
尊
良
親
王
）
〔
補
説
〕　
大
枠
で
は
、
239
と
同
様
に
、「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
行
く
雁
は
花
無
き
里
に
澄
み
や
馴
ら
へ
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
一
・
伊
勢
）
を
踏
ま
え
た
類
型
の
範
疇
の
中
に
あ
る
歌
。
尊
良
親
王
の
一
首
は
、
尊
良
が
宗
尊
の
歌
を
摂
取
し
た
と
思
し
い
他
の
事
例
に
照
ら
し
て
、「
せ
め
て
げ
に
」「
な
り
せ
ば
」
の
用
詞
を
該
歌
に
倣
っ
た
と
見
て
、
影
響
に
挙
げ
て
お
く
。
409　
初はつ
瀬せ
山
檜ひ
原はら
が
奥おく
の
桜さくら
花はな
稀まれ
な
る
色いろ
に
春
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　初瀬
山
の
檜
原
の
奥
に
あ
る
桜
の
花
は
、
め
っ
た
に
な
い
稀
な
趣
で
春
風
が
吹
く
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
逢
ふ
こ
と
の　
稀
な
る
色
に　
思
ひ
そ
め　
我
が
身
は
つ
ね
に　
雨
雲
の　
晴
る
る
時
な
く
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
初
瀬
山
雲
ゐ
に
花
の
咲
き
ぬ
れ
ば
天
の
川
波
立
つ
か
と
ぞ
見
る
（
金
葉
集
・
春
・
遥
見
山
花
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
・
五
一
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
八
三
匡
房
）
初
瀬
山
夕
越
え
暮
れ
て
宿
問
へ
ば
三
輪
の
檜
原
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
六
・
禅
性
）
常
磐
木
の
絶
え
間
に
に
ほ
ふ
山
桜
稀
な
る
色
に
め
か
れ
や
は
す
る
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
春
・
六
四
五
）
桜
花
心
づ
く
し
の
色
を
だ
に
な
が
め
も
あ
へ
ず
春
風
ぞ
吹
く
（
為
家
千
首
・
春
・
一
〇
五
）
〔
影
響
〕　
蛙
鳴
く
井
手
の
山
吹
逢
ふ
こ
と
に
稀
な
る
色
と
春
は
暮
れ
つ
つ
（
李
花
集
・
春
・
款
冬
を
・
一
五
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
初
瀬
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
町
の
山
。
長
谷
寺
が
あ
る
。「
檜
原
」
は
、『
万
葉
集
』
の
「
三
諸
つ
く
三
輪
山
見
れ
ば
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
檜
原
思
ほ
ゆ
る
か
も
」（
巻
七
・
雑
歌
・
一
〇
九
五
・
作
者
未
詳
）
を
原
拠
と
し
て
、「
初
瀬
」
の
景
物
。
○
檜
原
が
奥
―
新
奇
な
詞
。
宇
都
宮
氏
の
一
族
で
あ
る
信
生
塩
谷
朝
業
の
「
誰
か
見
し
檜
原
が
奥
の
春
の
空
霞
も
深
苔
の
通
ひ
路
」（
信
生
法
師
集
・
深
山
霞
・
五
二
）
や
宇
都
宮
氏
の
打
聞
『
新
和
歌
集
』
の
「
信
楽
の
外
山
も
深
く
降
る
雪
に
檜
原
が
奥
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
」（
冬
・
三
一
一
・
坂
上
道
清
）
が
先
行
例
と
な
る
。
類
詞
の
「
檜
原
の
奥
」
も
、
宗
尊
が
撰
ば
せ
た
『
東
撰
六
帖
』
に
「
尋
ね
来
て
今
こ
そ
見
つ
れ
初
瀬
山
檜
原
の
奥
は
桜
な
り
け
り
」（
第
一
・
春
・
一
八
〇
・
神
行
邦
）
が
早
い
例
と
な
る
。
宗
尊
は
こ
れ
ら
に
学
ぶ
か
。
○
桜
花
―
も
ち
ろ
ん
「
三
代
集
詞
」
だ
が
、
頻
用
・
汎
用
の
詞
な
の
で
、
こ
れ
は
宗
尊
が
本
百
歌
の
制
約
か
ら
作
意
と
し
て
取
っ
た
詞
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
○
稀
な
る
色
―
本
歌
は
「
逢
ふ
こ
と
の
稀
」
か
ら
「
稀
な
る
色
」
へ
鎖
り
、「
思
ひ
そ
め
」
は
「
思
ひ
初
め
」
に
「
色
」
の
縁
で
「
思
ひ
染
め
」
が
掛
か
る
。
つ
ま
り
、「
逢
ふ
こ
と
の
稀
な
る
色
に
思
ひ
そ
め
」
は
、
逢
う
こ
と
が
稀
な
人
に
め
っ
た
に
な
い
稀
な
色
合
い
に
恋
の
思
い
を
染
め
て
思
い
始
め
て
、
と
い
う
こ
と
。
こ
こ
は
、
他
に
は
め
っ
た
に
見
な
い
稀
な
気
色
や
様
子
で
、
と
い
う
意
味
か
。
〔
補
説
〕　
「
惜
し
き
か
な
な
ほ
見
る
人
や
稀
な
ら
ん
吉
野
の
奥
の
花
の
盛
り
を
」（
御
室
五
十
首
・
春
・
二
〇
六
・
兼
宗
）
や
「
し
を
り
す
る
人
も
稀
な
る
奥
山
に
い
た
づ
ら
に
の
み
花
や
散
る
ら
ん
」（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
五
年
〕
六
月
二
日
当
座
会
、
山
春
花
・
九
八
四
）
三
八
四
の
よ
う
な
、
人
が
見
る
こ
と
が
稀
な
奥
山
の
桜
の
歌
の
類
型
に
も
あ
て
は
ま
る
一
首
で
あ
る
。
宗
良
親
王
の
「
蛙
鳴
く
」
の
一
首
は
、
宗
良
が
宗
尊
の
歌
を
摂
取
し
た
と
思
し
い
他
の
事
例
に
照
ら
し
て
、
同
じ
く
『
古
今
集
』
の
長
歌
を
本
歌
に
取
り
つ
つ
、「
稀
な
る
色
」
と
「
春
」
を
結
び
付
け
る
こ
と
を
該
歌
に
倣
っ
た
と
見
て
、
影
響
歌
と
見
て
お
く
。
410　
も
の
思おも
ひ
も
何なに
にゝ
か
暫しは
し
忘わす
れ
ま
し
絶た
え
て
桜さくら
の
な
き
世
な
り
せ
ば
〔
通
釈
〕　もの
思
い
の
悩
み
も
、
何
に
よ
っ
て
暫
し
の
間
忘
れ
よ
う
か
。
絶
え
て
桜
の
花
が
な
い
世
の
中
で
あ
る
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
年
経
れ
ば
よ
は
ひ
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
も
の
思
ひ
も
な
し
（
古
今
集
・
春
上
・
五
二
・
良
房
）
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
春
上
・
五
三
・
業
平
）
偽
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
何
事
に
身
の
憂
き
こ
と
を
忘
れ
ま
し
春
も
桜
な
き
世
な
り
せ
ば
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
桜
・
二
三
五
二
・
為
家
）
〔
語
釈
〕　
○
も
の
思
ひ
も
―
一
般
的
な
汎
用
の
詞
で
は
あ
る
が
、
本
歌
に
挙
げ
た
「
年
経
れ
ば
」
歌
は
、『
古
今
集
』
で
は
「
絶
え
て
桜
の
」
の
直
前
の
歌
で
あ
り
、
内
容
上
も
踏
ま
え
て
い
る
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
歌
の
「
も
の
思
ひ
も
な
し
」
か
ら
取
っ
た
と
見
た
。
○
何
に
か
し
ば
し
―
先
行
例
は
見
え
ず
、
他
の
用
例
も
稀
な
句
形
。
伏
見
院
の
「
う
か
る
べ
き
身
を
し
る
う
へ
の
恋
し
さ
は
何
に
か
し
ば
し
思
ひ
し
づ
め
ん
」（
新
拾
遺
集
・
恋
五
・
一
三
六
六
）
や
、
宗
良
親
王
の
「
程
も
な
く
ひ
ま
行
く
駒
は
過
ぎ
ぬ
べ
し
何
に
か
し
ば
し
命
つ
な
が
ん
」（
李
花
集
・
雑
・
七
九
七
）
は
、
あ
る
い
は
共
に
宗
尊
の
歌
を
見
習
っ
て
い
た
こ
と
の
反
映
か
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
三
首
の
詞
を
取
る
が
、
参
考
の
為
家
詠
に
も
倣
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
八
五
367
と
は
対
照
的
な
仕
立
て
方
。
411　
暮く
れ
ぬ
と
も
今
日
は
な
ほを
見
む
桜さくら
花はな
明あ
す日
の
命いのち
も
知し
ら
ぬ
憂う
き
世
に
〔
通
釈
〕　暮れ
て
し
ま
う
と
も
、
今
日
は
さ
ら
に
見
よ
う
、
桜
の
花
を
。
明
日
の
命
さ
え
も
分
か
ら
な
い
こ
の
憂
く
辛
い
世
の
中
で
。
〔
本
歌
〕　
紅
葉
葉
を
今
日
は
な
ほ
見
む
暮
れ
ぬ
と
も
小
倉
の
山
の
名
に
は
さ
は
ら
じ
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
九
五
・
能
宣
）
〔
参
考
〕　
暮
れ
ぬ
と
も
な
ほ
見
に
行
か
む
桜
花
明
日
は
青
葉
に
な
り
も
こ
そ
す
れ
（
長
方
集
・
春
・
晩
尋
山
花
・
四
一
）
明
日
知
ら
ぬ
命
な
れ
ど
も
暮
れ
ぬ
間
の
今
日
は
人
こ
そ
あ
は
れ
な
り
け
れ
（
貫
之
集
・
紀
友
則
失
せ
た
る
時
に
よ
め
る
・
七
六
八
）
明
日
知
ら
ぬ
今
日
の
命
の
暮
る
る
間
に
こ
の
世
を
の
み
も
ま
づ
嘆
く
か
な
（
御
室
五
十
首
・
述
懐
・
五
三
九
・
定
家
。
御
室
撰
歌
合
・
一
〇
八
。
拾
遺
愚
草
・
一
七
六
九
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
六
七
九
）
頼
め
お
く
明
日
の
命
も
知
ら
な
く
に
は
か
な
き
も
の
は
契
り
な
り
け
り
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
十
首
和
歌
・
恋
・
与
君
後
会
知
何
日
・
一
六
一
）
〔
語
釈
〕　
○
桜
花
―
→
409
。
412　
霞かす
み
つ
つゝ
名なこ
り残
が
ほ
な
る
影かけ
も
憂う
し
と
ま
ら
ぬ
春
の
有あり
あ
け明
の
月
三
八
六
〔
通
釈
〕　霞み
な
が
ら
（
春
が
）
名
残
惜
し
い
よ
う
な
様
子
の
光
も
憂
く
辛
い
。
留
ま
る
こ
と
の
な
い
春
の
、
有
明
の
月
よ
。
〔
本
歌
〕　
な
が
め
や
る
山
辺
は
い
と
ど
霞
み
つ
つ
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
ま
さ
る
春
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
一
七
・
藤
原
清
正
女
）
氷
だ
に
と
ま
ら
ぬ
春
の
谷
風
に
ま
だ
う
ち
と
け
ぬ
鶯
の
声
（
拾
遺
集
・
春
・
六
・
順
）
〔
参
考
〕　
暮
れ
て
行
く
秋
の
み
空
を
な
が
む
れ
ば
名
残
が
ほ
な
る
有
明
の
月
（
月
詣
集
・
九
月
・
七
七
五
・
法
眼
実
快
。
宝
物
集
・
二
二
六
）
袖
の
上
に
濡
る
る
が
ほ
な
る
影
も
憂
し
別
れ
し
ま
ま
の
有
明
の
月
（
歌
合
建
保
七
年
二
月
十
二
日
・
暁
更
恋
・
四
五
・
伊
平
）
〔
語
釈
〕　
○
と
ま
ら
ぬ
春
―
本
歌
は
「
氷
だ
に
と
ま
ら
ぬ
春
」
で
、
氷
さ
え
も
そ
の
ま
ま
留
ま
ら
ず
に
解
け
る
春
、
と
い
っ
た
意
。
こ
こ
は
、「
と
ま
ら
ぬ
」
は
「
有
明
の
月
」
に
も
か
か
り
、
留
ま
ら
ず
に
去
り
行
く
春
そ
し
て
有
明
の
月
、
と
い
う
意
味
。
○
有
明
の
月
―
409
や
411
の
「
桜
花
」
と
同
様
に
も
ち
ろ
ん
「
三
代
集
詞
」
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
汎
用
性
の
あ
る
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
本
百
首
の
制
約
か
ら
作
意
と
し
て
取
っ
た
詞
だ
と
は
見
な
さ
い
。
〔
補
説
〕　
本
百
首
の
制
約
か
ら
見
て
、『
拾
遺
集
』
の
両
首
の
詞
を
取
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、
参
考
の
両
首
を
取
り
併
せ
た
よ
う
な
仕
立
て
方
で
あ
る
。
も
し
宗
尊
が
参
考
の
両
首
に
倣
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
学
習
範
囲
は
か
な
り
広
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
夏
413　
忘わす
れ
ず
は
今こ
年とし
も
来き
鳴な
け
時ほと
ゝ
き
す鳥
去こ
そ年
の
宿やと
り
の
軒ゝき
の
橘
た
ち
は
な
〔
通
釈
〕　
夏
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
八
七
忘
れ
な
い
な
ら
、
今
年
も
来
て
鳴
け
、
時
鳥
よ
。
去
年
に
宿
と
し
た
軒
近
く
の
橘
に
。
〔
本
歌
〕　
か
づ
き
出
で
し
沖
の
藻
屑
を
忘
れ
ず
は
そ
こ
の
み
る
め
を
我
に
刈
ら
せ
よ
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
四
九
・
輔
臣
）
鶯
の
去
年
の
宿
り
の
古
す
と
や
我
に
は
人
の
つ
れ
な
か
る
ら
む
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
四
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
雲
の
色
も
か
は
ら
ぬ
空
の
時
鳥
今
年
も
同
じ
去
年
の
古
声
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
郭
公
・
三
四
三
・
知
家
）
五
月
雨
の
今
年
も
去
年
の
古
声
に
鳴
く
音
を
そ
ふ
る
郭
公
か
な
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
郭
公
・
三
五
三
・
範
宗
）
時
鳥
た
だ
な
の
る
べ
き
花
の
名
や
宿
に
ま
づ
咲
く
軒
の
橘
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
郭
公
・
三
三
三
・
為
家
）
と
も
に
聞
く
人
こ
そ
か
は
れ
郭
公
今
年
も
去
年
の
声
に
鳴
く
な
り
（
宝
治
百
首
・
夏
・
聞
郭
公
・
八
八
三
・
実
氏
）
時
鳥
去
年
宿
借
り
し
古
里
の
花
橘
に
さ
月
忘
る
な
（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
五
四
・
家
隆
。
壬
二
集
・
為
家
卿
家
百
首
・
夏
・
一
二
六
六
）
や
よ
や
ま
た
来
鳴
け
み
空
の
時
鳥
さ
月
だ
に
こ
そ
を
ち
返
り
つ
れ
（
新
勅
撰
集
・
夏
・
一
七
九
・
俊
頼
）
を
ち
返
り
軒
端
に
来
鳴
け
時
鳥
花
橘
に
雨
そ
そ
く
な
り
（
仙
洞
十
人
歌
合
・
郭
公
・
四
五
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
一
〇
六
八
）
〔
影
響
〕　
橘
の
去
年
の
宿
り
は
ふ
り
ぬ
と
や
五
月
雨
と
は
ぬ
時
鳥
か
な
（
雅
有
集
・
堀
河
院
百
首
題
よ
み
侍
り
し
に
・
夏
・
郭
公
・
四
六
四
）
時
鳥
去
年
の
宿
り
の
橘
に
声
も
か
は
ら
で
今
来
鳴
く
な
り
（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
夏
・
郭
公
鳴
橘
・
一
〇
七
七
）
〔
語
釈
〕　
○
時
鳥
―
も
ち
ろ
ん
「
三
代
集
詞
」
だ
が
、
409
や
411
の
「
桜
花
」
以
上
に
一
般
性
が
あ
る
詞
で
あ
り
、
宗
尊
が
本
百
首
の
制
約
か
ら
取
っ
た
詞
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
軒
の
橘
―
「
時
鳥
」
と
の
詠
み
併
せ
で
は
、
参
考
の
為
家
の
歌
の
他
に
、
そ
の
父
定
家
の
三
八
八
「
郭
公
鳴
く
や
さ
月
の
宿
が
ほ
に
か
な
ら
ず
匂
ふ
軒
の
橘
」（
拾
遺
愚
草
・
詠
花
鳥
和
歌
・
五
月
盧
橘
・
一
九
八
八
）
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
諸
歌
は
、
ど
れ
も
宗
尊
が
目
に
し
て
い
て
不
思
議
は
な
く
、
無
意
識
下
に
も
こ
れ
ら
を
見
習
っ
た
こ
と
が
、
該
歌
に
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
影
響
に
挙
げ
た
両
首
は
関
東
に
も
祗
候
し
た
飛
鳥
井
雅
有
の
歌
。
雅
有
は
将
軍
で
あ
っ
た
宗
尊
の
詠
作
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
思
し
い
。
414　
聞き
か
せ
ば
や
見
せ
ば
や
人
に
時ほと
ゝ
き
す鳥
な
が
鳴な
く
里さと
の
有
明
の
月
〔
通
釈
〕　聞か
せ
た
い
よ
、
見
せ
た
い
よ
、
人
に
。
時
鳥
よ
、
お
前
が
鳴
く
里
（
に
響
く
声
を
）、
そ
こ
に
照
る
有
明
の
月
を
。
〔
本
歌
〕　
時
鳥
な
が
鳴
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
思
ふ
も
の
か
ら
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
聞
か
せ
ば
や
あ
は
れ
を
知
ら
ん
人
も
が
な
雲
の
林
の
雁
の
一
声
（
和
泉
式
部
集
・
雲
林
院
に
住
む
頃
、
越
後
守
の
り
な
が
に
・
三
二
九
）
聞
か
せ
ば
や
つ
れ
な
き
人
に
つ
ま
恋
ふ
る
竜
田
の
山
の
さ
牡
鹿
の
音
を
（
能
因
法
師
集
・
し
か
・
一
九
六
）
よ
と
と
も
に
玉
散
る
床
の
す
が
枕
見
せ
ば
や
人
に
夜
半
の
け
し
き
を
（
金
葉
集
・
恋
上
・
三
八
七
・
俊
頼
）
さ
ざ
浪
や
長
柄
の
山
の
嶺
続
き
見
せ
ば
や
人
に
花
の
盛
り
を
（
千
載
集
・
春
上
・
七
五
・
藤
原
範
綱
）
有
明
の
月
を
も
待
た
じ
時
鳥
な
が
鳴
く
里
の
村
雨
の
空
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
里
郭
公
・
三
二
八
・
孝
継
）
〔
語
釈
〕　
○
時
鳥
―
→
413
。
○
有
明
の
月
―
→
412
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
八
九
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如
何
に
せ
む
心こゝろ
の
う
ち
も
か
き
暗く
れ
て
物
思
ふ
宿やと
の
五
月
雨
の
頃ころ
〔
本
文
〕　
○
物
思
ふ
―
底
本
は
「
物
思
◦ふ
」（「
思
」
の
下
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
ふ
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　どう
し
よ
う
か
。（
辺
り
ば
か
り
か
）
心
の
中
も
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
、
物
思
い
を
す
る
こ
の
家
の
五
月
雨
の
頃
は
。
〔
本
歌
〕　
い
か
に
せ
む
を
ぐ
ら
の
山
の
郭
公
お
ぼ
つ
か
な
し
と
音
を
の
み
ぞ
な
く
（
後
撰
集
・
夏
・
一
九
六
・
師
尹
）
鳴
き
渡
る
雁
の
涙
や
落
ち
つ
ら
む
物
思
ふ
宿
の
萩
の
上
の
露
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
一
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
中
に
・
一
三
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
心
の
う
ち
―
こ
の
詞
も
「
思
ひ
せ
く
心
の
内
の
滝
な
れ
や
落
つ
と
は
見
れ
ど
音
の
聞
こ
え
ぬ
」（
古
今
集
・
雑
上
・
九
三
〇
・
三
条
町
）
他
、
三
代
集
（
後
撰
集
二
首
、
拾
遺
集
三
首
）
に
見
え
る
歌
詞
。
宗
尊
は
、
こ
の
歌
を
本
歌
に
「
思
ひ
せ
く
人
の
心
か
山
桜
音
の
聞
こ
え
ぬ
滝
と
見
ゆ
る
は
」（
瓊
玉
集
・
文
永
元
年
十
月
百
首
の
春
御
歌
・
五
四
）
と
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
は
、
三
代
集
の
ど
の
歌
と
も
特
定
し
難
い
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
両
首
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
か
に
せ
む
」「
物
思
ふ
宿
の
」
を
取
る
。
前
者
は
よ
り
一
般
的
な
歌
詞
で
あ
る
の
で
、
後
者
の
み
か
ら
取
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、「
い
か
に
せ
む
」
歌
の
「
を
ぐ
ら
」（「
小
倉
」
と
「
を
暗
（
し
）」）
が
、
該
歌
の
「
か
き
暗
れ
て
」
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
。
416　
禊みそ
ぎ
す
る
河
風
い
た
く
涼すゝ
し
き
は
ゆ
ふ
し
で
か
け
て
秋
や
来き
ぬ
ら
ん
三
九
〇
〔
通
釈
〕　禊ぎ
を
す
る
川
に
吹
く
風
が
す
ご
く
涼
し
い
の
は
、（
夏
の
終
わ
り
の
夏
越
の
祓
に
）
掛
け
垂
ら
す
木
綿
幣
を
目
掛
け
て
秋
が
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
禊
ぎ
す
る
今
日
唐
崎
に
お
ろ
す
網
は
神
の
う
け
ひ
く
し
る
し
な
り
け
り
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
九
五
・
平
祐
挙
）
簗
見
れ
ば
河
風
い
た
く
吹
く
時
ぞ
浪
の
花
さ
へ
落
ち
ま
さ
り
け
る
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
六
一
・
貫
之
）
榊
葉
に
ゆ
ふ
し
で
か
け
て
誰
が
世
に
か
神
の
み
前
に
い
は
ひ
そ
め
け
ん
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
七
六
・
作
者
不
記
）
我
が
袖
に
ま
だ
き
時
雨
の
ふ
り
ぬ
る
は
君
が
心
に
秋
や
来
ぬ
ら
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
六
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
み
そ
ぎ
す
る
汀
に
風
の
涼
し
き
は
一
夜
を
こ
め
て
秋
や
来
ぬ
ら
ん
（
金
葉
集
・
夏
・
秋
隔
一
夜
と
い
へ
る
こ
と
を
・
一
五
五
・
顕
隆
）
〔
語
釈
〕　
○
禊
ぎ
―
こ
こ
は
、
夏
越
の
祓
（
六
月
祓
）
に
川
の
水
で
行
う
穢
れ
の
清
め
。
○
ゆ
ふ
し
で
―
木
綿
四
手
・
木
綿
垂
・
木
綿
幣
。
木
綿
を
榊
の
枝
な
ど
に
結
び
垂
ら
し
た
、
神
に
供
え
る
幣
。
○
か
け
て
―
六
月
晦
日
の
夏
越
の
祓
に
木
綿
幣
を
掛
け
垂
ら
し
て
の
意
に
、
ま
る
で
そ
の
木
綿
幣
を
目
掛
け
る
よ
う
に
し
て
の
意
が
重
な
る
。
○
秋
や
来
ぬ
ら
ん
―
汎
用
性
の
あ
る
一
般
的
な
歌
詞
だ
が
、
三
代
集
に
は
『
古
今
集
』
の
「
我
が
袖
に
」
歌
の
一
首
の
み
に
用
い
ら
れ
た
詞
で
あ
る
の
で
、
本
百
首
の
制
約
で
取
っ
た
と
見
た
。
〔
補
説
〕　
三
代
集
歌
四
首
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
は
当
然
異
論
も
あ
ろ
う
が
、「
三
代
集
詞
」
に
拠
っ
て
詠
む
と
い
う
本
百
首
の
制
約
下
の
試
み
と
見
た
い
。
参
考
の
『
金
葉
集
』
歌
の
「
涼
し
き
は
」
を
併
せ
れ
ば
、
五
句
全
て
を
古
歌
か
ら
取
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
詠
み
ぶ
り
は
し
か
し
、
宗
尊
に
と
っ
て
は
極
め
て
特
殊
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
一
秋
417　
野
も
山
も
な
べ
て
露
け
き
時
ぞ
と
や
秋
来く
る
か
ら
に
袖
の
濡ぬ
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　野も
山
も
、
い
ち
よ
う
に
露
で
湿
り
が
ち
な
時
節
だ
い
う
の
で
、
秋
が
来
る
に
つ
け
て
袖
が
濡
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
野
も
山
も
茂
り
あ
ひ
ぬ
る
夏
な
れ
ど
人
の
辛
さ
は
言
の
葉
も
な
し
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
八
・
読
人
不
知
）
大
方
の
秋
来
る
か
ら
に
我
が
身
こ
そ
悲
し
き
物
と
思
ひ
知
り
ぬ
れ
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
秋
風
の
う
ち
吹
く
か
ら
に
山
も
野
も
な
べ
て
錦
に
お
り
か
へ
す
か
な
（
後
撰
集
・
秋
下
・
三
八
八
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
初
秋
の
心
を
・
一
五
〇
。
〔
語
釈
〕　
○
な
べ
て
露
け
き
―
宗
尊
詠
出
の
句
か
。
類
辞
の
歌
と
し
て
は
、
後
出
に
「
な
ぞ
も
か
く
秋
来
る
か
ら
に
袖
の
上
の
道
の
草
木
も
な
べ
て
露
け
き
」（
嘉
元
百
首
・
秋
・
露
・
一
〇
二
九
・
公
顕
）
や
「
草
も
木
も
な
べ
て
露
け
き
夕
べ
か
な
秋
の
あ
は
れ
や
四
方
に
み
つ
ら
ん
」（
同
・
同
・
同
・
二
五
三
一
・
昭
慶
門
院
一
条
。
続
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
六
六
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
宗
尊
詠
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
○
時
ぞ
と
や
―
「
春
も
今
花
も
桜
の
時
ぞ
と
や
雲
よ
り
に
ほ
ふ
葛
城
の
山
」（
宝
治
百
首
・
春
・
初
花
・
五
一
六
・
俊
成
女
）
が
宗
尊
に
身
近
な
先
例
か
。
○
袖
の
濡
る
ら
む
―
常
套
句
だ
が
、
三
代
集
で
は
『
後
撰
集
』
の
「
何
に
か
は
袖
の
濡
る
ら
む
白
浪
の
名
残
あ
り
げ
も
見
え
ぬ
心
を
」（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
八
五
・
大
輔
〈
源
弼
女
〉）
と
『
拾
遺
集
』
の
「
別
る
れ
ば
ま
づ
涙
こ
そ
先
に
立
て
い
か
で
遅
る
る
袖
の
濡
る
ら
ん
」（
別
・
三
二
四
・
読
人
不
知
）
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
拠
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
よ
り
一
般
的
な
句
と
見
て
本
歌
か
ら
は
除
外
す
る
。
〔
補
説
〕　
本
集
で
は
、「
三
代
集
詞
」
に
拠
っ
て
詠
む
百
首
歌
の
一
首
で
あ
る
の
で
、
本
歌
に
挙
げ
た
両
首
を
本
歌
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
九
二
「
野
も
」「
山
も
」「
な
べ
て
」「
か
ら
に
」
の
詞
と
秋
季
の
一
致
か
ら
は
、
参
考
歌
と
し
た
『
後
撰
集
』
の
読
人
不
知
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
出
の
『
瓊
玉
集
』
の
詞
書
は
、
単
に
「
初
秋
の
心
を
」
で
あ
る
の
で
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
は
、
こ
れ
を
本
歌
に
挙
げ
、
こ
こ
で
本
歌
に
挙
げ
た
『
拾
遺
集
』
歌
を
本
歌
に
も
見
な
し
得
る
こ
と
を
記
す
に
留
め
た
。
418　
秋あき
風
を
憂う
し
と
は
言い
は
じ
荻おき
の
葉は
の
そ
よ
ぐ
音をと
こ
そ
辛つら
さ
な
り
け
れ
〔
通
釈
〕　秋風
を
憂
く
辛
い
と
は
言
う
ま
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
秋
風
に
荻
の
葉
が
そ
よ
ぐ
音
こ
そ
が
、
辛
さ
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
荻
の
葉
の
そ
よ
ぐ
音
こ
そ
秋
風
の
人
に
知
ら
る
る
初
め
な
り
け
れ
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
三
九
・
貫
之
）
〔
影
響
〕　
一
す
ぢ
に
憂
し
と
は
い
は
じ
過
ぎ
行
け
ば
つ
ら
き
も
は
て
の
な
き
世
な
り
け
り
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
雑
・
述
懐
・
八
八
二
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
〔
萩
〕
心
を
・
一
六
三
。
〔
語
釈
〕　
○
秋
風
を
―
こ
の
句
は
、
三
代
集
に
は
「
心
し
て
ま
れ
に
吹
き
つ
る
秋
風
を
山
お
ろ
し
に
は
な
さ
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
三
八
・
大
輔
）
や
「
秋
風
を
背
く
も
の
か
ら
花
薄
行
く
方
を
な
ど
招
く
な
る
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
秋
・
一
九
二
）
が
見
え
る
が
、
前
歌
の
「
袖
の
濡
る
ら
ん
」
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
を
本
歌
と
は
見
な
い
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
、
多
く
は
結
句
に
置
い
て
、「
つ
ら
さ
な
り
け
り
（
る
・
れ
）」
の
詞
句
を
好
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
参
照
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
三
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思おも
ふ
事
虚むな
し
き
空そら
の
秋
風かせ
に
今こ
年とし
は
い
た
く
濡ぬ
る
るゝ
袖
か
な
〔
通
釈
〕思う
こ
と
が
虚
し
い
。
虚
空
を
吹
く
秋
風
に
、
今
年
は
ひ
ど
く
（
涙
で
）
濡
れ
る
袖
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
か
ぞ
ふ
れ
ば
と
ま
ら
ぬ
も
の
を
と
し
と
言
ひ
て
今
年
は
い
た
く
老
い
ぞ
し
に
け
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
雑
上
・
八
九
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
思
ふ
こ
と
虚
し
き
夢
の
中
空
に
絶
ゆ
と
も
絶
ゆ
な
辛
き
玉
の
緒
（
拾
遺
愚
草
・
建
暦
二
年
十
二
月
院
よ
り
め
さ
れ
し
廿
首
・
雑
・
一
九
八
一
。
定
家
卿
百
番
自
歌
合
・
一
八
八
。
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
・
九
九
・
定
家
）
幾
返
り
月
見
し
秋
は
過
ぎ
ぬ
れ
ど
今
年
は
い
た
く
濡
る
る
袖
か
な
（
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
秋
・
一
八
八
）
〔
他
出
〕　
新
千
載
集
・
雑
上
・
一
七
五
九
・
題
し
ら
ず
。
〔
語
釈
〕　
○
思
ふ
事
虚
し
き
空
の
―
「
思
ふ
事
虚
し
」
か
ら
「
虚
し
」
を
重
ね
て
「
虚
し
き
空
の
」
へ
鎖
る
。
〔
補
説
〕　
言
う
ま
で
も
な
く
「
思
ふ
事
」「
秋
風
に
」
も
、
ま
た
「
虚
し
き
空
（
の
）」「
濡
る
る
袖
か
な
」
も
三
代
集
の
詞
だ
が
、
よ
り
一
般
性
が
高
く
、
ま
た
頻
用
・
汎
用
の
詞
な
の
で
、
本
歌
の
詞
と
し
て
は
除
外
す
る
。
420　
朝あさ
か
ほ顔
の
花
の
籬まかき
の
秋あき
の
露つゆ
い
づ
れ
あ
だ
な
る
名
に
か
立た
つ
ら
む
三
九
四
〔
通
釈
〕　朝顔
の
花
、
そ
の
籬
に
置
く
秋
の
露
、
ど
ち
ら
が
は
か
な
い
も
の
と
し
て
、
よ
り
評
判
が
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
君
が
音
に
く
ら
ぶ
の
山
の
郭
公
い
づ
れ
あ
だ
な
る
声
ま
さ
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
六
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
あ
だ
に
置
く
露
に
濡
れ
た
る
朝
顔
は
か
た
が
た
世
を
や
思
ひ
知
る
ら
ん
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
二
〇
五
二
・
小
侍
従
）
風
を
待
つ
草
の
葉
に
置
く
露
よ
り
も
あ
だ
な
る
も
の
は
朝
顔
の
花
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
あ
さ
が
ほ
・
一
九
〇
）
朝
顔
の
は
か
な
き
露
の
宿
り
か
な
い
づ
れ
か
さ
き
に
あ
だ
し
野
の
原
（
為
家
千
首
・
秋
・
四
〇
九
）
朝
顔
の
夕
べ
待
た
せ
ぬ
花
の
色
に
お
き
て
あ
だ
な
る
露
の
身
も
憂
し
（
現
存
六
帖
・
あ
さ
が
ほ
・
二
二
一
・
家
良
）
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
桜
花
年
に
稀
な
る
人
も
待
ち
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
六
二
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
世
の
中
は
夢
か
現
か
朝
顔
の
花
の
籬
の
露
の
よ
す
が
も
（
亀
山
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
・
籬
槿
・
一
三
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
二
。
〔
語
釈
〕　
○
朝
顔
の
―
「
朝
顔
」
が
何
を
指
す
か
は
時
代
に
よ
り
異
な
り
、
ま
た
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
は
今
の
朝
顔
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
朝
咲
き
開
い
て
夕
べ
を
待
た
ず
に
す
し
ぼ
む
無
常
の
花
の
印
象
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
→
26
。「
朝
顔
の
」
は
、「
朝
顔
の
花
」
の
形
で
三
代
集
歌
（
後
撰
集
、
拾
遺
集
）
に
も
見
え
る
が
、
枕
詞
で
あ
る
場
合
も
併
せ
て
併
せ
て
よ
り
汎
用
性
が
高
い
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
宗
尊
が
本
百
首
の
制
約
か
ら
作
意
と
し
て
取
っ
た
と
は
見
な
さ
な
い
。
○
花
の
籬
―
「
籬
」
は
、
柴
や
竹
で
編
ん
だ
垣
根
。「
撫
子
の
花
の
籬
」「
山
吹
の
花
の
籬
」
が
鎌
倉
前
期
に
詠
ま
れ
始
め
る
。「
朝
顔
の
花
の
籬
」
の
先
行
例
は
、「
朝
顔
の
花
の
籬
は
霧
こ
め
て
日
影
待
つ
間
の
盛
り
だ
に
な
き
」（
楢
葉
集
・
秋
・
二
二
四
・
法
印
円
経
）。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
よ
う
に
、「
朝
顔
」
と
「
露
」
の
「
あ
だ
」
さ
を
比
べ
る
歌
が
鎌
倉
初
め
頃
か
ら
目
立
つ
。
そ
の
傾
向
に
従
っ
た
詠
作
で
あ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
五
421　
い
か
に
せ
ん
長なか
き
夜よ
す
が
ら
ま
ど
ろ
ま
で
物
思おも
ひ
を
れ
ば
秋
風
の
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　どう
し
よ
う
か
。
長
い
夜
ど
お
し
ま
ど
ろ
む
こ
と
も
な
く
、
も
の
思
い
に
沈
み
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
秋
風
が
吹
く
。
〔
本
歌
〕　
五
月
雨
に
物
思
ひ
を
れ
ば
郭
公
夜
深
く
鳴
き
て
い
づ
ち
行
く
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
五
三
・
友
則
）
昨
日
こ
そ
早
苗
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹
く
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
七
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
ま
ど
ろ
ま
で
夜
す
が
ら
月
を
な
が
む
と
も
心
の
夢
は
覚
め
ず
や
あ
る
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
二
〇
・
実
家
）
た
そ
か
れ
に
も
の
思
ひ
を
れ
ば
我
が
宿
の
荻
の
葉
そ
よ
ぎ
秋
風
ぞ
吹
く
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
一
八
六
）
〔
語
釈
〕　
○
い
か
に
せ
ん
―
言
う
ま
で
も
な
く
三
代
集
に
も
見
え
る
詞
だ
が
、
常
套
句
な
の
で
、
宗
尊
が
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
取
っ
た
と
は
見
な
さ
な
い
。
○
秋
風
の
吹
く
―
一
般
的
な
句
の
よ
う
だ
が
、
勅
撰
集
で
は
本
歌
に
挙
げ
た
『
古
今
集
』
歌
の
み
。
422　
涙
こ
そ
情なさ
け
な
り
け
れ
秋あき
の
夜
の
空そら
行ゆ
く
月
を
袖
に
映うつ
し
て
〔
通
釈
〕　涙こ
そ
が
、
思
い
や
り
な
の
で
あ
っ
た
な
。
秋
の
夜
の
空
を
行
く
月
を
、（
涙
が
置
い
た
）
袖
に
映
し
て
い
て
。
〔
本
歌
〕　
忘
る
な
よ
程
は
雲
ゐ
に
な
り
ぬ
と
も
空
行
く
月
の
廻
り
逢
ふ
ま
で
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
七
〇
・
読
人
不
知
）
梅
が
香
を
袖
に
う
つ
し
て
と
ど
め
て
ば
春
は
過
ぐ
と
も
形
見
な
ら
ま
し
（
古
今
集
・
春
上
・
四
六
・
読
人
不
知
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
こ
そ
―
三
代
集
に
は
、「
風
寒
み
鳴
く
秋
虫
の
涙
こ
そ
草
葉
色
ど
る
露
と
置
く
ら
め
」（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
三
・
読
人
三
九
六
不
知
）
と
「
別
る
れ
ば
ま
づ
涙
こ
そ
さ
き
に
立
て
い
か
で
お
く
る
る
袖
の
濡
る
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
別
・
三
二
四
・
読
人
不
知
）
が
あ
る
。
共
に
内
容
上
も
該
歌
と
無
縁
で
は
な
い
の
で
、
本
百
首
の
制
約
か
ら
ど
ち
ら
か
に
基
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
確
に
は
し
難
い
。
○
情
け
な
り
け
れ
―
→
277
。
○
秋
の
夜
の
―
も
ち
ろ
ん
三
代
集
に
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
映
し
て
―
本
歌
の
「
移
し
て
」
を
置
き
換
え
た
と
見
る
。
423　
も
の
言い
は
ばゝ
問と
は
ま
し
も物の
を
ち
は
や
ぶ
る
神
代
の
事
も
月
は
知し
る
ら
む
〔
本
文
〕　
○
ち
は
や
ぶ
る
―
底
本
は
「
〃はち
は
や
ふ
る
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　もし
月
が
も
の
を
言
う
の
な
ら
ば
、
問
い
尋
ね
る
で
あ
ろ
う
も
の
を
。（
ち
は
や
ぶ
る
）
神
代
の
こ
と
も
、
月
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
。
〔
本
歌
〕　
住
吉
の
岸
の
姫
松
人
な
ら
ば
幾
代
か
経
し
と
問
は
ま
し
も
の
を
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
六
・
読
人
不
知
）
我
問
は
ば
神
代
の
事
も
答
へ
な
ん
昔
を
知
れ
る
住
吉
の
松
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
九
〇
・
恵
慶
）
〔
参
考
〕　
も
の
言
は
ば
問
ふ
べ
き
も
の
を
桃
の
花
幾
代
か
経
た
る
滝
の
白
糸
（
後
拾
遺
集
・
雑
四
・
一
〇
五
六
・
弁
乳
母
）
津
の
国
の
長
柄
の
橋
の
橋
柱
霜
に
や
朽
ち
し
月
は
知
る
ら
ん
（
壬
二
集
・
秋
・
月
の
歌
と
て
・
二
四
三
八
）
〔
語
釈
〕　
○
ち
は
や
ぶ
る
―
「
神
」
の
枕
詞
。
○
神
代
の
事
も
―
『
古
今
集
』
に
も
「
大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
事
も
思
ひ
出
づ
ら
め
」（
雑
上
・
八
七
一
・
業
平
）
が
あ
る
が
、
該
歌
の
「
問
は
ま
し
も
の
を
」
に
対
応
す
る
「
答
へ
な
ん
」
の
詞
を
有
し
て
い
る
点
、
も
う
一
首
の
本
歌
と
「
住
吉
の
」「
松
」
が
共
通
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
、
本
歌
に
挙
げ
た
恵
慶
歌
か
ら
取
っ
た
と
見
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
七
た
。
○
月
は
知
る
ら
む
―
さ
ほ
ど
作
例
は
多
く
な
い
句
。
参
考
に
挙
げ
た
家
隆
の
「
津
の
国
の
」
歌
が
早
い
。
後
出
で
は
、「
い
く
度
か
こ
の
世
な
ら
で
も
な
れ
見
け
む
我
こ
そ
知
ら
ね
月
は
知
る
ら
ん
」（
歌
合
永
仁
五
年
八
月
十
五
夜
・
寄
月
雑
・
四
〇
・
為
教
女
為
子
）
や
「
鹿
ば
か
り
鳴
く
音
哀
れ
と
み
笠
山
さ
し
も
曇
ら
ぬ
月
は
知
る
ら
ん
」（
為
兼
鹿
百
首
・
秋
・
月
・
四
九
）、
あ
る
い
は
「
宿
る
と
て
月
は
知
る
ら
ん
我
が
袖
に
昔
を
忍
ぶ
涙
あ
り
と
は
」（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
秋
七
・
四
二
七
・〔
教
基
〕。
新
葉
集
・
雑
上
・
一
一
〇
二
）
が
目
に
付
く
。
新
古
今
歌
人
か
ら
関
東
歌
壇
を
経
て
京
極
派
さ
ら
に
は
南
朝
へ
と
繋
が
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。
424　
い
に
し
へ
に
か
は
ら
ぬ
月
の
影かけ
ぞ
と
も
年とし
経ふ
る
人
や
思おも
ひ
知し
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　過ぎ
た
昔
に
変
わ
ら
な
い
月
の
光
だ
と
、
年
を
取
っ
た
人
は
思
い
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
色
も
香
も
同
じ
昔
に
咲
く
ら
め
ど
年
経
る
人
ぞ
あ
ら
た
ま
り
け
る
（
古
今
集
・
春
上
・
桜
の
花
の
も
と
に
て
年
の
老
い
ぬ
る
こ
と
を
嘆
き
て
よ
め
る
・
五
七
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
よ
も
す
が
ら
思
ひ
や
出
づ
る
い
に
し
へ
に
か
は
ら
ぬ
空
の
月
を
な
が
め
て
（
続
詞
花
集
・
雑
中
・
八
三
七
・
藤
原
清
家
）
い
に
し
へ
に
か
は
ら
ぬ
月
の
影
見
れ
ば
と
も
に
な
が
め
し
人
ぞ
恋
し
き
（
玄
玉
集
・
天
地
下
・
一
七
一
・
源
季
貞
）
〔
語
釈
〕　
○
い
に
し
へ
に
―
三
代
集
（
古
今
集
二
首
、
拾
遺
集
一
首
）
に
も
見
え
る
詞
だ
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
影
ぞ
と
も
―
真
観
の
「
と
こ
と
は
に
我
が
身
を
さ
ら
ぬ
影
ぞ
と
も
空
に
み
ち
た
る
月
を
や
は
見
る
」（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
も
ち
月
・
三
〇
〇
）
が
先
行
例
。
三
九
八
425　
閉と
ぢ
果は
つ
る
葎むくら
の
宿やと
も
住す
む
人
の
あ
り
と
や
こ
こゝ
に
衣
打う
つ
ら
む
〔
通
釈
〕　閉ざ
さ
れ
き
っ
た
葎
の
宿
も
、
住
む
人
が
あ
る
と
い
っ
て
、
こ
こ
で
衣
を
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
折
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
こ
に
鶯
の
鳴
く
（
古
今
集
・
春
上
・
三
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
閉
ぢ
果
つ
る
谷
の
小
川
の
薄
氷
下
に
岩
間
の
声
む
せ
ぶ
な
り
（
為
家
千
首
・
冬
・
五
六
一
）
閉
ぢ
果
つ
る
み
山
の
奥
の
松
の
戸
を
う
ら
や
ま
し
く
も
出
づ
る
月
か
な
（
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
楽
府
を
題
に
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
陵
園
妾
の
心
を
よ
め
る
・
一
〇
九
一
・
源
光
行
）
干
し
あ
へ
ぬ
葎
の
宿
の
濡
れ
衣
絶
え
ず
住
む
べ
き
袖
の
露
か
は
（
為
家
千
首
・
秋
・
三
九
五
）
〔
影
響
〕　
聞
く
人
も
思
ひ
あ
る
夜
の
寝
覚
め
か
な
葎
の
宿
に
衣
打
つ
声
（
雅
有
集
・
堀
河
院
百
首
題
よ
み
侍
り
し
に
・
秋
・
擣
衣
・
四
九
一
）
〔
語
釈
〕　
○
葎
の
宿
―
蔓
性
の
雑
草
の
葎
が
生
い
茂
る
家
。
荒
廃
し
た
家
を
言
う
。
426　
秋
の
色いろ
の
限かき
り
と
見み
る
も
悲かな
し
き
に
何なに
山
姫ひめ
の
木こ
の
葉
染そ
む
ら
ん
〔
本
文
〕　
○
木
の
葉
―
底
本
は
「
こ
〃と
の
葉
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　紅葉
を
秋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
景
色
の
最
後
と
見
る
の
も
悲
し
い
の
に
、
な
ぜ
山
姫
が
木
の
葉
を
染
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
三
九
九
〔
本
歌
〕　
我
が
身
に
も
あ
ら
ぬ
我
が
身
の
悲
し
き
に
心
も
異
に
な
り
や
し
に
け
ん
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
〇
〇
・
大
輔
）
裁
ち
縫
は
ぬ
衣
着
し
人
も
な
き
も
の
を
何
山
姫
の
布
さ
ら
す
ら
む
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
二
六
・
伊
勢
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
首
御
歌
に
・
二
六
四
。
〔
語
釈
〕　
○
秋
の
色
―
特
に
秋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
あ
る
い
は
秋
ら
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
景
色
や
気
配
。
漢
語
「
秋
色
」
の
訓
読
語
と
い
う
。
○
山
姫
―
山
に
居
す
る
と
い
う
女
神
。
○
木
の
葉
染
む
ら
ん
―
必
ず
し
も
伝
統
的
な
常
套
句
で
は
な
い
。「
白
真
弓
い
し
辺
の
山
の
秋
風
に
た
な
び
く
雨
や
木
の
葉
染
む
ら
ん
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
五
五
六
・
伊
嗣
）
や
「
分
き
て
な
ほ
い
か
な
る
空
に
降
る
雨
を
時
雨
と
い
ひ
て
木
の
葉
染
む
ら
む
」（
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
秋
・
一
四
五
）
等
が
先
行
例
と
な
る
。
冬
427　
う
ち
渡わた
す
川かは
瀬せ
の
千ち
鳥とり
鳴な
く
な
へ
に
誰たれ
も
寝ね
さ覚
め
て
月
は
見み
る
ら
む
〔
通
釈
〕　
冬
ず
っ
と
向
こ
う
ま
で
続
く
川
瀬
の
千
鳥
が
鳴
く
に
つ
れ
て
、
誰
も
皆
夜
に
寝
覚
め
し
て
月
は
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
〔
本
歌
〕　
う
ち
渡
す
遠
方
人
に
も
の
申
す
我
そ
の
そ
こ
に
白
く
咲
け
る
は
何
の
花
ぞ
も
（
古
今
集
・
雑
体
・
旋
頭
歌
・
一
〇
〇
七
・
読
人
不
知
）
…
五
月
雨
の　
空
も
と
ど
ろ
に　
さ
夜
更
け
て　
山
時
鳥　
鳴
く
ご
と
に　
誰
も
寝
覚
め
て　
唐
錦　
竜
田
の
山
の　
紅
葉
葉　
を　
見
て
の
み
し
の
ぶ　
神
な
月
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
二
・
貫
之
）
四
〇
〇
〔
参
考
〕　
楸
生
ふ
る
河
原
の
千
鳥
鳴
く
な
へ
に
妹
が
り
行
け
ば
月
渡
る
見
ゆ
（
雲
葉
集
・
冬
・
七
九
四
・
家
持
。
新
拾
遺
集
・
冬
・
六
〇
七
）
須
磨
の
浦
に
秋
を
と
ど
め
ぬ
関
守
も
残
る
霜
夜
の
月
は
見
る
ら
ん
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
七
六
・
信
実
）
〔
語
釈
〕　
○
う
ち
渡
す
―
必
ず
し
も
特
徴
的
な
句
詞
で
は
な
い
が
、
三
代
集
で
は
本
歌
の
旋
頭
歌
の
み
。
宗
尊
は
こ
の
歌
を
本
歌
に
し
て
別
に
、「
言
問
ひ
し
花
か
と
ぞ
思
ふ
う
ち
渡
す
遠
方
野
辺
に
降
れ
る
白
雪
」（
本
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・
雪
・
五
一
一
。
瓊
玉
集
・
冬
・
三
〇
五
、
四
句
「
遠
方
人
に
」）
と
詠
ん
で
い
る
。
○
川
瀬
の
千
鳥
―
意
外
に
も
作
例
が
少
な
い
句
形
。
西
行
の
「
さ
ゆ
れ
ど
も
心
や
す
く
ぞ
聞
き
明
か
す
川
瀬
の
千
鳥
友
具
し
て
け
り
」（
山
家
集
・
冬
・
千
鳥
・
五
五
一
。
西
行
法
師
家
集
・
冬
・
寒
夜
千
鳥
・
二
八
五
）
が
先
行
例
。
○
鳴
く
な
へ
に
―
『
古
今
集
』
に
も
二
首
、「
稲
負
鳥
」（
二
〇
八
）
と
「
雁
が
ね
」（
二
一
一
。
拾
遺
集
・
一
一
一
九
に
重
出
）
に
つ
い
て
言
う
歌
が
見
え
る
が
、
他
の
事
例
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
宗
尊
は
『
雲
葉
集
』
を
参
看
し
て
い
た
と
思
し
い
の
で
、
参
考
の
家
持
歌
に
拠
っ
た
と
見
て
お
く
。
428　
踏ふ
み
分わ
く
る
跡あと
を
ば
憂う
し
と
厭いと
へ
ど
も
問と
は
ぬ
は
辛つら
き
雪
の
庭には
か
な
〔
通
釈
〕　雪を
踏
み
分
け
る
足
跡
は
無
情
だ
と
嫌
う
け
れ
ど
も
、
人
が
訪
れ
な
い
の
は
恨
め
し
い
、
雪
が
降
り
積
も
る
こ
の
庭
よ
。
〔
本
歌
〕　
忘
れ
ね
と
言
ひ
し
に
か
な
ふ
君
な
れ
ど
問
は
ぬ
は
辛
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
二
八
・
本
院
蔵
）
〔
参
考
〕　
踏
み
分
く
る
跡
降
り
埋
む
庭
の
雪
は
人
よ
り
さ
き
に
問
ふ
か
ひ
ぞ
な
き
（
万
代
集
・
冬
・
一
四
七
三
・
良
経
。
秋
風
集
・
冬
・
五
三
〇
・
実
定
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
〇
一
待
つ
人
の
今
も
来
た
ら
ば
い
か
が
せ
む
踏
ま
ま
く
惜
し
き
庭
の
雪
か
な
（
詞
花
集
・
冬
・
一
五
八
・
和
泉
式
部
）
〔
語
釈
〕　
○
厭
へ
ど
も
―
『
拾
遺
集
』
の
物
名
歌
（
三
九
七
）
に
も
見
え
る
が
、
一
般
的
な
句
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
庭
の
雪
―
「
庭
の
雪
」
が
常
套
で
、
そ
の
変
形
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
行
例
に
「
問
は
ず
と
て
恨
み
も
果
て
じ
雪
の
庭
は
我
も
さ
こ
そ
は
踏
ま
ま
惜
し
け
れ
」（
法
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
・
雪
・
二
五
五
・
泰
覚
）
が
あ
る
が
、
宗
尊
が
こ
れ
に
拠
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
慈
円
は
「
初
雪
の
庭
」
を
多
用
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
該
歌
に
直
接
関
わ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
〔
補
説
〕　
本
百
首
の
「
三
代
集
詞
」
を
詠
む
と
い
う
制
約
を
考
慮
し
て
、『
後
撰
集
』
歌
を
本
歌
と
見
た
が
、
参
考
の
和
泉
式
部
詠
は
実
質
的
に
本
歌
で
あ
る
。
こ
の
類
の
歌
に
は
、『
蒙
求
』
の
「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
が
微
か
に
想
起
さ
れ
る
。
429　
冬
の
来き
て
小こ
や屋
も
あ
ら
は
に
な
り
に
し
を
ま
た
降ふ
り
隠かく
す
雪ゆき
の
寒さむ
け
さ
〔
通
釈
〕　冬が
来
て
（
葉
に
隠
れ
て
い
た
）
小
屋
も
顕
わ
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
そ
れ
を
降
り
隠
す
雪
の
寒
ざ
む
し
さ
よ
。
〔
本
歌
〕　
蘆
の
葉
に
隠
れ
て
住
み
し
津
の
国
の
こ
や
も
あ
ら
は
に
冬
は
来
に
け
り
（
拾
遺
集
・
冬
・
二
二
三
・
源
重
之
）
〔
参
考
〕　
冬
の
来
て
山
も
あ
ら
は
に
木
の
葉
降
り
残
る
待
つ
さ
へ
峰
に
寂
し
き
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
六
五
・
祝
部
成
茂
）
〔
語
釈
〕　
○
こ
や
―
本
歌
は
摂
津
国
の
歌
枕
「
昆
陽
」（
現
兵
庫
県
伊
丹
市
南
部
、
尼
崎
市
北
部
）
に
「
小
屋
」
が
掛
か
り
、
ま
た
「
来
や
」
が
掛
か
る
か
。
こ
こ
は
、
本
歌
の
面
影
は
残
る
が
「
昆
陽
」
の
意
味
は
ほ
ぼ
な
く
、
微
か
に
「
来
や
」
が
響
く
か
。
○
な
り
に
し
四
〇
二
を
―
『
後
撰
集
』
に
三
首
、『
拾
遺
集
』
に
一
首
見
え
る
句
だ
が
、
一
般
的
な
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
ま
た
降
り
隠
す
―
『
風
情
集
』
の
「
問
ふ
人
の
跡
踏
み
つ
く
る
庭
の
面
を
ま
た
降
り
隠
す
今
朝
の
白
雪
」（
風
情
集
・
僧
都
児
十
首
歌
読
む
に
・
雪
中
客
来
・
三
四
七
）
が
早
い
が
、
宗
尊
は
、
近
習
の
御
家
人
後
藤
基
政
の
「
踏
み
分
け
て
紅
葉
の
跡
も
見
え
ぬ
ま
で
ま
た
降
り
隠
す
庭
の
白
雪
」（
新
和
歌
集
・
冬
・
三
一
九
。
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
九
〇
）
に
倣
う
か
。
○
雪
の
寒
け
さ
―
新
奇
な
句
形
。
真
観
の
「
信
楽
の
山外山
か
き
く
れ
イ
風
暗
し
降
る
雨
に
と
き
ど
き
混
じ
る
雪
の
寒
け
さ
」（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
冬
の
あ
め
・
四
二
〇
）
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
430　
我
が・
袖
の
氷こほ
れ
る
涙
払はら
ひ
侘わ
び
解と
け
ぬ
恨うら
み
に
年とし
の
暮く
れ
ぬ
る
〔
通
釈
〕　私の
袖
の
氷
っ
て
い
る
涙
を
払
い
わ
ず
ら
い
、
氷
が
解
け
ず
心
も
う
ち
解
け
な
い
恨
み
の
ま
ま
に
年
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
雪
の
内
に
春
は
来
に
け
り
鶯
の
氷
れ
る
涙
今
や
解
く
ら
む
（
古
今
集
・
春
上
・
四
・
高
子
）
雪
降
り
て
年
の
暮
れ
ぬ
る
時
に
こ
そ
つ
ひ
に
紅
葉
ぢ
ぬ
松
も
見
え
け
れ
（
古
今
集
・
冬
・
三
四
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
冬
の
夜
の
涙
に
氷
る
我
が
袖
の
心
解
け
ず
も
見
ゆ
る
君
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
五
八
・
兼
輔
）
逢
ふ
こ
と
の
か
た
結
び
な
る
白
糸
の
解
け
ぬ
恨
み
も
年
ぞ
経
に
け
る
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
恋
・
九
七
四
）
〔
語
釈
〕　
○
我
が
袖
の
―
も
ち
ろ
ん
三
代
集
に
も
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
句
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
解
け
ぬ
―
氷
が
解
け
な
い
意
に
「
涙
」
の
縁
で
心
が
打
ち
解
け
な
い
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
本
百
首
の
「
三
代
集
詞
」
を
詠
む
と
い
う
制
約
を
考
慮
し
て
、『
古
今
集
』
の
両
首
を
本
歌
と
見
た
が
、
参
考
の
兼
輔
詠
を
本
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
〇
三
歌
に
加
え
て
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
恋
431　
袖そて
を
我われ
い
つ
の
人
間ま
に
絞しほ
れ
と
て
忍しの
ぶ
に
余あま
る
涙なみた
な
る
ら
む
〔
通
釈
〕　涙に
濡
れ
る
袖
を
、
私
は
い
っ
た
い
何
時
、
人
が
見
て
い
な
い
間
に
絞
れ
と
い
っ
て
、
密
か
に
忍
ん
で
い
る
の
に
余
っ
て
流
れ
出
る
涙
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
暮
る
と
明
く
と
目
か
れ
ぬ
も
の
を
梅
の
花
い
つ
の
人
間
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
（
古
今
集
・
春
上
・
四
五
・
貫
之
）
侘
び
果
つ
る
時
さ
へ
も
の
の
悲
し
き
は
い
づ
こ
を
忍
ぶ
涙
な
る
ら
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
一
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
い
か
さ
ま
に
忍
ぶ
る
袖
を
し
ぼ
れ
と
て
秋
を
か
た
み
に
露
の
消
え
け
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
五
八
・
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
〔
定
家
女
〕）
い
か
に
せ
ん
数
な
ら
ぬ
身
に
し
た
が
は
で
包
む
袖
よ
り
余
る
涙
を
（
金
葉
集
・
恋
上
・
三
八
四
・
読
人
不
知
）
恋
ひ
し
き
を
人
に
は
い
は
で
忍
ぶ
草
忍
ぶ
に
余
る
色
を
見
よ
か
し
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
四
三
・
伊
尹
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
恋
の
心
を
・
三
三
七
。
〔
語
釈
〕　
○
人
間
―
人
が
い
な
い
と
き
、
人
目
の
な
い
と
き
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
で
は
詞
書
が
「
恋
の
心
を
」
で
あ
り
、
本
歌
の
後
者
「
侘
び
果
つ
る
」
歌
を
必
ず
し
も
本
歌
に
見
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
集
で
は
本
百
首
の
「
三
代
集
詞
」
を
詠
む
と
い
う
制
約
の
中
の
一
首
な
の
で
、
三
代
集
で
は
「
涙
な
る
ら
む
」
四
〇
四
を
用
い
た
唯
一
の
歌
で
あ
る
「
侘
び
果
つ
る
」
歌
を
本
歌
と
見
て
お
く
。
432　
音をと
な
し無
の
名
を
や
借か
ら
ま
し
人
知し
れ
ず
言い
は
で
も
の
思おも
ふ
袖
の
滝たき
つ
瀬せ
〔
通
釈
〕　音無
の
滝
の
、
音
が
し
な
い
と
い
う
評
判
を
借
り
よ
う
か
し
ら
。
人
知
れ
ず
、
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
で
た
だ
恋
の
も
の
思
い
を
す
る
私
の
袖
の
（
涙
の
）
滝
の
急
流
は
。
〔
本
歌
〕　
音
無
の
川
と
ぞ
つ
ひ
に
流
れ
け
る
言
は
で
物
思
ふ
人
の
涙
は
（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
五
〇
・
元
輔
）
〔
参
考
〕　
い
つ
ま
で
か
袖
の
滝
つ
せ
お
ろ
か
な
る
涙
の
玉
と
言
ひ
け
た
れ
け
む
（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
玉
恋
・
八
四
・
下
野
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
三
二
九
）
〔
語
釈
〕　
○
音
無
―
本
歌
の
「
音
無
の
川
」
は
、
紀
伊
国
の
歌
枕
。
現
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
本
宮
で
熊
野
川
に
注
ぐ
川
。
豊
前
国
（
能
因
歌
枕
）
と
も
言
う
。
本
歌
異
文
の
（
補
説
参
照
）「
音
無
の
滝
」
は
、
そ
の
「
音
無
川
」
が
流
れ
る
落
ち
る
滝
か
、
山
城
国
愛
宕
郡
（
現
京
都
市
左
京
区
）
大
原
来
迎
院
の
東
に
あ
る
滝
を
言
う
。
い
ず
れ
も
「
音
無
」
の
音
が
し
な
い
意
か
ら
、
黙
し
て
声
に
出
さ
な
い
こ
と
が
寓
意
さ
れ
る
。
○
名
を
や
借
ら
ま
し
―
先
行
例
に
は
「
村
雨
に
濡
る
る
衣
の
あ
や
な
き
に
な
ほ
簑
島
の
名
を
や
借
ら
ま
し
」
（
重
之
集
・
み
の
し
ま
・
一
一
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
拠
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
○
人
知
れ
ず
―
言
う
ま
で
も
な
く
三
代
集
に
も
頻
出
の
詞
で
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
句
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
〔
補
説
〕　
片
桐
洋
一
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
〔
伝
本
・
校
本
篇
〕』（
昭
四
五
・
一
二
、
大
学
堂
書
店
）
に
よ
る
と
、
本
歌
の
「
音
無
の
川
」
に
は
、
定
家
本
系
統
の
甘
露
寺
親
長
筆
本
・
片
桐
洋
一
氏
為
秀
奥
書
本
・
吉
川
家
為
相
奥
書
本
の
「
音
無
の
滝
」
の
異
文
が
あ
る
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
〇
五
（
三
十
六
人
撰
・
一
一
二
は
上
句
「
音
無
の
滝
と
ぞ
つ
ひ
に
な
り
に
け
る
」、
五
代
集
歌
枕
・
一
四
三
三
は
上
句
「
音
無
の
滝
と
ぞ
つ
い
に
な
り
ぬ
べ
き
」）。
宗
尊
は
こ
れ
ら
の
異
文
に
拠
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
433　
い
か
に
ふ
る
袖そて
の
涙なみた
の
時
雨
に
て
紅もみ
ち葉
に
ま
さ
る
色いろ
を
見み
す
ら
む
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
袖
に
降
る
恋
の
涙
の
時
雨
に
よ
っ
て
、
私
の
袖
は
紅
葉
に
ま
さ
る
紅
の
色
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
人
目
を
も
つ
つ
ま
ぬ
も
の
と
思
ひ
せ
ば
袖
の
涙
の
か
か
ら
ま
し
や
は
（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
六
四
・
実
方
）
秋
深
く
旅
行
く
人
の
手
向
け
に
は
紅
葉
に
ま
さ
る
幣
な
か
り
け
り
（
後
撰
集
・
離
別
・
一
三
三
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
時
雨
の
雨
い
か
に
降
る
ら
し
常
磐
木
の
あ
ら
そ
ひ
か
ぬ
る
色
見
ゆ
る
ま
で
（
為
家
千
首
・
冬
・
五
〇
八
）
い
か
な
れ
ば
咲
き
そ
む
る
よ
り
藤
の
花
暮
れ
行
く
春
の
色
を
見
す
ら
ん
（
六
百
番
歌
合
・
春
・
残
春
・
一
七
八
・
家
隆
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
題
し
ら
ず
・
三
四
七
、
四
句
「
紅
葉
に
余
る
」。
〔
語
釈
〕　
○
ふ
る
―
「
経
る
」
と
「
降
る
」
の
掛
詞
。「
涙
」「
時
雨
」「
紅
葉
」
と
縁
語
。
○
紅
葉
に
ま
さ
る
色
を
見
す
ら
ん
―
新
奇
な
措
辞
。
紅
葉
の
紅
よ
り
も
ま
さ
る
紅
い
恋
に
流
す
血
の
涙
の
色
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
。「
色
を
見
す
ら
ん
」
は
、
参
考
の
家
隆
詠
を
初
め
と
し
て
、
新
古
今
時
代
以
降
に
詠
ま
れ
始
め
る
句
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
で
は
詞
書
が
「
題
し
ら
ず
」
で
あ
り
、
本
歌
に
挙
げ
た
両
首
の
内
、
後
者
は
特
に
本
歌
と
見
な
く
て
も
よ
い
。
本
集
で
は
本
百
首
の
「
三
代
集
詞
」
を
詠
む
と
い
う
制
約
の
中
の
一
首
な
の
で
、
三
代
集
で
は
「
紅
葉
に
ま
さ
る
」
を
用
い
た
唯
一
の
歌
四
〇
六
で
あ
る
「
秋
深
く
」
歌
も
本
歌
と
見
て
お
く
。
434　
心
を
ぞ
尽つ
く
し
果は
て
ぬ
る
宿やと
を
だ
に
そ
こ
と
も
言い
は
ぬ
人
を
恋こ
ふ
と
て
〔
通
釈
〕　恋の
物
思
い
に
心
を
す
っ
か
り
く
だ
き
切
っ
て
し
ま
っ
た
（
私
、
そ
の
私
の
）
家
を
、
せ
め
て
そ
こ
で
も
い
い
か
ら
（
宿
ろ
う
）、
と
も
言
っ
て
く
れ
な
い
あ
の
人
を
恋
い
慕
う
と
い
う
こ
と
で
。
〔
本
歌
〕　
心
を
ぞ
わ
り
な
き
物
と
思
ひ
ぬ
る
見
る
も
の
か
ら
や
恋
ひ
し
か
る
べ
き
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
五
・
深
養
父
）
思
ふ
ど
ち
春
の
山
辺
に
う
ち
む
れ
て
そ
こ
と
も
言
は
ぬ
旅
寝
し
て
し
か
（
古
今
集
・
春
下
・
一
二
六
・
素
性
）
夕
暮
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
天
つ
空
な
る
人
を
恋
ふ
と
て
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
八
四
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
心
を
ぞ
尽
く
し
果
て
つ
る
時
鳥
ほ
の
め
く
宵
の
村
雨
の
空
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
七
・
長
方
。
長
方
集
・
夏
・
郭
公
・
五
二
、
「
尽
く
し
果
て
ぬ
る
」）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
首
御
歌
中
に
・
三
五
一
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
三
首
の
詞
を
取
っ
た
と
見
た
が
、「
心
を
ぞ
」
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
そ
の
意
識
が
希
薄
か
。
435　
今いま
来こ
む
と
頼たの
め
し
人ひと
の
偽いつは
り
を
幾いく
有あり
あ
け明
の
月
に
待ま
つ
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
〇
七
〔
通
釈
〕　今行
く
と
私
に
期
待
さ
せ
た
人
の
嘘
偽
り
を
、
い
っ
た
い
幾
夜
の
有
明
の
月
に
待
つ
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
今
来
む
と
頼
め
し
人
の
な
か
り
せ
ば
寝
で
有
明
の
月
を
見
ま
し
や
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
〇
九
・
仲
実
。
永
久
百
首
・
恋
・
待
人
恋
・
四
七
九
）
今
来
む
と
言
ひ
し
契
り
や
あ
だ
人
の
た
だ
偽
り
の
情
け
な
る
ら
ん
（
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
逢
不
遇
恋
・
一
九
一
・
公
基
）
長
月
も
幾
有
明
に
な
り
ぬ
ら
ん
浅
茅
の
月
の
い
と
ど
さ
び
行
く
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
二
一
・
慈
円
）
は
か
な
し
や
誰
が
偽
り
の
な
き
世
と
て
頼
め
し
ま
ま
の
暮
を
待
つ
ら
ん
（
為
家
千
首
・
恋
・
七
二
八
）
〔
影
響
〕　
出
で
ぬ
れ
ど
山
の
端
高
く
見
え
ぬ
間
は
誰
が
偽
り
を
月
に
待
つ
ら
ん
（
歌
合
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
・
初
昇
月
・
四
〇
・
鷹
司
院
帥
）
〔
他
出
〕　
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
恋
歌
の
中
に
・
九
〇
四
。
436　
今いま
は
と
て
別わか
る
るゝ
袖そて
の
涙なみた
こ
そ
有あり
あ
け明
の
空そら
の
時
雨
な
り
け
れ
〔
通
釈
〕　今は
も
う
と
い
う
こ
と
で
恋
人
と
別
れ
る
、
私
の
袖
に
降
る
涙
こ
そ
が
、
有
明
の
空
の
時
雨
な
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
本
歌
〕　
今
は
と
て
別
る
る
時
は
天
の
川
渡
ら
ぬ
さ
き
に
袖
ぞ
漬
ち
ぬ
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
二
・
宗
于
）
飽
か
ず
し
て
別
る
る
袖
の
白
玉
を
君
が
形
見
と
包
み
て
ぞ
行
く
（
古
今
集
・
離
別
・
四
〇
〇
・
読
人
不
知
）
四
〇
八
風
寒
み
鳴
く
秋
虫
の
涙
こ
そ
草
葉
色
ど
る
露
と
置
く
ら
め
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
六
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
神
無
月
有
明
の
空
の
時
雨
る
る
を
ま
た
我
な
ら
ぬ
人
や
見
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
雑
上
・
三
二
四
・
赤
染
衛
門
）
ひ
と
り
寝
の
涙
や
空
に
か
よ
ふ
ら
ん
時
雨
に
曇
る
有
明
の
月
（
千
載
集
・
冬
・
四
〇
六
・
兼
実
）
な
が
め
つ
つ
い
く
た
び
袖
に
曇
る
ら
む
時
雨
に
更
く
る
有
明
の
月
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
九
五
・
家
隆
）
秋
は
た
だ
今
日
の
み
と
思
ふ
涙
こ
そ
一
夜
先
立
つ
時
雨
な
り
け
れ
（
続
詞
花
集
・
秋
下
・
二
七
八
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
今
は
と
て
別
る
る
袖
の
涙
こ
そ
雲
の
袂
に
落
つ
る
白
玉
（
元
真
集
・
二
六
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
恋
の
心
を
・
三
六
七
。
〔
補
説
〕　
三
首
の
古
歌
の
詞
を
取
っ
た
と
見
た
が
、『
後
撰
集
』
歌
の
「
涙
こ
そ
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
有
明
」
と
「
時
雨
」
の
詠
み
併
せ
は
、
参
考
の
勅
撰
集
歌
三
首
な
ど
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
。
一
応
類
歌
に
挙
げ
た
『
元
真
集
』
歌
と
の
上
句
の
一
致
は
、
偶
然
で
あ
ろ
う
。
雑
437　
鳴な
く
鳥とり
の
声こゑ
も
聞き
こ
え
ぬ
山やま
路ち
に
て
夜よ
深ふか
き
空そら
の
月
を
見
る
か
な
〔
通
釈
〕　
雑
鳴
く
鳥
の
声
さ
え
も
聞
こ
え
な
い
山
道
で
、
夜
が
深
く
更
け
た
空
の
月
を
見
る
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
本
歌
〕　
飛
ぶ
鳥
の
声
も
聞
こ
え
ぬ
奥
山
の
深
き
心
を
人
は
知
ら
な
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
三
五
・
読
人
不
知
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
〇
九
〔
参
考
〕　
鳴
き
渡
る
雁
の
羽
風
に
雲
消
え
て
夜
深
き
空
に
澄
め
る
月
影
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
月
前
雁
・
二
一
九
）
あ
し
び
き
の
山
路
の
苔
の
露
の
上
に
寝
覚
め
夜
深
き
月
を
見
る
か
な
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
九
八
・
秀
能
）
438　
さ
て
も
な
ほを
同おな
じ
憂う
き
世
の
山やま
さ
と里
を
厭いと
ふ
と
言い
ひ
て
何
急いそ
ぐ
ら
む
〔
通
釈
〕　それ
に
し
て
も
や
は
り
、
ど
う
せ
同
じ
憂
く
辛
い
世
の
中
で
あ
る
山
里
な
の
に
、
世
を
嫌
う
と
言
っ
て
ど
う
し
て
慌
た
だ
し
く
（
そ
こ
へ
遁
れ
よ
う
と
）
急
ぐ
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
さ
て
も
な
ほ
籬
の
島
の
あ
り
け
れ
ば
立
ち
寄
り
ぬ
べ
く
思
ほ
ゆ
る
か
な
（
後
撰
集
・
恋
二
・
定
国
の
朝
臣
の
御
息
所
、
清
蔭
の
朝
臣
と
、
陸
奥
国
に
あ
る
所
所
を
つ
く
し
て
歌
に
よ
み
か
は
し
て
、
今
は
よ
む
べ
き
所
な
し
、
と
言
ひ
け
れ
ば
・
六
六
六
・
清
蔭
）
う
ち
は
へ
て
春
は
さ
ば
か
り
の
ど
け
き
を
花
の
心
や
何
急
ぐ
ら
ん
（
後
撰
集
・
春
下
・
九
二
・
深
養
父
）
〔
参
考
〕　
山
里
も
同
じ
憂
き
世
の
中
な
れ
ば
所
か
へ
て
も
住
み
憂
か
り
け
り
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
山
ざ
と
・
九
七
三
・
作
者
不
記
）
山
里
に
憂
き
世
厭
は
ん
友
も
が
な
く
や
し
く
過
ぎ
し
昔
か
た
ら
ん
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
五
九
・
西
行
）
〔
補
説
〕　
結
句
の
「
何
急
ぐ
ら
む
」
は
、
本
歌
に
挙
げ
た
深
養
父
の
歌
の
他
に
、
三
代
集
で
は
「
か
ぞ
ふ
れ
ば
我
が
身
に
積
も
る
年
月
を
送
り
迎
ふ
と
何
急
ぐ
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
冬
・
二
六
一
・
兼
盛
）
も
あ
る
。
初
句
の
「
さ
て
も
な
ほ
」
と
併
せ
て
、『
後
撰
集
』
の
両
首
の
詞
を
取
っ
た
と
見
た
。
四
一
〇
439　
花
な
ら
で
今いま
世よ
の
た
め
を
思おも
ふ
に
も
風
よ
り
ほ
か
に
憂う
き
物
は
な
し
〔
通
釈
〕　花で
は
な
く
て
、
今
こ
の
世
の
た
め
を
思
う
に
つ
け
て
も
、
風
よ
り
他
に
憂
く
辛
い
も
の
は
な
い
。
〔
本
歌
〕　
蜩
の
鳴
く
山
里
の
夕
暮
は
風
よ
り
ほ
か
に
問
ふ
人
も
な
し
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
五
・
読
人
不
知
）
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
身
は
捨
て
つ
今
は
こ
の
世
に
花
な
ら
で
何
に
心
を
と
ど
め
お
く
べ
き
（
御
室
撰
歌
合
・
春
・
二
三
・
師
光
）
移
り
行
く
な
ほ
世
の
た
め
を
思
ふ
か
な
今
日
長
月
の
き
く
に
つ
け
て
も
（
為
家
五
社
百
首
・
秋
・
き
く
・
三
七
一
・
北
野
）
〔
語
釈
〕　
○
思
ふ
に
も
―
『
拾
遺
集
』
に
二
首
（
五
四
〇
、
一
三
〇
一
）
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
句
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
風
よ
り
ほ
か
に
―
『
後
撰
集
』
に
も
「
春
霞
は
か
な
く
立
ち
て
別
る
と
も
風
よ
り
ほ
か
に
誰
か
問
ふ
べ
き
」（
恋
五
・
九
二
九
・
読
人
不
知
。
離
別
・
一
三
四
二
・
同
上
）
が
あ
る
が
、
も
う
一
首
と
共
に
『
古
今
集
』
か
ら
取
っ
た
と
見
る
。
〔
補
説
〕　
主
意
が
つ
か
み
難
い
一
首
で
あ
る
。
多
く
は
、「
花
」
を
吹
き
散
ら
す
「
風
」
を
、
例
え
ば
「
あ
た
ら
よ
の
花
吹
き
曇
る
有
明
の
山
風
ば
か
り
憂
き
物
は
な
し
」（
壬
二
集
・
日
吉
奉
納
五
十
首
・
春
・
一
八
〇
〇
）
の
よ
う
に
、「
憂
き
物
」
と
見
る
の
だ
が
、
該
歌
は
そ
の
「
花
」
で
は
な
く
て
、
世
の
中
一
般
を
思
っ
て
も
「
風
」
こ
そ
が
「
憂
き
物
」
な
の
だ
と
言
う
。
と
す
る
と
、
こ
の
「
風
」
は
秋
風
か
。
判
然
と
し
な
い
。
440　
世
の
憂う
さ
の
時
は
分わ
か
ね
ど
こ
の
程ほと
は
音ね
に
泣な
き
ぬ
べ
き
心
地
の
み
し
て
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
一
〔
通
釈
〕　世の
中
の
憂
き
辛
さ
の
時
は
区
別
が
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
度
（
の
辛
さ
）
は
、
声
に
出
し
て
泣
い
て
し
ま
う
よ
う
な
気
ば
か
り
が
し
て
。
〔
本
歌
〕　
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
こ
と
の
限
り
な
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
我
が
園
の
梅
の
ほ
つ
え
に
鶯
の
音
に
な
き
ぬ
べ
き
恋
も
す
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
八
・
読
人
不
知
）
〔
語
釈
〕　
○
心
地
の
み
し
て
―
『
後
撰
集
』
に
一
首
（
九
九
三
）、『
拾
遺
集
』
に
二
首
（
三
二
五
、
七
一
三
）
見
え
る
句
だ
が
、
一
般
的
な
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
い
で
お
く
。
441　
皆みな
人
の
心こゝろ
を
替か
へ
て
思おも
へ
か
し
言い
は
ぬ
を
知し
る
は
慣な
ら
ひ
な
ら
ね
ど
〔
本
文
〕　
○
な
ら
ね
ど
―
底
本
は
「
な
◦ら
ね
と
」（「
な
」
の
下
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
ら
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　皆全
て
の
人
が
心
を
（
他
の
人
と
）
替
へ
て
思
え
よ
。
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
の
を
分
か
る
こ
と
は
、
世
の
中
の
通
例
で
は
な
い
け
れ
ど
。
〔
本
歌
〕　
見
し
夢
の
思
ひ
出
で
ら
る
る
宵
ご
と
に
言
は
ぬ
を
知
る
は
涙
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
二
五
・
伊
勢
）
〔
参
考
〕　
露
は
袖
に
物
思
ふ
頃
は
さ
ぞ
な
置
く
か
な
ら
ず
秋
の
慣
ら
ひ
な
ら
ね
ど
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
〇
・
後
鳥
羽
院
）
立
ち
暮
ら
す
市
女
も
さ
こ
そ
嘆
く
ら
め
心
を
替
へ
て
思
ひ
知
る
か
な
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
寄
商
人
恋
・
一
一
九
四
・
経
家
）
心
あ
ら
ば
心
を
替
へ
て
思
ひ
知
れ
小
野
の
篠
原
忍
ぶ
け
し
き
を
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
三
・
二
六
三
三
・
越
前
）
四
一
二
〔
語
釈
〕　
○
皆
人
の
―
『
拾
遺
集
』
に
二
首
（
八
五
八
、
一
三
二
五
）
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
句
詞
で
あ
り
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
心
を
替
へ
て
―
自
分
の
心
を
他
の
人
の
心
と
取
り
替
え
て
。
他
の
人
の
心
と
な
っ
て
、
と
い
う
こ
と
。
参
考
の
『
六
百
番
歌
合
』
歌
と
、
そ
れ
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
し
い
『
千
五
百
番
歌
合
』
歌
等
に
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
442　
身
を
去さ
ら
ぬ
憂う
き
世
の
中
に
さ
す
ら
へ
て
馴な
れ
ぬ
る
も
の
は
涙なみた
な
り
け
り
〔
通
釈
〕　この
身
を
去
ら
な
い
憂
く
辛
い
世
の
中
に
さ
ま
よ
っ
て
、
馴
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
涙
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
思
ひ
つ
つ
経
に
け
る
年
を
し
る
べ
に
て
馴
れ
ぬ
る
も
の
は
心
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
二
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
住
み
か
ふ
る
深
山
の
奥
に
知
ら
れ
け
り
我
が
身
を
去
ら
ぬ
憂
き
世
な
り
と
は
（
遠
島
御
歌
合
・
山
家
・
一
四
八
・
小
宰
相
）
移
り
行
く
月
日
ば
か
り
は
か
は
れ
ど
も
我
が
身
を
去
ら
ぬ
憂
き
世
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
述
懐
心
を
・
一
一
八
一
・
家
良
）
身
を
去
ら
ぬ
同
じ
憂
き
世
と
思
は
ず
は
巌
の
中
も
尋
ね
見
て
ま
し
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
述
懐
心
を
・
一
一
八
七
・
式
乾
門
院
御
匣
）
神
無
月
時
雨
る
る
雲
に
さ
す
ら
へ
て
さ
も
定
め
な
き
月
の
影
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
冬
の
月
・
二
七
一
・
家
良
）
何
と
な
く
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と
さ
す
ら
へ
て
さ
も
い
た
づ
ら
に
行
く
月
日
か
な
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
二
・
経
家
）
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
世
の
中
―
「
憂
き
世
の
中
に
」
も
含
め
て
、
も
ち
ろ
ん
三
代
集
に
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
三
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
○
涙
な
り
け
り
―
「
憂
き
世
の
中
（
に
）」
と
同
様
に
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
〔
補
説
〕　
「
身
を
去
ら
ぬ
」「
憂
き
世
」
や
「
さ
す
ら
へ
て
」
の
措
辞
は
、
参
考
に
挙
げ
た
よ
う
な
宗
尊
の
直
近
の
時
代
の
歌
か
ら
学
び
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
宗
尊
の
詠
作
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
443　
今いま
は
と
て
憂う
き
世
背そむ
か
ん
時
ま
で
も
忘わす
れ
ず
契ちき
れ
袖
の
月
影
〔
通
釈
〕　今は
も
う
と
い
う
こ
と
で
憂
き
世
を
背
き
出
る
時
ま
で
、
忘
れ
ず
に
（
宿
る
こ
と
を
）
約
束
し
て
く
れ
、
袖
の
（
涙
に
映
る
）
月
の
光
よ
。
〔
本
歌
〕　
惜
し
か
ら
で
悲
し
き
も
の
は
身
な
り
け
り
憂
き
世
背
か
ん
方
を
知
ら
ね
ば
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
八
九
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
今
は
と
て
背
く
憂
き
世
を
仮
の
庵
に
秋
は
曇
ら
ぬ
月
の
み
ぞ
す
む
（
俊
成
卿
女
集
・
衛
門
督
の
殿
へ
の
百
首
・
秋
・
六
〇
）
数
な
ら
ぬ
我
が
袖
ま
で
も
宿
り
に
て
憂
き
世
ぞ
月
の
す
み
か
な
り
け
る
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
四
九
〇
・
寂
西
）
〔
語
釈
〕　
○
今
は
と
て
―
も
ち
ろ
ん
三
代
集
に
見
え
る
が
、
汎
用
・
頻
用
の
一
般
的
な
詞
な
の
で
、
本
百
首
の
制
約
の
「
三
代
集
詞
」
と
し
て
宗
尊
が
取
っ
た
と
は
見
な
し
得
な
い
。
〔
補
説
〕　
一
首
の
主
旨
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。「
袖
の
月
影
」
を
せ
め
て
「
憂
き
世
」
の
友
と
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
か
。『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
は
宗
尊
が
披
見
し
て
い
た
と
推
断
さ
れ
る
の
で
、
参
考
に
挙
げ
た
寂
西
の
歌
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
か
。
四
一
四
444　
後のち
の
世よ
を
思おも
へ
ば
さ
ら
に
嘆なけ
か
れ
ず
こ
の
身
一ひと
つ
の
憂う
き
は
も物の
か
は
〔
通
釈
〕　後世
を
思
う
と
、
ま
っ
た
く
嘆
か
れ
な
い
の
だ
。
こ
の
身
一
つ
の
憂
き
こ
と
は
、
も
の
の
数
で
は
な
い
よ
。
〔
本
歌
〕　
間
近
く
て
辛
き
を
見
る
は
憂
け
れ
ど
も
憂
き
は
も
の
か
は
恋
し
き
よ
り
は
（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
四
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
辛
し
と
も
憂
し
と
も
さ
ら
に
嘆
か
れ
ず
今
は
我
が
身
の
あ
り
て
な
け
れ
ば
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
六
五
・
真
観
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
六
四
六
）
大
方
の
我
が
身
一
つ
の
憂
き
か
ら
に
な
べ
て
の
世
を
も
恨
み
つ
る
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
五
三
・
貫
之
）
〔
語
釈
〕　
○
後
の
世
―
後
世
、
来
世
。
○
さ
ら
に
嘆
か
れ
ず
―
作
例
は
多
く
な
い
措
辞
。
参
考
の
真
観
詠
に
学
ん
だ
か
。「
嘆
か
れ
ず
」
は
、「
れ
」
を
可
能
と
見
れ
ば
、
嘆
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
。「
れ
」
を
自
発
と
見
れ
ば
、
自
然
と
嘆
か
な
い
と
い
う
意
。
ど
ち
ら
に
も
解
し
得
る
か
。
○
こ
の
身
一
つ
―
先
行
例
は
見
え
な
い
。「
我
が
身
一
つ
」
の
変
形
か
。
445　
行ゆ
く
末すゑ
も
今いま
は
た
同おな
じ
高たか
さ
こ砂
の
ま
つ
こ
と
な
く
て
世よ
を
や
尽つ
く
さ
む
〔
通
釈
〕　この
先
の
行
く
末
も
、
今
と
ま
た
同
じ
だ
。
高
砂
の
松
な
ら
ず
、
期
待
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
人
生
を
尽
く
し
終
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
行
く
末
も
子
の
日
の
松
の
た
め
し
に
は
君
が
千
歳
を
引
か
む
と
ぞ
思
ふ
（
拾
遺
集
・
賀
・
二
九
〇
・
頼
忠
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
五
わ
び
ぬ
れ
ば
今
は
た
同
じ
難
波
な
る
身
を
尽
く
し
て
も
逢
は
ん
と
ぞ
思
ふ
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
〇
・
元
良
。
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
六
六
）
か
く
し
つ
つ
世
を
や
尽
く
さ
む
高
砂
の
尾
上
に
立
て
る
松
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
八
・
読
人
不
知
）
〔
語
釈
〕　
○
高
砂
の
ま
つ
こ
と
な
く
て
―
「
高
砂
」
は
播
磨
国
の
歌
枕
。
現
兵
庫
県
高
砂
市
。「
松
」
が
そ
の
景
物
で
、「
高
砂
の
松
」
か
ら
「
ま
つ
」
を
掛
詞
に
「
待
つ
こ
と
な
く
て
」
へ
鎖
る
。「
待
つ
こ
と
な
く
て
」
は
、
多
用
さ
れ
る
句
形
で
は
な
い
。
先
行
例
は
、「
住
吉
の
ま
つ
こ
と
な
く
て
い
た
づ
ら
に
年
は
つ
も
り
の
恨
み
を
ぞ
す
る
」（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
述
懐
・
一
三
〇
・
季
広
）
や
「
暮
に
も
と
契
ら
ざ
り
せ
ば
世
の
中
に
待
つ
こ
と
な
く
て
や
み
や
し
な
ま
し
」（
長
秋
詠
藻
・〔
保
延
六
、
七
年
頃
堀
河
百
首
題
述
懐
百
首
〕・
恋
・
後
朝
恋
・
一
七
六
）。
こ
こ
の
「
待
つ
」
対
象
は
、
恋
歌
で
は
な
く
雑
歌
な
の
で
、
人
生
で
何
か
を
期
待
す
る
こ
と
か
。
446　
世よ
を
憂う
し
と
思
ふ
涙なみた
に
し
ほ
た
れ
て
干ほ
す
間ま
も
知し
ら
ぬ
我わ
が
袂たもと
か
な
〔
通
釈
〕　この
世
の
中
を
憂
く
辛
い
と
思
う
涙
に
ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
、
乾
か
し
干
す
間
も
知
ら
な
い
私
の
袂
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
限
り
な
く
思
ふ
涙
に
そ
ほ
ち
ぬ
る
袖
は
か
わ
か
じ
逢
は
む
日
ま
で
に
（
古
今
集
・
離
別
・
四
〇
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
露
け
さ
は
秋
の
草
葉
を
た
ぐ
ひ
と
て
干
す
間
も
知
ら
ぬ
我
が
袂
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
あ
き
の
草
・
一
九
二
七
・
為
家
）
447　
現うつゝ
に
も
思おも
ふ
心こゝろ
の
変か
は
ら
ね
ば
同おな
じ
事
こ
そ
夢
に
見
え
け
れ
四
一
六
〔
通
釈
〕　
（
夢
で
も
）
現
実
で
も
、
思
う
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
現
実
と
同
じ
事
が
夢
で
見
え
る
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
現
に
も
は
か
な
き
事
の
あ
や
し
き
は
寝
な
く
に
夢
の
見
ゆ
る
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
九
八
・
読
人
不
知
。
同
・
恋
三
・
七
〇
三
・
読
人
不
知
、
三
～
五
句
「
わ
び
し
き
は
寝
な
く
に
夢
と
思
ふ
な
り
け
り
」）
忘
れ
な
む
と
思
ふ
心
の
つ
く
か
ら
に
あ
り
し
よ
り
け
に
ま
づ
ぞ
恋
ひ
し
き
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
八
・
読
人
不
知
）
風
霜
に
色
も
心
も
変
は
ら
ね
ば
主
に
似
た
る
植
木
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
二
九
・
真
延
）
老
い
ぬ
れ
ば
同
じ
事
こ
そ
せ
ら
れ
け
れ
君
は
千
代
ま
せ
君
は
千
代
ま
せ
（
拾
遺
集
・
賀
・
二
七
一
・
順
）
忘
れ
な
む
今
は
訪
は
じ
と
思
ひ
つ
つ
寝
る
夜
し
も
こ
そ
夢
に
見
え
け
れ
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
〇
一
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
三
百
首
御
歌
に
・
四
九
二
。
〔
補
説
〕　
五
句
全
て
の
詞
が
そ
れ
ぞ
れ
三
代
集
に
典
拠
を
求
め
う
る
し
、「
現
に
も
」
と
「
思
ふ
心
の
」
以
外
の
三
句
は
、
三
代
集
中
に
用
例
は
一
首
の
み
で
あ
る
。
本
百
首
の
「
三
代
集
詞
」
を
詠
じ
る
制
約
下
の
宗
尊
の
戯
れ
に
も
似
た
意
識
的
試
み
で
、
あ
え
て
全
句
を
三
代
集
の
詞
で
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
現
に
も
」
と
「
思
ふ
心
の
」
お
よ
び
係
り
結
び
で
あ
る
「
夢
に
見
え
け
れ
」
の
三
句
は
、
偶
然
三
代
集
に
も
用
例
が
あ
る
だ
け
で
、
宗
尊
の
意
識
は
、「
変
は
ら
ね
ば
」
と
「
同
じ
事
こ
そ
」
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
一
応
前
者
と
見
て
お
く
。
448　
書か
き
置を
け
る
跡あと
を
の
み
や
は
尋たつ
ね
ま
し
昔むかし
を
知し
れ
る
人
は
な
け
れ
ば
〔
通
釈
〕　
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
七
（
誰
か
が
）
書
き
置
い
た
跡
だ
け
を
、
尋
ね
求
め
よ
う
か
。（
自
分
が
生
き
て
い
な
い
）
昔
を
知
っ
て
い
る
人
は
な
い
の
で
。
〔
本
歌
〕　
我
問
は
ば
神
代
の
こ
と
も
答
へ
な
ん
昔
を
知
れ
る
住
吉
の
松
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
九
〇
・
恵
慶
）
〔
参
考
〕　
書
き
置
け
る
そ
の
言
の
葉
を
尋
ね
て
ぞ
昔
の
人
の
悟
り
を
ば
知
る
（
秋
風
集
・
雑
体
・
字
訓
の
歌
と
て
人
人
よ
み
侍
り
け
る
に
、
詠
僧
・
一
三
六
四
・
円
成
）
〔
語
釈
〕　
○
や
は
―
疑
問
。
○
人
は
な
け
れ
ば
―
作
例
稀
少
の
句
形
。「
恨
む
べ
き
人
は
な
け
れ
ば
大
方
に
頼
め
ば
世
を
と
う
ち
嘆
き
つ
つ
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
二
九
六
三
・
兼
宗
。
秋
風
集
・
雑
中
・
一
二
二
八
）
が
先
行
例
。
449　
こ
こゝ
に
遣や
り
か
し
こ
に
呼よ
ば
ふ
法
の
舟
世
を
う
み
渡わた
る
し
る
べ
教をし
へ
よ
〔
通
釈
〕　ここ
此
岸
か
ら
遣
は
し
、
彼
岸
で
呼
び
続
け
る
法
の
舟
、
仏
法
よ
。
海
を
渡
る
よ
う
に
、
こ
の
世
の
中
を
憂
く
辛
く
て
渡
っ
て
行
く
（
そ
し
て
彼
岸
の
浄
土
へ
と
た
ど
り
着
く
）
そ
の
道
標
を
教
え
て
く
れ
。
〔
本
歌
〕　
あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
楫
を
な
み
世
を
う
み
渡
る
我
ぞ
悲
し
き
（
後
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
九
〇
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
衣
衣
の
暁
闇
に
飛
ぶ
蛍
迷
ふ
心
の
し
る
べ
教
へ
よ
（
土
御
門
院
御
集
・
恋
二
十
五
首
・
寄
蛍
・
四
三
二
）
〔
類
歌
〕　
こ
こ
に
や
り
か
し
こ
に
呼
ば
ふ
道
は
あ
れ
ど
我
が
心
よ
り
迷
ふ
と
を
知
れ
（
新
後
撰
集
・
釈
教
・
六
七
五
・
順
空
）
〔
語
釈
〕　
○
こ
こ
―
此
岸
。
迷
い
の
世
界
で
あ
る
現
世
。
○
か
し
こ
―
彼
岸
。
悟
り
の
境
地
で
あ
る
涅
般
木
の
浄
土
。
○
法
の
舟
―
衆
生
を
済
度
す
る
仏
法
を
舟
に
喩
え
て
言
う
。
○
世
を
う
み
渡
る
―
「
世
を
憂
み
渡
る
」
に
「
舟
」
の
縁
で
「
海
渡
る
」
が
掛
か
る
。
四
一
八
柳
葉
和
歌
集
巻
第
四
　
　
　
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
に
、
身
づ
か
ら
の
歌
を
百
番つかひ
に
合あ
は
せ
侍
る・
と
て
初
春
450　
朝あさ
霞かすみ
た
な
び
く
山やま
を
出い
づ
る
日
の
影かけ
の
ど
か
な
る
春
は
来き
に
け
り
〔
本
文
〕　
○
百
番
に
―
底
本
は
「
百
首
（
左
傍
に
「
ヒ
」）
つ
か
ひ
に
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕文
永
元
年
六
月
十
七
日
の
庚
申
に
、
自
身
の
歌
を
百
番
に
合
わ
せ
ま
す
と
い
っ
て
　
　
　
　
初
春
朝
霞
が
た
な
び
く
山
を
出
る
日
の
、
光
が
の
ど
か
な
春
は
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
い
と
は
や
も
春
立
ち
け
ら
し
朝
霞
た
な
び
く
山
に
雪
は
降
り
つ
つ
（
秋
風
抄
・
春
・
早
春
を
・
三
・
為
家
。
秋
風
集
・
春
上
・
七
、
二
句
「
春
立
ち
く
ら
し
」）
位
山
高
き
峰
よ
り
出
づ
る
日
の
影
の
ど
か
な
る
雲
の
上
か
な
（
信
生
法
師
集
・
寄
日
祝
・
一
一
二
）
あ
ら
玉
の
年
も
隔
て
ぬ
雲
ゐ
よ
り
ま
づ
の
ど
か
な
る
春
は
来
に
け
り
（
宝
治
百
首
・
春
・
歳
内
立
春
・
三
〇
・
隆
祐
）
〔
語
釈
〕　
○
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
に
、
身
づ
か
ら
の
歌
を
百
番
に
合
は
せ
侍
る
と
て
―
宗
尊
二
十
三
歳
時
の
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
六
月
十
七
日
庚
申
の
「
百
番
自
歌
合
」。
本
集
に
は
、
六
七
題
（
春
一
四
・
夏
六
・
秋
一
二
・
冬
六
・
恋
一
六
・
雑
一
〇
・
神
一
・
釈
教
一
・
祝
一
）、
一
一
三
首
（
春
二
三
・
夏
七
・
秋
二
四
・
冬
九
・
恋
二
六
・
雑
一
九
・
神
一
・
釈
教
一
・
祝
三
）
が
現
存
。「
庚
申
」
は
、
庚
申
会
ま
た
は
庚
申
待
の
日
を
言
う
。
道
家
の
説
で
こ
の
日
は
、
人
体
に
潜
む
三
尸
虫
が
睡
眠
中
に
天
に
上
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
一
九
り
そ
の
人
の
悪
事
を
天
帝
に
密
告
す
る
と
い
う
の
で
、
当
日
は
身
を
慎
み
徹
夜
す
る
。
こ
の
徹
夜
は
、
早
く
か
ら
持
斎
よ
り
も
娯
楽
に
傾
き
、
飲
食
や
管
絃
や
囲
碁
や
双
六
な
ど
を
行
い
、
あ
る
い
は
歌
会
や
歌
合
が
行
わ
れ
た
。
○
朝
霞
た
な
び
く
山
を
―
原
拠
は
『
万
葉
集
』
の
「
朝
霞
た
な
び
く
山
を
越
え
て
い
な
ば
我
は
恋
ひ
む
な
逢
は
む
日
ま
で
に
」（
巻
十
二
・
悲
別
歌
・
三
一
八
八
・
作
者
未
詳
）。
こ
れ
を
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
二
句
は
原
文
「
蒙
山
乎
」
で
、「
か
か
れ
る
や
ま
を
」（
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
細
井
本
・
広
瀬
本
等
）「
く
も
れ
る
や
ま
を
」（
西
本
願
寺
本
右
傍
訓
）
の
有
力
な
異
訓
が
あ
る
の
で
、
判
断
を
保
留
す
る
。
霞
451　
塩しほ
か
ま竃
の
浦
の
煙けふり
の
い
つ
は
と
は
時とき
は
分わ
か
ね
ど
霞かす
む
春
か
な
〔
通
釈
〕　
霞
塩
竃
の
浦
の
煙
が
い
つ
は
そ
う
だ
と
時
季
は
区
別
し
な
い
（
で
立
つ
）
け
れ
ど
、
や
は
り
（
そ
の
煙
も
今
は
）
霞
む
春
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
こ
と
の
限
り
な
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
見
渡
せ
ば
霞
の
う
ち
も
霞
み
け
り
煙
た
な
び
く
塩
竃
の
浦
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
一
一
・
家
隆
）
い
つ
は
と
は
影
は
分
か
ね
ど
夜
半
の
月
霞
め
ば
春
の
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
宝
治
百
首
・
春
・
春
月
・
四
〇
一
・
後
嵯
峨
院
。
続
後
拾
遺
集
・
春
下
・
一
三
七
）
難
波
津
の
潮
焼
く
煙
立
ち
こ
め
て
今
は
春
べ
と
霞
む
空
か
な
（
弘
長
百
首
・
春
・
霞
・
一
五
・
為
家
）
〔
語
釈
〕　
○
塩
釜
の
浦
―
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
宮
城
県
塩
竈
市
の
松
島
湾
南
西
部
の
支
湾
塩
釜
湾
一
帯
。
臨
地
に
塩
竃
明
神
が
鎮
座
。
常
四
二
〇
に
藻
塩
を
焼
く
煙
が
立
つ
と
さ
れ
る
。
（
霞
）
452　
越こ
え
行ゆ
か
む
末すゑ
は
い
つ
こ
ぞ
宮みや
路ち
山
霞かす
む
雲
井
の
春
の
夕
暮くれ
〔
通
釈
〕（
霞
）
越
え
行
こ
う
と
す
る
先
は
ど
こ
だ
。
宮
路
山
の
霞
む
空
の
、
春
の
夕
暮
よ
。
〔
本
歌
〕　
君
が
あ
た
り
雲
ゐ
に
見
つ
つ
宮
路
山
う
ち
越
え
行
か
ん
道
も
知
ら
な
く
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
一
八
・
読
人
不
知
）
〔
語
釈
〕　
○
宮
路
山
―
「
宮
地
山
」
と
も
。
三
河
国
の
歌
枕
。
現
愛
知
県
宝
豊
川
市
（
旧
飯
郡
）
音
羽
町
と
御
津
町
と
の
境
に
あ
る
山
。
『
八
雲
御
抄
』
は
尾
張
国
と
す
る
が
誤
り
か
。
鶯
453　
春はる
の
来く
る
ま
た
あ
ら
た
ま
の
年とし
経へ
て
も
古ふ
り
せ
ぬ
も
の
と
鶯
う
く
ひ
す
ぞ
鳴な
く
〔
通
釈
〕　
鶯
春
が
来
る
、
そ
し
て
ま
た
（
あ
ら
た
ま
の
）
年
を
幾
ら
経
て
も
古
び
な
い
も
の
と
、
鶯
が
（
同
じ
声
で
）
鳴
く
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
年
ご
と
に
聞
く
と
は
す
れ
ど
時
鳥
声
は
古
り
せ
ぬ
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
金
葉
集
・
夏
・
一
〇
九
・
経
忠
）
春
雨
の
弥
生
の
月
の
果
つ
る
ま
で
古
り
せ
ぬ
も
の
は
鶯
の
声
（
教
長
集
・
春
・
四
七
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
二
一
〔
語
釈
〕　
○
あ
ら
た
ま
の
―
「
年
」
の
枕
詞
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
金
葉
集
』
歌
の
「
時
鳥
」
を
「
鶯
」
に
詠
み
替
え
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
こ
れ
は
定
家
が
、「
五
月
待
つ
山
郭
公
う
ち
は
ぶ
き
今
も
鳴
か
な
む
去
年
の
古
声
」（
古
今
集
・
夏
・
一
三
七
）
を
本
歌
に
、「
山
里
は
谷
の
鶯
う
ち
は
ぶ
き
雪
よ
り
出
づ
る
去
年
の
古
声
」（
千
五
百
番
歌
合
・
春
一
・
一
〇
四
）
と
詠
ん
で
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
梅
454　
古ふ
り
に
け
る
高たか
津つ
の
宮みや
の
い
に
し
へ
を
見み
て
も
偲しの
べ
と
に
ほ
ふ
梅
が
枝え
〔
本
文
〕　
に
ほ
ふ
―
底
本
に
は
「
にさ
ほけ
ふる
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
梅
古
び
て
し
ま
っ
た
高
津
の
宮
の
（
仁
徳
天
皇
の
）
遠
い
過
去
を
、
こ
れ
を
見
て
偲
べ
と
匂
う
梅
の
枝
よ
。
〔
参
考
〕　
い
に
し
へ
の
難
波
の
こ
と
を
思
ひ
出
で
て
高
津
の
宮
に
月
の
澄
む
ら
ん
（
金
葉
集
・
秋
・
一
九
七
・
師
頼
）
春
の
夜
の
月
に
昔
や
思
ひ
出
づ
る
高
津
の
宮
に
に
ほ
ふ
梅
が
枝
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
四
二
・
覚
延
法
師
）
〔
享
受
〕　
ふ
り
に
け
る
大
津
の
宮
の
い
に
し
へ
を
み
な
紅
に
に
ほ
ふ
梅
が
枝
（
宗
良
親
王
千
首
・
春
・
紅
梅
・
六
八
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
あ
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
梅
を
・
二
四
、
結
句
「
咲
け
る
梅
が
枝
」。
〔
語
釈
〕　
○
古
り
に
け
る
―
「
高
津
の
宮
」
に
つ
い
て
こ
の
語
を
用
い
る
例
は
、
隆
信
の
「
古
り
に
け
る
跡
に
心
の
と
ど
ま
る
は
高
津
の
宮
の
雪
の
曙
」（
玉
葉
集
・
冬
・
一
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
○
高
津
の
宮
―
仁
徳
天
皇
が
即
位
し
て
難
波
に
設
け
た
皇
居
。「
難
波
に
都
つ
く
る
。
是
を
高
津
宮
と
謂
す
」（
仁
徳
紀
元
年
春
正
月
）。「
難
波
高
津
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ふ
大
鷦
鷯
天
皇
の
二
十
二
年
の
春
正
月
」
四
二
二
（
万
葉
集
・
巻
二
・
九
〇
左
注
）、「
大
鷦
鷯
高
津
の
宮
の
雨
漏
る
を
葺
か
せ
ぬ
こ
と
を
民
は
よ
ろ
こ
ぶ
」（
日
本
紀
竟
宴
和
歌
・
上
・
大
鷦
鷯
天
皇
二
首
元
慶
六
年
・
二
）
等
々
と
見
え
る
。
こ
の
「
大
鷦
鷯
」
は
仁
徳
天
皇
の
名
。
○
見
て
も
偲
べ
と
―
→
41
。
〔
補
説
〕　
参
考
に
示
し
た
師
頼
の
『
金
葉
集
』
歌
を
踏
ま
え
た
覚
延
法
師
詠
に
拠
っ
た
作
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
宗
尊
の
初
案
の
結
句
は
、「
に
ほ
ふ
梅
が
枝
」
の
形
で
あ
っ
た
か
。
真
観
撰
の
『
瓊
玉
集
』
で
は
、
覚
延
歌
に
つ
き
す
ぎ
る
か
と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、
「
咲
け
る
梅
が
枝
」
に
改
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
真
観
に
よ
る
添
削
か
も
し
れ
な
い
。
（
梅
）
455　
こ
の
春
も
人
こ
そ
訪と
は
ね
宿やと
の
梅むめ
誰た
が
情なさ
け
を
か
花
に
見
せ
ま
し
〔
通
釈
〕（
梅
）
今
年
の
こ
の
春
も
、
あ
の
人
は
私
の
家
の
梅
を
訪
わ
な
い
の
だ
。
一
体
誰
の
情
け
を
花
に
見
せ
ま
し
ょ
う
か
。
〔
参
考
〕　
梅
が
香
も
身
に
し
む
頃
は
昔
に
て
人
こ
そ
訪
は
ね
春
の
夜
の
月
（
御
室
撰
歌
合
・
春
・
六
・
俊
成
）
咲
か
ぬ
間
は
誰
か
は
訪
ひ
し
我
が
宿
の
花
こ
そ
人
の
情
け
な
り
け
れ
（
秋
風
集
・
春
下
・
六
七
・
兼
実
）
〔
類
歌
〕　
今
日
も
ま
た
人
の
訪
は
で
や
く
れ
な
ゐ
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
一
九
。
続
古
今
集
・
春
上
・
六
〇
、
二
句
「
人
も
訪
は
で
や
」）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
合
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
梅
を
・
二
五
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
俊
成
の
『
御
室
撰
歌
合
』
詠
は
、
そ
の
原
作
で
あ
る
『
御
室
五
十
首
』
や
『
新
勅
撰
集
』
で
は
、
第
四
句
が
「
人
こ
そ
あ
ら
ね
」
で
あ
る
。
撰
歌
合
の
俊
成
自
身
の
判
詞
で
「
右
歌
は
愚
老
が
詠
に
て
侍
り
け
り
、
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
、
の
在
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
二
三
中
将
朝
臣
の
ふ
る
こ
と
を
、
わ
づ
か
に
拾
ひ
集
め
た
る
ば
か
り
に
て
、
わ
が
力
入
り
た
る
ふ
し
も
な
く
侍
れ
ば
」
と
言
う
ご
と
く
、
『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
の
歌
と
、「
ま
た
の
年
の
正
月
に
、
梅
の
花
ざ
か
り
に
、
去
年
を
恋
ひ
て
行
き
て
、
立
ち
て
見
、
居
て
見
、
見
れ
ど
、
去
年
に
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
あ
る
地
の
文
を
、
本
歌
・
本
説
に
し
て
い
る
。
第
四
句
「
人
こ
そ
あ
ら
ね
」
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
訪
う
こ
と
が
適
わ
な
く
な
っ
た
男
の
立
場
か
、
そ
の
男
に
訪
わ
れ
る
こ
と
が
適
わ
な
く
な
っ
た
女
の
立
場
か
が
曖
昧
だ
が
、「
人
こ
そ
訪
は
ね
」
で
は
、
女
の
立
場
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
「
人
こ
そ
訪
は
ね
」
の
形
を
知
っ
て
い
た
と
見
て
よ
く
、
そ
の
俊
成
詠
に
拠
り
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
女
の
立
場
を
念
頭
に
し
て
詠
ん
で
い
よ
う
。
一
方
、
参
考
の
兼
実
詠
は
、
所
謂
「
右
大
臣
家
百
首
」
の
一
首
で
、
早
く
は
『
月
詣
集
』（
一
一
一
）
に
採
録
、
後
に
『
万
代
集
』
（
二
四
二
）
や
『
続
古
今
集
』（
一
一
〇
）
に
も
収
め
ら
れ
る
。
宗
尊
は
、
師
の
真
観
が
撰
し
た
『
秋
風
集
』
を
通
じ
て
同
首
を
知
り
得
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
歌
は
、「
我
が
宿
の
花
」
こ
そ
が
「
人
」
の
訪
問
し
よ
う
と
す
る
真
情
に
訴
え
か
け
る
対
象
そ
の
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
主
旨
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
尊
詠
は
、
人
を
誘
う
は
ず
の
我
が
「
宿
の
梅
」
の
花
が
咲
い
て
も
「
人
」
は
訪
れ
ず
、
誰
の
真
情
も
花
に
見
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
愁
え
て
い
よ
う
。
な
お
、
類
歌
の
宗
尊
詠
は
、「
く
れ
な
ゐ
の
こ
ぞ
め
」
の
語
を
、『
万
葉
集
』
の
「
紅
の
濃
染
め
の
衣
下
に
着
て
上
に
取
り
着
ば
こ
と
な
ら
む
か
も
」（
巻
七
・
譬
喩
歌
・
一
三
一
三
）
や
「
紅
の
濃
染
め
の
き
ぬ
を
下
に
着
ば
人
の
見
ら
く
に
匂
ひ
出
で
む
か
も
」（
巻
十
一
・
譬
喩
・
二
八
二
八
）
か
、
あ
る
い
は
『
詞
花
集
』
の
「
紅
の
濃
染
め
の
衣
上
に
着
む
恋
の
涙
の
色
か
く
る
や
と
」（
恋
上
・
二
一
八
・
藤
原
顕
綱
）
に
負
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
世
界
を
取
り
、「
紅
」
に
「
暮
れ
」、「
濃
染
め
」
に
「
去
年
」
を
掛
け
て
い
よ
う
か
。
そ
の
意
味
で
該
歌
と
類
同
で
あ
る
。
四
二
四
若
菜
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里さと
人
は
若わか
菜な
摘つ
む
べ
く
な
り
に
け
り
雪ゆき
間ま
萌も
え
出い
づ
る
春かす
か日
野
の
原はら
〔
通
釈
〕　
若
菜
里
人
は
、
若
菜
を
摘
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
雪
の
間
に
（
若
菜
が
）
萌
え
出
る
春
日
野
の
原
よ
。
〔
本
歌
〕　
見
渡
せ
ば
比
良
の
高
嶺
に
雪
消
え
て
若
菜
摘
む
べ
く
野
は
な
り
に
け
り
（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
早
春
・
一
七
・
兼
盛
。
新
鮮
朗
詠
集
・
雑
・
眺
望
・
五
九
一
。
続
後
撰
集
・
春
上
・
三
四
。
万
代
集
・
春
上
・
五
〇
）
〔
参
考
〕　
里
人
の
若
菜
群
れ
摘
む
春
日
野
に
空
は
霞
み
て
春
風
ぞ
吹
く
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
二
四
五
・
家
良
）
濡
れ
つ
つ
や
若
菜
摘
む
ら
ん
白
雪
の
ふ
る
里
人
の
春
日
野
の
原
（
弘
長
百
首
・
春
・
若
菜
・
三
九
・
為
家
）
春
日
野
の
雪
間
萌
え
出
づ
る
初
草
の
常
磐
の
色
に
春
風
ぞ
吹
く
（
道
家
百
首
・
春
・
七
）
〔
語
釈
〕　
○
春
日
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
147
。
（
若
菜
）
457　
春
日
野
の
飛とふ
火
の
野ゝ
守もり
今いま
は
と
て
日
数かす
待ま
た
れ
し
若わか
菜な
摘つ
む
な
り
〔
通
釈
〕（
若
菜
）
春
日
野
の
飛
火
の
野
の
万
人
よ
、
も
う
今
は
と
い
う
こ
と
で
、
何
日
も
待
た
れ
た
若
菜
を
摘
む
よ
う
だ
。
〔
本
歌
〕　
春
日
野
の
飛
火
の
野
守
出
で
て
見
よ
今
幾
日
あ
り
て
若
菜
摘
み
て
ん
（
古
今
集
・
春
上
・
一
九
・
読
人
不
知
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
二
五
〔
参
考
〕　
今
は
と
て
春
の
恵
み
の
た
の
し
き
を
摘
む
や
野
原
の
若
菜
な
る
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
わ
か
な
・
一
二
八
九
・
信
実
）
〔
語
釈
〕　
○
春
日
野
―
→
147
。
○
飛
火
の
野
守
―
「
飛
火
の
野
（
飛
火
野
）」
は
、
春
日
野
の
一
部
か
別
称
で
、
古
代
に
烽
火
台
（
飛
火
台
）
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
言
う
と
い
う
。「
野
守
」
は
、
そ
の
番
人
。
春
月
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梅むめ
が
香ゝ
は
同おな
じ
昔むかし
の
に
ほ
ひ
に
て
故ふる
さ
と郷
霞かす
む
春
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕　
春
の
月
梅
の
香
り
は
昔
ど
お
り
の
同
じ
匂
い
で
、
故
郷
は
霞
み
、
霞
ん
で
見
え
る
春
の
夜
の
月
だ
。
〔
本
歌
〕　
色
も
香
も
同
じ
昔
に
咲
く
ら
め
ど
年
経
る
人
ぞ
あ
ら
た
ま
り
け
る
（
古
今
集
・
春
上
・
桜
の
花
の
も
と
に
て
年
の
老
い
ぬ
る
こ
と
を
嘆
き
て
よ
め
る
・
五
七
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
梅
が
香
も
身
に
し
む
頃
は
昔
に
て
人
こ
そ
あ
ら
ね
春
の
夜
の
月
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
四
三
・
俊
成
。
御
室
五
十
首
・
春
・
二
五
五
。
御
室
撰
歌
合
・
春
・
六
、
四
句
「
人
こ
そ
問
は
ね
」）
故
郷
の
春
や
昔
の
軒
端
よ
り
月
に
か
を
れ
る
梅
の
初
花
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
賀
茂
下
社
三
十
首
御
会
・
春
・
一
二
六
二
）
故
郷
は
見
し
ご
と
も
あ
ら
ず
荒
れ
に
け
り
影
ぞ
昔
の
春
の
夜
の
月
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
春
・
故
郷
の
春
の
月
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
）
あ
は
れ
と
は
香
に
こ
そ
偲
べ
梅
の
花
誰
が
袖
馴
れ
し
故
郷
の
月
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
春
・
一
九
・
家
隆
）
寂
し
さ
を
誰
に
か
た
ら
ん
故
郷
の
軒
端
に
霞
む
春
の
夜
の
月
（
東
撰
六
帖
・
春
・
春
月
・
九
七
・
藤
原
能
清
）
四
二
六
〔
類
歌
〕　
折
る
人
の
袖
こ
そ
か
は
れ
色
も
香
も
同
じ
昔
に
に
ほ
ふ
梅
が
枝
（
寂
身
集
・
百
首
中
寛
喜
二
年
・
春
・
梅
久
薫
・
一
六
三
）
何
事
も
見
し
に
は
あ
ら
ぬ
春
な
が
ら
同
じ
昔
の
梅
が
香
ぞ
す
る
（
親
清
四
女
集
・
一
五
三
）
〔
語
釈
〕　
○
故
郷
霞
む
春
の
夜
の
月
―
「
故
郷
霞
む
」
か
ら
「
霞
む
」
を
重
ね
て
「
霞
む
春
の
夜
の
月
」
へ
鎖
る
と
解
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
下
句
は
、「
故
郷
は
、
春
の
夜
の
月
が
霞
ん
で
い
る
。」
と
で
も
訳
す
の
が
よ
い
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
俊
成
詠
は
、『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
「
昔
…
ま
た
の
年
の
正
月
に
、
梅
の
花
盛
り
に
、
去
年
を
恋
ひ
て
い
き
て
、
立
ち
て
見
居
て
見
、
見
れ
ど
、
去
年
に
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
…
去
年
を
思
ひ
出
で
て
よ
め
る
。
／
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
一
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」（
五
・
男
）
を
本
説
・
本
歌
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
「
故
郷
」
を
詠
み
加
え
た
、
参
考
の
後
鳥
羽
院
と
実
朝
の
歌
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
が
該
歌
以
前
に
詠
じ
た
「
何
か
あ
ら
ぬ
春
も
昔
の
袖
の
上
に
梅
が
香
に
ほ
ふ
故
郷
の
月
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
春
・
二
三
）
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
該
歌
に
も
『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
面
影
が
認
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、「
故
郷
」
の
「
梅
」
の
「
香
」
や
「
故
郷
」
の
「
春
の
夜
の
月
」
を
詠
じ
た
、
参
考
の
家
隆
や
能
清
の
歌
と
の
関
係
も
疑
わ
れ
る
。
春
雨
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な
べ
て
た
だゝ
霞かす
め
る
空そら
と
見み
る・
ほ
ど
に
曇くも
り
に
け
り
な
春はる
さ
め雨
の
降ふ
る
〔
通
釈
〕　
春
雨
一
様
に
た
だ
霞
ん
で
い
る
空
と
見
て
い
る
う
ち
に
、
曇
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
春
雨
が
降
る
。
〔
類
歌
〕　
曇
る
を
も
霞
め
る
空
と
見
る
程
に
袖
し
め
る
ま
で
春
雨
ぞ
降
る
（
沙
弥
蓮
愉
集
・
春
・
千
首
の
題
探
り
侍
り
し
時
・
六
二
）
〔
語
釈
〕　
○
な
べ
て
た
だ
―
先
行
例
が
見
え
ず
作
例
稀
少
の
句
形
。『
伏
見
院
御
集
』
に
「
な
べ
て
た
だ
月
に
昔
は
お
ぼ
ゆ
べ
し
ま
し
て
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
二
七
馴
れ
見
し
雲
の
上
の
秋
」（
月
歌
中
に
・
八
六
二
）
と
「
な
べ
て
た
だ
霞
み
渡
れ
る
大
空
に
い
づ
く
の
色
の
春
と
し
も
な
き
」（
霞
・
二
二
三
〇
）
の
両
首
が
見
え
る
の
は
、
伏
見
院
が
宗
尊
詠
に
学
ん
で
い
た
こ
と
の
反
映
か
も
し
れ
な
い
。
○
曇
り
に
け
り
な
―
こ
れ
も
先
行
例
が
見
え
ず
作
例
稀
少
の
句
形
。『
文
保
百
首
』
の
「
霞
む
か
と
夕
べ
の
空
を
見
る
ま
ま
に
曇
り
に
け
り
な
〔　
〕」（
春
・
三
一
〇
四
・
宣
子
）
や
「
夕
霞
深
き
山
辺
と
見
え
つ
る
は
曇
り
に
け
り
な
春
雨
〔　
〕」（
春
・
三
三
〇
七
・
少
将
内
侍
）
は
、
歌
末
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
歌
の
仕
立
て
方
が
該
歌
に
類
似
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
か
。
柳
460　
草
は
皆みな
萌も
え
出い
づ
る
頃ころ
の
春はる
風
に
煙けふり
ぞ
な
び
く
野
辺
の
青あを
や
き柳
〔
通
釈
〕　草は
皆
全
て
萌
え
出
す
こ
の
頃
に
吹
く
春
風
に
、
煙
が
な
び
く
野
辺
の
、
な
び
く
青
柳
よ
。
〔
参
考
〕　
梅
花
帯
雪
飛
琴
上
（
む
め
の
は
な
は
ゆ
き
を
お
び
て
き
ん
し
や
う
に
と
ぶ
）　
柳
色
和
煙
入
酒
中
（
や
な
ぎ
の
い
ろ
は
け
ぶ
り
に
く
わ
し
て
さ
け
の
う
ち
に
い
る
）（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
梅
・
八
八
・
章
孝
標
）
春
霞
た
な
び
き
渡
る
青
柳
の
糸
は
煙
に
よ
る
か
と
ぞ
見
る
（
賀
茂
保
憲
女
集
・
一
九
）
春
雨
に
な
ほ
立
ち
上
る
煙
か
と
見
ゆ
る
柳
の
梢
な
り
け
り
（
師
光
集
・
雨
中
柳
・
一
八
）
た
ま
し
ま
や
こ
の
川
上
の
も
と
つ
づ
き
煙
に
ま
が
ふ
春
の
青
柳
（
光
経
集
・
貞
応
二
年
三
月
十
七
日
、
前
右
少
弁
光
俊
勧
修
寺
に
て
詩
歌
合
し
侍
り
し
に
・
同
題
を
女
房
に
か
は
り
て
・
水
郷
春
望
満
・
九
六
）
立
ち
上
る
朝
け
の
煙
ま
が
ひ
け
り
誰
が
住
む
里
の
玉
の
を
柳
（
光
経
集
・
前
右
少
弁
も
と
に
て
当
座
十
五
首
よ
み
侍
り
し
・
春
四
二
八
里
煙
・
四
三
九
）
行
く
末
の
里
の
し
る
べ
の
夕
け
ぶ
り
色
を
ま
が
へ
て
な
び
く
青
柳
（
宝
治
百
首
・
春
・
行
路
柳
・
三
〇
一
・
顕
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
草
は
皆
―
真
観
の
「
草
ば
皆
霜
枯
れ
渡
る
冬
の
杜
い
か
に
す
み
か
の
寂
し
か
る
ら
ん
」（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
ふ
ゆ
の
草
・
一
九
三
五
）
に
学
ぶ
か
。
○
煙
ぞ
な
び
く
野
辺
の
青
柳
―
「
煙
ぞ
な
び
く
野
辺
の
」
か
ら
「
な
び
く
（
野
辺
の
）」
を
重
ね
て
「
な
び
く
（
野
辺
の
）
青
柳
」
へ
鎖
る
。「
野
辺
の
青
柳
」
の
宗
尊
に
身
近
な
先
行
例
は
、「
佐
保
姫
の
手
染
め
の
糸
や
乱
る
ら
ん
風
に
片
寄
る
野
辺
の
青
柳
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
三
五
三
・
伊
平
）。
〔
補
説
〕　
参
考
に
挙
げ
た
「
煙
」
と
「
柳
」
を
紛
う
こ
と
を
言
う
詩
歌
の
類
型
の
延
長
上
に
あ
る
一
首
で
あ
る
。
中
で
は
、
真
観
の
叔
父
光
経
の
真
観
主
催
の
歌
合
・
歌
会
の
歌
や
、
関
東
に
祗
候
し
た
廷
臣
顕
氏
の
『
宝
治
百
首
』
歌
な
ど
は
、
宗
尊
の
視
野
に
も
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
帰
雁
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人
知し
れ
ぬ
霞
隠かく
れ
の
山やま
の
端は
を
我わ
が
通ゝよ
ひ
路ち
と
帰かへ
る
雁かり
が
ね
〔
通
釈
〕　
帰
雁
人
に
知
ら
れ
な
い
霞
に
隠
れ
た
山
の
端
を
、
自
分
の
通
い
路
だ
と
（
北
へ
向
け
て
）
帰
る
雁
よ
。
〔
本
歌
〕　
人
知
れ
ぬ
我
が
通
ひ
路
の
関
守
は
宵
宵
ご
と
に
う
ち
も
寝
な
な
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
二
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
五
段
・
六
・
男
）
〔
参
考
〕　
人
知
れ
ぬ
深
山
隠
れ
の
松
の
戸
に
こ
れ
見
よ
と
て
か
花
の
咲
く
ら
む
（
東
撰
六
帖
・
春
・
桜
・
一
九
四
・
隆
弁
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
二
九
な
が
む
れ
ば
雲
路
遙
か
と
見
ゆ
る
か
な
霞
隠
れ
に
帰
る
雁
が
ね
（
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
・
春
・
遥
見
帰
雁
・
一
六
）
め
づ
ら
し
く
つ
ば
め
軒
端
に
来
な
る
れ
ば
霞
隠
れ
に
雁
帰
る
な
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
三
・
四
二
七
・
公
継
）
〔
補
説
〕　
○
我
が
通
ひ
路
と
―
同
じ
業
平
歌
を
本
歌
に
し
た
「
い
つ
ま
で
か
我
が
通
ひ
路
と
恨
み
け
む
行
き
来
絶
え
た
る
よ
そ
の
関
守
」
（
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
九
六
・
基
良
。
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
関
恋
・
二
六
〇
三
）
が
先
行
例
。
宗
尊
は
後
に
、「
宵
宵
の
関
守
も
な
き
山
の
端
を
我
が
通
ひ
路
と
出
づ
る
月
影
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
〕・
秋
・
八
七
五
）
と
も
詠
む
。
花
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咲さ
き
や
ら
で
待ま
た
る
るゝ
花はな
の
つ
れ
な
き
を
今いま
は
恋こ
ひ
じ
と
え
や
は
思おも
は
ん
〔
通
釈
〕　
花
十
分
に
咲
か
な
い
で
待
望
さ
れ
る
花
の
つ
れ
な
く
薄
情
な
の
を
、
今
は
も
う
恋
い
慕
う
ま
い
と
、
ど
う
し
て
思
え
よ
う
か
、
思
え
は
し
な
い
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
つ
れ
な
き
を
今
は
恋
ひ
じ
と
思
へ
ど
も
心
弱
く
も
落
つ
る
涙
か
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
〇
九
・
菅
野
忠
臣
）
〔
参
考
〕　
長
き
日
に
待
た
る
る
花
は
咲
き
や
ら
で
暮
ら
し
か
ね
た
る
如
月
の
空
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
な
か
の
は
る
・
三
七
・
為
家
）
霞
む
日
も
花
は
つ
れ
な
く
咲
き
や
ら
で
心
尽
く
し
の
如
月
の
空
（
白
河
殿
七
百
首
・
春
・
待
花
・
五
六
・
為
氏
）
〔
補
説
〕　
前
歌
と
共
に
、
古
歌
を
本
歌
に
し
て
近
代
歌
に
も
倣
う
宗
尊
の
方
法
を
示
す
一
首
で
あ
る
。
参
考
の
為
氏
詠
は
、
為
家
の
参
考
に
挙
げ
た
一
首
と
、
別
の
「
待
ち
侘
ぶ
る
外
山
の
花
は
咲
き
や
ら
で
心
尽
く
し
に
か
か
る
白
雲
」
四
三
〇
（
為
家
千
首
・
春
・
一
〇
一
）
を
取
り
併
せ
た
か
。
（
花
）
463　
花はな
の
色
に
い
ざ
な
は
れ
つ
つゝ
春
ご
と
に
行ゆ
き
て
は
来き
ぬ
る
み
吉よし
野の
のゝ
山
〔
通
釈
〕（
花
）
そ
の
桜
の
花
の
色
に
誘
引
さ
れ
な
が
ら
、
毎
年
の
春
に
、
出
掛
け
て
行
っ
て
は
結
局
帰
っ
て
来
て
し
ま
う
、
吉
野
の
山
よ
。
〔
本
歌
〕　
い
た
づ
ら
に
行
き
て
は
来
ぬ
る
も
の
ゆ
ゑ
に
見
ま
く
ほ
し
さ
に
い
ざ
な
は
れ
つ
つ
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
〇
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
花
・
六
二
。
〔
語
釈
〕　
○
み
吉
野
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
117
。
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
、
該
歌
と
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
、「
今
日
も
ま
た
行
き
て
は
来
ぬ
る
山
路
か
な
咲
き
添
ふ
花
の
見
ま
く
ほ
し
さ
に
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
〕・
春
・
八
四
一
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
山
路
に
咲
き
そ
う
花
に
誘
わ
れ
た
日
々
の
行
き
来
、
を
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
該
歌
は
、
吉
野
山
の
桜
に
誘
わ
れ
た
毎
年
春
の
度
の
行
き
来
、
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
毎
春
の
桜
に
誘
わ
れ
て
吉
野
山
に
出
掛
け
て
行
っ
て
し
か
し
結
局
花
が
散
れ
ば
帰
っ
て
来
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
っ
た
趣
旨
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
憂
き
世
か
ら
の
隠
遁
の
地
で
あ
る
は
ず
の
吉
野
山
も
春
の
桜
の
花
故
に
尋
ね
る
が
、
隠
れ
処
と
し
て
入
る
こ
と
は
し
な
い
（
で
き
な
い
）
の
だ
、
と
い
っ
た
含
意
も
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
、『
瓊
玉
集
』
の
前
後
の
歌
で
は
、「
み
吉
野
も
同
じ
憂
き
世
の
山
な
れ
ば
あ
だ
な
る
色
に
花
ぞ
咲
き
け
る
」（
六
一
）
「
世
の
中
を
厭
ふ
山
辺
と
聞
き
し
か
ど
吉
野
は
花
の
宿
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
六
三
。
本
集
次
番
歌
）
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
吉
野
山
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
一
も
自
分
に
と
っ
て
は
も
は
や
憂
き
世
か
ら
の
隠
遁
の
地
で
は
な
い
と
見
な
し
て
い
た
風
で
も
あ
る
。「
吉
野
山
や
が
て
出
で
じ
と
思
ふ
身
を
花
散
り
な
ば
と
人
や
待
つ
ら
む
」（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
一
九
）
と
す
る
西
行
と
は
、
そ
の
意
味
で
対
照
的
で
あ
る
。
（
花
）
464　
世よ
の
中
を
厭いと
ふ
山やま
辺へ
と
聞き
きゝ
し
か
ど
吉
野
は
花
の
宿やと
に
ぞ
あ有り
け
る
〔
通
釈
〕（
花
）
吉
野
は
、
そ
こ
が
世
の
中
を
厭
う
時
に
宿
る
山
の
辺
り
と
聞
い
た
け
れ
ど
、
実
は
花
の
宿
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
を
厭
ふ
山
辺
の
草
木
と
や
あ
な
う
の
花
の
色
に
出
で
に
け
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
九
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
み
吉
野
の
吉
野
は
花
の
宿
ぞ
か
し
さ
て
も
ふ
り
せ
ず
に
ほ
ふ
山
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
（
建
保
四
年
正
月
）・
一
三
一
二
）
〔
類
歌
〕　
世
を
厭
ふ
住
み
か
と
聞
け
ど
春
に
あ
ふ
花
も
咲
き
け
り
み
吉
野
の
山
（
右
大
臣
家
歌
合
治
承
三
年
・
花
・
九
・
隆
信
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
花
・
六
三
。
〔
語
釈
〕　
○
厭
ふ
―
嫌
が
っ
て
避
け
る
気
に
な
る
。「
世
の
中
」
に
つ
い
て
言
う
と
き
は
、
世
俗
を
捨
て
て
出
離
隠
遁
す
る
意
に
な
る
。
○
山
辺
―
山
の
ほ
と
り
、
山
の
麓
の
辺
り
を
言
う
が
、
こ
こ
は
、
山
の
方
面
と
い
う
程
の
意
味
で
用
い
る
か
。
○
聞
き
し
か
ど
―
「
つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
六
一
・
業
平
）
が
原
拠
。
○
吉
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
吉
野
郡
。
○
花
の
宿
―
花
を
擬
人
化
し
て
言
う
、
桜
の
本
拠
と
し
て
の
家
。
参
考
の
定
家
詠
は
こ
の
意
味
の
作
例
。
同
時
に
、（
桜
の
花
を
見
る
た
め
に
出
掛
け
て
泊
ま
る
）
花
の
下
の
宿
り
、
あ
る
い
は
宿
に
見
立
て
た
花
の
意
味
を
重
ね
四
三
二
る
。
歌
詞
と
し
て
は
、『
六
百
番
歌
合
』
の
家
隆
詠
「
思
ふ
ど
ち
そ
こ
と
も
言
は
ず
行
き
暮
れ
ぬ
花
の
宿
か
せ
野
辺
の
鶯
」（
春
・
野
遊
・
七
二
。
新
古
今
集
・
春
上
・
八
二
）
が
早
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
、
後
者
の
意
味
。
〔
補
説
〕　
『
瓊
玉
集
』
で
は
二
首
前
の
「
み
吉
野
も
同
じ
憂
き
世
の
山
な
れ
ば
あ
だ
な
る
色
に
花
ぞ
咲
き
け
る
」（
春
下
・
六
一
）
と
同
様
に
、「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
に
せ
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
・
読
人
不
知
）
と
詠
ま
れ
る
隠
棲
の
地
と
し
て
の
吉
野
の
通
念
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
て
い
る
。「
ひ
た
す
ら
に
厭
ひ
果
て
ぬ
る
も
の
な
ら
ば
吉
野
の
山
に
行
方
知
ら
れ
じ
」（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
〇
八
・
時
平
）
は
「
女
に
遣
は
し
け
る
」
歌
で
あ
り
、「
厭
ひ
果
て
ぬ
る
も
の
な
ら
ば
」
は
相
手
の
女
（
伊
勢
）
が
自
分
を
ひ
た
す
ら
嫌
っ
た
し
ま
っ
た
の
な
ら
ば
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
広
く
は
「
世
の
中
」
を
厭
う
と
き
に
逃
れ
る
地
と
し
て
「
吉
野
」
を
捉
え
た
歌
で
あ
る
。
他
に
も
、「
世
を
厭
ふ
吉
野
の
奥
の
よ
ぶ
こ
鳥
深
き
心
の
ほ
ど
や
知
る
ら
ん
」
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
七
六
・
幸
清
）
な
ど
、
吉
野
は
世
を
「
厭
ふ
」
場
所
と
し
て
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
意
識
し
つ
つ
反
言
し
た
作
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
類
歌
に
挙
げ
た
歌
の
作
者
隆
信
は
別
に
、「
名
残
な
く
世
を
厭
ひ
て
ぞ
入
り
し
身
の
花
に
け
が
る
る
み
吉
野
の
山
」（
隆
信
集
・
春
下
・
花
歌
中
に
・
五
八
）
と
い
う
、
厭
離
す
る
者
の
視
点
か
ら
の
同
工
異
曲
を
残
し
て
い
る
。
逆
に
慈
円
は
、「
吉
野
山
憂
き
世
を
厭
ふ
神
か
と
は
花
見
ぬ
人
や
言
ひ
は
じ
め
け
む
」（
拾
玉
集
・
日
吉
百
首
和
歌
・
四
一
二
）
と
、
厭
離
の
地
で
は
な
く
花
の
聖
地
と
し
て
の
吉
野
を
讃
美
し
て
い
る
。
（
花
）
465　
風
吹ふ
け
ば
ま
づ
嘆なけ
か
れ
ぬ
惜を
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
花はな
の
あ
な
憂う
世よ
の
中
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
三
〔
通
釈
〕（
花
）
風
が
吹
く
と
、
ま
づ
つ
い
嘆
か
れ
て
し
ま
う
。
惜
し
ん
で
も
留
ま
ら
な
い
桜
の
花
の
あ
あ
憂
く
辛
い
、
こ
の
世
の
中
よ
。
〔
本
歌
〕　
し
か
り
と
て
背
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
嘆
か
れ
ぬ
あ
な
憂
世
の
中
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
六
・
篁
）
惜
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
春
も
あ
る
も
の
を
言
は
ぬ
に
き
た
る
夏
衣
か
な
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
七
六
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
風
吹
け
ば
方
も
定
め
ず
散
る
花
を
い
づ
方
へ
行
く
春
と
か
は
見
む
（
拾
遺
集
・
春
・
七
六
・
貫
之
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
拾
遺
集
』
歌
は
、
本
歌
に
加
え
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
。
春
曙
466　
夜よ
も
す
が
ら
霞かす
め
る
月
の
晴は
れ
ず
の
み
思おも
ひ
尽つ
き
せ
ぬ
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕　
春
の
曙
夜
通
し
霞
ん
で
い
る
月
が
ず
っ
と
晴
れ
な
い
で
、
そ
の
よ
う
に
心
が
晴
れ
な
い
ば
か
り
で
も
の
思
い
が
尽
き
な
い
、
春
の
曙
よ
。
〔
本
歌
〕　
雁
の
来
る
峰
の
朝
霧
晴
れ
ず
の
み
思
ひ
尽
き
せ
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
五
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
晴
れ
が
た
き
身
の
思
ひ
こ
そ
憂
か
り
け
れ
霞
め
る
月
も
秋
は
待
つ
ら
ん
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
三
一
。
三
十
六
人
大
歌
合
・
一
・
宗
尊
。
新
時
代
不
同
歌
合
・
二
七
六
。
新
千
載
集
・
雑
上･
一
六
八
四
、
三
句
「
悲
し
け
れ
」）
〔
補
説
〕　
春
曙
の
気
鬱
を
詠
じ
る
の
は
、
時
代
の
傾
向
で
は
あ
る
が
、
宗
尊
の
特
徴
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
宗
尊
十
一
歳
の
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
に
、
将
軍
た
る
べ
く
関
東
下
向
に
出
立
し
た
の
が
三
月
十
九
日
（
の
恐
ら
く
は
早
朝
）
で
あ
っ
た
こ
と
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
三
四
（
春
曙
）
467　
何なに
こ
と事
を
ま
た
思おも
ふ
ら
ん
あ
り
果は
て
ぬ
命
待ま
つ
間ま
の
春はる
の
曙
あ
け
ほ
の
〔
通
釈
〕（
春
の
曙
）
な
に
事
を
ま
た
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
生
き
切
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
こ
の
一
生
の
最
後
を
待
つ
間
の
、
つ
か
の
間
の
春
の
曙
に
。
〔
本
歌
〕　
あ
り
果
て
ぬ
命
待
つ
間
の
程
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
五
・
貞
文
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
番
御
歌
合
に
・
三
四
。
〔
補
説
〕　
例
え
ば
前
代
の
「
何
事
を
草
の
枕
に
思
ふ
ら
ん
鳴
く
声
た
え
ぬ
秋
の
夜
の
虫
」（
元
真
集
・
一
四
九
）
や
「
何
事
を
春
の
日
暮
ら
し
思
ふ
ら
ん
霞
の
底
に
む
せ
ぶ
鶯
」（
清
輔
集
・
一
一
）
は
、
鳴
く
音
の
様
子
に
、
虫
や
鶯
が
何
事
を
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
や
る
趣
向
で
あ
る
。
該
歌
は
、
先
の
な
い
我
が
身
で
あ
る
の
に
、
春
の
曙
に
何
事
を
ま
た
思
う
の
だ
ろ
う
と
、
自
身
の
尽
き
な
い
憂
愁
を
嘆
じ
る
趣
旨
。
前
歌
同
様
に
、
宗
尊
の
詠
作
の
特
徴
を
示
す
一
首
で
あ
る
。
藤
468　
見
ぬ
人
の
た
め
な
ら
ず
と
も
な
ほを
ざ
り
に
折お
ら
で
は
過す
ぎ
じ
田た
こ子
の
浦うら
ふ
ち藤
〔
通
釈
〕　
藤
あ
の
、
見
な
い
人
の
為
で
は
な
い
に
し
て
も
、
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
、
折
る
こ
と
な
く
過
ぎ
る
こ
と
は
す
る
ま
い
、
こ
の
田
子
の
浦
の
淵
の
底
ま
で
も
映
え
る
よ
う
に
咲
く
藤
の
花
を
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
五
〔
本
歌
〕　
多
祜
の
浦
の
底
さ
へ
に
ほ
ふ
藤
波
を
か
ざ
し
て
ゆ
か
む
見
ぬ
人
の
た
め
（
万
葉
集
・
巻
十
九
・
四
二
〇
〇
・
縄
麿
。
拾
遺
集
・
夏
・
八
八
・
人
麿
）
〔
参
考
〕　
紫
の
し
き
波
寄
す
と
見
ゆ
る
ま
で
田
子
の
浦
藤
花
咲
き
に
け
り
（
堀
河
百
首
・
春
・
藤
・
二
七
九
・
仲
実
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
藤
・
八
九
。
〔
語
釈
〕　
○
折
ら
で
は
過
ぎ
じ
―
「
秋
萩
を
折
ら
で
は
過
ぎ
じ
つ
き
草
の
花
ず
り
衣
露
に
濡
る
と
も
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
三
〇
・
永
縁
）
等
に
学
ぶ
か
。
○
田
子
の
浦
藤
―
「
…
し
き
波
の　
寄
す
る
浜
へ
に　
高
山
を　
隔
て
に
置
き
て　
浦
ぶ
ち
を　
枕
に
巻
き
て
　
う
ら
も
な
く　
臥
し
た
る
君
は
…
」（
万
葉
集
・
巻
十
三
・
挽
歌
・
三
三
三
九
）
の
「
浦
ぶ
ち
」（
海
辺
の
深
い
淵
）
を
基
に
し
た
か
と
思
し
き
、
参
考
の
堀
河
百
首
詠
辺
り
を
始
発
と
す
る
語
か
。
た
だ
し
、
万
葉
の
原
文
は
「
納
潭
矣
」
で
、
旧
訓
は
「
イ
ル
フ
チ
ヲ
」
で
あ
る
。「
田
子
の
浦
」
は
、
駿
河
国
の
歌
枕
。
現
在
の
静
岡
県
富
士
市
の
、
富
士
山
を
背
に
し
た
海
湾
。
→
補
説
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
「
多
祜
（
多
古
・
田
子
）
の
浦
」
は
、
越
中
国
の
歌
枕
で
現
在
の
富
山
県
氷
見
市
の
上
田
子
・
下
田
子
付
近
の
海
岸
と
い
う
。
こ
の
景
勝
地
に
、
越
中
守
大
伴
家
持
を
初
め
と
す
る
官
人
達
が
し
ば
し
ば
遊
覧
し
た
ら
し
い
。
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
に
家
持
等
が
「
藤
の
花
を
望
み
見
て
」
述
懐
歌
を
競
作
し
た
内
の
一
首
が
本
歌
の
縄
麿
詠
で
、
家
持
も
「
藤
波
の
影
な
る
海
の
底
清
み
沈
く
石
を
も
玉
と
そ
我
が
見
る
」（
万
葉
集
・
四
一
九
九
）
と
詠
じ
て
い
て
、
藤
の
名
所
と
し
て
の
印
象
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
該
歌
の
「
田
子
の
浦
」
は
、
宗
尊
の
認
識
と
し
て
は
駿
河
国
の
歌
枕
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
の
誤
解
と
い
う
よ
り
は
、
か
つ
て
家
持
等
が
遊
び
藤
の
名
所
と
な
っ
た
越
中
の
「
多
祜
の
浦
」
の
藤
を
、
東
下
し
た
宗
尊
に
と
っ
て
親
近
の
駿
河
の
「
田
子
の
浦
」
に
敢
え
て
移
し
て
歌
っ
た
作
意
に
解
し
た
い
。
四
三
六
（
藤
）
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み
狩かり
人
衣ころも
に
摺す
れ
や
紫
む
ら
さ
き
の
色
濃こ
き
時とき
の
野
辺
の
藤ふち
な
み波
〔
通
釈
〕（
藤
）
御
狩
人
は
、
そ
の
衣
に
摺
れ
よ
。
紫
草
の
色
が
濃
い
こ
の
時
期
の
、
野
辺
の
濃
紫
色
の
藤
の
花
を
。
〔
本
歌
〕　
紫
の
色
濃
き
時
は
め
も
は
る
に
野
な
る
草
木
ぞ
分
か
れ
ざ
り
け
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
六
八
・
業
平
）
〔
参
考
〕　
春
日
野
の
藤
は
散
り
ゆ
き
て
何
を
か
も
み
狩
の
人
の
折
り
て
か
ざ
さ
む
（
万
葉
集
・
巻
十
・
夏
雑
歌
・
詠
花
・
一
九
七
四
）
色
ま
よ
ふ
野
辺
の
藤
波
袖
か
け
て
み
狩
の
人
の
か
ざ
し
折
る
ら
し
（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
〔
建
保
四
年
〕・
春
・
一
三
一
九
）
み
狩
人
今
や
か
ざ
さ
ん
春
日
野
に
盛
り
知
ら
る
る
春
の
藤
波
（
弘
長
百
首
・
春
・
藤
・
一
二
四
・
為
氏
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
藤
・
八
八
。
〔
語
釈
〕　
○
み
狩
人
―
薬
草
や
鹿
茸
を
取
る
た
め
の
夏
の
「
薬
狩
」
等
の
公
的
行
事
と
し
て
の
「
狩
」
に
参
加
す
る
大
宮
人
を
言
う
。
こ
こ
は
、
春
の
狩
を
言
う
の
だ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
。
○
紫
―
紫
草
の
意
に
「
藤
波
」
の
縁
で
色
の
紫
の
意
が
掛
か
る
。
○
野
辺
の
藤
波
―
参
考
の
定
家
詠
辺
り
が
早
い
例
と
な
る
新
奇
な
句
。「
藤
波
」
は
、
藤
の
群
れ
咲
く
花
房
を
波
に
見
立
て
て
言
う
語
。
こ
こ
は
、
本
歌
の
「
野
」
か
ら
の
連
想
も
働
く
か
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
業
平
詠
の
解
釈
は
、「
紫
の
一
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
古
今
集
・
雑
上
・
八
六
七
・
読
人
不
知
）
を
踏
ま
え
る
か
否
か
で
分
か
れ
て
い
る
。『
古
今
集
』
歌
と
し
て
の
解
釈
の
当
否
は
措
い
て
、
宗
尊
は
「
紫
の
一
本
ゆ
ゑ
に
」
を
背
後
に
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
そ
の
立
場
に
立
つ
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』（
平
一
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
七
二
、
岩
波
書
店
）
の
通
釈
は
、「
紫
草
で
染
め
る
そ
の
紫
色
が
濃
い
と
き
は
「
紫
の
一
本
ゆ
え
に
」
と
い
う
よ
う
に
、
目
も
遥
か
に
野
べ
の
芽
ぶ
い
て
い
る
春
の
草
木
が
区
別
な
く
い
と
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。」
で
あ
る
。「
野
な
る
草
木
ぞ
分
か
れ
ざ
り
け
る
」（
野
べ
の
草
木
が
区
別
な
く
い
と
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
）
の
「
草
木
」
の
一
つ
が
「
藤
」
で
あ
り
、
そ
の
「
藤
」
は
ま
た
、「
紫
草
」
と
「
紫
の
色
」
の
縁
で
も
通
じ
る
と
い
う
思
考
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、「
藤
」
に
つ
い
て
「
衣
に
摺
れ
や
」
と
言
う
の
は
一
般
的
通
念
で
は
な
い
。
宗
尊
の
念
頭
に
は
ま
た
、「
恋
ひ
し
く
は
下
に
を
思
へ
紫
の
根
摺
の
衣
色
に
出
づ
な
ゆ
め
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
五
二
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
し
た
顕
昭
の
「
色
に
出
づ
る
藤
の
ゆ
か
り
に
紫
の
根
摺
の
衣
松
も
着
て
け
り
」（
月
詣
集
・
三
月
・
藤
為
松
衣
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
・
二
三
〇
）
や
、
家
隆
の
「
染
め
て
ほ
す
若
紫
の
藤
衣
松
も
根
摺
の
色
や
分
く
ら
ん
」（
壬
二
集
・
家
百
首
・
春
・
松
藤
・
一
三
五
八
）
等
の
よ
う
な
、「
紫
の
根
摺
」
と
「
藤
」
と
を
結
び
付
け
る
詠
み
方
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か
と
も
疑
う
の
で
あ
る
。
款
冬
470　
行ゆ
く
春
の
別わか
れ
は
今いま
と
山やま
ふ
き吹
の
咲さ
き
知し
ら
せ
た
る
色
も
恨うら
め
し
〔
通
釈
〕　
款
冬
去
り
行
く
春
の
別
れ
は
今
こ
の
時
だ
と
、（
口
無
し
の
）
山
吹
が
咲
い
て
知
ら
せ
て
い
る
（
梔
子
の
）
色
も
恨
め
し
い
。
〔
参
考
〕　
憂
か
る
べ
き
春
の
別
れ
の
近
し
と
も
咲
き
な
知
ら
せ
そ
山
吹
の
花
（
秋
風
抄
・
春
・
二
〇
・
家
良
。
秋
風
集
・
春
下
・
一
一
五
。
現
存
六
帖
・
や
ま
ぶ
き
・
四
六
）
山
吹
の
花
色
衣
主
や
誰
問
へ
ど
答
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
一
二
・
素
性
）
四
三
八
言
は
ぬ
色
は
恨
み
か
ね
て
や
咲
き
つ
ら
ん
と
ま
ら
ぬ
春
の
山
吹
の
花
（
為
家
千
首
・
春
・
一
八
二
）
〔
語
釈
〕　
○
咲
き
知
ら
せ
た
る
色
も
恨
め
し
―
「
色
も
恨
め
し
」
の
句
の
先
行
例
は
、
定
家
の
「
長
月
の
月
の
有
明
の
時
雨
ゆ
ゑ
明
日
の
紅
葉
の
色
も
恨
め
し
」（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
月
・
七
〇
〇
）
や
「
馴
れ
馴
れ
て
秋
に
あ
ふ
ぎ
を
置
く
露
の
色
も
恨
め
し
閨
の
月
影
」（
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
九
一
四
・
俊
成
女
。
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
怨
恋
・
一
四
七
四
）
等
で
、「
山
吹
」
の
「
色
」
に
つ
い
て
言
う
例
は
他
に
見
え
な
い
。
参
考
の
為
家
の
歌
に
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
為
家
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
、『
古
今
集
』
の
素
性
歌
を
踏
ま
え
て
い
て
、
そ
の
こ
と
は
宗
尊
も
当
然
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、「
咲
き
知
ら
せ
た
る
」
に
は
、「
口
無
し
」
の
山
吹
が
口
に
出
し
て
言
う
の
で
は
な
く
、「
色
」
に
は
「
梔
子
」
の
色
と
い
っ
た
含
意
が
あ
ろ
う
。
素
性
歌
を
本
歌
と
見
る
立
場
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
家
良
の
歌
の
詠
み
直
し
の
感
が
強
い
。
他
の
事
例
を
併
せ
見
る
と
、
為
家
や
真
観
と
い
っ
た
宗
尊
の
師
以
外
で
は
、
宗
尊
は
家
良
の
歌
を
見
習
っ
て
い
た
か
と
思
し
い
。
暮
春
471　
散ち
る
花はな
の
ふ
ち
は
あ
れ
ど
も
明あ
す日
か
ら
は
春
の
行ゆ
く
瀬せ
は
塞せ
く
方かた
ぞ
な
き
〔
本
文
〕　
○
明
日
か
ら
は
―
底
本
は
「
あ
す
か
らか歟
は
」
と
あ
り
。
→
補
説
。
〔
通
釈
〕　
暮
春
（
暮
春
に
）
散
る
花
の
藤
が
積
も
る
淵
は
あ
る
け
れ
ど
も
、（
夏
に
な
る
）
明
日
か
ら
は
春
の
行
く
早
い
瀬
は
、
塞
き
止
め
る
す
べ
も
な
い
こ
と
だ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
三
九
〔
参
考
〕　
散
り
か
か
る
花
の
淵
と
ぞ
な
り
に
け
る
水
無
瀬
の
川
の
春
の
湊
は
（
弘
長
百
首
・
春
・
花
・
九
七
・
為
家
）
散
る
花
の
み
を
に
流
る
る
吉
野
川
春
の
行
く
瀬
は
淀
ま
ざ
り
け
り
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
四
七
・
行
方
）
〔
語
釈
〕　
○
散
る
花
の
ふ
ち
―
「
ふ
ち
」
は
「
藤
」
に
「
瀬
」
の
縁
で
「
淵
」
が
掛
か
る
。「
花
の
淵
」
の
原
拠
は
、「
桜
咲
く
こ
の
下
水
は
浅
け
れ
ど
散
り
し
く
花
の
淵
と
こ
そ
な
れ
」（
詞
花
集
・
春
・
三
九
・
源
師
賢
）
だ
が
、「
暮
春
」
題
な
の
で
こ
の
「
花
」
は
桜
で
は
な
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
咲
き
散
る
「
藤
」
で
あ
る
。
春
の
終
わ
り
に
散
る
藤
を
言
う
歌
は
、
家
隆
の
「
夕
風
に
池
の
藤
波
花
散
り
て
春
も
今
は
と
か
は
づ
鳴
く
な
り
」（
壬
二
集
・
二
百
首
和
歌
・
春
・
藤
・
一
〇
二
六
）
や
為
家
の
「
雨
の
う
ち
に
春
は
幾
日
か
過
ぎ
ぬ
ら
ん
形
見
の
藤
の
花
も
散
り
つ
つ
」（
為
家
集
・
春
・
藤
建
長
五
年
三
月
・
二
五
三
）
等
が
あ
る
。
○
春
の
行
く
瀬
―
春
が
早
く
去
り
行
く
こ
と
を
流
れ
の
早
い
瀬
に
喩
え
る
。
参
考
の
行
方
詠
に
倣
っ
た
か
。
〔
補
説
〕　
傍
記
本
文
の
「
あ
す
か
か
は
」
は
、「
明
日
か
」
と
「
飛
鳥
川
」
の
掛
詞
で
、「
世
の
中
は
何
か
常
な
る
あ
す
か
川
昨
日
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
三
・
読
人
不
知
）
が
本
歌
に
な
る
。
宗
尊
の
原
作
の
意
図
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
直
接
に
は
関
東
祗
候
の
廷
臣
藤
原
能
清
の
「
散
り
積
も
る
花
に
せ
か
る
る
あ
す
か
川
浅
瀬
も
今
日
や
淵
と
な
る
ら
ん
」（
東
撰
六
帖
・
春
・
桜･
二
五
八
）
に
刺
激
さ
れ
た
詠
作
で
は
な
い
か
。
一
首
は
、「（
暮
春
に
）
散
る
花
の
藤
が
積
も
る
淵
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
飛
鳥
川
の
名
の
（
夏
の
）
明
日
は
、
春
の
行
く
早
い
瀬
は
塞
き
止
め
る
す
べ
も
な
い
こ
と
だ
。」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
（
暮
春
）
472　
人
の
世よ
の
憂う
き
理
こ
と
は
り
を
知し
ら
せ
て
や
さ
ら
ぬ
別わか
れ
に
春
も
行ゆ
く
ら
ん
〔
通
釈
〕（
暮
春
）
四
四
〇
人
の
世
の
（
死
別
と
い
う
）
憂
く
辛
い
真
理
を
知
ら
せ
て
か
、
避
け
ら
れ
な
い
別
れ
と
し
て
春
も
去
り
行
く
の
だ
ろ
う
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
代
も
と
嘆
く
人
の
子
の
た
め
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
八
十
四
段
・
一
五
四
・
子
）
〔
参
考
〕　
惜
し
め
ど
も
と
ま
ら
で
散
り
ぬ
あ
だ
し
世
の
さ
ら
ぬ
別
れ
を
春
や
見
す
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
四
三
・
時
遠
）
〔
類
歌
〕　
厭
は
で
も
さ
て
や
や
み
な
ん
世
の
中
の
憂
き
理
を
思
ひ
知
ら
ず
は
（
新
葉
集
・
雑
下
・
一
二
七
四
・
大
中
臣
清
胤
）
〔
語
釈
〕　
○
人
の
世
の
憂
き
理
―
本
歌
を
承
け
て
、
人
は
必
ず
死
ん
で
生
き
て
い
る
人
と
別
れ
る
と
い
う
不
可
避
の
真
理
を
言
う
。「
憂
き
理
」
は
、
宗
尊
が
詠
出
し
た
詞
か
。
後
出
で
も
、
類
歌
に
挙
げ
た
一
例
が
目
に
入
る
程
度
。
〔
補
説
〕　
「
世
の
中
に
」
の
歌
の
本
歌
取
だ
が
、
参
考
の
幕
府
御
家
人
北
条
時
遠
の
同
工
異
曲
の
一
首
に
も
触
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
古
歌
に
基
づ
き
つ
つ
、
近
現
代
歌
に
も
倣
う
の
は
宗
尊
の
詠
作
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
首
夏
473　
秋
霧きり
の
上うへ
と
も
え
や
は
待ま
た
れ
け
る
霞かす
み
て
往い
に
し
春
の
別わか
れ
は
〔
通
釈
〕　
首
夏
（
雁
と
は
違
っ
て
）
秋
霧
の
上
（
に
や
っ
て
来
る
）
と
も
ど
う
し
て
待
て
よ
う
か
、
待
て
は
し
な
い
。
霞
ん
で
往
っ
て
し
ま
っ
た
春
と
の
別
れ
は
。
〔
本
歌
〕　
春
霞
霞
み
て
往
に
し
雁
が
ね
は
今
ぞ
鳴
く
な
る
秋
霧
の
上
に
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
〇
・
読
人
不
知
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
四
一
〔
参
考
〕　
つ
ら
か
り
し
春
の
別
れ
も
忘
ら
れ
で
待
た
る
る
も
の
と
雁
は
来
に
け
り
（
寂
身
集
・
詠
四
十
八
首
和
歌　
宝
治
二
年
七
月
日
或
所
勧
進
・
雁
・
五
七
九
）
〔
語
釈
〕　
○
え
や
は
待
た
れ
け
る
―
反
語
表
現
。
ど
う
し
て
待
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
、
い
や
で
き
な
い
。
郭
公
474　
鳴な
き
古ふる
す
里さと
も
や
あ
る
と
宿やと
か
へ
て
待ま
て
ど
も
聞き
か
ぬ
時ほと
ゝ
き
す鳥
か
な
〔
通
釈
〕　
郭
公
他
に
鳴
き
古
し
て
い
る
里
も
あ
る
か
と
、
宿
り
を
替
え
て
待
つ
け
れ
ど
も
、
い
っ
こ
う
に
聞
か
な
い
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
夜
を
重
ね
待
つ
と
は
知
ら
で
時
鳥
い
か
な
る
里
に
鳴
き
古
す
ら
ん
（
堀
河
百
首
・
夏
・
郭
公
・
三
八
四
・
河
内
。
後
葉
集
・
夏
・
九
一
。
万
代
集
・
夏
・
五
五
一
）
鳴
き
古
す
里
を
ば
知
ら
で
時
鳥
聞
く
や
初
音
と
思
ひ
け
る
か
な
（
現
存
六
帖
・
ほ
と
と
ぎ
す
・
八
一
八
・
為
家
）
待
ち
わ
び
ぬ
宿
や
か
へ
ま
し
時
鳥
同
じ
都
も
分
き
て
鳴
く
な
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
一
・
七
三
三
・
惟
明
。
万
代
集
・
夏
・
五
四
七
）
〔
語
釈
〕　
○
鳴
き
古
す
―
古
く
な
る
ま
で
鳴
き
続
け
る
意
。「
去
年
の
夏
鳴
き
古
し
て
し
郭
公
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
声
の
か
は
ら
ぬ
」（
古
今
集
・
夏
・
一
五
九
・
読
人
不
知
）
が
原
拠
。
四
四
二
（
郭
公
）
475　
村むら
さ
め雨
の
雲
井
の
よ
そ
に
鳴な
き
捨す
て
てゝ
け
し
き
空そら
な
る
郭
公
か
な
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
村
雨
を
降
ら
せ
る
雲
が
い
る
所
か
ら
遙
か
彼
方
に
鳴
き
声
を
捨
て
て
去
っ
て
、
そ
の
姿
は
あ
て
も
な
い
空
の
ど
こ
か
で
、
私
の
気
も
そ
ぞ
ろ
に
さ
せ
る
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
時
鳥
雲
ゐ
の
よ
そ
に
な
り
し
か
ば
我
ぞ
名
残
の
空
に
な
か
れ
し
（
金
葉
集
・
恋
下
・
四
五
一
・
公
実
）
か
き
曇
れ
時
雨
る
と
な
ら
ば
神
無
月
け
し
き
空
な
る
人
や
と
ま
る
と
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
三
八
・
馬
内
侍
）
〔
参
考
〕　
心
を
ぞ
尽
く
し
果
て
つ
る
時
鳥
ほ
の
め
く
宵
の
村
雨
の
空
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
七
・
長
方
）
時
鳥
た
だ
一
声
を
鳴
き
捨
て
て
月
に
つ
れ
な
き
有
明
の
空
（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
暁
郭
公
・
六
七
・
伊
平
）
〔
語
釈
〕　
○
け
し
き
空
な
る
―
姿
が
あ
て
も
な
い
虚
空
に
あ
る
意
。
自
分
の
気
が
虚
ろ
だ
の
意
が
掛
か
る
か
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
公
実
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
早
苗
476　
山
里
も
な
ほを
こ
と
繁しけ
し
我わ
が
門ゝと
の
外そと
面も
の
小
田
の
早さ
苗なへ
取と
る
頃ころ
〔
通
釈
〕　
早
苗
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
四
三
山
里
も
や
は
り
仕
事
が
多
く
せ
わ
し
な
い
よ
。
我
が
家
の
門
の
外
側
の
田
の
早
苗
を
取
る
頃
は
。
〔
本
歌
〕　
山
里
の
外
面
の
小
田
の
苗
代
に
岩
間
の
水
を
堰
か
ぬ
日
ぞ
な
き
（
金
葉
集
・
春
・
七
五
・
隆
資
）
〔
参
考
〕　
我
が
門
の
外
面
の
小
田
も
今
日
こ
そ
は
あ
け
つ
る
ま
ま
に
早
苗
取
ら
す
れ
（
為
忠
家
初
度
百
首
・
夏
・
門
田
早
苗
・
二
〇
一
・
盛
忠
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
集
・
夏
・
百
番
御
歌
合
に
・
一
二
三
、
四
句
「
外
面
の
小
田
に
」。
〔
語
釈
〕　
○
早
苗
取
る
頃
―
苗
代
か
ら
若
苗
を
取
り
田
に
植
え
る
時
節
。「
早
苗
月
」
や
「
早
苗
取
り
月
」
と
い
う
異
名
を
持
つ
五
月
の
頃
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
隆
資
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
な
お
、『
瓊
玉
和
歌
集
』
新
注
で
は
こ
の
本
歌
を
参
考
歌
と
し
た
。
昌
蒲
477　
世よ
の
う
き
に
生お
ふ
る
菖あや
め蒲
の
草
の
糸いと
の
苦くる
し
や
我
が・
身
ね
の
み
泣な
か
れ
て
〔
通
釈
〕　
菖
蒲
泥
に
生
え
る
菖
蒲
草
の
糸
を
繰
る
で
は
な
い
が
、
世
の
中
の
憂
き
辛
さ
に
苦
し
い
よ
、
菖
蒲
の
根
が
流
れ
る
よ
う
に
、
我
が
身
は
音
（
声
）
に
出
し
て
泣
か
れ
る
ば
か
り
で
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
う
き
に
生
ひ
た
る
菖
蒲
草
今
日
は
袂
に
音
ぞ
か
か
り
け
る
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
九
四
・
隆
家
）
〔
参
考
〕　
う
き
に
生
ひ
て
人
も
手
ふ
れ
ぬ
菖
蒲
草
た
だ
徒
ら
に
音
の
み
泣
か
れ
て
（
和
泉
式
部
集
・
同
じ
人
（
丹
後
）
に
・
五
七
六
）
四
四
四
菖
蒲
草
我
が
身
の
う
き
を
引
き
替
へ
て
な
べ
て
な
ら
ぬ
に
生
ひ
も
出
で
な
ん
（
金
葉
集
・
夏
・
一
三
一
・
永
縁
）
蚊
遣
り
火
の
さ
夜
更
け
方
の
下
焦
が
れ
苦
し
や
我
が
身
人
知
れ
ず
の
み
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
七
〇
・
好
忠
）
つ
れ
も
な
き
岩
に
か
か
れ
る
滝
の
糸
の
苦
し
や
心
絶
え
ぬ
も
の
か
ら
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
滝
恋
・
二
六
七
四
・
少
将
内
侍
）
〔
語
釈
〕　
○
昌
蒲
―
「
菖
蒲
」
と
同
じ
。
○
う
き
―
「
憂
き
」
に
「
菖
蒲
の
草
」「
ね
（
根
）」
の
縁
で
「
泥
（
泥
土
）」
が
掛
か
る
。
○
菖
蒲
の
草
の
糸
の
苦
し
や
―
菖
蒲
草
を
「
糸
」
に
見
立
て
、
そ
の
「
糸
」
を
「
繰
る
」
か
ら
同
音
で
「
苦
（
し
や
）」
を
起
こ
す
。
○
ね
―
「
音
」
に
「
う
き
（
泥
）」「
菖
蒲
の
草
」
の
縁
で
「
根
」
が
掛
か
る
。
○
泣
か
れ
て
―
「
う
き
（
泥
）」「
菖
蒲
の
草
」
の
縁
で
「
流
れ
て
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
藤
原
隆
家
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
五
月
雨
478　
絶た
え
ず
立た
つ
煙けふり
や
い
づ
こ
五さ
み
た
れ
月
雨
の
雲くも
井
隠かく
れ
の
富ふ
し士
の
柴しは
や
ま山
〔
通
釈
〕　
五
月
雨
絶
え
る
こ
と
な
く
立
つ
煙
は
ど
こ
だ
。
五
月
雨
の
雲
に
隠
れ
て
い
る
富
士
の
柴
山
よ
。
〔
参
考
〕　
富
士
の
嶺
に
煙
絶
え
ず
と
聞
き
し
か
ど
我
が
思
ひ
に
は
立
ち
後
れ
け
り
（
新
勅
撰
集
・
恋
二
・
七
二
八
・
師
輔
。
九
条
右
大
臣
集
・
六
〇
、
初
句
「
富
士
の
嶺
の
」）
天
の
原
富
士
の
柴
山
霞
み
つ
つ
雲
井
に
だ
に
も
見
え
ぬ
春
か
な
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
霞
・
七
〇
・
頼
氏
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
四
五
五
月
雨
の
雲
に
煙
は
埋
も
れ
て
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
富
士
の
柴
山
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
四
四
七
・
成
実
）
五
月
雨
の
雲
ゐ
に
高
き
郭
公
月
の
か
つ
ら
の
影
し
た
ふ
ら
し
（
順
徳
院
百
首
・
夏
・
二
五
）
春
日
山
雲
井
隠
れ
て
遠
け
れ
ど
家
は
思
は
ず
君
を
こ
そ
思
へ
（
拾
遺
集
・
雑
恋
・
一
二
四
四
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
四
五
四
・
人
麿
歌
集
、
結
句
「
君
を
し
ぞ
思
ふ
」）
〔
類
歌
〕　
立
ち
の
ぼ
る
煙
や
い
づ
こ
富
士
の
嶺
の
霞
ぞ
深
き
春
の
曙
（
文
保
百
首
・
春
・
二
三
九
九
・
行
房
）
〔
語
釈
〕　
○
雲
井
―
こ
こ
は
雲
の
意
。
○
富
士
の
柴
山
―
駿
河
国
の
歌
枕
。
富
士
山
の
こ
と
。「
柴
山
」
は
、
雑
木
の
繁
る
山
。「
東
路
の
富
士
の
柴
山
し
ば
し
だ
に
消
た
ぬ
思
ひ
に
立
つ
煙
か
な
」（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
八
七
・
信
実
）
が
勅
撰
集
の
初
例
。
夏
月
479　
夏なつ
の
夜よ
は
雲
の
い
づ
こ
と
思おも
ひ
し
に
袖
さ
へ
月
の
宿やと
り
な
り
け
る
〔
通
釈
〕　
夏
の
月
夏
の
夜
は
雲
の
ど
の
あ
た
り
に
（
宿
っ
て
い
る
の
か
）
と
思
っ
て
い
た
の
に
、（
雲
だ
け
で
な
く
、
私
の
涙
の
）
袖
ま
で
が
月
の
宿
り
所
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
夏
の
夜
は
ま
だ
宵
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
宿
る
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
六
六
・
深
養
父
）
〔
参
考
〕　
逢
ひ
に
逢
ひ
て
物
思
ふ
頃
の
我
が
袖
に
宿
る
月
さ
へ
濡
る
る
顔
な
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
五
六
・
伊
勢
。
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
七
〇
、
三
句
「
我
が
袖
は
」）
秋
の
夜
は
ひ
と
り
し
め
の
の
さ
さ
の
庵
袖
こ
そ
月
の
宿
り
な
り
け
れ
（
夫
木
抄
・
雑
四
・
し
め
の
、
大
和
又
近
江
・
家
集
・
四
四
六
九
八
二
五
・
長
明
）
七
夕
480　
暮く
る
るゝ
間ま
を
待
ち・
や
侘わ
ぶ
ら
ん
た
な
ば
た
の
あ
さ
引ひ
く
糸いと
の
思
ひ・
乱みた
れ
て
〔
通
釈
〕　
七
夕
（
糸
を
繰
り
な
が
ら
）
暮
れ
る
間
を
待
ち
侘
び
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
七
夕
の
両
星
が
逢
う
日
の
朝
、
棚
機
の
麻
糸
を
引
く
そ
の
糸
が
乱
れ
る
よ
う
に
、
心
が
思
い
乱
れ
て
。
〔
本
歌
〕　
七
夕
は
あ
さ
引
く
糸
の
乱
れ
つ
つ
と
く
と
や
今
日
の
暮
を
待
つ
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
四
〇
・
小
左
近
）
〔
類
歌
〕　
待
ち
侘
ぶ
る
心
も
知
ら
ず
暮
る
る
間
の
山
の
端
遅
き
月
の
影
か
な
（
白
河
殿
七
百
首
・
秋
・
待
月
・
二
七
二
・
為
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
暮
る
る
―
「
糸
」
の
縁
で
「
繰
る
」
が
掛
か
る
。
○
た
な
ば
た
の
あ
さ
引
く
糸
の
―
「
七
夕
の
朝
」
に
「
棚
機
（
あ
る
い
は
「
織
女
」）
の
麻
引
く
糸
の
」
が
掛
か
り
、
そ
れ
が
序
詞
と
な
り
、「
乱
れ
て
」
を
起
こ
す
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
小
左
近
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
（
七
夕
）
481　
明あ
け
に
け
り
い
づ
ら
は
秋
の
名な
の
み
し
て
短みしか
き
夜
半は
の
星ほし
あ
ひ合
の
空そら
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
四
七
〔
通
釈
〕（
七
夕
）
明
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
秋
の
長
い
と
い
う
夜
は
評
判
ば
か
り
で
、（
年
に
一
度
の
逢
瀬
に
は
）
短
い
夜
で
あ
る
、
両
星
が
逢
う
七
夕
の
空
だ
。
〔
本
歌
〕　
む
つ
ご
と
も
ま
だ
尽
き
な
く
に
明
け
ぬ
め
り
い
づ
ら
は
秋
の
長
し
て
ふ
夜
は
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
一
五
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
秋
も
な
ほ
天
の
川
原
に
立
つ
浪
の
よ
る
ぞ
短
き
星
合
の
空
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
五
八
・
土
御
門
院
。
土
御
門
院
百
首
・
秋
・
七
夕
・
三
七
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
一
五
）
〔
語
釈
〕　
○
星
合
―
年
に
一
度
七
月
七
日
の
七
夕
に
、
牽
牛
と
織
女
の
両
星
が
逢
う
こ
と
。
荻
482　
秋あき
風
の
憂う
き
は
な
べ
て
と
思おも
へ
ど
も
さ
も
侘わ
び
さ
す
る
荻おき
の
音おと
か
な
〔
通
釈
〕　
荻
秋
風
の
憂
く
辛
い
の
は
普
通
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、
い
か
に
も
心
細
く
さ
せ
る
荻
を
吹
く
風
の
音
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
の
憂
き
は
な
べ
て
も
な
か
り
け
り
頼
む
限
り
ぞ
恨
み
ら
れ
け
る
（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
六
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
も
の
ご
と
に
秋
の
け
し
き
は
し
る
け
れ
ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
三
・
行
宗
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
も
侘
び
さ
す
る
―
こ
の
句
形
は
、『
狭
衣
物
語
』
の
「
湧
き
返
り
氷
の
下
に
む
せ
び
つ
つ
さ
も
侘
び
さ
す
る
吉
野
川
か
な
」
（
巻
二
・
七
五
・
狭
衣
）
が
早
い
。
定
家
が
「
空
も
空
鳴
か
で
も
や
ま
じ
夕
暮
を
さ
も
侘
び
さ
す
る
時
鳥
か
な
」（
拾
遺
愚
草
・
皇
后
宮
四
四
八
大
輔
百
首
文
治
三
年
春
詠
送
之
・
夏
・
二
一
八
）、
信
実
が
「
分
け
入
れ
ば
衣
手
寒
み
露
添
へ
て
さ
も
侘
び
さ
す
る
秋
の
み
山
路
」（
正
治
後
度
百
首
・
山
路
・
四
七
三
）
と
詠
む
。
ま
た
、『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
四
百
四
十
一
番
の
行
家
判
詞
に
「
岩
間
を
分
け
氷
の
下
を
く
ぐ
る
を
ぞ
さ
も
侘
び
さ
す
る
吉
野
川
か
な
」
と
、（
恐
ら
く
は
『
狭
衣
』
歌
と
し
て
）
引
か
れ
て
い
る
。
以
上
は
い
ず
れ
も
、
宗
尊
が
見
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
薄
483　
花
薄
多おほ
か
る
野
辺
は
唐から
衣ころも
袂たもと
ゆ
た
か
に
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　
薄
花
す
す
き
が
多
い
こ
の
野
辺
は
、
唐
衣
の
袂
を
ゆ
っ
た
り
と
ふ
く
ら
ま
せ
て
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。
〔
本
歌
〕　
嬉
し
き
を
何
に
つ
つ
ま
む
唐
衣
袂
ゆ
た
か
に
裁
て
と
い
は
ま
し
を
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
六
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
女
郎
花
お
ほ
か
る
野
辺
に
花
薄
い
づ
れ
を
さ
し
て
招
く
な
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
五
六
・
読
人
不
知
）
野
辺
ご
と
に
お
と
づ
れ
渡
る
秋
風
を
あ
だ
に
も
な
び
く
花
薄
か
な
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
五
〇
・
八
条
院
六
条
）
禊
ぎ
す
る
川
瀬
に
さ
夜
や
更
け
ぬ
ら
ん
返
る
袂
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
千
載
集
・
夏
・
六
月
祓
を
よ
め
る
・
二
二
五
・
読
人
不
知
）
狩
衣
袂
を
分
け
て
花
薄
野
原
篠
原
秋
風
ぞ
吹
く
（
為
家
集
・
秋
・
同
〔
正
嘉
〕
元
年
卒
爾
百
首
・
七
八
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
あ
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
薄
・
一
六
七
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
秋
歌
中
に
・
三
四
六
。
和
歌
用
意
条
々
・
二
四
。
〔
語
釈
〕　
○
花
薄
―
穂
の
出
て
い
る
薄
を
花
に
見
立
て
た
美
称
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
四
九
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
何
れ
も
宗
尊
が
学
び
え
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
直
接
そ
れ
を
意
識
し
て
詠
じ
た
と
い
う
よ
り
は
、
宗
尊
自
身
の
中
に
貯
え
ら
れ
た
素
養
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
為
世
作
か
と
い
う
『
和
歌
用
意
条
々
』
は
、「
本
歌
取
る
事
様
々
の
体
あ
り
」
の
項
に
該
歌
を
引
き
、
そ
の
本
歌
に
「
嬉
し
き
を
」
の
『
古
今
集
』
歌
を
挙
げ
る
。
露
484　
心
な
き
草
葉
も
露つゆ
の
こ
ぼ
る
るゝ
は
い
か
な
る
秋
の
辛つら
さ
な
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
露
心
な
き
草
の
葉
も
、
涙
の
よ
う
な
露
が
こ
ぼ
れ
る
の
は
、
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
秋
の
辛
さ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
心
な
き
身
は
草
葉
に
も
あ
ら
な
く
に
秋
来
る
風
に
疑
は
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
八
六
・
伊
勢
）
〔
参
考
〕　
我
な
ら
ぬ
草
葉
も
も
の
は
思
ひ
け
り
袖
よ
り
外
に
置
け
る
白
露
（
続
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
一
・
忠
国
）
〔
影
響
〕　
心
な
き
草
葉
は
何
を
思
ふ
ら
ん
我
が
衣
手
に
似
た
る
露
か
な
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
秋
・
露
・
四
六
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
御
歌
と
・
一
八
六
。
〔
補
説
〕　
伊
勢
の
歌
の
本
歌
取
だ
が
、
西
行
の
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
二
・
西
行
）
に
も
通
う
。
四
五
〇
（
露
）
485　
暮く
る
るゝ
間ま
も
頼たの
ま
れ
ぬ
身
の
命
に
て
何なに
か
は
露つゆ
を
あ
だ
に
見
る
べ
き
〔
通
釈
〕（
露
）
日
が
暮
れ
る
ま
で
の
短
い
間
も
頼
み
に
な
ら
な
い
こ
の
身
の
命
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
露
を
は
か
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
〔
本
歌
〕　
命
や
は
何
ぞ
は
露
の
あ
だ
も
の
を
逢
ふ
に
し
か
へ
ば
惜
し
か
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
一
五
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
暮
る
る
間
も
待
つ
べ
き
世
か
は
あ
だ
し
野
の
末
葉
の
露
に
嵐
立
つ
な
り
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
四
七
・
式
子
）
い
か
に
せ
む
暮
を
待
つ
べ
き
命
だ
に
な
ほ
頼
ま
れ
ぬ
身
を
嘆
き
つ
つ
（
新
勅
撰
集
・
恋
三
・
八
一
三
・
隆
祐
）
〔
語
釈
〕　
○
何
か
は
―
下
の
「
見
る
べ
き
」
に
か
か
っ
て
、
反
語
の
意
を
表
す
。
〔
補
説
〕　
本
歌
は
、『
友
則
集
』
で
は
「
命
か
は
何
ぞ
も
露
の
あ
だ
も
の
を
逢
ふ
に
し
か
へ
ば
惜
し
か
ら
ぬ
身
を
」（
四
九
）
で
、
こ
の
初
二
句
は
『
古
今
六
帖
』（
第
四
・
ざ
ふ
の
思
）
も
同
じ
で
、
か
つ
『
古
今
集
』
の
元
永
本
や
真
田
本
も
同
様
で
あ
る
。
宗
尊
が
こ
の
形
の
本
文
に
依
拠
し
た
可
能
性
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
秋
夕
486　
来く
る
秋
は
我わ
が
た
め
と
の
み
嘆なけ
か
れ
て
虫むし
の
音ね
聞き
か
ぬ
夕ゆふ
く
れ暮
も
憂う
し
〔
通
釈
〕　
秋
の
夕
べ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
一
来
る
秋
は
自
分
一
人
の
た
め
だ
と
ば
か
り
お
の
づ
か
ら
嘆
か
れ
て
、
虫
の
鳴
く
音
を
聞
か
な
い
夕
暮
で
も
憂
く
辛
い
。
〔
本
歌
〕　
我
が
た
め
に
来
る
秋
に
し
も
あ
ら
な
く
に
虫
の
音
聞
け
ば
ま
づ
ぞ
悲
し
き
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
六
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
風
寒
み
明
け
方
近
く
置
く
露
を
我
が
た
め
と
の
み
虫
ぞ
鳴
く
な
る
（
宝
治
百
首
・
秋
・
暁
虫
・
一
五
四
五
・
為
継
）
秋
の
夜
を
誰
と
と
も
に
か
明
か
す
ら
ん
虫
の
音
聞
か
ぬ
人
に
問
は
ば
や
（
散
木
奇
歌
集
・
虫
為
夜
友
・
四
二
六
。
和
歌
一
字
抄
・
友
・
六
一
二
・
俊
頼
）
〔
類
歌
〕　
散
ら
ぬ
間
も
い
つ
ま
で
と
の
み
嘆
か
れ
て
花
に
愁
へ
の
や
む
時
も
な
し
（
政
範
集
・
春
五
十
首
続
歌
し
侍
り
し
時
・
盛
花
・
一
一
五
）
秋
さ
れ
ば
さ
ら
で
も
袖
や
露
け
き
と
虫
の
音
聞
か
ぬ
夕
暮
も
が
な
（
新
葉
集
・
秋
下
・
三
六
〇
・
四
条
隆
資
）
〔
語
釈
〕　
○
虫
の
音
聞
か
ぬ
―
参
考
の
俊
頼
詠
が
早
い
。
そ
の
後
、
真
観
の
叔
父
藤
原
光
経
の
「
移
し
植
ゑ
し
一
む
ら
薄
霜
枯
れ
て
虫
の
音
聞
か
ぬ
冬
ぞ
寂
し
き
」（
光
経
集
・
冬
・
二
四
〇
）
や
、
幕
府
御
家
人
笠
間
時
朝
の
「
侘
び
人
の
草
の
と
ざ
し
は
野
と
な
り
て
虫
の
音
き
聞
か
ぬ
夕
暮
ぞ
な
き
」（
時
朝
集
・
未
入
集
歌
・
秋
・
虫
・
一
九
三
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
宗
尊
が
学
び
得
て
も
不
思
議
は
な
い
。
（
秋
夕
）
487　
と
も
す
れ
ば
頼たの
め
ぬ
人
も
恋
し
く
て
待ま
つ
に
ま
さ
れ
る
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕（
秋
の
夕
べ
）
や
や
も
す
る
と
、
私
に
訪
れ
を
あ
て
に
さ
せ
な
い
人
ま
で
も
恋
し
く
て
、
あ
て
に
さ
せ
た
人
を
待
つ
の
に
（
苦
し
さ
が
）
ま
さ
っ
て
い
る
秋
の
夕
暮
だ
。
四
五
二
〔
本
歌
〕　
頼
め
つ
つ
来
ぬ
夜
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
待
た
じ
と
思
ふ
ぞ
待
つ
に
ま
さ
れ
る
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
四
八
・
人
麿
）
〔
参
考
〕　
待
て
と
だ
に
頼
め
ぬ
人
の
宵
宵
を
恋
ひ
て
は
ひ
と
り
侘
び
つ
つ
ぞ
寝
る
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ひ
と
り
ね
・
一
三
九
七
・
為
家
）
鹿
488　
尋たつ
ね
来き
て
さ
も
慰なくさ
め
ぬ
あ
は
れ
か
な
鹿しか
の
鳴な
き
け
る
秋
の
山やま
さ
と里
〔
通
釈
〕　
鹿
こ
の
よ
う
に
尋
ね
て
来
て
も
、
さ
ほ
ど
気
持
ち
を
慰
め
は
し
な
い
、
哀
れ
な
風
情
で
あ
る
な
。
鹿
が
鳴
い
た
秋
の
山
里
は
。
〔
本
歌
〕　
な
に
し
か
は
人
も
来
て
み
ん
い
と
ど
し
く
も
の
思
ひ
ま
さ
る
秋
の
山
里
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
三
三
四
・
和
泉
式
部
）
こ
の
頃
は
木
木
の
梢
に
紅
葉
し
て
鹿
こ
そ
は
鳴
け
秋
の
山
里
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
四
四
・
上
東
門
院
中
将
）
〔
参
考
〕　
山
里
は
あ
は
れ
な
り
や
と
人
問
は
ば
鹿
の
鳴
く
音
を
聞
け
と
答
へ
ん
（
西
行
法
師
家
集
・
秋
・
鹿
・
二
六
五
。
宮
河
歌
合
・
三
五
）
山
里
の
暁
方
の
鹿
の
音
は
夜
は
の
あ
は
れ
の
か
ぎ
り
な
り
け
り
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
一
九
・
慈
円
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
百
番
の
御
歌
合
に
、
鹿
を
・
一
八
一
。
〔
語
釈
〕　
○
さ
も
慰
め
ぬ
―
「
さ
も
」
は
打
消
し
を
伴
っ
て
、
た
い
し
て
～
な
い
、
の
意
を
表
す
副
詞
。「
慰
め
」
は
、
下
二
段
活
用
の
他
動
詞
「
慰
む
」
の
連
用
形
で
、
気
持
ち
を
晴
ら
す
意
。「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。「
慰
ま
ぬ
」
の
方
が
通
用
し
て
い
る
。「
慰
め
ぬ
」
の
先
行
例
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』
の
「
時
鳥
な
れ
も
心
や
慰
め
ぬ
姨
捨
山
の
月
に
鳴
く
夜
は
」（
夏
二
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
三
八
五
九
・
丹
後
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
新
後
撰
集
』（
夏
・
一
九
一
）
で
は
「
慰
ま
ぬ
」
で
あ
る
。『
万
代
集
』
に
醍
醐
御
製
と
い
う
「
唐
衣
き
て
慰
め
ぬ
人
よ
り
も
い
づ
れ
か
辛
き
こ
と
の
ま
さ
ら
む
」（
恋
五
・
二
六
五
三
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
尊
は
他
に
も
、
「
慰
め
ぬ
我
に
て
知
り
ぬ
世
の
人
も
か
く
や
見
る
ら
ん
秋
の
夜
の
月
」（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
九
）
や
「
慰
め
ぬ
月
を
憂
き
世
の
ほ
か
ぞ
と
は
い
つ
は
り
し
け
る
人
や
言
ひ
け
む
」（
本
集
・
139
）
と
詠
じ
て
い
る
。
な
お
、
宗
尊
家
の
女
房
小
督
に
「
見
れ
ば
ま
づ
袖
の
み
濡
れ
て
思
ふ
こ
と
さ
も
慰
ま
ぬ
夜
は
の
月
か
な
」（
観
月
集
・
秋
上
・
二
一
〇
）
と
い
う
類
句
の
作
例
が
あ
る
。
○
鹿
の
鳴
き
け
る
―
本
集
も
『
瓊
玉
集
』
の
主
要
諸
本
も
『
柳
葉
集
』
も
こ
の
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
句
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
原
態
か
と
疑
わ
れ
な
く
も
な
い
が
、『
瓊
玉
集
』
の
一
部
伝
本
の
「
鹿
の
鳴
く
な
る
」
の
形
の
方
が
よ
り
一
般
的
か
。
〔
補
説
〕　
大
局
的
に
は
、「
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
五
・
読
人
不
知
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
一
首
で
あ
る
。「
さ
も
慰
め
ぬ
あ
は
れ
」
は
、
過
去
の
歌
人
達
が
詠
出
し
て
き
た
よ
う
に
鹿
が
鳴
く
秋
の
山
里
の
情
趣
が
こ
れ
以
上
な
い
「
あ
は
れ
」
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
す
ら
心
を
満
た
す
こ
と
が
な
い
心
底
を
表
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
。参
考
歌
「
山
里
の
」
の
作
者
慈
円
は
、
参
考
の
西
行
詠
「
山
里
は
」
の
一
首
や
「
何
と
な
く
住
ま
ま
ほ
し
く
ぞ
思
ほ
ゆ
る
鹿
あ
は
れ
な
る
秋
の
山
里
」（
山
家
集
・
秋
・
鹿
・
四
三
五
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
慈
円
に
「
山
里
の
あ
は
れ
い
か
に
と
人
問
は
ば
寝
覚
め
の
鹿
の
声
を
語
ら
ん
」（
拾
玉
集
・
詠
百
首
倭
歌
・
秋
・
寝
覚
聞
鹿
・
八
四
五
）
と
い
う
模
倣
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
平
経
盛
男
経
正
に
も
「
山
里
の
秋
の
あ
は
れ
を
人
問
は
ば
鹿
の
音
を
こ
そ
ま
づ
は
語
ら
め
」（
経
正
集
・
秋
・
鹿
・
四
七
）
と
い
う
同
類
の
模
倣
が
あ
る
。
宗
尊
も
こ
の
西
行
詠
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
四
五
四
初
雁
489　
あ
は
れ
に
も
待ま
ち
来こ
し
秋
の
め
ぐ
り
き
て
雲
井
の
月
に
雁かり
の
鳴な
く
な
る
〔
通
釈
〕　
初
雁
し
み
じ
み
と
あ
わ
れ
な
こ
と
に
、
待
ち
来
た
っ
た
秋
が
廻
っ
て
き
て
、
空
の
月
に
雁
が
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
七
夕
の
待
ち
来
し
秋
は
夜
寒
に
て
雲
に
か
さ
ぬ
る
天
の
羽
衣
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
四
四
〇
、
秋
篠
月
清
集
・
七
三
六
）
九
重
の
雲
ゐ
を
分
け
て
ひ
さ
か
た
の
月
の
都
に
雁
ぞ
鳴
く
な
る
（
金
槐
集
・
秋
・
月
前
雁
・
二
二
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
前
雁
・
二
一
四
、「
雁
ぞ
鳴
く
な
る
」。
〔
語
釈
〕　
○
め
ぐ
り
―
季
節
が
廻
り
の
意
だ
が
、「
月
」
の
縁
で
天
空
を
廻
る
意
が
響
く
。「
今
は
た
だ
雲
ゐ
の
月
を
な
が
め
つ
つ
め
ぐ
り
逢
ふ
べ
き
ほ
ど
も
知
ら
れ
ず
」（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
六
一
・
陽
明
門
院
）。
○
雁
の
鳴
く
な
る
―
「
な
る
」
は
聴
覚
の
推
定
。
本
来
は
「
鳴
く
な
り
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
月
490　
を
初はつ
瀬せ
の
山
の
秋あき
ゝ
り霧
空そら
晴は
れ
て
伏ふし
見
の
暮くれ
に
出い
づ
る
月
影かけ
〔
通
釈
〕　
月
初
瀬
の
山
の
秋
霧
は
、
そ
の
空
が
晴
れ
て
、（
菅
原
の
）
伏
見
の
暮
に
出
る
月
よ
。
〔
本
歌
〕　
菅
原
や
伏
見
の
暮
に
見
渡
瀬
ば
霞
に
ま
が
ふ
を
初
瀬
の
山
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
四
二
・
読
人
不
知
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
五
〔
参
考
〕　
あ
し
び
き
の
山
の
秋
霧
吹
き
分
け
て
風
を
た
よ
り
に
出
づ
る
月
影
（
万
代
集
・
秋
上
・
九
六
九
・
伊
平
）
雁
の
来
る
峰
の
秋
霧
空
晴
れ
て
羽
し
ろ
た
へ
に
澄
め
る
月
影
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
夜
〔
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
〕
当
座
御
会
和
歌
九
品
・
月
前
雁
・
一
五
五
八
）
〔
類
歌
〕　
霧
晴
る
る
伏
見
の
暮
の
秋
風
に
月
澄
み
の
ぼ
る
を
初
瀬
の
山
（
新
後
撰
集
・
秋
上
・
三
四
四
・
有
房
）
を
初
瀬
の
山
の
端
な
が
ら
霞
む
な
り
伏
見
の
暮
に
出
づ
る
月
影
（
草
庵
集
・
春
上
・
御
子
左
大
納
言
家
三
首
、
山
春
月
・
一
〇
二
）
鐘
の
音
に
う
ち
な
が
む
れ
ば
初
瀬
山
伏
見
の
暮
に
出
づ
る
月
影
（
芳
雲
集
・
秋
・
月
出
山
・
二
一
二
八
）
〔
語
釈
〕　
○
を
初
瀬
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
を
」
は
美
称
の
接
頭
語
。
初
瀬
山
の
こ
と
。
大
和
国
磯
城
郡
（
現
奈
良
県
桜
井
市
）
初
瀬
に
あ
る
山
。
○
伏
見
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
菅
原
」
の
「
伏
見
」。
大
和
国
添
下
郡
菅
原
（
現
奈
良
市
菅
原
町
）。
古
く
土
師
氏
が
住
み
、
後
に
菅
原
氏
の
本
貫
地
と
な
っ
た
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
歌
の
内
、
特
に
下
句
が
一
致
す
る
頓
阿
と
武
者
小
路
実
陰
の
歌
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
歌
を
総
合
的
に
検
証
す
る
な
か
で
、
改
め
て
宗
尊
の
歌
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
月
）
491　
山やま
高たか
み
絶た
えへ
ず
た
な
び
く
雲
晴は
れ
て
澄す
め
ば
澄す
み
ぬ
る
秋
の
夜よ
の
月
〔
本
文
〕　
○
澄
め
ば
澄
み
ぬ
る
―
底
本
は
「
す
め
□
（
虫
損
）
す
み
ぬ
る
」。
書
陵
部
本
に
よ
り
「
は
」
を
補
う
。
〔
通
釈
〕（
月
）
四
五
六
山
が
高
い
の
で
絶
え
ず
た
な
び
い
て
い
る
雲
が
晴
れ
て
、
や
は
り
澄
ん
で
み
れ
ば
澄
ん
で
し
ま
う
秋
の
夜
の
月
だ
。
〔
本
歌
〕　
白
雲
の
絶
え
ず
た
な
び
く
峰
に
だ
に
住
め
ば
住
み
ぬ
る
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
五
・
惟
喬
）
〔
類
歌
〕　
降
る
ほ
ど
は
時
雨
に
濁
る
池
水
の
澄
め
ば
澄
み
ぬ
る
冬
の
夜
の
月
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
五
三
六
・
源
頼
武
）
〔
語
釈
〕　
○
澄
め
ば
澄
み
ぬ
る
―
本
歌
の
「
住
め
ば
住
み
ぬ
る
」
を
詠
み
替
え
る
。
た
だ
し
こ
こ
も
、「
山
高
み
」
の
縁
で
「
住
め
ば
住
み
ぬ
る
」
が
響
く
か
。
〔
補
説
〕　
類
歌
と
し
た
南
朝
の
一
首
は
、
該
歌
か
ら
の
影
響
が
疑
わ
れ
る
。
（
月
）
492　
厭いと
ふ
べ
き
物
と
は
知し
ら
ず
見
て
も
ま
た
ま又た
も
見
ま
く
の
秋
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕（
月
）
馴
れ
る
の
を
嫌
が
る
べ
き
も
の
だ
と
は
、
分
か
ら
な
い
。
見
て
も
見
て
も
ま
た
見
た
く
な
る
、
秋
の
夜
の
月
は
。（
馴
れ
て
飽
き
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
）。
〔
本
歌
〕　
見
て
も
ま
た
ま
た
も
見
ま
く
の
ほ
し
け
れ
ば
馴
る
る
を
人
は
厭
ふ
べ
ら
な
り
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
五
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
飽
か
ず
の
み
思
ほ
え
む
を
ば
い
か
が
せ
ん
か
く
こ
そ
は
見
め
秋
の
夜
の
月
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
七
四
・
元
輔
）
〔
類
歌
〕　
厭
ふ
べ
き
物
と
は
聞
か
ず
山
田
守
る
庵
の
寝
覚
め
の
さ
牡
鹿
の
声
（
新
後
撰
集
・
秋
上
・
田
家
鹿
を
・
三
二
六
・
時
村
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
三
一
。
〔
語
釈
〕　
○
厭
ふ
べ
き
物
と
は
知
ら
ず
―
本
歌
は
、
幾
度
も
「
見
」
た
く
て
そ
れ
が
続
く
と
馴
れ
る
か
ら
そ
れ
を
「
人
」
は
厭
う
よ
う
だ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
七
と
言
う
が
、「
秋
の
夜
の
月
」
に
限
っ
て
は
馴
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
嫌
が
っ
て
避
け
る
は
ず
の
も
の
だ
と
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
、
と
異
を
唱
え
る
。
○
見
ま
く
―
「
ま
く
」
は
い
わ
ゆ
る
ク
語
法
で
、
見
る
こ
と
、
見
よ
う
と
す
る
こ
と
。
○
秋
―
「
厭
ふ
」
の
縁
で
「
飽
き
」
が
響
く
か
。
〔
補
説
〕　
類
歌
の
作
者
北
条
時
村
は
、
時
房
男
の
時
村
（
行
念
）
で
は
な
く
、
政
村
男
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
～
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
四
月
二
十
三
日
、
六
十
四
歳
。
連
署
・
左
京
権
大
夫
。
（
月
）
493　
憂う
き
事
の
身
に
添そ
ふ
秋あき
と
嘆なけ
き
て
も
な猶ほ
う
と
ま
れ
ぬ
夜よ
は半
の
月
か
な
〔
通
釈
〕（
月
）
憂
く
辛
い
事
の
我
が
身
に
さ
ら
に
加
わ
る
秋
だ
、
と
嘆
い
て
も
、
や
は
り
嫌
だ
と
は
思
え
な
い
（
秋
の
）
夜
中
の
月
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
か
へ
り
て
は
身
に
添
ふ
物
と
知
り
な
が
ら
暮
れ
行
く
年
を
何
慕
ふ
ら
ん
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
九
二
・
上
西
門
院
兵
衛
）
大
方
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
積
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も
の
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
）
〔
影
響
〕　
老
い
が
世
は
身
に
添
ふ
秋
の
涙
と
も
袖
に
よ
が
れ
ぬ
月
や
見
る
ら
ん
（
新
千
載
集
・
雑
上
・
一
七
七
五
・
平
行
氏
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
三
二
。
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
事
―
秋
に
つ
い
て
言
う
の
は
、「
憂
き
事
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
音
の
鳴
き
こ
そ
渡
れ
秋
の
夜
な
夜
な
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
三
・
躬
恒
）
や
「
憂
き
こ
と
の
繁
き
宿
に
は
忘
れ
草
植
ゑ
て
だ
に
見
じ
秋
ぞ
わ
び
し
き
」（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
五
一
・
四
五
八
読
人
不
知
）
な
ど
が
原
拠
。
○
嘆
き
て
も
―
為
家
の
「
年
を
経
て
我
が
身
ひ
と
つ
と
嘆
き
て
も
見
れ
ば
忘
る
る
秋
の
夜
の
月
」（
為
家
集
・
秋
・
見
月
同
〔
建
長
〕
八
年
四
月
廿
二
日
続
百
首
・
六
二
六
）
の
用
い
方
に
通
う
。
○
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
―
「
ぬ
」
は
打
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。「
時
鳥
な
ほ
疎
ま
れ
ぬ
心
か
な
な
が
鳴
く
里
の
よ
そ
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
夏
・
二
一
六
・
公
経
）
に
学
ぶ
か
。
こ
の
歌
の
本
歌
「
時
鳥
な
が
鳴
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
思
ふ
も
の
か
ら
」（
古
今
集
・
夏
・
一
四
七
・
読
人
不
知
）
の
「
ぬ
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
。
○
夜
半
の
月
か
な
―
「
心
に
も
あ
ら
で
憂
き
世
に
な
が
ら
へ
ば
恋
し
か
る
べ
き
夜
半
の
月
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
六
〇
・
三
条
院
）
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
思
し
い
「
か
く
ば
か
り
憂
き
世
の
中
の
思
ひ
出
に
見
よ
と
も
澄
め
る
夜
半
の
月
か
な
」（
千
載
集
・
雑
上
・
九
八
七
・
雅
通
）
な
ど
に
学
ぶ
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
両
首
は
、
加
齢
を
嘆
き
つ
つ
「
年
」
や
「
月
」
を
慕
い
愛
で
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
を
暗
に
意
識
す
る
か
。
宗
尊
詠
か
ら
の
影
響
と
見
た
歌
の
作
者
平
（
東
）
行
氏
は
、
行
胤
の
男
で
、
母
は
為
家
女
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
六
月
十
一
日
没
。「
二
条
家
と
縁
故
あ
る
武
家
歌
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
」（
和
歌
文
学
大
辞
典
）
と
い
う
。
（
月
）
494　
な
が
む
れ
ば
思
ひ・
ぞ
出い
づ
る
見
し
人
の
亡な
き
が
多おほ
く
の
秋あき
の
夜よ
の
月
〔
通
釈
〕（
月
）
な
が
め
る
と
、
思
い
出
す
よ
。
親
し
く
会
っ
た
人
で
亡
く
な
っ
た
者
が
多
く
な
り
、
彼
ら
と
共
に
過
ご
し
た
多
く
の
秋
の
夜
の
月
を
。
〔
本
歌
〕　
世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
が
多
く
も
な
り
に
け
る
か
な
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
九
九
・
為
頼
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
五
九
〔
参
考
〕　
見
し
人
も
亡
き
が
数
添
ふ
露
の
世
に
あ
ら
ま
し
か
ば
の
秋
の
夕
暮
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
二
二
・
俊
成
女
）
つ
れ
づ
れ
と
思
ひ
ぞ
出
づ
る
見
し
人
を
あ
は
で
幾
月
な
が
め
し
つ
ら
ん
（
金
葉
集
正
保
版
二
十
一
代
集
本
・
恋
下
・
六
九
七
・
橘
俊
宗
女
。
金
葉
集
三
奏
本
・
恋
下
・
四
五
八
・
橘
俊
宗
母
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
一
。
〔
語
釈
〕　
○
見
し
人
―
多
く
恋
人
や
夫
婦
で
あ
っ
た
人
を
言
う
が
、
こ
こ
は
親
し
く
会
っ
て
い
た
人
の
意
。
参
考
の
俊
成
女
詠
と
同
様
。
○
亡
き
が
多
く
の
秋
の
夜
の
月
―
「
亡
き
が
多
く
」
か
ら
「
多
く
」
を
重
ね
て
「
多
く
の
秋
の
夜
の
月
」
へ
鎖
る
。
（
月
）
495　
憂う
き
身
と
て
思おも
ひ
な
捨す
て
そ
幾いく
秋
を
馴な
れ
て
も
飽あ
か
ぬ
袖
の
月
影かけ
〔
通
釈
〕（
月
）
憂
く
辛
い
こ
の
身
だ
と
し
て
も
、
思
い
を
断
っ
て
見
捨
て
て
く
れ
る
な
。（
私
の
方
は
）
幾
秋
を
馴
れ
て
も
飽
き
る
こ
と
が
な
い
（
の
だ
か
ら
）、
袖
の
月
よ
。
〔
参
考
〕　
憂
き
ま
ま
に
厭
ひ
し
身
こ
そ
惜
し
ま
る
れ
あ
れ
ば
ぞ
見
け
る
秋
の
夜
の
月
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
六
三
・
隆
成
）
憂
き
身
を
も
思
ひ
な
捨
て
そ
秋
の
月
昔
よ
り
見
し
友
な
ら
ぬ
か
は
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・
三
六
八
・
隆
房
。
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
八
五
〇
、「
憂
き
身
を
ば
」）
行
く
末
も
幾
代
の
秋
の
友
な
れ
や
馴
れ
て
も
飽
か
ぬ
山
の
端
の
月
（
撰
歌
合
建
仁
元
年
八
月
十
五
日
・
月
多
秋
友
・
九
・
宮
内
卿
）
幾
秋
を
馴
れ
て
も
月
の
飽
か
な
く
に
残
り
少
な
き
身
を
恨
み
つ
つ
（
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
八
八
・
寂
延
。
御
裳
濯
集
・
秋
四
六
〇
上
・
三
八
九
）
（
月
）
496　
涙なみた
だゝ
に
心
に
か
な
ふ
秋あき
な
ら
ば
さ
や
け
き
ま
まゝ
の
月
は
見み
て
ま
し
〔
通
釈
〕（
月
）
涙
だ
け
で
も
心
の
思
う
と
お
り
に
な
る
秋
で
も
し
あ
る
な
ら
ば
、（
涙
に
曇
ら
な
い
）清
く
明
る
い
月
は
そ
の
ま
ま
見
よ
う
も
の
を
。
〔
本
歌
〕　
わ
り
な
し
や
心
に
か
な
ふ
涙
だ
に
身
の
憂
き
時
は
と
ま
り
や
は
す
る
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
八
八
四
・
源
雅
通
女
）
〔
参
考
〕　
身
の
憂
さ
の
秋
は
忘
る
る
も
の
な
ら
ば
涙
曇
ら
で
月
は
見
て
ま
し
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
九
八
・
頼
輔
。
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
八
三
）
大
方
に
さ
や
け
か
ら
ぬ
か
月
影
は
涙
曇
ら
ぬ
人
に
見
せ
ば
や
（
千
載
集
・
哀
傷
・
一
条
院
隠
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
年
の
秋
、
月
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
・
五
六
〇
・
承
香
殿
女
御
〔
元
子
〕。
続
詞
花
集
・
哀
傷
・
四
〇
二
）
忘
る
べ
き
今
は
我
が
身
の
涙
だ
に
心
に
か
な
ふ
夕
暮
ぞ
な
き
（
為
家
千
首
・
恋
・
六
三
〇
。
続
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
六
二
・
為
家
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
だ
に
―
本
歌
は
、
涙
で
さ
え
の
意
。
こ
こ
は
、
せ
め
て
涙
だ
け
で
も
の
意
。
〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
源
雅
通
女
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
の
126
補
説
参
照
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
六
一
（
月
）
497　
夜
寒さむ
な
る
秋
の
寝ね
さ覚
め
に
月
を
見
て
濡ぬ
る
るゝ
袂たもと
の
限かき
り
を
ぞ
知し
る
〔
通
釈
〕（
月
）
夜
の
寒
さ
が
身
に
染
み
る
秋
の
夜
に
寝
て
の
目
覚
め
に
月
を
見
て
、
涙
に
濡
れ
る
袂
の
極
み
を
知
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
大
方
に
秋
の
寝
覚
め
の
露
け
く
は
ま
た
誰
が
袖
に
有
明
の
月
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
三
五
・
二
条
院
讃
岐
）
待
つ
人
の
大
空
渡
る
月
な
ら
ば
濡
る
る
袂
に
影
は
見
て
ま
し
（
金
葉
集
・
恋
下
・
四
五
三
・
永
縁
）
〔
影
響
〕　
や
つ
し
果
つ
る
憂
き
世
を
あ
き
の
苔
の
袖
し
ほ
る
る
露
の
限
り
を
ぞ
知
る
（
伏
見
院
御
集
・
露
・
二
三
二
四
）
い
づ
く
に
も
秋
の
寝
覚
め
の
夜
寒
な
ら
ば
恋
し
き
人
も
誰
か
恋
し
き
（
玉
葉
集
・
恋
四
・
一
六
四
〇
・
伏
見
院
）
〔
語
釈
〕　
○
夜
寒
―
→
106
。
〔
補
説
〕　
「
や
つ
し
果
つ
る
」
と
「
い
づ
く
に
も
」
の
歌
は
、
伏
見
院
が
宗
尊
の
歌
に
倣
っ
て
い
る
他
の
例
に
も
照
ら
し
て
影
響
下
に
あ
る
と
見
て
お
く
。
秋
風
498　
深ふか
草
の
里さと
の
秋
風
夜よ
寒さむ
に
て
か
り
に
も
人
の
訪と
は
ぬ
頃ころ
か
な
〔
通
釈
〕　
秋
風
深
草
の
里
の
秋
風
は
、
夜
の
寒
さ
が
身
に
し
み
て
、
鶉
の
狩
に
ど
こ
ろ
か
、
仮
そ
め
に
も
人
が
訪
れ
な
い
時
分
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
四
六
二
〔
参
考
〕　
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の
里
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
五
九
・
俊
成
）
い
と
ど
ま
た
か
り
に
も
人
の
跡
た
え
て
積
も
れ
ば
雪
の
深
草
の
里
（
弘
長
百
首
・
冬
・
雪
・
四
〇
七
・
為
氏
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
秋
風
を
・
二
五
三
。
〔
語
釈
〕　
○
深
草
の
里
―
山
城
国
の
歌
枕
。
平
安
京
の
南
東
の
辺
地
。
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
の
一
部
。
○
夜
寒
に
て
―
『
正
治
初
度
百
首
』
の
「
七
夕
の
待
ち
こ
し
秋
は
夜
寒
に
て
雲
に
か
さ
ぬ
る
天
の
羽
衣
」（
秋
・
四
四
〇
・
良
経
）
と
「
旅
寝
す
る
山
田
の
庵
は
夜
寒
に
て
稲
葉
の
風
に
衣
う
つ
な
り
」（
秋
・
一
九
五
二
・
二
条
院
讃
岐
）
が
早
い
作
例
。
宗
尊
に
は
他
に
三
首
見
え
る
（
瓊
玉
集
・
一
六
九
、
本
集
・
七
四
六
、
竹
風
抄
・
五
四
七
）。
○
か
り
に
も
人
の
訪
は
ぬ
頃
か
な
―
「
生
ふ
れ
ど
も
駒
も
す
さ
め
ぬ
菖
蒲
草
か
り
に
も
人
の
来
ぬ
が
わ
び
し
さ
」（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
六
八
・
躬
恒
）
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
か
り
に
も
」
は
、「
仮
に
も
」
に
「
深
草
」
の
縁
で
「
刈
り
に
も
」
が
掛
か
る
と
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
や
は
り
、
参
考
の
俊
成
詠
の
典
拠
で
も
あ
る
、「
年
を
経
て
住
み
こ
し
里
を
出
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
む
」（
伊
勢
物
語
・
百
二
十
三
段
・
二
〇
六
）
に
対
す
る
返
し
の
「
野
と
な
ら
ば
鶉
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」（
二
〇
七
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
よ
う
か
ら
、「
狩
に
も
」
と
「
仮
に
も
」
の
掛
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
霧
499　
あ
は
れ
世
に
浮う
き
て
思
ひ・
の
晴は
れ
ぬ
身
を
立た
つ
河
霧
や
友とも
と
見
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　
霧
あ
あ
、
世
の
中
に
浮
き
漂
っ
て
憂
く
辛
い
気
持
ち
の
晴
れ
な
い
こ
の
身
を
、
浮
き
立
っ
て
晴
れ
な
い
川
霧
は
友
だ
と
見
て
い
る
だ
ろ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
六
三
う
か
。
〔
本
歌
〕　
朝
な
朝
な
立
つ
河
霧
の
空
に
の
み
う
き
て
思
ひ
の
あ
る
世
な
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
三
・
読
人
不
知
）
い
た
づ
ら
に
世
に
経
る
も
の
と
高
砂
の
松
も
我
を
や
友
と
見
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
四
六
三
・
貫
之
）
〔
語
釈
〕　
○
浮
き
て
―
自
身
が
世
の
中
に
浮
き
漂
っ
て
の
意
に
、「
河
霧
」
の
縁
で
霧
が
浮
き
立
っ
て
の
意
が
重
な
る
。「
思
ひ
の
晴
れ
ぬ
身
」
か
ら
、「
憂
き
」
が
掛
か
る
。
○
思
ひ
の
晴
れ
ぬ
―
気
分
が
晴
れ
な
い
意
。「
河
霧
」
の
縁
で
霧
が
晴
れ
な
い
意
が
重
な
る
。
擣
衣
500　
里
は
荒あ
れ
て
い
と
どゝ
深
草
茂しけ
き
野の
に
か
れ
な
で
誰たれ
か
衣
打う
つ
ら
ん
〔
通
釈
〕　
擣
衣
荒
れ
て
ま
す
ま
す
深
く
草
が
繁
茂
し
て
ま
る
で
野
に
な
っ
た
里
に
、
そ
の
草
が
「
枯
れ
」
な
い
よ
う
に
、「
離か
れ
」
ず
に
誰
が
衣
を
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
里
は
荒
れ
て
人
は
古
り
に
し
宿
な
れ
や
庭
も
籬
も
秋
の
野
ら
な
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
八
・
遍
昭
）
年
を
経
て
住
み
こ
し
里
を
出
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
一
・
業
平
）
〔
参
考
〕　
思
ひ
草
か
れ
な
で
誰
か
道
の
辺
の
尾
花
が
下
に
種
を
ま
き
け
ん
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
恋
・
寄
草
恋
・
九
二
〇
・
家
長
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
四
五
。
〔
語
釈
〕　
○
か
れ
な
で
―
「
離
れ
な
で
」
に
「
深
草
」「
茂
き
」
の
縁
で
「
枯
れ
な
で
」
が
掛
か
る
。
四
六
四
（
擣
衣
）
501　
秋
萩
の
下した
葉
う
つ
ろ
ふ
時
も
来き
て
ま
た
寝い
ね
が
て
に
衣
打う
つ
な
り
〔
通
釈
〕（
擣
衣
）
秋
萩
の
下
葉
の
色
が
変
わ
り
ゆ
く
時
も
来
て
、
ま
た
寝
ら
れ
ず
に
（
誰
か
が
）
衣
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
る
。
〔
参
考
〕　
い
ね
が
て
に
夜
な
夜
な
月
ぞ
待
ち
出
で
つ
る
下
葉
う
つ
ろ
ふ
秋
萩
の
色
（
壬
二
集
・
秋
・
前
但
馬
守
家
長
日
吉
社
会
に
、
独
対
月
・
二
五
一
三
）
今
朝
見
れ
ば
我
が
い
ね
が
て
も
あ
ら
は
れ
て
下
葉
う
つ
ろ
ふ
秋
萩
の
花
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
朝
草
花
・
一
一
五
・
為
教
）
君
来
ず
は
衣
手
寒
み
む
ば
た
ま
の
今
宵
も
ま
た
や
い
ね
が
て
に
せ
ん
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
〇
八
・
真
観
。
万
代
集
・
恋
二
・
二
一
三
八
、
四
句
「
今
宵
も
は
た
や
」）
夜
を
寒
み
物
思
ふ
人
や
い
ね
が
て
に
恨
み
て
も
ま
た
衣
打
つ
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
六
七
八
・
顕
朝
）
〔
影
響
〕　
色
変
は
る
萩
の
下
葉
の
秋
風
に
や
や
い
ね
が
て
の
衣
う
つ
な
り
（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
秋
・
擣
衣
・
二
一
三
九
）
〔
類
歌
〕　
秋
萩
の
う
つ
ろ
ふ
野
辺
の
か
り
庵
に
誰
い
ね
が
て
の
衣
う
つ
ら
ん
（
続
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
四
〇
・
高
定
）
〔
語
釈
〕　
○
打
つ
な
り
―
「
な
り
」
を
伝
聞
推
定
に
解
し
た
。「
打
つ
」
の
を
自
分
だ
と
見
て
、
断
定
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
。
紅
葉
502　
鳴な
く
雁かり
の
涙なみた
や
色
を
染そ
め
つ
ら
ん
も
の
思おも
ふ
宿やと
の
秋
の
紅もみ
ち葉
葉
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
六
五
〔
通
釈
〕　
紅
葉
泣
き
鳴
く
雁
の
涙
が
紅
く
色
を
染
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
の
思
い
に
耽
る
私
の
家
の
秋
の
紅
葉
の
葉
は
。
〔
本
歌
〕　
鳴
き
渡
る
雁
の
涙
や
落
ち
つ
ら
む
物
思
ふ
宿
の
萩
の
上
の
露
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
一
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
鳴
く
雁
の
涙
の
露
や
染
め
つ
ら
ん
物
思
ふ
袖
も
色
ぞ
か
は
れ
る
（
長
綱
百
首
・
恋
・
寄
声
恋
・
七
六
）
我
が
流
す
涙
の
色
に
に
た
る
か
な
物
思
ふ
宿
に
落
つ
る
紅
葉
葉
（
物
語
二
百
番
歌
合
・
後
百
番
・
心
高
・
三
五
二
・
内
大
臣
）
な
き
ま
さ
る
我
が
涙
に
や
色
か
は
る
物
思
ふ
宿
の
庭
の
村
萩
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
・
秋
・
四
三
）
〔
類
歌
〕　
時
雨
に
も
老
い
の
涙
や
ま
さ
る
ら
ん
物
思
ふ
宿
の
秋
の
紅
葉
葉
（
中
院
集
・〔
文
永
三
年
〕
十
二
月
十
一
日
、
続
百
首
・
紅
葉
・
二
二
）
な
く
雁
の
涙
の
露
や
秋
萩
の
下
葉
を
染
め
て
色
か
は
る
ら
ん
（
実
材
母
集
・
雁
・
七
五
六
）
〔
語
釈
〕　
○
鳴
く
―
「
涙
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
○
色
―
「
涙
」
か
ら
紅
涙
の
色
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
の
本
歌
取
り
だ
が
、
同
時
に
参
考
や
類
歌
に
挙
げ
た
よ
う
な
「
物
思
ふ
宿
」
の
（
袖
や
紅
葉
類
の
）「
色
」
と
「
涙
」
の
相
関
を
言
う
歌
の
傾
向
に
沿
っ
た
一
首
で
あ
る
。
（
紅
葉
）
503　
竜たつ
田た
河
山
の
木こ
の
葉は
を
誘さそ
ひ
来き
て
水
の
秋あき
を
も
風
ぞ
知し
ら
す
る
〔
通
釈
〕（
紅
葉
）
竜
田
川
は
、（
風
が
）
山
の
木
の
葉
を
誘
っ
て
来
て
（
流
れ
て
）、
水
の
秋
を
風
が
知
ら
せ
る
こ
と
だ
。
四
六
六
〔
本
歌
〕　
紅
葉
葉
の
流
れ
ざ
り
せ
ば
竜
田
河
水
の
秋
を
ば
誰
か
知
ら
ま
し
（
古
今
集
・
秋
下
・
三
〇
二
・
是
則
）
〔
参
考
〕　
秋
風
に
山
の
木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
四
・
素
性
）
散
り
積
も
る
峰
の
木
葉
を
誘
ひ
来
て
風
に
色
あ
る
冬
の
山
里
（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
一
五
六
九
・
範
光
）
み
山
べ
に
柴
の
囲
ひ
の
あ
ば
ら
さ
も
吹
き
来
る
秋
の
風
ぞ
知
ら
す
る
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
山
家
秋
風
・
八
三
・
寂
西
）
〔
語
釈
〕　
○
竜
田
河
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
189
。
○
風
ぞ
知
ら
す
る
―
「
山
桜
霞
こ
め
た
る
あ
り
か
を
ば
つ
ら
き
も
の
か
ら
風
ぞ
知
ら
す
る
」（
千
載
集
・
春
上
・
五
七
・
教
長
。
久
安
百
首
・
秋
・
二
一
五
）
が
原
拠
。
時
雨
504　
冬
は
来き
ぬ
嵐
は
寒さむ
く
な
り
ま
さ
る
時し
く雨
る
るゝ
宿やと
を
訪と
ふ
人
は
な
し
〔
通
釈
〕　
時
雨
冬
は
来
た
。
激
し
い
風
は
い
っ
そ
う
寒
く
な
っ
て
ゆ
く
。
時
雨
が
降
る
こ
の
家
を
訪
れ
る
人
は
な
い
。
〔
本
歌
〕　
秋
は
来
ぬ
紅
葉
は
宿
に
降
り
し
き
ぬ
道
踏
み
分
け
て
訪
ふ
人
は
な
し
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
八
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
冬
は
来
ぬ
時
雨
は
袖
に
干
し
わ
び
ぬ
あ
は
れ
い
か
な
る
神
無
月
ぞ
も
（
弘
長
百
首
・
冬
・
時
雨
・
三
六
四
・
寂
西
）
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
古
里
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
古
今
集
・
冬
・
三
二
五
・
是
則
）
（
時
雨
）
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風
早はや
み
浮う
き
た
る
雲
の
行ゆ
き
返かへ
り
空そら
に
の
み
し
て
降ふ
る
時しく
れ雨
か
な
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
六
七
〔
通
釈
〕（
時
雨
）
風
が
早
く
て
、
浮
い
て
い
る
雲
が
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
す
る
、
こ
の
空
に
ば
か
り
降
っ
て
い
る
時
雨
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
行
き
返
り
空
に
の
み
し
て
ふ
る
こ
と
は
我
が
ゐ
る
山
の
風
早
み
な
り
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
五
・
業
平
）
〔
参
考
〕　
行
き
返
り
こ
れ
や
時
雨
の
め
ぐ
る
雲
ま
た
か
き
く
ら
す
遠
山
の
空
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
一
七
六
九
・
雅
経
）
中
空
に
浮
き
た
る
雲
の
い
づ
く
よ
り
風
に
ま
か
せ
て
時
雨
れ
来
ぬ
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
九
四
・
基
隆
）
〔
影
響
〕　
山
高
み
空
に
の
み
し
て
吹
く
風
の
目
に
見
ぬ
か
た
に
行
く
時
雨
か
な
（
亀
山
殿
七
百
首
・
冬
・
風
前
時
雨
・
三
六
五
・
為
藤
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
時
雨
を
・
二
七
八
。
続
古
今
集
・
冬
・
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を
・
五
八
七
。
〔
語
釈
〕　
○
風
早
み
―
「
行
き
返
り
」
と
「
空
に
の
み
し
て
降
る
」
に
か
か
る
。
○
行
き
返
り
―
「
雲
」
に
つ
い
て
言
う
の
は
「
天
雲
の
行
き
返
り
な
む
も
の
ゆ
ゑ
に
思
ひ
そ
吾
が
す
る
別
れ
悲
し
み
」（
万
葉
集
・
巻
十
九
・
四
二
四
二
・
仲
麻
呂
か
）
が
原
拠
。
〔
補
説
〕　
強
風
に
流
れ
乱
れ
る
雲
か
ら
降
る
時
雨
が
風
に
よ
っ
て
空
一
面
に
吹
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
様
を
詠
む
か
。
な
お
、
参
考
の
後
藤
基
隆
詠
の
初
二
句
は
、「
中
空
に
浮
き
た
る
雲
の
果
て
も
な
く
行
へ
知
ら
ず
も
恋
ひ
渡
る
か
な
」（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
二
四
六
〇
・
為
氏
）
に
拠
る
か
。
落
葉
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木こ
か枯
ら
し
の
吹ふ
き
そ
め
し
よ
り
片かた
お
か岡
の
柞はゝそ
の
紅もみ
ち葉
散ゝ
ら
ぬ
日
は
な
し
〔
通
釈
〕　
落
葉
四
六
八
木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
て
柞
を
染
め
て
か
ら
、
片
岡
の
柞
の
紅
葉
は
散
ら
な
い
日
は
な
い
。
〔
参
考
〕　
木
枯
ら
し
の
吹
き
そ
め
し
よ
り
竜
田
姫
紅
葉
の
錦
織
り
弱
り
つ
つ
（
壬
二
集
・
秋
・
紅
葉
歌
と
て
・
二
五
三
七
）
片
岡
の
杜
の
木
枯
ら
し
さ
え
さ
え
て
雫
も
氷
る
夜
は
の
白
雪
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
冬
・
八
九
三
）
神
無
月
時
雨
る
る
ま
ま
に
片
岡
の
柞
の
紅
葉
色
ま
さ
り
け
り
（
万
代
集
・
冬
・
一
二
七
七
・
道
済
。
道
済
集
・
二
九
五
）
片
岡
の
柞
の
紅
葉
色
づ
き
て
秋
風
寒
く
雁
ぞ
鳴
く
な
る
（
現
存
六
帖
・
は
は
そ
・
四
八
四
・
為
氏
）
〔
語
釈
〕　
○
吹
き
そ
め
し
―
「
吹
き
初
め
し
」
に
「
紅
葉
」
の
縁
で
「
吹
き
染
め
し
」
が
掛
か
る
。
○
片
岡
―
扁
平
な
丘
を
言
う
。
大
和
国
の
歌
枕
「
片
岡
の
朝
の
原
」
や
山
城
国
の
歌
枕
「
片
岡
の
杜
」
に
は
解
さ
な
い
。
霜
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咲さ
く
花
は
千
種草
な
が
ら
に
時
過す
ぎ
て
枯か
れ
行ゆ
く
小を
の
ゝ
野
の
花
の
寒さむ
け
さ
〔
通
釈
〕　
霜
を
咲
く
花
は
沢
山
の
種
類
そ
れ
ぞ
れ
に
盛
り
の
時
季
が
過
ぎ
て
、
枯
れ
て
行
く
野
の
花
の
寒
々
し
さ
よ
。
〔
本
歌
〕　
咲
く
花
は
千
種
な
が
ら
に
あ
だ
な
れ
ど
誰
か
は
春
を
恨
み
は
て
た
る
（
古
今
集
・
春
下
・
一
〇
一
・
興
風
）
時
過
ぎ
て
枯
れ
行
く
小
野
の
浅
茅
に
は
今
は
思
ひ
ぞ
絶
え
ず
も
え
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
〇
・
小
町
姉
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
番
御
歌
合
に
、
霜
を
・
二
九
一
、
結
句
「
霜
の
寒
け
さ
」。
〔
語
釈
〕　
○
花
の
寒
け
さ
―
「
咲
く
花
」
の
「
花
」
と
は
同
心
病
で
あ
り
、
こ
の
形
で
は
「
霜
」
題
の
一
首
と
し
て
落
題
で
あ
る
。『
瓊
玉
集
』
の
「
霜
の
寒
け
さ
」
の
形
の
方
が
冬
の
歌
と
し
て
整
合
す
る
。
誤
写
か
。「
…
の
寒
け
さ
」
の
形
は
、
清
輔
の
「
冬
枯
れ
の
森
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
六
九
の
朽
ち
葉
の
霜
の
上
に
落
ち
た
る
月
の
影
の
寒
け
さ
」（
清
輔
集
・
冬
・
森
間
寒
月
・
二
一
八
）
が
早
く
、『
新
古
今
集
』（
冬
・
六
〇
七
）
に
も
入
集
し
て
、
後
続
の
歌
人
達
に
影
響
を
与
え
た
と
思
し
い
。
〔
補
説
〕　
初
句
～
第
四
句
は
『
古
今
集
』
両
歌
の
詞
を
取
っ
て
い
て
、
結
句
の
み
が
独
自
で
あ
る
。
冬
月
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浅あさ
茅ち
ふ生
の
霜
の
降ふ
り
葉は
に
影かけ
と
め
て
露つゆ
に
別わか
れ
し
月
ぞ
残のこ
れ
る
〔
通
釈
〕　
冬
の
月
浅
茅
生
の
霜
が
降
り
置
い
た
葉
に
光
を
留
め
て
、
以
前
に
宿
っ
て
い
た
秋
の
露
に
別
れ
た
冬
の
月
が
残
っ
て
い
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
水
茎
の
岡
の
屋
形
に
妹
と
あ
れ
と
寝
て
の
朝
け
の
霜
の
降
り
は
も
（
古
今
集
・
大
歌
所
御
歌
・
水
茎
曲
・
一
〇
七
二
）
〔
参
考
〕　
影
と
め
し
露
の
宿
り
を
思
ひ
出
で
て
霜
に
跡
と
ふ
浅
茅
生
の
月
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
一
〇
・
雅
経
）
難
波
江
や
蘆
の
か
り
根
は
霜
枯
れ
て
秋
見
し
ま
ま
の
月
ぞ
残
れ
る
（
紫
禁
和
歌
集
・
冬
・
二
九
七
）
〔
影
響
〕　
浅
茅
生
や
霜
の
降
り
葉
に
影
見
れ
ば
月
さ
へ
秋
に
色
か
は
り
け
り
（
延
文
百
首
・
冬
・
冬
月
・
二
〇
六
一
・
実
俊
）
今
朝
よ
り
は
な
ほ
風
さ
え
て
浅
茅
生
の
霜
の
降
り
葉
に
降
れ
る
白
雪
（
延
文
百
首
・
冬
・
二
六
六
五
・
雪
・
為
明
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
〔
冬
月
〕
心
を
・
二
九
九
。
〔
語
釈
〕　
○
霜
の
降
り
葉
に
―
本
歌
の
「
霜
の
降
り
は
も
」
は
、「
降
り
」
は
名
詞
、「
は
も
」
は
強
い
詠
嘆
の
終
助
詞
で
、
霜
が
何
と
も
降
り
置
い
た
こ
と
よ
、
霜
の
何
と
も
言
え
な
い
降
り
よ
う
よ
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
は
も
」
の
「
は
」
に
「
葉
」
を
掛
け
る
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
誤
解
・
意
改
し
た
歌
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
に
於
け
る
隆
祐
の
「
冬
草
四
七
〇
の
霜
の
降
り
葉
も
さ
え
重
ね
氷
に
と
づ
る
水
茎
の
岡
」（
冬
・
氷
・
八
七
三
）
や
定
家
の
「
道
の
辺
の
人
こ
そ
し
げ
き
思
ひ
ぐ
さ
霜
の
降
り
葉
と
朽
ち
ぞ
は
て
ぬ
る
」（
恋
・
一
四
一
五
・
怨
恋
）、
あ
る
い
は
順
徳
院
の
「
水
茎
の
岡
の
浅
茅
の
き
り
ぎ
り
す
霜
の
降
り
葉
や
夜
寒
な
る
ら
ん
」（
続
後
撰
集
・
秋
下
・
四
〇
七
）
等
々
で
あ
る
。
該
歌
も
ま
た
、
そ
の
一
首
。「
霜
」
は
、「
露
」
が
氷
っ
た
も
の
と
の
認
識
に
立
つ
。「
露
結
ん
で
霜
と
は
な
る
な
り
。
非
二
別
物
一
。
依
二
天
気
一
か
は
る
な
り
」（
八
雲
御
抄
・
巻
三
・
枝
葉
部
）。
（
冬
月
）
509　
我わ
が
袖
に
影かけ
を
ば
残のこ
せ
冬
の
月
草
葉
の
上うへ
は
露つゆ
も
結むす
ば
ず
〔
通
釈
〕（
冬
の
月
）
私
の
袖
（
涙
の
露
）
に
光
を
残
せ
、
冬
の
月
よ
。
草
葉
の
上
は
、（
光
を
宿
す
）
露
も
結
ば
な
い
の
だ
。
〔
参
考
〕　
我
が
袖
の
涙
に
月
ぞ
残
り
け
る
草
葉
の
露
に
嵐
吹
く
夜
は
（
光
経
集
・
月
・
五
六
九
）
置
く
露
は
草
葉
の
上
と
思
ひ
し
に
袖
さ
へ
濡
れ
て
秋
は
来
に
け
り
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
四
七
・
弁
内
侍
。
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
初
秋
露
・
八
）
霜
氷
る
袖
に
も
影
は
残
り
け
り
露
よ
り
な
れ
し
有
明
の
月
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
九
四
・
通
具
。
春
日
社
歌
合
元
久
元
年
・
暁
月
・
四
一
）
〔
語
釈
〕　
○
我
が
袖
に
影
を
ば
残
せ
―
「
露
」
の
縁
で
、「
袖
」
に
置
く
涙
の
「
露
」
を
暗
喩
し
て
言
う
か
。
ま
た
あ
る
い
は
冬
の
歌
と
し
て
、
涙
の
「
氷
」
を
暗
喩
し
た
と
解
さ
れ
な
く
も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
詞
足
ら
ず
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
大
枠
と
し
て
は
「
袖
」
に
宿
る
「
冬
」
の
「
月
」
の
類
型
の
中
に
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
参
考
の
通
具
詠
や
後
鳥
羽
院
の
「
思
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
一
ひ
つ
つ
明
け
行
く
夜
は
の
冬
の
月
宿
り
や
せ
ば
き
袖
の
氷
に
」（
三
体
和
歌
・
冬
・
四
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
五
七
六
）、
あ
る
い
は
俊
成
女
の
「
白
妙
の
袖
の
氷
に
影
さ
え
て
結
び
か
ね
ぬ
る
冬
の
夜
の
月
」（
俊
成
卿
女
集
・
北
山
三
十
首
・
冬
・
四
七
）
と
い
っ
た
新
古
今
時
代
の
歌
の
詠
み
方
の
延
長
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
よ
り
直
接
に
は
参
考
の
光
経
詠
に
倣
っ
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
真
観
の
叔
父
光
経
の
歌
に
宗
尊
が
学
ん
で
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
事
実
同
様
の
事
例
が
他
に
も
散
見
す
る
。
な
お
ま
た
、
下
句
の
用
詞
と
発
想
に
は
、
参
考
の
弁
内
侍
詠
が
影
響
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
弁
内
侍
詠
は
、「
暁
の
露
は
枕
に
置
き
け
る
を
草
葉
の
上
と
何
思
ひ
け
ん
」（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
一
・
高
内
侍
〔
儀
同
三
司
母
貴
子
〕）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
雪
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見
渡わた
せ
ば
白しら
木ゆ
ふ綿
か
け
て
ち
は
や
ぶ
る
神
垣かき
山やま
に
雪
降ふ
り
に
け
り
〔
通
釈
〕　
雪
見
渡
し
て
み
る
と
、
ま
る
で
（
幣
と
し
て
神
垣
に
）
白
木
綿
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
、（
ち
は
や
ぶ
る
）
神
垣
山
に
雪
が
降
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
参
考
〕　
住
吉
の
松
の
梢
を
見
渡
せ
ば
今
宵
ぞ
か
く
る
月
の
白
木
綿
（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
社
頭
月
・
一
〇
・
藤
原
盛
方
）
神
垣
に
白
木
綿
か
け
て
降
る
雪
や
天
つ
み
空
の
手
向
け
な
る
ら
ん
（
広
田
社
歌
合
承
安
二
年
・
社
頭
雪
・
四
七
・
邦
輔
）
ち
は
や
ぶ
る
神
垣
山
の
榊
葉
は
時
雨
に
色
も
か
は
ら
ざ
り
け
り
（
後
撰
集
・
冬
・
四
五
七
・
読
人
不
知
）
風
さ
ゆ
る
神
垣
山
の
笹
の
葉
に
夕
霜
さ
や
ぎ
か
く
る
白
木
綿
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
し
も
・
石
清
水
・
四
〇
一
）
〔
類
歌
〕　
見
わ
た
せ
ば
し
ら
ゆ
ふ
か
け
て
咲
き
に
け
り
か
み
を
か
山
の
は
つ
ざ
く
ら
花
（
玉
葉
集
・
春
下
・
一
三
八
・
宗
尊
。
夫
木
抄
・
四
七
二
春
四
・
花
・
花
の
御
歌
の
中
に
・
一
一
一
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
白
木
綿
か
け
て
―
「
白
木
綿
」
は
、
楮
な
ど
の
樹
皮
を
白
い
糸
状
に
し
た
祭
祀
の
具
。「
神
垣
（
山
）」
の
縁
で
、
そ
れ
を
神
域
の
垣
根
に
掛
け
て
、
と
い
う
こ
と
。「
神
垣
山
」
に
降
っ
た
雪
景
の
比
喩
。
○
ち
は
や
ぶ
る
―
「
神
」
の
枕
詞
。
○
神
垣
山
―
元
来
は
神
域
に
あ
る
山
の
謂
い
と
い
う
。
歌
枕
と
し
て
は
、
大
和
国
の
奈
良
の
春
日
大
社
の
神
域
の
山
を
言
う
か
。
こ
こ
は
、
何
れ
か
は
不
明
。「
白
木
綿
」
の
縁
で
神
社
の
境
内
（
神
域
）
の
垣
根
の
意
が
掛
か
る
。
（
雪
）
511　
言こと
問ゝ
ひ
し
花
か
と
ぞ
思おも
ふ
う
ち
渡わた
す
遠をち
か
た方
野
辺
に
降ふ
れ
る
白しら
ゆ
き雪
〔
通
釈
〕（
雪
）
昔
の
人
が
白
く
咲
い
て
い
る
の
は
何
の
花
か
と
言
問
う
た
、
そ
の
花
か
と
も
思
う
よ
。
は
る
か
に
遠
く
の
野
辺
に
降
っ
て
い
る
白
雪
は
。
〔
本
歌
〕　
う
ち
渡
す
遠
方
人
に
も
の
申
す
我
そ
の
そ
こ
に
白
く
咲
け
る
は
な
に
の
花
ぞ
も
（
古
今
集
・
雑
体
・
旋
頭
歌
・
一
〇
〇
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
う
ち
つ
け
に
花
か
と
ぞ
思
ふ
春
立
つ
と
聞
き
つ
る
か
ら
の
山
の
白
雪
（
為
家
千
首
・
春
・
三
）
う
ち
渡
す
遠
方
人
に
言
問
へ
ど
答
へ
ぬ
か
ら
に
し
る
き
花
か
な
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
九
〇
・
小
弁
）
ま
づ
咲
け
る
花
と
や
言
は
む
う
ち
渡
す
遠
方
野
辺
の
春
の
淡
雪
（
弘
長
百
首
・
春
・
春
雪
・
三
二
・
為
家
。
新
後
撰
集
・
春
上
・
一
七
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
三
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
合
に
、
雪
を
・
三
〇
五
、
四
句
「
遠
方
人
に
」。
〔
補
説
〕　
四
句
の
異
同
は
、
漢
字
の
「
人
」
と
「
の
へ
」（「
へ
」
の
字
母
は
「
部
」）
と
の
誤
写
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
歌
や
参
考
歌
か
ら
見
て
、「
人
」
が
本
来
で
あ
る
と
一
応
は
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
参
考
に
挙
げ
た
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
四
月
～
翌
二
年
夏
に
為
家
が
詠
ん
だ
『
弘
長
百
首
』
詠
に
倣
っ
た
可
能
性
は
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
歳
暮
512　
老お
いひ
の
坂さか
ま
だ
末すゑ
遠とを
き
今いま
だ
に
も
年とし
の
越こ
ゆ
る
は
惜お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
〔
通
釈
〕　
歳
暮
老
い
の
坂
道
ま
で
に
は
ま
だ
行
く
末
が
遠
い
今
で
さ
え
も
、
年
が
（
坂
を
越
え
る
よ
う
に
新
春
に
）
越
え
る
の
は
惜
し
く
は
な
い
の
か
。
い
や
惜
し
い
の
だ
。
〔
参
考
〕　
降
る
雪
を
空
に
幣
と
ぞ
手
向
け
つ
る
春
の
境
に
年
の
越
ゆ
れ
ば
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
四
四
二
・
貫
之
）
み
冬
つ
ぎ
年
の
越
ゆ
て
ふ
山
の
端
に
今
朝
は
は
や
く
も
立
つ
霞
か
な
（
宝
治
百
首
・
春
・
山
霞
・
六
八
・
行
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
冬
・
歳
暮
・
三
一
七
、
四
句
「
年
の
暮
る
る
は
」。
〔
語
釈
〕　
○
老
い
の
坂
―
人
生
行
路
の
晩
年
を
坂
道
に
喩
え
る
。「
君
を
祈
る
年
の
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ば
老
い
の
さ
か
ゆ
く
杖
ぞ
う
れ
し
き
」（
後
拾
遺
集
・
賀
・
四
二
九
・
慶
暹
）
が
原
拠
だ
が
、
こ
の
場
合
は
「
坂
行
く
」
と
「
栄
ゆ
く
」
の
掛
詞
。
○
ま
だ
末
遠
き
―
さ
ほ
ど
先
行
例
が
多
く
な
い
句
。
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
月
の
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
に
随
行
し
た
定
家
の
「
袖
の
霜
に
か
げ
打
ち
払
ふ
み
山
路
も
ま
だ
末
遠
き
夕
づ
く
夜
か
な
」（
拾
遺
愚
草
・
道
の
ほ
ど
の
歌
、
山
路
月
・
二
九
一
七
）
が
早
い
例
で
、「
逢
ふ
事
は
ま
だ
四
七
四
末
遠
き
白
雲
の
を
だ
え
の
橋
の
な
ほ
ぞ
恨
む
る
」（
建
保
名
所
百
首
・
恋
・
緒
断
橋
・
九
一
〇
・
範
宗
。
範
宗
集
・
六
〇
七
）
が
続
く
。
○
年
の
越
ゆ
る
は
―
「
老
い
の
坂
」
の
縁
で
言
う
。『
瓊
玉
集
』
の
「
年
の
暮
る
る
は
」
の
形
は
、「
何
と
な
く
年
の
暮
る
る
は
惜
し
け
れ
ど
花
の
ゆ
か
り
に
春
を
待
つ
か
な
」（
金
葉
集
・
冬
・
二
九
九
・
有
仁
）
の
先
行
例
が
あ
る
。
ど
ち
ら
が
原
態
か
は
即
断
し
え
な
い
。
○
や
は
―
反
語
。
〔
補
説
〕　
該
歌
を
詠
ん
だ
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
に
、
宗
尊
は
二
十
三
歳
。
忍
恋
513　
恋
す
て
ふ
我わ
が
名な
なゝ
立た
て
そ
東あつま
屋
の
浅あさ
木き
の
柱はしら
朽く
ち
は
果は
つ
と
も
〔
通
釈
〕　
忍
ぶ
る
恋
恋
し
て
い
る
と
い
う
私
の
浮
き
名
を
、
柱
を
立
て
る
よ
う
に
立
て
る
な
。
た
と
え
東
屋
の
節
多
い
浅
木
の
柱
が
朽
ち
果
て
る
よ
う
に
、
命
が
尽
き
果
て
る
と
も
。
〔
本
歌
〕　
恋
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
そ
め
し
か
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
二
一
・
忠
見
）
〔
参
考
〕　
東
屋
の
浅
木
の
柱
我
な
が
ら
い
つ
ふ
し
な
れ
て
恋
し
か
る
ら
ん
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
一
一
・
前
斎
院
新
肥
前
）
今
さ
ら
に
我
が
名
な
立
て
そ
水
鳥
の
み
な
れ
し
か
た
の
あ
と
を
思
は
ば
（
為
家
五
社
百
首
・
冬
・
水
と
り
・
四
四
二
・
伊
勢
）
〔
類
歌
〕　
面
影
は
立
ち
も
離
れ
じ
契
り
こ
そ
浅
木
の
柱
朽
ち
果
て
ぬ
と
も
（
政
範
集
・
寄
柱
恋
・
二
四
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
〔
忍
恋
〕
心
を
・
三
二
九
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
五
五
・
忍
恋
の
心
を
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
忍
恋
・
六
二
六
五
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
五
〔
語
釈
〕　
○
立
て
―
評
判
を
立
て
る
意
に
、「
東
屋
」「
浅
木
」「
柱
」
の
縁
で
、
柱
を
立
て
る
（
家
屋
を
建
て
る
）
意
が
掛
か
る
。
○
東
屋
―
屋
根
を
四
方
に
葺
き
下
ろ
し
て
柱
の
み
で
壁
の
無
い
粗
末
な
小
屋
。
○
浅
木
―
節
が
多
く
て
質
が
悪
い
材
木
。
○
朽
ち
は
果
つ
と
も
―
「
浅
木
の
柱
」
が
す
っ
か
り
朽
ち
て
し
ま
う
と
も
の
意
に
、
む
な
し
く
一
生
涯
が
終
わ
る
と
も
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
千
載
集
』
歌
は
、『
肥
後
集
』
に
「
東
屋
の
浅
木
の
柱
我
な
が
ら
い
つ
ふ
し
な
れ
て
忘
れ
ざ
る
ら
ん
」（
肥
後
集
・
男
に
や
る
に
代
は
り
て
・
一
九
五
）
と
し
て
見
え
る
歌
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
。
見
恋
514　
音ね
を
ぞ
な
く
遠
山
鳥
の
増ます
鏡かゝみ
見
て
は
か
ひ
な
き
物
思
ふ・
と
て
〔
通
釈
〕　
見
る
恋
声
を
上
げ
て
鳴
く
遠
山
鳥
が
増
鏡
を
見
て
、
そ
れ
で
は
な
い
が
、
声
を
上
げ
て
泣
く
よ
、
逢
っ
て
も
か
い
が
な
い
恋
の
物
思
い
を
す
る
と
い
っ
て
。
〔
本
歌
〕　
逢
ふ
こ
と
は
遠
山
鳥
の
か
り
衣
き
て
は
か
ひ
な
き
音
を
の
み
ぞ
な
く
（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
七
九
・
元
良
親
王
）
〔
参
考
〕　
友
恋
ふ
る
遠
山
鳥
の
増
鏡
見
る
に
慰
む
ほ
ど
の
は
か
な
さ
（
続
後
撰
集
・
恋
一
・
待
賢
門
院
堀
河
・
七
〇
二
）
〔
他
出
〕　
続
千
載
集
・
恋
二
・
題
し
ら
ず
・
一
二
四
四
、
四
句
「
見
て
は
か
ひ
な
く
」。
〔
語
釈
〕　
○
遠
山
鳥
―
「
遠
山
」
の
「
山
鳥
」。
○
な
く
―
「
鳴
く
」
に
、
恋
歌
と
し
て
ま
た
「
か
ひ
な
き
物
思
ふ
と
て
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
○
増
鏡
―
「
見
」
の
枕
詞
だ
が
、「
遠
山
鳥
」
が
「
見
」
る
「
鏡
」
と
し
て
有
意
。『
万
葉
集
』
の
「
山
鳥
の
尾
ろ
の
は
つ
を
に
鏡
か
け
と
な
ふ
べ
み
こ
そ
汝
に
寄
そ
り
け
め
」（
巻
十
四
・
相
聞
・
三
四
六
八
・
作
者
未
詳
）
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
引
用
さ
四
七
六
れ
る
漢
故
事
、
山
鳥
は
水
に
映
る
自
分
の
影
を
見
て
舞
う
と
さ
れ
、
魏
の
文
帝
の
時
に
山
鳥
の
前
に
鏡
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
映
る
自
分
を
見
て
舞
い
、
つ
い
に
死
ん
だ
と
い
う
故
事
（
芸
文
類
聚
所
引
異
苑
）
が
あ
る
。
そ
の
故
事
と
『
万
葉
集
』
歌
と
の
関
わ
り
の
当
否
は
措
い
て
、「
遠
山
鳥
の
増
鏡
見
」
の
措
辞
に
は
、
こ
の
故
事
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
宗
尊
は
、
参
考
の
『
続
後
撰
集
』
歌
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
見
て
―
「
遠
山
鳥
」
が
「
増
鏡
」
を
「
見
て
」
に
、
自
分
が
恋
し
い
人
を
「
見
て
」（
逢
っ
て
）
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
「
遠
山
鳥
の
」（
定
家
天
福
二
年
写
本
〔「
と
を
山
とす
り清本
の
」〕・
冷
泉
為
相
筆
本
他
）
は
、「
遠
山
摺
り
の
」（
坊
門
局
筆
本
・
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
他
）
の
異
同
が
あ
る
。
（
見
恋
）
515　
よ
そ
に
の
み
見
る・
目め
ば
か
り
は
か
ひ
も
な
し
逢あ
ふ
瀬せ
知し
ら
せ
よ
浦うら
の
浜はま
か
は川
〔
通
釈
〕（
見
る
恋
）
海
松
布
だ
け
て
貝
が
な
い
よ
う
に
、
遠
く
で
ば
か
り
見
る
機
会
だ
け
で
は
効
い
も
な
い
。
瀬
が
ど
こ
か
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
あ
の
人
に
逢
う
時
を
知
ら
せ
て
く
れ
、
浦
の
浜
を
流
れ
る
川
よ
。
〔
参
考
〕　
知
ら
れ
て
も
か
ひ
や
な
ぐ
さ
の
浦
に
干
す
み
る
め
の
よ
そ
の
袖
に
か
け
つ
つ
（
歌
合
建
保
七
年
二
月
十
二
日
・
被
知
恋
・
三
三
。
紫
禁
集
・
一
一
二
八
、
初
句
「
知
ら
れ
て
の
」
四
句
「
み
る
め
を
よ
そ
の
」）
五
月
雨
は
舟
寄
す
ば
か
り
な
り
に
け
り
真
砂
隠
れ
の
浦
の
浜
川
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
四
一
五
・
実
氏
）
〔
影
響
〕　
思
ひ
き
や
逢
ふ
瀬
の
浦
を
別
れ
来
て
み
る
め
を
よ
そ
に
か
ら
む
も
の
と
は
（
隣
女
集
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
巻
二
・
恋
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
七
七
一
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
見
る
目
―
見
る
（
逢
う
）
機
会
。「
か
ひ
（
貝
）」「
瀬
」「
浦
の
浜
川
」
の
縁
で
「
海
松
布
」
が
掛
か
る
。
○
か
ひ
―
効
果
の
意
の
「
効
ひ
」
に
「
海
松
布
」「
瀬
」「
浦
の
浜
川
」
の
縁
で
「
貝
」
が
掛
か
る
。
○
逢
ふ
瀬
―
逢
う
時
の
意
。「
海
松
布
」「
か
ひ
（
貝
）」「
浦
の
浜
川
」
の
縁
で
海
や
川
の
「
瀬
」
が
掛
か
る
。
不
逢
恋
516　
浪
の
打う
つ
岩いは
に
も
松
の
頼たの
み
こ
そ
つ
れ
な
き
恋
の
種たね
と
な
り
け
れ
〔
通
釈
〕　
逢
は
ざ
る
恋
波
の
打
つ
岩
に
も
松
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
の
人
の
訪
れ
を
待
つ
の
を
期
待
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
恋
の
、
松
の
実
の
種
な
ら
ぬ
、
種
と
な
る
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
本
歌
〕　
種
し
あ
れ
ば
岩
に
も
松
は
生
ひ
に
け
り
恋
を
し
恋
ひ
ば
逢
は
ざ
ら
め
や
は
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
二
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
岩
に
生
ふ
る
た
め
し
を
何
に
頼
み
け
ん
つ
ひ
に
つ
れ
な
き
松
の
色
か
な
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
八
二
・
伊
平
。
続
歌
仙
落
書 
・
五
七
。
万
代
集
・
恋
二
・
二
〇
一
四
。
三
十
六
人
大
歌
合
・
四
八
）
う
き
め
の
み
お
ひ
て
乱
る
る
岩
の
上
に
種
あ
る
松
の
名
を
頼
み
つ
つ
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
恋
・
一
七
二
・
範
宗
。
範
宗
集
・
五
六
六
）
わ
れ
は
こ
れ
岩
打
つ
磯
の
浪
な
れ
や
つ
れ
な
き
恋
に
砕
け
の
み
す
る
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
一
八
二
・
俊
成
）
浪
の
打
つ
荒
磯
岩
の
わ
れ
ば
か
り
砕
け
て
人
を
恋
ひ
ぬ
間
も
な
し
（
新
撰
六
帖
・
か
た
こ
ひ
・
一
二
二
六
・
家
良
）
四
七
八
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
不
逢
恋
を
・
三
五
三
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
恋
の
歌
と
て
・
七
七
七
。
〔
語
釈
〕　
○
浪
の
打
つ
岩
に
も
松
の
―
「
岩
に
も
」
ま
で
は
、「
松
」
と
の
掛
詞
で
「
待
つ
」
を
起
こ
す
序
。
○
頼
み
―
「
み
」
に
、「
松
」
「
種
」
の
縁
で
、「
実
」
が
掛
か
る
。
○
種
―
根
源
、
根
本
の
意
。「
松
」「
み
」
の
縁
で
、
松
の
種
子
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
家
良
歌
は
、
同
じ
く
参
考
に
挙
げ
た
俊
成
詠
に
倣
っ
た
作
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
が
、
参
考
歌
の
何
れ
か
を
学
ん
だ
か
否
か
は
速
断
で
き
な
い
が
、
近
代
か
ら
同
時
代
ま
で
の
詠
作
の
傾
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
（
不
逢
恋
）
517　
つ
れ
な
き
も
限かき
り
や
あ
る
と
頼たの
む
こ
そ
長なか
き
思おも
ひ
の
辛つら
さ
な
り
け
れ
〔
通
釈
〕（
逢
は
ざ
る
恋
）
あ
の
人
が
冷
淡
に
つ
れ
な
い
こ
と
に
も
限
り
が
あ
る
か
と
期
待
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
長
い
恋
の
物
思
い
の
辛
さ
な
の
で
あ
っ
た
な
。
〔
参
考
〕　
つ
れ
な
さ
の
限
り
も
あ
ら
ば
行
く
末
を
知
ら
ぬ
命
に
な
ほ
や
待
た
れ
ん
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
不
遇
恋
・
一
一
三
一
・
知
家
）
〔
類
歌
〕　
惜
し
ま
れ
ぬ
命
な
が
ら
も
つ
れ
な
さ
の
限
り
や
あ
る
と
待
た
る
る
も
憂
し
（
文
保
百
首
・
恋
・
一
五
七
七
・
為
相
）
つ
れ
な
さ
の
限
り
知
ら
る
る
行
く
末
を
逢
ふ
瀬
有
り
や
と
な
に
頼
み
け
ん
（
嘉
元
百
首
・
恋
・
不
逢
恋
・
一
九
六
八
・
為
藤
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
不
逢
恋
を
・
三
五
二
、
結
句
「
初
め
な
り
け
れ
」。
〔
語
釈
〕　
○
限
り
―
恋
人
の
自
分
に
対
す
る
つ
れ
な
さ
に
つ
い
て
の
、
期
限
の
上
で
の
終
わ
り
、
心
情
の
上
で
の
限
度
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
七
九
顕
恋
518　
つ
つゝ
め
ど
も
人
目め
に
余あま
る
涙なみた
か
な
思おも
ふ
に
負ま
く
る
心
弱よは
さ
は
〔
通
釈
〕　
顕
る
る
恋
慎
ん
で
包
み
隠
し
て
も
、
他
人
の
目
に
も
余
る
ほ
ど
の
涙
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
恋
し
く
思
う
の
に
負
け
る
堪
え
忍
ぶ
心
の
弱
さ
は
。
〔
本
歌
〕　
つ
つ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
見
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
六
・
安
倍
清
行
）
思
ふ
に
は
忍
ぶ
る
こ
と
ぞ
負
け
に
け
る
色
に
は
出
で
じ
と
思
ひ
し
も
の
を
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
〇
三
・
読
人
不
知
）
つ
れ
な
き
を
今
は
恋
ひ
じ
と
思
へ
ど
も
心
弱
く
も
落
つ
る
涙
か
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
〇
九
・
菅
野
忠
臣
）
〔
参
考
〕　
よ
し
さ
ら
ば
今
は
忍
ば
で
恋
ひ
死
な
ん
思
ふ
に
負
け
し
名
に
だ
に
も
立
て
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
顕
恋
・
七
二
七
・
定
家
）
枯
れ
ね
た
だ
そ
の
名
も
よ
し
や
忍
ぶ
草
思
ふ
に
負
け
ば
人
も
こ
そ
知
れ
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
草
恋
・
二
八
六
〇
・
為
氏
。
現
存
六
帖
・
し
の
ぶ
ぐ
さ
・
一
八
七
）
〔
類
歌
〕　
恨
み
て
も
ま
た
立
ち
返
り
慕
ふ
か
な
思
ふ
に
負
く
る
心
弱
さ
は
（
新
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
四
七
九
・
中
山
定
宗
）
〔
影
響
〕　
つ
つ
み
か
ね
人
目
に
余
る
我
が
袖
の
涙
ま
ぎ
る
る
宵
の
村
雨
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
恋
・
寄
雨
恋
・
六
六
四
）
〔
語
釈
〕　
○
つ
つ
め
―
物
事
を
覆
い
隠
す
意
の
「
包
め
」
に
、
感
情
を
抑
制
す
る
意
の
「
慎
め
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
「
思
ふ
に
負
く
る
」
の
句
は
、
本
歌
二
首
目
の
上
句
の
縮
約
だ
が
、
参
考
の
詠
歌
詠
や
為
氏
詠
も
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
後
に
「
野
も
山
も
色
に
出
で
よ
と
置
く
露
や
思
ふ
に
負
く
る
涙
な
る
ら
ん
」（
竹
風
抄
・〔
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
歌
〕・
秋
・
八
七
二
）
と
も
詠
む
。
下
句
が
一
致
す
る
類
歌
の
該
歌
と
の
関
係
は
不
明
。
四
八
〇
（
顕
恋
）
519　
塞せ
き
か
ね
し
涙なみた
の
果は
て
や
紅
く
れ
な
ゐ
の
薄うす
は
な花
染そ
め
の
色
に
出い
づ
ら
ん
〔
通
釈
〕（
顕
る
る
恋
）
塞
き
止
め
か
ね
た
（
恋
の
思
い
の
）
涙
の
結
末
は
、
紅
の
薄
花
染
め
の
色
に
出
る
よ
う
に
、
世
間
に
顕
わ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
紅
の
涙
を
袖
に
塞
き
か
ね
て
今
日
ぞ
思
ひ
の
色
に
出
で
ぬ
る
（
新
勅
撰
集
・
恋
一
・
六
六
六
・
兼
実
）
人
知
れ
ず
思
へ
ば
苦
し
紅
の
末
摘
花
の
色
に
出
で
な
む
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
六
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
新
千
載
集
・
恋
一
・
同
じ
（
恋
歌
）
心
を
・
一
〇
六
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
四
・
寄
涙
恋
・
同
（
新
千
）・
八
四
五
五
。
〔
語
釈
〕　
○
紅
の
薄
花
染
め
―
「
薄
花
染
め
」
は
一
般
に
、「
人
心
薄
花
染
め
の
か
り
衣
さ
て
だ
に
あ
ら
で
色
や
か
は
ら
む
」（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
五
六
・
小
大
君
〔
左
近
〕）
の
よ
う
に
、
露
草
（
月
草
）
で
染
め
た
薄
い
青
系
統
の
特
に
縹
色
を
言
う
が
、
こ
こ
は
「
紅
の
」
を
冠
し
て
い
る
の
で
、
紅
花
（
参
考
歌
の
「
末
摘
花
」
は
紅
花
の
こ
と
）
で
染
め
る
薄
い
赤
系
統
の
色
を
言
う
か
。
た
だ
し
、「
紅
」
の
「
花
染
め
」
は
本
来
、「
紅
の
初
花
染
め
の
色
深
く
思
ひ
し
心
わ
れ
わ
す
れ
め
や
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
二
三
・
読
人
不
知
）
と
い
う
よ
う
に
色
深
い
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、「
薄
花
染
め
」
は
違
和
感
が
拭
え
な
い
。
こ
の
言
い
方
は
伝
統
的
で
は
な
く
、
先
行
例
に
は
「
朝
日
影
に
ほ
へ
る
桜
紅
の
薄
花
染
め
の
霞
む
山
の
端
」（
院
四
十
五
番
歌
合
建
保
三
年
・
春
山
朝
・
一
六
・
家
長
）
や
「
紅
の
薄
花
染
め
の
山
桜
夕
日
う
つ
ろ
ふ
雲
か
と
ぞ
見
る
」（
雅
成
親
王
集
・
花
・
六
）
が
見
え
る
程
度
。
変
契
恋
520　
憂う
き
人
の
心
の
あ
き
の
初はつ
時しく
れ雨
い
つ
言こと
の
葉
の
色
を
染そ
め
け
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
八
一
〔
通
釈
〕　
契
り
を
変
ふ
る
恋
つ
れ
な
く
恨
め
し
い
人
の
心
の
私
に
対
す
る
飽
き
は
、
秋
の
初
時
雨
が
葉
の
色
を
染
め
変
え
る
よ
う
に
、
い
っ
た
い
い
つ
契
っ
た
言
葉
の
色
合
い
を
染
め
変
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
時
雨
れ
つ
つ
紅
葉
づ
る
よ
り
も
言
の
葉
の
心
の
秋
に
逢
ふ
ぞ
わ
び
し
き
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
初
時
雨
降
り
し
そ
む
れ
ば
言
の
葉
も
色
の
み
ま
さ
る
頃
と
こ
そ
見
れ
（
万
代
集
・
恋
四
・
二
三
六
五
・
兼
輔
。
兼
輔
集
・
五
〇
。
玉
葉
集
・
恋
四
・
一
六
六
六
、
結
句
「
頃
と
こ
そ
知
れ
」）
初
時
雨
心
の
秋
に
降
り
そ
め
て
色
か
は
り
行
く
人
の
言
の
葉
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
遇
不
逢
恋
・
一
三
七
一
・
俊
成
女
）
思
は
ん
と
頼
む
る
中
の
時
雨
れ
つ
つ
い
つ
言
の
葉
に
色
か
は
る
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
た
の
む
る
・
一
五
五
三
・
知
家
）
〔
語
釈
〕　
○
変
契
恋
―
「
契
り
を
変
ず
る
恋
」
と
訓
む
こ
と
も
で
き
る
か
。
古
い
例
は
見
え
な
い
。
勅
撰
集
で
は
『
玉
葉
集
』
に
「
変
契
恋
／
尚
侍
藤
原
頊
子
朝
臣
／
こ
れ
も
ま
た
情
け
見
る
世
に
な
り
や
せ
ん
契
り
し
末
も
ま
こ
と
な
ら
ね
ば
」（
恋
四
・
一
七
〇
八
）
が
見
え
る
の
み
。
○
心
の
あ
き
の
初
時
雨
―
「
心
の
飽
き
」
か
ら
「
あ
き
」
を
掛
詞
に
「
秋
の
初
時
雨
」
へ
鎖
る
。
○
言
の
葉
の
色
を
染
め
け
ん
―
（
時
雨
に
）
葉
の
色
を
染
め
変
え
た
こ
と
に
、
契
っ
た
言
葉
の
内
容
を
違
え
た
こ
と
を
寓
意
す
る
。
（
変
契
恋
）
521　
は
か
な
く
ぞ
憂う
き
偽いつは
り
を
頼たの
み
け
る
誰た
が
ま
こ
と
を
と
思
ふ・
ば
か
り
に
〔
通
釈
〕（
契
り
を
変
ふ
る
恋
）
虚
し
く
も
つ
ら
く
恨
め
し
い
（
あ
の
人
の
）
偽
り
を
あ
て
に
し
た
こ
と
だ
。（
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
、
偽
り
だ
と
思
う
も
の
の
今
更
）
四
八
二
他
の
誰
の
真
実
を
頼
み
と
し
よ
う
か
、
と
思
う
だ
け
に
。
〔
本
歌
〕　
偽
り
と
思
ふ
も
の
か
ら
今
さ
ら
に
誰
が
ま
こ
と
を
か
我
は
頼
ま
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
は
か
な
く
ぞ
来
ん
夜
ま
で
と
も
頼
み
け
る
今
日
目
の
前
に
変
は
る
心
を
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
二
一
七
九
・
丹
後
）
〔
補
説
〕　
779
も
同
じ
歌
の
本
歌
取
り
。
別
恋
522　
聞き
きゝ
し
よ
り
な
ほを
こ
そ
憂う
け
れ
き
ぬ
ぎ〳〵
ぬ
の
別わか
れ
の
空そら
の
月
の
辛つら
さ
は
〔
本
文
〕　
○
な
ほ
こ
そ
―
底
本
は
「
な
を
◦こ
そ
」（「
を
」
の
下
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
こ
」）
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　
別
る
る
恋
聞
い
て
い
た
よ
り
、
さ
ら
に
憂
鬱
だ
。
恋
し
い
人
と
逢
っ
て
別
れ
る
、
後
朝
の
別
れ
の
空
に
見
る
月
の
辛
さ
は
。
〔
参
考
〕　
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
う
き
も
の
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
し
な
く
は
憂
き
も
の
と
い
は
で
ぞ
見
ま
し
有
明
の
月
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
三
〇
・
為
氏
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
首
御
歌
合
に
、
別
恋
・
三
六
六
。
〔
語
釈
〕　
○
月
の
辛
さ
―
新
鮮
な
詞
。
他
に
は
、『
人
家
集
』
の
「
鷹
司
院
帥
卅
五
首
」
と
す
る
一
首
に
「
我
も
ま
た
涙
ぞ
曇
る
霞
み
つ
つ
憂
き
影
見
す
る
月
の
辛
さ
に
」（
巻
十
・
春
歌
に
・
四
二
一
）、『
親
清
四
女
集
』
に
「
物
思
ふ
限
り
と
聞
き
し
秋
の
夜
に
い
づ
こ
を
添
ふ
る
月
の
辛
さ
ぞ
」（
一
九
二
）
と
見
え
る
程
度
。
〔
補
説
〕　
345
と
類
想
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
八
三
（
別
恋
）
523　
袖
の
露つゆ
お
く
る
も
辛つら
し
別わか
れ
路ち
の
憂う
き
に
ま
ぎ
れ
ぬ
有あり
あ
け明
の
月
〔
通
釈
〕（
別
る
る
恋
）
袖
に
涙
の
露
が
置
く
、（
恋
し
い
人
を
）
送
る
の
も
辛
い
別
れ
路
の
、
憂
く
辛
い
こ
と
に
紛
れ
も
し
な
い
有
明
の
月
だ
。
〔
参
考
〕　
枕
の
み
知
ら
ば
知
る
べ
き
別
れ
路
を
送
る
も
辛
し
有
明
の
月
（
人
家
集
・
七
四
・
尊
家
）
別
れ
路
の
有
明
の
月
の
憂
き
身
こ
そ
た
へ
て
命
は
つ
れ
な
か
り
け
れ
（
弘
長
百
首
・
恋
・
暁
別
恋
・
四
八
七
・
為
家
）
別
れ
路
の
辛
さ
は
さ
ぞ
な
有
明
の
月
の
空
行
く
春
の
雁
が
ね
（
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
春
・
二
二
・
重
教
）
〔
語
釈
〕　
○
袖
の
露
お
く
る
も
辛
し
―
「
袖
の
露
置
く
」
か
ら
「
お
く
」
を
掛
詞
に
「
送
る
も
辛
し
」
へ
鎖
る
と
解
し
た
。「
思
ひ
や
れ
な
ら
は
ぬ
山
に
す
み
染
め
の
袖
に
露
置
く
秋
の
け
し
き
を
」（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
四
八
・
源
通
清
）
を
初
め
と
し
て
「
袖
に
露
置
く
」
は
通
用
だ
が
、
少
し
き
わ
ど
い
解
釈
で
は
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
参
考
歌
の
作
者
尊
家
は
、
宗
尊
幕
下
の
関
東
祗
候
の
廷
臣
藤
原
顕
氏
の
弟
で
あ
る
。
遅
く
と
も
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
三
月
十
六
日
以
前
に
は
、
日
光
社
〔
日
吉
社
〕
の
別
当
職
に
任
じ
て
鎌
倉
犬
懸
谷
の
坊
に
住
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
吾
妻
鏡
）。
し
ば
し
ば
幕
府
や
北
条
家
を
初
め
と
す
る
要
人
の
為
の
修
法
を
務
め
、
関
東
に
験
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
人
物
で
あ
る
。
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
等
に
参
加
し
、『
続
古
今
集
』
に
一
首
の
入
集
を
見
た
歌
人
で
、
弘
長
元
年
（
文
応
二
年
）
五
月
二
十
七
日
に
鎌
倉
で
「
日
光
〔「
日
吉
」〕
別
当
法
印
会
」
を
催
し
て
い
る
。
参
考
の
尊
家
詠
と
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
宗
尊
が
尊
家
の
歌
を
目
に
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
四
八
四
逢
不
逢
恋
524　
疑うたかひ
し
心
の
裏うら
の
果は
て
は
ま
た
逢あ
は
ぬ
が
逢あ
ふ
に
な
る
ぞ
悲かな
し
き
〔
通
釈
〕　
逢
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋
（
あ
の
人
は
も
う
逢
わ
な
い
と
）
疑
っ
た
心
の
中
の
、
そ
の
あ
げ
く
の
果
て
は
ま
た
、
そ
の
「
逢
わ
な
い
」
が
、
あ
の
人
は
「
逢
う
」
（
と
い
う
期
待
）
に
か
わ
る
、
そ
れ
が
悲
し
い
の
だ
。
〔
参
考
〕　
疑
ひ
し
心
の
裏
の
ま
さ
し
さ
は
訪
は
ぬ
に
つ
け
て
ま
づ
ぞ
知
ら
る
る
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
九
八
・
待
賢
門
院
堀
河
。
久
安
百
首
・
恋
・
一
〇
七
〇
。
堀
河
集
・
七
六
）
果
て
は
ま
た
頼
む
心
の
疑
ひ
に
恨
み
ぬ
を
さ
へ
恨
み
つ
る
か
な
（
為
家
千
首
・
恋
・
七
七
三
）
見
る
夢
の
現
に
な
る
は
世
の
常
ぞ
現
の
夢
に
な
る
ぞ
悲
し
き
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
二
〇
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
会
不
会
恋
・
三
八
三
。
〔
補
説
〕　
一
度
逢
っ
た
人
が
今
は
逢
わ
な
い
の
で
疑
う
が
、
や
は
り
逢
う
こ
と
を
期
待
す
る
我
が
心
中
が
切
な
い
、
と
い
う
主
旨
か
。
（
逢
不
逢
恋
）
525　
今いま
は
と
て
月
に
別わか
れ
し
吾わ
き
も
こ
妹
子
が
夜
戸と
て出
の
姿すかた
い
つ
か
忘わす
れ
ん
〔
通
釈
〕（
逢
ひ
て
逢
は
ざ
る
恋
）
今
は
も
う
（
帰
る
）
と
い
こ
う
と
で
、
月
の
下
で
別
れ
た
愛
し
い
あ
の
娘
が
夜
中
に
戸
口
に
立
つ
姿
を
、
い
っ
た
い
い
つ
忘
れ
る
だ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
八
五
ろ
う
か
、
忘
れ
は
し
な
い
。
〔
本
歌
〕　
吾
妹
子
が
夜
戸
出
の
姿
見
て
し
よ
り
心
空
な
り
地つち
は
踏
め
ど
も
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
正
述
心
緒
・
二
九
五
〇
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
寝
て
待
ち
し
は
つ
か
の
月
の
は
つ
か
に
も
逢
ひ
見
し
こ
と
を
い
つ
か
忘
れ
ん
（
続
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
七
三
・
是
則
）
〔
影
響
〕　
忘
れ
ば
や
そ
の
面
影
は
有
明
の
月
に
別
れ
し
人
の
辛
さ
を
（
南
朝
三
百
番
歌
合
建
徳
二
年
・
別
恋
・
五
八
・
季
茂
）
〔
語
釈
〕　
○
月
に
別
れ
し
―
月
が
照
る
下
で
別
れ
た
、
の
意
。
先
行
例
が
見
え
な
い
句
形
。
○
夜
戸
出
―
夜
に
戸
口
の
外
に
出
る
こ
と
。
夜
に
人
の
送
り
迎
え
に
戸
口
に
立
つ
こ
と
。「
朝
戸
出
」
の
対
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
『
万
葉
』
歌
の
「
夜
戸
出
の
姿
」
は
「
吾
妹
子
」
が
夜
中
に
戸
を
開
け
て
出
て
行
く
姿
に
も
解
さ
れ
る
が
、「
妻
問
ひ
」
の
通
念
が
確
定
し
て
い
る
時
代
の
該
歌
の
場
合
は
、
男
が
帰
る
の
を
夜
中
に
戸
口
で
見
送
る
姿
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
被
忘
恋
526　
な
ほを
ざ
り
に
こ
れ
や
限かき
り
と
言い
ひ
し
よ
の
辛つら
き
ま
こ
と
に
な
り
に
け
る
か
な
〔
通
釈
〕　
忘
ら
る
る
恋
何
気
な
く
こ
れ
が
逢
う
こ
と
の
限
り
か
と
言
っ
た
夜
の
二
人
の
仲
が
、
堪
え
が
た
く
恨
め
し
い
真
実
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
逢
ふ
こ
と
は
こ
れ
や
限
り
の
た
び
な
ら
む
草
の
枕
も
霜
枯
れ
に
け
り
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
九
・
馬
内
侍
）
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る
（
伊
勢
物
語
・
二
十
三
段
・
高
安
の
女
。
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
七
・
読
人
不
知
）
四
八
六
〔
参
考
〕　
憂
き
に
こ
そ
げ
に
偽
り
も
な
か
り
け
れ
忘
る
る
方
の
辛
き
ま
こ
と
に
（
秋
風
抄
・
恋
・
二
五
九
・
為
氏
）
〔
類
歌
〕　
大
方
の
な
ら
ひ
に
憂
し
と
言
ひ
し
よ
の
今
は
我
が
身
に
限
り
ぬ
る
か
な
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
二
九
一
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
四
〇
三
。
〔
語
釈
〕　
○
言
ひ
し
よ
―
「
よ
」
は
、
本
歌
の
伊
勢
物
語
歌
に
つ
け
ば
「
夜
」
だ
が
、「
世
」
と
の
掛
詞
に
解
す
る
。
（
被
忘
恋
）
527　
誓ちか
ひ
し
を
忘わす
れ
て
こ
そ
は
忘わす
る
ら
め
憂う
き
身
に
い
か
がゝ
身
を
ば
替か
ふ
べ
き
〔
通
釈
〕（
忘
ら
る
る
恋
）
あ
の
人
は
（
私
に
）
誓
約
し
た
の
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
を
忘
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
忘
れ
ら
れ
た
こ
の
憂
く
辛
い
身
と
、
あ
の
人
の
身
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
〔
本
歌
〕　
忘
ら
る
る
身
を
ば
思
は
ず
誓
ひ
て
し
人
の
命
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
七
〇
・
右
近
）
〔
参
考
〕　
い
か
で
我
つ
れ
な
き
人
に
身
を
替
へ
て
恋
し
き
ほ
ど
を
思
ひ
知
ら
せ
ん
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
一
二
・
実
能
）
桜
花
憂
き
身
に
か
ふ
る
た
め
し
あ
ら
ば
生
き
て
散
る
を
ば
惜
し
ま
ざ
ら
ま
し
（
千
載
集
・
春
下
・
九
二
・
通
親
）
〔
語
釈
〕　
○
誓
ひ
し
―
変
わ
ら
な
い
愛
情
を
固
く
約
束
し
た
、
と
の
意
。
〔
補
説
〕　
「
忘
れ
て
」「
忘
る
ら
め
」
や
「
憂
き
身
に
」「
身
を
ば
替
ふ
」
の
同
語
の
反
復
は
、
意
識
的
で
あ
ろ
う
。「
憂
き
身
」
は
、
自
分
に
つ
い
て
言
う
の
が
普
通
だ
が
、
相
手
の
身
を
言
っ
た
と
す
れ
ば
、
下
句
は
「
無
情
な
あ
の
人
の
身
と
、
ど
う
し
て
こ
の
身
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
八
七
恨
恋
528　
頼たの
め
ば
と
思おも
ふ
ば
か
り
に
憂う
き
人
の
心
も
知し
ら
ず
恨うら
み
つ
る
か
な
〔
通
釈
〕　
恨
む
る
恋
期
待
す
る
か
ら
（
逢
え
る
か
）、
と
思
う
だ
け
に
か
え
っ
て
、
つ
れ
な
く
無
情
な
あ
の
人
の
心
も
分
か
ら
ず
に
、
結
局
こ
の
よ
う
に
恨
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
思
は
ず
は
つ
れ
な
き
こ
と
も
つ
ら
か
ら
じ
頼
め
ば
人
を
恨
み
つ
る
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
七
三
・
読
人
不
知
。
拾
遺
抄
・
恋
五
・
三
三
五
）
〔
参
考
〕　
ひ
と
す
ぢ
に
頼
め
ば
と
こ
そ
か
こ
て
ど
も
恨
む
と
な
れ
ば
い
か
が
思
は
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
恋
・
一
三
五
六
・
真
観
）
憂
き
人
の
心
も
知
ら
ず
秋
萩
の
下
葉
を
見
ず
は
な
ほ
や
頼
ま
む
（
現
存
六
帖
・
は
ぎ
・
尚
侍
家
中
納
言
〔
光
俊
女
〕・
八
三
）
〔
影
響
〕　
憂
き
人
の
心
も
知
ら
ず
我
ば
か
り
命
あ
ら
ば
と
身
を
祈
る
か
な
（
新
後
撰
集
・
恋
二
・
祈
恋
を
・
九
二
九
・
実
教
）
世
の
常
は
頼
め
ば
と
も
や
思
ひ
け
ん
ま
こ
と
に
今
は
恨
み
は
て
ぬ
る
（
雪
玉
集
・
巻
十
二
・
文
亀
三
年
九
月
九
日
已
来
同
年
公
宴
・
恨
恋
・
五
〇
三
二
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
恨
恋
・
四
〇
二
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
恋
歌
の
中
に
・
一
三
〇
二
。
〔
語
釈
〕　
○
頼
め
ば
と
―
他
動
詞
「
頼
む
」
の
未
然
形
に
「
ば
」
と
す
る
と
、
も
し
あ
の
人
が
私
に
逢
う
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
な
ら
ば
と
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
自
動
詞
「
頼
む
」
の
已
然
形
に
「
ば
」
と
す
る
と
、
私
が
あ
の
人
に
逢
う
こ
と
を
期
待
す
る
の
で
と
、
と
の
意
味
。
後
者
に
解
す
る
。
○
思
ふ
ば
か
り
に
―
早
く
『
古
今
六
帖
』
に
「
緑
な
り
と
思
ふ
ば
か
り
に
蓮
葉
の
か
は
身
に
さ
へ
も
し
み
に
け
る
か
な
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
は
ち
す
・
三
七
九
三
）
の
例
が
あ
り
、
平
安
時
代
に
も
数
例
見
え
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
用
四
八
八
例
が
増
え
る
。
為
家
に
も
「
身
の
憂
さ
を
思
ふ
ば
か
り
に
偽
り
の
な
き
世
な
り
と
も
頼
ま
る
る
か
な
」（
中
院
集
・
述
懐
・
一
一
一
）
の
作
が
あ
る
。
○
心
も
知
ら
ず
―
原
拠
は
「
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
故
郷
は
花
ぞ
昔
の
香
に
匂
ひ
け
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
四
二
・
貫
之
）。
〔
補
説
〕　
参
考
の
「
憂
き
人
の
」
歌
の
本
歌
は
、「
秋
萩
の
下
葉
を
見
ず
は
忘
ら
る
る
人
の
心
を
い
か
で
知
ら
ま
し
」（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
三
八
・
広
平
親
王
）。
（
恨
恋
）
529　
か
かゝ
る
身
に
何なに
ぞ
心
の
あ
り
初そ
め
て
人
の
つ
ら
さ
を
思
ひ・
知し
り
け
ん
〔
通
釈
〕（
怨
む
る
恋
）
こ
の
よ
う
な
身
に
、
ど
う
し
て
心
が
有
り
始
め
て
、
恋
し
い
人
の
薄
情
さ
を
思
い
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
数
な
ら
ぬ
憂
き
心
に
も
い
か
に
し
て
人
の
つ
ら
さ
を
思
ひ
知
る
ら
む
（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・
一
七
八
二
・
師
光
）
何
ぞ
こ
の
夢
て
ふ
も
の
の
あ
り
そ
め
て
寝
る
が
う
ち
に
も
身
を
嘆
く
ら
ん
（
秋
風
集
・
雑
中
・
題
不
知
・
一
二
二
五
・
実
経
。
続
古
今
集
・
雑
下
・
寄
夢
述
懐
を
・
一
八
〇
一
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
前
者
の
心
を
も
ど
き
後
者
の
詞
を
取
っ
て
合
わ
せ
た
よ
う
な
仕
立
て
で
あ
る
。
後
者
は
、「
う
た
た
寝
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
頼
み
そ
め
て
き
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
三
・
小
町
）
と
「
寝
る
が
う
ち
に
見
る
を
の
み
や
は
夢
と
い
は
む
は
か
な
き
世
を
も
現
と
は
見
ず
」（
同
・
哀
傷
・
八
三
五
・
忠
岑
）
の
両
首
を
本
歌
に
取
る
。
事
物
・
事
象
の
始
原
・
始
発
を
問
う
こ
と
は
、
宗
尊
詠
の
多
く
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
自
身
の
心
の
存
在
と
、
そ
の
心
に
よ
る
恋
人
の
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
八
九
冷
淡
さ
の
認
知
の
始
め
を
問
う
趣
向
は
新
鮮
で
あ
る
。
春
恋
530　
言い
は
で
思おも
ふ
心
の
色
を
人
問と
は
ばゝ
折お
り
て
や
見み
せ
む
山やま
ふ
き吹
の
花はな
〔
通
釈
〕　
春
の
恋
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
で
密
か
に
恋
し
く
思
っ
て
い
る
心
の
色
を
、
も
し
人
が
問
う
の
な
ら
ば
、
た
だ
折
っ
て
見
せ
よ
う
、
山
吹
の
花
を
。（
梔
子
色
だ
か
ら
、
口
無
し
で
、
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
）。
〔
本
歌
〕　
言
は
で
思
ふ
心
あ
り
そ
の
浜
風
に
立
つ
白
浪
の
よ
る
ぞ
わ
び
し
き
（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
八
九
・
読
人
不
知
）
山
吹
の
花
色
衣
ぬ
し
や
誰
問
へ
ど
答
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
一
二
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
君
を
祈
る
心
の
色
を
人
問
は
ば
糺
の
宮
の
朱
の
玉
が
き
（
新
古
今
集
・
神
祇
・
一
八
九
一
・
慈
円
）
人
問
は
ば
春
の
ゆ
く
へ
を
答
へ
つ
つ
鶯
宿
れ
山
吹
の
花
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
六
二
三
・
基
家
）
〔
類
歌
〕　
我
が
袖
の
涙
と
も
見
よ
言
は
で
思
ふ
心
の
色
の
花
の
下
露
（
親
清
五
女
集
・
寄
款
冬
恋
・
二
四
七
）
〔
享
受
〕　
言
は
で
思
ふ
心
の
色
か
妹
背
山
中
な
る
川
の
山
吹
の
花
（
新
続
古
今
集
・
春
上
・
百
首
歌
奉
り
し
時
、
款
冬
・
一
九
一
・
雅
永
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
春
恋
・
三
三
四
。
続
古
今
集
・
恋
一
・
忍
恋
の
心
を
・
九
六
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
忍
恋
・
六
二
四
一
。
〔
語
釈
〕　
○
心
の
色
―
深
く
恋
の
思
い
に
悩
ん
で
い
る
気
分
の
さ
ま
。
こ
こ
で
は
「
色
」
は
「
山
吹
」
の
縁
語
。「
常
磐
な
る
日
陰
の
蔓
四
九
〇
今
日
し
こ
そ
心
の
色
に
深
く
見
え
け
れ
」（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
三
五
・
師
尹
）
が
原
拠
だ
が
、
新
古
今
時
代
以
降
に
多
用
さ
れ
る
。
〔
補
説
〕　
近
世
の
本
居
宣
長
の
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば
朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花
」（
自
讃
画
）
が
想
起
さ
れ
る
。
秋
恋
531　
今いま
来こ
む
と
言い
ひ
し
ば
か
り
の
月
も
見
ず
時し
く雨
る
るゝ
秋
の
有
明
の
空そら
〔
通
釈
〕　
秋
の
恋
今
も
う
す
ぐ
行
く
と
言
っ
た
ば
か
り
に
（
出
を
待
っ
た
）
と
い
う
月
も
見
え
や
し
な
い
。
時
雨
が
私
の
涙
と
共
に
降
る
、
あ
の
人
が
私
に
飽
き
た
こ
の
秋
の
有
明
の
空
よ
。
〔
本
歌
〕　
今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）
〔
語
釈
〕　
○
月
も
見
ず
―
「
鷲
の
山
ま
だ
有
明
の
月
も
見
ず
世
を
う
き
雲
に
空
隠
れ
し
て
」（
久
安
百
首
・
尺
教
・
一
二
八
八
・
待
賢
門
院
安
芸
）
が
先
行
例
に
な
る
が
、
こ
の
「
月
」
は
無
明
長
夜
の
闇
を
照
ら
す
釈
尊
の
寓
意
か
、
悟
り
の
心
如
の
月
を
言
う
か
。
○
時
雨
る
る
秋
―
「
時
雨
る
る
」
は
恋
の
涙
を
流
す
こ
と
を
寓
意
す
る
。「
秋
」
は
恋
歌
と
し
て
「
飽
き
」
が
掛
か
る
。
歌
句
と
し
て
は
、「
名
を
聞
け
ば
昔
な
が
ら
の
山
な
れ
ど
時
雨
る
る
秋
は
色
ま
さ
り
け
り
」（
拾
遺
集
・
秋
・
一
九
八
・
順
）
が
原
拠
だ
が
、
前
項
に
挙
げ
た
の
と
同
じ
『
久
安
百
首
』
の
安
芸
詠
「
君
を
待
つ
虫
の
音
し
げ
き
故
郷
に
時
雨
る
る
秋
の
暮
れ
も
行
く
か
な
」（
久
安
百
首
・
物
名
・
ま
つ
む
し
、
秋
の
く
れ
・
一
二
九
八
）
が
目
に
付
く
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
一
寄
夢
恋
532　
思おも
ひ
つ
つゝ
寝ぬ
れ
は
や
人
の
と
ば
か
り
に
夜よ
な
夜〳〵
な
頼たの
む
夢
も
儚はかな
し
〔
通
釈
〕　
夢
に
寄
す
る
恋
ず
っ
と
恋
し
く
思
い
な
が
ら
寝
る
の
で
あ
の
人
が
（
見
え
た
の
か
）
と
い
う
だ
け
に
、
毎
夜
毎
夜
頼
み
と
す
る
夢
も
儚
い
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
五
二
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
嘆
き
侘
び
寝
る
た
ま
の
を
の
よ
る
よ
る
は
思
ひ
も
絶
え
ぬ
夢
も
儚
し
（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
九
七
四
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
恋
・
八
一
〇
）
儚
し
な
夢
に
通
は
む
夜
な
夜
な
を
形
見
に
そ
れ
と
思
ひ
な
す
と
も
（
拾
遺
愚
草
・
恋
・
二
六
六
五
）
寄
鳥
恋
533　
は
し
鷹たか
の
狩かり
場は
の
小
野
に
立た
つ
鳥
の
あ
は
で
は
何なに
にゝ
身
を
も
替か
へ
ま
し
〔
通
釈
〕　
鳥
に
寄
す
る
恋
は
し
鷹
が
狩
場
の
小
野
に
飛
び
立
つ
鳥
に
向
か
う
の
が
合
わ
な
い
、
そ
れ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
恋
し
い
人
に
逢
わ
な
い
で
は
、
い
っ
た
い
何
に
こ
の
身
を
引
き
替
え
よ
う
か
。
〔
参
考
〕　
夕
ま
ぐ
れ
山
か
た
つ
き
て
立
つ
鳥
の
羽
音
に
鷹
を
合
は
せ
つ
る
か
な
（
千
載
集
・
冬
・
四
二
三
・
俊
頼
。
堀
河
百
首
・
冬
・
鷹
狩
・
一
〇
六
四
異
伝
。
内
大
臣
家
歌
合
元
永
元
年
十
月
十
三
日
・〔
後
宴
歌
〕・
鷹
狩
・
四
二
。
散
木
奇
歌
集
・
冬
・
四
九
二
六
一
五
）
よ
そ
な
が
ら
逢
ひ
見
ぬ
ほ
ど
に
恋
ひ
死
ば
何
に
替
へ
た
る
命
と
か
い
は
む
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
五
五
・
読
人
不
知
）
人
知
れ
ず
逢
ふ
を
待
つ
間
に
恋
ひ
死
な
ば
何
に
替
へ
た
る
命
と
か
い
は
む
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
五
六
・
兼
盛
）
身
は
捨
て
つ
今
は
こ
の
世
に
逢
ふ
こ
と
を
何
に
替
へ
て
か
恋
ひ
渡
る
ら
ん
（
河
合
社
歌
合
寛
元
元
年
十
一
月
・
不
遇
恋
・
四
四
・
真
観
）
〔
類
歌
〕　
み
狩
野
に
か
く
ろ
ひ
か
ね
て
立
つ
鳥
も
あ
は
で
命
を
捨
つ
る
も
の
か
は
（
慶
運
百
首
・
恋
・
寄
鳥
恋
・
七
七
）
〔
他
出
〕　
続
千
載
集
・
恋
二
・
一
二
四
三
・
題
し
ら
ず
。
〔
語
釈
〕　
○
は
し
鷹
の
狩
場
の
小
野
に
立
つ
鳥
の
あ
は
で
―
「
立
つ
鳥
の
」
ま
で
は
序
で
、
鷹
狩
で
、「
は
し
鷹
（
鷂
・
箸
鷹
）」（
鷹
狩
に
使
う
小
型
の
鷹
）
が
「
立
つ
鳥
」
に
「
合
は
で
」（
は
し
鷹
が
飛
び
立
つ
鳥
に
対
し
て
合
わ
な
い
で
）
の
掛
詞
で
「
逢
は
で
」
を
起
こ
す
。
〔
補
説
〕　
下
句
は
、
参
考
の
「
何
に
替
へ
た
る
命
と
か
い
は
む
」
を
基
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
真
観
の
「
身
は
捨
て
つ
」
に
倣
い
、「
命
」
を
「
身
」
に
置
き
換
え
た
よ
う
な
詠
み
方
で
あ
る
。
（
寄
鳥
恋
）
534　
鳥とり
の
音ね
に
別わか
れ
初そ
め
け
む
昔
ま
で
思おも
へ
ば
つ
ら
し
暁あか月
の
空そら
〔
通
釈
〕（
鳥
に
寄
す
る
恋
）
鶏
の
鳴
く
声
に
（
恋
人
達
が
）
別
れ
始
め
た
で
あ
ろ
う
昔
ま
で
、
思
い
や
る
と
恨
め
し
い
暁
の
空
よ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
三
〔
参
考
〕　
今
は
と
て
別
れ
し
ま
ま
の
鳥
の
音
を
忘
れ
が
た
み
の
し
の
の
め
の
空
（
新
勅
撰
集
・
恋
三
・
八
〇
五
・
基
良
）
人
も
憂
し
嶺
の
横
雲
あ
は
れ
な
ど
暁
ご
と
に
別
れ
初
め
け
ん
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
後
朝
恋
・
一
二
一
九
・
為
家
）
暁
は
げ
に
言
ひ
知
ら
ぬ
つ
ら
さ
と
も
思
は
で
し
も
や
別
れ
初
め
け
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
七
八
・
時
直
）
月
ゆ
ゑ
に
あ
ま
り
も
尽
く
す
心
か
な
思
へ
ば
つ
ら
し
秋
の
夜
の
空
（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
月
・
六
七
七
）
〔
類
歌
〕　
月
ま
で
も
思
へ
ば
つ
ら
し
い
か
に
し
て
か
か
る
別
れ
の
有
明
の
空
（
新
葉
集
・
恋
三
・
八
六
四
・
実
数
）
〔
補
説
〕　
事
物
・
事
象
の
始
原
・
始
発
を
問
う
傾
き
が
あ
る
宗
尊
の
詠
作
方
法
の
中
に
あ
る
一
首
。
暁
の
鶏
鳴
に
男
女
が
別
れ
始
め
た
昔
を
思
い
や
る
の
が
主
旨
。「
恋
ひ
恋
ひ
て
ま
れ
に
逢
ふ
夜
の
暁
は
鳥
の
音
つ
ら
き
も
の
に
ざ
り
け
る
」（
古
今
六
帖
・
恋
五
・
あ
か
つ
き
に
お
く
・
二
七
三
〇
・
作
者
不
記
）
の
類
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
類
歌
と
し
て
挙
げ
た
南
朝
の
一
首
は
、
用
詞
と
仕
立
て
が
類
似
す
る
。
あ
る
い
は
該
歌
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
海
辺
恋
535　
伊
勢
の
海
の
海あ
ま人
の
ま
て
か
た
待ま
て
と
だ
に
頼たの
め
ぬ
中
に
恋
ひ・
つ
つゝ
ぞ
経ふ
る
〔
通
釈
〕　
海
辺
の
恋
伊
勢
の
海
の
海
人
の
ま
て
か
た
な
ら
ぬ
、（
訪
れ
を
）
待
て
と
さ
え
（
あ
の
人
が
私
に
）
期
待
さ
せ
も
し
な
い
二
人
の
仲
で
、
恋
し
く
思
い
な
が
ら
年
月
を
過
ご
す
こ
と
だ
。
四
九
四
〔
本
歌
〕　
伊
勢
の
海
の
海
人
の
ま
て
か
た
い
と
ま
な
み
長
ら
へ
に
け
る
身
を
ぞ
恨
む
る
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
一
六
・
源
英
明
）
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
二
〇
七
・
読
人
不
知
。
伊
勢
物
語
・
二
十
三
段
・
五
一
・
高
安
の
女
）
〔
参
考
〕　
伊
勢
の
海
の
海
人
の
ま
て
か
た
待
て
し
ば
し
う
ら
み
に
浪
の
ひ
ま
は
な
く
と
も
（
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
八
・
家
隆
）
待
て
と
だ
に
頼
め
ぬ
人
の
宵
宵
を
恋
ひ
て
は
ひ
と
り
わ
び
つ
つ
ぞ
寝
る
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ひ
と
り
ぬ
・
一
三
九
七
・
ひ
と
り
ぬ
・
為
家
）
天
の
河
頼
め
ぬ
中
の
逢
ふ
こ
と
も
寝
る
夜
少
な
き
年
ぞ
経
に
け
る
（
壬
二
集
・
恋
・
二
六
九
五
）
〔
語
釈
〕　
○
伊
勢
の
海
―
伊
勢
国
の
歌
枕
。
現
三
重
県
と
愛
知
県
に
跨
が
る
伊
勢
湾
。
○
ま
て
か
た
―
古
来
諸
説
あ
る
難
義
の
語
。「
参
で
難
」
と
も
「
真
手
肩
」（
両
手
と
肩
）
と
も
。
こ
の
歌
の
場
合
は
こ
こ
ま
で
「
ま
て
」
の
同
音
で
「
待
て
」
を
起
こ
す
序
。
（
海
辺
恋
）
536　
松
島
や
雄を
島しま
の
海あ
ま人
も
憂う
き
人
の
辛つら
さ
に
絞しほ
る
袂たもと
な
ら
ね
ば
〔
通
釈
〕（
海
辺
の
恋
）
松
島
よ
、
そ
の
雄
島
に
漁
り
す
る
海
人
も
（
そ
の
濡
れ
た
袂
は
）、（
私
の
よ
う
に
）
無
情
に
つ
れ
な
い
人
の
冷
淡
さ
に
（
涙
を
）
絞
る
袂
で
は
な
い
の
で
（
私
の
袂
ほ
ど
濡
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
）。
〔
本
歌
〕　
松
島
や
雄
島
の
磯
に
あ
さ
り
せ
し
海
人
の
袖
こ
そ
か
く
は
濡
れ
し
か
（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
二
七
・
重
之
）
〔
参
考
〕　
あ
ま
人
は
袖
と
も
分
か
ず
絞
る
ら
ん
雄
島
が
磯
の
五
月
雨
の
頃
（
正
治
後
度
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
二
三
・
後
鳥
羽
院
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
五
〔
語
釈
〕　
○
松
島
―
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
の
松
島
湾
を
言
う
か
。
○
雄
島
―
陸
奥
国
の
歌
枕
。「
松
島
」
の
代
表
的
な
島
を
言
う
か
。
伊
勢
国
の
歌
枕
と
も
さ
れ
る
（
八
雲
御
抄
）。
ま
た
、
目
立
つ
島
を
言
う
普
通
名
詞
と
も
。
○
絞
る
―
「
し
ほ
る
（
し
を
る
）」（
ぐ
っ
し
ょ
り
と
す
る
意
）
で
も
通
意
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
詞
も
心
も
取
る
。
故
郷
恋
537　
尋たつ
ね
て
も
人
は
払はら
は
ぬ
故ふる
さ
と郷
の
蓬よもき
が
露つゆ
に
秋
風
ぞ
吹ふ
く
〔
通
釈
〕　
故
郷
の
恋
恋
し
い
人
が
尋
ね
て
来
て
払
う
こ
と
は
な
い
、（
人
の
訪
れ
が
絶
え
た
）
故
郷
の
蓬
に
置
く
露
に
、（
恋
人
が
私
に
）
飽
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
秋
風
が
吹
く
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
茂
り
ゆ
く
蓬
が
露
に
そ
ほ
ち
つ
つ
人
に
問
は
れ
ぬ
音
を
の
み
ぞ
泣
く
（
更
級
日
記
・
八
七
・
作
者
）
こ
れ
や
見
し
昔
住
み
け
む
跡
な
ら
む
蓬
が
露
に
月
の
か
か
れ
る
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
八
二
・
西
行
。
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
四
四
〇
、
五
句
「
月
の
宿
れ
る
」）
〔
影
響
〕　
払
ふ
べ
き
人
こ
そ
問
は
ね
故
郷
の
蓬
が
露
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
親
清
四
女
集
・
八
七
）
故
郷
に
も
と
来
し
人
は
昔
に
て
蓬
が
露
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
長
慶
天
皇
千
首
・
秋
・
故
郷
露
・
五
七
）
〔
語
釈
〕　
○
尋
ね
て
も
―
「
も
」
は
強
意
。
○
秋
風
―
恋
歌
で
あ
り
「
尋
ね
て
も
人
は
払
は
ぬ
」
と
あ
る
の
で
、「
飽
き
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
古
く
「
故
郷
と
な
る
ぞ
わ
び
し
き
夏
衣
蓬
の
上
の
露
見
る
ご
と
に
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
よ
も
ぎ
・
三
九
五
七
）
と
歌
わ
れ
四
九
六
て
、「
蓬
」
の
「
露
」
は
、
か
つ
て
の
営
み
が
失
わ
れ
た
侘
び
し
い
「
故
郷
」
の
景
物
と
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
孝
標
女
歌
も
、
直
前
の
地
文
に
「
人
々
は
皆
ほ
か
に
住
み
あ
か
れ
て
、
故
郷
に
ひ
と
り
、
い
み
じ
う
心
細
く
悲
し
く
て
、
な
が
め
明
か
し
わ
び
て
、
久
し
う
訪
れ
ぬ
人
に
」
と
あ
り
、
西
行
歌
も
『
西
行
法
師
家
集
』
の
詞
書
は
「
故
郷
の
心
を
」
で
あ
る
。
影
響
に
挙
げ
た
両
首
の
内
前
者
は
厳
密
に
は
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両
首
と
該
歌
と
の
関
係
は
、
さ
ら
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
名
所
恋
538　
比くら
べ
ば
や
恋
を
す
る
が
の
山やま
た
か高
み
おを
よ
ば
ぬ
富ふ
し士
の
煙けふり
な
り
と
も
〔
通
釈
〕　
名
所
の
恋
比
べ
た
い
も
の
だ
。
駿
河
の
富
士
の
山
は
高
い
の
で
、（
世
間
の
人
は
）
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
富
士
の
煙
と
、
私
が
恋
を
す
る
「
恋
ひ
」
の
「
火
」
の
煙
と
。
〔
本
歌
〕　
世
の
人
の
お
よ
ば
ぬ
も
の
は
富
士
の
嶺
の
雲
居
に
高
き
思
ひ
な
り
け
り
（
拾
遺
集
・
恋
一
・
八
九
一
・
村
上
天
皇
）
〔
参
考
〕　
胸
は
富
士
袖
は
清
見
が
関
な
れ
や
煙
も
波
も
立
た
ぬ
日
ぞ
な
き
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
一
三
・
平
祐
挙
）
さ
ぞ
嘆
く
恋
を
す
る
が
の
宇
津
の
山
う
つ
つ
の
夢
の
ま
た
と
見
え
ね
ば
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
八
八
八
・
定
家
。
定
家
卿
百
番
自
歌
合
・
一
四
五
。
拾
遺
愚
草
・
恋
・
二
六
五
三
。）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
名
所
恋
を
・
三
四
九
。
続
古
今
集
・
恋
二
・
名
所
恋
を
・
一
〇
七
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
・
駿
河
国
・
富
士
篇
・
山
・
五
一
一
五
、
結
句
「
煙
な
れ
ど
も
」。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
七
〔
語
釈
〕　
○
比
べ
ば
や
―
「
我
が
袖
を
秋
の
草
葉
に
比
べ
ば
や
い
づ
れ
か
露
の
置
き
は
ま
さ
る
と
」（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
七
九
五
・
相
模
）
に
遡
及
す
る
句
。
○
恋
を
す
る
が
の
―
「
恋
を
す
る
」
か
ら
「
す
る
」
を
掛
詞
に
「
駿
河
の
」
へ
鎖
る
。「
恋
」
の
「
こ
ひ
」
に
「
富
士
」「
煙
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
松
539　
栗くり
は
ら原
の
姉あね
歯は
に
生お
ふ
る
松
ご
と
に
あ
ら
ば
や
末すゑ
に
人
な
ら
ぬ
身
は
〔
通
釈
〕　
松
栗
原
の
姉
歯
に
生
え
る
松
、
そ
の
（
長
寿
の
）
松
一
本
毎
の
枝
葉
の
末
に
（
あ
や
か
っ
て
）、
行
く
末
ま
で
に
生
き
た
い
も
の
だ
、
人
並
み
で
は
な
い
こ
の
身
は
。
〔
本
歌
〕　
栗
原
の
姉あね
歯は
の
松
の
人
な
ら
ば
都
の
つ
と
に
い
ざ
と
言
は
ま
し
を
（
伊
勢
物
語
・
十
四
段
・
二
二
・
男
）
〔
語
釈
〕　
○
栗
原
―
陸
奥
国
の
郡
名
。
現
宮
城
県
栗
原
市
。
○
姉
歯
―
陸
奥
国
栗
原
郡
の
歌
枕
。
現
宮
城
県
栗
原
市
金
成
姉
歯
。
本
歌
か
ら
「
松
」
が
有
名
。
○
松
―
「
あ
ら
ば
や
末
に
」
か
ら
長
寿
を
暗
喩
す
る
。
○
末
―
未
来
・
将
来
の
意
。「
松
」
の
縁
で
松
の
枝
葉
の
先
の
意
が
掛
か
る
。
竹
540　
め
づ
ら
し
き
節ふし
も
あ
ら
じ
な
呉くれ
竹
の
よ
よゝ
に
古ふ
り
に
し
大やま
と和
言こと
の
葉
四
九
八
〔
本
文
〕　
○
古
り
に
し
―
底
本
は
「
ふ
り
にぬる
イし
」
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕　
竹
呉
竹
の
節
な
ら
ぬ
珍
し
い
一
節
も
、
も
は
や
あ
る
ま
い
な
。（
呉
竹
の
）
節
節
の
よ
う
な
代
代
に
古
び
て
し
ま
っ
た
、
竹
の
葉
な
ら
ぬ
大
和
言
葉
の
和
歌
は
。
〔
参
考
〕　
し
の
ぶ
べ
き
節
も
あ
ら
じ
な
笛
竹
の
こ
の
よ
を
限
る
ね
を
つ
く
す
と
も
（
物
語
二
百
番
歌
合
・
取
替
波
也
・
三
七
二
・
権
中
納
言
。
風
葉
集
・
雑
二
・
一
三
二
六
・
と
り
か
へ
ば
や
の
権
中
納
言
母
）
〔
語
釈
〕　
○
節
―
和
歌
の
興
趣
・
趣
向
の
意
。「
く
れ
竹
」「
よ
よ
（
節
節
）」
の
縁
で
竹
の
節
の
意
が
掛
か
る
。
○
呉
竹
の
―
「
よ
」
の
枕
詞
。
題
の
「
竹
」
と
歌
の
「
節
」
か
ら
、
ま
た
「
大
和
言
の
葉
」
と
の
対
で
、「
呉
竹
」（
中
国
か
ら
渡
来
し
た
と
い
う
竹
）
の
原
義
が
生
き
て
響
く
。
○
よ
よ
に
古
り
に
し
―
「（
呉
竹
の
）
節
節
（
よ
よ
）」
か
ら
「
よ
よ
」
を
掛
詞
に
「
代
代
に
古
り
に
し
」
へ
鎖
る
。
○
大
和
言
の
葉
―
和
歌
を
言
う
。「
呉
竹
」
と
の
対
（
縁
）
で
竹
の
「
葉
」
が
掛
か
る
。
異
文
の
「
古
り
ぬ
る
」
は
、「
古
び
て
し
ま
っ
て
い
る
」
に
も
「
古
び
て
し
ま
っ
た
」
に
も
訳
せ
る
が
、
大
意
は
変
わ
ら
な
い
。
山
541　
世よ
の
憂う
さ
に
思おも
ひ
も
入い
ら
ば
誰たれ
を
か
も
知し
る
人
に
せ
ん
み
吉よし
野の
のゝ
山
〔
通
釈
〕　
山
世
の
辛
い
憂
さ
に
、
も
し
思
い
詰
め
て
分
け
入
る
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
誰
を
知
己
と
し
よ
う
か
し
ら
、
み
吉
野
の
山
は
。
〔
本
歌
〕　
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
九
・
興
風
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
四
九
九
〔
参
考
〕　
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
に
せ
む
世
に
経
れ
ば
憂
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
吉
野
の
岩
の
か
け
道
踏
み
な
ら
し
て
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
～
一
・
読
人
不
知
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
の
御
歌
合
に
、
山
を
・
四
四
七
。
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
も
入
ら
ば
―
も
し
深
く
思
い
詰
め
る
な
ら
ば
の
意
に
、「
吉
野
の
山
」
の
縁
で
、
も
し
吉
野
の
山
に
分
け
入
る
な
ら
ば
の
意
を
掛
け
る
。「
山
」
に
「
思
ひ
入
る
」
類
例
は
、
古
く
「
世
を
憂
し
と
思
ひ
入
れ
ど
も
赤
肌
の
山
は
身
を
こ
そ
隠
さ
ざ
り
け
れ
」
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
山
・
八
九
二
・
作
者
不
記
）
が
あ
り
、「
吉
野
」
に
つ
い
て
言
う
先
行
歌
は
、「
我
が
恋
は
吉
野
の
山
の
奥
な
れ
や
思
ひ
入
れ
ど
も
逢
ふ
人
も
な
し
」（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
一
二
・
顕
季
。
堀
河
百
首
・
恋
・
不
逢
恋
・
一
一
五
七
）
や
「
一
す
ぢ
に
思
ひ
入
り
な
ん
吉
野
山
ま
た
あ
ら
ば
こ
そ
人
も
さ
そ
は
め
」（
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
吉
野
に
て
・
七
二
七
）
や
「
何
と
か
く
思
ひ
入
る
ら
む
吉
野
山
奥
に
も
人
は
逢
は
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
」（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・
二
三
五
〇
・
季
能
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
宗
尊
の
視
野
に
も
入
っ
て
い
た
か
。
○
み
吉
野
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
→
８
。
こ
こ
で
は
、「
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
」
に
す
べ
き
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
知
友
は
い
な
い
と
の
認
識
に
立
つ
。
宗
尊
は
「
尋
ね
来
ぬ
人
こ
そ
な
け
れ
吉
野
山
世
の
憂
き
と
き
か
花
の
盛
り
は
」（
本
集
・
660
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
（
山
）
542　
身
に
添そ
は
ぬ
憂う
き
世よ
な
り
せ
ば
唐
も
ろ
こ
し
の
吉よし
野の
のゝ
山
も
尋たつ
ね
見
て
ま
し
〔
通
釈
〕（
山
）
こ
の
身
に
付
い
て
ま
わ
ら
な
い
憂
く
辛
い
世
の
中
で
も
し
あ
っ
た
な
ら
ば
、
唐
土
の
吉
野
の
山
も
尋
ね
見
た
だ
ろ
う
に
（
ど
こ
も
憂
五
〇
〇
く
辛
い
世
の
中
な
の
だ
）。
〔
本
歌
〕　
唐
の
吉
野
の
山
に
こ
も
る
と
も
後
れ
む
と
思
ふ
我
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
四
九
・
時
平
）
〔
参
考
〕　
身
を
さ
ら
ぬ
同
じ
憂
き
世
と
思
は
ず
は
巌
の
中
も
尋
ね
見
て
ま
し
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
八
七
・
式
乾
門
院
御
匣
）
〔
語
釈
〕　
○
身
に
添
は
ぬ
―
「
花
盛
り
四
方
の
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
春
は
心
の
身
に
添
は
ぬ
か
な
」（
千
載
集
・
春
上
・
六
四
・
公
衡
）
に
拠
る
。
○
唐
の
吉
野
の
山
―
唐
土
に
あ
る
は
ず
の
な
い
大
和
国
の
歌
枕
の
「
吉
野
の
山
」
を
敢
え
て
仮
想
す
る
誹
諧
。
〔
補
説
〕　
本
歌
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
参
考
の
「
身
を
さ
ら
ぬ
」
歌
を
詠
み
替
え
た
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
参
考
歌
は
「
い
か
な
ら
ん
巌
の
中
に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
こ
と
の
聞
こ
え
こ
ざ
ら
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
二
・
読
人
不
知
）
を
踏
ま
え
る
が
、
そ
れ
は
宗
尊
も
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
に
せ
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
・
読
人
不
知
）
と
い
う
吉
野
山
も
、
宗
尊
は
「
み
吉
野
も
同
じ
憂
き
世
の
山
な
れ
ば
あ
だ
な
る
色
に
花
ぞ
咲
き
け
る
」（
瓊
玉
集
・
春
下
・
六
一
。
新
後
拾
遺
集
・
雑
春
・
六
〇
六
）
と
、「
憂
き
世
」
の
山
と
認
識
す
る
。
さ
ら
に
あ
り
得
な
い
は
ず
の
「
唐
の
吉
野
の
山
」
も
同
じ
憂
き
世
だ
と
慨
嘆
す
る
。
野
543　
日
の
暮くれ
に
猪ゐ
名な
野の
のゝ
原はら
を
我わ
が
行ゆ
け
ば
鴫しき
ぞ
立た
つ
な
る
宿やと
は
な
く
し
て
〔
通
釈
〕　
野
日
暮
に
猪
名
野
の
原
を
私
が
行
く
と
、
そ
こ
に
は
た
だ
鴫
が
飛
び
立
つ
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。
宿
は
な
く
て
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
〇
一
〔
本
歌
〕　
し
な
が
鳥
猪
名
野
を
行
け
ば
有
間
山
夕
霧
立
ち
ぬ
宿
は
な
く
し
て
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
一
〇
・
読
人
不
知
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
一
四
〇
、
二
句
「
猪
名
野
を
来
れ
ば
」）
〔
参
考
〕　
し
な
が
鳥
猪
名
の
ふ
し
原
飛
び
渡
る
鴫
が
羽
音
お
も
し
ろ
き
か
な
（
拾
遺
集
・
神
楽
歌
・
五
八
六
）
行
き
暮
ら
す
猪
名
の
笹
原
そ
よ
さ
ら
に
霰
降
り
き
ぬ
宿
は
な
く
し
て
（
為
家
集
・
冬
・
野
径
夕
霰
貞
応
元
・
八
九
三
）
〔
類
歌
〕　
末
遠
き
猪
名
の
笹
原
行
き
暮
れ
ぬ
嵐
を
寒
み
宿
は
な
く
し
て
（
新
和
歌
集
・
羈
旅
・
四
四
一
・
景
綱
）
青
山
に
霞
た
な
び
く
し
な
が
鳥
猪
名
の
伏
原
宿
は
な
く
し
て
（
夫
木
抄
・
雑
四
・
ゐ
な
の
・
正
嘉
二
年
詩
歌
合
、
羈
中
春
・
九
七
三
五
・
公
朝
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
野
を
柳
葉
集
・
四
二
四
、
三
句
「
わ
け
ゆ
け
ば
」。
〔
語
釈
〕　
○
日
の
暮
に
―
「
日
の
暮
に
お
ほ
や
が
は
ら
を
分
け
行
け
ば
す
が
も
が
下
に
水
鶏
鳴
く
な
り
」（
現
存
六
帖
・
く
ひ
な
・
八
七
〇
・
明
珍
）
や
「
日
の
暮
に
石
田
の
小
野
を
行
き
し
か
ば
さ
牡
鹿
鳴
き
つ
妻
を
恋
ふ
ら
し
」（
弘
長
百
首
・
秋
・
鹿
・
二
七
二
・
行
家
）
に
倣
う
か
。
○
猪
名
野
―
摂
津
国
の
歌
枕
。
兵
庫
県
東
南
部
を
流
れ
る
猪
名
川
流
域
の
野
。
現
在
の
伊
丹
市
と
尼
崎
市
に
跨
る
。「
鴫
」
を
景
物
と
す
る
こ
と
は
、
参
考
歌
に
拠
る
。
○
鴫
ぞ
立
つ
な
る
―
「
我
が
門
の
晩
稲
の
引
板
に
お
ど
ろ
き
て
室
の
刈
田
に
鴫
ぞ
立
つ
な
る
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
七
・
兼
昌
）
が
早
い
。
為
家
に
も
「
霜
枯
れ
の
草
の
下
根
や
寒
か
ら
し
暁
深
く
鴫
ぞ
立
つ
な
る
」（
為
家
集
・
秋
・
鴫
建
長
五
年
十
二
月
・
五
五
三
）
の
作
が
あ
る
。
な
お
、『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
社
）
で
は
（
初
出
も
）、
右
の
両
首
の
「
な
る
」
を
推
定
あ
る
い
は
聴
受
、
該
歌
の
そ
れ
を
伝
聞
と
敢
え
て
区
別
し
て
、「
鴫
ぞ
立
つ
な
る
宿
」（
鴫
が
飛
び
立
つ
と
い
う
宿
）
に
解
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈
を
成
り
立
た
せ
る
和
歌
や
典
故
は
見
当
た
ら
な
い
。
該
歌
の
「
な
る
」
も
聴
受
に
解
し
て
無
理
は
な
く
、
ま
た
本
歌
と
同
様
に
四
句
切
れ
と
見
る
べ
き
で
も
あ
り
、
訂
正
す
る
。
〔
補
説
〕　
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
二
・
西
行
）
を
微
か
に
意
識
し
五
〇
二
た
可
能
性
も
見
て
お
き
た
い
。
類
歌
の
作
者
景
綱
は
宇
都
宮
氏
の
歌
人
、
公
朝
は
宗
尊
幕
下
の
歌
壇
の
中
心
的
法
体
歌
人
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
関
東
圏
で
の
「
し
な
が
鳥
」
歌
の
本
歌
取
り
の
少
し
く
の
流
行
を
窺
い
う
る
。
そ
の
先
蹤
は
、
実
朝
の
「
し
な
が
鳥
猪
名
野
の
原
の
笹
枕
枕
の
霜
や
宿
る
月
影
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
旅
宿
の
霜
・
五
二
四
）
と
も
言
え
る
。
し
か
し
む
し
ろ
、
そ
こ
に
至
る
に
は
、『
建
保
名
所
百
首
』
で
夏
歌
に
「
猪
名
野
」
が
設
題
さ
れ
、
定
家
の
「
短
か
夜
の
猪
名
の
笹
原
か
り
そ
め
に
明
か
せ
ば
明
け
ぬ
宿
は
な
く
と
も
」（
二
六
七
）
や
忠
定
の
「
か
り
に
せ
む
猪
名
野
の
を
笹
露
深
し
宿
な
き
山
の
夕
立
の
空
」（
二
七
二
）
が
詠
ま
れ
、
さ
ら
に
信
実
の
「
霧
晴
る
る
猪
名
野
を
行
け
ば
む
こ
が
崎
月
を
ぞ
見
つ
る
宿
は
な
く
し
て
」（
万
代
集
・
結
縁
経
の
百
首
歌
の
中
に
・
秋
下
・
一
〇
二
三
）
や
公
相
の
「
し
な
が
鳥
猪
名
の
笹
原
臥
し
わ
び
ぬ
一
夜
ば
か
り
の
宿
と
思
へ
ど
」（
宝
治
百
首
・
雑
・
旅
宿
・
三
八
〇
六
。
万
代
集
・
雑
四
・
三
四
三
三
）
が
詠
ま
れ
る
な
ど
、
鎌
倉
時
代
前
中
期
に
お
け
る
こ
の
歌
の
本
歌
取
の
集
中
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。な
お
ち
な
み
に
、
参
考
の
為
家
詠
に
は
、「
苦
し
く
も
降
り
来
る
雨
か
三
輪
の
崎
佐
野
の
渡
り
に
家
も
あ
ら
な
く
に
」（
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
六
五
・
奥
麿
）
の
面
影
が
あ
ろ
う
。
河
544　
住す
み
侘わ
び
ば
行ゆ
き
て
尋たつ
ね
ん
三み
わ輪
河
の
清きよ
き
流なか
れ
や
い
づ
こ
な
る
ら
ん
〔
本
文
〕　
○
清
き
流
れ
や
―
底
本
は
「
き
よ
き
なな
き
さ
イ
か
れ
や
」
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕　
河
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
〇
三
も
し
こ
こ
に
住
み
煩
う
な
ら
ば
、
行
っ
て
尋
ね
よ
う
。
三
輪
川
の
清
ら
か
な
流
れ
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
す
す
き
て
し
我
が
名
を
さ
ら
に
ま
た
や
汚
さ
む
（
和
漢
朗
詠
集
・
僧
・
六
一
二
・〔
玄
賓
〕）
今
は
と
も
思
ひ
な
絶
え
そ
野
中
な
る
水
の
流
れ
は
行
き
て
尋
ね
ん
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
四
〇
七
・
輔
親
）
〔
参
考
〕　
住
み
侘
び
ば
跡
を
尋
ね
ん
大
原
や
炭
焼
く
煙
し
る
し
と
も
な
れ
（
公
衡
集
・
を
の
の
す
み
が
ま
・
六
三
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
四
三
九
・
百
番
御
歌
合
に
、
河
を
、
四
句
「
清
き
渚なか
れ
イや
」。
〔
語
釈
〕　
○
三
輪
河
―
大
和
国
の
歌
枕
。
笠
置
山
地
に
発
し
て
南
流
し
長
谷
寺
の
下
を
西
流
し
て
奈
良
盆
地
に
入
っ
て
佐
保
川
と
合
流
し
て
大
和
川
と
な
る
、「
初
瀬
川
」
の
三
輪
山
付
近
の
呼
称
。
○
い
づ
こ
な
る
ら
ん
―
「
お
ぼ
つ
か
な
い
づ
こ
な
る
ら
ん
虫
の
音
を
尋
ね
ば
草
の
露
や
乱
れ
ん
」（
拾
遺
集
・
秋
・
一
七
八
・
為
頼
）
等
、
例
は
少
な
く
な
い
。
〔
補
説
〕　
本
歌
は
、『
江
談
抄
』（
巻
一
・
仏
神
事
・
二
）
に
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
に
玄
賓
が
律
師
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
辞
退
し
た
歌
と
し
て
下
句
「
衣
の
袖
は
更
に
汚
さ
じ
」
の
形
で
見
え
、
他
に
も
『
和
歌
童
蒙
抄
』（
二
三
五
、
三
句
「
す
す
が
れ
し
」）『
袋
草
紙
』
（
二
四
〇
、
結
句
「
ま
た
は
汚
さ
じ
」）『
古
事
談
』（
二
〇
、
下
句
「
衣
の
袖
を
ま
た
や
け
が
さ
ん
」）『
発
心
集
』（
一
、
下
句
「
衣
の
袖
を
ま
た
は
汚
さ
じ
」）
に
引
か
れ
て
い
る
、
説
話
に
伝
承
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
、
僧
都
の
加
持
祈
祷
で
や
や
正
気
を
回
復
し
た
浮
舟
が
妹
尼
に
初
瀬
参
詣
を
誘
わ
れ
て
も
躊
躇
し
て
手
習
に
混
じ
ら
せ
た
「
は
か
な
く
て
世
に
ふ
る
川
の
憂
き
瀬
に
は
尋
ね
も
行
か
じ
二
も
と
の
杉
」（
手
習
・
七
七
七
・
浮
舟
）
を
、
宗
尊
が
意
識
し
た
可
能
性
も
見
て
お
き
た
い
。
関
545　
里
遠とを
き
不ふ
は破
の
中
山
行ゆ
き
暮く
れ
て
心
と
関せき
に
と
ま
り
ぬ
る
か
な
五
〇
四
〔
通
釈
〕　
関
里
が
離
れ
て
遠
い
不
破
の
中
山
で
、
旅
を
行
く
途
中
で
日
が
暮
れ
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
（
そ
の
趣
に
）
心
惹
か
れ
、
自
分
か
ら
進
ん
で
不
破
の
関
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
な
が
め
来
し
心
は
秋
の
関
な
れ
や
月
影
清
き
不
破
の
中
山
（
正
治
後
度
百
首
・
山
路
・
七
四
・
後
鳥
羽
院
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
七
四
）
石
踏
ま
ぬ
安
素
の
河
原
に
行
き
暮
れ
て
三
香
保
の
関
に
今
日
や
と
ま
ら
む
（
万
代
集
・
雑
四
・
三
三
九
三
・
蓮
生
〔
宇
都
宮
頼
綱
〕）
不
破
の
関
関
守
も
な
き
夕
ま
ぐ
れ
霧
ば
か
り
に
ぞ
立
ち
と
ま
り
ぬ
る
（
宝
治
百
首
・
秋
・
関
霧
・
一
七
六
一
・
道
助
）
〔
影
響
〕　
清
見
潟
磯
山
づ
た
ひ
行
き
暮
れ
て
心
と
関
に
と
ま
り
ぬ
る
か
な
（
新
後
撰
集
・
羈
旅
・
五
八
七
・
源
有
房
）
〔
語
釈
〕　
○
里
遠
き
―
「
不
破
の
中
山
」
の
「
関
」
が
人
里
離
れ
た
こ
と
を
言
う
か
。
○
不
破
の
中
山
―
→
216
。
○
心
と
―
自
分
の
心
で
、
自
ら
進
ん
で
。
○
関
―
不
破
の
関
。
→
216
。
○
と
ま
り
―
行
く
の
を
止
め
て
留
ま
る
（
あ
る
い
は
泊
ま
る
）
意
。「
心
」
の
縁
で
心
が
惹
き
付
け
ら
れ
る
意
が
掛
か
る
か
。
〔
補
説
〕　
「
不
破
」
の
「
中
山
」
や
「
関
」
に
つ
い
て
は
、「
見
る
程
に
人
と
ま
り
け
り
い
は
で
た
だ
花
に
ま
か
せ
よ
不
破
の
関
守
」（
為
忠
家
後
度
百
首
・
桜
・
関
路
桜
・
四
四
・
仲
正
）
や
「
見
る
か
ら
に
と
ま
ら
ぬ
人
ぞ
な
か
り
け
る
散
る
紅
葉
葉
や
不
破
の
関
守
」（
建
春
門
院
北
面
歌
合
・
関
路
落
葉
・
一
七
・
盛
方
）、
あ
る
い
は
後
出
だ
が
「
秋
は
な
ほ
月
に
や
人
の
と
ま
る
ら
ん
関
屋
は
荒
れ
し
不
破
の
中
山
」（
藤
葉
集
・
秋
・
二
五
七
・
良
基
）
等
と
、
そ
の
花
や
紅
葉
や
月
の
景
物
を
媒
介
に
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
景
趣
に
人
が
（
関
に
よ
ら
ず
）
自
然
と
止
ま
る
と
い
う
観
念
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
宗
尊
も
そ
う
い
う
意
識
で
詠
じ
た
か
。
ま
た
、「
故
郷
は
ま
だ
遠
け
れ
ど
紅
葉
葉
の
色
に
心
の
と
ま
り
ぬ
る
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
四
五
・
藤
原
兼
房
）
と
同
工
異
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
〇
五
曲
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、「
里
」
を
京
都
と
見
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
か
。
影
響
歌
と
見
た
一
首
の
作
者
源
（
六
条
有
房
）
は
、
宗
尊
の
弟
亀
山
院
の
近
臣
で
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
生
、
正
応
元
年
（
一
三
一
九
）
七
月
二
日
没
、
六
十
九
歳
。
宗
尊
の
歌
を
見
習
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
か
。
（
関
）
546　
故ふる
さ
と郷
に
心
は
と
め
て
身
は
越こ
え
し
弥やよ
ひ生
の
末すゑ
の
逢あふ
さ
か坂
の
関せき
〔
通
釈
〕（
関
）
故
郷
京
都
に
心
は
留
め
て
、
こ
の
身
は
越
え
た
。
弥
生
三
月
末
の
逢
坂
の
関
を
。
〔
参
考
〕　
故
郷
に
心
ひ
と
つ
を
と
ど
め
置
き
て
草
の
枕
を
幾
夜
結
び
つ
（
堀
河
百
首
・
雑
・
旅
・
一
四
七
〇
・
肥
後
）
故
郷
に
と
め
し
心
に
離
れ
来
て
身
は
か
り
そ
め
の
草
枕
か
な
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
六
八
四
・
慈
円
）
身
は
越
え
ぬ
心
は
と
め
つ
清
見
潟
い
か
に
据
ゑ
け
る
関
路
な
る
ら
ん
（
万
代
集
・
羈
旅
・
後
京
極
摂
政
家
十
首
歌
に
、
浄
見
関
旅
を
・
九
三
七
・
顕
昭
）
〔
補
説
〕　
十
一
歳
の
宗
尊
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
三
月
十
九
日
に
将
軍
た
る
べ
く
関
東
へ
と
京
都
を
発
っ
た
。
そ
の
日
の
内
に
は
「
逢
坂
の
関
」
を
越
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
十
二
年
後
の
六
月
十
七
日
の
「
百
番
自
歌
合
」
に
、
そ
の
折
の
感
懐
を
表
出
し
た
歌
を
収
め
た
こ
と
に
な
る
。
か
な
り
以
前
の
歌
を
番
え
た
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
歌
が
い
ず
れ
の
時
点
で
の
詠
作
か
は
判
然
と
し
な
い
。
五
〇
六
橋
547　
い
か
に
せ
ん
十と
綱つな
の
橋はし
の
そ
れ
な
ら
で
憂う
き
世よ
を
渡わた
る
道みち
の
苦くる
し
さ
〔
通
釈
〕　
橋
ど
う
し
よ
う
か
。
十
綱
の
橋
の
綱
で
橋
を
渡
る
道
の
（
綱
を
繰
る
）
苦
し
さ
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
し
か
し
同
じ
よ
う
に
、
憂
く
辛
い
世
の
中
を
渡
る
道
程
の
苦
し
さ
を
。
〔
参
考
〕　
陸
奥
の
十
綱
の
橋
に
繰
る
綱
の
絶
え
ず
も
人
に
い
ひ
渡
る
か
な
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
一
六
・
親
隆
。
久
安
百
首
・
恋
・
六
七
二
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
（
橋
）
心
を
・
四
四
三
。
〔
語
釈
〕　
○
十
綱
の
橋
―
陸
奥
の
歌
枕
。
福
島
市
の
飯
坂
温
泉
街
中
心
を
流
れ
る
摺
上
川
に
架
か
る
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
の
ア
ー
チ
式
の
鉄
橋
の
名
が
「
十
綱
橋
」
だ
が
、
大
鳥
城
主
の
佐
藤
基
治
が
摺
上
川
に
架
か
る
藤
蔓
の
橋
を
切
り
落
と
し
た
と
い
う
故
事
が
あ
り
、
明
治
八
年
に
宮
中
吹
上
御
苑
の
吊
橋
を
模
し
て
十
本
の
鉄
線
で
支
え
ら
れ
た
吊
橋
が
造
ら
れ
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
十
綱
橋
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
い
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
）、
こ
れ
は
後
出
で
当
地
に
の
み
比
定
さ
れ
な
い
。『
和
歌
初
学
抄
』（
所
名
・
橋
）
に
「
と
づ
な
の
橋　
ツ
ナ
ヲ
ク
リ
テ
ワ
タ
ル
ト
イ
フ
」、『
八
雲
御
抄
』（
巻
五
・
名
所
部
・
橋
）
に
、「
と
つ
な
の
（
千
。
手
つ
な
を
く
り
て
渡
る
也
。
非
二
誠
橋
一
。
親
隆
。）」
と
あ
る
（
両
者
共
に
陸
奥
と
す
る
）。
山
峡
や
断
崖
に
綱
を
渡
し
て
、
そ
れ
に
籠
や
台
車
を
吊
し
て
人
や
物
を
手
繰
り
寄
せ
て
運
ぶ
「
綱
橋
」
で
、
陸
奥
に
あ
っ
た
も
の
を
言
う
か
。
あ
る
い
は
「
十
」
は
「
手
」
の
転
訛
か
。
○
そ
れ
な
ら
で
―
そ
れ
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
し
か
し
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
。
こ
こ
で
は
、「
そ
れ
」
は
、「
綱
」
で
「
橋
」
を
「
渡
る
道
の
苦
し
さ
」
を
指
す
。
こ
の
句
は
、『
実
方
集
』（
二
〇
七
。
時
雨
亭
文
庫
資
経
本
私
家
集
本
）
に
見
え
る
が
、
そ
れ
以
後
は
、
新
古
今
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
〇
七
歌
人
達
が
詠
み
（
拾
遺
愚
草
・
九
〇
〇
、
壬
二
集
・
一
七
七
八
、
拾
玉
集
・
二
〇
〇
五
等
）、
そ
こ
か
ら
『
新
勅
撰
集
』
に
採
ら
れ
た
家
隆
の
「
つ
ら
か
り
し
袖
の
別
れ
の
そ
れ
な
ら
で
惜
し
む
を
い
そ
ぐ
年
の
暮
か
な
」（
冬
・
四
三
九
）
が
勅
撰
集
の
初
例
で
、『
続
後
撰
集
』
に
も
『
宝
治
百
首
』（
恋
・
寄
煙
恋
・
二
五
六
七
）
の
「
松
島
や
海
人
の
藻
塩
木
そ
れ
な
ら
で
こ
り
ぬ
思
ひ
に
立
つ
煙
か
な
」（
恋
二
・
七
五
三
・
実
雄
）
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
学
ぶ
か
。
○
憂
き
世
を
渡
る
―
好
忠
の
「
円
融
院
の
御
ま
へ
の
日
、
召
し
な
く
て
ま
ゐ
り
た
り
と
て
、
さ
い
な
ま
れ
て
ま
た
の
日
、
奉
り
け
る
」
と
い
う
「
よ
さ
の
海
の
う
ち
と
の
は
ら
に
う
ら
さ
び
て
憂
き
世
を
渡
る
天
の
橋
立
」（
好
忠
集
・
四
七
五
）
が
早
い
例
。
そ
の
後
家
隆
が
「
わ
た
の
原
霧
の
絶
え
間
の
ほ
ど
に
だ
に
憂
き
世
を
渡
る
海
人
の
釣
り
舟
」（
日
吉
社
撰
歌
合
寛
喜
四
年
・
雑
・
八
七
。
壬
二
集
・
一
三
三
四
）
と
詠
み
、
そ
の
男
の
隆
祐
も
「
知
る
知
ら
ず
憂
き
世
を
渡
る
人
は
み
な
長
柄
の
橋
の
た
め
し
な
り
け
り
」（
隆
祐
集
・
百
番
歌
合
・
九
十
四
番
右
・
橋
・
二
四
七
）
と
詠
ん
で
い
る
。
○
道
の
苦
し
さ
―
先
行
例
の
見
え
な
い
新
鮮
な
措
辞
。「
苦
し
さ
」
に
は
、「（
十
）
綱
」
の
縁
で
「
繰
る
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
「
十
綱
の
橋
」
を
詠
む
こ
と
は
宗
尊
以
降
に
も
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
中
で
は
関
東
祗
候
の
廷
臣
飛
鳥
井
雅
有
の
「
繰
り
返
し
も
と
の
か
た
に
や
陸
奥
の
十
綱
の
橋
の
恋
ひ
渡
る
べ
き
」（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
恋
・
寄
橋
恋
・
一
四
五
六
）
と
南
朝
の
尊
良
親
王
の
「
陸
奥
の
十
綱
の
橋
の
く
り
返
し
契
り
し
末
も
絶
え
や
し
ぬ
ら
ん
」（
李
花
集
・
恋
・
六
〇
六
）
は
、
両
者
の
宗
尊
詠
へ
の
親
炙
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
宗
尊
の
こ
の
歌
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
を
見
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
、
参
考
の
親
隆
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
山
家
548　
薪
樵こ
り
菜な
つ摘
み
水
汲く
む
便たよ
り
あ
り
て
我わ
が
世よ
経へ
ぬ
べ
き
山
の
奥おく
か哉な
五
〇
八
〔
通
釈
〕　
山
家
（
釈
尊
が
阿
私
仙
人
に
仕
え
た
時
の
よ
う
に
）
薪
を
樵
り
、
菜
を
摘
み
、
水
を
汲
む
、
そ
の
よ
う
な
生
活
の
拠
り
所
が
あ
っ
て
、
私
自
身
の
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
山
の
奥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
法
華
経
を
我
が
得
し
こ
と
は
薪
樵
り
菜
摘
み
水
汲
み
仕
へ
て
ぞ
得
し
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
大
僧
正
行
基
よ
み
た
ま
ひ
け
る
・
一
三
四
六
）
〔
語
釈
〕　
○
便
り
―
行
動
や
生
活
の
拠
り
所
、
便
宜
。
○
我
が
世
経
ぬ
べ
き
―
良
経
の
「
故
郷
の
荒
れ
ま
く
誰
か
惜
し
む
ら
む
我
が
世
経
ぬ
べ
き
花
の
陰
か
な
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
花
下
送
日
・
一
〇
三
。
新
勅
撰
集
・
春
下
・
九
六
）
が
早
く
、
宗
尊
に
近
く
は
「
い
か
に
せ
ん
我
が
世
経
ぬ
べ
き
山
陰
の
軒
端
の
松
に
秋
風
ぞ
吹
く
」（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
山
家
秋
風
・
七
六
・
寂
縁
）
が
あ
る
が
、
「
べ
き
」
の
意
味
は
共
に
当
然
・
適
当
（
あ
る
い
は
意
志
）
で
、
該
歌
の
可
能
（
あ
る
い
は
当
然
・
適
当
）
と
は
微
妙
に
異
な
る
か
。
〔
補
説
〕　
本
歌
は
『
法
華
経
』「
提
婆
達
多
品
第
十
二
」
の
章
句
を
踏
ま
え
る
。
三
逆
の
罪
で
生
き
な
が
ら
無
間
地
獄
に
堕
ち
た
提
婆
達
多
と
垢
穢
五
障
あ
る
八
歳
の
竜
女
が
成
仏
し
た
こ
と
か
ら
、
末
世
一
切
の
男
女
成
仏
を
説
く
が
、
釈
尊
が
過
去
世
に
国
王
で
あ
っ
た
と
き
阿
私
仙
人
に
千
年
の
あ
い
だ
仕
え
、
難
行
苦
行
し
て
法
華
経
を
得
た
、
そ
の
阿
私
仙
人
が
提
婆
達
多
の
過
去
世
の
名
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
巻
の
冒
頭
で
、
釈
尊
が
仙
人
に
従
い
水
を
汲
み
薪
を
拾
っ
て
修
行
し
法
華
経
を
得
た
と
い
う
こ
と
を
説
く
部
分
の
、「
即
随
二
仙
人
一
。
供
二
給
所
一レ
須
。
採
レ
菓
汲
レ
水
。
拾
レ
薪
設
レ
食
。
乃
至
以
レ
身
。
而
作
二
床
座
一
。
身
心
無
レ
倦
。
于
レ
時
奉
事
。
経
二
於
千
歳
一
。
為
二
於
法
一
故
。
精
勤
給
侍
。
令
レ
無
レ
所
レ
乏
」
で
あ
る
。
宗
尊
も
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
該
歌
で
も
同
様
に
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
〇
九
（
山
家
）
549　
思おも
ひ
や
れ
ま
だ
住す
み
馴な
れ
ぬ
山やま
さ
と里
の
松
の
嵐あらし
に
濡ぬ
る
るゝ
袂たもと
は
〔
通
釈
〕（
山
家
）
思
い
や
っ
て
く
れ
。
い
ま
だ
住
み
馴
れ
な
い
山
里
の
、
松
を
吹
く
激
し
い
風
に
涙
で
濡
れ
る
袂
は
。
〔
参
考
〕　
あ
は
れ
に
も
住
み
馴
れ
に
け
り
山
里
を
松
の
嵐
に
夢
覚
め
ぬ
ま
で
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
二
八
五
八
・
公
継
）
山
里
の
寝
覚
め
も
よ
ほ
す
松
風
も
住
み
馴
れ
ぬ
間
ぞ
夢
も
残
り
し
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
建
仁
元
年
三
月
〕
外
宮
御
百
首
・
雑
・
三
八
八
）
山
里
は
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み
わ
び
ぬ
こ
と
の
ほ
か
な
る
峰
の
嵐
に
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
二
三
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
住
み
馴
れ
ば
雲
も
嵐
も
う
と
か
ら
じ
何
山
里
に
友
思
ふ
ら
む
（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・
二
一
八
九
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
〔
類
歌
〕　
思
ひ
や
れ
君
が
面
影
立
つ
浪
の
寄
せ
来
る
た
び
に
濡
る
る
袂
を
（
平
家
物
語
覚
一
本
・
巻
四　
還
御
・
二
四
・
邦
綱
）
山
里
は
住
み
馴
れ
て
だ
に
寂
し
き
を
問
は
ぬ
つ
ら
し
と
誰
を
待
つ
ら
ん
（
白
河
殿
七
百
首
・
雑
・
山
家
待
人
・
六
五
〇
・
為
氏
）
〔
補
説
〕　
「
山
里
」
に
「
住
み
馴
」
れ
る
あ
る
い
は
「
馴
」
れ
な
い
こ
と
を
言
う
歌
は
、「
山
里
に
住
み
馴
れ
ぬ
れ
ば
峰
の
猿
谷
の
を
鹿
も
む
つ
ま
し
き
か
な
」（
行
宗
集
・
山
家
・
二
七
四
）
や
「
山
里
は
ま
だ
住
み
馴
れ
で
埋
も
れ
ぬ
雪
払
ふ
ら
ん
こ
と
も
知
ら
ね
ば
」
等
、
院
政
期
末
頃
に
見
え
始
め
、
参
考
に
挙
げ
た
よ
う
に
新
古
今
歌
人
間
に
散
見
す
る
。
歌
を
特
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
詠
ま
れ
方
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
宗
尊
は
別
に
「
住
み
馴
れ
ぬ
心
な
り
せ
ば
山
里
の
松
の
嵐
や
寂
し
か
ら
ま
し
」（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
家
松
を
・
四
五
一
）
と
い
う
、「
山
里
」
の
「
松
の
嵐
」
の
寂
寥
感
を
反
実
仮
想
で
詠
じ
た
、
そ
の
意
味
で
は
該
歌
と
同
工
異
曲
を
も
の
し
五
一
〇
て
い
る
。
「
山
里
」
が
鎌
倉
を
暗
喩
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
か
ら
本
自
歌
合
を
番
え
た
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
六
月
ま
で
、
関
東
に
十
二
年
間
在
っ
た
宗
尊
が
、
い
ま
だ
「
住
み
馴
れ
」
ず
松
籟
に
「
袂
」
を
濡
ら
し
、
都
の
人
に
「
思
ひ
や
れ
」
と
愁
訴
し
て
い
る
よ
う
な
趣
に
な
る
が
、
そ
れ
は
読
み
過
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
懐
旧
550　
書か
き
置を
け
る
跡あと
見
る
た
び
に
い
に
し
へ
の
か
し
こ
き
御み
よ代
は
偲しの
ば
ず
も
な
し
〔
通
釈
〕　
懐
旧
書
き
置
い
た
跡
を
見
る
た
び
に
、
往
古
の
ご
立
派
な
御
代
は
、
思
慕
し
な
い
は
ず
も
な
い
よ
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
三
代
御
記
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
次
に
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
・
四
五
七
。
〔
語
釈
〕　
○
書
き
置
け
る
―
『
宝
治
百
首
』
の
「
書
き
置
け
る
詞
の
露
も
玉
敷
の
九
重
に
さ
へ
庭
の
白
菊
」（
秋
・
重
陽
宴
・
一
八
四 
三
・
基
家
）
や
「
書
き
置
け
る
御
法
教
ふ
る
草
の
庵
の
窓
の
灯
消
ゆ
る
夜
も
な
し
」（
雑
・
夜
灯
・
三
二
六
七
・
隆
祐
）、
あ
る
い
は
『
秋
風
集
』
に
収
め
る
「
書
き
置
け
る
そ
の
言
の
葉
を
尋
ね
て
ぞ
昔
の
人
の
悟
り
を
ば
知
る
」（
雑
体
・
一
三
六
四
・
円
成
）
が
先
行
例
と
な
る
。
○
御
代
―
『
瓊
玉
集
』
の
詞
書
の
下
で
は
、「
三
代
」
あ
る
い
は
「
三
代
」
と
「
御
代
」
の
掛
詞
に
解
さ
れ
る
か
（
た
だ
し
底
本
の
表
記
は
「
御
代
」）。
〔
補
説
〕　
本
集
で
は
「
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
宗
尊
親
王
百
番
自
歌
合
」
の
「
懐
旧
」
題
の
一
首
だ
が
、『
瓊
玉
集
』
の
詞
書
か
ら
見
て
、
即
事
詠
を
自
歌
合
に
取
り
入
れ
た
か
。『
瓊
玉
集
』
の
詞
書
の
「
三
代
御
記
」
は
、『
宇
多
天
皇
御
記
（
寛
平
御
記
）』『
醍
醐
天
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
一
皇
御
記
（
延
喜
御
記
）』『
村
上
天
皇
御
記
（
天
暦
御
記
）』
を
併
せ
た
総
称
。
（
懐
旧
）
551　
大おほ
方かた
の
昔むかし
は
知し
ら
ず
見み
し
人
の
あ
り
し
頃ころ
こ
そ
ま
づ
恋
し
け
れ
〔
通
釈
〕（
懐
旧
）
大
方
一
般
の
昔
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。
私
が
直
接
会
っ
た
人
が
生
き
て
い
た
頃
が
、
ま
づ
は
恋
し
い
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
大
方
の
日
数
は
知
ら
ず
こ
の
ね
ぬ
る
暁
寒
み
秋
ぞ
来
に
け
る
（
為
家
集
・
秋
・
立
秋
建
長
五
年
七
月
・
四
六
八
）
大
方
の
昔
は
こ
と
の
い
は
れ
に
て
我
が
見
し
世
こ
そ
ま
づ
恋
し
け
れ
（
弘
長
百
首
・
雑
・
懐
旧
・
六
六
七
・
基
家
）
見
し
人
は
あ
り
し
に
も
似
ず
古
り
ぬ
れ
ど
同
じ
色
香
に
に
ほ
ふ
梅
が
枝
（
弘
長
百
首
・
春
・
梅
・
四
八
・
家
良
）
〔
類
歌
〕　
大
方
の
秋
を
ば
知
ら
ず
世
の
中
の
憂
き
に
し
ほ
る
る
我
が
〔
た
も
と
〕
か
な
（
長
景
集
・
雑
・
秋
述
懐
・
一
四
一
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
三
首
は
、
作
者
が
為
家
・
基
家
・
家
良
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
宗
尊
が
見
習
う
べ
き
歌
で
あ
っ
た
ろ
う
。
特
に
基
家
の
一
首
を
な
ぞ
っ
た
か
と
思
し
い
詠
作
で
あ
る
。
と
す
る
と
や
は
り
、
京
都
の
定
数
歌
を
宗
尊
は
比
較
的
早
く
入
手
し
て
披
見
し
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
述
懐
552　
年
月
は
う
つ
り
に
け
り
な
故ふる
さ
と郷
の
都みやこ
も
知し
ら
ず
な
が
め
せ
し
ま
に
五
一
二
〔
通
釈
〕　
述
懐
年
月
は
過
ぎ
移
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
な
。
故
郷
で
あ
る
京
の
都
も
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
ず
、
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
間
に
。
〔
本
歌
〕　
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
三
・
小
町
）
〔
参
考
〕　
年
月
も
う
つ
り
に
け
り
な
柳
か
げ
水
行
く
川
の
末
の
世
の
春
（
拾
遺
愚
草
・〔
藤
川
百
首
〕・
春
・
水
辺
古
柳
・
一
五
一
〇
）
い
た
づ
ら
に
よ
そ
ぢ
の
坂
は
越
え
に
け
り
都
も
知
ら
ぬ
な
が
め
せ
し
ま
に
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
一
四
二
・
行
意
）
〔
影
響
〕　
年
月
は
う
つ
り
に
け
り
な
忘
ら
る
る
身
の
憂
き
ま
ま
の
嘆
き
せ
し
ま
に
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
恋
十
四
・
八
六
九
・
顕
統
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
述
懐
を
・
四
五
六
、
四
句
「
都
も
知
ら
ぬ
」。
〔
語
釈
〕　
○
都
も
知
ら
ず
―
「
宿
か
ら
の
都
も
知
ら
ず
ふ
る
雪
に
山
の
幾
重
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
」（
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
集
・
五
三
）
が
先
行
例
。『
瓊
玉
集
』
の
「
都
も
知
ら
ぬ
」
の
形
は
、「
女
郎
花
咲
く
沢
に
生
ふ
る
花
か
つ
み
都
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
は
な
か
つ
み
・
三
八
一
五
）
が
原
拠
で
、
為
家
は
こ
れ
に
拠
っ
て
「
花
か
つ
み
生
ふ
る
沢
辺
の
女
郎
花
都
も
知
ら
ぬ
秋
や
経
ぬ
ら
ん
」（
為
家
千
首
・
秋
・
三
三
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。
参
考
の
行
意
詠
の
他
に
、
こ
れ
も
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
か
。
そ
れ
で
も
「
知
ら
ず
」
と
「
知
ら
ぬ
」
の
ど
ち
ら
が
現
形
か
は
不
明
で
、
か
つ
改
作
か
誤
写
か
も
不
明
。
○
な
が
め
―
本
歌
は
「
長
雨
」
と
の
掛
詞
だ
が
、
該
歌
は
そ
の
意
識
が
希
薄
か
欠
如
か
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
行
意
詠
も
影
響
の
顕
統
詠
も
小
町
歌
を
本
歌
に
取
る
。
あ
る
い
は
、
参
考
の
定
家
詠
に
も
そ
の
面
影
が
あ
る
か
。
（
述
懐
）
553　
後
の
世よ
の
勤つと
め
に
さ
れ
ば
何なに
を
し
て
身
の
い
た
づ
ら
に
過す
ぐ
る
月
日
ぞ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
三
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
来
世
（
に
極
楽
往
生
す
る
）
の
た
め
の
勤
め
で
あ
る
の
で
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
こ
の
身
が
虚
し
く
過
ぎ
て
行
く
月
日
と
い
う
の
だ
（
す
べ
て
の
行
い
が
来
世
の
た
め
で
あ
り
虚
し
く
過
ぎ
る
月
日
な
ど
は
な
い
の
だ
）。
〔
本
歌
〕　
何
を
し
て
身
の
い
た
づ
ら
に
老
い
ぬ
ら
む
年
の
思
は
む
こ
と
ぞ
や
さ
し
き
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
六
三
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
い
た
づ
ら
に
過
ぐ
る
月
日
を
た
な
ば
た
の
逢
ふ
夜
の
数
と
思
は
ま
し
か
ば
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
五
一
・
恵
慶
）
〔
類
歌
〕　
後
の
世
の
つ
と
め
の
外
は
こ
と
な
く
て
物
に
紛
れ
ぬ
身
を
尽
く
さ
ば
や
（
後
水
尾
院
御
集
・
雑
雑
・
御
着
到
百
首
寛
永
十
四
年
三
月
三
日
ヨ
リ
・
述
懐
・
一
一
六
三
）
〔
語
釈
〕　
○
後
の
世
―
死
後
の
世
。
来
世
。
○
勤
め
に
さ
れ
ば
―
「
勤
め
に
し
あ
れ
ば
」
の
縮
約
。「
勤
め
」
は
、
仏
道
の
修
行
、
勤
行
。「
に
さ
れ
ば
」
は
「
大
君
の
命みこと
に
さ
れ
ば
父
母
を
斎いは
ひ
へ瓮
と
置
き
て
ま
ゐ
で
来
に
し
を
」（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
九
三
・
雀
部
広
島
）
が
原
拠
。
（
述
懐
）
554　
厭いと
ふ
べ
き
憂う
き
世よ
の
中
と
思おも
ふ
よ
り
外ほか
な
る
も
の
か
と
ま
る
心こゝろ
は
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
嫌
だ
と
厭
う
は
ず
の
憂
く
辛
い
世
の
中
だ
と
思
う
、
そ
こ
か
ら
埒
外
の
も
の
な
の
か
、
こ
の
世
の
中
に
執
し
て
留
ま
っ
て
い
る
こ
の
心
は
。
五
一
四
〔
本
歌
〕　
身
を
捨
て
て
行
き
や
し
に
け
む
思
ふ
よ
り
外
な
る
も
の
は
心
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
七
・
躬
恒
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
四
七
八
。
〔
語
釈
〕　
○
と
ま
る
心
―
執
着
す
る
心
、
こ
ち
ら
に
残
留
す
る
心
（
こ
こ
で
は
出
離
せ
ず
に
俗
世
に
留
ま
る
心
）、
両
様
の
意
が
重
な
る
。「
何
事
に
と
ま
る
心
の
あ
り
け
れ
ば
さ
ら
に
し
も
ま
た
世
の
厭
は
し
き
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
三
一
・
西
行
）
は
前
者
、
「
別
れ
行
く
道
の
雲
ゐ
に
な
り
ゆ
け
ば
と
ま
る
心
も
空
に
こ
そ
な
れ
」（
後
撰
集
・
離
別
・
一
三
二
四
・
読
人
不
知
）
は
後
者
の
例
。
○
思
ふ
よ
り
外
な
る
も
の
―
本
歌
の
詞
を
取
る
。
思
ふ
に
ま
か
せ
な
い
、
思
案
の
及
ぶ
範
囲
の
外
の
も
の
、
と
い
う
意
味
。
〔
補
説
〕　
い
ま
だ
憂
き
世
に
留
ま
る
心
に
対
す
る
自
問
。
趣
旨
は
846
に
通
う
。
（
述
懐
）
555　
た
ま
き
は
る
命
も
知し
ら
ぬ
世よ
の
中
を
い
つ
ま
で
と
て
か
厭いと
は
ざ
る
ら
ん
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
い
つ
ま
で
の
命
と
も
分
か
ら
な
い
世
の
中
を
、
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
と
い
っ
て
厭
う
こ
と
を
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
い
つ
ま
で
の
命
も
知
ら
ぬ
世
の
中
に
つ
ら
き
嘆
き
の
や
ま
ず
も
あ
る
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
一
三
・
義
孝
）
〔
参
考
〕　
空
蟬
の
む
な
し
頼
み
に
世
の
中
を
い
つ
ま
で
と
て
か
音
を
ば
な
く
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
一
二
七
五
・
真
観
）
〔
類
歌
〕　
つ
ひ
に
行
く
道
の
別
れ
の
あ
る
も
の
を
い
つ
ま
で
と
て
か
世
を
惜
し
む
ら
ん
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
一
四
七
九
・
知
家
）
〔
語
釈
〕　
○
た
ま
き
は
る
―
「
命
」
の
枕
詞
。「
た
ま
き
は
る
命
も
知
ら
ぬ
秋
は
来
て
今
年
も
悲
し
荻
の
上
風
」（
万
代
集
・
雑
一
・
二
八
六
七
・
藤
原
忠
兼
）。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
五
〔
補
説
〕　
宗
尊
は
五
年
後
に
な
っ
て
も
、「
さ
て
も
な
ほ
げ
に
憂
き
も
の
と
世
の
中
を
思
は
ね
ば
こ
そ
厭
は
ざ
る
ら
ん
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
文
永
六
年
八
月
百
首
歌
・
雑
・
八
一
六
）
と
詠
じ
て
、
出
家
を
遂
げ
な
い
こ
と
を
詠
嘆
す
る
。
「
命
も
知
ら
ぬ
世
」
故
に
早
く
出
家
遁
世
し
な
け
れ
ば
と
い
う
述
懐
。
同
じ
く
「
命
も
知
ら
ぬ
世
」
を
詠
む
623
は
、
そ
れ
故
に
「
捨
つ
べ
き
年
の
程
は
定
め
じ
」（
世
を
捨
て
る
べ
き
年
限
は
定
め
る
ま
い
）
と
言
い
つ
つ
、
早
い
出
家
願
望
の
類
想
で
あ
る
。
（
述
懐
）
556　
後
の
世よ
は
こ
の
世よ
の
た
め
に
忘わす
ら
れ
て
我わ
が
身
の
あ
た
は
我わ
が
身
な
り
け
り
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
来
世
の
こ
と
は
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
せ
い
で
自
然
と
忘
れ
て
い
て
、（
そ
れ
は
つ
ま
り
）
私
自
身
に
と
っ
て
の
恨
み
の
も
と
は
、
私
自
身
が
か
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
な
。
〔
参
考
〕　
後
の
世
を
思
ひ
忘
れ
て
世
に
住
ま
ば
こ
の
世
ば
か
り
に
楽
し
か
り
な
ん
（
拾
玉
集
・
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
・
三
四
四
五
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
四
八
八
。
〔
語
釈
〕　
○
あ
た
―
自
分
に
害
を
な
す
も
の
、
遺
恨
の
原
因
と
な
る
も
の
。
こ
こ
で
は
、
自
分
の
「
後
の
世
」
即
ち
来
世
へ
の
備
え
を
妨
げ
る
も
の
。「
あ
た
」
を
「
徒
」
と
見
て
、
頼
り
に
な
ら
な
い
も
の
、
益
が
な
い
も
の
の
意
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
取
ら
な
い
。
後
出
だ
が
、「
老
い
を
さ
へ
嘆
く
も
苦
し
数
な
ら
ぬ
憂
き
身
の
あ
た
は
命
な
り
け
り
」（
拾
遺
風
体
集
・
雑
・
四
七
〇
・
行
俊
）
も
同
様
。
五
一
六
（
述
懐
）
557　
迷まよ
ふ
べ
き
闇やみ
の
現うつゝ
の
悲かな
し
き
に
夢ゆめ
に
ま
さ
ら
ぬ
世よ
を
や
捨す
て
ま
し
〔
通
釈
〕（
述
懐
）
迷
う
に
違
い
な
い
暗
闇
の
現
が
悲
し
い
の
で
、
夢
に
ま
さ
る
こ
と
の
な
い
現
の
世
を
捨
て
よ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
む
ば
た
ま
の
闇
の
現
は
定
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
七
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
迷
ひ
来
し
闇
の
現
の
名
残
と
て
見
ゆ
と
は
見
え
ぬ
夢
も
恨
め
し
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
八
八
七
・
真
昭
）
見
て
も
ま
た
頼
む
に
つ
け
て
は
か
な
き
は
夢
に
ま
さ
ら
ぬ
現
な
り
け
り
（
弘
長
百
首
・
雑
・
夢
・
六
七
七
・
為
氏
）
〔
補
説
〕　
本
集
に
は
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
し
た
歌
が
別
に
二
首
（
165
、
786
）
収
め
ら
れ
て
い
る
。
神
祇
558　
神
も
見
よ
た
だゝ
世よ
の
中
の
た
め
と
の
み
わ
た
く
し
も
な
く
祈いの
る
心こゝろ
は
〔
通
釈
〕　
神
祇
神
も
見
て
く
れ
。
た
だ
世
の
中
の
た
め
と
だ
け
、
私
心
も
無
く
祈
る
こ
の
心
は
。
〔
参
考
〕　
神
も
見
よ
賀
茂
の
川
波
行
き
か
へ
り
仕
ふ
る
道
に
分
け
ぬ
心
を
（
拾
遺
愚
草
・
内
大
臣
家
百
首
建
保
三
年
九
月
十
三
夜
講
・
雑
・
神
祇
・
一
一
九
三
）
仕
ふ
と
て
夜
昼
分
か
ず
急
ぐ
間
に
わ
た
く
し
知
ら
で
年
ぞ
暮
れ
ぬ
る
（
宝
治
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
二
三
七
五
・
定
嗣
。
秋
風
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
七
集
・
雑
上
・
一
一
四
二
）
〔
類
歌
〕　
我
が
上
に
月
日
は
照
ら
せ
神
路
山
仰
ぐ
心
に
わ
た
く
し
は
な
し
（
李
花
集
・
雑
・
八
五
五
・
詞
書
中
の
北
畠
親
房
の
歌
）
照
ら
し
見
て
神
ぞ
知
る
ら
む
世
の
た
め
に
わ
た
く
し
も
な
く
祈
る
心
を
（
暦
応
二
年
春
日
奉
納
和
歌
・
神
祇
・
二
七
・
足
利
直
義
）
〔
語
釈
〕　
○
た
だ
世
の
中
の
た
め
と
の
み
―
『
宝
治
百
首
』
の
「
風
寒
み
明
け
方
近
く
置
く
露
を
我
が
た
め
と
の
み
虫
ぞ
鳴
く
な
る
」
（
秋
・
一
五
四
五
・
暁
虫
・
為
継
）
の
「
我
が
た
め
と
の
み
」
と
対
象
的
。
宗
尊
は
こ
れ
を
、
同
じ
百
番
自
歌
合
の
「
来
る
秋
は
我
が
た
め
と
の
み
嘆
か
れ
て
虫
の
音
聞
か
ぬ
夕
暮
も
憂
し
」（
本
集
・
486
）
に
用
い
て
い
る
。
○
わ
た
く
し
も
な
く
―
私
心
も
な
く
、
利
己
で
は
な
く
。「
わ
た
く
し
な
し
」
の
類
は
、
和
歌
で
は
伝
統
的
で
は
な
い
。「
無
私
」
の
訓
読
か
ら
派
生
か
。『
新
撰
万
葉
集
』
に
「
秋
天
明
月
照
無
私
（
し
う
て
ん
の
め
い
げ
つ
て
ら
す
こ
と
わ
た
く
し
な
し
」（
九
六
）
や
「
銀
河
秋
夜
照
無
私
（
ぎ
ん
が
し
う
や
て
ら
す
こ
と
に
わ
た
く
し
な
し
）」（
三
六
七
）
と
い
う
、
天
象
の
光
が
普
遍
に
照
ら
す
こ
と
の
比
喩
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
後
へ
の
影
響
は
不
明
。
実
朝
に
「
旅
を
行
き
し
あ
と
の
宿
守
り
お
の
お
の
に
わ
た
く
し
あ
れ
や
今
朝
は
い
ま
だ
来
ぬ
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
二
所
詣
下
向
後
朝
に
、
さ
ぶ
ら
ひ
ど
も
見
え
ざ
り
し
か
は
・
六
三
六
）
と
い
う
、「
わ
た
く
し
」
を
、
個
々
人
の
私
的
事
情
・
私
用
と
い
っ
た
意
味
に
用
い
た
歌
が
あ
る
。
こ
れ
と
、
参
考
の
『
宝
治
百
首
』
の
「
わ
た
く
し
」
と
は
類
同
で
あ
ろ
う
。
類
歌
に
挙
げ
た
よ
う
に
北
畠
親
房
と
足
利
直
義
と
い
う
政
治
的
に
対
立
す
る
立
場
の
二
人
が
共
に
「
私
」「
無
」
し
を
神
に
愁
訴
し
て
い
る
の
は
、
困
難
な
局
面
や
心
情
に
あ
れ
ば
こ
そ
私
心
無
く
神
に
祈
る
こ
と
に
傾
く
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
点
で
宗
尊
の
歌
に
通
底
す
る
か
。
釈
教
559　
遇あ
ひ
が
た
き
御み
法のり
の
花
を
そ
れ
と
見み
よ
老を
い
ず
死し
な
ず
の
薬くすり
尋たつ
ね
ば
五
一
八
〔
通
釈
〕　
釈
教
出
会
い
難
い
御
法
の
花
、
法
華
経
を
そ
れ
だ
と
見
な
さ
い
。
も
し
、
不
老
不
死
の
仙
薬
を
尋
ね
る
の
な
ら
ば
。
〔
本
歌
〕　
…
白
山
の　
頭
は
白
く　
な
り
ぬ
と
も　
音
羽
の
滝
の　
音
に
聞
く　
老
い
ず
死
な
ず
の　
薬
が
も　
君
が
八
千
代
を　
若
え
つ
つ
見
む
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
三
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
あ
ひ
が
た
き
御
法
の
花
に
向
か
ひ
て
も
い
か
で
ま
こ
と
の
悟
り
ひ
ら
け
ん
（
玉
葉
集
・
釈
教
・
釈
教
歌
の
中
に
・
二
六
九
三
・
為
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
釈
教
を
・
四
一
九
。
〔
語
釈
〕　
○
あ
ひ
が
た
き
御
法
の
花
―
得
難
い
も
の
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
比
喩
。「
あ
ひ
が
た
き
法
を
広
め
し
聖
こ
そ
恨
み
し
人
も
導
か
れ
け
れ
」（
金
葉
集
・
雑
下
・
不
軽
品
の
心
を
よ
め
る
・
六
三
八
・
永
縁
）、「
咲
き
が
た
き
御
法
の
花
に
置
く
露
や
や
が
て
衣
の
玉
と
な
る
ら
ん
」（
後
拾
遺
集
・
釈
経
・
一
一
八
六
・
康
資
王
母
）
等
の
先
行
す
る
類
例
が
あ
る
。
○
老
い
ず
死
な
ず
の
薬
―
本
歌
に
拠
る
詞
だ
が
、「
老
い
ず
死
な
ず
」
は
、
漢
語
「
不
老
不
死
」
の
訓
読
表
現
で
も
あ
る
。
本
歌
は
、「
人
伝
中
有
二
三
神
山
一
、
山
上
多
生
二
不
死
薬
一
、
服
レ
之
羽
化
為
二
天
仙
一
、
秦
皇
漢
武
信
二
此
語
一
、
方
士
年
年
采
レ
薬
去
、
蓬
莱
今
古
但
聞
レ
名
」（
白
氏
文
集
・
巻
三
・
海
漫
漫
）
等
の
漢
故
事
を
踏
ま
え
る
。
（
釈
教
）
560　
法
に
遇あ
へ
ば
誰たれ
か
は
秋
の
来く
る
方かた
に
運はこ
ぶ
心
の
おを
ろ
か
な
る
べ
き
〔
本
文
〕　
○
秋
の
―
底
本
「
松秋歟
の
」
を
、
本
歌
を
踏
ま
え
て
傍
記
の
「
秋
」
に
つ
い
て
改
め
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
一
九
〔
通
釈
〕（
釈
教
）
仏
法
に
会
遇
し
て
、
い
っ
た
い
誰
が
秋
が
や
っ
て
く
る
西
方
（
浄
土
）
へ
（
自
ら
を
）
運
ぶ
心
の
、
お
ろ
そ
か
で
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
か
（
そ
ん
な
は
ず
も
な
い
）。
〔
本
歌
〕　
…
照
る
光　
近
き
衛
り
の　
身
な
り
し
を　
誰
か
は
秋
の　
来
る
方
に　
あ
ざ
む
き
い
で
て　
御
垣
よ
り　
外
の
重
守
る
身
の
　
御
垣
守　
長
長
し
く
も　
思
ほ
え
ず
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
三
・
忠
岑
）
〔
参
考
〕　
西
に
の
み
運
ぶ
心
の
し
る
し
を
ば
そ
な
た
に
い
ま
す
神
に
祈
ら
ん
（
広
田
社
歌
合
承
安
二
年
・
述
懐
・
一
四
九
・
資
隆
）
仮
の
身
を
し
ば
し
こ
の
世
に
宿
し
置
き
て
心
は
西
に
運
ぶ
と
を
知
れ
（
朗
詠
百
首
〔
隆
房
〕・
法
文
部
・
十
方
仏
土
之
中
以
西
方
為
望
・
九
五
）
〔
語
釈
〕　
○
法
―
仏
法
。
○
誰
か
は
―
「
お
ろ
か
な
る
べ
き
」
に
か
か
る
。
反
語
表
現
。
○
秋
の
来
る
方
―
五
行
説
で
「
秋
」
は
西
に
配
さ
れ
る
の
で
西
方
を
指
す
。「
釈
教
」
の
歌
な
の
で
、
西
方
浄
土
を
言
う
。
〔
補
説
〕　
百
番
自
歌
合
か
ら
の
抄
出
だ
が
、
前
歌
と
こ
の
歌
は
同
じ
忠
岑
の
長
歌
を
本
歌
に
す
る
点
で
並
べ
た
意
識
的
配
列
か
。
祝
561　
こ
こゝ
の
へ
の
砌みきり
の
竹
の
ふ
し
て
思
ひ・
起お
き
て
も
君
が
千ち
よ代
を
数かそ
へ
ん
〔
通
釈
〕　
祝
宮
中
の
こ
の
あ
た
り
、
清
涼
殿
の
庭
の
竹
、
そ
の
節
で
は
な
い
が
臥
し
て
寝
て
思
い
、
起
き
て
も
ま
た
、
我
が
君
の
千
年
の
長
寿
を
数
え
祝
お
う
。
五
二
〇
〔
本
歌
〕　
臥
し
て
思
ひ
置
き
て
か
ぞ
ふ
る
万
代
は
神
ぞ
知
る
ら
む
我
が
君
の
た
め
（
古
今
集
・
賀
・
三
五
四
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
百
敷
や
砌
の
竹
を
見
し
秋
も
三
年
隔
て
つ
雲
の
通
ひ
路
（
光
経
集
・
寄
竹
述
懐
・
五
四
一
）
こ
と
し
生
ひ
の
二
葉
の
松
を
引
き
う
ゑ
て
今
日
よ
り
後
の
千
世
を
数
へ
ん
（
堀
河
百
首
・
春
・
子
日
・
二
六
・
藤
原
顕
仲
）
〔
類
歌
〕　
百
敷
や
砌
の
竹
の
ふ
し
て
思
ひ
起
き
て
祈
る
も
我
が
君
の
た
め
（
風
雅
集
・
雑
下
・
一
八
二
四
・
尊
円
）
〔
語
釈
〕　
○
こ
こ
の
へ
―
宮
中
の
意
の
「
九
重
」
に
「
此
こ
の
辺
」
が
掛
か
る
か
。
○
砌
の
竹
―
「
砌
」
は
庭
の
意
。
宮
中
清
涼
殿
の
庭
の
河
竹
・
呉
竹
を
言
う
。
○
竹
の
ふ
し
て
―
「
竹
の
」
が
序
詞
の
よ
う
に
働
き
、「
竹
の
節
」
か
ら
「
ふ
し
」
を
掛
詞
に
「
臥
し
て
」
へ
鎖
る
。
〔
補
説
〕　
類
歌
の
尊
円
詠
は
、
同
じ
本
歌
に
拠
る
と
は
言
え
、
該
歌
に
酷
似
す
る
。
偶
合
か
影
響
関
係
に
あ
る
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
（
祝
）
562　
万よろつ代よ
の
数かす
に
取と
ら
な
ん
君
が
住す
む
亀
の
尾を
山
の
滝たき
の
白しら
た
ま玉
〔
通
釈
〕（
祝
）
万
の
数
を
か
ぞ
え
て
、
万
代
ま
で
続
く
も
の
と
し
た
い
も
の
だ
。
我
が
君
が
住
む
亀
の
尾
の
山
、
そ
こ
か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
の
白
玉
を
取
り
か
ぞ
え
て
。
〔
本
歌
〕　
亀
の
尾
の
山
の
岩
根
を
尋と
め
て
落
つ
る
滝
の
白
玉
千
世
の
数
か
も
（
古
今
集
・
賀
・
三
五
〇
・
紀
惟
岳
）
〔
参
考
〕　
や
ほ
か
行
く
浜
の
真
砂
を
君
が
代
の
数
に
取
ら
な
ん
沖
つ
島
守
（
新
古
今
集
・
賀
・
七
四
五
・
実
定
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
首
御
歌
合
に
、
祝
の
心
を
・
五
〇
七
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
二
一
〔
語
釈
〕　
○
数
に
取
ら
な
ん
―
「
数
に
取
る
」
は
、
石
や
棒
な
ど
の
物
質
の
個
数
を
心
覚
え
に
、
数
を
か
ぞ
え
る
こ
と
。
滝
の
水
の
白
玉
の
多
く
の
数
を
か
ぞ
え
て
、
そ
れ
を
君
の
万
代
ま
で
の
数
に
な
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
。
○
君
―
当
代
は
異
母
弟
の
亀
山
天
皇
だ
が
、
こ
こ
は
父
帝
後
嵯
峨
院
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
亀
の
尾
山
―
動
物
の
「
亀
」
の
「
尾
」
に
「
山
」
の
峰
の
意
の
「
尾
」
が
掛
か
る
。
「
亀
の
尾
の
山
」
と
も
言
い
、「
亀
山
」
の
こ
と
。
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
の
離
宮
で
あ
る
亀
山
殿
を
言
う
。
嵯
峨
天
皇
が
造
営
し
た
離
宮
を
檀
林
皇
后
（
嵯
峨
皇
后
）
が
檀
林
寺
と
し
、
そ
の
跡
に
後
嵯
峨
天
皇
が
離
宮
を
営
み
、
浄
金
剛
院
を
建
立
し
た
。
後
に
、
亀
山
院
が
伝
領
し
て
離
宮･
仙
洞
と
し
、
嵯
峨
殿
と
も
称
さ
れ
た
。
足
利
尊
氏
が
後
醍
醐
天
皇
の
冥
福
を
祈
る
た
め
浄
金
剛
院
を
北
接
の
二
尊
院
に
移
し
、
そ
の
跡
に
建
立
さ
れ
た
の
が
天
竜
寺
。
長
寿
の
「
亀
」
を
寓
意
し
て
、「
万
代
の
数
」
と
縁
語
。
〔
補
説
〕　
615
と
同
工
異
曲
。
　
　
　
文
永
元
年
十
月
百
首
歌
春
563　
今
朝
見み
れ
ば
入
江
霞かす
み
て
おを
し
て
る
や
難なに
は波
の
国くに
にゝ
春
は
来き
に
け
り
〔
通
釈
〕文
永
元
年
十
月
百
首
歌
　
　
春
今
朝
見
て
み
る
と
、
入
江
が
霞
ん
で
、
難
波
の
国
に
春
は
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
今
朝
見
れ
は
山
も
霞
み
て
ひ
さ
か
た
の
天
の
原
よ
り
春
は
来
に
け
り
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
春
・
正
月
一
日
よ
め
る
・
一
）
難
波
潟
入
江
も
高
く
満
つ
潮
に
う
た
て
霞
め
る
春
の
夕
暮
（
秋
風
集
・
春
上
・
五
四
・
家
良
）
五
二
二
お
し
て
る
や
難
波
の
国
に
夏
の
来
て
蘆
の
茂
み
は
行
く
舟
も
な
し
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
八
七
七
・
伊
嗣
）
〔
語
釈
〕　
○
文
永
元
年
十
月
百
首
歌
―
本
集
563
か
ら
626
ま
で
の
現
存
六
四
首
か
ら
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
で
、
夏
と
冬
各
一
〇
首
、
そ
の
他
各
二
〇
首
の
構
成
と
見
ら
れ
る
。
○
お
し
て
る
や
難
波
の
国
―
「
お
し
て
る
や
」
は
「
難
波
」
の
枕
詞
。
こ
の
形
は
、
『
万
葉
集
』
の
長
歌
（
巻
三
・
挽
歌
・
大
伴
三
中
・
四
四
三
）
が
原
拠
。
564　
春
も
ま
た
袖
ふ
り
は
へ
て
花はな
薄すゝき
枯か
れ
に
し
小を
の
ゝ
野
の
若わか
菜な
摘つ
む
な
り
〔
通
釈
〕　この
春
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
袖
を
振
り
、
わ
ざ
わ
ざ
花
薄
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
小
野
の
若
菜
を
摘
む
よ
う
だ
。
〔
本
歌
〕　
春
日
野
の
若
菜
摘
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
行
く
ら
む
（
古
今
集
・
春
上
・
二
二
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
冬
枯
れ
の
篠
の
を
薄
う
ち
な
び
き
若
菜
摘
む
野
に
春
風
ぞ
吹
く
（
為
家
千
首
・
春
・
四
六
。
新
千
載
集
・
春
上
・
三
七
・
為
家
）
里
人
は
草
の
は
つ
か
に
袖
見
え
て
野
辺
の
雪
間
に
若
菜
摘
む
な
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
二
二
五
・
鷹
司
院
帥
）
下
萌
え
や
ま
づ
急
ぐ
ら
ん
白
雪
の
浅
沢
小
野
に
若
菜
摘
む
な
り
（
為
家
五
社
百
首
・
若
菜
・
三
四
・
住
吉
）
〔
類
歌
〕　
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
片
岡
の
あ
し
た
の
原
に
若
菜
摘
む
な
り
（
白
河
殿
七
百
首
・
春
・
原
若
菜
・
二
三
・
雅
言
）
〔
語
釈
〕　
○
袖
ふ
り
は
へ
て
―
「
袖
振
り
」
か
ら
「
ふ
り
」
を
掛
詞
に
「
ふ
り
は
へ
て
」（
わ
ざ
わ
ざ
、
敢
え
て
の
意
）
へ
鎖
る
。「
ふ
り
は
へ
て
」
は
「
摘
む
な
り
」
に
か
か
る
。
〔
補
説
〕　
類
歌
は
、
こ
の
宗
尊
詠
の
翌
年
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
七
月
七
日
当
座
探
題
歌
会
の
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
一
首
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
二
三
565　
春
さ
れ
ば
我
ぎ・
家
の
園その
に
開ひら
け
た
る
梅むめ
の
初はつ
花
見み
れ
ど
飽あ
か
ぬ
か
も
〔
通
釈
〕　春に
な
っ
た
の
で
私
の
家
の
園
庭
に
咲
き
綻
ん
だ
梅
の
初
花
は
、
見
て
も
飽
き
な
い
こ
と
だ
な
あ
。
〔
本
歌
〕　
春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く
宿
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
さ
む
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
五
・
八
一
八
・〔
憶
良
〕）
鶯
の
音
聞
く
な
へ
に
梅
の
花
我
ぎ
家
の
園
に
咲
き
て
散
る
見
ゆ
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
歌
・
八
四
一
・
高
氏
老
）
〔
参
考
〕　
雪
消
え
し
我
が
家
の
園
の
梅
が
枝
は
ま
た
白
妙
に
花
咲
き
に
け
り
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
一
八
一
・
伊
嗣
）
〔
語
釈
〕　
○
開
け
た
る
―
下
二
段
活
用
の
自
動
詞
「
開
く
」
の
連
用
形
に
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
体
形
が
付
い
た
形
。
〔
補
説
〕　
「
開
け
た
る
」
を
除
き
、
本
歌
の
「
春
さ
れ
ば
」「
我
ぎ
家
の
園
に
」
だ
け
で
は
な
く
「
梅
の
初
花
」「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
も
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
句
。
566　
行ゆ
く
と
見
て
あ
る
べ
き
雁
の
別わか
れ
路ち
を
う
た
て
何なに
ゆ
へ故
慕した
ひ
初そ
め
け
ん
〔
通
釈
〕　
（
春
に
な
れ
ば
北
へ
）
帰
っ
て
行
く
も
の
と
思
っ
て
見
て
然
る
べ
き
雁
の
別
れ
路
を
、
疎
ま
し
い
こ
と
に
ど
う
し
て
恋
い
慕
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
散
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
の
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖
に
と
ま
れ
る
（
古
今
集
・
春
上
・
四
七
・
素
性
）
〔
参
考
〕　
つ
れ
な
さ
の
辛
き
慣
ら
ひ
は
こ
り
も
せ
で
な
ほ
慕
は
る
る
春
の
雁
が
ね
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
六
二
・
家
良
）
五
二
四
〔
補
説
〕　
春
の
帰
雁
は
当
然
な
の
に
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
恋
慕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
の
主
旨
。
事
物
・
事
象
の
起
源
を
問
う
の
は
宗
尊
詠
の
傾
き
の
一
つ
。
567　
駒こま
並な
べ
て
朝
越こ
えへ
来く
れ
ば
春
山やま
の
さ
き
の
を
す
そ
に
ひ
ば
り
立た
つ
な
り
〔
本
文
〕　
○
を
す
そ
に
―
底
本
は
「
を
す
そゑイ
に
」
と
あ
り
。
〔
通
釈
〕　馬を
並
べ
連
ね
て
朝
に
春
の
山
を
越
え
て
来
る
、
そ
の
山
の
先
の
山
裾
に
雲
雀
が
飛
び
立
つ
の
だ
。
〔
類
歌
〕　
駒
な
め
て
巨
瀬
の
春
野
を
朝
行
け
ば
を
あ
き
が
原
に
雉
子
鳴
く
な
り
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
四
九
〇
・
季
能
）
〔
影
響
〕　
つ
ば
な
咲
く
河
原
の
芝
生
駒
な
め
て
朝
踏
む
道
に
ひ
ば
り
立
つ
な
り
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
雑
・
八
〇
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
八
五
。
四
句
「
さ
き
の
を
す
ゑ
に
」。
〔
語
釈
〕　
○
駒
並
め
て
―
「
並
め
」
は
「
並
べ
」
と
も
（
子
音
交
替
）。「
駒
並
め
て
い
ざ
見
に
行
か
む
古
里
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
散
る
ら
め
」（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
一
・
読
人
不
知
）
も
、
初
句
の
本
文
を
「
駒
並
べ
て
」
と
す
る
伝
本
が
、
昭
和
切
等
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
○
春
山
の
さ
き
の
を
す
そ
に
―
『
万
葉
集
』
の
「
春
山
の
咲
き
の
を
ゐ
り
に
春
菜
摘
む
妹
が
白
紐
見
ら
く
し
良
し
も
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
二
一
・
尾
張
連
）
に
関
わ
る
表
現
で
は
あ
ろ
う
。
原
文
は
「
春
山
之
開
乃
乎
為
黒
尓
」
で
、
旧
訓
は
「
ハ
ル
ヤ
マ
ノ
サ
キ
ノ
ヲ
ス
グ
ル
ニ
」
で
、
二
句
は
「
サ
キ
ノ
ヲ
ス
グ
ニ
」
の
異
訓
（
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
傍
訓
）
も
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
し
た
、「
春
山
の
さ
き
の
を
す
ぐ
ろ
か
き
分
け
て
摘
め
る
若
菜
に
淡
雪
ぞ
ふ
る
」（
堀
河
百
首
・
春
・
若
菜
・
七
五
・
基
俊
）
の
作
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
は
、
原
文
「
乎
為
黒
」
を
「
乎
為
里
」
の
誤
り
と
見
て
「
は
る
や
ま
の
さ
き
の
を
ゐ
り
に
」
と
す
る
訓
が
行
わ
れ
て
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
二
五
い
る
。
意
味
は
、「
を
ゐ
り
」
を
撓
む
の
意
の
「
を
ゐ
る
」
の
連
用
名
詞
形
と
見
て
、「
春
山
の
、
枝
も
た
わ
む
ば
か
り
に
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
る
と
こ
ろ
で
」（
井
手
至
『
万
葉
集
全
注
巻
第
八
』
平
五
・
四
、
有
斐
閣
）
な
ど
と
解
さ
れ
て
い
る
。
該
歌
は
、『
万
葉
』
旧
訓
の
異
訓
の
「
サ
キ
ノ
ヲ
ス
グ
ニ
」
に
『
瓊
玉
集
』
慶
大
本
の
「
さ
き
の
お
す
く
に
」
が
相
当
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
慶
大
本
の
「
く
」
は
踊
り
字
に
も
読
み
得
る
筆
致
で
確
信
が
持
て
な
い
。
ま
た
、『
万
葉
』
現
行
訓
の
「
を
ゐ
り
」
に
該
当
す
る
よ
う
な
本
文
は
『
瓊
玉
集
』
の
諸
本
に
も
見
え
ず
、
ま
た
意
味
内
容
か
ら
も
、『
万
葉
』
歌
の
現
在
の
解
釈
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
六
百
番
歌
合
』
の
「
末
遠
き
若
葉
の
芝
生
う
ち
な
び
き
雲
雀
鳴
く
野
の
春
の
夕
暮
」（
春
・
雲
雀
・
八
五
・
定
家
）
や
「
雲
雀
あ
が
る
春
の
焼
け
野
の
末
遠
み
都
の
方
は
霞
な
り
け
り
」（
春
・
雲
雀
・
八
八
・
家
房
）、
あ
る
い
は
『
楢
葉
集
』
に
見
え
る
「
伏
見
山
裾
わ
の
田
居
の
ほ
ど
な
れ
や
霞
の
末
に
雲
雀
落
つ
な
り
」（
楢
葉
集
・
春
・
八
四
・
範
円
）
等
々
か
ら
、「
ひ
ば
り
」
が
空
間
の
「
末
」
に
あ
る
こ
と
を
詠
ま
れ
る
類
型
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、
仮
に
、「
を
す
そ
に
」
を
「
を
裾
に
」（「
を
」
は
接
頭
語
）
に
解
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、「
春
山
の
さ
き
」
は
『
万
葉
』
歌
に
拠
り
な
が
ら
「
咲
き
」
を
「
先
」
に
掛
け
替
え
て
、
そ
の
「
先
」
の
「
裾
に
」
と
詠
み
な
し
た
と
見
て
お
き
た
い
。『
瓊
玉
集
』
の
「
を
す
ゑ
に
」
は
、
同
様
に
「
を
末
に
」
に
解
さ
れ
る
か
。
〔
補
説
〕　
類
歌
の
季
能
詠
は
、「
巨
瀬
山
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
つ
つ
思
ふ
な
巨
瀬
の
春
野
を
」（
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
歌
・
五
四
・
坂
門
人
足
）
を
本
歌
に
す
る
が
、「
を
あ
き
が
原
」
は
原
拠
不
明
の
語
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
歌
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
568　
こ
こゝ
に
し
て
雲
か
と
見
れ
ば
春はる
霞かすみ
た
な
び
く
山
の
花はな
に
ぞ
あ
る
ら
し
五
二
六
〔
通
釈
〕　ここ
か
ら
雲
か
と
見
る
と
、
そ
れ
は
春
霞
が
た
な
び
く
山
の
桜
の
花
で
あ
る
ら
し
い
。
〔
本
歌
〕　
こ
こ
に
し
て
家
や
も
い
づ
こ
白
雲
の
た
な
び
く
山
を
越
え
て
来
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
八
七
・
石
上
卿
。
新
拾
遺
集
・
羈
旅
・
七
五
八
・
読
人
不
知
）
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
見
れ
ど
も
あ
か
ぬ
君
に
も
あ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
四
・
友
則
）
〔
補
説
〕　
本
歌
の
友
則
詠
の
「
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
」
は
、
同
じ
『
古
今
集
』
の
読
人
不
知
歌
「
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
う
つ
ろ
は
む
と
や
色
か
は
り
ゆ
く
」（
春
下
・
六
九
）
に
見
え
る
措
辞
だ
が
、
友
則
詠
の
「
見
れ
（
ど
）」
と
宗
尊
詠
の
「
見
れ
（
ば
）」
の
一
致
を
重
視
し
て
、
友
則
詠
を
本
歌
と
見
た
。
569　
花
咲さ
け
ば
人
目め
の
繁しけ
き
山やま
路ち
に
て
吉よし
野
は
春はる
や
住す
み
憂う
か
る
ら
ん
〔
通
釈
〕　花が
咲
く
と
人
の
目
が
多
い
山
路
で
あ
っ
て
、
吉
野
は
春
が
住
み
づ
ら
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
逢
は
で
の
み
あ
ま
た
の
夜
を
も
帰
る
か
な
人
目
の
繁
き
逢
坂
に
来
て
（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
〇
五
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
世
を
捨
て
て
吉
野
の
奥
に
入
る
人
は
花
の
盛
り
や
住
み
憂
う
か
る
ら
ん
（
玄
玉
集
・
草
樹
上
・
五
八
九
・
玄
俊
）
み
吉
野
も
春
の
人
目
は
か
れ
な
く
に
花
な
き
谷
の
奥
を
尋
ね
む
（
秋
篠
月
清
集
・
雑
・
一
五
一
一
）
花
故
に
知
る
も
知
ら
ぬ
も
と
め
来
れ
ば
春
は
人
目
の
繁
き
山
里
（
風
情
集
・
花
・
四
〇
四
）
里
に
出
で
て
今
ぞ
鳴
く
な
る
時
鳥
夏
は
み
山
や
住
み
憂
か
る
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
九
九
五
・
伊
嗣
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
二
七
〔
補
説
〕　
「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
隠
れ
が
に
せ
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
・
読
人
不
知
）
を
初
め
と
し
た
、「
吉
野
」
は
「
憂
き
」
こ
と
か
ら
遁
れ
る
隠
棲
の
地
で
あ
る
と
の
通
念
を
踏
ま
え
る
。
570　
思
ひ・
せ
く
人
の
心
か
山やま
桜さくら
音おと
の
聞き
こ
え
ぬ
滝たき
と
見
ゆ
る
は
〔
通
釈
〕　滝を
塞
き
止
め
る
よ
う
に
、
流
れ
出
る
思
い
を
無
理
に
堪
え
て
塞
き
止
め
る
人
の
心
か
ら
な
の
か
。
山
桜
が
、
音
の
聞
こ
え
な
い
滝
と
見
え
る
の
は
。
〔
本
歌
〕　
思
ひ
せ
く
心
の
内
の
滝
な
れ
や
落
つ
と
は
見
れ
ど
音
の
聞
こ
え
ぬ
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
三
〇
・
三
条
町
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
の
春
御
歌
・
五
四
。
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
せ
く
―
外
に
出
し
た
い
思
い
を
塞
き
止
め
て
堪
え
る
意
だ
が
、
思
い
に
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。「
せ
く
」
は
「
滝
」
の
縁
で
、
滝
の
水
を
塞
き
止
め
る
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
詞
書
は
「
田
村
御
時
に
、
女
房
の
侍
に
て
、
御
屏
風
の
絵
御
覧
じ
け
る
に
、
滝
落
ち
た
り
け
る
所
面
白
し
、
こ
れ
を
題
に
て
歌
よ
め
と
、
侍
ふ
人
に
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
よ
め
る
」
で
、
一
首
は
、
屏
風
絵
の
従
っ
て
当
然
音
の
な
い
滝
の
景
を
、
絵
で
は
確
か
に
水
が
落
ち
て
い
る
と
見
え
て
音
が
聞
こ
え
な
い
の
は
、
た
ぎ
る
思
い
を
堪
え
て
外
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
塞
き
止
め
て
い
る
人
の
心
の
内
の
滝
だ
か
ら
な
の
か
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
歌
に
、
屏
風
の
音
の
な
い
滝
の
絵
柄
を
、
滝
に
見
立
て
た
咲
き
か
か
る
山
桜
の
構
図
に
移
し
て
詠
じ
る
。
五
二
八
571　
吹ふ
く
風
を
い
な
に
は
あ
ら
ず
桜さくら
花はな
う
つ
ろ
ふ
春はる
の
こ
の
月
ば
か
り
〔
通
釈
〕　吹く
風
を
否
、
い
や
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
桜
の
花
が
移
ろ
い
散
る
こ
の
月
（
弥
生
三
月
）
だ
け
だ
（
い
や
な
の
は
）。
〔
本
歌
〕　
最
上
河
上
れ
ば
下
る
稲
舟
の
い
な
に
は
あ
ら
ず
こ
の
月
ば
か
り
（
古
今
集
・
東
歌
・
陸
奥
歌
・
一
〇
九
二
）
〔
語
釈
〕　
○
こ
の
月
―
桜
が
色
褪
せ
散
る
月
、
三
月
。
明
示
的
に
言
う
例
は
、「
花
の
色
は
弥
生
の
空
に
う
つ
ろ
ひ
て
月
ぞ
つ
れ
な
き
有
明
の
山
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
九
六
・
良
経
）
や
「
花
は
み
な
弥
生
の
末
に
う
つ
ろ
ひ
て
春
を
や
送
る
帰
る
雁
が
ね
」（
壬
二
集
・
為
家
卿
家
百
首
・
春
・
一
二
六
一
）。
宗
尊
に
近
く
は
、「
来
て
見
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
弥
生
の
花
の
春
の
暮
れ
方
」（
弘
長
百
首
・
春
・
花
・
一
〇
二
・
為
氏
）
が
あ
る
。
572　
形かた
見
と
や
見み
つ
つゝ
偲しの
ば
む
散ち
る
花はな
の
後のち
瀬せ
の
山
の
峰
の
白しら
く
も雲
〔
通
釈
〕　形見
と
見
な
が
ら
偲
ぼ
う
か
。
散
る
花
の
後
の
時
で
あ
る
後
瀬
の
山
の
峰
の
白
雲
を
。
〔
参
考
〕　
逢
ふ
こ
と
の
形
見
を
だ
に
も
見
て
し
か
な
人
は
絶
ゆ
と
も
見
つ
つ
偲
ば
む
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
四
〇
四
・
素
性
）
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
ぞ
あ
と
も
な
き
花
の
形
見
は
峰
の
白
雲
（
新
勅
撰
集
・
春
下
・
一
〇
九
・
行
能
）
〔
類
歌
〕　
空
晴
る
る
後
瀬
の
山
の
桜
花
も
と
よ
り
外
の
物
と
や
は
見
る
（
歌
枕
名
寄
・
若
狭
・
後
瀬
山
・
桜
・
七
三
一
九
・
真
観
）
〔
語
釈
〕　
○
後
瀬
の
山
―
若
狭
国
の
歌
枕
。
国
府
の
置
か
れ
た
小
浜
（
現
福
井
県
小
浜
市
）
南
部
の
山
。
戦
国
時
代
に
後
瀬
山
城
が
築
か
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
二
九
れ
た
の
で
現
在
は
城
山
と
呼
ぶ
。「
後
瀬
」
に
後
日
の
機
会
の
意
が
掛
か
る
。
573　
春
風
は
い
た
く
な
吹ふ
き
そ
鶯
う
く
ひ
す
の
来き
鳴な
く
山やま
ふ
き吹
散ち
ら
ま
く
も
惜お
し
〔
通
釈
〕　春風
は
、
ひ
ど
く
吹
く
な
。
鶯
が
来
て
鳴
く
山
吹
が
散
る
こ
と
が
惜
し
い
よ
。
〔
本
歌
〕　
鶯
の
来
鳴
く
山
吹
う
た
が
た
も
君
が
手
触
れ
ず
花
散
ら
め
や
も
（
万
葉
集
・
巻
十
七
・
三
九
六
八
・
池
主
）
〔
参
考
〕　
春
雨
は
い
た
く
な
降
り
そ
桜
花
ま
だ
見
ぬ
人
に
散
ら
ま
く
も
惜
し
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
一
〇
・
赤
人
）
秋
風
は
い
た
く
な
吹
き
そ
我
が
宿
の
本
荒
の
小
萩
散
ら
ま
く
も
惜
し
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
秋
・
一
八
三
）
574　
咲さ
き
に
け
り
濡ぬ
れ
つ
つゝ
折を
り
し
藤ふち
の
花
幾いく
日か
も
あ
ら
ぬ
春はる
を
知し
ら
せ
て
〔
通
釈
〕　咲い
た
の
で
あ
っ
た
な
。
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
敢
え
て
折
っ
た
藤
の
花
は
、
も
う
幾
日
も
な
い
春
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
。
〔
本
歌
〕　
濡
れ
つ
つ
ぞ
し
ひ
て
折
り
つ
る
年
の
内
に
春
は
幾
日
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
・
春
下
・
弥
生
の
晦
日
の
日
雨
の
降
り
け
る
に
、
藤
の
花
を
折
り
て
人
に
遣
は
し
け
る
・
一
三
三
・
業
平
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
百
首
に
・
九
〇
。
続
古
今
集
・
春
下
・
藤
花
を
よ
み
侍
り
け
る
・
一
七
〇
。
題
林
愚
抄
・
春
四
・
藤
・
一
四
六
一
。
五
三
〇
〔
語
釈
〕　
○
ぬ
れ
つ
つ
折
り
し
―
珍
し
い
句
形
。
先
行
例
は
、
や
は
り
右
の
業
平
詠
を
本
歌
に
し
た
家
隆
の
「
昨
日
か
も
ぬ
れ
つ
つ
折
り
し
花
の
色
に
今
日
さ
へ
し
ひ
て
む
ら
雨
ぞ
降
る
」（
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
三
三
）
が
目
に
入
る
程
度
。
夏
575　
賤しつ
の
男を
が
せ
ば
き
垣かき
ほを
の
卯う
の
花
は
今け
ふ日
の
あ
さ
布ぬの
さ
ら
す
と
ぞ
見み
る
〔
通
釈
〕　
夏
身
分
の
低
い
男
の
狭
い
垣
根
に
咲
く
卯
の
花
は
、
今
日
の
朝
、
麻
布
を
晒
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
賤
の
男
が
垣
根
続
き
の
卯
の
花
は
竹
の
編
み
戸
ぞ
絶
え
間
な
り
け
る
（
頼
輔
集
・
夏
・
山
家
夕
卯
花
・
一
八
）
賤
の
男
が
か
こ
ひ
ま
せ
た
る
垣
根
こ
そ
卯
の
花
月
の
曇
り
な
り
け
れ
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
一
・
六
六
六
・
公
継
）
朝
日
山
麓
の
里
の
卯
の
花
を
さ
ら
せ
る
布
と
思
ひ
け
る
か
な
（
万
代
集
・
永
久
四
年
四
月
鳥
羽
殿
歌
合
に
、
卯
花
を
・
五
一
五
・
顕
輔
。
顕
輔
集
・
春
・
一
。
続
千
載
集
・
夏
・
二
一
三
。
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
・
卯
花
・
一
〇
、
三
～
五
句
「
垣
根
に
は
さ
ら
せ
る
布
と
見
ゆ
る
卯
の
花
」）
〔
語
釈
〕　
○
せ
ば
き
垣
ほ
―
先
行
例
が
見
え
な
い
詞
。
○
今
日
の
あ
さ
布
―
「
今
日
の
朝
」
か
ら
「
あ
さ
」
を
掛
詞
に
「
麻
布
」
へ
鎖
る
か
。「
麻
布
」
は
麻
で
織
っ
た
布
地
。
576　
故
郷
の
佐さ
保ほ
の
上うへ
行ゆ
く
時ほと
ゝ
き
す鳥
羽は
易かひ
の
山
に
初はつ
音ね
鳴な
く
ら
し
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
一
〔
通
釈
〕　故郷
奈
良
の
佐
保
の
上
空
を
飛
び
行
く
時
鳥
は
、
羽
交
な
ら
ぬ
羽
易
の
山
で
初
音
を
も
ら
し
て
鳴
く
ら
し
い
。
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
夏
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
一
〇
八
、
結
句
「
初
音
鳴
く
ら
ん
」。
〔
参
考
〕　
故
郷
の
佐
保
の
河
水
今
日
も
な
ほ
か
く
て
逢
ふ
瀬
は
う
れ
し
か
り
け
り
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
八
一
・
冬
嗣
。
五
代
集
歌
枕
・
さ
ほ
が
は
・
一
二
五
〇
）
春
日
な
る
羽
易
の
山
ゆ
佐
保
の
う
ち
へ
鳴
き
行
く
な
る
は
誰
呼
子
鳥
（
万
葉
集
・
巻
十
・
春
雑
歌
・
詠
鳥
・
一
八
二
七
・
作
者
未
詳
）
〔
語
釈
〕　
○
故
郷
の
佐
保
―
「
故
郷
」
は
、
か
つ
て
の
都
平
城
京
の
奈
良
。
大
和
国
の
歌
枕
「
佐
保
」
は
、
若
草
山
（
三
笠
山
）
の
西
方
、
佐
保
川
の
中
流
域
で
、
現
在
の
奈
良
市
法
蓮
町
と
法
華
寺
町
一
帯
の
北
に
位
置
す
る
丘
陵
で
あ
る
佐
保
山
と
そ
の
麓
の
一
帯
を
言
う
。
○
上
行
く
―
早
く
「
さ
ざ
れ
石
の
上
行
く
水
の
あ
さ
ま
し
く
さ
ら
さ
ら
さ
ら
に
問
は
ぬ
君
か
な
」（
源
賢
法
眼
集
・
五
一
）
の
例
は
あ
る
が
、
多
く
の
例
は
鎌
倉
時
代
以
降
に
見
え
る
。
後
鳥
羽
院
の
「
を
初
瀬
や
宿
や
は
わ
か
む
吹
き
に
ほ
ふ
風
の
上
行
く
花
の
白
雲
」（
院
自
歌
合
・
落
花
・
四
）
の
「
風
の
上
行
く
」
は
、
宗
尊
も
「
天
つ
空
風
の
上
行
く
浮
雲
の
宿
り
さ
だ
め
ぬ
世
に
迷
ひ
つ
つ
」
（
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
雲
・
五
八
）
と
詠
じ
て
い
る
。
宗
尊
は
別
に
「
水
の
上
行
く
」（
竹
風
抄
・
一
〇
九
）
「
松
の
上
行
く
」（
同
・
五
四
四
、
中
書
王
御
詠
・
一
〇
六
）
を
用
い
て
い
る
。
○
羽
易
の
山
―
大
和
国
の
歌
枕
。
若
草
山
の
南
東
に
連
な
る
春
日
山
の
一
峰
か
。
若
草
山
の
こ
と
と
も
。
元
来
は
、
奈
良
の
北
方
、
現
在
天
理
市
の
引
手
山
（
竜
王
山
）
と
そ
の
山
並
み
を
言
っ
た
と
も
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
音
の
「
羽
交
」
の
連
想
か
ら
、
鳥
が
翼
を
広
げ
た
姿
に
見
立
て
て
言
っ
た
か
。
景
物
と
し
て
鳥
が
詠
み
併
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
も
、「
時
鳥
」
の
縁
で
「
羽
交
」
が
掛
か
る
。
五
三
二
577　
通かよ
ふ
べ
き
方
こ
そ
な
け
れ
三み
わ輪
の
崎さき
荒あら
い
そ
み
ち
磯
道
の
五
月
雨
の
頃ころ
〔
通
釈
〕　通い
行
く
方
途
が
な
い
こ
と
だ
。
三
輪
の
崎
の
荒
磯
道
の
五
月
雨
の
頃
は
。
〔
本
歌
〕　
三
輪
の
崎
荒
磯
も
見
え
ず
波
立
ち
ぬ
い
づ
こ
よ
り
行
か
む
避よ
き
道
は
な
し
に
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
二
二
六
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
夕
さ
れ
ば
狭
岑
の
島
に
鳴
く
千
鳥
荒
磯
道
に
潮
や
満
つ
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
九
六
・
藤
原
顕
盛
）
濡
れ
て
干
す
暇
こ
そ
な
け
れ
夏
刈
り
の
蘆
屋
の
里
の
五
月
雨
の
頃
（
弘
長
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
一
八
〇
・
家
良
。
続
拾
遺
集
・
夏
・
一
八
二
）
〔
語
釈
〕　
○
三
輪
の
崎
―
『
五
代
集
歌
枕
』『
八
雲
御
抄
』『
夫
木
抄
』
に
拠
る
と
大
和
国
の
歌
枕
。「
三
輪
が
崎
」
と
も
。
三
輪
山
南
麓
の
初
瀨
川
の
辺
り
と
認
識
さ
れ
た
が
。
紀
伊
国
牟
屡
郡
（
現
和
歌
山
県
新
宮
市
）
の
海
岸
沿
い
の
「
三
輪
の
崎
狭
野
（
佐
野
）
の
渡
り
」
と
同
地
と
見
る
説
も
あ
る
。
○
荒
磯
道
―
岩
石
が
多
く
波
が
荒
く
寄
せ
る
磯
伝
い
の
道
か
。
伝
統
的
な
歌
詞
で
は
な
い
。
参
考
の
顕
盛
詠
に
学
ぶ
か
。
そ
の
顕
盛
詠
は
、『
万
葉
集
』
の
「
…
を
ち
こ
ち
の　
島
は
多
か
れ
ど　
名
ぐ
は
し
き　
狭
岑
の
島
の　
荒
磯
面
に　
廬
り
て
見
れ
ば　
波
の
音と
の　
繁
き
浜
辺
を
…
」（
万
葉
集
・
巻
二
・
挽
歌
・
二
二
〇
・
人
磨
）
を
踏
ま
え
る
か
。
578　
湊みなと
入
る・
蘆あし
分わ
け
舟ふね
の
同おな
じ
江
に
思おも
ひ
こ
が
れ
て
行
く・
蛍ほたる
か
な
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
三
〔
通
釈
〕　湊を
入
る
蘆
分
け
舟
が
漕
が
れ
行
き
、
そ
れ
と
同
じ
江
に
「
思
ひ
」
の
「
火
」
に
思
い
焦
が
れ
る
よ
う
に
飛
び
行
く
蛍
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
湊
入
り
の
蘆
分
け
を
舟
さ
は
り
多
み
我
が
思
ふ
人
に
逢
は
ぬ
頃
か
な
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
五
三
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
七
四
五
・
作
者
未
詳
、
下
句
「
我
が
思
ふ
君
に
逢
は
ぬ
頃
か
も
」）
〔
参
考
〕　
同
じ
江
に
蘆
分
け
を
舟
こ
が
れ
て
も
さ
は
ら
で
行
く
は
蛍
な
り
け
り
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
夏
・
蛍
・
一
八
八
・
高
階
家
仲
）
夏
深
き
沢
辺
に
茂
る
刈
り
菰
の
思
ひ
乱
れ
て
行
く
蛍
か
な
（
続
後
撰
集
・
夏
・
二
二
六
・
雅
経
）
〔
類
歌
〕　
同
じ
江
の
蘆
分
け
を
舟
漕
ぎ
か
へ
り
出
で
て
も
出
で
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
（
竹
風
抄
・
巻
五
・〔
文
永
九
年
十
一
月
比
百
番
自
歌
合
〕・
舟
・
一
〇
〇
七
）
〔
語
釈
〕　
○
蘆
分
け
舟
―
蘆
を
分
け
な
が
ら
進
む
舟
。
○
思
ひ
こ
が
れ
て
―
「
思
ひ
」
に
「
ひ
」
に
「
蛍
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
り
、
「
こ
が
れ
て
」
は
「
焦
が
れ
て
」
に
「
葦
分
け
舟
」
の
縁
で
「
漕
が
れ
て
」
が
掛
か
る
。
579　
川かは
沿そ
ひ
の
岡
辺
の
道みち
の
柳
陰かけ
涼すゝ
し
く
も
あ
る
か
人
の
や
す
ら
ふ
〔
通
釈
〕　川沿
い
の
岡
の
ほ
と
り
の
道
の
柳
の
樹
陰
は
、
な
ん
と
涼
し
い
こ
と
か
、
人
が
休
ん
で
い
る
。
〔
本
歌
〕　
島
山
を　
い
行
き
も
と
ほ
る　
川
沿
ひ
の　
岡
辺
の
道
に　
昨
日
こ
そ　
我
が
越
え
来
し
か
…
（
万
葉
集
・
巻
九
・
雑
歌
・
一
七
五
一
・
虫
麿
歌
集
）
五
三
四
河
風
の
涼
し
く
も
あ
る
か
う
ち
寄
す
る
浪
と
と
も
に
や
秋
は
立
つ
ら
む
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
七
〇
・
貫
之
）
〔
参
考
〕　
道
の
辺
に
清
水
流
る
る
柳
陰
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
と
ま
り
つ
れ
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
六
二
・
西
行
）
う
ち
な
び
き
春
は
来
に
け
り
青
柳
の
影
踏
む
道
ぞ
人
の
や
す
ら
ふ
（
新
古
今
集
・
春
上
・
六
九
・
高
遠
）
秋
580　
夕ゆふ
さ
れ
ば
山
陰かけ
涼すゝ
し
吉よし
野の
な
る
菜な
摘つみ
の
川かは
の
秋
の
初はつ
か
せ風
〔
通
釈
〕　
秋
夕
方
に
な
る
と
、
山
陰
が
涼
し
い
。
吉
野
に
あ
る
菜
摘
の
川
に
吹
く
秋
の
初
風
よ
。
〔
本
歌
〕　
吉
野
な
る
な
つ
み
の
河
の
川
淀
に
鴨
ぞ
鳴
く
な
る
山
陰
に
し
て
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
五
四
・
湯
原
王
。
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
三
七
五
）
〔
参
考
〕　
夕
さ
れ
ば
衣
手
涼
し
高
円
の
尾
上
の
宮
の
秋
の
初
風
（
金
槐
集
定
家
諸
伝
本
・
秋
・
秋
風
・
一
六
二
）
〔
語
釈
〕　
○
吉
野
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
吉
野
郡
。
○
菜
摘
の
川
―
大
和
国
の
歌
枕
。「
夏
実
の
川
」
と
も
書
く
。
吉
野
川
が
湾
曲
す
る
菜
摘
付
近
の
呼
称
と
い
う
。
現
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
大
字
菜
摘
、
宮
滝
の
東
に
位
置
す
る
。
581　
天あま
の
川かは
い
つ
か
と
待ま
ち
し
七たな
は
た夕
の
行ゆ
き
逢あ
ひ
の
今け
ふ日
に
な
り
に
け
る
か
な
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
五
〔
通
釈
〕　天の
川
よ
、
そ
こ
で
逢
う
の
は
い
つ
か
と
待
ち
わ
び
た
七
夕
の
両
星
が
、
よ
う
や
く
夏
か
ら
秋
に
な
っ
て
行
き
逢
う
、
七
月
七
日
の
今
日
に
な
っ
た
の
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
時
鳥
い
つ
か
と
待
ち
し
あ
や
め
草
今
日
は
い
か
な
る
ね
に
か
鳴
く
べ
き
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
四
三
・
公
任
）
〔
参
考
〕　
何
事
を
待
つ
と
は
な
し
に
明
け
暮
れ
て
今
年
も
今
日
に
な
り
に
け
る
か
な
（
金
葉
集
・
冬
・
三
〇
四
・
国
信
。
堀
河
百
首
・
冬
・
除
夜
・
一
一
〇
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
五
二
。
〔
語
釈
〕　
○
い
つ
か
―
時
の
疑
問
だ
が
、
早
い
実
現
の
願
望
が
込
め
ら
れ
る
。
本
歌
は
、「
五
月
五
日
、
馬
内
侍
に
つ
か
は
し
け
る
」
の
詞
書
で
、「
何
時
か
」
に
「
五
日
」
を
掛
け
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
、「
今
日
」
七
日
と
の
縁
で
、「
五
日
」
が
響
く
か
。
○
行
き
逢
ひ
季
節
の
交
替
、
特
に
夏
か
ら
秋
へ
の
交
差
を
言
う
。
こ
こ
は
、「
天
の
川
」
の
縁
と
前
句
「
七
夕
の
」
か
ら
の
続
き
で
、
七
夕
の
両
星
が
天
の
川
で
出
会
う
意
が
掛
か
る
。
○
今
日
に
な
り
に
け
る
か
な
―
「
君
来
ず
て
年
は
暮
れ
に
き
立
ち
か
へ
り
春
さ
へ
今
日
に
な
り
に
け
る
か
な
」（
後
撰
集
・
春
下
・
一
三
七
・
藤
原
雅
正
）
に
遡
源
す
る
措
辞
で
、
こ
れ
を
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
前
の
『
瓊
玉
集
』
で
該
歌
の
前
に
位
置
す
る
「
あ
は
れ
ま
た
秋
ぞ
来
に
け
る
何
事
の
憂
し
と
は
な
し
に
物
思
へ
と
て
」（
一
五
一
。
本
集
・
94
）
が
、
参
考
の
「
何
事
を
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
し
い
の
で
、
該
歌
も
同
様
に
こ
れ
に
負
っ
た
と
見
て
お
く
。
582　
行ゆ
き
て
い
ざ
衣
に
摺す
ら
ん
引ひく
馬ま
の野
に
に
ほ
ふ
萩はき
は
ら原
今いま
盛さか
り
か
も
五
三
六
〔
通
釈
〕　行っ
て
さ
あ
、
衣
に
摺
り
付
け
よ
う
。
引
馬
野
に
美
し
く
映
え
て
咲
く
萩
原
は
、
今
盛
り
で
あ
る
よ
。
〔
本
歌
〕　
引
馬
野
に
に
ほ
ふ
は
ぎ
原
入
り
乱
る
衣
に
ほ
は
せ
旅
の
し
る
し
に
（
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
歌
・
五
七
・
長
忌
寸
奥
麿
）
〔
参
考
〕　
雨
降
る
と
う
つ
ろ
ふ
な
ゆ
め
我
が
背
子
が
衣
に
摺
ら
ん
秋
萩
の
花
（
基
俊
集
・
八
月
雨
い
た
く
降
る
頃
、
女
に
か
は
り
て
男
の
も
と
に
・
一
七
六
）
〔
類
歌
〕　
い
た
づ
ら
に
う
つ
り
も
ゆ
く
か
吾
妹
子
が
衣
に
摺
ら
ん
秋
萩
の
花
（
玉
葉
集
・
雑
一
・
一
九
六
四
・
後
藤
基
政
）
〔
語
釈
〕　
○
行
き
て
い
ざ
―
新
奇
な
句
形
。
○
引
馬
野
―
三
河
国
の
歌
枕
。
現
愛
知
県
豊
川
市
（
旧
宝
飯
郡
）
御
津
町
御
馬
の
付
近
と
い
う
。
一
説
で
は
遠
江
国
（
現
静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
曳
馬
）
と
も
。
○
今
盛
り
か
も
―
鎌
倉
時
代
の
中
期
に
少
し
く
流
行
し
た
ら
し
い
句
形
。
宗
尊
の
師
の
真
観
に
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
白
雲
た
な
び
く
は
奈
良
山
桜
今
盛
り
か
も
」（
現
存
六
帖
・
や
ま
ざ
く
ら
・
六
一
六
）
が
あ
り
、
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
に
「
色
色
に
枝
を
連
ね
て
咲
き
に
け
り
花
も
我
が
世
も
今
盛
り
か
も
」（
正
嘉
三
年
北
山
行
幸
和
・
二
）
が
あ
る
。
宗
尊
自
身
も
該
歌
以
前
に
「
南
淵
の
細
川
山
ぞ
時
雨
る
め
る
檀
の
紅
葉
今
盛
り
か
も
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
秋
・
一
六
二
。
瓊
玉
集
・
秋
下
・
二
六
六
）
と
詠
む
。
〔
補
説
〕　
類
歌
の
作
者
基
政
は
、
宗
尊
の
近
習
の
御
家
人
で
関
東
歌
壇
の
主
要
歌
人
。
583　
真ま
葛くす
は
ふ
野の
原はら
の
牡を
鹿しか
恨うら
み
て
も
鳴な
き
て
も
さ
こ
そ
妻つま
を
恋こ
ふ
ら
め
〔
通
釈
〕　真葛
が
生
い
は
び
こ
る
野
原
の
雄
鹿
は
、
恨
ん
で
泣
き
恨
ん
で
鳴
い
て
、
さ
ぞ
妻
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
七
〔
本
歌
〕　
恨
み
て
も
泣
き
て
も
い
は
む
方
ぞ
な
き
鏡
に
見
ゆ
る
影
な
ら
ず
し
て
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
一
四
・
興
風
）
〔
参
考
〕　
真
葛
吹
く
野
原
の
風
に
う
ち
そ
へ
て
恨
め
し
げ
な
る
さ
牡
鹿
の
声
（
風
情
集
〔
公
重
〕・
経
盛
の
三
位
の
歌
こ
ひ
し
に
・
鹿
・
三
一
五
）
〔
類
歌
〕　
を
鹿
伏
す
峰
の
葛
原
恨
み
て
も
な
き
て
も
妻
を
恋
ひ
ぬ
夜
ぞ
な
き
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
三
・
鹿
・
二
六
〇
・
西
円
）
〔
影
響
〕　
風
寒
く
更
け
行
く
月
に
恨
み
て
も
な
き
て
も
鹿
の
妻
や
つ
れ
な
き
（
隣
女
集
〔
雅
有
〕・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
秋
・
月
前
鹿
・
一
二
〇
七
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
一
七
九
。
〔
語
釈
〕　
○
真
葛
―
「
真
」
は
接
頭
語
。
蔓
草
の
一
種
の
葛
。
○
牡
鹿
―
「
さ
牡
鹿
」
と
同
じ
。
男
鹿
・
雄
鹿
。
○
恨
み
て
も
鳴
き
て
も
―
本
歌
の
「
恨
み
て
も
泣
き
て
も
」
を
取
っ
て
、「
恨
み
て
も
鳴
き
て
も
」
に
変
化
さ
せ
る
が
、「
恨
み
」「
妻
」「
恋
ふ
」
の
縁
で
、
原
義
の
「
泣
き
て
」
も
掛
か
る
。「
真
葛
」
の
縁
で
「
恨
み
」
に
「
裏
見
」
が
響
く
。
各
文
節
末
の
「
も
」
は
、
本
歌
で
は
並
列
だ
が
、
該
歌
で
は
強
意
。
○
さ
こ
そ
―
歌
末
に
推
量
の
「
ら
め
」
を
伴
っ
て
、
さ
だ
め
し
、
の
意
。
〔
補
説
〕　
類
歌
の
作
者
西
円
は
、
播
州
西
円
と
称
さ
れ
、『
新
後
撰
集
』（
恋
二
・
九
三
九
）
に
一
首
の
入
集
を
見
て
い
る
。「
楡
関
集
」
や
「
新
玉
集
」
の
撰
者
で
（
時
朝
集
）、『
東
撰
六
帖
』
の
他
、『
新
和
歌
集
』
や
『
拾
遺
風
体
集
』
に
も
撰
歌
さ
れ
た
関
東
縁
故
の
歌
人
で
あ
る
。
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
相
互
の
影
響
関
係
は
想
定
し
て
も
よ
い
か
。
584　
袖
の
上うへ
に
と
す
れ
ば
か
かゝ
る
涙なみた
か
な
あ
な
言い
ひ
知し
ら
ず
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
五
三
八
〔
通
釈
〕　袖の
上
に
、
そ
う
だ
と
す
る
と
掛
か
る
こ
の
よ
う
な
涙
よ
。
あ
あ
ど
う
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
こ
の
秋
の
夕
暮
に
。
〔
本
歌
〕　
そ
ゑ
に
と
て
と
す
れ
ば
か
か
り
か
く
す
れ
ば
あ
な
言
ひ
知
ら
ず
逢
ふ
さ
切
る
さ
に
（
古
今
集
・
雑
体
・
一
〇
六
〇
・
読
〔
他
出
〕　
慶
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
〇
四
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
五
。
〔
語
釈
〕　
○
と
す
れ
ば
―
結
句
の
「
秋
の
夕
暮
」
が
還
っ
て
か
か
る
と
解
す
る
。
秋
の
夕
暮
だ
と
す
る
と
。
○
か
か
る
―
「
掛
か
る
」
と
「
斯
か
る
」
の
掛
詞
。
585　
秋
の
田
の
仮かり
庵いほ
つ
く
り
独
り・
ゐ
て
あ
は
れ
露つゆ
に
も
濡ぬ
ら
す
袖
か
な
〔
通
釈
〕　稲を
刈
る
頃
の
秋
の
田
を
守
る
仮
庵
を
作
り
独
り
居
て
、
あ
あ
露
に
濡
ら
す
袖
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫
を
荒
み
我
が
衣
手
は
露
に
濡
れ
つ
つ
（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
〇
二
・
天
智
天
皇
）
秋
田
守
る
仮
庵
つ
く
り
我
が
を
れ
ば
衣
手
寒
し
露
ぞ
置
き
け
る
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
五
四
・
読
人
不
知
。
家
持
集
・
一
三
二
）
〔
語
釈
〕　
○
仮
庵
―
秋
の
田
の
実
り
を
見
張
る
た
め
に
仮
に
設
け
る
粗
末
な
小
屋
。「
仮
」
に
「
秋
の
田
」
の
縁
で
（
稲
を
）「
刈
り
」
が
掛
か
る
か
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
三
九
586　
見
る
た
び
に
涙なみた
の
も
ろ
く
こ
ぼ
る
るゝ
は
世よ
の
憂う
き
こ
と
を
月
や
添そ
ふ
ら
ん
〔
通
釈
〕　月を
見
る
た
び
に
涙
が
も
ろ
く
こ
ぼ
れ
る
の
は
、
世
の
中
の
憂
く
辛
い
こ
と
を
月
が
付
け
加
え
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
月
見
れ
ば
世
の
憂
き
こ
と
や
お
ぼ
え
け
る
こ
は
何
故
の
袖
の
雫
ぞ
（
御
室
五
十
首
・
秋
・
三
七
四
・
賢
清
）
年
経
れ
ば
涙
の
も
ろ
く
な
り
け
る
を
秋
の
ゆ
ゑ
と
も
何
払
ふ
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
三
一
〇
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
世
の
憂
き
こ
と
―
「
い
か
な
ら
む
巌
の
中
に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
こ
と
の
聞
こ
え
こ
ざ
ら
む
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
二
・
読
人
不
知
）
を
原
拠
と
す
る
。
宗
尊
も
こ
の
歌
が
念
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
〔
補
説
〕　
735
と
同
工
異
曲
。
587　
い
つ
よ
り
か
憂う
き
を
涙なみた
の
知し
り
初そ
め
て
月
に
も
い
た
く
袖
濡ぬ
ら
す
ら
ん
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
い
つ
か
ら
、
憂
く
辛
い
こ
と
を
涙
が
知
り
始
め
て
、
こ
の
月
に
ま
で
も
ひ
ど
く
袖
を
濡
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
涙
こ
そ
人
の
心
の
辛
さ
を
も
ま
づ
知
り
初
め
て
袖
濡
ら
し
け
れ
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
五
五
・
清
時
）
そ
の
こ
と
と
思
ひ
分
か
ね
ど
秋
の
夜
の
月
見
て
は
な
ど
袖
の
濡
る
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
秋
・
一
七
九
・
小
督
）
吹
き
結
ぶ
荻
の
上
葉
の
風
の
音
も
何
し
か
い
た
く
袖
の
濡
る
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
荻
風
一
三
一
二
・
鷹
司
院
按
察
）
五
四
〇
幾
返
り
月
見
し
秋
は
過
ぎ
ぬ
れ
ど
今
年
は
い
た
く
濡
る
る
袖
か
な
（
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
〔
家
良
〕・
知
家
大
宮
三
位
入
道
撰
・
秋
・
一
八
八
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
二
三
、
結
句
「
袖
の
濡
る
ら
ん
」。
〔
補
説
〕　
必
ず
し
も
参
考
の
四
首
を
意
識
し
て
依
拠
し
な
け
れ
ば
詠
め
な
い
歌
で
は
な
い
が
、
宗
尊
に
と
っ
て
最
近
の
歌
う
た
に
も
宗
尊
が
自
然
と
学
ん
で
い
た
可
能
性
は
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
本
集
の
結
句
の
形
「
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
」
の
方
が
、「
月
」
に
つ
い
て
言
う
場
合
に
は
、『
瓊
玉
集
』
の
「
袖
の
濡
る
ら
ん
」
の
形
よ
り
、
用
例
が
は
る
か
に
多
く
一
般
的
か
。
588　
雁かり
が
音ね
の
聞き
こ
ゆ
る
山
の
木こ
の
間ま
よ
り
移うつ
ろ
ふ
月
の
更ふ
け
に
け
る
か
な
〔
通
釈
〕　雁の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
山
、
そ
の
木
の
間
か
ら
移
っ
て
行
く
月
が
、
夜
更
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
な
。
〔
本
歌
〕　
さ
夜
中
と
夜
は
更
け
ぬ
ら
し
雁
が
音
の
聞
こ
ゆ
る
空
に
月
渡
る
見
ゆ
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
九
二
・
読
人
不
知
）
木
の
間
よ
り
移
ろ
ふ
月
の
影
惜
し
み
立
ち
や
す
ら
ふ
に
さ
夜
更
け
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
問
答
・
二
八
二
一
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
頼
む
夜
の
木
の
間
の
月
も
移
ろ
ひ
ぬ
心
の
秋
の
色
を
恨
み
て
（
三
体
和
歌
・
恋
・
二
三
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
恋
・
二
五
五
五
）
三
室
山
下
草
か
け
て
置
く
露
に
木
の
間
の
月
の
影
ぞ
移
ろ
ふ
（
新
勅
撰
集
・
秋
下
・
二
八
九
・
伊
平
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
四
一
589　
秋
も
今いま
は
夜
寒さむ
に
な
り
ぬ
鳴な
く
雁
の
羽はね
白しろ
た
へ
に
霜しも
や
置を
く
ら
ん
〔
通
釈
〕　秋も
今
は
も
う
、
夜
の
寒
さ
が
身
に
染
み
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
鳴
き
渡
る
雁
の
羽
は
真
っ
白
に
霜
が
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
参
考
〕　
秋
は
は
や
夜
寒
に
な
り
ぬ
を
と
め
ご
が
袖
振
る
山
の
鈴
虫
の
声
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
す
ず
む
し
・
二
二
四
八
・
知
家
。
現
存
六
帖
・
す
ず
む
し
・
三
五
七
）
賤
の
打
つ
衣
か
り
が
ね
声
寒
み
羽
白
た
へ
に
霜
や
置
く
ら
ん
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
秋
・
一
一
九
・
家
隆
。
壬
二
集
・
秋
・
二
四
八
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
秋
も
今
は
―
「
秋
」
を
「
春
」「
夏
」「
冬
」
に
広
げ
て
も
、
勅
撰
集
に
は
見
え
な
い
句
形
。『
公
任
集
』
の
「
秋
も
今
は
嵐
の
山
の
山
高
み
い
か
で
残
れ
る
紅
葉
な
る
ら
ん
」（
二
〇
七
・
ゆ
き
よ
り
〔
橘
行
頼
か
〕）
が
突
出
し
て
早
い
例
だ
が
、
そ
の
後
の
作
例
は
新
古
今
時
代
以
降
に
な
る
。『
六
百
番
歌
合
』（
四
八
〇
）
と
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』（
二
三
六
）
で
慈
円
が
「
秋
は
今
は
の
」
の
形
を
用
い
て
い
る
以
外
で
は
、『
影
供
歌
合
建
仁
三
年
六
月
』
に
於
け
る
賀
茂
季
保
の
「
夏
も
今
は
末
葉
の
荻
の
玉
ゆ
ら
も
露
も
待
た
る
る
野
辺
の
秋
風
」（
草
野
秋
近
・
三
三
）
が
先
行
し
、「
元
久
二
年
十
二
月
三
日
於
二
宝
前
一
被
講
七
ケ
日
参
籠
之
間
詠
レ
之
」
と
い
う
「
春
日
社
百
首
」（
秋
）
の
雅
経
詠
「
秋
も
今
は
時
雨
る
る
程
に
な
り
に
け
り
山
の
木
の
葉
の
空
に
う
つ
ろ
ふ
」（
明
日
香
井
集
・
五
八
四
）
が
続
く
。
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
『
建
保
名
所
百
首
』
で
は
行
意
が
「
冬
も
今
は
日
数
つ
も
り
の
浦
さ
え
て
雪
に
も
な
り
ぬ
あ
ら
れ
松
原
」（
冬
・
住
吉
浦
・
六
二
六
）
と
詠
み
、
翌
年
の
「
院
百
首
」（
春
）
で
は
雅
経
が
「
春
も
今
は
す
ぎ
の
葉
霞
む
三
輪
の
山
花
よ
五
四
二
り
の
ち
の
色
も
尋
ね
よ
」（
明
日
香
井
集
・
七
四
四
）
と
詠
む
。
宗
尊
の
祖
父
土
御
門
院
に
「
秋
も
今
は
深
き
蓬
の
下
露
も
払
は
で
の
み
や
霜
と
な
る
ら
ん
」（
土
御
門
院
御
集
・
詠
三
首
和
歌
貞
応
二
年
九
月
十
三
夜
・
閑
中
秋
深
・
二
五
四
）
が
あ
る
。
ま
た
、
宗
尊
が
撰
ば
せ
た
『
東
撰
六
帖
』
に
は
、
宗
尊
家
の
女
房
祐
右
衛
門
督
（
伝
未
詳
）
の
「
秋
も
今
は
明
日
香
の
川
に
御
祓
し
て
か
へ
れ
ば
夏
の
夜
ぞ
更
け
に
け
る
」（
抜
粋
本
・
夏
・
夏
祓
・
二
〇
三
）
と
北
条
重
時
の
「
秋
も
今
は
末
葉
に
咲
け
る
白
菊
の
花
こ
そ
花
の
形
見
な
り
け
れ
」
（
同
・
秋
・
菊
・
三
三
〇
）
が
見
え
、
鎌
倉
殿
御
家
人
笠
間
時
朝
に
は
「
秋
も
今
は
き
さ
の
を
が
は
に
風
さ
え
て
や
や
は
だ
寒
く
夜
や
更
け
ぬ
ら
ん
」（
未
入
集
歌
・
雑
・
二
五
〇
）
が
あ
る
。
宗
尊
が
こ
の
句
を
用
い
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
○
夜
寒
―
→
106
。
○
羽
白
た
へ
に
―
「
梅
が
枝
に
鳴
き
て
う
つ
ろ
ふ
鶯
の
羽
白
た
へ
に
沫
雪
ぞ
降
る
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
春
雑
歌
・
一
八
四
〇
・
作
者
未
詳
。
新
古
今
集
・
春
上
・
三
〇
・
読
人
不
知
、
結
句
「
淡
雪
ぞ
降
る
」）
が
原
拠
。
590　
秋あき
深ふか
く
は
や
な
り
に
け
り
千ち
は葉
の
野ぬ
の
児こ
の
手て
柏かしは
の
色
づ
く
見み
れ
ば
〔
通
釈
〕　はや
秋
が
深
く
な
っ
た
の
だ
。
千
葉
の
野
の
児
の
手
柏
が
色
づ
く
の
を
見
る
と
。
〔
本
歌
〕　
千
葉
の
野
の
児
の
手
柏
の
ほ
ほ
ま
れ
ど
あ
や
に
か
な
し
み
置
き
て
た
か
来
ぬ
（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
三
八
七
・
大
田
部
足
人
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
六
五
。
〔
語
釈
〕　
○
は
や
な
り
に
け
り
―
俊
恵
の
作
（
林
葉
集
・
六
三
九
）
が
早
い
が
、『
新
撰
六
帖
』（
五
六
・
家
良
、
一
九
二
〇
・
真
観
）
や
『
現
存
六
帖
』（
七
二
四
・
為
継
＝
宝
治
百
首
・
二
一
〇
五
・
為
継
）
や
『
為
家
五
社
百
首
』（
五
二
、
二
三
六
）
等
に
作
例
が
あ
っ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
四
三
て
、
鎌
倉
前
中
期
に
少
し
の
流
行
が
あ
っ
た
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
○
千
葉
の
野
―
下
総
国
の
歌
枕
。
現
在
の
千
葉
市
と
習
志
野
市
の
辺
り
一
帯
。
○
児
の
手
柏
―
現
在
は
ヒ
ノ
キ
科
の
常
緑
低
木
を
言
う
が
、
こ
こ
は
、
紅
葉
す
る
樹
木
と
の
認
識
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
何
を
指
す
か
は
、
諸
説
あ
っ
て
未
詳
。
本
歌
に
つ
い
て
言
え
ば
、
楢
の
若
葉
の
小
児
の
手
首
を
垂
れ
た
状
を
形
容
し
た
も
の
と
い
う
（
白
井
光
太
郎
『
樹
木
和
名
考
』）。
591　
鹿しか
の
鳴な
く
有あり
あ
け明
の
夜よ
の
山
を
ろ
し
に
木
の
葉
時し
く雨
れ
て
月
ぞ
残のこ
れ
る
〔
通
釈
〕　鹿が
鳴
く
有
明
の
夜
の
山
お
ろ
し
の
風
に
、
木
の
葉
は
時
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
、
た
だ
月
が
空
に
残
っ
て
い
る
。
〔
参
考
〕　
時
鳥
鳴
き
つ
る
か
た
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る
（
千
載
集
・
夏
・
一
六
一
・
実
定
）
山
深
き
秋
の
夕
べ
を
来
て
見
れ
ば
木
の
葉
時
雨
れ
て
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
秋
・
九
八
・
行
能
、
満
載
集
・
秋
下
・
一
〇
九
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
六
九
。
〔
語
釈
〕　
○
有
明
の
夜
―
「
有
明
」
は
、
陰
暦
二
十
日
頃
以
降
の
月
が
明
け
方
近
く
に
残
る
頃
、
あ
る
い
は
そ
の
月
、
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
あ
え
て
そ
の
「
夜
」
を
言
う
こ
と
は
珍
し
い
。
宗
尊
は
他
に
、「
長
月
の
有
明
の
夜
も
ま
だ
深
し
あ
は
れ
し
ば
し
の
情
け
と
も
が
な
」（
竹
風
抄
・
巻
一
・
文
永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
留
人
・
一
六
二
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
○
山
お
ろ
し
―
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
強
い
風
。「
有
明
」
と
の
詠
み
併
せ
の
先
例
に
は
、
雅
経
の
「
山
お
ろ
し
に
世
の
憂
き
よ
り
は
空
晴
れ
て
す
み
よ
き
も
の
と
有
明
の
月
」（
明
日
香
井
集
・
雑
・
山
家
・
一
五
七
〇
）
や
家
隆
の
「
神
無
月
有
明
の
月
の
山
お
ろ
し
に
霜
置
き
な
が
ら
散
五
四
四
る
紅
葉
か
な
」（
壬
二
集
・
為
家
卿
家
百
首
・
冬
・
一
二
九
三
）
等
が
あ
る
。
○
木
の
葉
時
雨
れ
て
―
木
の
葉
が
時
雨
の
ご
と
く
降
る
と
の
比
喩
表
現
。「
神
な
月
時
雨
と
と
も
に
神
奈
備
の
杜
の
木
の
葉
は
降
り
に
こ
そ
降
れ
」（
後
撰
集
・
冬
・
四
五
一
・
読
人
不
知
）
を
初
め
と
し
て
、「
木
の
葉
散
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
ぞ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜
も
」（
後
拾
遺
集
・
冬
・
落
葉
如
雨
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
・
三
八
二
・
源
頼
実
）
や
「
名
残
な
く
時
雨
の
空
は
晴
れ
ぬ
れ
ど
ま
だ
降
る
も
の
は
木
の
葉
な
り
け
り
」（
詞
花
集
・
秋
・
雨
後
落
葉
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
・
一
三
五
・
俊
頼
）
等
の
歌
に
拠
り
な
が
ら
、「
君
恋
ふ
る
涙
時
雨
と
降
り
ぬ
れ
ば
し
の
ぶ
の
山
も
色
づ
き
に
け
り
」（
千
載
集
・
恋
一
・
六
九
〇
・
成
仲
）
の
「
涙
時
雨
と
降
り
」
等
か
ら
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
中
世
初
頭
に
生
み
出
さ
れ
た
表
現
と
思
し
い
。
勅
撰
集
で
は
、『
新
勅
撰
集
』
の
「
し
の
ぶ
山
木
の
葉
時
雨
る
る
下
草
に
あ
ら
は
れ
に
け
る
露
の
色
か
な
」
（
雑
四
・
一
三
一
七
・
寂
延
法
師
）
が
初
見
で
、『
続
後
撰
集
』
の
「
絶
え
て
や
は
人
を
も
身
を
も
恨
む
べ
き
木
の
葉
時
雨
る
る
秋
の
山
里
」（
雑
上
・
一
〇
七
九
・
光
西
法
師
）
が
続
く
。
592　
い
か
に
せ
む
命いのち
に
替か
へ
て
留とゝ
む
と
も
同おな
じ
別わか
れ
の
秋
の
名な
残こり
を
〔
通
釈
〕　どう
し
よ
う
か
。
命
と
引
き
替
え
に
し
て
留
め
る
と
し
て
も
、
結
局
は
い
つ
も
同
じ
別
れ
を
す
る
秋
、
そ
の
名
残
を
。
〔
参
考
〕　
二
つ
な
き
命
に
替
へ
て
留
む
と
も
数
な
ら
ぬ
身
を
花
や
き
ら
は
む
（
宝
治
百
首
・
春
・
惜
花
・
六
一
六
・
有
教
）
身
に
替
へ
て
思
へ
ば
何
か
惜
し
む
べ
き
花
を
と
め
て
も
同
じ
別
れ
を
（
宝
治
百
首
・
春
・
惜
花
・
六
〇
九
・
基
家
。
現
存
六
帖
・
は
な
・
四
三
〇
。
秋
風
集
・
春
下
・
九
九
。
続
古
今
集
・
春
下
・
一
五
五
）
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
む
さ
ら
ぬ
別
れ
の
あ
る
が
う
へ
に
か
つ
が
つ
辛
き
秋
の
名
残
を
（
長
綱
集
・
二
二
八
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
四
五
〔
補
説
〕　
仕
立
て
方
が
一
致
す
る
類
歌
に
挙
げ
た
一
首
は
、
藤
原
忠
綱
男
で
順
徳
院
の
蔵
人
で
あ
っ
た
長
綱
の
老
年
期
の
詠
草
で
あ
る
。
長
綱
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
の
生
存
が
確
認
さ
れ
る
。
宗
尊
詠
と
の
先
後
、
相
互
の
影
響
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
冬
593　
か
かゝ
る
べ
き
時
は
さ
な
れ
ど
神
無
月
こ
と
わは
り
過す
ぎ
て
降ふ
る
時しく
れ雨
か
な
〔
通
釈
〕　この
よ
う
な
時
雨
が
降
る
は
ず
の
時
、
そ
れ
は
そ
う
な
の
だ
け
れ
ど
、
神
無
月
十
月
は
、
そ
の
道
理
を
越
え
て
降
る
時
雨
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
果
て
の
憂
き
世
は
さ
な
れ
ど
も
残
り
な
く
散
る
を
桜
の
情
け
と
は
見
ず
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
五
七
一
・
真
観
）
憂
き
人
の
あ
だ
し
心
の
花
桜
こ
と
わ
り
過
ぎ
て
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
は
な
ざ
く
ら
・
二
三
六
二
・
為
家
。
現
存
六
帖
・
は
な
ざ
く
ら
・
六
一
〇
）
〔
語
釈
〕　
○
か
か
る
べ
き
時
―
時
雨
が
降
る
は
ず
の
時
節
。
○
さ
な
れ
ど
―
新
奇
な
措
辞
。
参
考
の
真
観
詠
に
倣
う
か
。「
さ
」
は
「
か
か
る
べ
き
時
」
を
指
す
。
○
こ
と
わ
り
過
ぎ
て
―
「
こ
と
わ
り
過
ぐ
」
は
、
も
の
事
の
道
理
を
越
え
る
と
い
っ
た
意
味
。
和
歌
で
は
当
然
の
通
念
（
本
意
）
を
さ
ら
に
越
え
る
と
い
っ
た
趣
旨
に
な
る
か
。
慈
円
が
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
九
月
十
四
日
「
秋
日
詣
住
吉
社
詠
百
首
和
歌
」
で
詠
ん
だ
「
住
吉
の
松
の
梢
の
う
は
霞
こ
と
わ
り
過
ぐ
る
春
の
色
か
な
」（
拾
玉
集
・
四
季
述
懐
各
十
首
・
春
・
一
五
五
四
）
が
早
い
。
知
家
に
「
か
ね
て
よ
り
思
ひ
こ
し
ぢ
の
あ
ら
ち
山
こ
と
わ
り
過
ぐ
る
峰
の
白
雪
」（
建
保
名
所
百
首
・
冬
・
有
乳
山
・
六
六
九
）、
為
家
に
「
憂
き
も
身
の
報
ひ
な
れ
ど
も
折
ふ
し
に
こ
と
わ
り
過
ぎ
て
音
こ
そ
泣
か
る
れ
」（
為
家
集
・
雑
・
同
〔
建
五
四
六
久
〕
五
四
）
が
あ
る
。
宗
尊
は
こ
の
歌
以
前
に
「
我
が
身
い
か
に
秋
の
慣
ら
ひ
の
涙
に
も
こ
と
わ
り
過
ぎ
て
濡
る
る
袖
か
な
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
秋
・
一
一
五
）
と
詠
む
。
594　
神
無
月
夕ゆふ
日
隠かく
れ
の
山
陰かけ
に
木こ
か枯
ら
し
さ
え
て
散ち
る
紅もみ
ち葉
か
な
〔
通
釈
〕　神無
月
十
月
は
、
夕
日
が
隠
れ
た
山
陰
に
、
木
枯
ら
し
の
風
が
冷
た
く
さ
え
て
散
る
紅
葉
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
神
無
月
散
る
紅
葉
葉
の
あ
は
れ
を
ぞ
空
に
知
ら
す
る
木
枯
ら
し
の
風
（
拾
玉
集
・
勒
句
百
首
・
冬
・
一
一
八
四
）
雲
迷
ふ
夕
日
隠
れ
の
山
陰
に
や
や
見
え
そ
め
て
降
れ
る
白
雪
（
宝
治
百
首
・
冬
・
浅
雪
・
二
一
四
九
・
隆
祐
）
〔
類
歌
〕　
神
無
月
外
山
吹
き
出
づ
る
木
枯
ら
し
の
音
寒
み
に
も
散
る
紅
葉
か
な
（
太
宰
大
弐
資
通
卿
家
歌
合
・
紅
葉
・
五
・
と
き
し
げ
）
〔
語
釈
〕　
○
夕
日
隠
れ
の
―
「
山
高
み
夕
日
隠
れ
ぬ
浅
茅
原
後
見
む
た
め
に
標
結
は
ま
し
を
」（
万
葉
集
・
巻
七
・
譬
喩
歌
・
一
三
四 
二
・
作
者
未
詳
。
拾
遺
集
・
雑
下
・
五
四
六
・
人
麿
）
か
ら
派
生
し
た
措
辞
か
。「
消
ぬ
が
上
に
重
ね
て
霜
や
お
く
山
の
夕
日
隠
れ
の
谷
の
下
草
」（
続
後
撰
集
・
冬
・
四
八
三
・
真
昭
）
が
勅
撰
集
の
初
出
。
〔
補
説
〕　
「
神
無
月
」「
木
枯
ら
し
」「
散
る
紅
葉
」
の
取
り
併
せ
の
一
致
か
ら
、
参
考
に
慈
円
の
歌
を
挙
げ
、
類
歌
に
源
資
通
が
太
宰
大
弐
在
任
の
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
九
月
十
七
日
～
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
十
一
月
二
十
八
日
の
間
に
主
催
し
た
歌
合
の
歌
を
挙
げ
た
。『
拾
玉
集
』
は
宗
尊
以
後
の
成
立
で
あ
り
、
慈
円
の
歌
を
宗
尊
が
ど
の
よ
う
に
知
り
得
た
か
は
疑
問
が
残
る
が
、
他
の
事
例
に
照
ら
し
て
慈
円
の
歌
を
宗
尊
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
類
歌
に
挙
げ
た
よ
う
な
古
い
小
規
模
の
歌
合
に
宗
尊
が
接
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
全
く
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
四
七
595　
久
方
の
夜よ
渡わた
る
月
の
霜しも
曇くも
り
更ふ
け
た
る
影かけ
の
あ
は
れ
寒さむ
け
さ
〔
通
釈
〕　夜空
を
渡
る
月
が
霜
が
お
り
そ
う
な
ほ
ど
に
曇
り
、
夜
が
更
け
た
の
を
知
ら
せ
る
月
影
の
、
あ
あ
何
と
寒
そ
う
で
あ
る
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
霜
曇
り
す
と
に
か
あ
ら
む
ひ
さ
か
た
の
夜
渡
る
月
の
見
え
ぬ
思
へ
ば
（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
一
〇
八
三
・
作
者
未
詳
）
〔
語
釈
〕　
○
久
方
の
―
「
月
」
の
枕
詞
。
○
霜
曇
り
―
霜
が
降
る
ほ
ど
の
寒
さ
に
空
が
曇
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
○
更
け
た
る
影
―
先
例
の
見
え
な
い
句
形
。
真
観
の
「
さ
こ
そ
あ
れ
ま
だ
人
音
も
せ
ぬ
庵
に
更
け
た
る
月
を
見
る
が
悲
し
さ
」（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
ざ
ふ
の
月
・
二
八
〇
）
の
「
更
け
た
る
月
」
を
基
に
し
た
変
形
か
。
宗
尊
は
「
秋
の
夜
の
更
け
た
る
月
を
ひ
と
り
見
て
音
に
鳴
く
ば
か
り
物
の
悲
し
き
」（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
二
三
六
）
と
も
詠
む
。
○
あ
は
れ
寒
け
さ
―
こ
れ
も
先
例
の
見
え
な
い
句
形
。
類
辞
の
先
例
に
「
見
渡
せ
ば
吉
野
の
山
に
み
雪
降
り
あ
は
れ
寒
け
き
冬
の
空
か
な
」（
弘
長
百
首
・
冬
・
行
き
・
四
一
三
・
寂
西
）
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
上
句
は
本
歌
の
詞
を
取
る
が
、
下
の
両
句
は
他
に
見
え
な
い
詞
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
歌
の
詞
と
新
奇
な
詞
の
取
り
併
せ
も
宗
尊
の
詠
作
方
法
の
一
面
で
あ
る
。
596　
波
高たか
き
都つ
た太
の
細ほそ
江え
の
潮しほ
風
に
浦うら
隠かく
れ
つ
つゝ
鳴な
く
千
鳥
か
な
〔
通
釈
〕　波が
高
い
都
太
の
細
江
に
吹
く
潮
風
に
、
浦
に
隠
れ
な
が
ら
鳴
く
千
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
風
吹
け
ば
波
か
立
た
む
と
待
つ
程
に
都
太
の
細
江
に
浦
隠
れ
ゐ
ぬ
（
万
葉
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
九
四
五
・
赤
人
。
続
古
今
集
・
五
四
八
羈
旅
・
九
二
九
、
二
句
「
波
や
立
た
む
と
」）
〔
参
考
〕　
波
高
き
虫
明
の
瀬
戸
に
行
く
舟
の
寄
る
べ
知
ら
せ
よ
沖
つ
潮
風
（
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
三
二
四
・
良
経
。
仙
洞
句
題
五
十
首 
・
寄
舟
恋
・
二
八
三
）
〔
類
歌
〕　
寒
く
吹
く
都
太
の
細
江
の
潮
風
に
鳴
く
さ
夜
千
鳥
浦
隠
れ
つ
つ
（
夫
木
抄
・
雑
五
・
つ
だ
の
ほ
そ
え
、
播
磨
・
六
帖
題
御
歌
・
一
〇
六
七
一
・
中
務
卿
の
親
王
〔
宗
尊
〕）
〔
語
釈
〕　
○
都
太
―
播
磨
国
の
歌
枕
。
現
兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
。
船
場
川
の
支
流
で
あ
っ
た
飾
磨
川
の
河
口
付
近
を
言
う
。「
飾
磨
江
」
と
も
。
〔
補
説
〕　
類
歌
に
挙
げ
た
歌
は
、『
夫
木
抄
』
の
集
付
に
よ
れ
ば
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
九
月
十
三
夜
に
宗
尊
が
主
催
し
た
「
六
帖
題
歌
会
」
の
詠
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
該
歌
の
翌
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ほ
ぼ
改
作
の
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
文
永
二
年
九
月
十
三
夜
六
帖
題
歌
会
」
に
つ
い
て
は
、『
竹
風
和
歌
抄
新
注
（
上
、
下
）』（
令
元
・
八
、九
）
の
73
番
歌
補
説
に
考
証
を
記
し
、
解
説
「『
竹
風
和
歌
抄
』
の
和
歌
」
第
二
章
第
六
節
で
も
言
及
し
た
が
、
そ
こ
で
は
催
行
年
を
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
と
誤
っ
て
記
し
た
。
訂
正
す
る
。
597　
霜
氷こほ
り
霰あられ
乱みた
れ
て
堀ほり
江え
に
は
玉
敷し
き
た
り
と
見み
ゆ
る
冬
か
な
〔
通
釈
〕　霜が
置
い
て
氷
り
霰
は
降
り
乱
れ
て
、（
玉
を
敷
か
な
か
っ
た
と
い
う
）
堀
江
に
は
白
い
玉
が
敷
い
て
い
る
と
見
え
る
冬
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
四
九
〔
本
歌
〕　
ち
は
や
ぶ
る　
神
な
月
と
や　
今
朝
よ
り
は　
曇
り
も
あ
へ
ず　
初
時
雨　
紅
葉
と
と
も
に　
ふ
る
里
の　
吉
野
の
山
の　
山
嵐
も　
寒
く
日
ご
と
に　
な
り
ゆ
け
ば　
玉
の
緒
と
け
て　
こ
き
散
ら
し　
霰
乱
れ
て　
霜
氷
り　
い
や
か
た
ま
れ
る　
庭
の
面
に　
む
ら
む
ら
見
ゆ
る　
冬
草
の　
上
に
降
り
敷
く　
白
雪
の　
積
も
り
積
も
り
て　
あ
ら
た
ま
の　
年
を
あ
ま
た
も　
過
ぐ
し
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
冬
の
長
歌
・
一
〇
〇
五
・
躬
恒
）
玉
敷
か
ぬ
君
が
悔
い
て
言
ふ
堀
江
に
は
玉
敷
き
満
て
て
継
ぎ
て
通
は
む
（
万
葉
集
・
巻
十
八
・
四
〇
五
七
・
元
正
天
皇
〔
或
い
は
田
辺
福
麿
〕）
〔
語
釈
〕　
○
堀
江
―
本
歌
の
『
万
葉
』
歌
か
ら
「
難
波
堀
江
」
の
こ
と
。
難
波
江
が
氾
濫
す
る
の
で
水
を
大
阪
湾
に
直
接
放
流
す
る
た
め
に
開
い
た
水
路
、
そ
の
運
河
。
難
波
の
宮
の
北
を
掘
削
し
南
側
の
水
を
西
側
の
海
に
導
い
た
ら
し
い
（
仁
徳
紀
十
一
年
十
月
）。
今
の
天
満
橋
付
近
の
流
れ
と
い
う
。
○
玉
敷
き
た
り
―
「
玉
敷
く
」
は
「
客
を
迎
え
る
た
め
に
そ
の
場
を
飾
る
意
の
常
套
句
」（
伊
藤
博
『
万
葉
集
全
注
巻
第
十
八
』）
と
い
う
。
宗
尊
は
そ
れ
を
、
置
く
霜
氷
や
降
る
霰
を
白
い
「
玉
」
と
見
立
て
る
の
に
援
用
し
た
。
〔
補
説
〕　
歌
想
と
歌
詞
の
一
部
の
一
致
か
ら
、
本
歌
に
挙
げ
た
躬
恒
の
長
歌
に
対
す
る
反
歌
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
そ
れ
に
元
正
天
皇
の
歌
の
詞
を
取
り
併
せ
た
、
や
や
特
異
な
詠
法
の
一
首
で
あ
る
。
598　
高たか
し
ま島
の
杣
山
お
ろ
し
さ
えへ
暮く
れ
て
三み
を尾
の
勝かち
野の
に
積つ
も
る
白しら
ゆ
き雪
〔
通
釈
〕　高島
の
杣
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
が
冷
た
く
冴
え
な
が
ら
日
が
暮
れ
て
、
三
尾
の
勝
野
に
積
も
る
白
雪
よ
。
〔
本
歌
〕　
大
御
舟
泊
て
て
さ
も
ら
ふ
高
島
の
三
尾
の
勝
野
の
渚
し
ぞ
思
ふ
（
万
葉
集
・
巻
十
七
・
雑
歌
・
一
一
七
一
・
作
者
未
詳
）
五
五
〇
〔
参
考
〕　
高
島
や
三
尾
の
杣
山
跡
絶
え
て
氷
も
雪
も
深
き
冬
か
な
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
四
一
三
・
家
隆
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
一
〇
四
）
故
郷
の
庭
の
日
影
も
さ
え
暮
れ
て
桐
の
落
葉
に
霰
降
る
な
り
（
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
九
三
・
家
隆
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
九
三
）
白
妙
の
袖
ぞ
涼
し
き
高
島
の
三
尾
の
勝
野
の
秋
の
初
風
（
宝
治
百
首
・
秋
・
早
秋
・
一
二
〇
五
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
高
島
―
近
江
国
の
歌
枕
。
琵
琶
湖
西
岸
の
現
滋
賀
県
高
島
市
の
地
。
○
杣
山
―
用
材
の
木
を
取
る
為
の
山
。
○
三
尾
の
勝
野
―
近
江
国
の
歌
枕
。「
勝
野
」
は
、
現
高
島
市
安
曇
川
町
三
尾
里
を
含
む
一
帯
の
地
。「
勝
野
」
は
、
現
高
島
市
勝
野
付
近
。
〔
補
説
〕　
『
万
葉
』
歌
を
本
歌
と
見
た
が
、
実
際
に
は
参
考
の
家
隆
詠
二
首
を
取
り
併
せ
た
詠
作
か
。
翌
年
の
「
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
」
の
一
首
（
635
）
で
も
、
こ
の
『
万
葉
』
歌
と
も
う
一
首
の
『
万
葉
』
歌
を
本
歌
に
し
て
、「
高
島
」
と
「
三
尾
の
勝
野
」
を
詠
ん
で
い
る
。
599　
踏ふ
み
分わ
け
て
夢
か
と
誰たれ
か
思おも
ひ
け
ん
い
と
深ふか
かゝ
り
し
小を
の野
のゝ
白しら
雪
〔
通
釈
〕　
（
白
雪
を
）
踏
み
分
け
て
夢
か
と
誰
が
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
い
そ
う
深
か
っ
た
小
野
の
白
雪
よ
。
〔
本
説
・
本
歌
〕
…
睦
月
に
拝
み
奉
ら
む
と
て
、
小
野
に
詣
で
た
る
に
、
比
叡
の
山
の
麓
な
れ
ば
雪
い
と
高
し
。
し
ひ
て
御
室
（
惟
喬
親
王
の
居
室
）
に
詣
で
て
拝
み
奉
る
に
、
つ
れ
づ
れ
と
い
と
も
の
が
な
し
く
て
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
、
や
や
久
し
く
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
い
に
し
へ
の
こ
と
な
ど
思
ひ
出
で
聞
こ
え
け
り
。
さ
て
も
さ
ぶ
ら
ひ
て
し
が
な
と
思
へ
ど
、
公
事
も
あ
り
け
れ
ば
、
え
さ
ぶ
ら
は
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
一
で
、
夕
暮
に
帰
る
と
て
、
忘
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
思
ひ
き
や
雪
踏
み
分
け
て
君
を
見
む
と
は
と
て
な
む
泣
く
泣
く
来
に
け
る
。（
伊
勢
物
語
・
八
十
三
段
・
一
五
二
・
馬
頭
。
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
〇
・
業
平
）
〔
語
釈
〕　
○
誰
か
―
『
伊
勢
物
語
』
の
「
馬
頭
」、
在
原
業
平
を
あ
え
て
分
か
ら
な
い
風
を
装
っ
て
言
う
。
○
小
野
―
山
城
国
の
歌
枕
。
山
城
国
愛
宕
郡
大
原
と
八
瀬
一
帯
（
現
京
都
市
左
京
区
）
の
古
名
。
惟
喬
親
王
隠
棲
の
地
。
恋
600　
紫
の
初はつ
し
ほ入
染そ
め
の
唐から
衣ころも
思
ひ・
た
つ
よ
り
深ふか
き
色
か
な
〔
通
釈
〕　
恋
初
め
て
染
料
に
入
れ
て
染
め
た
の
に
深
い
紫
色
の
唐
衣
、
そ
れ
を
裁
つ
な
ら
ず
、
恋
し
く
思
い
立
つ
そ
ば
か
ら
、
深
い
恋
慕
の
気
配
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
参
考
〕　
紫
の
初
入
染
め
の
新
衣
程
な
く
色
の
あ
か
れ
と
ぞ
思
ふ
（
清
輔
集
・
祝
・
隆
信
朝
臣
四
位
し
て
侍
り
け
る
よ
ろ
こ
び
に
つ
か
は
し
け
る
・
三
二
二
。
隆
信
集
・
賀
・〔
四
位
し
て
侍
り
し
に
〕
清
輔
朝
臣
の
も
と
よ
り
・
三
二
八
）
唐
衣
袖
の
別
れ
の
悲
し
き
に
思
ひ
立
ち
け
ん
こ
と
ぞ
く
や
し
き
（
堀
河
百
首
・
雑
・
別
・
一
四
七
七
・
顕
季
）
唐
衣
思
ひ
た
つ
よ
り
濡
る
る
か
な
涙
ぞ
恋
の
初
め
な
り
け
る
（
月
詣
集
・
恋
上
・
三
四
六
・
頼
輔
）
言
の
葉
は
色
や
は
見
ゆ
る
濃
紫
深
き
心
は
ね
そ
め
て
ぞ
知
る
（
続
詞
花
集
・
恋
上
・
五
三
五
・
兼
盛
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
一
七
〇
）
五
五
二
〔
語
釈
〕　
○
紫
の
―
「
唐
衣
」
に
か
か
る
。
○
初
入
染
め
―
染
色
で
最
初
に
染
汁
の
中
に
入
れ
て
浸
し
染
め
る
こ
と
。
○
思
ひ
た
つ
―
恋
し
い
と
思
い
決
め
る
意
。「
た
つ
」
に
「
唐
衣
」
の
縁
で
「
裁
つ
」
が
掛
か
る
。
○
深
き
色
―
恋
情
が
深
い
様
子
。「
紫
」「
初
入
染
め
」
「
唐
衣
」
の
縁
で
、
深
い
紫
色
の
唐
衣
の
意
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
「
初
入
染
め
」「
思
ひ
立
つ
」
か
ら
、
主
題
は
「
初
恋
」
と
見
て
よ
い
か
。「
唐
衣
重
ね
ん
こ
と
の
難
け
れ
ば
思
ひ
た
つ
よ
り
恨
め
し
き
か
な
」（
三
井
寺
山
家
歌
合
・
初
恋
・
六
九
・
三
郎
丸
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
清
輔
の
「
紫
の
初
入
染
め
の
新
衣
」
は
、
も
ち
ろ
ん
初
め
て
「
四
位
」
の
位
色
の
紫
の
衣
を
着
る
隆
信
を
言
祝
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
援
用
し
た
と
す
れ
ば
、
宗
尊
の
学
習
範
囲
の
広
範
さ
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
601　
下した
む
せ
ぶ
思おも
ひ
を
富ふ
し士
の
煙けふり
に
て
袖
の
涙なみた
は
鳴なる
さ
は沢
の
ご
と
〔
通
釈
〕　人知
れ
ず
悩
み
声
を
忍
ば
せ
て
泣
く
恋
の
「
思
ひ
」
を
、「
火
」
を
吹
く
富
士
の
煙
の
よ
う
に
し
て
、
袖
に
流
す
涙
は
、
絶
え
ず
音
高
く
流
れ
る
富
士
の
鳴
沢
の
ご
と
く
し
て
い
る
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
さ
寝
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り
恋
ふ
ら
く
は
富
士
の
高
嶺
の
鳴
沢
の
ご
と
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
相
聞
・
三
三
五
八
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
煙
立
つ
思
ひ
の
下
や
氷
る
ら
ん
富
士
の
鳴
沢
音
む
せ
ぶ
な
り
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
四
年
二
月
御
百
首
・
冬
・
五
六
五
。
続
古
今
集
・
冬
・
六
三
八
）
我
ば
か
り
思
ひ
焦
が
れ
ぬ
瓦
屋
の
煙
も
な
ほ
ぞ
下
む
せ
ぶ
な
る
（
続
後
撰
集
・
恋
二
・
七
七
八
・
基
良
。
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
三
煙
恋
・
二
五
六
三
。
万
代
集
・
恋
三
・
二
一
六
〇
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
二
。
〔
語
釈
〕　
○
下
む
せ
ぶ
―
声
を
忍
ば
せ
て
泣
く
、
あ
る
い
は
人
知
れ
ず
心
を
悩
ま
す
意
。
参
考
の
基
良
詠
の
本
歌
で
も
あ
る
「
忘
れ
ず
よ
ま
た
忘
れ
ず
よ
瓦
屋
の
下
た
く
煙
下
む
せ
び
つ
つ
」（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
〇
七
・
実
方
）
が
早
い
例
。「
下
む
せ
ぶ
」
は
、
水
の
流
れ
が
密
や
か
な
音
を
立
て
る
意
が
響
き
、「
鳴
沢
」
の
縁
語
で
も
あ
る
。
○
思
ひ
―
「
ひ
」
に
「
富
士
」「
煙
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。「
富
士
の
嶺
の
な
ら
ぬ
思
ひ
に
燃
え
ば
燃
え
神
だ
に
消
た
ぬ
空
し
煙
を
」（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
二
八
・
紀
乳
母
）
が
原
拠
。
○
富
士
―
駿
河
国
の
歌
枕
。
富
士
山
。
○
鳴
沢
―
音
を
高
く
鳴
ら
し
て
流
れ
る
渓
流
の
意
味
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
富
士
山
の
沢
の
こ
と
。『
和
歌
童
蒙
抄
』（
巻
三
・
沢
）
は
、
本
歌
の
『
万
葉
』
歌
を
引
い
て
、「
な
る
沢
と
は
富
士
の
山
の
上
に
有
り
。
常
に
流
れ
て
音
絶
え
せ
ぬ
也
」
と
注
す
る
。
602　
思おも
ひ
侘わ
び
人
に
も
か
く
と
言い
ふ
べ
き
に
忍しの
ぶ
る
程ほと
は
そ
れ
も
か
な
は
で
〔
通
釈
〕　恋し
い
思
い
に
堪
え
き
れ
な
く
て
、
あ
の
人
に
も
こ
う
な
の
だ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
に
、
忍
ん
で
い
る
内
は
、
そ
れ
さ
え
も
叶
わ
な
く
て
。
〔
本
歌
〕　
津
の
国
の
こ
や
と
も
人
を
言
ふ
べ
き
に
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
蘆
の
八
重
葺
き
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
九
一
・
和
泉
式
部
）
〔
参
考
〕　
忘
れ
な
ば
生
け
ら
む
も
の
か
と
思
ひ
し
に
そ
れ
も
か
な
は
ぬ
こ
の
世
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
六
・
殷
富
門
院
大
輔
）
五
五
四
〔
類
歌
〕　
い
か
に
せ
ん
か
く
と
は
人
に
言
ひ
が
た
み
知
ら
せ
ね
ば
ま
た
知
る
道
も
な
し
（
玉
葉
集
・
恋
一
・
一
二
六
二
・
従
三
位
為
子
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
三
。
〔
補
説
〕　
「
忍
恋
」
の
主
題
を
単
純
に
表
し
た
率
直
な
心
情
の
表
出
と
言
え
る
。
603　
川かは
か
み上
に
咲さ
く
と
い
ふ
花
の
い
つ
も
い〳
つ〵
も
見
ま
く
の
欲ほ
し
き
人
に
恋
ひ・
つ
つゝ
〔
通
釈
〕　川上
に
咲
く
と
い
う
あ
の
「
い
つ
藻
」
の
花
、
そ
れ
で
は
な
い
が
、
い
つ
も
い
つ
も
逢
い
た
い
と
思
う
人
に
恋
い
慕
い
続
け
て
い
て
。
〔
本
歌
〕　
川
上
の
い
つ
藻
の
花
の
い
つ
も
い
つ
も
来
ま
せ
我
が
背
子
時
分
か
め
や
も
（
万
葉
集
・
巻
十
・
春
相
聞
・
一
九
三
一
・
作
者
未
詳
。
綺
語
抄
・
六
八
七
）
な
で
し
こ
が
花
取
り
持
ち
て
う
つ
ら
う
つ
ら
見
ま
く
の
欲
し
き
君
に
も
あ
る
か
も
（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
四
四
九
・
船
王
。
綺
語
抄
・
三
八
一
）
〔
語
釈
〕　
○
川
上
に
咲
く
と
い
ふ
花
の
―
本
歌
前
者
を
承
け
て
「
花
」
は
「
い
つ
藻
」（
未
詳
）
の
花
の
こ
と
。
同
音
の
「
い
つ
も
い
つ
も
」
を
起
こ
す
序
。
〔
補
説
〕　
本
歌
後
者
の
下
句
は
、『
万
葉
集
』
に
は
他
に
「
春
日
山
朝
立
つ
雲
の
ゐ
ぬ
日
な
く
見
ま
く
の
欲
し
き
君
に
も
あ
る
か
も
」（
巻
四
・
相
聞
・
五
八
四
・
大
伴
坂
上
大
嬢
）
が
あ
る
。
ど
ち
ら
を
本
歌
と
見
て
も
よ
い
が
、「
花
」
の
一
致
、「
い
つ
も
い
つ
も
」
と
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
の
畳
語
の
共
通
か
ら
、
船
王
の
一
首
を
本
歌
と
見
た
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
五
604　
鞆とも
の
浦うら
の
磯いそ
辺へ
に
立た
て
る
室むろ
の
木
の
常とこ
世よ
に
人
を
恋
ひ・
つ
つゝ
ぞ
経ふ
る
〔
通
釈
〕　鞆の
浦
の
磯
辺
に
立
っ
て
い
る
室
の
木
の
よ
う
に
、
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
あ
の
人
を
恋
い
慕
い
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
だ
。
〔
本
歌
〕　
吾
妹
子
が
見
し
鞆
の
浦
の
室
の
木
は
常
世
に
あ
れ
ど
見
し
人
そ
な
き
（
万
葉
集
・
巻
三
・
挽
歌
・
四
四
六
・
旅
人
）
〔
参
考
〕　
梓
弓
磯
辺
に
立
て
る
室
の
木
の
と
こ
と
は
に
う
つ
と
も
の
浦
浪
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
む
ろ
・
二
四
三
七
・
為
家
）
鞆
の
浦
の
磯
辺
に
立
て
る
室
の
木
に
つ
な
げ
る
舟
の
主
は
誰
ぞ
も
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
九
九
・
澄
覚
）
〔
語
釈
〕　
○
鞆
の
浦
―
備
後
国
沼
隈
郡
の
歌
枕
。
現
広
島
県
福
山
市
の
鞆
の
浦
。
○
室
の
木
―
「
榁
」。
ひ
の
き
科
の
「
杜
松
（
ね
ず
）」
の
古
名
と
言
い
、
山
地
・
丘
陵
に
自
生
す
る
常
緑
低
木
の
「
タ
チ
ム
ロ
」
と
、
海
岸
に
自
生
す
る
葡
萄
性
の
「
ハ
イ
ム
ロ
（
は
い
ね
ず
）」
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
宗
尊
は
、
旅
人
歌
を
本
歌
に
海
辺
に
印
象
深
く
立
つ
木
を
思
い
描
い
て
い
よ
う
か
。
○
常
世
に
―
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
、
永
久
に
。
605　
志し
か賀
の
浦
に
和め布
刈か
り
潮しほ
汲く
み
袖
濡ぬ
ら
す
あ
ま
り
に
人
の
恋
し
き
や
な
ぞ
〔
通
釈
〕　志賀
の
浦
で
和
布
を
刈
り
潮
水
を
汲
ん
で
袖
を
濡
ら
す
海
人
、
そ
れ
な
ら
ず
余
り
に
あ
の
人
が
恋
し
い
の
は
何
故
か
。
〔
本
歌
〕　
し
か
の
海
人
は
め
刈
り
塩
焼
き
暇
な
み
つ
げ
の
を
ぐ
し
を
取
り
も
見
な
く
に
（
万
葉
集
・
巻
三
・
雑
歌
・
二
七
八
・
石
川
少
郎
）
五
五
六
〔
参
考
〕　
あ
ま
を
と
め
塩
焼
き
め
か
り
し
か
の
浦
に
つ
げ
の
を
ぐ
し
も
取
る
間
な
き
頃
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
四
年
二
月
御
百
首
・
雑
・
五
九
二
。
万
代
集
・
雑
三
・
三
二
九
二
・
後
鳥
羽
院
）
恨
む
と
も
み
る
め
も
あ
ら
じ
も
の
故
に
何
か
は
海
人
の
袖
濡
ら
す
ら
ん
（
金
葉
集
・
恋
下
・
四
八
一
・
皇
后
宮
少
将
）
浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ぶ
れ
ど
あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
恋
し
き
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
七
七
・
源
等
）
多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
昔
の
人
の
恋
し
き
や
な
ぞ
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
六
〇
・
読
人
不
知
）
〔
類
歌
〕　
い
つ
と
な
く
布
刈
り
潮
汲
み
か
づ
き
し
て
海
人
の
し
わ
ざ
ぞ
世
に
は
苦
し
き
（
雪
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
春
日
社
法
楽
大
永
五
年
二
月
・
雑
・
泉
郎
・
四
三
四
七
）
〔
語
釈
〕　
○
志
賀
の
浦
―
「
し
か
の
う
ら
」。「
志
珂
の
浦
」
と
も
書
く
。
筑
前
国
の
歌
枕
。
現
福
岡
県
の
博
多
湾
と
玄
界
灘
の
境
に
あ
る
志
賀
島
の
辺
り
の
浦
。
○
和
布
刈
り
―
わ
か
め
を
刈
る
こ
と
。
○
潮
汲
み
―
塩
を
取
る
為
に
潮
水
を
汲
む
こ
と
。
○
袖
濡
ら
す
あ
ま
り
に
―
「
袖
濡
ら
す
」
ま
で
が
序
詞
で
「
海
人
」
と
同
音
の
掛
詞
で
「
余
り
に
」
を
起
こ
す
606　
つ
れ
な
く
も
経へ
に
け
る
年とし
か
白しら
と
り鳥
の
鳥
羽
山
松まつ
の
待ま
つ
と
せ
し
間ま
に
〔
通
釈
〕　
（
あ
の
人
が
冷
淡
で
）
薄
情
に
も
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
年
か
。
鳥
羽
山
の
松
な
ら
ぬ
、
待
つ
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
間
に
。
〔
本
歌
〕　
白
鳥
の
飛
羽
山
松
の
待
ち
つ
つ
そ
我
が
恋
ひ
渡
る
こ
の
月
頃
を
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
五
八
八
・
笠
女
郎
。
五
代
集
歌
枕
・
と
ば
山
飛
羽
山
同
〔
山
城
〕・
三
四
）
我
が
宿
は
道
も
な
き
ま
で
荒
れ
に
け
り
つ
れ
な
き
人
を
待
つ
と
せ
し
間
に
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
〇
・
遍
昭
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
七
〔
参
考
〕　
…
か
か
る
憂
き　
身
の
つ
れ
も
な
く　
経
に
け
る
年
を　
か
ぞ
ふ
れ
ば　
い
つ
つ
の
と
を
に　
な
り
に
け
り
…
（
千
載
集
・
雑
下
・
雑
体
・
短
歌
・
一
一
六
〇
・
俊
頼
。
堀
河
百
首
・
雑
・
一
五
七
六
）
〔
語
釈
〕　
○
つ
れ
な
く
も
―
「
経
に
け
る
年
」
に
つ
い
て
言
う
が
、
恋
歌
で
あ
り
ま
た
「
待
つ
」
の
縁
で
、
恋
の
相
手
に
つ
い
て
も
重
ね
て
言
う
か
。
○
白
鳥
の
―
「
鳥
羽
山
（
飛
羽
山
」
の
枕
詞
。
○
鳥
羽
山
松
―
「
鳥
羽
山
」
の
『
万
葉
』
の
表
記
は
「
飛
羽
山
」。
所
在
未
詳
。『
五
代
集
歌
枕
』『
歌
枕
名
寄
』『
夫
木
抄
』
は
山
城
と
す
る
。
こ
れ
は
山
城
国
の
鳥
羽
、
現
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
か
ら
伏
見
区
下
鳥
羽
に
か
け
て
の
地
に
あ
る
山
と
の
認
識
か
。
大
和
国
の
神
南
備
の
付
近
、
奈
良
坂
付
近
と
す
る
説
も
あ
る
。「
松
」
と
同
音
で
「
待
つ
」
を
起
こ
す
。
607　
来こ
ぬ
人
を
あ
は
れ
あ〳
は〵
れ
と
ひ
と
り
ゐ
て
恋こ
ふ
れ
ば
苦くる
し
秋
の
夕ゆふ
く
れ暮
〔
通
釈
〕　訪れ
て
来
な
い
人
を
、
あ
あ
あ
あ
（
悲
し
い
）
と
独
り
で
座
っ
て
恋
い
慕
う
と
苦
し
い
、（
あ
の
人
が
私
に
飽
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
）
秋
の
夕
暮
よ
。
〔
本
歌
〕　
…
す
み
ぞ
め
の　
ゆ
ふ
べ
に
な
れ
ば　
ひ
と
り
ゐ
て　
あ
は
れ
あ
は
れ
と　
な
げ
き
あ
ま
り
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
一
・
読
人
不
知
）
ひ
と
り
の
み
恋
ふ
れ
ば
苦
し
呼
子
鳥
声
に
な
き
出
で
て
君
に
聞
か
せ
ん
（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
九
〇
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
来
ぬ
人
を
待
ち
か
ね
山
の
呼
子
鳥
同
じ
心
に
あ
は
れ
と
ぞ
聞
く
（
詞
花
集
・
春
・
四
七
・
肥
後
。
堀
河
百
首
・
春
・
喚
子
鳥
・
二
二
二
）
五
五
八
〔
語
釈
〕　
○
秋
―
「
来
ぬ
人
」「
苦
し
」
か
ら
「
飽
き
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
と
『
後
撰
集
』
の
両
歌
を
「
ひ
と
り
」
の
一
致
か
ら
取
り
併
せ
た
本
歌
取
と
見
る
。
そ
の
点
で
は
、
参
考
の
肥
後
詠
と
『
古
今
集
』
歌
と
は
「
あ
は
れ
」、『
後
撰
集
』
歌
と
は
「
呼
子
鳥
」
の
一
致
か
ら
、
三
首
を
繫
ぎ
併
せ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
宗
尊
当
時
に
は
既
に
、
三
代
集
か
ら
拡
大
し
て
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
歌
を
本
歌
に
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
に
せ
よ
の
126
補
説
参
照
）、
そ
れ
を
『
金
葉
集
』『
詞
花
集
』
ま
で
に
広
げ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
肥
後
の
一
首
を
本
歌
と
認
め
る
こ
と
は
し
な
い
で
お
く
。『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
青
社
）
参
照
。
608　
松
の
葉
に
月
も
移うつ
り
ぬ
君
待ま
つ
と
し
な
へ
う
ら
ぶ
れ
我わ
が
恋こ
ひ
を
れ
ば
〔
通
釈
〕　松の
葉
に
ま
で
月
も
さ
し
か
か
っ
た
。
あ
な
た
を
待
っ
て
心
し
お
れ
て
悲
し
み
に
沈
み
、
私
が
恋
い
慕
っ
て
い
る
と
。
〔
本
歌
〕　
松
の
葉
に
月
は
う
つ
り
ぬ
も
み
ぢ
葉
の
過
ぎ
ぬ
や
君
が
逢
は
ぬ
夜
多
く
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
六
二
三
・
池
辺
王
）
君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
を
れ
ば
我
が
宿
の
簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く
（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
四
八
八
・
額
田
王
。
同
・
巻
八
・
秋
相
聞
・
一
六
〇
六
。
新
勅
撰
集
・
恋
四
・
八
八
二
、
結
句
「
秋
風
ぞ
吹
く
」）
君
に
恋
ひ
し
な
え
う
ら
ぶ
れ
我
が
を
れ
ば
秋
風
吹
き
て
月
傾
き
ぬ
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
相
聞
・
寄
月
・
二
二
九
八
・
作
者
未
詳
）
〔
参
考
〕　
澄
み
の
ぼ
る
光
の
清
き
秋
し
ま
れ
し
な
へ
う
ら
ぶ
れ
月
を
見
る
か
な
（
永
久
百
首
・
秋
・
八
月
十
五
夜
・
二
四
〇
・
仲
実
）
重
ね
て
し
夜
半
の
衣
の
な
れ
ぬ
れ
ば
し
な
へ
う
ら
ぶ
れ
人
ぞ
待
た
る
る
（
久
安
百
首
・
恋
・
一
三
七
一
・
小
大
進
。
万
代
集
・
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
五
九
恋
二
・
二
一
三
二
）
〔
語
釈
〕　
○
し
な
へ
う
ら
ぶ
れ
―
『
万
葉
集
』
で
は
「
し
な
え
う
ら
ぶ
れ
」（
原
文
「
之
奈
要
浦
触
」）。
心
が
う
ち
し
お
れ
て
悲
し
み
に
沈
み
込
む
意
。
〔
補
説
〕　
本
歌
一
首
目
の
「
う
つ
り
ぬ
」（
原
文
「
由
移
去
」、
西
本
願
寺
本
訓
・
現
行
訓
「
ゆ
つ
り
ぬ
」）
は
、
西
本
願
寺
本
の
左
傍
訓
（
他
に
元
暦
校
本
・
金
沢
本
・
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
等
も
）。
『
万
葉
集
』
の
三
首
を
本
歌
に
取
り
つ
つ
併
せ
る
、
宗
尊
ら
し
い
一
首
。
609　
憂う
き
人
を
恋こ
ふ
る
涙なみた
に
掻か
き
暗く
れ
て
見み
し
ご
と
も
あ
ら
ぬ
袖
の
月
影かけ
〔
通
釈
〕　つれ
な
く
恨
め
し
い
あ
の
人
を
恋
い
慕
う
涙
に
、
目
の
前
が
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
、
か
つ
て
見
た
よ
う
な
の
で
も
な
い
袖
に
移
る
月
影
よ
。
〔
本
歌
〕　
桜
花
の
ど
け
か
り
け
り
亡
き
人
を
恋
ふ
る
涙
ぞ
ま
づ
は
落
ち
け
る
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
七
四
・
実
頼
）
故
郷
は
見
し
ご
と
も
あ
ら
ず
斧
の
柄
の
朽
ち
し
所
ぞ
恋
し
か
り
け
る
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
九
一
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
憂
き
人
に
涙
の
衣
ひ
き
か
へ
し
宿
す
と
か
た
れ
袖
の
月
影
（
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
・
寄
月
恨
恋
・
三
八
二
・
為
家
）
故
郷
は
み
し
ご
と
も
あ
ら
ず
荒
れ
に
け
り
影
ぞ
昔
の
春
の
夜
の
月
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
春
・
三
三
）
610　
い
つ
よ
り
か
秋
の
紅もみ
ち葉
の
紅
く
れ
な
ゐ
に
涙なみた
の
色
の
な
ら
ひ
そ
め
け
ん
五
六
〇
〔
通
釈
〕　いっ
た
い
い
つ
か
ら
、
秋
の
紅
葉
の
紅
色
に
、
恋
の
涙
の
色
が
倣
い
紅
に
染
め
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
…
よ
ら
む
方
な
く　
悲
し
き
に　
涙
の
色
の　
紅
は　
我
ら
が
な
か
の　
時
雨
に
て　
秋
の
紅
葉
と　
人
人
は　
お
の
が
ち
り　
ぢ
り　
別
れ
な
ば　
頼
む
陰
な
く　
な
り
は
て
て
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
六
・
伊
勢
）
〔
参
考
〕　
紅
に
涙
の
色
も
な
り
に
け
り
か
は
る
は
人
の
心
の
み
か
は
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
二
〇
・
源
雅
光
）
紅
に
涙
の
色
の
な
り
行
く
を
幾
し
ほ
ま
で
と
君
に
問
は
ば
や
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
二
三
・
道
因
）
〔
類
歌
〕　
色
深
き
袖
の
涙
に
な
ら
ふ
ら
し
千
し
ほ
八
千
し
ほ
染
む
る
紅
葉
ば
（
新
拾
遺
集
・
哀
傷
・
八
七
二
・
花
園
院
）
い
つ
よ
り
か
う
つ
ろ
ふ
色
ぞ
我
が
袖
の
涙
も
人
に
な
ら
ひ
そ
め
け
ん
（
為
村
集
・
恋
・
恋
涙
・
一
五
二
八
）
〔
他
出
〕　
続
千
載
集
・
恋
に
・
題
し
ら
ず
・
一
一
五
九
。
題
林
愚
抄
・
恋
三
・
寄
紅
葉
恋
・
続
千
・
七
七
七
三
、
四
句
「
袖
の
涙
の
」。
〔
語
釈
〕　
○
そ
め
―
「
初
め
」
に
「
紅
」「
色
」
の
縁
で
「
染
め
」
が
掛
か
る
。
〔
補
説
〕　
恋
の
紅
涙
は
紅
葉
の
紅
色
に
倣
っ
た
の
か
と
し
て
、
恋
の
紅
涙
の
始
原
を
問
う
趣
向
。
類
歌
の
前
者
は
、「
伏
見
院
御
忌
み
の
比
、
花
園
院
い
ま
だ
位
に
お
は
し
ま
し
け
る
に
、
紅
葉
に
付
け
て
た
て
ま
つ
ら
せ
給
う
け
る
／
後
伏
見
院
御
製
／
か
き
く
ら
す
袖
の
涙
に
せ
き
か
ね
て
言
の
葉
だ
に
も
か
き
も
や
ら
れ
ず
」
の
返
歌
だ
が
、
宗
尊
詠
の
「
紅
葉
」
と
「
涙
の
色
」
の
関
係
を
逆
転
さ
せ
た
趣
向
。
花
園
院
が
宗
尊
詠
に
倣
っ
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
宗
尊
と
京
極
派
の
通
底
を
示
す
例
で
は
あ
ろ
う
。
611　
お
の
づ
か
ら
来き
て
も
と
ま
ら
ぬ
帰かへ
る
さ
や
待ま
ち
し
に
ま
さ
る
辛つら
さ
な
る
ら
ん
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
六
一
〔
通
釈
〕　たま
た
ま
訪
れ
て
来
て
留
ま
ら
な
い
（
恋
し
い
人
の
）
帰
り
が
け
は
、（
訪
れ
を
）
待
っ
た
の
に
も
ま
さ
る
辛
さ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
帰
る
山
何
ぞ
は
あ
り
て
あ
る
か
ひ
は
来
て
も
と
ま
ら
ぬ
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
古
今
集
・
離
別
・
三
八
二
・
躬
恒
）
〔
参
考
〕　
帰
る
さ
の
朝
の
原
の
あ
を
つ
づ
ら
く
る
し
き
身
ぞ
と
今
ぞ
知
り
け
る
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
原
恋
・
二
七
〇
八
・
俊
平
。
現
存
六
帖
・
あ
を
つ
づ
ら
・
二
一
七
、
下
句
「
苦
し
き
道
と
今
ぞ
知
り
ぬ
る
」）
〔
語
釈
〕　
○
お
の
づ
か
ら
―
偶
然
に
の
意
で
「
来
て
」
に
か
か
る
。
自
然
に
の
意
に
解
し
て
「
辛
さ
な
る
ら
ん
」
に
か
か
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
取
ら
な
い
。
612　
い
か
ば
か
り
恋こ
ふ
る
と
か
知し
る
我わ
が
背せ
こ子
が
朝あさ
明あ
け
の
姿すかた
見
ず
久ひさ
に
し
て
〔
通
釈
〕　私が
ど
れ
ほ
ど
恋
い
慕
っ
て
い
る
と
知
っ
て
い
る
の
か
。
私
の
恋
人
の
夜
明
け
方
の
姿
を
見
な
い
こ
と
久
し
く
し
て
。
〔
本
歌
〕　
逢
ふ
こ
と
の
と
ど
こ
ほ
る
間
は
い
か
ば
か
り
身
に
さ
へ
し
み
て
嘆
く
と
か
知
る
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
三
〇
・
馬
内
侍
）
我
が
背
子
が
朝
明
け
の
姿
よ
く
見
ず
て
今
日
の
間
を
恋
ひ
暮
ら
す
か
も
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
正
述
心
緒
・
二
八
四
一
・
人
麿
歌
集
）
あ
ぢ
の
住
む
す
さ
の
入
江
の
隠
り
沼
の
あ
な
息
づ
か
し
見
ず
久
に
し
て
（
万
葉
集
・
巻
十
四
・
相
聞
・
作
者
未
詳
。
五
代
集
歌
枕
・
江
・
す
さ
の
入
江
国
不
審
・
一
〇
〇
一
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
四
、
四
句
「
朝
明
の
す
が
た
」。
五
六
二
〔
語
釈
〕　
○
朝
明
け
―
本
歌
二
首
目
の
「
朝
明
け
」
の
現
行
訓
は
「
あ
さ
け
」
で
、
元
暦
校
本
や
神
田
本
が
同
じ
だ
が
、
西
本
願
寺
本
以
下
の
諸
本
お
よ
び
広
瀬
本
は
「
あ
さ
あ
け
」
で
あ
る
。『
瓊
玉
和
歌
集
集
新
注
』
の
底
本
と
し
た
書
陵
部
本
（
五
〇
一
・
七
三
六
）
の
表
記
は
「
朝
明
」
で
両
様
に
訓
み
う
る
が
、
本
歌
を
「
あ
さ
あ
け
」
の
訓
で
取
っ
た
と
見
て
お
く
。
〔
補
説
〕　
言
わ
ば
「
逢
後
忍
恋
」
の
趣
意
。『
後
拾
遺
』
の
馬
内
侍
詠
と
『
万
葉
』
の
「
我
が
背
子
」
歌
を
組
み
合
わ
せ
て
仕
立
て
、「
見
ず
久
に
し
て
」
を
付
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
あ
ぢ
の
住
む
」
歌
も
含
め
て
、
宗
尊
に
は
『
五
代
集
歌
枕
』
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
613　
玉たま
つ
さ章
を
付つ
け
し
浅あさ
茅ち
の
枯かれ
葉は
に
や
燃も
ゆ
る
思おも
ひ
の
程ほと
は
見
え
け
ん
〔
通
釈
〕　手紙
を
挿
し
て
付
け
た
浅
茅
の
枯
れ
葉
に
、
そ
れ
が
野
焼
き
の
火
に
燃
え
る
よ
う
に
、
恋
に
燃
え
る
我
が
「
思
ひ
」
の
「
火
」
の
程
は
見
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
時
過
ぎ
て
枯
れ
行
く
小
野
の
浅
茅
に
は
今
は
思
ひ
ぞ
絶
え
ず
も
え
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
あ
ひ
知
れ
り
け
る
人
の
、
や
う
や
く
離
れ
方
に
な
り
け
る
間
に
、
焼
け
た
る
茅
の
葉
に
文
を
挿
し
て
遣
は
せ
り
け
る
・
七
九
〇
・
小
町
姉
）
〔
参
考
〕　
浅
茅
生
の
枯
れ
葉
に
秋
の
ほ
ど
見
え
て
虫
の
音
か
は
る
夕
暮
の
空
（
公
衡
百
首
・
秋
・
三
八
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
五
、
三
句
「
か
れ
は
に
て
」
結
句
「
ほ
ど
は
知
り
け
ん
」。
〔
語
釈
〕　
○
思
ひ
―
「
ひ
」
に
「
付
け
し
」「
燃
ゆ
る
」
の
縁
で
「
火
」
が
掛
か
る
。
○
枯
葉
―
「
離
れ
」
が
響
く
か
。
〔
補
説
〕　
本
歌
の
小
町
姉
歌
を
詞
書
も
含
め
て
踏
ま
え
て
い
よ
う
。「
浅
茅
の
枯
れ
葉
」
の
野
焼
き
の
連
想
か
ら
「
燃
ゆ
る
思
ひ
」
を
起
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
六
三
こ
し
た
と
解
さ
れ
る
。
614　
見
ず
知し
ら
で
過す
ぎ
け
む
方かた
ぞ
今いま
は
ま
た
憂う
き
人
よ
り
も
恋
し
か
り
け
る
〔
通
釈
〕　
（
あ
の
人
に
逢
わ
な
け
れ
ば
）
見
ず
知
ら
ず
で
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
頃
が
、
今
は
ま
た
、
つ
れ
な
く
恨
め
し
い
あ
の
人
よ
り
も
恋
し
い
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
疎
く
な
る
人
を
何
と
て
恨
む
ら
ん
知
ら
れ
ず
知
ら
ぬ
折
も
あ
り
し
に
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
七
・
西
行
）
君
を
ま
だ
見
ず
知
ら
ざ
り
し
い
に
し
へ
の
恋
し
き
を
さ
へ
嘆
き
つ
る
か
な
（
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
一
六
・
式
子
内
親
王
。
式
子
内
親
王
集
・
雖
入
勅
撰
不
見
家
集
歌
・
恋
歌
中
に
・
三
五
二
、
初
句
「
君
を
ま
づ
」）
秋
風
の
憂
き
人
よ
り
も
つ
ら
き
か
な
恋
せ
よ
と
て
は
吹
か
ざ
ら
め
ど
も
（
千
載
集
・
恋
四
・
八
七
七
・
空
人
）
〔
語
釈
〕　
○
見
ず
知
ら
で
―
逢
い
も
せ
ず
知
り
も
し
な
い
で
、
と
い
う
こ
と
。
雑
615　
こ
き
散ち
ら
す
滝たき
の
白しら
た
ま玉
君
が
経へ
ん
千ち
よ代
の
数かす
に
や
拾ひろ
ひ
置を
か
ま
し
〔
通
釈
〕　
雑
あ
た
り
一
面
に
う
ち
散
ら
す
滝
の
水
し
ぶ
き
の
白
玉
を
、
我
が
君
が
過
ご
す
で
あ
ろ
う
千
年
の
数
（
を
数
え
る
の
に
借
り
る
た
め
に
五
六
四
今
か
ら
）
に
拾
い
集
め
て
お
こ
う
か
し
ら
。
〔
本
歌
〕　
こ
き
散
ら
す
滝
の
白
玉
拾
ひ
置
き
て
世
の
憂
き
時
の
涙
に
ぞ
借
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
二
二
・
業
平
）
亀
の
尾
の
山
の
岩
根
を
尋
め
て
落
つ
る
滝
の
白
玉
千
世
の
数
か
も
（
古
今
集
・
賀
・
三
五
〇
・
紀
惟
岳
）
〔
語
釈
〕　
○
君
―
こ
の
百
首
を
詠
じ
た
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
十
月
当
時
の
天
皇
は
、
弟
の
亀
山
天
皇
だ
が
、
こ
こ
は
父
帝
後
嵯
峨
院
を
念
頭
に
置
い
て
言
う
か
。
〔
補
説
〕　
「
滝
の
白
玉
」
を
共
有
す
る
『
古
今
集
』
歌
両
首
を
取
り
併
せ
る
。
主
題
は
惟
岳
歌
と
同
様
に
賀
で
、
君
主
の
長
寿
を
予
祝
す
る
歌
。
562
と
同
工
異
曲
。
616　
た
づ
が
鳴な
く
葦あし
辺へ
を
寒さむ
み
今（こよ
ひ
）夜我わ
が
独ひと
り
さ
寝ぬ
れ
ば
都みやこ
恋ゝひ
し
も
〔
通
釈
〕　鶴が
鳴
く
葦
辺
が
寒
く
て
、
今
宵
私
が
独
り
寝
る
と
、
都
が
恋
し
い
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
た
づ
が
鳴
き
葦
辺
を
さ
し
て
飛
び
渡
る
あ
な
た
づ
た
づ
し
ひ
と
り
さ
寝
れ
ば
（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
六
二
六
・
丹
比
大
夫
）
〔
参
考
〕　
う
ち
時
雨
れ
も
の
寂
し
か
る
蘆
の
屋
の
こ
や
の
寝
覚
め
に
都
恋
し
も
（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
旅
宿
時
雨
・
九
九
・
実
定
。
林
下
集
・
一
五
〇
。
秋
風
集
・
羈
旅
・
一
〇
一
六
）
〔
語
釈
〕　
○
さ
寝
れ
ば
―
「
さ
」
は
接
頭
語
。「
寝
れ
ば
」
に
同
じ
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
六
五
617　
風かせ
荒あら
き
浦
の
友とも
ふ
ね舟
漕こ
ぎ
返かへ
り
同おな
じ
湊みなと
に
ま又た
泊と
ま
り
ぬ
る
〔
通
釈
〕　風が
荒
い
浦
を
行
く
友
舟
は
、
漕
ぎ
戻
っ
て
同
じ
港
に
き
っ
と
ま
た
泊
ま
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
よ
。
〔
参
考
〕　
風
荒
き
湊
の
沖
の
い
ち
の
洲
に
ち
が
ふ
を
舟
は
は
や
入
り
に
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
み
な
と
・
信
実
）
漕
ぎ
返
り
同
じ
湊
に
寄
る
舟
の
渚
は
そ
れ
と
知
ら
ず
や
あ
り
つ
る
（
夜
の
寝
覚
・
巻
一
・
一
二
・
新
少
将
。
無
名
草
子
・
四
七
、
下
句
「
渚
を
そ
れ
と
知
ら
ず
や
あ
り
け
ん
」。
物
語
二
百
番
歌
合
・
後
百
番
歌
合
・
二
一
〇
、
下
句
「
渚
を
そ
れ
と
知
ら
ず
や
あ
り
け
る
」。
古
典
大
系
物
語
要
確
認
）
友
に
な
り
て
同
じ
湊
を
出
づ
る
舟
の
行
方
も
知
ら
ず
漕
ぎ
別
れ
ぬ
る
（
山
家
集
・
雑
・
一
五
四
四
）
泊
ま
り
舟
同
じ
湊
に
漕
ぎ
寄
せ
よ
知
る
も
知
ら
ぬ
も
我
が
友
と
見
ん
（
宝
治
百
首
・
雑
・
旅
泊
・
三
八
七
三
・
少
将
内
侍
）
〔
語
釈
〕　
○
友
舟
―
「
伴
舟
」「
供
舟
」
と
書
い
て
も
同
じ
か
。
連
れ
立
っ
て
行
く
僚
船
。
〔
補
説
〕　
参
考
の
『
夜
の
寝
覚
』
の
一
首
は
、
主
人
公
権
中
納
言
が
、
契
り
を
結
ん
だ
女
が
婚
約
者
大
君
の
姉
妹
中
君
と
は
知
ら
ず
、
但
馬
守
三
女
（
新
少
将
）
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
を
、
雪
の
夜
に
自
ら
訪
ね
た
新
少
将
か
ら
女
が
実
は
中
君
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
歌
。「
漕
ぎ
返
り
」
は
恋
い
慕
い
続
け
て
い
る
こ
と
、「
湊
」
は
女
、「
舟
」
は
権
中
納
言
、「
渚
は
そ
れ
と
知
ら
ず
や
あ
り
つ
る
」
は
女
の
素
性
を
そ
れ
と
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
を
寓
意
か
。
618　
待ま
て
と
い
ふ
に
さ
ら
ぬ
別わか
れ
の
と
どゝ
ま
ら
ば
何なに
を
憂う
き
世よ
に
思
ひ・
侘わ
び
ま
し
五
六
六
〔
通
釈
〕　待て
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
別
れ
が
も
し
止
ま
る
な
ら
ば
、
こ
の
憂
く
辛
い
世
の
中
で
何
を
堪
え
が
た
く
悲
し
く
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
〔
本
歌
〕　
待
て
と
い
ふ
に
散
ら
で
し
と
ま
る
物
な
ら
ば
何
を
桜
に
思
ひ
ま
さ
ま
し
（
古
今
集
・
春
下
・
七
〇
・
読
人
不
知
）
世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
代
も
と
な
げ
く
人
の
子
の
た
め
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
八
十
四
段
・
一
五
四
・
子
〔
男
〕、
四
句
「
千
代
も
と
祈
る
」）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
に
・
五
〇
四
、
二
句
「
さ
ら
に
別
れ
の
」。
〔
語
釈
〕　
○
さ
ら
ぬ
別
れ
の
―
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
死
の
離
別
。
本
歌
に
挙
げ
た
業
平
歌
は
、「
老
い
ぬ
れ
ば
さ
ら
ぬ
別
れ
も
あ
り
と
言
へ
ば
い
よ
い
よ
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な
」（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
〇
・
伊
豆
内
親
王
。
伊
勢
物
語
・
八
十
四
段
・
一
五
四
・
母
）
の
返
歌
。『
瓊
玉
集
新
注
』
の
底
本
書
陵
部
本
（
五
〇
一
・
七
三
六
）
は
「
さ
ら
に
別
れ
の
」
で
あ
る
が
、
他
本
に
よ
り
改
め
た
。「
さ
ら
に
」
の
場
合
、
例
え
ば
「
う
れ
し
さ
の
涙
も
さ
ら
に
と
ど
ま
ら
ず
長
き
憂
き
世
の
関
を
出
づ
と
て
」（
拾
遺
愚
草
・
十
題
百
首
建
久
二
年
冬
、
左
大
将
家
・
釈
教
十
・
歓
喜
地
・
七
九
一
）
の
よ
う
に
打
消
し
表
現
に
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
分
か
り
易
い
が
、
該
歌
の
場
合
は
不
整
合
で
あ
る
。
あ
え
て
「
さ
ら
に
別
れ
の
」
で
解
釈
す
れ
ば
、「
と
ど
ま
ら
ば
」
に
か
か
り
、
二
・
三
句
は
「
今
更
な
が
ら
留
ま
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
が
、
取
ら
な
い
。
619　
鶯
う
く
ひ
すの
ね
ぐ
ら
の
竹
の
よ
の
中
に
と
ま
り
や
す
き
は
心
な
り
け
り
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
六
七
〔
通
釈
〕　鶯の
ね
ぐ
ら
で
あ
る
竹
の
節
、
そ
れ
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
中
に
、
執
着
し
や
す
い
の
は
心
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
鶯
の
ね
ぐ
ら
の
竹
は
常
葉
に
て
何
に
つ
け
て
か
春
を
知
る
ら
ん
（
久
安
百
首
・
春
・
二
〇
三
・
教
長
）
妹
背
山
誰
が
言
の
葉
の
秋
に
ま
た
帰
り
や
す
き
は
心
な
り
け
り
（
紫
禁
和
歌
集
・
同
〈
建
保
元
年
八
月
〉
十
日
恋
十
首
妹
背
山
・
二
三
六
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
の
中
に
・
四
七
七
。
〔
語
釈
〕　
○
竹
の
―
こ
こ
ま
で
は
「
竹
」
の
「
節
」
か
ら
同
音
の
掛
詞
で
「
世
」
を
起
こ
す
序
。
○
と
ま
り
―
「
留
ま
り
」
に
「
ね
ぐ
ら
」
の
縁
で
「
泊
ま
り
」
が
響
く
か
。
620　
世よ
の
中
を
あ
な
憂う
と
嘆なけ
く
事こと
し
あ
れ
ば
ま
づ
こ
ぼ
れ
け
る
我わ
が
涙なみた
か
な
〔
通
釈
〕　この
世
の
中
を
あ
あ
憂
く
辛
い
と
嘆
く
、
何
か
そ
う
い
う
事
が
起
こ
る
と
い
つ
も
、
真
っ
先
に
こ
ぼ
れ
た
私
の
涙
で
あ
る
こ
と
よ
。
〔
本
歌
〕　
し
か
り
と
て
背
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
嘆
か
れ
ぬ
あ
な
憂
世
の
中
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
六
・
篁
）
〔
参
考
〕　
我
が
涙
そ
よ
ま
た
何
と
荻
の
葉
に
秋
風
吹
け
ば
ま
づ
こ
ぼ
る
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
荻
風
・
一
二
八
七
・
為
家
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
中
に
・
四
八
四
。
〔
語
釈
〕　
○
事
し
あ
れ
ば
―
何
か
事
態
が
発
生
す
る
と
そ
の
都
度
の
意
。「
嘆
く
事
し
あ
れ
ば
」
か
ら
「
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
こ
ぼ
れ
け
る
」
へ
と
鎖
る
。
五
六
八
621　
世よ
を
厭いと
ふ
心
や
深ふか
く
な
り
ぬ
ら
ん
涙なみた
が
ち
に
も
袖
の
濡ぬ
る
るゝ
は
〔
通
釈
〕　この
世
を
嫌
だ
と
厭
う
心
が
深
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
に
つ
け
て
す
ぐ
に
涙
が
流
れ
て
袖
が
濡
れ
る
の
は
。
〔
参
考
〕　
世
を
厭
ふ
心
や
深
く
な
り
ぬ
ら
む
外
山
の
庵
も
住
み
憂
か
り
け
り
（
如
願
法
師
集
・
雑
中
・
相
知
り
侍
り
し
聖
の
許
よ
り
、
深
き
山
に
思
ひ
た
つ
よ
し
申
し
て
・
八
五
二
）
憂
き
こ
と
を
思
ひ
知
る
と
は
な
け
れ
ど
も
涙
が
ち
に
も
な
る
我
が
身
か
な
（
万
代
集
・
雑
六
・
三
六
七
四
・
鷹
司
院
按
察
）
〔
語
釈
〕　
○
涙
が
ち
―
常
時
・
万
事
に
涙
を
流
す
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。『
源
氏
物
語
』
に
用
例
が
見
え
る
が
、
和
歌
の
先
行
例
は
参
考
の
鷹
司
院
按
察
の
一
首
が
見
え
る
程
度
。
所
收
歌
集
と
作
者
か
ら
し
て
、
宗
尊
が
こ
れ
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
。
〔
補
説
〕　
『
如
願
法
師
集
』
の
「
聖
」
の
歌
と
上
句
が
一
致
す
る
。
一
般
的
な
表
現
で
あ
り
偶
合
か
も
し
れ
な
い
が
、
宗
尊
が
こ
れ
に
倣
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
尊
の
学
習
範
囲
の
広
さ
を
見
る
こ
と
に
な
る
622　
心
だ
に
世よ
を
捨す
て
な
ば
と
言い
ふ
事
は
背そむ
か
じ
と
て
の
人
の
言こと
葉は
か
〔
通
釈
〕　心だ
け
で
も
こ
の
世
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
と
言
う
こ
と
は
、（
身
を
捨
て
て
）
世
を
背
き
（
出
家
）
は
す
る
ま
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
言
葉
な
の
か
。
〔
参
考
〕　
身
を
捨
て
て
行
き
や
し
に
け
む
思
ふ
よ
り
外
な
る
も
の
は
心
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
七
七
・
躬
恒
）
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
六
九
身
は
捨
て
つ
心
を
だ
に
も
は
ふ
ら
さ
じ
つ
ひ
に
は
い
か
が
な
る
と
知
る
べ
く
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
六
四
・
興
風
）
捨
て
や
ら
ぬ
我
が
身
ぞ
つ
ら
き
さ
り
と
も
と
思
ふ
心
に
道
を
ま
か
せ
て
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
七
〇
・
公
衡
）
〔
類
歌
〕　
し
づ
か
な
る
寝
覚
め
は
誰
が
心
に
て
背
か
れ
ぬ
身
を
思
ひ
捨
つ
ら
ん
（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
雑
・
述
懐
・
一
六
五
一
）
〔
語
釈
〕　
○
人
の
言
葉
―
「
世
の
中
の
人
の
言
葉
と
思
ほ
す
な
ま
こ
と
そ
恋
し
逢
は
ぬ
日
多
み
」（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
正
述
心
緒
・
二
八
八
八
・
作
者
未
詳
）
に
遡
源
す
る
詞
で
、
こ
の
場
合
は
世
間
一
般
の
人
が
言
う
言
葉
の
意
。
恋
歌
で
は
、
恋
の
相
手
が
語
る
言
葉
の
意
に
な
る
。
こ
こ
は
、「
心
」の
持
ち
主
で
あ
る
人
の
言
う
言
葉
の
意
で
、
即
ち
自
分
を
客
観
視
し
た
よ
う
な
意
味
合
い
に
な
る
か
。
〔
補
説
〕　
心
だ
け
で
も
出
家
遁
世
し
て
し
ま
お
う
な
ど
と
言
う
の
は
、
本
当
に
は
出
家
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
人
の
言
葉
な
の
か
、
と
い
う
趣
旨
か
。
自
問
と
見
た
い
。
623　
そ
れ
ま
で
の
命
も
知し
ら
ぬ
世よ
に
し
あ
れ
ば
捨す
つ
べ
き
年とし
の
程ほと
は
定さた
め
じ
〔
通
釈
〕　その
時
ま
で
の
命
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
世
の
中
で
あ
る
の
で
、
世
を
捨
て
る
は
ず
の
年
限
は
特
に
決
め
る
こ
と
は
す
る
ま
い
（
い
つ
で
も
出
家
遁
世
す
る
つ
も
り
だ
）。
〔
参
考
〕　
そ
れ
ま
で
の
命
堪
へ
た
る
も
の
な
ら
ば
か
な
ら
ず
花
の
折
に
ま
た
見
ん
（
和
泉
式
部
集
・
一
五
五
。
和
泉
式
部
続
集
・
一
九
八
、
結
句
「
折
に
ま
た
来
ん
」）
五
七
〇
い
つ
ま
で
の
命
も
知
ら
ぬ
世
の
中
に
つ
ら
き
嘆
き
の
や
ま
ず
も
あ
る
か
な
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
一
三
・
義
孝
）
〔
語
釈
〕　
○
そ
れ
―
「
捨
つ
べ
き
年
の
程
」
を
指
す
。
○
世
に
し
あ
れ
ば
―
実
朝
に
「
現
と
も
夢
と
も
知
ら
ぬ
世
に
し
あ
れ
ば
あ
り
と
て
あ
り
と
頼
む
べ
き
身
か
」「
と
に
か
く
に
あ
れ
ば
り
け
る
世
に
し
あ
れ
は
な
し
と
て
も
な
き
世
を
も
経
る
か
も
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
六
一
〇
、
六
一
一
）
が
あ
る
。
○
程
は
定
め
じ
―
「
君
が
代
の
程
は
定
め
じ
千
年
と
も
い
ふ
は
お
ろ
か
に
な
り
ぬ
べ
け
れ
ば
」（
行
宗
集
・
祝
前
斎
院
会
・
九
五
）
は
、
永
遠
に
続
く
べ
く
期
限
を
決
め
る
ま
い
、
と
い
う
意
味
。
こ
こ
は
、
そ
れ
で
は
出
離
を
願
う
述
懐
の
本
意
に
反
す
る
。
特
に
期
限
を
切
る
こ
と
は
す
る
ま
い
、
と
の
趣
意
。「
程
は
定
め
し
」
に
も
解
さ
れ
な
く
は
な
い
が
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
二
十
三
歳
時
の
宗
尊
は
い
ま
だ
そ
の
境
地
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
。
〔
補
説
〕　
555
と
類
想
。
624　
と
に
か
く
に
夢
の
う
ち
を
ば
嘆なけ
けゝ
ど
も
後
の
世よ
を
知し
る
人
ぞ
す
く
な
き
〔
通
釈
〕　あれ
こ
れ
と
夢
の
よ
う
な
現
実
の
世
の
中
を
嘆
く
け
れ
ど
も
、
後
世
（
が
い
つ
か
来
る
こ
と
）
を
分
か
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
こ
と
だ
。
〔
参
考
〕　
後
の
世
は
明
日
と
も
知
ら
ぬ
夢
の
う
ち
を
現
顔
に
も
明
け
暮
ら
す
か
な
（
秋
篠
月
清
集
・
無
常
・
一
五
七
四
。
後
京
極
殿
御
自
歌
合
・
一
八
七
、
二
句
「
明
日
と
も
知
ら
で
」）
は
か
な
さ
を
思
ひ
も
あ
へ
ぬ
夢
の
う
ち
は
嘆
き
の
み
こ
そ
現
な
り
け
れ
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
二
一
・
実
国
）
〔
語
釈
〕　
○
夢
の
う
ち
―
実
際
に
見
る
夢
の
中
の
意
で
は
な
く
、（
多
く
は
、
悲
し
い
）
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
現
実
の
中
、
と
い
う
こ
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
七
一
と
。「
限
り
な
き
思
ひ
の
ほ
か
の
夢
の
う
ち
は
お
ど
ろ
か
さ
じ
と
嘆
き
来
し
か
な
」（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
権
中
納
言
道
家
母
隠
れ
侍
り
に
け
る
秋
、
摂
政
太
政
大
臣
の
許
に
遣
は
し
け
る
・
八
二
八
・
俊
成
）。
参
考
の
実
国
歌
も
、「
前
参
議
公
時
母
身
ま
か
り
に
け
る
秋
、
月
明
く
侍
り
け
る
夜
、
権
大
納
言
実
国
許
に
遣
は
し
け
る
／
大
納
言
実
家
／
ま
ど
ろ
ま
で
夜
す
が
ら
月
を
な
が
む
と
も
心
の
夢
は
覚
め
ず
や
あ
る
ら
ん
」（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
二
〇
）
の
「
返
し
」。
625　
葦あし
は
ら原
の
国くに
つ
言こと
の
葉
絶た
え
ず
し
て
な
ほを
も
伝つた
へ
よ
万よろつ
代よ
ま
で
に
〔
通
釈
〕　この
葦
原
の
国
の
言
葉
で
あ
る
和
歌
は
、
絶
え
る
こ
と
な
く
さ
ら
に
伝
え
て
ゆ
け
よ
、
末
永
く
万
代
ま
で
に
。
〔
本
歌
〕　
美
濃
の
国
関
の
藤
河
絶
え
ず
し
て
君
に
つ
か
へ
む
万
代
ま
で
に
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
一
〇
八
四
・
こ
れ
は
元
慶
の
御
嘗
の
美
濃
の
歌
）
〔
参
考
〕　
万
代
の
言
の
葉
今
や
繁
か
ら
ん
今
日
吹
き
初
む
る
和
歌
の
浦
風
（
新
古
今
竟
宴
和
歌
・
六
・
隆
衡
）
敷
島
の
や
ま
と
言
の
葉
君
に
あ
ひ
て
万
代
守
れ
住
吉
の
神
（
為
家
五
社
百
首
・
い
は
ひ
・
住
吉
・
六
九
九
）
〔
他
出
〕　
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
に
・
五
〇
五
。
〔
語
釈
〕　
○
葦
原
の
国
つ
言
の
葉
―
倭
の
言
葉
で
あ
る
和
歌
を
言
う
。「
葉
」
は
植
物
の
葉
の
意
味
が
響
き
「
葦
」
と
縁
語
。「
葦
原
の
国
」
は
、
日
本
の
国
の
称
。「
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」
は
万
葉
以
来
の
措
辞
だ
が
、「
葦
原
の
国
」
の
形
は
、「
草
木
み
な
こ
と
や
め
よ
と
て
葦
原
の
国
へ
た
ち
に
し
い
さ
を
な
り
け
り
」（
日
本
紀
竟
宴
和
歌
・
延
喜
六
年
・
八
・
公
望
）
が
初
例
か
。『
千
五
百
番
歌
合
』
に
「
み
そ
ぎ
す
る
流
れ
に
な
び
け
葦
原
の
国
は
じ
め
せ
し
神
の
心
も
」（
夏
三
・
一
〇
二
六
・
公
継
）
の
作
例
が
見
え
る
。
○
な
ほ
も
伝
へ
五
七
二
よ
―
慈
円
が
『
法
華
経
』
の
永
遠
の
伝
流
を
言
っ
た
「
法
の
花
は
散
れ
ど
も
失
せ
ぬ
物
な
れ
ば
今
日
見
ぬ
人
に
な
ほ
も
伝
へ
よ
」（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
法
門
妙
経
八
巻
之
中
取
百
句
・
五
百
弟
子
品
・
其
不
在
此
会
汝
当
為
宣
説
・
二
四
五
八
）
と
い
う
先
例
が
あ
る
。
〔
補
説
〕　
主
題
は
御
代
の
永
遠
を
言
祝
ぐ
慶
賀
を
、
特
に
和
歌
の
永
続
に
寄
せ
て
言
う
。
626　
す
べ
ら
き
の
仰おほ
せ
か
し
こ
み
今いま
し
こ
そ
玉たま
拾ひろ
ふ
な
れ
和わ
か歌
の
浦うら
人
〔
通
釈
〕　帝の
ご
命
令
を
つ
つ
し
み
承
っ
て
今
こ
そ
、
和
歌
の
浦
の
真
珠
を
拾
う
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
歌
を
拾
い
あ
れ
、
歌
界
の
人
（
撰
者
達
）
よ
。
〔
本
歌
〕　
…
八
ち
く
さ
の　
言
の
葉
ご
と
に　
す
べ
ら
ぎ
の　
仰
せ
か
し
こ
み　
巻
巻
の　
中
に
つ
く
す
と　
伊
勢
の
海
の　
浦
の
潮
貝　
拾
ひ
集
め　
と
れ
り
と
す
れ
ど　
玉
の
緒
の　
短
き
心　
思
ひ
あ
へ
ず　
な
ほ
あ
ら
た
ま
の　
年
を
経
て　
大
宮
に
の
み　
ひ
さ
か
た
の　
昼
夜
分
か
ず　
仕
ふ
と
て
…
（
古
今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
ふ
る
う
た
た
て
ま
つ
り
し
時
の
も
く
ろ
く
の
そ
の
な
が
う
た
・
一
〇
〇
二
・
貫
之
）
〔
語
釈
〕　
○
ず
べ
ら
き
―
天
皇
を
言
う
が
、
こ
こ
は
具
体
的
に
は
父
帝
後
嵯
峨
院
を
指
す
か
。
○
今
し
こ
そ
―
本
歌
を
踏
ま
え
、
貫
之
等
の
撰
し
た
『
古
今
集
』
の
昔
に
比
し
て
、
今
の
勅
撰
集
（『
続
古
今
集
』）
の
現
在
を
強
調
す
る
。
○
玉
―
真
珠
。「
和
歌
の
浦
」
の
縁
で
秀
歌
を
寓
意
。
○
和
歌
の
浦
人
―
紀
伊
国
の
歌
枕
「
和
歌
の
浦
」（
限
和
歌
山
市
和
歌
の
浦
）
の
「
人
」（
漁
師
）。
和
歌
の
世
界
の
歌
人
、
特
に
勅
撰
集
撰
者
を
寓
意
。
〔
補
説
〕　
折
か
ら
撰
集
作
業
中
の
後
嵯
峨
院
下
命
の
勅
撰
和
歌
集
（『
続
古
今
集
』）
を
念
頭
に
、
当
初
の
撰
者
為
家
と
弘
長
二
年
『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）
五
七
三
（
一
二
六
二
）
九
月
に
追
加
さ
れ
た
撰
者
基
家
・
家
良
・
行
家
・
真
観
の
五
人
に
、
良
歌
撰
進
を
促
す
趣
旨
か
。
